
添付資料 1.7.4－3 

3. サプレッション・プール水ｐＨ制御

(1) 操作概要

サプレッション・プール水ｐＨ制御系によるサプレッション・プール水ｐ

Ｈ制御が必要な状況において，中央制御室操作により系統構成を実施し，サ

プレッション・プール水ｐＨ制御系を起動しサプレッション・プール水ｐＨ

制御を実施する。 

(2) 作業場所

制御室建物地上４階（非管理区域）（中央制御室）

(3) 必要要員数及び想定時間

サプレッション・プール水ｐＨ制御系によるサプレッション・プール水ｐ

Ｈ制御に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：１名（中央制御室運転員１名） 

想定時間  ：20分以内（所要時間目安※１：７分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●起動操作：想定時間 20分，所要時間目安７分

・系統構成，起動操作：所要時間目安７分（操作対象４弁：中央制御

室） 

(4) 操作の成立性について

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを配

備している。 

操作性 ：操作スイッチによる操作であるため，容易に実施可能で

ある。 
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添付資料 1.7.4－4 

4. ドライウェルｐＨ制御 

 

(1) 操作概要 

残留熱代替除去系によるドライウェルｐＨ制御が必要な状況において，原

子炉建物付属棟地上３階まで移動するとともに，現場でのＳＡ電源切替盤に

よる電源切り替えを実施する。また，中央制御室操作により系統構成を実施

し，残留熱代替除去系を起動しドライウェルｐＨ制御を実施する。 

 

(2) 作業場所 

原子炉建物付属棟地上３階（非管理区域） 

制御室建物地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(3) 必要要員数及び想定時間 

残留熱代替除去系によるドライウェルｐＨ制御として，最長時間を要する

ＳＡ電源切替盤による電源切り替えを実施した場合に必要な要員数，想定時

間は以下のとおり。 

必要要員数 ：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間  ：45分以内（所要時間目安※１：15分） 

 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●電源確認：想定５分，所要時間目安３分 

・電源確認：所要時間目安３分（電源確認：中央制御室） 

●系統構成：想定時間 15分，所要時間目安３分 

・系統構成：所要時間目安３分（操作対象３弁：中央制御室） 

●起動操作：想定時間 10分，所要時間目安３分 

・起動操作：所要時間目安３分（操作対象２弁，ポンプ起動：中央制御

室） 

【現場運転員】  
●移動，ＳＡ電源切替盤操作（Ｂ系）：想定時間 20 分，所要時間目安９分  
・移動：所要時間目安６分（移動経路：中央制御室～原子炉建物付属棟

地上３階）  
・ＳＡ電源切替盤操作（Ｂ系）：所要時間目安３分（電源切替操作：原子

炉建物付属棟地上３階） 
 

(4) 操作の成立性について 

ａ．中央制御室操作 
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作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），Ｌ

ＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを配備し

ている。 

操作性   ：操作スイッチによる操作であるため，容易に実施可能であ

る。 

ｂ． 現場操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エリア

に配備している。また，ヘッドライト及び懐中電灯を携行

している。 

放射性物質が放出される可能性があることから，操作は防

護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，汚染

防護服）を装備して作業を行う。 

移動経路  ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備していること，

ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることから接近可

能である。また，アクセスルート上に支障となる設備はな

い。 

操作性 ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段  ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備，有線式通信

設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室との連絡

が可能である。 
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添付資料 1.7.4－5 

5. 可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給

(1) 操作概要

原子炉格納容器への窒素ガス供給が必要な状況で，屋外（原子炉建物周

辺）に可搬式窒素供給装置を配備し，ホースを窒素供給ライン接続口に接続

し，可搬式窒素供給装置により，原子炉格納容器に窒素ガスを供給する。 

(2) 作業場所

【窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場

合】 

屋外（原子炉建物南側） 

【窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）を使用した

原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合】 

屋外（原子炉建物西側） 

原子炉建物付属棟地上１階（非管理区域） 

【窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使用した原子

炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大型航空機の衝突その

他のテロリズムによる影響がある場合）】 

屋外（タービン建物北側） 

原子炉建物付属棟地上１階（非管理区域） 

(3) 必要要員数及び想定時間

可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給に必要な要員

数，想定時間は以下のとおり。 

ａ．窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場

合 

必要要員数 ：２名（緊急時対策要員２名） 

想定時間  ：２時間以内（所要時間目安※１：１時間 42分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【緊急時対策要員】 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，所要時間目安

32分 

・移動：所要時間目安 32 分（移動経路：緊急時対策所～第４保管エ

リア）

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第４保管エリア）
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●可搬式窒素供給装置の移動：想定時間５分，所要時間目安２分

・可搬式窒素供給装置の移動：所要時間目安２分（移動経路：第４保

管エリア～屋外（原子炉建物南側）） 

●可搬式窒素供給装置の接続，暖気運転：想定時間１時間，所要時間目

安 53分 

・可搬式窒素供給装置の接続：所要時間目安 36 分（ホース接続：屋

外（原子炉建物南側）） 

・可搬式窒素供給装置暖気運転：所要時間目安 17 分（暖気運転：屋

外（原子炉建物南側）） 

●弁開操作：想定時間 10分，所要時間目安５分

・弁開操作：所要時間目安５分（操作対象１弁：屋外（原子炉建物南

側）） 

ｂ．窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）を使用した

原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合 

必要要員数 ：２名（緊急時対策要員２名） 

想定時間  ：２時間以内（所要時間目安※１：１時間 44分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【緊急時対策要員】 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，所要時間目安

32分 

・移動：所要時間目安 32 分（移動経路：緊急時対策所～第４保管エ

リア）

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第４保管エリア）

●可搬式窒素供給装置の移動：想定時間５分，所要時間目安２分

・可搬式窒素供給装置の移動：所要時間目安２分（移動経路：第４保

管エリア～屋外（原子炉建物西側）） 

●可搬式窒素供給装置の接続，暖気運転：想定時間１時間，所要時間目

安 53分 

・可搬式窒素供給装置の接続：所要時間目安 36 分（ホース接続：屋

外（原子炉建物西側）～原子炉建物付

属棟地上１階） 

・可搬式窒素供給装置暖気運転：所要時間目安 17 分（暖気運転：屋

外（原子炉建物西側）） 

●弁開操作：想定時間 10分，所要時間目安７分
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・弁開操作：所要時間目安７分（操作対象１弁：原子炉建物付属棟地

上１階） 

ｃ．窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使用した原子

炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大型航空機の衝突その

他のテロリズムによる影響がある場合） 

必要要員数 ：２名（緊急時対策要員２名） 

想定時間  ：６時間 40分以内（所要時間目安※１：６時間 18 分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【緊急時対策要員】 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，所要時間目安

32分 

・移動：所要時間目安 32 分（移動経路：緊急時対策所～第４保管エ

リア）

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第４保管エリア）

●可搬式窒素供給装置の移動：想定時間５分，所要時間目安２分

・可搬式窒素供給装置の移動：所要時間目安２分（移動経路：第４保

管エリア～屋外（タービン建物北 

側）） 

●可搬式窒素供給装置の接続，暖気運転：想定時間５時間 35 分，所要

時間目安５時間 19分 

・可搬式窒素供給装置の接続：所要時間目安５時間２分（ホース接

続：屋外（タービン建物北側）～原

子炉建物付属棟地上１階） 

・可搬式窒素供給装置暖気運転：所要時間目安 17 分（暖気運転：屋

外（タービン建物北側）） 

●弁開操作：想定時間 15分，所要時間目安 15分

・弁開操作：所要時間目安 15 分（操作対象１弁：原子炉建物付属棟

地上１階） 

(4) 操作の成立性について

移動経路  ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電灯

を携帯しており，夜間においても接近可能である。また，

現場への移動は，地震等による重大事故等が発生した場

合でも安全に移動できる経路を移動する。 
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作業環境  ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電灯

により，夜間における作業性を確保している。また，操

作は格納容器ベント後の汚染を考慮し，防護具（全面マ

スク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を

装備するが，緊急時対策本部の指示により，作業区域の

環境を考慮した被水防護服等を装備した作業を行う場合

がある。 

操作性 ：可搬式窒素供給装置からのホース接続は，差し込み式で

あり容易に実施可能である。また，作業エリア周辺には

支障となる設備はなく，十分な作業スペースがある。 

連絡手段  ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固定型，

携帯型），電力保安通信用電話設備のうち，使用可能な設

備により，緊急時対策本部に連絡する。 

ホース接続作業
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添付資料 1.7.5 

残留熱代替除去系の長期運転及び不具合等を想定した対策について 

炉心損傷後の残留熱代替除去系運転に際し，サプレッション・チェンバ内の異

物流入の可能性及び損傷炉心による水の放射線分解により水素ガス等の可燃性ガ

スの発生が予想されることから，これらの影響による対策について整理する。

1．残留熱除去系ストレーナの閉塞防止対策について

残留熱除去系ストレーナの閉塞防止対策として，多孔プレートを組み合わせ

た大型ストレーナを採用するとともに，格納容器内の保温材のうち事故時に破

損が想定される繊維質保温材は撤去することとしているため，繊維質保温材の

薄膜効果※１による異物の捕捉が生じることはない。 

また，重大事故等時に格納容器内において発生する可能性のある異物として

は保温材(パーライト等)，塗装片，スラッジが想定されるが，ＬＯＣＡ時のブ

ローダウン過程等のサプレッション・プール水の流動により粉砕され粉々にな

った状態でストレーナに流れ着いたとしても，繊維質保温材がなく，薄膜効果

による異物の捕捉が生じる可能性がないことから，これら粉状の異物がそれ自

体によってストレーナを閉塞させることはない。 

なお,本系統の成立性評価として「（1）ポンプの NPSH評価」で NPSH評価を実

施しているが,この評価はストレーナを設置した際の工事計画書において評価し

た手法と同様の手法を用いて評価したものである。評価においては,繊維質の付

着を考慮したストレーナの圧損評価を実施しており,残留熱代替除去ポンプ定格

流量時の必要 NPSH を満足していることから,本系統の成立性に問題がないこと

を確認している(第１表参照)。 

また,残留熱代替除去系を使用開始する時点ではサプレッション・チェンバ内

の流況は十分に静定している状態であり,ストレーナメッシュの通過を阻害する

程度の粒径を有する異物はサプレッション・チェンバ底部に沈着している状態

であると考えられる※２。 

重大事故等時には，損傷炉心を含むデブリが生じるが，仮に原子炉圧力容器

外に落下した場合でも，原子炉圧力容器下部のペデスタルに蓄積することから

サプレッション・チェンバへの流入の可能性は低い。

万が一，ペデスタルからオーバフローし，ベント管を通じてサプレッショ

ン・チェンバに流入する場合であっても，金属を含むデブリが流動により巻き

上がることは考えにくく※３，ストレーナを閉塞させる要因になることはないと

考えられる。
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このため，苛酷事故環境下においても残留熱除去系ストレーナが閉塞する可

能性を考慮する必要はないと考えている。 

さらに，仮にストレーナ表面にデブリが付着した場合においても，ポンプの

起動・停止を実施することによりデブリは落下するものと考えられ※４，加えて，

長期冷却に対する更なる信頼性の確保を目的に，次項にて示すストレーナの逆

洗操作が可能な設計としている。 

※１：薄膜形成による粒子状デブリの捕捉効果について 

「薄膜形成による粒子状デブリの捕捉効果」とは，ストレーナの表面

のメッシュ(約１～２㎜)を通過するような細かな粒子状のデブリ(スラ

ッジ等)が，繊維質デブリにより形成した膜により捕捉され圧損を上昇

させるという効果をいう。（第１図参照） 

 

 

第１図 薄膜形成による粒子状デブリの補足効果のイメージ 

 

繊維質保温材の薄膜形成については，NEDO-32686 に対する NRC の安全

評価レポートの Appendix E で実験データに基づく考察として，「1/8 

inch 以下のファイバ層であれば，ファイバ層そのものが不均一であり，

圧力損失は小さいと考えられる」，と記載されている。また，R.G.1.82

においても「1/8 inch. (約 3.1 ㎜)を十分下回るファイバ層厚さであれ

ば，安定かつ均一なファイバ層ではないと判断される」との記載がされ

ており，薄膜を考慮した圧力損失評価は必要ないと考えられる。LA-UR-

04-1227 においても，この効果の裏付けとなる知見が得られており，理

論厚さ 0.11inch(2.79mm)において，均一なベッドは形成されなかったと

いう見解が示されている。故に，繊維質保温材の堆積厚さを評価し十分

薄ければ，粒径が極めて微細な塗装片等のデブリは全てストレーナを通

過することとなり，繊維質保温材と粒子状デブリの混合状態を仮定した

圧損評価は不要であると考えられる。 

また，GSI-191 において議論されているサンプスクリーン表面におけ

る化学的相互作用による圧損上昇の知見に関して，上述のとおり繊維質

保温材は使用されておらず，ストレーナ表面におけるデブリベット形成

の可能性がないことから，化学的相互作用による圧損上昇の影響はない

と考えられ，残留熱代替除去系による長期的な冷却の信頼性に対して影

響を与えることはないと考えられる。 
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第１表 NUREG/CR-6224 において参照されるスラッジ粒径の例 

※２：残留熱代替除去系の使用開始は事故後約 10 時間後であり,LOCA 後のブ

ローダウン等の事故発生直後のサプレッション・チェンバ内の撹拌は

十分に静定しており,大部分の粒子状異物は底部に沈着している状態で

あると考える。また,粒子径が 100μm 程度である場合に浮遊するため

に必要な流体速度は,理想的な球形状において 0.1m/s 程度必要であり

(原子力安全基盤機構(H21.3),PWR プラントの LOCA 時長期炉心冷却性

に係る検討),仮にストレーナメッシュを閉塞させる程度の粒子径を有

する異物がプール内に存在していた場合においても,ストレーナ表面流

速は約 0.008m/s(150m3/h の時)程度であり,底部に沈降したデブリがス

トレーナの吸い込みによって生じる流況によって再浮遊するとは考え

られない。 

※３：RPV 破損後の溶融炉心の落下先は格納容器下部（ペデスタル部）であ

り，残留熱代替除去系の水源となるサプレッション・チェンバへ直接

落下することはない。RPV へ注水された冷却水は下部ペデスタルへ落

下し，ベント管を通じてサプレッション・チェンバへ流入することと

なる(第２図参照)。 

粒子化した溶融炉心等が下部ペデスタル内に存在している場合にス

トレーナメッシュを閉塞させる程度の粒子径を有する異物が流動によ

って下部ペデスタルから巻き上げられ，更にベント管からストレーナ

まで到達するとは考えにくく，溶融した炉心等によるストレーナ閉塞

の可能性は極めて小さいと考えられる。 

1.7-150

649



 

 

第２図 原子炉圧力容器破損後の残留熱代替除去系による冷却水の流れ 

 

※４：GSI-191 における検討において,サンプスクリーンを想定した試験にお

いてポンプを停止させた際に付着したデブリは剥がれ落ちるとの結果

が示されている(第３図参照)。 

当該試験は PWR サンプスクリーン形状を想定しているものである

が,BWR のストレーナ形状は円筒形であり(第４図参照),ポンプの起

動・停止によるデブリ落下の効果は更に大きくなるものと考えられ,注

水流量の低下を検知した後,ポンプの起動・停止を実施することでデブ

リが落下し,速やかに冷却を再開することが可能である。 
 

 

第３図 ポンプ停止により模擬ストレーナから試験体が剥がれ落ちた試験 

(Apri12004,LANL,GSI-191:Experimental Studies of Loss-of-Coolant-

Accident-Generated Debr is Accumulation and Head Loss with 

Emphasis on the Effects of Calcium Silicate Insulation) 
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第４図 島根２号炉残留熱除去系ストレーナ 

第５図 島根２号炉残留熱除去系ストレーナ(据付状態) 

2. 閉塞時の逆洗操作について

前述 1.の閉塞防止対策に加えて，残留熱代替除去系運転中に，仮に何らかの

異物により残留熱除去系ストレーナが閉塞したことを想定し，残留熱除去系ス

トレーナを逆洗操作できる系統構成にしている。系統構成の例を第６図に示し

ているが,外部接続口から構成される逆洗ラインの系統構成操作を行い,大量送

水車を起動することで逆洗操作が可能な設計にしている。 

したがって，残留熱代替除去系運転継続中に流量監視し，流量傾向が異常に

低下した場合は残留熱代替除去ポンプを停止し，逆洗操作を実施する。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第６図 残留熱除去系ストレーナ逆洗操作の系統構成について 

3. 水の放射線分解による水素影響について

炉心損傷後の冷却水には，放射性物質が含まれていることにより，水の放射

線分解による水素等の可燃性ガスの発生が想定されるが，残留熱代替除去系運

転中は配管内に流れがあり，また，冷却水が滞留する箇所がないことから，配

管内に水素が大量に蓄積されることは考えにくい。 

残留熱代替除去系の運転を停止した後は，可燃性ガスの爆発防止等の対策と

して，系統水を入れかえるためにフラッシングを実施することとしており，水

の放射線分解による水素発生を防止することが可能となる。具体的には残留熱

除去ポンプのＢ－ＲＨＲポンプトーラス水入口弁を閉じ，残留熱代替除去系に

大量送水車から外部水源を供給することにより，系統のフラッシングを実施す

る。 
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添付資料 1.7.6 

格納容器ベント操作について 

格納容器フィルタベント系の放出系統として，サプレッション・チェンバから

とドライウェルから放出する系統の２通りあるが，サプレッション・プールにお

けるスクラビング効果（エアロゾル等の低減効果）が期待できるサプレッショ

ン・チェンバからのベントを優先して使用する。

ただし，サプレッション・チェンバからのベントが実施できない場合には，ド

ライウェルからのベントを実施する。

また，ベント準備を含めたベント弁開操作は，以下を考慮し，下流側（フィル

タベント装置側）から実施する。

・現場の雰囲気線量を考慮した操作手順

上流側（格納容器側）から開操作を実施した場合，格納容器内の蒸気（放

射性物質を含む）が原子炉建物内の系統配管内に滞留することにより，現場

の雰囲気線量が上昇する可能性がある。 

・格納容器内への閉じ込め機能維持を考慮した操作手順

機能を発揮している格納容器バウンダリを変更しないため，下流側（フィ

ルタ装置側）から開操作を実施する。

・現場での手動操作時間を考慮した操作手順

上流側（格納容器側）から開操作を実施した場合，操作する弁の片側に蒸

気圧がかかり，現場（原子炉建物付属棟）にて手動操作（人力による遠隔操

作）を実施する際，操作に時間を要する可能性がある。 

なお，ベント停止時に第１弁で隔離する理由は，格納容器バウンダリ範囲を通

常時と同様にするためである。 

格納容器フィルタベント系の系統概要図（操作対象箇所）を第１図に示す。 
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1. 格納容器フィルタベント系におけるベントタイミング 

格納容器フィルタベント系によるベント操作は，第１表に示す基準に到達し

た場合に，当直副長の指示の下に運転員が実施する。これにより，格納容器の

過圧破損防止及び格納容器内での水素燃焼防止が可能である。 

 

第１表 ベント実施判断基準 

炉心状態 目的 実施判断基準 

炉心損傷なし 

過圧破損防止 

サプレッション・プール通常水位＋約 1.3m到達 

炉心損傷を 

判断した場合 

サプレッション・プール通常水位＋約 1.3m到達 

水素燃焼防止 
格納容器酸素濃度がドライ条件にて 4.4vol％及び 

ウェット条件にて 1.5vol％到達 

 

格納容器の過圧破損防止の観点では，炉心損傷なしの場合は，残留熱除去系

等の格納容器除熱機能が喪失し格納容器圧力が上昇した際，格納容器圧力が

384kPa[gage]から 334kPa[gage]の範囲で格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる格納容器スプレイ（間欠）を実施する。外部水源によるスプレイであるた

め，サプレッション・プール通常水位＋約 1.3mに到達すれば格納容器スプレイ

を停止し，ベントの実施を判断する。これは，格納容器除熱機能の復旧時間の

確保及び追加放出された希ガスの減衰時間を確保することを目的としている。 
炉心損傷を判断した場合は，640kPa［gage］から 588kPa［gage］の範囲で格

納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器スプレイ（間欠）を実施し，

サプレッション・プール通常水位＋約 1.3mに到達すれば格納容器スプレイを停

止するとともにベントを実施する。これにより確実に 853kPa［gage］（2Pd）到

達までに格納容器ベントが実施できる。炉心損傷の有無により，格納容器スプ

レイ実施基準を変更する理由は，炉心損傷した場合，格納容器内に放射性物質

が放出されるため，炉心損傷なしの場合に比べてベント実施操作判断基準に到

達するタイミングを遅らせることにより，ベント時の外部影響を軽減させるた

めである。 
また，炉心損傷を判断した場合は，ジルコニウム－水反応により大量の水素

が発生し，格納容器内の水素濃度は可燃限界の４vol％を超過する。その後，水

の放射線分解によって格納容器内酸素濃度が上昇し，格納容器内水素・酸素濃

度が可燃限界に到達することにより，格納容器内で水素燃焼が発生するおそれ

がある。この水素燃焼の発生を防止するため，格納容器内酸素濃度がドライ条

件にて 4.4vol％及びウェット条件にて 1.5vol％に到達した時点でベント操作を

実施することで格納容器内の水素・酸素を排出する。ベント実施の判断フロー

を第２～４図に示す。 

炉心損傷の有無の判断は，第２表に示すパラメータを確認する。 
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第２表 確認パラメータ（炉心損傷判断） 

確認パラメータ 炉心損傷判断 

ドライウェル又はサプレッシ
ョン・チェンバのγ線線量率 

設計基準事故（原子炉冷却材喪失）において想定する

希ガスの追加放出量相当のγ線線量率の 10倍を超えた

場合，炉心が損傷したものと判断する※。 

※ この基準は，炉内蓄積量の割合約 0.1％に相当する希ガスが格納容器内に放出した

場合のγ線線量率相当となっている。

さらに，重大事故等対処設備の機能喪失を仮定した場合のベント実施判断基

準として，第３表に示す判断基準を整理している。これらの状況においても，

格納容器ベント実施により，格納容器破損の緩和又は大気へ放出される放射性

物質の総量の低減が可能である。

第３表 重大事故等対処設備の機能喪失を仮定した場合のベント実施判断

基準 

炉心状態 実施判断基準 

炉心損傷なし 格納容器スプレイが実施できない場合(384kPa[gage]以下維持不可) 

炉心損傷を 

判断した場合 

格納容器スプレイが実施できない場合（1.5Pd 以下維持不可） 

原子炉建物水素濃度 2.5vol％到達 

格納容器温度 200℃以上において温度上昇が継続している場合 

可搬式モニタリング・ポスト指示の急激な上昇 

原子炉建物内の放射線モニタ指示値の急激な上昇 

なお，炉心損傷後の格納容器代替スプレイが実施できない場合でも，格納容

器圧力が 640kPa[gage]に到達後，２Pd（853kPa[gage]）に到達するまでに５時

間程度以上の時間があるため，ベント準備時間が約１時間 30 分であることを踏

まえても格納容器圧力２Pd（853kPa[gage]）に到達するまでに準備ができる。 

重大事故時における格納容器スプレイ手段として，常設設備を用いた残留熱

除去系，格納容器代替スプレイ系（常設）及び残留熱代替除去系並びに可搬型

設備を用いた格納容器代替スプレイ系（可搬型）がある。想定し難い状況では

あるが，これら格納容器スプレイ手段が喪失した場合，想定する希ガスの減衰

時間が短くなるが，格納容器の圧力を抑制する観点から，格納容器破損の緩和

のためベントを実施する。 

また，格納容器から漏えいした水素により，原子炉棟水素濃度が上昇した場

合，原子炉棟内で水素爆発が発生することよって格納容器が破損するおそれが

ある。このような場合，格納容器圧力を低下させることで格納容器から漏えい

する水素量を低減し，原子炉棟内での水素爆発による格納容器破損を緩和する

ため，水素の可燃限界濃度４vol％を考慮し，原子炉建物水素濃度 2.5vol％到

達によりベントを実施する。 
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格納容器への十分な注水等ができない場合，格納容器雰囲気が過熱状態にな

り，格納容器は限界圧力を下回る 853kPa[gage]に達する前に 200℃に達し，い

ずれは過温破損に至ることが考えられる。この場合，ベントを実施することに

よって過温破損を防止できないが，フィルタ装置を介した放出経路を形成し，

大気への放射性物質の放出を極力低減するためのベントを実施する。 

さらに，格納容器が限界圧力を下回る 853kPa［gage］及び限界温度を下回る

200℃に到達する前に，何らかの理由により格納容器の健全性が損なわれ，格納

容器から異常な漏えいがある場合，可搬式モニタリング・ポスト指示値及び原

子炉建物内の放射線モニタ指示値が急激に上昇することが考えられる。この場

合，格納容器圧力を低下させることで漏えい箇所からの漏えい量を低減させる

ことが可能と考えられることから，フィルタ装置を介さない大気への放射性物

質の放出を極力低減するためにベントを実施する。 
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第３図 炉心損傷していない場合のベント実施フロー 
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第４図 炉心損傷を判断した場合のベント実施フロー 
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2. 格納容器フィルタベント系の操作手順の概要

(1) 系統待機状態の確認

格納容器フィルタベント系の待機状態において，第４表に示すパラメータ

により，系統に異常がないことを確認する。 

第４表 確認パラメータ（系統待機状態） 

確認パラメータ 確認内容 

スクラバ容器水位 待機水位である  の範囲にあること 

スクラバ容器ｐＨ  であること 

フィルタ装置出口配管圧力 微正圧に維持されていること 

(2) ベント準備操作

ベント準備操作は，ベント操作が必要になった場合に速やかに実施できる

よう，以下に示す事前準備を行う。 

なお，弁名称及び弁名称に付記する①～⑦の番号は，第１図の番号に対応

している。 

ａ．ベント実施に必要な隔離弁の健全性確認 

中央制御室にてベント実施に必要な隔離弁の健全性を確認するため，当

該弁に電源が供給されていることを表示灯により確認する。 

①第１弁（サプレッション・チェンバ側）

②第１弁（ドライウェル側）

③第２弁

④第３弁（開確認のみ）

ｂ．他系統との隔離確認 

ベント操作前に，中央制御室にて他系統（原子炉棟空調換気系，非常用

ガス処理系及び耐圧強化ベント系）と隔離する弁が全閉となっていること

を表示灯により確認する。 

⑤ＮＧＣ常用空調換気入口隔離弁

⑥ＳＧＴ ＮＧＣ連絡ライン隔離弁

⑦ＳＧＴ耐圧強化ベントライン止め弁

ｃ．第２弁の開操作 

中央制御室にて開操作を実施する。万一，中央制御室での開操作ができ

ない場合には，現場にて第２弁の人力による開操作を実施する。 

また，格納容器フィルタベント系の放出経路として，サプレッション・

チェンバからとドライウェルから放出する経路の２通りあるが，サプレッ

ション・プールにおけるスクラビング効果（エアロゾル等の低減効果）が

期待できるサプレッション・チェンバからのベントを優先して使用する。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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ただし，サプレッション・チェンバからのベントが実施できない場合に

は，ドライウェルからのベントを実施する。 

現場操作の着用装備は，全面マスク，タイベック，アノラック，綿手袋，

ゴム手袋であり，着用時間は約６分である。 

 

ｄ．可搬型重大事故等対処設備（水素濃度測定装置，可搬式窒素供給装置）

準備 

ベント停止操作にあたり，格納容器及び格納容器フィルタベント系統内

を掃気し不活性化を行うことを目的に，可搬式窒素供給装置及び水素濃度

測定装置を準備する。また，水素濃度測定装置の準備に合わせ，ベントガ

スの排出を防止するため，ＦＣＶＳ排気ラインドレン排出弁を閉操作す

る。 

 

3. ベント準備判断の確認パラメータ 

ベント準備及び可搬型設備着手判断である格納容器圧力 245kPa[gage]及び

640kPa[gage]の確認に必要なパラメータを以下に示す。また，確認パラメータ

については，手順書に定め明確化する。 

また，残留熱除去系又は残留熱代替除去系による格納容器除熱を実施してい

る場合，ドライ条件で 4.0vol%及びウェット条件で 1.5vol%到達後，ベント準備

を開始する。 

ベント準備着手判断に必要なパラメータを以下に示す。 

・格納容器圧力 

・格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

 

4. ベント準備作業の妥当性 

炉心損傷なしの場合及び炉心損傷ありの場合の作業項目及び作業環境を第５

表に示す。ベント弁の開操作については，中央制御室での遠隔操作の場合と現

場での手動操作（人力による遠隔操作）の場合について記載している。 

可搬型設備は，ベント実施後長期で必要となる設備であるため，ベント実施

までに準備が完了する必要はないが，念のため準備を実施する。 

なお，可搬型設備の準備にあたっては，炉心損傷防止対策及び格納容器破損

防止対策に用いる設備の準備を優先する。 

また，ベント実施までに準備が完了していない場合でも，操作場所は原子炉

建物及びフィルタ装置の第 1 ベントフィルタ格納槽のコンクリートを隔てた屋

外であるため，ベント直後からプルームの影響を受ける期間以外は，十分作業

できる環境にある。 

フィルタ装置（スクラバ容器）のスクラビング水（水・薬剤）の補給操作に

ついては，格納容器ベント実施後 168 時間までは補給不要の設計のため，ベン

ト後，補給が必要となった場合に準備作業を開始する。 
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第５表 ベント準備操作時の作業項目及び作業環境 

作業項目 
作業・操作 

場所 

作業環境 
連絡手段 

温度・湿度 放射線環境 照明 その他 

ベント弁の 

健全性確認 

中央制御室 －※１ 

【炉心損傷前】 

通常運転中 

と同程度※２ 

【炉心損傷後】 

約 52mSv/７日間以

下 

（マスク着用※３）

ＬＥＤライ

ト（三脚タ

イプ，ラン

タンタイ

プ）及びヘ

ッドライト

により作業

可能であ

る。 

周辺には

支障とな

る設備は

ない。 

中央制御室

内のため口

頭にて連絡

可 能 で あ

る。 
他系統との

隔離確認 

第２弁開 

操作 

（移動含

む） 

原子炉建物

付属棟 

通常運転中 

と同程度 

【炉心損傷前】 

通常運転中 

と同程度※２ 

【炉心損傷後】 

9.3mSv/h 以下 

（マスク着用※３）

電源内蔵型

照明，ヘッ

ドライト又

は懐中電灯

により作業

可能であ

る。 

アクセス

ルート上

に支障と

なる設備

はない。 

有線式通信設

備，電力保安

通信用電話設

備，所内通信

連絡設備によ

り連絡可能で

ある。 

可搬型設備 

の準備 

（水素濃度 

測定装置， 

可搬式窒素 

供給装置） 

屋外 外気 

【炉心損傷前】 

通常運転中 

と同程度※２ 

【炉心損傷後】 

6.7mSv/h 以下 

（マスク着用※３）

車両の作業

用照明・ヘ

ッドライト

及び懐中電

灯により作

業可能であ

る。 

アクセス

ルート上

に支障と

なる設備

はない。 

衛星電話設

備（固定

型，携帯

型），無線通

信設備（固

定型，携帯

型），電力保

安通信用電

話設備，所

内通信連絡

設備により

連絡可能で

ある。 

※１：中央制御室の温度・湿度については，全交流動力電源喪失の場合には，中央制

御室換気系が動作しないものの，制御盤の発熱が少ないため，作業に支障とな

る環境とはならない。なお，全交流動力電源喪失以外の事故シーケンスでは中

央制御室換気系が動作するため，作業に支障となる環境とはならない。 

※２：設計基準事故相当の γ 線線量率の 10 倍相当である，全燃料の１％程度の燃料

被覆管破裂を考慮した場合でも，被ばくは１mSv以下であり作業に支障はない。 

※３：全面マスク（PF50）の着用
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5. ベント準備操作の余裕時間

有効性評価で示したシナリオを例に，ベント準備操作の余裕時間を以下に示

す。 

(1) 炉心損傷なしの場合

炉心損傷なしの場合のベントを実施する有効性評価シナリオを第６表に示

す。 

残留熱除去系による格納容器除熱機能が喪失している場合には，格納容器

圧力が 245kPa[gage]に到達後，準備操作として，第５図に示す第２弁（②ま

たは③）の開操作，第３弁（①）の開確認及び可搬型設備の準備を実施する

とともに，ＦＣＶＳ排気ラインドレン排出弁（⑥）を閉操作する。 

第２弁（②または③），第３弁（①）は，中央制御室にて操作及び確認を行

うことにより，短時間で準備可能である。万一，中央制御室での操作ができ

ない場合には，現場にて第２弁（②または③）の現場での手動操作（人力に

よる遠隔操作）を実施する。 

第６図に中央制御室での操作ができない場合の，現場での手動操作（人力

による遠隔操作）による作業・操作の所要時間を示す。ベントの準備時間は，

約１時間 20分である。 

第６表及び第６図に示すとおり，ベント準備完了後からベント実施基準で

あるサプレッション・プール通常水位＋約 1.3m 到達までに十分な時間がある

ことから，可搬型設備の準備を含めて，確実に準備を完了することができる。 
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第６表 炉心損傷なしの場合のベント関連時間 

事故シーケンス 
245kPa[gage] 

到達時間※２ 
準備時間 ベント時間※１ 

高圧・低圧注水機能喪失 約 16時間 約 1時間 20分 

（245kPa[gage] 

到達後から） 

約 30時間 

崩壊熱除去機能喪失(残留熱除去系故障) 約 14時間 約 30時間 

LOCA時注水機能喪失（中小破断 LOCA） 約 15時間 約 27時間 

※１：サプレッション・プール通常水位+約 1.3m に到達する時間。 

※２：格納容器圧力の測定ができない場合には，格納容器圧力を推定する手段として，格納容

器温度を代替パラメータとする。 

 

(2) 炉心損傷ありの場合 

炉心損傷ありの場合のベントを実施する有効性評価シナリオを第７表に示

す。 

残留熱除去系による格納容器除熱機能が喪失している場合には，格納容器

圧力が 640kPa[gage]に到達後，準備操作として，第５図に示す第２弁（②ま

たは③）の開操作，第３弁（①）の開確認及び可搬型設備の準備を実施する

とともに，ＦＣＶＳ排気ラインドレン排出弁（⑥）を閉操作する。 

第２弁（②または③），第３弁（①）は，中央制御室にて操作及び確認を行

うことにより短時間で準備可能である。万一，中央制御室での操作ができな

い場合には，現場にて第２弁（②または③）の手動操作（人力による遠隔操

作）を実施する。 

第７図に中央制御室での操作ができない場合の，現場での手動操作（人力

による遠隔操作）による作業・操作の所要時間を示す。ベントの準備時間は，

約１時間 20分である。 

第７表及び第７図に示すとおり，ベント準備完了後からベント実施基準で

あるサプレッション・プール通常水位＋約 1.3m 到達までに十分な時間がある

ことから，可搬型設備の準備を含めて，確実に準備を完了することができる。 
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第７表 炉心損傷ありの場合のベント関連時間 

格納容器破損モード 
640kPa[gage] 

到達時間※２ 
準備時間 ベント時間※１ 

雰囲気圧力・温度による静的負荷 

（過圧・過温破損） 

残留熱代替除去系を使用しない場合 

約 27時間 

約 1時間 20分 

（640kPa[gage] 

到達後から） 

約 32時間 

※１：サプレッション・プール通常水位＋約 1.3m に到達する時間。 

※２：格納容器圧力の測定ができない場合には，格納容器圧力を推定する手段として，

格納容器温度を代替パラメータとする。 
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作
機
構
に
よ
り
，
原
子
炉
建
物
付
属
棟
内
か
ら
操
作
を
行
う
。

適
宜

実
施

約
19
時

間
格

納
容

器
圧

力
38
4k
Pa
[
ga
g
e]
到

達

第
６
図

 
崩
壊
熱

除
去

機
能
喪
失

（
残
留

熱
除

去
系
故
障

）
時

の
作

業
・

操
作

の
所

要
時

間
 

 

ベ
ン

ト
弁

（
第

２
弁

）
開

操
作

 

可
搬

型
設

備
準

備
 

1.7-169

668



責
任

者
当

直
長

1
人

中
央

制
御

室
監

視

緊
急

時
対

策
本

部
連

絡

指
揮

者
当

直
副

長
1
人

運
転

操
作

指
揮

指
示

者
1
人

初
動

で
の

指
揮

連
絡

責
任

者

連
絡

担
当

者
4
人

発
電

所
内

外
連

絡

運
転

員

（
中

央
制

御
室

）
復

旧
班

要
員

・
外

部
電

源
喪

失
確

認

・
給

水
流

量
の

全
喪

失
確

認

・
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム

確
認

，
タ

ー
ビ

ン
ト

リ
ッ

プ
確

認

・
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

等
機

能
喪

失
確

認

・
再

循
環

ポ
ン

プ
ト

リ
ッ

プ
確

認

・
原

子
炉

へ
の

注
水

機
能

喪
失

を
確

認

・
主

蒸
気

隔
離

弁
全

閉
確

認

・
炉

心
損

傷
確

認

・
早

期
の

電
源

回
復

不
能

確
認

―
―

・
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

等
　

機
能

回
復

―
―

・
外

部
電

源
　

回
復

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失

調
査

，
復

旧
操

作
―

―
・

給
水

・
復

水
系

，
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

，

　
 
残

留
熱

除
去

系
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
　

機
能

回
復

解
析

上
考

慮
せ

ず

対
応

可
能

な
要

員
に

よ
り

対
応

す
る

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

起
動

操
作

（
1
人

）

A
―

・
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
起

動
，

受
電

操
作

（
1
人

）

A
―

・
Ｄ

系
非

常
用

高
圧

母
線

受
電

準
備

（
中

央
制

御
室

）

―
―

・
放

射
線

防
護

具
準

備
／

装
備

―
―

・
Ｄ

系
非

常
用

高
圧

母
線

受
電

準
備

（
現

場
）

（
1
人

）

A
―

・
Ｄ

系
非

常
用

高
圧

母
線

受
電

操
作

（
中

央
制

御
室

）

―
―

・
Ｄ

系
非

常
用

高
圧

母
線

受
電

操
作

（
現

場
）

（
1
人

）

A
―

・
Ｃ

系
非

常
用

高
圧

母
線

受
電

準
備

（
中

央
制

御
室

）
2
5
分

―
―

・
Ｃ

系
非

常
用

高
圧

母
線

受
電

準
備

（
現

場
）

2
5
分

（
1
人

）

A
―

・
Ｃ

系
非

常
用

高
圧

母
線

受
電

操
作

（
中

央
制

御
室

）
5
分

―
―

・
Ｃ

系
非

常
用

高
圧

母
線

受
電

操
作

（
現

場
）

5
分

非
常

用
ガ

ス
処

理
系

　
運

転
確

認
（

1
人

）

A
―

・
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
　

自
動

起
動

確
認

・
原

子
炉

建
物

差
圧

監
視

・
原

子
炉

建
物

差
圧

調
整

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
適

宜
実

施
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
適

宜
実

施
　

　
　

　
　

　
適

宜
実

施

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

原
子

炉

圧
力

容
器

へ
の

ほ
う

酸
水

注
入

（
1
人

）

A
―

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

　
起

動
1
0
分

解
析

上
考

慮
せ

ず

―
・

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

及
び

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

起
動

操
作

 
5
分

―
・

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

及
び

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

シ
ス

テ
ム

起
動

，
暖

気
4
0
分

―
・

格
納

容
器

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

の
監

視
適

宜
監

視

（
1
人

）

A
―

・
系

統
構

成

・
中

央
制

御
室

換
気

系
起

動
操

作
2
0
分

―
―

・
中

央
制

御
室

換
気

系
　

系
統

構
成

（
1
人

）

A
―

・
中

央
制

御
室

換
気

系
　

加
圧

運
転

操
作

1
0
分

―
―

・
中

央
制

御
室

待
避

室
系

統
構

成
3
0
分

（
1
人

）

A
―

・
中

央
制

御
室

待
避

室
加

圧
操

作

中
央

制
御

室
待

避

（
５

名
）

当
直

長
，

当
直

副

長
，

運
転

員
A
,
D
,
E

―
・

中
央

制
御

室
待

避
室

内
へ

の
待

避

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

ｐ
Ｈ

制
御

系
起

動
操

作

（
1
人

）

A
―

・
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
ｐ

Ｈ
制

御
系

起
動

2
0
分

解
析

上
考

慮
せ

ず

―
―

・
放

射
線

防
護

具
準

備
／

装
備

―
―

・
注

水
弁

電
源

切
替

操
作

（
1
人

）

A
―

・
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

常
設

）
起

動
/
運

転
確

認
/
系

統
構

成
/
漏

え
い

隔
離

操
作

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

注
水

操
作

（
1
人

）

A
―

・
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

常
設

）
注

水
弁

操
作

1
0
分

中
央

制
御

室
待

避
室

に
退

避
す

る
前

に
原

子
炉

注
水

流
量

を
崩

壊
熱

相
当

に
調

整
す

る
。

―
・

放
射

線
防

護
具

準
備

／
装

備

―
・

大
量

送
水

車
に

よ
る

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

補
給

準
備

　
（

大
量

送
水

車
配

置
，

ホ
ー

ス
展

張
・

接
続

）

―
・

大
量

送
水

車
に

よ
る

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
の

補
給

格
納

容
器

ベ
ン

ト
前

に
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
を

満
水

に

し
，

緊
急

時
対

策
所

へ
待

避
。

低
圧

原
子

代
替

注
水

槽
を

満
水

に
す

る
こ

と
に

よ
り

待
避

中
も

注
水

を
維

持
で

き
る

。

待
避

解
除

は
作

業
エ

リ
ア

の
放

射
線

量
測

定
後

と
な

る
。

原
子

炉
ウ

ェ
ル

代
替

注
水

系

注
水

操
作

―
・

大
量

送
水

車
に

よ
る

原
子

炉
ウ

ェ
ル

へ
の

注
水

解
析

上
考

慮
せ

ず

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系

（
可

搬
型

）
系

統
構

成

（
1
人

）

A
―

・
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
系

統
構

成
1
0
分

―
（

2
人

）

a
,
b

・
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
ス

プ
レ

イ
弁

操
作

（
現

場
）

（
1
人

）

A
―

・
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型

）
ス

プ
レ

イ
弁

操
作

―
（

1
2
人

）

a
～

l
・

資
機

材
配

置
及

び
ホ

ー
ス

敷
設

，
系

統
水

張
り

，
起

動
解

析
上

考
慮

せ
ず

―
・

放
射

線
防

護
具

準
備

／
装

備
1
0
分

解
析

上
考

慮
せ

ず

―
・

電
源

ケ
ー

ブ
ル

接
続

解
析

上
考

慮
せ

ず

―
―

・
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

系
　

系
統

構
成

解
析

上
考

慮
せ

ず

―
（

2
人

）

c
,
d

・
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

系
　

運
転

状
態

監
視

解
析

上
考

慮
せ

ず

格
納

容
器

ベ
ン

ト
前

に
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
の

流
量

を
調

整

し
，

緊
急

時
対

策
所

へ
待

避
。

流
量

調
整

す
る

こ
と

で
待

避
中

も
燃

料
補

給
が

不
要

と
な

る
。

（
1
人

）

A
―

・
原

子
炉

補
機

代
替

冷
却

系
　

冷
却

水
流

量
調

整
1
0
分

解
析

上
考

慮
せ

ず

―
・

格
納

容
器

内
雰

囲
気

計
装

起
動

5
分

解
析

上
考

慮
せ

ず

―
・

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
及

び
酸

素
濃

度
の

監
視

解
析

上
考

慮
せ

ず

―
・

放
射

線
防

護
具

準
備

／
装

備

―
・

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

か
ら

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

へ
の

補
給

燃
料

補
給

作
業

―
・

大
量

送
水

車
，

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

へ
の

補
給

適
宜

実
施

―
・

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ｐ
H
制

御
　

系
統

構
成

2
0
分

解
析

上
考

慮
せ

ず

―
・

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

ｐ
H
制

御
　

起
動

1
0
分

解
析

上
考

慮
せ

ず

（
1
人

）

A
―

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

準
備

（
Ｎ

Ｇ
Ｃ

非
常

用
ガ

ス
処

理
入

口
隔

離
弁

操
作

）
1
0
分

―
―

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

準
備

（
Ｎ

Ｇ
Ｃ

非
常

用
ガ

ス
処

理
入

口
隔

離
弁

操
作

）
解

析
上

考
慮

せ
ず

―
（

2
人

）

o
,
p

・
水

素
濃

度
測

定
装

置
準

備
解

析
上

考
慮

せ
ず

―
（

2
人

）

e
,
f

・
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

準
備

解
析

上
考

慮
せ

ず

―
―

・
緊

急
時

対
策

所
へ

の
待

避
2
5
分

解
析

上
考

慮
せ

ず

（
1
人

）

A
―

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

操
作

（
Ｎ

Ｇ
Ｃ

　
Ｎ

２
ト

ー
ラ

ス
出

口
隔

離
弁

操
作

）
1
0
分

―
―

・
格

納
容

器
ベ

ン
ト

操
作

（
Ｎ

Ｇ
Ｃ

　
Ｎ

２
ト

ー
ラ

ス
出

口
隔

離
弁

操
作

）
解

析
上

考
慮

せ
ず

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
　

再
開

（
1
人

）

A
―

・
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

系
再

起
動

解
析

上
考

慮
せ

ず

燃
料

プ
ー

ル
水

温
6
6
℃

以
下

維
持

必
要

人
員

数
　

合
計

1
人 A

1
9
人

a
～

s

雰
囲

気
圧

力
・

温
度

に
よ

る
静

的
負

荷
（

格
納

容
器

過
圧

・
過

温
破

損
）

（
残

留
熱

代
替

除
去

系
を

使
用

し
な

い
場

合
）

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）
経

過
時

間
（

時
間

）
経

過
時

間
（

日
）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

4
0

4
1

4
2

4
3

5
6

7

操
作

項
目

実
施

箇
所

・
必

要
人

員
数

操
作

の
内

容

　
事

象
発

生

通
報

連
絡

等
を

行
う

要
員

運
転

員

（
現

場
）

状
況

判
断

1
人 A

―
―

1
0
分

交
流

電
源

回
復

操
作

―
解

析
上

考
慮

せ
ず

対
応

可
能

な
要

員
に

よ
り

対
応

す
る

―

Ｄ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
準

備

―
2
5
分

2
人

B
,
C

1
0
分

3
5
分

― ―
1
0
分

Ｄ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
操

作

―
5
分

（
2
人

）

B
,
C

5
分

Ｃ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
準

備

―

（
2
人

）

B
,
C

Ｃ
系

非
常

用
高

圧
母

線
受

電
操

作

―

（
2
人

）

B
,
C

― ―

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

監
視

設
備

の
起

動

（
1
人

）

A

― ― ―

中
央

制
御

室
換

気
系

起
動

― ―

（
2
人

）

D
,
E

4
0
分

中
央

制
御

室
待

避
室

準
備

（
2
人

）

D
,
E

―
5
分

―
８

時
間

―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

起
動

操
作

2
人

D
,
E

1
0
分

2
0
分

―
1
0
分

―
注

水
開

始
3
0
分

は
最

大
流

量
と

し
，

そ
の

後
は

崩
壊

熱
相

当
量

で
注

水
継

続
注

水
継

続
適

宜
実

施

輪
谷

貯
水

槽
（

西
）

か
ら

低
圧

原

子
炉

代
替

注
水

槽
へ

の
補

給

―
1
4
人

a
～

n

1
0
分

―
2
時

間
1
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6. ベント実施操作判断基準

(1) 炉心損傷なしの場合

ａ．サプレッション・プール通常水位＋約 1.3m到達 

格納容器の健全性を確保するため，サプレッション・プール通常水位＋

約 1.3mに到達した時点でベントを実施する。 

(2) 炉心損傷を判断した場合

ａ．サプレッション・プール通常水位＋約 1.3m到達 

格納容器へ大量の放射性物質が放出されることから，大気への放射性物

質の放出を極力遅らせることでベント時の外部影響を軽減させるため，限

界圧力を下回る 853kPa[gage]に到達するまでにベントを実施する。具体的

には，中央制御室での遠隔操作に失敗した場合の現場手動操作時間を考慮

し，格納容器スプレイ停止基準であるサプレッション・プール通常水位＋

約 1.3mに到達した時点でベントを実施する。 

ｂ．格納容器酸素濃度がドライ条件にて 4.4vol％及びウェット条件にて

1.5vol％に到達した場合 

炉心損傷時には，ジルコニウム－水反応及び水の放射線分解等により水

素・酸素が発生し，可燃限界に到達すると水素燃焼が発生するおそれがあ

る。これを防止するため，可燃限界到達前に格納容器内の水素・酸素を排

出することを目的として，格納容器酸素濃度がドライ条件にて 4.4vol％及

びウェット条件にて 1.5vol％に到達した場合にベントを実施する。

4.4vol％の基準設定に当たっては，酸素濃度の可燃限界である 5vol％に対

し，計器誤差の±約 0.5vol％及び 0.1vol％の余裕を考慮して設定した。 

7. ベント実施操作判断の確認パラメータ

(1) 炉心損傷なしの場合

ａ．サプレッション・プール通常水位＋約 1.3m到達 

炉心損傷がない場合は，サプレッション・プール水位にてベント実施操

作を判断するため，確認パラメータは以下のとおり。 

・サプレッション・プール水位（ＳＡ）

(2) 炉心損傷を判断した場合

ａ．サプレッション・プール通常水位＋約 1.3m到達 

炉心損傷を判断した場合は，格納容器スプレイを間欠にて実施しながら，

サプレッション・プール水位にてベント実施操作を判断する。したがって，

確認パラメータは以下のとおり。 

・サプレッション・プール水位（ＳＡ）
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ｂ．格納容器酸素濃度がドライ条件にて 4.4vol％及びウェット条件 1.5vol％に

到達した場合 

格納容器酸素濃度によりベント実施操作を判断するため，確認パラメー

タは以下のとおり。

・格納容器酸素濃度（ＳＡ）

8. ベント実施操作の妥当性

ベントは，第１弁を開弁することで実施する。炉心損傷していない場合及び

炉心損傷を判断した場合の作業項目及び作業環境を第８表に示す。ベント弁の

開操作については，中央制御室での操作を基本とするが，万一，中央制御室で

の操作ができない場合には，現場（原子炉建物付属棟）にて手動操作（人力に

よる遠隔操作）を実施する。 

なお，炉心損傷を判断する有効性評価の「格納容器圧力・温度による静的負

荷（格納容器過圧・過温破損）（残留熱代替除去系を使用しない場合）」シーケ

ンスにおいて，ベント準備段階の現場アクセス，現場待機，現場での手動操作，

プルーム通過までの現場待機及び帰還の一連の作業での実効線量は，約 19mSv

である。 
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第８表 ベント実施操作時の作業項目及び作業環境 

作業項目 作業場所 
作業環境 

連絡手段 
温度・湿度 放射線環境 照明 その他 

ベント弁の

開操作 

・開確認 

中央制御室 －※１ 

【炉心損傷前】 

通常運転中 

と同程度※３ 

【炉心損傷後】 

約 52mSv/７日間以

下 

（マスク着用※４） 

ＬＥＤライ

ト（三脚タ

イプ，ラン

タンタイ

プ）及びヘ

ッドライト

により作業

可能であ

る。 

周辺には支

障となる設

備はない。 

中 央 制 御

室 内 の た

め 口 頭 に

て 連 絡 可

能 で あ

る。 

原子炉建物 

付属棟 

通常運転中 

と同程度 

【炉心損傷前】 

通常運転中 

と同程度 
※２※３ 

【炉心損傷後】 

2.2mSv/h 以下 

（マスク着用※４） 

電源内蔵型

照明，ヘッ

ドライト又

は懐中電灯

により作業

可能であ

る。 

アクセスル

ート上に支

障となる設

備はない。 

有 線 式 通

信 設 備 ，

電 力 保 安

通 信 用 電

話 設 備 ，

所 内 通 信

連 絡 設 備

に よ り 連

絡 可 能 で

ある。 

※１：中央制御室の温度・湿度については，全交流動力電源喪失の場合には，中央制御室

換気系が動作しないものの，制御盤の発熱が少ないため，作業に支障となる環境と

はならない。なお，全交流動力電源喪失以外の事故シーケンスでは中央制御室換気

系が動作するため，作業に支障となる環境とはならない。 

※２：事故あたりに放出される放射性物質全量に対する線量 

※３：設計基準事故相当のγ線線量率の 10 倍相当である，全燃料の１％程度の燃料被覆管

破裂を考慮した場合でも，被ばくは１mSv以下であり作業に支障はない。 

※４：全面マスク（PF50）の着用 

  

1.7-173

672



9. ベント成否確認

格納容器過圧破損防止の目的から，格納容器圧力の低下による判断を基本と

し，以下のパラメータについても参考として判断する。 

・ フィルタ装置出口放射線量率

・ スクラバ容器圧力

・ スクラバ容器水位

・ 格納容器温度

・ サプレッション・チェンバ水位

パラメータに変化が見られない場合は，ベント失敗の可能性があるため，現

場操作によるベントを実施する。 

ベント開始直後は，格納容器内で発生する水素，水蒸気及び窒素等からなる

ベントガスが系統内に流入するが，系統内は不活性化されているため，高濃度

の水素が流入しても水素燃焼には至らない。 

10. ベント継続時

ベント継続時は，第９表に示すパラメータによりベント継続状況に異常がな

いことを確認する。 

第９表 確認パラメータ（ベント継続時） 

確認パラメータ 確認内容 

格納容器圧力 

各パラメータに異常な変化がないこと 

格納容器温度 

サプレッション・チェンバ水位

格納容器酸素濃度（SA） 

格納容器水素濃度（SA） 

スクラバ容器圧力

スクラバ容器水位

スクラバ容器温度

フィルタ装置出口放射線量率

野外放射線量率 

ベント継続時には，格納容器内及びフィルタ装置内では放射性物質の崩壊熱

による多量の蒸気が発生することにより，水素濃度は低く抑えられるため，可

燃限界に至らない。 

なお，炉心損傷がない場合の格納容器フィルタベント系によるベント実施中

に炉心損傷を判断した場合は，ベントを継続する運用とする。これは，ベント

実施までには格納容器代替スプレイにより外部注水制限に到達していることが
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想定され，事象が進むことで発生する可能性のある炉心のリロケーション※及

び原子炉圧力容器破損時の過熱蒸気発生の影響による格納容器圧力の急激な上

昇を抑制する手段がベントのみであるためである。加えて，次のとおり，ベン

トを継続した場合でも，一時的にベント停止する場合と比較し，被ばくの観点

で大きな差異はないと考えられる。 

・ベントを停止しても格納容器の圧力上昇により再度ベントすることとなり，

希ガス保持時間を大きく確保することはできないこと

・このような事態では，原子炉スクラムしてからある程度の時間が経過して

いることから，希ガスの減衰時間は十分に確保されており，ベントを停止

しない場合でも大きな放出量にならないと考えられること

※ ここで言うリロケーションとは，炉心損傷後，溶融炉心が炉心下部プ

レナムに移行する状態を指す。

11. ベント停止操作

第 10表に示す機能が全て使用可能となったことにより，ベント停止後も長期

的に格納容器の安定状態を継続可能であることを判断する。また，第 11表に示

すパラメータを確認し，ベント停止操作が可能であることを判断した場合には，

第１弁を閉とすることでベントを停止する。 

第 10 表 ベント停止のために必要な機能及び設備 

必要な機能 設備 設備概要 

格納容器除熱機能 

残留熱除去系又は残留熱代替除去系 
格納容器内に残存する核分裂生成物か

ら発生する崩壊熱を除去し，最終的な

熱の逃がし場へ熱を輸送する 原子炉補機代替冷却系 

窒素供給機能 可搬式窒素供給装置 

・残留熱除去系の運転に伴う蒸気凝縮

により，格納容器内が負圧になるこ

とを防止する

・系統内のパージを実施する

格納容器内水素・酸素

濃度制御機能 

可燃性ガス濃度制御系 

水の放射線分解によって発生する水素

及び酸素の濃度が可燃限界濃度に到達

することを防止する 

格納容器水素・酸素濃度計 
格納容器内の水素・酸素濃度を監視す

る 
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第 11表 確認パラメータ（ベント停止時） 

確認パラメータ 確認内容 

格納容器圧力 427kPa[gage]以下であること及び 171℃以下であるこ

と。 格納容器温度 

格納容器酸素濃度（SA） 

可燃限界未満であること。 格納容器水素濃度（SA） 

フィルタ装置出口水素濃度

ベント停止前から可搬式窒素供給装置による格納容器への窒素供給を行い，

ベント停止後も継続し，系統を含めて不活性化することで，水素濃度は低く抑

えられ，可燃限界には至らない。 
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12. ベント停止操作手順

次にベント停止の流れを示す。

①ベント停止可能であると判断した場合，可搬式窒素供給装置により格納容

器に窒素注入を開始する。

・ベント弁は開状態であるため，注入した窒素はそのまま排出されると考

えられるが，ベント弁閉後における「水の放射性分解によって発生する

水素・酸素濃度の上昇」を抑制するため，早期に注入開始することを目

的として最初に実施する。

ドライウェル内に水素・酸素が滞留している可能性を考慮して，ドライ

ウェル側から窒素供給する。

②第１弁を微開とする。

③残留熱除去系又は残留熱代替除去系を起動する。

・ベント弁を微開後，サプレッション・プール水温度が飽和温度以下であ

ることを確認し，残留熱除去系又は残留熱代替除去系を起動する。

・残留熱除去系又は残留熱代替除去系による格納容器除熱を実施すること

で，格納容器内の気相を蒸気から窒素へ置換する。

④格納容器の気相が蒸気から窒素への置換が完了したことを確認する。

⑤可燃性ガス濃度制御系を起動する。

・残留熱除去系による冷却水を供給し，可燃性ガス濃度制御系の暖気運転

を開始する。

・起動後３時間以内に暖機運転が完了し，処理が開始される。

⑥第１弁を閉とする。

⑦格納容器への窒素注入を停止する。

⑧格納容器内水素・酸素濃度計により，格納容器内水素・酸素濃度を監視す

る。

13. ベント停止操作の妥当性

炉心損傷なしの場合及び炉心損傷を判断した場合の作業項目及び作業環境を

第 12表に示す。ベント弁の閉操作については，中央制御室での操作を基本とす

るが，万一，中央制御室での操作ができない場合には，現場（原子炉建物付属

棟）にて手動操作を実施する。 
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第 12表 ベント停止操作項目及び作業環境 

作業項目 作業場所 
作業環境 

連絡手段 
温度・湿度 放射線環境 照明 その他 

ベント弁

の閉操作 

中央制御室 －※１ 

【炉心損傷前】 

通常運転中 

と同程度※２ 

【炉心損傷後】 

約 52mSv/７日間以

下 

（マスク着用※４）

ＬＥＤライ

ト（三脚タ

イプ，ラン

タンタイ

プ）及びヘ

ッドライト

により作業

可能であ

る。 

周辺には支

障となる設

備はない。 

中央制御室内

のため口頭に

て連絡可能で

ある。 

原子炉建物 

付属棟 

通常運転中 

と同程度 

【炉心損傷前】 

通常運転中 

と同程度※２ 

【炉心損傷後】 

2.2mSv/h 以下※３

（マスク着用※

４）

電源内蔵型

照明，ヘッ

ドライト又

は懐中電灯

により作業

可能であ

る。 

アクセスル

ート上に支

障となる設

備はない。 

有線式通信設

備，電力保安

通信用電話設

備，所内通信

連絡設備によ

り連絡可能で

ある。 

窒素供給 

操作 
屋外 外気 

【炉心損傷前】 

通常運転中 

と同程度※２ 

【炉心損傷後】 

5.0mSv/h 以下※３ 

（マスク着用※

４）

車両の作業

用照明・ヘ

ッドライト

及び懐中電

灯により作

業可能であ

る。 

アクセスル

ート上に支

障となる設

備はない。 

衛星電話設備

（固定型，携

帯型），無線通

信設備（固定

型，携帯型），

電力保安通信

用電話設備，

所内通信連絡

設備により連

絡 可 能 で あ

る。 

水素濃度 

測定操作 
中央制御室 －※１ 

【炉心損傷前】 

通常運転中 

と同程度※２ 

【炉心損傷後】 

約 52mSv/７日間

以下※３ 

（マスク着用※

４）

ＬＥＤライ

ト（三脚タ

イプ，ラン

タンタイ

プ）及びヘ

ッドライト

により作業

可能であ

る。 

周辺には支

障となる設

備はない。 

中央制御室内

のため口頭に

て連絡可能で

ある。 

※１：中央制御室の温度・湿度については，全交流動力電源喪失の場合には，中央制御室

換気系が動作しないものの，制御盤の発熱が少ないため，作業に支障となる環境と

はならない。なお，全交流動力電源喪失以外の事故シーケンスでは中央制御室換気

系が動作するため，作業に支障となる環境とはならない。 

※２：計基準事故相当のγ線線量率の 10倍相当である，全燃料の１％程度の燃料被覆管破

裂を考慮した場合でも，被ばくは１mSv 以下であり作業に支障はない。 

※３：事故後 168 時間以降を想定

※４：全面マスク（PF50）の着用
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14. ベント停止後の操作

ベント停止後は，第 13表で示すパラメータにより格納容器及び格納容器フィ

ルタベント系に異常がないことを確認する。

第 13表 確認パラメータ（ベント停止後） 

監視パラメータ 監視理由 

スクラバ容器水位

フィルタ装置水位が運転範囲内にあることを監視する。

また，蒸発による水位低下時においては，水補給の必要性を判断す

る。 

スクラバ容器圧力
指示値により系統が過圧されていないこと又は負圧となっていない

ことを監視する。 

スクラバ容器温度 指示値によりスクラビング水からの水蒸気発生の有無を監視する。 

フィルタ装置出口配管圧力
指示値により系統が過圧されていないこと又は負圧となっていない

ことを監視する。 

フィルタ装置出口水素濃度 指示値により系統に水素が滞留していないことを監視する。 

フィルタ装置出口放射線量率 指示値が安定していることを監視する。 

野外放射線線量率 指示値が安定していることを監視する。 

スクラバ水ｐＨ アルカリ性に維持されていることを監視する。

格納容器圧力 格納容器内が負圧でないこと。また，ベント停止後長期的に格納容

器圧力及び温度の異常な上昇がないこと。 格納容器温度 

格納容器水素濃度 
格納容器内の水素・酸素濃度の異常な上昇がないこと。 

格納容器酸素濃度 
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添付資料 1.7.7 

ベント実施に伴う現場操作地点等における被ばく評価について 

ベント実施に伴う現場作業は，放射線環境下での作業となることから，作業の

成立性を確認するために各作業場所における線量影響を評価する。 

なお，中央制御室又は現場のいずれにおいても同等の操作が可能な場合につい

ては，高線量環境が予想される現場での作業線量のみについて記載する。 

線量影響の評価に当たっては，「実用発電用原子炉に係る重大事故時の制御室

及び緊急時対策所の居住性に係る被ばく評価に関する審査ガイド」（以下「審査

ガイド」という。）を参照した。ベント実施に伴うベント操作を手動で行う場合

の作業員の被ばく評価を以下のとおり行った。 

1. 評価条件

(1) 想定シナリオ

想定シナリオは以下のとおりとした。

・発災プラント：２号炉

・想定事象：冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ）＋ＥＣＣＳ注水機能喪失＋全

交流動力電源喪失

・以下の２ケースについて評価※1

-Ｗ／Ｗベントにより事象収束に成功

-Ｄ／Ｗベントにより事象収束に成功

※１：島根原子力発電所２号炉においては，原子炉格納容器破損防止対策

に係る有効性評価における雰囲気圧力・温度による静的負荷のうち，

原子炉格納容器過圧の破損モードにおいて想定している「冷却材喪

失（大破断ＬＯＣＡ）＋ＥＣＣＳ注水機能喪失＋全交流動力電源喪

失」シナリオにおいても，格納容器ベントを実施することなく事象

を収束することのできる残留熱代替除去系を整備している。したが

って，仮に重大事故が発生したと想定する場合であっても，第一に

残留熱代替除去系を用いて事象を収束することとなる。しかしなが

ら，被ばく評価においては，代替循環冷却に失敗することも考慮し，

格納容器フィルタベント系を用いた格納容器ベントを想定する。格

納容器ベントに至る事故シーケンスとしては，前述の「冷却材喪失

（大破断ＬＯＣＡ）＋ＥＣＣＳ注水機能喪失＋全交流動力電源喪失」

を選定した。なお，よう素放出量の低減対策として導入した原子炉

格納容器内ｐＨ制御については，その効果に期待しないものとした。 

(2) 放出放射能量

大気中への放出放射能量は，中央制御室の居住性（炉心の著しい損傷）に

係る被ばく評価※２と同様の評価方法にて評価した。なお，Ｄ／Ｗベント時に

おいては，ベントライン経由で放出される無機よう素に対しサプレッショ

ン・プールのスクラビング効果を見込まないものとした。
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評価結果を第１表に示す。

※２：「59-11 原子炉制御室の居住性に係る被ばく評価について」の「添付

資料 中央制御室の居住性（炉心の著しい損傷）に係る被ばく評価

について」を参照 

(3) 被ばく評価条件

被ばく経路の概念図を第１図及び第２図に示す。

大気拡散評価の条件は，評価点を除き，中央制御室の居住性（炉心の著し

い損傷）に係る被ばく評価と同じとした。 

放射性物質の大気拡散評価の主な評価条件を第２表に示す。放射性物質の

大気拡散評価で用いた放出点，評価点並びに評価結果を第３表に示す。 

評価点は人力によるベント操作を行う作業地点として以下の場所とした。 

・Ｗ／Ｗベント第一隔離弁操作位置（原子炉建物 １階）

・Ｄ／Ｗベント第一隔離弁操作位置（原子炉建物 ２階）

・第二隔離弁操作位置（原子炉建物 ３階）

なお，屋内移動中（往路，復路）の評価点は，１階～３階において最も評

価結果が厳しくなる原子炉建物３階の第二隔離弁操作位置で代表した。 

大気中への放出量及び大気拡散評価以外に関する主な評価条件を第４表に

示す。 

格納容器ベントの実施前及び実施後における作業の作業場所を第３図から

第７図に示す。

(4) 評価方法

ａ．原子炉建物外での作業 

(a) 原子炉建物内の放射性物質からのガンマ線による被ばく

原子炉建物内の放射性物質からの直接ガンマ線及びスカイシャインガ

ンマ線による実効線量は，原子炉建物内の放射性物質の積算線源強度，

施設の位置，遮蔽構造，評価点の位置等を踏まえて評価した。直接ガン

マ線についてはＱＡＤ－ＣＧＧＰ２Ｒコードを用い，スカイシャインガ

ンマ線についてはＡＮＩＳＮコード及びＧ３３ＧＰ２Ｒコードを用いて

評価した。 

(b) 放射性雲中の放射性物質からのガンマ線による被ばく

放射性雲中の放射性物質からのガンマ線による外部被ばくは，事故期

間中の大気中への放射性物質の放出量を基に大気拡散効果を踏まえ評価

した。 

(c) 放射性雲中の放射性物質を吸入摂取することによる被ばく

放射性雲中の放射性物質を吸入摂取することによる内部被ばくは，事

故期間中の大気中への放射性物質の放出量及び大気拡散効果を踏まえ評

価した。なお，評価に当たってはマスクの着用を考慮した。 
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(d) 地表面に沈着した放射性物質からのガンマ線による被ばく

地表面に沈着した放射性物質からのガンマ線による外部被ばくは，事

故期間中の大気中への放射性物質の放出量を基に，大気拡散効果，地表

面沈着効果を踏まえて評価した。 

ｂ．原子炉建物内での作業 

(a) 原子炉建物内の放射性物質からのガンマ線による被ばく

原子炉建物内の放射性物質からのガンマ線による被ばくは，作業エリ

アの放射性物質濃度が外気と同濃度※３になると仮定し，サブマージョン

モデルを用いて評価した。なおサブマージョンモデルでの計算に用いる

空間容積は，２号炉の一次隔離弁，二次隔離弁の作業エリアの空間容積

を包絡する原子炉建物西側エリアの最下階から最上階までの値  m3

を設定した。 

(b) 放射性雲中の放射性物質からのガンマ線による被ばく

放射性雲中の放射性物質からのガンマ線による外部被ばくは，事故期

間中の大気中への放射性物質の放出量を基に大気拡散効果と建物による

遮蔽効果を踏まえて評価した。 

(c) 原子炉建物内の放射性物質を吸入摂取することによる被ばく

原子炉建物内の放射性物質を吸入摂取することによる内部被ばくは，

作業エリアの放射性物質濃度が外気と同濃度※３になると仮定して評価し

た。 

なお，評価に当たってはマスクの着用を考慮した。 

(d) 地表面に沈着した放射性物質からのガンマ線による被ばく

地表面に沈着した放射性物質からのガンマ線による外部被ばくは，事

故期間中の大気中への放射性物質の放出量を基に，建物外壁による遮蔽，

大気拡散効果，地表面沈着効果を踏まえて評価した。 

(e) 格納容器フィルタベント系の配管内の放射性物質からのガンマ線によ

る被ばく 

原子炉建物内の配管内の放射性物質による作業エリアでの被ばくは，

配管内の放射性物質からの直接ガンマ線による実効線量を，作業エリア

の位置，配管の位置と形状並びに作業エリアを囲む壁等によるガンマ線

の遮蔽効果を考慮し評価した。評価に当たっては，ＱＡＤ－ＣＧＧＰ２

Ｒコードを用いた。 

なお，格納容器フィルタベント系のフィルタ装置及び屋外の配管内の

放射性物質からのガンマ線による外部被ばくは，第１ベントフィルタ格

納槽躯体厚による遮蔽が十分厚いことから影響は軽微であるとし，評価

の対象外とした。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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また，原子炉建物内の配管においても，配管と作業エリアとの間に十

分厚い遮蔽が存在する場合は，影響は軽微であるとし評価の対象外とし

た。 

※３：格納容器ベント実施時に格納容器フィルタベント系排気管（EL.65m）

から放出されたベント流体は，熱エネルギーを持つため放出後に上

昇し，さらに周囲の風場の影響を受け原子炉建物から時間と共に離

れていくものと考えられる。また，ベント流体の放出口（EL.65m）

と一次隔離弁の開操作場所（Ｗ／Ｗベント時：原子炉建物１階

(  )，Ｄ／Ｗベント時：原子炉建物２階(  ）は少

なくとも 40m 程度の高低差があることから放出されたベント流体が

一次隔離弁の開操作場所に直接流入することはほとんど無いものと

考えられる。このことから一次隔離弁の開操作に伴う被ばくの評価

においては，ベント流体が原子炉建物内に流入することによる影響

を考慮しないものとした。

(5) 作業時間

格納容器ベントの実施前及び実施後における作業時間及び作業時間帯を第

５表に示す。 

各作業時間には，作業場所への往復時間を含めた。 

各作業場所への移動中における線量率が作業場所における線量率よりも高

い場所が存在する可能性があるため，各作業時間とは別に，作業場所への往

路及び復路での評価を行った。 

2. 評価結果

格納容器ベント（Ｗ／Ｗベント）の実施前及び実施後の作業における被ばく

線量の評価結果を第６表に示す。また，格納容器ベント（Ｄ／Ｗベント）の実

施前及び実施後の作業における被ばく線量の評価結果を第７表に示す。 

最も被ばく線量が大きくなる作業においても約 19mSv となった。したがって，

緊急時作業に係る線量限度 100mSvに照らしても，作業可能であることを確認し

た。 

なお，第６表及び第７表の評価結果は，第５表に示す各作業の作業開始時間

の範囲のうち，評価結果が最も大きくなる時間帯で作業を実施した場合の被ば

く線量を記載しており，その他の時間帯における被ばく線量は前述の評価結果

以下となる。したがって，第５表に示す各作業の作業開始時間の範囲において

は，いずれの時間帯においても作業可能である。 

また，炉心損傷前ベント後に炉心損傷の兆候が見られた場合における隔離弁

の閉操作等の作業については，当該作業に係る被ばく線量が，炉心損傷後の格

納容器ベントに伴う作業時の被ばくに包含されるものと考えられるため，作業

可能である。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第１表 大気中への放出放射能量（７日間積算値）（１／２）

（Ｗ／Ｗベントの実施を想定する場合） 

核種類 
停止時炉内内蔵量

[Bq]（gross 値） 

放出放射能量[Bq](gross値) 

格納容器フィルタベン

ト系を経由した放出

原子炉建物から大気

中への放出 

希ガス類 約 1.6×1019 約 5.1×1018 約 2.3×1016 

よう素類 約 2.1×1019 約 4.2×1015 約 1.9×1015 

ＣｓＯＨ類 約 8.3×1017 約 5.5×10９ 約 3.4×1012 

Ｓｂ類 約 9.5×1017 約 2.2×10８ 約 3.1×1011 

ＴｅＯ２類 約 5.0×1018 約 4.2×10９ 約 2.9×1012 

ＳｒＯ類 約 9.0×1018 約 1.6×10９ 約 1.5×1012 

ＢａＯ類 約 8.8×1018 約 2.2×10９ 約 1.6×1012 

ＭｏＯ２類 約 1.8×1019 約 8.4×10８ 約 5.5×1011 

ＣｅＯ２類 約 5.5×1019 約 5.3×10８ 約 3.4×1011 

Ｌａ２Ｏ３類 約 4.1×1019 約 1.2×10８ 約 9.1×1010 

第１表 大気中への放出放射能量（７日間積算値）（２／２）

（Ｄ／Ｗベントの実施を想定する場合）

核種類 
停止時炉内内蔵量

[Bq]（gross 値） 

放出放射能量[Bq](gross値) 

格納容器フィルタベン

ト系を経由した放出

原子炉建物から大気

中への放出 

希ガス類 約 1.6×1019 約 5.0×1018 約 2.5×1016 

よう素類 約 2.1×1019 約 4.6×1015 約 2.0×1015 

ＣｓＯＨ類 約 8.3×1017 約 1.3×1013 約 3.4×1012 

Ｓｂ類 約 9.5×1017 約 5.1×1011 約 3.1×1011 

ＴｅＯ２類 約 5.0×1018 約 9.7×1012 約 2.9×1012 

ＳｒＯ類 約 9.0×1018 約 3.7×1012 約 1.5×1012 

ＢａＯ類 約 8.8×1018 約 5.1×1012 約 1.6×1012 

ＭｏＯ２類 約 1.8×1019 約 1.9×1012 約 5.6×1011 

ＣｅＯ２類 約 5.5×1019 約 1.2×1012 約 3.4×1011 

Ｌａ２Ｏ３類 約 4.1×1019 約 2.9×1011 約 9.2×1010 
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第１図 被ばく経路概念図（屋外） 

第２図 被ばく経路概念図（屋内） 
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第２表 放射性物質の大気拡散評価条件（１／２）

項 目 評価条件 選定理由 

大気拡散

評価モデ

ル 

ガウスプルームモデル 

発電用原子炉施設の安全解析

に関する気象指針（以下「気

象指針」という。）に基づき

評価 

気象資料 

島根原子力発電所における 

１年間の気象資料 

（2009 年 1月～2009 年 12月） 

建物影響を受ける大気拡散評

価を行うため保守的に地上風

（地上約 20m）の気象データ

を使用 

審査ガイドに示されたとお

り，発電所において観測され

た１年間の気象データを使用 

放出源及

び放出源

高さ 

原子炉建物          ：地上 0m 

格納容器フィルタベント系排気管：地上50m 

非常用ガス処理系排気筒  ：地上110m 

実高さを参照 

なお，放出エネルギーによる

影響は未考慮 

実効放出 

継続時間 

原子炉建物          ：１時間 

格納容器フィルタベント系排気管：１時間 

非常用ガス処理系排気筒    ：30時間 

格納容器フィルタベント系排

気管及び原子炉建物からの放

出については保守的に１時間

と設定。排気筒からの放出

は，気象指針に従い，全放出

量を最大放出量で除した値を

保守的に丸めた値とする。 

累積出現

頻度
小さい方から累積して 97％ 気象指針を参照 

建物巻き

込み 
考慮する 

放出点から近距離の建物の影

響を受けるため，建物による

巻き込み現象を考慮 

巻き込み

を生じる

代表建物 

２号原子炉建物及び２号タービン建物 

放出源又は放出源から最も近

く，巻き込みの影響が最も大

きい建物として設定 

放射性物

質濃度の

評価点 

図４～図７参照 

屋外移動時は，敷地内の最大

濃度点で設定 

屋内移動時は，原子炉建物１

階～３階において最も評価結

果が厳しくなる原子炉建物３

階の第二隔離弁操作位置で設

定 

建物投影

面積 

２号原子炉建物：2600m2 

(原子炉建物，格納容器フィルタベント系放出

時) 

２号タービン建物：2100m2 

(排気筒放出時) 

審査ガイドに示されたとおり

設定 

風向に垂直な投影面積のうち

最も小さいもの 

形状係数 0.5 
審査ガイドに示された評価方

法を参照し設定
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第２表 放射性物質の大気拡散評価条件（２/２） 
項目 評価条件 選定理由

着目方位

Ｗ
／
Ｗ
ベ
ン
ト
第
一
隔
離
弁
操
作
位
置

【原子炉建物放出時】

9 方位

(SW,WSW,W,WNW,NW,NNW,N,NNE,NE) 
【排気筒放出時】

9 方位 
(ENE,E,ESE,SE,SSE,S,SSW,SW,WSW) 
【格納容器フィルタベント系排気管放出時】

9 方位 
(WSW,W,WNW,NW,NNW,N,NNE,NE,ENE) 

審査ガイドに示さ

れた評価方法に基

づき設定

Ｄ
／
Ｗ
ベ
ン
ト
第
一
隔
離
弁
操
作
位
置

【原子炉建物放出時】

9 方位

(SSW,SW,WSW,W,WNW,NW,NNW,N,NNE) 
【排気筒放出時】

9 方位 
(ENE,E,ESE,SE,SSE,S,SSW,SW,WSW) 
【格納容器フィルタベント系排気管放出時】

9 方位 
(WSW,W,WNW,NW,NNW,N,NNE,NE,ENE) 

第
二
隔
離
弁
操
作
位
置

【原子炉建物放出時】

9 方位

(WSW,W,WNW,NW,NNW,N,NNE,NE,ENE) 
【排気筒放出時】

9 方位 
(NE,ENE,E,ESE,SE,SSE,S,SSW,SW) 
【格納容器フィルタベント系排気管放出時】

9 方位 
(W,WNW,NW,NNW,N,NNE,NE,ENE,E) 
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第３表 相対濃度及び相対線量

評価点 放出点及び放出高さ 相対濃度[s/m3] 相対線量[Gy/Bq] 

Ｗ／Ｗベン

ト第一隔離

弁操作位置 

原子炉建物中心 

(地上 0m) 
1.6×10-3 6.0×10-18 

排気筒 

(地上 110m) 
3.5×10-4 2.8×10-18 

格納容器フィルタベント系

排気管 

(地上 50m) 

7.4×10-4 6.2×10-18 

Ｄ／Ｗベン

ト第一隔離

弁操作位置 

原子炉建物中心 

(地上 0m) 
1.6×10-3 5.9×10-18 

排気筒 

(地上 110m) 
3.5×10-4 2.8×10-18 

格納容器フィルタベント系

排気管 

(地上 50m) 

7.5×10-4 6.1×10-18 

第二隔離弁

操作位置 

原子炉建物中心 

(地上 0m) 
1.6×10-3 5.8×10-18 

排気筒 

(地上 110m) 
3.5×10-4 2.8×10-18 

格納容器フィルタベント系

排気管 

(地上 50m) 

7.5×10-4 6.1×10-18 
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第４表 線量換算係数及び地表面への沈着速度等 

項 目 評価条件 選定理由 

線量換算係数 

成人実効線量換算係数使用 

（主な核種を以下に示す） 

ICRP Publication 71等に基づき設定 

Ｉ－131 

Ｉ－132 

Ｉ－133 

Ｉ－134 

Ｉ－135 

Ｃｓ－134 

Ｃｓ－136 

Ｃｓ－137 

：2.0×10－８ 

：3.1×10－１０

：4.0×10－９ 

：1.5×10－１０ 

：9.2×10－１０ 

：2.0×10－８ 

：2.8×10－９ 

：3.9×10－８ 

Sv／Bq 

Sv／Bq 

Sv／Bq 

Sv／Bq 

Sv／Bq 

Sv／Bq 

Sv／Bq 

Sv／Bq 

上記以外の核種は ICRP Pub.71等に基づく 

呼吸率 1.2m３／h 
「発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査

指針」の第２表の成人活動時の呼吸率を設定 

マスクによる防

護係数 
50 着用を考慮し，期待できる防護係数として設定した 

地表への 

沈着速度 

エアロゾル：0.5㎝／s

無機よう素：0.5㎝／s 

有機よう素：1.7×10－３㎝／s 

希ガス  ：沈着無し 

湿性沈着を考慮し設定（補足１参照） 

第５表 格納容器ベント実施前後の作業 

格納容器ベント実施前 格納容器ベント実施後 

水素濃度 

測定装置 

可搬式窒素

供給装置準

備 

ベント弁

（第二隔離

弁）開操作 

ベント弁

（第一隔離

弁）開操作 

ベント弁閉

操作 

窒素供給操

作 

屋外 屋外 屋内※１ 屋内※１ 屋内※１ 屋外 

作業開始時

間（事象開

始後） 

約 27 時間～

約 32 時間 

約 10 時間 

～ 

約 27 時間～

約 32 時間 
約 32 時間 

168時間後 

以降 

168時間後

以降 

作業時間 
移動 50分 

作業 60分 

移動：50 分 

作業：95 分 

移動(往)：10

分 

作業：60分 

移動(復)：10

分 

移動(往)：15

分 

作業   ：60分 

移動(復)：15

分 

移動(往)：15

分 

作業：60分 

移動(復)：15

分 

移動：50 分 

作業：40 分 

※１：二次格納施設内での作業は不要であるため，二次格納施設以外の屋内操作

場所について検討する。 
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第３図 第一隔離弁（Ｗ／Ｗベント）操作場所（原子炉建物地下１階）

第４図 第一隔離弁（Ｗ／Ｗベント）操作場所（原子炉建物地上１階）

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第５図 第一隔離弁（Ｄ／Ｗベント）操作場所（原子炉建物地上２階）

第６図 屋外作業場所

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第７図 第二隔離弁操作場所（原子炉建物地上３階）

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第６表 格納容器ベント（Ｗ／Ｗベント）実施に伴う被ばく評価結果 

（単位：mSv） 

評価内容 

格納容器ベント実施前 格納容器ベント実施後 

水素濃度測

定装置※１ 

可搬式窒素

供給装置準

備※１ 

ベント弁

（第二隔離

弁）開操作 

※１

ベント弁

（第一隔離

弁）開操作 

ベント弁閉

操作※１ 

窒素供給操

作 

屋外 屋外 屋内 屋内 屋内 屋外 

原子炉棟内の放射性

物質からの直接線・

スカイシャイン線に

よる外部被ばく 

8.5×10－１ 1.1×10０ 9.2×10－１ 1.4×10０ 3.4×10－１ 7.0×10－１ 

放射性雲中の放射性

物質からのガンマ線

による外部被ばく 

6.7×10－１ 3.7×10－１ 7.6×10－１ 1.5×10０ 1.4×10０ 
1.0×10－２

以下 

建物内に取込まれた

放射性物質による外

部被ばく及び内部被

ばく※２ 

8.2×10－１ 2.9×10－１ 1.0×10０ 
1.5×10０※

３
1.4×10０ 

1.0×10－２

以下 

地表面に沈着した放

射性物質からのガン

マ線による外部被ば

く 

9.9×10０ 1.4×10１ 9.4×10０ 1.8×10０ 3.5×10０ 5.5×10０ 

ベント系配管内の放

射性物質からのガン

マ線による外部被ば

く 

－ － － 
1.0×10－２

以下 

1.0×10－２

以下 

1.2×10０

※４

ＳＧＴフィルタの放

射性物質からのガン

マ線による外部被ば

く 

－※５ －※５ 2.6×10－１ 4.8×10－２ 9.7×10－２ －※５ 

被ばく線量 約 13 約 16 約 13 約 6.3 約 6.8 約 7.5 

※1：被ばく線量が最も大きくなる時間帯で作業を実施した場合の被ばく線量を記載。

※2：マスク着用（PF50）による防護効果を考慮する。

※3：ベント流体が原子炉建物内に流入することによる影響は考慮しない。

※4：ベント系配管内に浮遊及び沈着した放射性物質を考慮する。なお，ベント配管内に沈着した放射性物質

がドレンだまりに蓄積するものとして評価する。 

※5：線源との聞に十分な遮蔽があるため，影響は軽微であり，評価の対象外とした。
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第７表 格納容器ベント（Ｄ／Ｗベント）実施に伴う被ばく評価結果 

（単位：mSv） 

評価内容 

格納容器ベント実施前 格納容器ベント実施後 

水素濃度測

定装置※１ 

可搬式窒素

供給装置準

備※１ 

ベント弁

（第二隔離

弁）開操作※

１

ベント弁

（第一隔離

弁）開操作 

ベント弁閉

操作※１ 

窒素供給操

作 

屋外 屋外 屋内 屋内 屋内 屋外 

原子炉棟内の放射性物質

からの直接線・スカイシ

ャイン線による外部被ば

く 

8.7×10－１ 1.1×10０ 9.3×10－１ 1.5×10０ 3.5×10－１ 7.1×10－１ 

放射性雲中の放射性物質

からのガンマ線による外

部被ばく 

6.7×10－１ 3.7×10－１ 7.6×10－１ 7.3×10－１ 7.5×10－１ 
1.0×10－２

以下 

建物内に取込まれた放射

性物質による外部被ばく

及び内部被ばく※２ 

8.1×10－１ 2.9×10－１ 1.0×10０ 
1.5×10０

※３
1.4×10０ 1.6×10－２ 

地表面に沈着した放射性

物質からのガンマ線によ

る外部被ばく 

9.9×10０ 1.4×10１ 9.4×10０ 1.8×10０ 3.5×10０ 1.2×10１ 

ベント系配管内の放射性

物質からのガンマ線によ

る外部被ばく 

－ － － 
1.0×10－２

以下 

1.0×10－２

以下 

6.2×10０

※４

ＳＧＴフィルタの放射性

物質からのガンマ線によ

る外部被ばく 

－※５ －※５ 2.7×10－１ 5.1×10－２ 1.0×10－１ －※５ 

被ばく線量 約 13 約 16 約 13 約 5.6 約 6.2 約 19 

※1：被ばく線量が最も大きくなる時間帯で作業を実施した場合の被ばく線量を記載。

※2：マスク着用（PF50）による防護効果を考慮する。

※3：ベント流体が原子炉建物内に流入することによる影響は考慮しない。

※4：ベント系配管内に浮遊及び沈着した放射性物質を考慮する。なお，ベント配管内に沈着した放射性物質

がドレンだまりに蓄積するものとして評価する。 

※5：線源との聞に十分な遮蔽があるため，影響は軽微であり，評価の対象外とした。
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添付資料 1.7.8 

スクラビング水の保有水量の設定根拠について

1. スクラバ容器水位の設定の考え方

ベント運転に伴いスクラバ容器内の水位は変動するが，その変動水位がフィ

ルタ装置の性能維持を保証する上限・下限水位の範囲に収まるよう，系統待機

モードにおけるスクラバ容器水位の管理値を設定している。スクラバ容器水位

の管理値を第１図に示す。 

スクラバ容器内の水位挙動は，ベント運転直後のスタートアップ期間とその

後のベント運転中で異なる挙動を示す。スタートアップ期間は，スクラビング

水，容器鋼材及び配管の昇温に伴うベントガス中の蒸気の凝縮によりスクラバ

容器水位は上昇する。また，ベント運転中は，スクラビング水に捕集される放

射性物質の発熱（スクラバ容器内発熱量）及びスクラバ容器に流入するベント

ガスの入熱とスクラバ容器及び配管からの放熱のバランスにより水位が変動す

る。 

系統待機モードにおけるスクラバ容器水位の管理値（水位高，水位低）は，

以下のとおり設定・確認をしている。
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(1) 水位高設定値

水位高設定値は，ベント運転直後のスタートアップ期間における凝縮によ

る水位上昇を考慮して上限水位に至らないことを以下のとおり確認し，設定

している。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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(2) 水位低設定値

水位低設定値は，系統設計条件であるスクラバ容器内発熱量（370kW）にお

ける蒸発による水位低下が 24 時間以上継続しても，下限水位に至らないこと

を確認し，設定している。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第１図 スクラバ容器水位の管理値 

2. ベント運転中の水位挙動（有効性評価ベース）

有効性評価のうち格納容器過圧・過温破損モード（大 LOCA＋SBO＋ECCS 機能

喪失）におけるスクラバ容器内発熱量を用いた水位挙動の評価を以下に示す。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第２図 ベント時の格納容器圧力推移
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第３図 スクラビング水位挙動（大 LOCA＋SBO＋ECCS機能喪失事象） 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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（参考）スクラビング水の下限水位の設定について 

スクラビング水位について，ベンチュリノズルの頂部まで水位があれば，設計

上期待しているＤＦが確保できることを以下のとおり確認した。 

ベンチュリスクラバは，第４図のようにスクラビング水を微小液滴にしてベン

トガス中に噴霧させることで除去効率を上げている。

 

第４図 ベンチュリスクラバにおける除去原理 

①エアロゾルのＤＦについて

・ベンチュリスクラバ内のガス流速と水滴速度が異なることで，ガス中のエ

アロゾルが水滴に衝突し水滴に付着する現象を用いたものであることから，

慣性衝突による除去が支配的と考えられる。 

・そのメカニズムから，ＤＦに影響するのはガス流速及びエアロゾル粒径で

あり，水位はベンチュリスクラバによるエアロゾル除去原理が有効となる

ベンチュリノズル上端以上であればよい。

・JAVA試験によるエアロゾルのＤＦの結果を第５図及び第６図に示す。図に

示すとおり，様々なガス流速と質量中央径が異なるエアロゾルで試験が行

われているが，ガス流速及び質量中央径によるＤＦへの有意な影響は見ら

れず，スクラビング水位をベンチュリノズル上端とした試験においても，

設計条件ＤＦ1,000以上を十分に確保できている。

①ベンチュリノズル下方よりベントガスが流入

②スロート部でベントガス流速が増大

③スクラビング水がベントガス中に噴霧（微小

液滴）

④ガスとスクラビング水が接触する面積が大き

くなり除去効率が上がる

⑤ベントガス及び液滴は方向を変えられ，スク

ラビング水中に斜め下に排出

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第５図 ベンチュリノズル部におけるガス流速に対する除去係数

第６図 エアロゾル粒径に対する除去係数

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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②無機よう素のＤＦについて

・スクラビング水に添加された薬剤との化学反応により非揮発性のよう素イ

オンに変化させ，スクラビング水中に捕集・保持することから，スクラビ

ング水のｐＨがＤＦに影響する主要なパラメータであり，水位はベンチュ

リスクラバによる除去原理が有効となるベンチュリノズル上端以上であれ

ばよい。 

・JAVA 試験による無機よう素のＤＦの結果を第７図に示す。スクラビング水

位がベンチュリノズル上端となっている試験は，無機よう素の捕集の観点

から厳しい条件である低ｐＨにおいても，設計条件ＤＦ100 以上を確保で

きている。

第７図 ｐＨに対する無機よう素の除去係数

したがって，スクラビング水位の下限水位をベンチュリノズル上端とすること

は適切と考える。 

実運用における系統待機時（通常時）のスクラビング水位は，ベンチュリノズ

ルの上端（300mm）を十分に上回る 1,700mm とし，ＦＰが多く流入するベント開

始初期のスクラビング水位を十分に確保し，ベント中においても，スクラビング

水位 800mm以上を確保するようスクラビング水を補給する運用とする。 

スクラビング水のｐＨについては，

 であることを確認し，ベント中におけるスクラビング水のアルカ

リ性を維持する運用とする。

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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（参考）スクラビング水スロッシングの影響について 

格納容器フィルタベント系であるスクラバ容器について，地震時にスロッシン

グが発生することで，スクラビング水が金属フィルタ下端まで到達する可能性が

ある。そこで，保守的な評価となるハウスナー理論を用いてスロッシング高さを

評価した。 

ハウスナー理論により，スロッシング高さ dmaxは以下のように算出できる。

dmax =
0.408∙R∙coth�1.84hR�

g
ω𝑁𝑁
2 ∙θh∙R

−1
=  [𝑚𝑚𝑚𝑚]

ここで，

・ωN = �1.84
R
∙ g ∙ tanh �1.84 h

R
� =  [𝑠𝑠−1]

・θh = 1.534 ∙ SA
ω𝑁𝑁
2 ∙R

∙ tanh �1.84 h
R
� =

・R ：スクラバ容器半径（内径）   [mm]

・h ：スクラビング水上限水位  [mm] 

・g ：重力加速度 9806.65 [mm/s2]

・SA ：応答加速度  [mm/s2] 

（評価用地震動（2×Ss-1）に基づき保守的に設定）

金属フィルタは上限水位から  mm 上方に設置しており，スロッシング高

さは最大でも mm と算出されることから，スクラビング水は金属フィルタ下

端まで到達しないと評価できる。

評価結果を第８図に示す。

また，スクラビング水位が下限水位の場合についても，上記と同様に評価を実

施した結果を以下に示す。

dmax =
0.408 ∙ R ∙ coth �1.84 h

R�
g

ω𝑁𝑁

2
∙θh ∙ R

− 1
=  [𝑚𝑚𝑚𝑚]

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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ここで，

・ωN = �1.84
R
∙ g ∙ tanh �1.84 h

R
� =  [𝑠𝑠−1]

・θh = 1.534 ∙ SA
ω𝑁𝑁

2
∙R
∙ tanh �1.84 h

R
� =

・R ：スクラバ容器半径（内径）   [mm] 

・h ：スクラビング水下限水位  [mm]

・g ：重力加速度 9806.65 [mm/s2]

・SA ：応答加速度   [mm/s2] 

（評価用地震動（2×Ss-1）に基づき保守的に設定）

ベンチュリノズルの一部が気相部に露出するものの，露出している時間は格納

容器ベント実施期間と比較して非常に小さく，ベンチュリスクラバの後段には金

属フィルタも設置していることから，格納容器ベントにより放出される放射性物

質のトータル量に影響を与えるものではないと考える。

評価結果を第９図に示す。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第８図 スクラビング水スロッシング評価結果（上限水位）

第９図 スクラビング水スロッシング評価結果（下限水位）

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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添付資料 1.7.9 

炉心損傷，原子炉圧力容器破損後の注水及び除熱の考え方について 

島根原子力発電所２号炉では，炉心損傷が生じた場合あるいは事象が進展し，

原子炉圧力容器(以下「ＲＰＶ」という。)破損に至った場合の緊急時対策本部に

よる対応をアクシデントマネジメントガイド(以下「ＡＭＧ」という。)に，運転

員による対応を，事故時操作要領書(シビアアクシデント)(以下「ＳＯＰ」という。)

に定めている。このため，有効性評価における炉心損傷後の重大事故時の運転員

の対応はＳＯＰに従ったものとなっている。 

ＳＯＰには，炉心損傷後の状況に応じた対応が可能となるよう対応フローを定

めており，対応の優先順位等についても定めている。このため，想定される状況

に対して網羅的に対応可能な手順になっていると考えるが，ここでは，炉心損傷

後の原子炉格納容器内の状況を場合分けし，それらについてＳＯＰによる対応が

可能であることを確認する。ＳＯＰの対応フローを第１図に示す。また，原子炉

格納容器の構造図を第２図に示す。

1. 各炉心損傷モードへの対応の網羅性

炉心損傷モードのうち，格納容器先行破損の炉心損傷モード※１を除くと，Ｔ

ＱＵＶ，ＴＱＵＸ，ＴＢ（長期ＴＢ，ＴＢＵ，ＴＢＤ，ＴＢＰ），ＬＯＣＡが抽

出される。 

このうち，ＴＱＵＶ，ＴＱＵＸ，ＴＢ（長期ＴＢ，ＴＢＵ，ＴＢＤ，ＴＢＰ）

は，炉心損傷の時点でＲＰＶが健全であり，ＲＰＶ内の原子炉冷却材はＳＲＶを

通じてサプレッション・チェンバ（以下「Ｓ／Ｃ」という。）に放出されている

点で，炉心損傷の時点でのＲＰＶの健全性及び原子炉格納容器の原子炉冷却材の

状況が同じ炉心損傷モードである。ＴＱＵＶ，ＴＢＰは炉心損傷の時点でＲＰＶ

内が減圧されていることに対し，ＴＱＵＸ，長期ＴＢ，ＴＢＵ，ＴＢＤでは炉心

損傷の時点でＲＰＶ内が減圧されていないが，ＳＯＰにおいて，原子炉水位が燃

料棒有効長底部より燃料棒有効長の 20%高い位置でＲＰＶを減圧する手順とし

ていることから，その後は同じ対応となる。

一方ＬＯＣＡ（ＬＯＣＡ後の注水失敗による炉心損傷）は，炉心損傷の時点で

ＲＰＶバウンダリ機能を喪失しており，ＲＰＶ内の原子炉冷却材がドライウェル

（以下「Ｄ／Ｗ」という）に直接放出される炉心損傷モードである。このため，

炉心損傷時点での原子炉格納容器の圧力，温度等のパラメータには他の炉心損傷

モードとの違いが生じるが，各々のパラメータに応じた運転操作がＳＯＰに定め

られており，対応は可能である。

※１ 格納容器先行破損の炉心損傷モードによって炉心損傷に至った場合，炉心損傷の時点で原子炉格納容

器が破損していることから，ＳＯＰに想定する対応の可否についての不確かさが大きいと考え，ここで

の考察から除外した。しかしながら，現実的にはＳＯＰ に準じ，注水及び除熱を試みるものと考えられ

る。
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また，ＬＯＣＡが発生し，Ｄ／Ｗに放出された原子炉冷却材はペデスタルに流

入し，ペデスタルに水位が形成されると考えられる。

炉心損傷後の手順として，ＲＰＶの破損及びペデスタルへの溶融炉心落下に備

えたペデスタルへの注水を定めており，ペデスタルの水位が 2.4m（注水量 225m3）

に到達していることを確認した後，ペデスタルへの注水を停止する。先述のとお

り，ＬＯＣＡの場合にはあらかじめ水位が形成されている可能性が考えられるも

のの，どの炉心損傷モードを経た場合であってもペデスタル水位計にて水位

2.4mを確認した後，ペデスタルへの注水を停止する。

溶融炉心落下時のペデスタルの水位は，原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材

相互作用（以下「炉外ＦＣＩ」という。）及び溶融炉心・コンクリート相互作用

（以下「ＭＣＣＩ」という。）への対応を考慮し，2.4m 相当としている。しか

しながら，仮にペデスタル水位が 2.4m より高い場合であっても，炉外ＦＣＩや

ＭＣＣＩによる原子炉格納容器の機能維持に問題ないことを確認※２している。 

以上より，いずれの炉心損傷モードを経た場合についてもＳＯＰによって炉心

損傷後の対応をとることが可能である。

2. 注水及び除熱の考え方

炉心損傷後の注水及び除熱の考え方については，ＲＰＶの破損の有無で大別し

ている。 

まず，ＲＰＶの破損に至る前の段階においては，ＲＰＶ内の炉心の状況によら

ずＲＰＶへの注水を優先する手順としている。 

その後，ＲＰＶを破損させることなく原子炉水位を安定させることに成功した

場合はＲＰＶへの注水及び必要に応じて原子炉格納容器からの除熱を並行して

実施する手順としている。ただし，ＲＰＶ下鏡温度が 300 ℃に到達し，ＲＰＶ

下部プレナムへの溶融炉心の落下が想定される場合はＲＰＶへの注水と並行し

てペデスタルへの注水(水位 2.4m（注水量 225m3))を実施する手順としている。 

※２ 島根原子力発電所２号炉 重大事故等対策の有効性評価について「3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－

冷却材相互作用 添付資料 3.3.3 ペデスタルへの水張り実施の適切性」参照。ペデスタルの水位が高い方

が物理現象発生時の原子炉格納容器への負荷が高くなると考えられる炉外 FCI について，溶融炉心がペ

デスタルに落下する前に，ペデスタルにペデスタル開口部下端位置までの高さ（約 3.8m）の水位が形成

されているものとした。これ以上の水位を形成させるためには，ドライウェル床面全面を満たしながら

上昇させる必要があることから，仮にペデスタル注水を入れすぎたとしても開口部下端位置以上の水位

となることは考えにくい。また，ここでは現実的な溶融炉心の落下様態を想定した条件を適用して評価

した場合，ペデスタルの内側鋼板の最大応力は 14MPaであり，ペデスタルの内側鋼板の降伏応力（490MPa）

を十分に下回っており，格納容器破損に至る恐れはないことを確認している。ペデスタルの水位上昇の

要因がＬＯＣＡに起因する原子炉冷却材であった場合，サブクール度は低くなり炉外 FCI 発生可能性そ

のものを小さくするとともに，発生した場合でも発生する最大応力は小さくなるものと考える。
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次に，ＲＰＶが破損した後は，ペデスタルに崩壊熱に余裕をみた量の注水を実

施する手順としている。ＳＯＰ及びＡＭＧに定めるＲＰＶ破損の判定方法に基づ

きＲＰＶの破損を判定した後は，ペデスタルに直接崩壊熱に余裕をみた量の注水

を実施することとしており，その注水量はペデスタル水位及び原子炉格納容器外

の流量計にて確認する手順としている。なお，本流量計の先にあるペデスタル以

外への分岐配管については，逆止弁または常時閉の手動弁があり，他系統へ流入

することなく，確実にペデスタルへの注水量を確認できる設備構成となっている。

また，原子炉格納容器からの除熱が必要な場合はペデスタルへの注水と原子炉格

納容器からの除熱とを並行して実施する手順としている。 

しかしながら，ＲＰＶが破損した後は，ＲＰＶ内の溶融炉心の状態，ＲＰＶ破

損口の状態，ペデスタルへの溶融炉心の落下量，格納容器圧力及び温度等，原子

炉格納容器内の状態の不確かさが大きく，また，注水又は除熱を実施可能な設備

が限定され，注水又は除熱に使用できる流量が不足する場合を想定すると，重大

事故時に確実なアクシデントマネジメントを実施できるよう，注水及び除熱の優

先順位を明確化しておく必要がある。このため，ＳＯＰ及びＡＭＧではＲＰＶ破

損判定後の運転操作の優先順位を次の様に定めている。 

優先順位１：Ｄ／Ｗスプレイ 

・開始条件：格納容器圧力 640kPa（1.5Pd）以上又は格納容器温度 190℃以上

・停止条件：格納容器圧力 588kPa以下又は格納容器温度 171℃以下

・流量：120m3／h

優先順位２：ペデスタル注水 

・流量：崩壊熱に余裕をみた量（スクラム後～５時間：60m3／h，５～10 時間：

55m3／h，10～20 時間：35m3／h，20 時間～40 時間：30m3／h，40 時間～80

時間：20m3／h，80 時間～120 時間：15m3／h，120 時間以降：12m3／h）で注

水

優先順位３：ＲＰＶ破損後のＲＰＶへの注水 

・流量：15m3／h（Ｓ／Ｃ水源でＥＣＣＳを運転できる場合は全量注水）

これらは可能な限り並行して実施すべきものであるが，中でも格納容器スプレ

イを優先する理由は，格納容器スプレイを開始する状況は格納容器過圧又は過温

破損の防止及び早期の格納容器ベントを抑制するための運転操作が必要な状況

であり，これに即応する必要があるためである。Ｄ／ＷスプレイとＳ／Ｃスプレ

イでは，より広い空間にスプレイすること等により，原子炉格納容器の圧力及び

温度の抑制効果が高いと考えられるＤ／Ｗスプレイを実施することとしている。

また，Ｄ／Ｗにスプレイを実施することでペデスタルへ冷却材が流入するため，

ペデスタルの溶融炉心の冷却にも期待できる。 
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ペデスタルへの注水については，ＲＰＶ破損前の注水によりペデスタル内には

約 70m3(スクラム後５～10 時間後の崩壊熱に換算すると約２時間分)の冷却材が

確保されていること及びＤ／Ｗスプレイした冷却材がＤ／Ｗ床面からペデスタ

ルへ流入することにも期待できることを考慮し，Ｄ／Ｗスプレイに次ぐ優先順位

としている。 

ＲＰＶ破損後のＲＰＶへの注水には，ＲＰＶ内に残存する溶融炉心の冷却及び

ＲＰＶ破損口から原子炉冷却材が流出することによるペデスタルに堆積してい

る溶融炉心の冷却にも期待できると考えられるが，ＲＰＶ破損口からの原子炉冷

却材の流出の状況を確実に把握することは困難なことから，ペデスタル注水に必

要な流量を確保した後の優先順位としている。 

しかしながら，ＲＰＶが破損した後の注水及び除熱の優先順位については，今

後の検討結果により，前述の優先順位は変わりうるものと考えている。 

Ｄ／Ｗスプレイまたは注水により，Ｓ／Ｃ水位が通常水位＋約 1.3m に到達す

る時点でスプレイを停止し，格納容器ベントを実施する。ベント開始後は，崩壊

熱に余裕をみた量の注水を継続するとともに，ペデスタル水位計を監視し，水位

を維持することによりペデスタルの溶融炉心の冷却を継続する。 

以上のとおり，原子炉格納容器内の状態の不確かさを考慮しても，ＳＯＰによ

って確実なアクシデントマネジメントを実施することが可能である。 
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3. 長期安定停止に向けた対応について

長期安定停止に向けて格納容器圧力及び温度を低下させることを目的として，

残留熱除去系及び残留熱代替除去系による格納容器除熱を実施し，格納容器の

健全性を維持する。 

また，炉心損傷後は水の放射線分解により格納容器内で水素ガス及び酸素ガ

スが発生するため，水素燃焼を防止する観点から，格納容器フィルタベント系

による格納容器除熱操作（以下「格納容器ベント」という。）を実施する。 

(1) 事故後長期にわたる格納容器の健全性について

有効性評価における原子炉格納容器限界温度・圧力は 200℃，２Pdと設定し

ており，200℃，２Pdについて時間経過を考慮した評価が必要な部位はシール

部と考えている。このため，シール部については 200℃，２Pdの状態が７日間

（168時間）継続した場合でもシール機能に影響ないことを確認することで限

界温度・圧力における原子炉格納容器閉じ込め機能の健全性を示している。 

ここでは，200℃，２Pdを適用可能な７日間（168時間）以降においても，有

効性評価で得られている厳しい条件を考慮し，格納容器の閉じ込め機能を示す。 

また，上記に加えて，７日間（168時間）以降の累積放射線照射量について

も，原子炉格納容器の閉じ込め機能に影響がないことを確認する。 

第１表 事故発生後の経過時間と原子炉格納容器圧力・温度の関係 

事故発生後 

の経過時間 
0～168時間 168時間以降 

原子炉格納容器

圧力 

原子炉格納容器限界圧力とし

て２Pd（853kPa）を設定 

有効性評価シナリオで最大

427kPa[gage]となる 

（第３図） 

原子炉格納容器

温度 

原子炉格納容器限界温度とし

て 200℃を設定 

有効性評価シナリオで

150℃を下回る 

（第４図） 

７日間（168時間）以降において，格納容器圧力が最も高くなるのは，「雰

囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」において残留熱

代替除去系を使用する場合のシーケンス及び「高圧溶融物放出／格納容器雰囲

気直接加熱」で想定されるシーケンスである。これらのシーケンスは，残留熱

代替除去系による格納容器除熱を開始した時点で，格納容器内酸素濃度上昇に

よる格納容器ベントを遅延するため，427kPa[gage]までサプレッション・チェ

ンバへの窒素注入を行う手順としており，第１表で示すとおり，７日間（168

時間）以降の格納容器圧力は最大で 427kPa[gage]となる。代表的に，「雰囲気

圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」において残留熱代替

除去系を使用する場合のシーケンスにおける格納容器圧力の推移を第３図に示

す。 
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第３図 原子炉格納容器圧力の推移（「雰囲気圧力・温度による静的負荷

（格納容器過圧・過温破損）」において残留熱代替除去系を使用する場合） 

７日間（168 時間）以降の格納容器雰囲気温度が最も高くなるのは，「雰囲

気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」において残留熱代

替除去系を使用できない場合のシーケンスである。このシーケンスの格納容器

雰囲気温度の推移を第４図に示すが，７日間（168時間）時点で 150℃未満であ

り，その後の格納容器雰囲気温度は崩壊熱の減衰によって低下傾向となるため，

７日間（168時間）以降は 150℃を下回る。また，格納容器バウンダリにかかる

温度（壁面温度※）についても，事象発生後約10時間後に生じる最高値は約181℃

であるが，７日間以降は 150℃を下回る。 

※：評価に用いているＭＡＡＰコードは，ＦＰ沈着に伴う発熱を考慮したも

のとなっている。格納容器内のＦＰ挙動については，原子力安全基盤機

構（ＪＮＥＳ）の「シビアアクシデント時格納容器内多次元熱流動及び

ＦＰ挙動解析」において，ＦＰのほとんどが原子炉キャビティ内の床や

壁表面にとどまり，格納容器全体に飛散することがないことが確認され

ており，健全性が維持されたシール部等の貫通部への局所的なＦＰ沈着

は発生しにくく，ＭＡＡＰコードによる壁面温度の結果は妥当と考える。 
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第４図 原子炉格納容器温度の推移（「雰囲気圧力・温度による静的負荷

（格納容器過圧・過温破損）」において残留熱代替除去系を使用しない場

合） 
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ａ．長期（168時間以降）の原子炉格納容器圧力と閉じ込め機能の関係につ

いて 

時間経過により健全性に影響を及ぼす部位はシール材である。シール部

の機能維持は，第５図の模式図に示す通り，原子炉格納容器圧力の上昇に

伴うフランジ部の過渡的な開口挙動に対し，シール材料の復元量が十分に

確保されていることをもって確認している。つまり，原子炉格納容器温度

によるシール材の熱劣化を考慮しても，圧縮永久ひずみ試験結果によりシ

ール材の復元量が十分であれば，シール部の機能は健全である。長期のケ

ースとして，有効性評価シナリオにおいて 168h時の原子炉格納容器圧力が

高い残留熱代替除去系運転ケースを評価しても，原子炉格納容器圧力は約

0.3MPaであり開口量は小さい（第２表参照）。

第５図 シール部の機能維持確認の模式図 

第２表 原子炉格納容器圧力と開口量の関係 

フランジ部位 溝 

残留熱代替除去系

運転ケースの 168h

時（0.3MPa） 

２Pd 

（0.853MPa） 

ドライウェル

主フランジ 

内側 

外側 

機器搬入口 
内側 

外側 

ｂ．長期（168 時間以降）の原子炉格納容器温度と閉じ込め機能の関係につ

いて 

原子炉格納容器温度の上昇に伴う，時間経過によるシール材の長期的

（150℃を下回る状況）な影響を調査する。ここでは，ドライウェル主フラ

ンジや機器搬入口等に使用されている改良ＥＰＤＭ製シール材を用いて，

168時間以降の温度・時間とシール材料の劣化挙動を確認するため，シール

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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材の基礎特性試験を実施した。試験結果を第３表に示す。 

第３表 改良ＥＰＤＭ製シール材の基礎特性データの経時変化 

試験時間 0日～7日 7日～14日 14日～30日 

試験温度 200℃ 150℃ 150℃ 

圧縮永久ひずみ率[％] 

硬度変化 

質量変化率[％] 

注記：γ線 1.0MGy 照射済の試験体を用い，飽和蒸気環境下に暴露した後の測定値 

第３表に示すように，168 時間以降，150℃の環境下においては，改良Ｅ

ＰＤＭ製の基礎特性データには殆ど変化はなく，経時劣化の兆候は見られ

ない。したがって，SA 後 168 時間以降における原子炉格納容器の温度を

150℃と設定した場合でも，シール部の機能は十分維持される。なお，ＥＰ

ＤＭは一般特性としての耐温度性は 150℃であり，第３表の結果は改良ＥＰ

ＤＭ製シール材が 200℃条件を７日間経験しても，一般特性としての耐熱温

度まで低下すれば，それ以降は有意な劣化傾向は見られないことを示して

いると考えている。また，第３表の結果から圧縮永久ひずみ率は  時の

改良ＥＰＤＭ製シール材復元量とフランジ開口量のイメージを第６図に示

しており，第２表で示す 168 時間以降の原子炉格納容器圧力に対しても十

分追従可能な復元量を維持していることも確認できる。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第６図 圧縮永久ひずみ  時のシール材復元量とフランジ開口量 

＜時間を踏まえた限界温度・圧力の考え方＞ 

有効性評価結果からも，7 日間（168 時間）以降は原子炉格納容器温度がＥＰ

ＤＭの一般特性としての耐熱温度である 150℃を下回ることが判っている。また，

原子炉格納容器圧力についても１Pd到達時に窒素注入を停止した以降，圧力は低

下しており，開口量は限界圧力時と比較しても小さいことが確認できている。な

お，残留熱代替除去系を使用するシーケンスの場合，中長期的には，水の放射線

分解によって生じる水素と酸素が格納容器圧力の上昇に寄与するが，酸素濃度が

ドライ条件で 4.4vol％に到達した場合にはベントを実施することとしているこ

とから，格納容器圧力は１Pdから数十 kPaまでの上昇にとどまる。 

よって，当社としては，限界温度・圧力（200℃・２Pd）が 7 日間経験しても

シール材が問題ないことを確認することで，長期の原子炉格納容器閉じ込め機能

を確保できると考えている。

＜168時間以降の考え方＞ 

前述の結果を踏まえ，168 時間以降については，原子炉格納容器温度・圧力は

低下していること，及び残留熱代替除去系を使用するシーケンスにおける中長期

的な水の放射線分解に伴う水素と酸素の発生寄与も大きくないことから，最初の

168 時間に対して限界温度・圧力を超えないよう管理することで，長期的な格納

容器閉じ込め機能は維持されると考えている。ただし，事故環境が継続すること

により，熱劣化等の閉じ込め機能低下要因が存在することも踏まえ，長期的なプ

ラントマネジメントの目安として，168 時間以降の領域においては原子炉格納容

器温度が 150℃を超えない範囲で，また，原子炉格納容器圧力については１Pd程

度（１Pd＋数十 kPa※）以下でプラント状態を運用する。 

※酸素濃度をドライ換算で 4.4vol％以下とする運用の範囲

締結前 初期締結 圧縮永久ひずみ  時 

の復元量  

フランジ開口量

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第７図 原子炉格納容器圧力の 168 時間以降の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８図 原子炉格納容器温度の 168 時間以降の考え方 
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＜7日間（168時間）以降の放射線照射量と閉じ込め機能の関係について＞ 

時間経過によるシール材の長期的な影響を調査する。ここでは，ドライウェル

主フランジや機器搬入口等に使用されている改良ＥＰＤＭ製シール材を用いて，

168時間以降の累積放射線照射量・時間とシール材料の劣化挙動を確認するため，

シール材の基礎特性試験を実施した。試験結果を第４表に示す。累積放射線照射

量による影響は，試験結果より，有意な変化がないことから，7 日間以降のシー

ル機能は，維持できる。

第４表 改良ＥＰＤＭ製シール材の累積放射線照射量とひずみ率の関係

累積放射線照射量 ひずみ率 

試験条件 

雰囲気：蒸気環境 

温度・劣化時間：200℃・168 時間＋150℃・168時間 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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確
認
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
を
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
指

示
値
の
上
昇
（

 
 
MP
a
以
上
），

残
留
熱
代

替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
指
示
値
の
上

昇
（
～
 

 
m3
/h
）
並
び
に
原
子
炉
格
納
容
器

内
圧
力
指
示
値
及
び
温
度
指
示
値
の
低
下
に
よ
り

確
認

本
資
料
の
う
ち
，
枠
囲
み
の
内
容
は
機
密
に
係
る
事
項
の
た
め
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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操
作
手
順
の
解
釈
一
覧

(２
／
２
)
 

手
順
 

操
作
手
順
記
載
内
容
 

解
釈
 

1
.7
.
2.
1 

原
子
炉
格
納
容
器
の

過
圧
破
損
防
止
の
た
め
の
対
応
手

順
 

(
1)

交
流
電
源
が
健
全
で
あ
る

場
合
の
対
応
手
順
 

ｂ
．
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び

除
熱
 

(
a)

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及

び
除
熱
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
の
実
施
に
よ
り
ペ

デ
ス
タ
ル
内
へ
の
注
水
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
残
留
熱

代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
指
示
値
の
上
昇
，
残
留
熱
代

替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
指
示
値
の
上
昇
，
原

子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
指
示
値
及
び
温
度
指
示
値
の
低

下
に
よ
り
確
認
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
の
実
施
に
よ

り
ペ
デ
ス
タ
ル
内
へ
の
注
水
が
開
始
さ
れ
た
こ
と

を
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
指
示
値
の

上
昇
（

 
 
MP
a
以
上
），

残
留
熱
代
替
除
去

系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
指
示
値
の
上
昇
 

（
～
 

 
m
3 /
h）
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力

指
示
値
及
び
温
度
指
示
値
の
低
下
に
よ
り
確
認
 

ｃ
．
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
ｐ
Ｈ
制
御
 

必
要
量
が
注
入
さ
れ
た
こ
と
を
薬
液
タ
ン
ク
レ
ベ
ル
で

確
認
後
 

m
3  

注
入
さ
れ
た
こ
と
を
薬
液
タ
ン
ク
レ
ベ

ル
で
確
認
後

ｄ
．
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
ｐ
Ｈ
制
御
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
ス
プ
レ
イ
が
開
始
さ
れ
た
こ
と

を
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
指
示
値
の
上
昇
，

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
指
示
値

の
上
昇
に
よ
り
確
認
 

原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
ス
プ
レ
イ
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
を
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
指

示
値
の
上
昇
（

 
 
MP
a
以
上
），

残
留
熱
代

替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
指
示
値
の
上

昇
（
～

 
 

m3
/h
）
に
よ
り
確
認
 

1
.7
.
2.
1 

原
子
炉
格
納
容
器
の

過
圧
破
損
防
止
の
た
め
の
対
応
手

順
 

(
2)

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
時

の
対
応
手
順
 

ａ
．
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト

系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の

減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
）
 

(
a)

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン

ト
系
に
よ
る
格
納
容
器
内
の
減
圧

及
び
除
熱
（
現
場
操
作
）
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
の
水
位
が
通
常

水
位
範
囲
内
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
の
水
位
指

示
値
が

 
 
㎜
～

 
 
㎜
 

(
b)

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス

ク
ラ
バ
容
器
水
位
調
整
（
水
張
り
） 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
の
水
位
が
通
常

水
位
を
下
回
り
下
限
水
位
に
到
達
す
る
前

 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
の
水
位
が

m
m 

を
下
回
り

 
 
㎜

 
に
到
達
す

る
前
 

(
c)

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス

ク
ラ
バ
容
器
水
位
調
整
（
水
抜
き
） 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
の
水
位
が
上
限

水
位
に
到
達
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス
ク
ラ
バ
容
器
の
水
位
が

m
m 

に
到
達

(
e)

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
ス

ク
ラ
バ
容
器
ス
ク
ラ
ビ
ン
グ
水
ｐ

Ｈ
調
整
 

ス
ク
ラ
ビ
ン
グ
水
の
ｐ
Ｈ
値
が
規
定
値

以
上

本
資
料
の
う
ち
，
枠
囲
み
の
内
容
は
機
密
に
係
る
事
項
の
た
め
公
開
で
き
ま
せ
ん
。
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弁
番
号
及
び
弁
名
称
一
覧

(
１
／
３

) 

弁
番
号

 
弁
名
称

 
操
作
場
所

 

A
V
2
26

-
12
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ

 Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
３
階
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
26

-
16
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ

 Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
後
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
３
階
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
室
（
管
理
区
域
）

 

A
V
2
26

-
11
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
３
階
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
26

-
15
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
後
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
３
階
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
室
（
管
理
区
域
）

 

A
V
2
17

-
19
 

Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
３
階
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
17

-
20
 

Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
後
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
３
階
非
常
用
ガ
ス
処
理
装
置
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
26

-
13
 

Ｓ
Ｇ
Ｔ

 
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
入
口

弁
 

中
央
制
御
室

 

遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
：
原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
上
３
階
北
側
連
絡
通
路
（
非
管
理
区
域
）

 

M
V
2
17

-
18
 

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁

 
中
央
制
御
室

 

遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
：
原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
上
３
階
北
側
連
絡
通
路
（
非
管
理
区
域
）

 

M
V
2
17

-
23
 

Ｎ
Ｇ

Ｃ
非

常
用

ガ
ス

処
理

入
口

隔
離

弁
バ

イ
パ

ス
弁

中
央
制
御
室

 

遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
：
原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
上
３
階
北
側
連
絡
通
路
（
非
管
理
区
域
）

 

M
V
2
17

-
5 

Ｎ
Ｇ
Ｃ

 Ｎ
２
ト
ー
ラ
ス
出
口
隔
離
弁

 
中
央
制
御
室

 

遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
：
原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
上
１
階
Ａ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
ポ
ン
プ
熱
交
換
器
室
（
非
管
理
区
域
）
 

M
V
2
17

-
4 

Ｎ
Ｇ
Ｃ

 Ｎ
２
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
出
口
隔
離
弁

 
中
央
制
御
室

 

遠
隔
手
動
弁
操
作
機
構
：
原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
上
２
階
原
子
炉
棟
送
風
機
室
（
非
管
理
区
域
）

 

M
V
2
B3

-
11
4 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
薬
品
注
入
タ
ン
ク
出
口
弁

 
中
央
制
御
室

 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
格
納
槽
（
屋
外
）

 

M
V
2
B3

-
11
2 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
循
環
ラ
イ
ン
止
め
弁

 
中
央
制
御
室

 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
格
納
槽
（
屋
外
）

 

V
2
B
3-

1
10
 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
補
給
止
め
弁

 
屋
外

 

M
V
2
B3

-
55
0 

Ｆ
Ｃ

Ｖ
Ｓ

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
１
次
ド
レ
ン
弁

 

中
央
制
御
室

 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
格
納
槽
（
屋
外
）

 

M
V
2
B3

-
57
0 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
ド
レ
ン
移
送
ラ
イ
ン
連
絡
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
下
１
階
ト
ー
ラ
ス
室
（
管
理
区
域
）
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弁
番
号
及
び
弁
名
称
一
覧

(
２
／
３

)
 

弁
番
号

 
弁
名
称

 
操
作
場
所

 

V
2
B
3-

5
51
 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
排
気
ラ
イ
ン
ド
レ
ン
排
出
弁

 
屋
外

 

V
2
B
3-

8
2 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
窒
素
ガ
ス
補
給
元
弁

 
屋
外

 

V
2
B
3-

8
8 

Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
建
物
内
窒
素
ガ
ス
補
給
元
弁

 
原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
上
１
階
Ａ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
ポ
ン
プ
熱
交
換
器
室
（
非
管
理
区
域
）

 

M
V
2
22

-
16
A 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ト
ー
ラ
ス
ス
プ
レ
イ
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
下
１
階
ト
ー
ラ
ス
室
（
管
理
区
域
）

 

S
V
2
B4

-
1 

Ｐ
Ｈ
Ｃ

 空
気
供
給
電
磁
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
下
２
階
南
側
通
路
（
非
管
理
区
域
）

 

A
V
2
BA

-
1A
,
1B
 

Ｐ
Ｈ
Ｃ

 Ａ
，
Ｂ
－
窒
素
ガ
ス
供
給
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
下
２
階
南
側
通
路
（
非
管
理
区
域
）

 

A
V
2
BA

-
2A
,
2B
 

Ｐ
Ｈ
Ｃ

 
Ａ
，
Ｂ
－
薬
液
タ
ン
ク
出
口
薬
剤
注
入

弁
 

中
央
制
御
室

 

原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
下
２
階
南
側
通
路
（
非
管
理
区
域
）

 

V
2
C
2-

1 
Ａ
Ｎ
Ｉ

 
代
替
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
（
Ｄ
／
Ｗ

側
）

 
屋
外

 

V
2
C
2-

1
1 

Ａ
Ｎ
Ｉ

 
代
替
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
（
Ｓ
／
Ｃ

側
）

 
屋
外

 

V
2
C
2-

6 
Ａ

Ｎ
Ｉ

 
建

物
内

代
替

窒
素

供
給

ラ
イ

ン
元

弁

（
Ｄ
／
Ｗ
側
）

 
原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
上
１
階
Ａ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
ポ
ン
プ
熱
交
換
器
室
（
非
管
理
区
域
）

 

V
2
C
2-

1
6 

Ａ
Ｎ

Ｉ
 
建

物
内

代
替

窒
素

供
給

ラ
イ

ン
元

弁

（
Ｓ
／
Ｃ
側
）

 
原
子
炉
建
物
付
属
棟
地
上
１
階
Ａ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
ポ
ン
プ
熱
交
換
器
室
（
非
管
理
区
域
）

 

M
V
2
22

-
2B
 

Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
熱
交
バ
イ
パ
ス
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
２
階
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
バ
ル
ブ
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
22

-
10
0
2 

Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
ラ
イ
ン
入
口
止
め
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
下
２
階
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ポ
ン
プ
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
22

-
10
1
0 

Ｒ
Ｈ
Ｒ

 Ａ
－
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
連
絡
ラ
イ
ン
止
め
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
１
階
西
側
Ｐ
Ｃ
Ｖ
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
22

-
10
2
0 

Ｒ
Ｈ
Ｒ

 
Ｐ
Ｃ
Ｖ
ス
プ
レ
イ
連
絡
ラ
イ
ン
流
量

調
節
弁

 

中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
１
階
西
側
Ｐ
Ｃ
Ｖ
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
22

-
10
1
1 

Ｒ
Ｈ
Ｒ

 
Ａ
－
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
連
絡
ラ
イ
ン
流
量
調
節

弁
 

中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
１
階
西
側
Ｐ
Ｃ
Ｖ
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
室
（
管
理
区
域
）
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弁
番
号
及
び
弁
名
称
一
覧

(
３
／
３

)
 

弁
番
号

 
弁
名
称

 
操
作
場
所

 

M
V
2
22

-
5A
 

Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
注
水
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
中
１
階
東
側
Ｐ
Ｃ
Ｖ
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
22

-
4B
 

Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
第
２
ス
プ
レ
イ
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
上
２
階
東
側
Ｐ
Ｃ
Ｖ
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
BB

-
7 

Ｒ
Ｈ
Ａ
Ｒ
ラ
イ
ン
流
量
調
節
弁

 
中
央
制
御
室

 

原
子
炉
棟
地
下
２
階
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ポ
ン
プ
室
（
管
理
区
域
）

 

M
V
2
14

-
1B
 

Ｂ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
常
用
補
機
冷
却
水
入
口
切
替
弁

 
原
子
炉
建
物
付
属
棟

 
地
下
１
階
Ｉ
Ａ
空
気
圧
縮
機
室
（
非
管
理
区
域
）

 

M
V
2
14

-
3B
 

Ｂ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
常
用
補
機
冷
却
水
出
口
切
替
弁

 
原
子
炉
建
物
付
属
棟

 
地
上
２
階
Ｒ
Ｃ
Ｗ
バ
ル
ブ
室
（
非
管
理
区
域
）

 

V
2
1
4-

2
0B
 

Ｒ
Ｃ
Ｗ

 
Ｂ
－
中
央
制
御
室
冷
凍
機
入
口
弁

 
廃
棄
物
処
理
建
物

 
地
上
２
階

 
中
央
制
御
室
送
風
機
室
（
非
管
理
区
域
）

 

V
2
1
4-

3
5B
 

Ｒ
Ｃ
Ｗ

 
Ｂ
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添付資料 1.7.11 

手順のリンク先について 

原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等について，手順のリンク

先を以下に取りまとめる。 

1. 1.7.2.2 その他の手順項目について考慮する手順

・残留熱代替除去系への原子炉補機代替冷却系による補機冷却水確保手順

＜リンク先＞ 1.5.2.1(1)ａ．(b) 残留熱代替除去系使用時における原子

炉補機代替冷却系による補機冷却水

確保 

・残留熱除去系又は格納容器代替スプレイ系（常設／可搬型）による減圧及

び除熱手順

＜リンク先＞ 1.6.2.2(1)ａ．(a) 格納容器代替スプレイ系（常設）によ

る原子炉格納容器内へのスプレイ 

1.6.2.2(1)ａ．(d) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）に

よる原子炉格納容器内へのスプレイ

（淡水/海水） 

1.6.2.2(2)ａ．(a) 残留熱除去系電源復旧後のサプレッシ

ョン・プール水の除熱 

・可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御手順

＜リンク先＞ 1.9.2.1(2)ｃ．可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容 

器内の水素濃度制御 

・原子炉建物内の水素濃度監視手順

＜リンク先＞ 1.10.2.2(1) 原子炉建物内の水素濃度監視 

・輪谷貯水槽（西）への水の補給手順並びに水源から接続口までの大量送水

車による送水手順

＜リンク先＞ 1.13.2.1(6)ａ．輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２） 

を水源とした大量送水車による送水 

1.13.2.2(2)ａ．輪谷貯水槽（東１）又は輪谷貯水槽（東２） 

から輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西

２）への補給

1.13.2.2(2)ｂ．海から輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽

（西２）への補給 

・常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，可搬型代替交

流電源設備として使用する高圧発電機車による残留熱代替除去ポンプ，ド

レン移送ポンプ，電動弁及び中央制御室監視計器類への電源供給手順並び

に常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，可搬型代替

交流電源設備として使用する高圧発電機車，大量送水車及び可搬式窒素供
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給装置への燃料補給手順 

＜リンク先＞ 1.14.2.1(1)ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及 

びＭ／Ｃ Ｄ系受電 

1.14.2.1(1)ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／

Ｃ Ｄ系受電 

1.14.2.3(1)ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電機車によ

るＳＡロードセンタ及びＳＡコントロー

ルセンタ受電

1.14.2.5(1)ガスタービン発電機用軽油タンク又はディー

ゼル燃料貯蔵タンクからタンクローリへの補

給 

1.14.2.5(2)タンクローリから各機器等への給油 

・操作の判断及び確認に係る計装設備に関する手順

＜リンク先＞ 1.15.2.1 監視機能喪失

1.15.2.2 計測に必要な電源の喪失 
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添付資料 1.7.12 

 

フォルトツリー解析の実施の考え方について 

 

重大事故等対処のための手段及び設備の抽出にあたっては，設計基準事故対処

設備の故障を想定し，その機能を代替するために，各設備が有する機能，相互関

係を明確にした上で，想定する故障に対応できる対応手段及び重大事故等対処設

備を選定する手法（以下「機能喪失原因対策分析」という。）を用いている。 

以下に機能喪失原因対策分析の実施の考え方を整理する。 

 

1．機能喪失原因対策分析が必須な条文 

技術的能力審査基準に要求される「設計基準事故対処設備が有する○○機能

が喪失した場合」に対処するための手順等を整備する条文を第１表「機能喪失

原因対策分析が必須な条文」に示す。 

機能喪失原因対策分析は，設計基準事故対処設備が有する機能に属する設備

を網羅的に抽出することができ，その弱点の把握が明確となる。これを用いて，

フロントライン系（設計基準事故対処設備）及びサポート系（動力源，冷却源）

の故障を想定し，各々について事故対処に有効な機能を有する代替手段を抽出

した。 

 

2．機能喪失原因対策分析が必須でない条文 

技術的能力審査基準に要求される「ある目的（○○するため，○○が必要な

場合）」に対処するための手順等を整備する条文を第２表「機能喪失原因対策

分析が必須でない条文」に示す。 

これらの条文は，重大事故等時の個別の目的に対応する手段を抽出する。こ

の目的を達成するため，事故対処に有効な手段を全て整備することとしており，

重大事故等対処設備はもとより設計基準事故対処設備を含む既設設備（以下

「既設設備」という。）による手段を含む。 

条文要求で整備する対策を抽出する際の考え方として，条文要求を満足させ

るために既設設備が重大事故等時に使用可能であれば，重大事故等対処設備と

して整備する。また，既設設備に重大事故等対処設備としての機能が不足して

いるものは，その機能を付加することができれば重大事故等対処設備（設計基

準拡張）として整備する。条文要求を満足する既設設備がないものについては，

新規に設計し重大事故等対処設備として整備する。これにより条文要求に対応

できる設備を網羅することができる（第１図）。 

条文要求で整備する重大事故等対処設備とは別に，自主的な対策（自主対策

設備）を抽出する場合の考え方として，重大事故等対処設備に要求される機能

を満足しないが，同じ目的で使用することができる手段・設備があれば，それ

を整備することとしている。 
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なお，重大事故等対処設備に要求される機能を満足しない主な理由としては，

耐震性がないこと，容量が小さいこと，準備に時間を要することなどが挙げら

れる。設備選定の考え方，その結果を第３表「機能喪失原因対策分析を用いて

いない条文に対する設備抽出の考え方とその結果」に示す。 

第２表内の「自主的に実施した機能喪失原因対策分析」欄に「○」で示した

条文は，設計基準事故対処設備が使用できない場合を想定し，機能喪失原因対

策分析を実施することで抜けなく重大事故対策を抽出するために自主的に実施

したものである。また，機能喪失原因対策分析を実施していない条文は，故障

を想定する設計基準事故対処設備に該当する設備がないものであり，前述の考

え方を基に目的に応じた対応手段を抜けなく整備する。 
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第１表 機能喪失原因対策分析が必須な条文 

条文 設計基準事故対処設備が有する機能 
機能喪失を想定する設計基準事故対処設備 

（代表的な設備） 

1.2 高圧時の発電用原子炉の冷却機能 原子炉隔離時冷却ポンプ，高圧炉心スプレイポンプ 

1.3 高圧時の発電用原子炉の減圧機能 逃がし安全弁（自動減圧機能）の自動減圧機能 

1.4 低圧時の発電用原子炉の冷却機能 
残留熱除去系（低圧注水モード）及び残留熱除去系

（原子炉停止時冷却モード）ポンプ，低圧炉心スプレ

イポンプ 

1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送する機能 
残留熱除去系（原子炉停止時冷却モード），残留熱除

去系（サプレッション・プール水冷却モード）及び，

原子炉補機冷却系 

1.6 原子炉格納容器内の冷却機能 
残留熱除去系（サプレッション・プール冷却モード）

ポンプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 機能喪失原因対策分析が必須でない条文における 

要求事項の設備選定の考え方  

既設設備 

不足する機能を付加する 

ことができれば重大事故等時 

に使用可能か 

既設設備が重大事

故等時に使用可能 

条文要求を満足 

する既設設備なし 

重大事故等対処設備と

して整備する 

新規に設計し，重大事

故等対処設備として整

備する。 

既設設備を改造し，重

大事故等対処設備とし

て整備する。 

自主対策設備として整

備する。 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

中央制御室換気系 

非常用ガス処理系等 

原子炉建物ブローア

ウトパネル閉止装置 

格納容器フィルタベン

ト系 

ペデスタル代替注水系

（常設）等 

消火系 

復水輸送系等 
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第２表 機能喪失原因対策分析が必須でない条文 

条文 要求事項における手順等の目的 

自主的に実施した機能喪失原因対策分析 

実施していないものについては目的達成のための 

対応手段と具体的な抽出の過程及び設備等 

1.1 
原子炉緊急停止 

発電用原子炉を未臨界に移行する 
○ 

1.7 
原子炉格納容器破損防止 

原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる 

原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手段を整備 

（1.5 で整備した最終ヒートシンクへ熱を輸送する格納

容器フィルタベント系を使用する。） 

1.8 
原子炉格納容器破損防止 

原子炉格納容器下部に落下した溶融炉心の冷却 

ペデスタルに落下した溶融炉心の冷却及び溶融炉心のペ

デスタルへの落下遅延・防止のための手段を整備 

（1.2及び 1.4で整備した発電用原子炉を冷却する手段

に加え，ペデスタルに落下した溶融炉心を冷却するため

の手段として，低圧原子炉代替注水ポンプ等を使用す

る。） 

1.9 水素爆発による原子炉格納容器破損防止 

水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する手段を

整備 

（1.7で整備した原子炉格納容器の過圧破損を防止する

手段に加え，原子炉格納容器内を不活性化するための手

段として，可搬式窒素供給装置を使用する。） 

1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷防止 

水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止する手段を整

備 

（静的触媒式水素処理装置を使用する。） 

1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却，臨界防止 ○ 

1.12 発電所外への放射性物質の拡散抑制 

発電所外への放射性物質の拡散抑制，航空機燃料火災時

に消火する手段を整備 

（大気への放射性物質の拡散抑制及び航空機燃料火災時

の消火に大型送水ポンプ車等を使用する。） 

1.13 重大事故等の収束に必要な水源の確保，供給 ○ 

1.14 重大事故等発生時に必要な電力の確保 ○ 

1.15 重大事故等対処に必要なパラメータの推定 ○ 

1.16 原子炉制御室に運転員がとどまるため 

中央制御室の居住性に係る手段を整備 

（既存設備である中央制御室換気系及び非常用ガス処理

系に加え，酸素濃度計，二酸化炭素濃度計等を使用す

る。） 

1.17 放出される放射性物質濃度等の監視等 

放射性物質の濃度及び放射線量の測定，気象条件を測定

する手段を整備 

（既存設備であるモニタリング・ポスト，気象観測設備

に加え，可搬式モニタリング・ポスト，可搬式気象観測

装置等を使用する。） 

1.18 緊急時対策所に要員がとどまるため ○ 

1.19 通信連絡を行う必要がある場所との通信連絡 

発電所内外の通信連絡するための手段を整備 

（既存設備である所内通信連絡設備（警報装置を含

む。），電力保安通信用電話設備（固定電話機，ＰＨＳ

端末，ＦＡＸ）に加え，無線通信設備（固定型），無線

通信設備（携帯型），衛星電話設備（固定型），衛星電

話設備（携帯型）等を使用する。） 

  

1.7-232

731



 

 

第３表 機能喪失原因対策分析を用いていない条文に対する設備抽出の考え方と

その結果 

(1) 1.7 原子炉格納容器の過圧破損防止 

原子炉格納容器の過圧破損を防止するためには，原子炉格納容器内の圧力

及び温度を低下する設備を選定する必要があるため，新たに整備した設備，

及び原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させるための設計基準事故対処

設備が機能喪失する 1.6における機能喪失原因対策分析の結果抽出された原

子炉格納容器内の圧力及び温度を低下することが可能な以下の設備を選定す

る。 

 

原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下する設備 

新たに整備した設備 既存設備 1.7で整備した設備 

格納容器フィルタベント系による格

納容器内の減圧及び除熱 

・第１ベントフィルタスクラバ容器 

・第１ベントフィルタ銀ゼオライト

容器 

・遠隔手動弁操作機構 

・圧力開放板 

・可搬式窒素供給装置 

・ホース・接続口 

・格納容器フィルタベント系 配

管・弁 

・窒素ガス制御系 配管・弁 

・非常用ガス処理系 配管・弁 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・ドレン移送ポンプ 

・薬品注入タンク 

・大量送水車 

・ホース・接続口 

 

格納容器フィルタベント系による格

納容器内の減圧及び除熱 

・原子炉格納容器（サプレッショ

ン・チェンバ，真空破壊装置を含

む） 

・窒素ガス制御系 配管・弁 

・非常用ガス処理系 配管・弁 

・代替所内電気設備 

・輪谷貯水槽（西） 

格納容器フィルタベント系による格

納容器内の減圧及び除熱 

・第１ベントフィルタスクラバ容器 

・第１ベントフィルタ銀ゼオライト

容器 

・遠隔手動弁操作機構 

・圧力開放板 

・可搬式窒素供給装置 

・ホース・接続口 

・原子炉格納容器（サプレッショ

ン・チェンバ，真空破壊装置を含

む） 

・格納容器フィルタベント系 配

管・弁 

・窒素ガス制御系 配管・弁 

・非常用ガス処理系 配管・弁 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・ドレン移送ポンプ 

・薬品注入タンク 

・大量送水車 

・輪谷貯水槽（西） 

・ホース・接続口 

現場操作 

・遠隔手動弁操作機構 － 

現場操作 

・遠隔手動弁操作機構 
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新たに整備した設備 既存設備 1.7で整備した設備 

不活性ガス（窒素ガス）による系統

内の置換 

・可搬式窒素供給装置

・ホース・接続口

－ 

不活性ガス（窒素ガス）による系統

内の置換 

・可搬式窒素供給装置

・ホース・接続口

原子炉格納容器負圧破損の防止 

・可搬式窒素供給装置

・ホース・接続口

・窒素ガス代替注入系 配管・弁

－ 

原子炉格納容器負圧破損の防止 

・可搬式窒素供給装置

・ホース・接続口

・窒素ガス代替注入系 配管・弁

残留熱代替除去系による原子炉格納

容器内の減圧及び除熱 

・残留熱代替除去ポンプ

・原子炉補機代替冷却系

・残留熱代替除去系 配管・弁

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁

・格納容器代替スプレイ・ヘッダ

・ホース・接続口

・常設代替交流電源設備

・代替所内電気設備

残留熱代替除去系による原子炉格納

容器内の減圧及び除熱 

・残留熱除去系熱交換器

・サプレッション・チェンバ

・残留熱除去系配管・弁・ストレー

ナ

・原子炉圧力容器

・原子炉格納容器

・代替所内電気設備

残留熱代替除去系による原子炉格納

容器内の減圧及び除熱 

・残留熱代替除去ポンプ

・残留熱除去系熱交換器

・原子炉補機代替冷却系

・サプレッション・チェンバ

・残留熱代替除去系 配管・弁

・残留熱除去系 配管・弁・ストレ

ーナ

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁

・格納容器代替スプレイ・ヘッダ

・ホース・接続口

・原子炉圧力容器

・原子炉格納容器

・常設代替交流電源設備

・代替所内電気設備

サプレッション・プール水ｐＨ

制御

・サプレッション・プール水ｐＨ制

御系

サプレッション・プール水ｐＨ

制御

・残留熱除去系 配管

・サプレッション・チェンバスプレ

イヘッダ

サプレッション・プール水ｐＨ

制御

・残留熱除去系 配管

・サプレッション・チェンバスプレ

イヘッダ

・サプレッション・プール水ｐＨ制

御系

ドライウェルｐＨ制御 

・残留熱代替除去ポンプ

・原子炉補機代替冷却系

・残留熱代替除去系配管・弁

・常設代替交流電源設備

・代替所内電気設備

ドライウェルｐＨ制御 

・サプレッション・チェンバ

・残留熱除去系 配管・弁・ストレ

ーナ

・格納容器スプレイ・ヘッダ

・原子炉格納容器

・代替所内電気設備

ドライウェルｐＨ制御 

・残留熱代替除去ポンプ

・原子炉補機代替冷却系

・サプレッション・チェンバ

・残留熱代替除去系 配管・弁

・残留熱除去系 配管・弁・ストレ

ーナ

・格納容器スプレイ・ヘッダ

・原子炉格納容器

・常設代替交流電源設備

・代替所内電気設備

下線部は自主対策設備を示す。 
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(2) 1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心冷却

ペデスタル内の床面に落下した溶融炉心を冷却するためには，ペデスタル

内へ注水できる設備を選定する必要があるため，新たに整備した設備及び既

存設備を選定する。 

また，溶融炉心のペデスタル内の床面への落下を遅延・防止するためには，

原子炉圧力容器へ注水できる設備を選定する必要があるため，1.2及び1.4で

機能喪失原因対策分析の結果抽出された原子炉圧力容器へ注水できる以下の

設備を選定する。 

①ペデスタル内へ注水できる設備

新たに整備した設備 既存設備 1.8で整備した設備 

ペデスタル代替注水系（常設）によ

るペデスタル内への注水 

・低圧原子炉代替注水ポンプ

・低圧原子炉代替注水槽

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁

・常設代替交流電源設備

・代替所内電気設備

・コリウムシールド

ペデスタル代替注水系（常設）によ

るペデスタル内への注水 

・残留熱除去系 配管・弁

・格納容器スプレイ・ヘッダ

・原子炉格納容器

・代替所内電気設備

ペデスタル代替注水系（常設）によ

るペデスタル内への注水 

・低圧原子炉代替注水ポンプ

・低圧原子炉代替注水槽

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁

・残留熱除去系 配管・弁

・格納容器スプレイ・ヘッダ

・原子炉格納容器

・常設代替交流電源設備

・代替所内電気設備

・コリウムシールド

復水輸送系によるペデスタル内への

注水 

・常設代替交流電源設備

・可搬型代替交流電源設備

・代替所内電気設備

・コリウムシールド

復水輸送系によるペデスタル内への

注水 

・復水輸送ポンプ

・復水貯蔵タンク

・復水輸送系 配管・弁

・残留熱除去系 配管・弁

・格納容器スプレイ・ヘッダ

・原子炉格納容器

・代替所内電気設備

復水輸送系によるペデスタル内への

注水 

・復水輸送ポンプ

・復水貯蔵タンク

・復水輸送系 配管・弁

・残留熱除去系 配管・弁

・格納容器スプレイ・ヘッダ

・原子炉格納容器

・常設代替交流電源設備

・可搬型代替交流電源設備

・代替所内電気設備

・コリウムシールド
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新たに整備した設備 既存設備 1.8で整備した設備 

消火系によるペデスタル内への注水 

・補助消火ポンプ 

・補助消火水槽 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・コリウムシールド 

消火系によるペデスタル内への注水 

・消火ポンプ 

・ろ過水タンク 

・消火系 配管・弁 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・代替所内電気設備 

 

消火系によるペデスタル内への注水 

・補助消火ポンプ 

・消火ポンプ 

・補助消火水槽 

・ろ過水タンク 

・消火系 配管・弁 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・コリウムシールド 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）

によるペデスタル内への注水 

・大量送水車 
・ホース・接続口 

・格納容器代替スプレイ系 配管・

弁 

・常設代替交流電源設備 

・燃料補給設備 

・可搬型代替交流電源設備 
・代替所内電気設備 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）

によるペデスタル内への注水 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・代替所内電気設備 

・輪谷貯水槽（西） 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）

によるペデスタル内への注水 

・大量送水車 
・ホース・接続口 

・格納容器代替スプレイ系 配管・

弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・格納容器スプレイ・ヘッダ 

・原子炉格納容器 

・常設代替交流電源設備 

・燃料補給設備 

・可搬型代替交流電源設備 
・代替所内電気設備 

・輪谷貯水槽（西） 

ペデスタル代替注水系（可搬型）に

よるペデスタル内への注水 

・大量送水車 
・ホース・接続口 

・ペデスタル代替注水系 配管・弁 

・常設代替交流電源設備 

・燃料補給設備 

・可搬型代替交流電源設備 
・代替所内電気設備 

・コリウムシールド 

ペデスタル代替注水系（可搬型）に

よるペデスタル内への注水 

・復水輸送系 配管・弁 
・原子炉格納容器 

・代替所内電気設備 

・輪谷貯水槽（西） 

ペデスタル代替注水系（可搬型）に

よるペデスタル内への注水 

・大量送水車 
・ホース・接続口 

・ペデスタル代替注水系 配管・弁 

・復水輸送系 配管・弁 
・原子炉格納容器 

・常設代替交流電源設備 

・燃料補給設備 

・可搬型代替交流電源設備 
・代替所内電気設備 

・コリウムシールド 

・輪谷貯水槽（西） 

下線部は自主対策設備を示す。 
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②原子炉圧力容器へ注水できる設備 

1.2で整備した設備 1.4で整備した設備 1.8で整備した設備 

－ 

低圧原子炉代替注水系（常設）によ

る原子炉圧力容器への注水 

・低圧原子炉代替注水ポンプ 

・低圧原子炉代替注水槽 

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・非常用交流電源設備 

低圧原子炉代替注水系（常設）によ

る原子炉圧力容器への注水 

・低圧原子炉代替注水ポンプ 

・低圧原子炉代替注水槽 

・低圧原子炉代替注水系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

－ 

復水輸送系による発電用原子炉の冷

却 

・復水輸送ポンプ 

・復水貯蔵タンク 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・非常用交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

復水輸送系による原子炉圧力容器へ

の注水 

・復水輸送ポンプ 

・復水貯蔵タンク 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

－ 

消火系による発電用原子炉の冷却 

 

・補助消火ポンプ 

・消火ポンプ 

・補助消火水槽 

・ろ過水タンク 

・消火系 配管・弁 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・非常用交流電源設備 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

消火系による原子炉圧力容器への注

水 

・補助消火ポンプ 

・消火ポンプ 

・補助消火水槽 

・ろ過水タンク 

・消火系 配管・弁 

・復水輸送系 配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

－ 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）に

よる原子炉圧力容器への注水 

・大量送水車 

・ホース・接続 

・低圧原子炉代替注水系 配管・

弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・燃料補給設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・非常用交流電源設備 

・輪谷貯水槽（西） 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）に

よる原子炉圧力容器への注水 

・大量送水車 

・ホース・接続 

・低圧原子炉代替注水系 配管・

弁 

・残留熱除去系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・燃料補給設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・代替所内電気設備 

・輪谷貯水槽（西） 
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1.2で整備した設備 1.4で整備した設備 1.8で整備した設備 

高圧原子炉代替注水系による原子炉

圧力容器への注水 

・高圧原子炉代替注水ポンプ 

・サプレッション・チェンバ 

・高圧原子炉代替注水系 （蒸気

系）配管・弁 

・高圧原子炉代替注水系 （注水

系）配管・弁 

・原子炉浄化系 配管 

・原子炉隔離時冷却系 （蒸気系）

配管・弁 

・原子炉隔離時冷却系 （注水系）

配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁・ストレ

ーナ 

・主蒸気系 配管 

・給水系 配管・弁・スパージャ 

・原子炉圧力容器 

・常設代替直流電源設備 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・可搬型直流電源設備 

－ 

高圧原子炉代替注水系による原子炉

圧力容器への注水 

・高圧原子炉代替注水ポンプ 

・サプレッション・チェンバ 

・高圧原子炉代替注水系 （蒸気

系）配管・弁 

・高圧原子炉代替注水系 （注水

系）配管・弁 

・原子炉浄化系 配管 

・原子炉隔離時冷却系 （蒸気系）

配管・弁 

・原子炉隔離時冷却系 （注水系）

配管・弁 

・残留熱除去系 配管・弁・ストレ

ーナ 

・主蒸気系 配管 

・給水系 配管・弁・スパージャ 

・原子炉圧力容器 

・常設代替直流電源設備 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・可搬型直流電源設備 

ほう酸水注入系による原子炉圧力容

器へのほう酸水注入 

・ほう酸水注入ポンプ 

・ほう酸水貯蔵タンク 

・ほう酸水注入系 配管・弁 

・差圧検出・ほう酸水注入系 配管

（原子炉圧力容器内部） 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

－ 

ほう酸水注入系による原子炉圧力容

器へのほう酸水注入 

・ほう酸水注入ポンプ 

・ほう酸水貯蔵タンク 

・ほう酸水注入系 配管・弁 

・差圧検出・ほう酸水注入系 配管

（原子炉圧力容器内部） 

・原子炉圧力容器 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

制御棒駆動水圧系による原子炉圧力

容器への注水 

・制御棒駆動水圧ポンプ 

・復水貯蔵タンク 

・制御棒駆動水圧系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・原子炉補機冷却系 

・常設代替交流電源設備 

－ 

制御棒駆動水圧系による原子炉圧力

容器への注水 

・制御棒駆動水圧ポンプ 

・復水貯蔵タンク 

・制御棒駆動水圧系 配管・弁 

・原子炉圧力容器 

・原子炉補機冷却系 

・常設代替交流電源設備 

下線部は自主対策設備を示す。 
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(3) 1.9 水素爆発による原子炉格納容器破損防止 

水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するためには，水素濃度を低

減できる設備及び水素濃度を監視できる設備を選定する必要があるため，新

たに整備した設備を選定する。 

新たに整備した設備 既存設備 1.9で整備した設備 

－ 

原子炉格納容器内不活性化による原

子炉格納容器水素爆発防止 

・窒素ガス制御系※１ 

原子炉格納容器内不活性化による原

子炉格納容器水素爆発防止 

・窒素ガス制御系※１ 

可搬式窒素供給装置による原子炉格

納容器水素爆発防止 

・可搬式窒素供給装置 － 

可搬式窒素供給装置による原子炉格

納容器水素爆発防止 

・可搬式窒素供給装置 

格納容器フィルタベント系による水

素ガス及び酸素ガスの排出 

・格納容器フィルタベント系 

・第１ベントフィルタ出口水素濃度 

・第１ベントフィルタ出口放射線モ

ニタ（高レンジ・低レンジ） 

－ 

格納容器フィルタベント系による水

素ガス及び酸素ガスの排出 

・格納容器フィルタベント系 

・第１ベントフィルタ出口水素濃度 

・第１ベントフィルタ出口放射線モ

ニタ（高レンジ・低レンジ） 

可燃性ガス濃度制御系による水素濃

度制御 

・残留熱代替除去系 

可燃性ガス濃度制御系による水素濃

度制御 

・可燃性ガス濃度制御系再結合器ブ

ロワ 

・可燃性ガス濃度制御系再結合装置 

・可燃性ガス濃度制御系 配管・弁 

・残留熱除去系 

可燃性ガス濃度制御系による水素濃

度制御 

・可燃性ガス濃度制御系再結合器ブ

ロワ 

・可燃性ガス濃度制御系再結合装置 

・可燃性ガス濃度制御系 配管・弁 

・残留熱除去系 

・残留熱代替除去系 
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新たに整備した設備 既存設備 1.9で整備した設備 

格納容器水素濃度(ＳＡ)及び格納容

器酸素濃度（ＳＡ）による原子炉格

納容器内の水素濃度及び酸素濃度監

視 

・格納容器水素濃度（ＳＡ）

・格納容器酸素濃度（ＳＡ）

－ 

格納容器水素濃度(ＳＡ)及び格納容

器酸素濃度（ＳＡ）による原子炉格

納容器内の水素濃度及び酸素濃度監

視 

・格納容器水素濃度（ＳＡ）

・格納容器酸素濃度（ＳＡ）

格納容器内雰囲気計装による原子炉

格納容器内の水素濃度及び酸素濃度

監視 

・Ｂ－格納容器水素濃度

・Ｂ－格納容器酸素濃度

・Ａ－格納容器水素濃度

・Ａ－格納容器酸素濃度

格納容器内雰囲気計装による原子炉

格納容器内の水素濃度及び酸素濃度

監視 

・Ｂ－格納容器水素濃度

・Ｂ－格納容器酸素濃度

・Ａ－格納容器水素濃度

・Ａ－格納容器酸素濃度

代替電源による必要な設備への給電 

・常設代替交流電源設備

・可搬型代替交流電源設備

・所内常設蓄電式直流電源設備

・可搬型直流電源設備
－ 

代替電源による必要な設備への給電 

・常設代替交流電源設備

・可搬型代替交流電源設備

・所内常設蓄電式直流電源設備

・可搬型直流電源設備

下線部は自主対策設備を示す。 

※１：不活性ガス系は設計基準対象施設であり，重大事故等時に使用するものではない。
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(4) 1.10 水素爆発による原子炉建屋等損傷防止 

水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するためには，水素を制御する

設備又は水素を排出できる設備，及び水素濃度を監視できる設備を選定する

必要があるため，新たに整備した設備及び既存設備を選定する。 

新たに整備した設備 既存設備 1.10で整備した設備 

静的触媒式水素処理装置による水素

濃度抑制 

・静的触媒式水素処理装置 

・静的触媒式水素処理装置入口温度 

・静的触媒式水素処理装置出口温度 － 

静的触媒式水素処理装置による水素

濃度抑制 

・静的触媒式水素処理装置 

・静的触媒式水素処理装置入口温度 

・静的触媒式水素処理装置出口温度 

・原子炉棟 

原子炉建屋内の水素濃度監視 

・原子炉建物水素濃度 － 

原子炉建屋内の水素濃度監視 

・原子炉建物水素濃度 

代替電源による必要な設備への給電 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・常設代替直流電源設備 

・可搬型直流電源設備 

 

－ 

代替電源による必要な設備への給電 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・常設代替直流電源設備 

・可搬型直流電源設備 

原子炉ウェル代替注水系による原子

炉ウェルへの注水 

・大量送水車 

・ホース・接続口 

・原子炉ウェル代替注水系配管・弁 

・燃料補給設備 

原子炉ウェル代替注水系による原子

炉ウェルへの注水 

・輪谷貯水槽（西） 

・燃料プール冷却系配管・弁 

・原子炉ウェル 

 

原子炉ウェル代替注水系による原子

炉ウェルへの注水 

・大量送水車 

・輪谷貯水槽（西） 

・ホース・接続口 

・原子炉ウェル代替注水系配管・弁 

・燃料プール冷却系配管・弁 

・原子炉ウェル 

・燃料補給設備 

原子炉建物ブローアウトパネル開放

による水素ガスの排出 

・原子炉建物ブローアウトパネル 

・大型送水ポンプ車 

・ホース 

・放水砲 

・燃料補給設備 

－ 

原子炉建物ブローアウトパネル開放 

・原子炉建物ブローアウトパネル 

・大型送水ポンプ車 

・ホース 

・放水砲 

・燃料補給設備 

下線部は自主対策設備を示す。 
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(5) 1.12 発電所外への放射性物質の拡散抑制 

発電所外への放射性物質の拡散を抑制するためには，大気への放射性物質

の拡散抑制，海洋への放射性物質の拡散抑制を行う必要があるため，新たに

整備した設備を選定する。 

また，原子炉建物周辺における航空機衝突による航空機燃料火災が発生し

た場合は，消火を行う必要があるため，新たに整備した設備及び既存設備を

選定する。 

新たに整備した設備 既存設備 1.12で整備した設備 

大気への放射性物質の拡散抑制 

・大型送水ポンプ車 

・ホース 

・放水砲 

・燃料補給設備 
・ガンマカメラ 
・サーモカメラ 

－ 

大気への放射性物質の拡散抑制 

・大型送水ポンプ車 

・ホース 

・放水砲 

・燃料補給設備 
・ガンマカメラ 
・サーモカメラ 

海洋への放射性物質の拡散抑制 

・放射性物質吸着材 

・シルトフェンス 

・小型船舶 
－ 

海洋への放射性物質の拡散抑制 

・放射性物質吸着材 

・シルトフェンス 

・小型船舶 

初期対応における延焼防止処置 

・小型放水砲 

・泡消火薬剤容器 

初期対応における延焼防止処置 

・化学消防自動車 

・小型動力ポンプ付水槽車 

初期対応における延焼防止処置 

・化学消防自動車 

・小型動力ポンプ付水槽車 

・小型放水砲 

・泡消火薬剤容器 

航空機燃料火災への泡消火 

・大型送水ポンプ車 

・ホース 

・放水砲 

・泡消火薬剤容器 

・燃料補給設備 

－ 

航空機燃料火災への泡消火 

・大型送水ポンプ車 

・ホース 

・放水砲 

・泡消火薬剤容器 

・燃料補給設備 

下線部は自主対策設備を示す。 
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(6) 1.16 中央制御室の居住性

重大事故が発生した場合においても運転員等が中央制御室にとどまるため

に必要な設備を選定する必要があるため，新たに整備した設備及び既存設備

を選定する。 

新たに整備した設備 既存設備 1.16で整備した設備 

中央制御室の居住性の確保 

・中央制御室待避室遮蔽

・中央制御室待避室空気ボンベ

・中央制御室待避室空気ボンベ（配

管・弁）

・ＬＥＤライト（三脚タイプ）

・差圧計

・酸素濃度計

・二酸化炭素濃度計

・無線通信設備（固定型）

・無線通信設備（固定型）（屋外ア

ンテナ）

・衛星電話設備（固定型）

・衛星電話設備（固定型）（屋外ア

ンテナ）

・プラントパラメータ監視装置（中

央制御室待避室）

・常設代替交流電源設備

・ＬＥＤライト（ランタンタイプ）
※２

中央制御室の居住性の確保 

・中央制御室遮蔽

・再循環用ファン

・チャコール・フィルタ・ブース

タ・ファン

・非常用チャコール・フィルタ・ユ

ニット

・中央制御室換気系ダンパ（外気取

入量調整用ダンパ，制御室給気外

側隔離ダンパ，制御室給気内側隔

離ダンパ，制御室排気内側隔離ダ

ンパ，制御室排気外側隔離ダン

パ）

・中央制御室換気系ダクト

・非常灯

中央制御室の居住性の確保 

・中央制御室遮蔽

・再循環用ファン

・チャコール・フィルタ・ブース

タ・ファン

・非常用チャコール・フィルタ・ユ

ニット

・中央制御室換気系ダンパ（外気取

入量調整用ダンパ，制御室給気外

側隔離ダンパ，制御室給気内側隔

離ダンパ，制御室排気内側隔離ダ

ンパ，制御室排気外側隔離ダン

パ）

・中央制御室換気系ダクト

・中央制御室待避室遮蔽

・中央制御室待避室空気ボンベ

・中央制御室待避室空気ボンベ（配

管・弁）

・ＬＥＤライト（三脚タイプ）

・差圧計

・酸素濃度計

・二酸化炭素濃度計

・無線通信設備（固定型）

・無線通信設備（屋外アンテナ）

・衛星電話設備（固定型）

・衛星電話設備（屋外アンテナ）

・有線（建物内）（有線式通信設

備，無線通信設備（固定型），衛

星電話設備（固定型）に係るも

の）

・プラントパラメータ監視装置（中

央制御室待避室）

・常設代替交流電源設備

・非常灯

・ＬＥＤライト（ランタンタイプ）
※２

汚染の持ち込み防止 

・防護具（全面マスク等）及びチェ

ンジングエリア用資機材※２
－ 

汚染の持ち込み防止 

・防護具（全面マスク等）及びチェ

ンジングエリア用資機材※２
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新たに整備した設備 既存設備 1.16で整備した設備 

格納容器から漏えいする空気中の放

射性物質の濃度低減 

・常設代替交流電源設備 

・原子炉建物燃料取替階ブローアウ

トパネル閉止装置 

・主蒸気管トンネル室ブローアウト

パネル閉止装置 

・原子炉建物燃料取替階ブローアウ

トパネル閉止装置開閉状態表示 

・主蒸気管トンネル室ブローアウト

パネル閉止装置開閉状態表示 

格納容器から漏えいする空気中の放

射性物質の濃度低減 

・非常用ガス処理系排気ファン 

・前置ガス処理装置 

・後置ガス処理装置 

・非常用ガス処理系 配管・弁 

・排気管 

・原子炉建物外気差圧 

・非常用ガス処理系統流量 

・原子炉棟 

格納容器から漏えいする空気中の放

射性物質の濃度低減 

・非常用ガス処理系排気ファン 

・前置ガス処理装置 

・後置ガス処理装置 

・非常用ガス処理系 配管・弁 

・排気管 

・原子炉建物外気差圧 

・非常用ガス処理系統流量 

・原子炉棟 

・常設代替交流電源設備 

・原子炉建物燃料取替階ブローアウ

トパネル閉止装置 

・主蒸気管トンネル室ブローアウト

パネル閉止装置 

・原子炉建物燃料取替階ブローアウ

トパネル閉止装置開閉状態表示 

・主蒸気管トンネル室ブローアウト

パネル閉止装置開閉状態表示 

下線部は自主対策設備を示す。 

※２：ＬＥＤライト（ランタンタイプ），防護具（全面マスク等）及びチェンジングエリア用資機材については，資機材

であるため重大事故等対処設備とはしない。 
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(7) 1.17 監視測定 

重大事故等が発生した場合でも，発電所及びその周辺において，発電用原

子炉施設から放出される放射性物質の濃度及び放射線量を監視し，及び測定

し，並びにその結果を記録する必要があるため，新たに整備した設備及び既

存設備を選定する。 

また，発電所において風向，風速その他の気象条件を測定し，及びその結

果を記録する必要があるため，新たに整備した設備及び既存設備を選定する。 

新たに整備した設備 既存設備 1.17で整備した設備 

放射線量の測定 

・可搬式モニタリング・ポスト 

・データ表示装置 

・電離箱サーベイ・メータ 

放射線量の測定 

・モニタリング・ポスト 

放射線量の測定 

・モニタリング・ポスト 

・可搬式モニタリング・ポスト 

・データ表示装置 

・電離箱サーベイ・メータ 

放射線量の代替測定 

・可搬式モニタリング・ポスト 

・データ表示装置 

 

－ 

放射線量の代替測定 

・可搬式モニタリング・ポスト 

・データ表示装置 

 

－ 

空気中の放射性物質の濃度の測定 

・放射能観測車 

空気中の放射性物質の濃度の測定 

・放射能観測車 

空気中の放射性物質の濃度の代替測

定 

・可搬式ダスト・よう素サンプラ 

・ＧＭ汚染サーベイ・メータ 

・ＮａＩシンチレーション・サーベ

イ・メータ 

－ 

放射能観測車の代替測定 

・可搬式ダスト・よう素サンプラ 

・ＧＭ汚染サーベイ・メータ 

・ＮａＩシンチレーション・サーベ

イ・メータ 
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新たに整備した設備 既存設備 1.17で整備した設備 

－ 

気象観測項目の測定 

・気象観測設備 

気象観測項目の測定 

・気象観測設備 

気象観測項目の代替測定 

・可搬式気象観測装置 

・データ表示装置 － 

気象観測項目の代替測定 

・可搬式気象観測装置 

・データ表示装置 

放射性物質の濃度（空気中，水中，

土壌中）の測定 

・可搬式ダスト・よう素サンプラ 

・ＧＭ汚染サーベイ・メータ 

・ＮａＩシンチレーション・サーベ

イ・メータ 

・α・β線サーベイ・メータ 

・小型船舶 

・ＧＭ計数装置 

・ＺｎＳシンチレーション計数装置 

放射性物質の濃度（空気中，水中，

土壌中）の測定 

・Ｇｅ核種分析装置 

放射性物質の濃度（空気中，水中，

土壌中）の測定 

・可搬式ダスト・よう素サンプラ 

・ＧＭ汚染サーベイ・メータ 

・ＮａＩシンチレーション・サーベ

イ・メータ 

・α・β線サーベイ・メータ 

・小型船舶 

・Ｇｅ核種分析装置 

・ＧＭ計数装置 

・ＺｎＳシンチレーション計数装置 

海上モニタリング 

・小型船舶 

・可搬式ダスト・よう素サンプラ 

・ＧＭ汚染サーベイ・メータ 

・ＮａＩシンチレーション・サーベ

イ・メータ 

・α・β線サーベイ・メータ 

・電離箱サーベイ・メータ 

－ 

海上モニタリング 

・小型船舶 

・可搬式ダスト・よう素サンプラ 

・ＧＭ汚染サーベイ・メータ 

・ＮａＩシンチレーション・サーベ

イ・メータ 

・α・β線サーベイ・メータ 

・電離箱サーベイ・メータ 

－ 

バックグラウンド低減対策 

・検出器保護カバー※３ 

・養生シート※３ 

・遮蔽材※３ 

バックグラウンド低減対策 

・検出器保護カバー※３ 

・養生シート※３ 

・遮蔽材※３ 

－ 

モニタリング・ポストの代替電源 

・非常用ディーゼル発電機 

・無停電電源装置 

・非常用発電機 

モニタリング・ポストの非常用電源 

・非常用ディーゼル発電機 

・無停電電源装置 

・非常用発電機 

モニタリング・ポストの代替交流電

源からの給電 

・ガスタービン発電機 － 

モニタリング・ポストの代替交流電

源からの給電 

・ガスタービン発電機 

下線部は自主対策設備を示す。 

※３：バックグラウンド低減対策に用いる資機材と位置付ける。 
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(8) 1.19 通信連絡 

重大事故等が発生した場合において，発電所の内外の通信連絡をする必要

がある場所と通信連絡を行う必要があるため，新たに整備した設備及び既存

設備を選定する。 

新たに整備した設備 既存設備 1.19で整備した設備 

発電所内の通信連絡 

・衛星電話設備（固定型） 

・衛星電話設備（携帯型） 

・無線通信設備（固定型） 

・無線通信設備（携帯型） 

・有線式通信設備 

・安全パラメータ表示システム（Ｓ

ＰＤＳ） 

・無線通信設備（屋外アンテナ） 

・衛星電話設備（屋外アンテナ） 

・無線通信装置 

・有線（建物内）（有線式通信設

備，無線通信設備（固定型），衛

星電話設備（固定型）に係るも

の） 

・有線（建物内）（安全パラメータ

表示システム（ＳＰＤＳ）に係る

もの） 

発電所内の通信連絡 

・有線（建物内） 

・所内通信連絡設備（警報装置を含

む。） 

・電力保安通信用電話設備 

 

発電所内の通信連絡 

・衛星電話設備（固定型） 

・衛星電話設備（携帯型） 

・無線通信設備（固定型） 

・無線通信設備（携帯型） 

・有線式通信設備 

・安全パラメータ表示システム（Ｓ

ＰＤＳ） 

・無線通信設備（屋外アンテナ） 

・衛星電話設備（屋外アンテナ） 

・無線通信装置 

・有線（建物内）（有線式通信設

備，無線通信設備（固定型），衛

星電話設備（固定型）に係るも

の） 

・有線（建物内）（安全パラメータ

表示システム（ＳＰＤＳ）に係る

もの） 

・所内通信連絡設備（警報装置を含

む。） 

・電力保安通信用電話設備 

 

発電所外（社内外）との通信連絡 

・衛星電話設備（固定型） 

・衛星電話設備（携帯型） 

・統合原子力防災ネットワークに接

続する通信連絡設備 

・データ伝送設備 

・衛星電話設備（屋外アンテナ） 

・衛星通信装置 

・有線（建物内）（有線式通信設

備，無線通信設備（固定型），衛

星電話設備（固定型）に係るも

の） 

・有線（建物内）（安全パラメータ

表示システム（ＳＰＤＳ）に係る

もの） 

 

発電所外（社内外）との通信連絡 

・有線（建物内） 

・テレビ会議システム 

・専用電話設備 

・衛星電話設備（社内向） 

・電力保安通信用電話設備 

・局線加入電話設備 

発電所外（社内外）との通信連絡 

・衛星電話設備（固定型） 

・衛星電話設備（携帯型） 

・統合原子力防災ネットワークに接

続する通信連絡設備 

・データ伝送設備 

・衛星電話設備（屋外アンテナ） 

・衛星通信装置 

・有線（建物内）（有線式通信設

備，無線通信設備（固定型），衛

星電話設備（固定型）に係るも

の） 

・有線（建物内）（安全パラメータ

表示システム（ＳＰＤＳ）に係る

もの） 

・テレビ会議システム 

・専用電話設備 

・衛星電話設備（社内向） 

・電力保安通信用電話設備 

・局線加入電話設備 
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新たに整備した設備 既存設備 1.19で整備した設備 

代替交流電源からの給電の確保 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・緊急時対策所用燃料地下タンク 

・タンクローリ 

・緊急時対策所用発電機 

・緊急時対策所 低圧母線盤 

・可搬ケーブル 

・緊急時対策所 発電機接続プラグ

盤 

代替交流電源からの給電の確保 

・非常用交流電源設備 

 

代替交流電源からの給電の確保 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・緊急時対策所用燃料地下タンク 

・タンクローリ 

・緊急時対策所用発電機 

・緊急時対策所 低圧母線盤 

・可搬ケーブル 

・緊急時対策所 発電機接続プラグ

盤 

・ホース 

・非常用交流電源設備 

下線部は自主対策設備を示す。 
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1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

 

＜ 目 次 ＞ 

 

1.9.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手段及び設

備 

(a) 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止 

(b) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

(c) 水素濃度及び酸素濃度の監視 

(d) 代替電源による必要な設備への給電 

(e) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｂ．手順等 

1.9.2 重大事故等時の手順 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止 

ａ．発電用原子炉運転中の原子炉格納容器内の不活性化 

ｂ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

(2) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

ａ．可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活性化 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素

ガスの排出 

ｃ．可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御 

(3) 原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視 

ａ．格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による原子炉

格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視 

ｂ．格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度

の監視 

1.9.2.2 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備の電源を

代替電源設備から給電する手順 

1.9.2.3 その他の手順項目について考慮する手順 

1.9.2.4 重大事故等時の対応手段の選択  
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添付資料 1.9.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料 1.9.2 自主対策設備仕様 

添付資料 1.9.3 対応手段として選定した設備の電源構成図 

添付資料 1.9.4 重大事故対策の成立性 

1. 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発 

防止 

(1) 可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス 

供給 

2. 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆 

発防止 

(1) 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水 

素ガス及び酸素ガスの排出 

(2) 可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃 

度制御 

3. 原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視 

(1) 格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視 

添付資料 1.9.5 炉心損傷，原子炉圧力容器破損後の注水及び除熱の考え方につ

いて 

添付資料 1.9.6 解釈一覧 

1. 操作手順の解釈一覧 

2. 弁番号及び弁名称一覧 

添付資料 1.9.7 手順のリンク先について 

1.9-2

749



 

1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応及び水の

放射線分解による水素ガス及び酸素ガスが，原子炉格納容器内に放出された場

合においても水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため，水素濃度

制御を行う対処設備を整備する。ここでは，この対処設備を活用した手順等に

ついて説明する。 

  

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、炉心の著しい損傷が発生した場合において原

子炉格納容器内における水素による爆発（以下「水素爆発」という。）による

損傷を防止する必要がある場合には、水素爆発による原子炉格納容器の破損を

防止するために必要な手順等が適切に整備されているか、又は整備される方針

が適切に示されていること。 

 

【解釈】 

１ 「水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手順等」

とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うため

の手順等をいう。 

（１）ＢＷＲ 

ａ）原子炉格納容器内の不活性化により、原子炉格納容器内における水素

爆発による原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手順等を整

備すること。 

（２）ＰＷＲのうち必要な原子炉 

ａ）水素濃度制御設備により、原子炉格納容器内における水素爆発による

原子炉格納容器の破損を防止するために必要な手順等を整備するこ

と。 

（３）ＢＷＲ及びＰＷＲ共通 

ａ）原子炉格納容器内における水素爆発による原子炉格納容器の破損を防

止するために必要な設備が、交流又は直流電源が必要な場合は代替電

源設備からの給電を可能とすること。 

ｂ）炉心の著しい損傷後、水－ジルコニウム反応及び水の放射線分解によ

る水素及び酸素の水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する手

順等を整備すること。 
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1.9.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応，水の

放射線分解及び金属腐食（以下「ジルコニウム－水反応，水の放射線分解等」

という。）により発生する水素ガス及び酸素ガスの水素爆発による原子炉格納

容器の破損を防止するための対応手段と重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備のほかに，柔軟な事故対応を行うための対応手順と自

主対策設備※１を選定する。 

※１ 自主対策設備：技術基準上のすべての要求事項を満たすことやすべ

てのプラント状況において使用することは困難であ

るが，プラント状況によっては，事故対応に有効な

設備。 

選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基準（以下，「審査基

準」という。）だけでなく，設置許可基準規則第五十二条及び技術基準規則第

六十七条（以下，「基準規則」という。）の要求機能を満足する設備が網羅さ

れていることを確認するとともに，自主対策設備との関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果

審査基準及び基準規則からの要求により選定した対応手段と，その対応に

使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備を以下に示す。 

なお，対応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備と整備する手

順についての関係を第 1.9－1表に整理する。 

ａ．水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手段及び設

備 

(a) 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止

ⅰ 窒素ガス制御系による原子炉格納容器内の不活性化 

原子炉格納容器内における水素爆発による原子炉格納容器の破損を防

止するため，発電用原子炉運転中の原子炉格納容器内は，不活性ガス

（窒素ガス）置換により原子炉格納容器内雰囲気を不活性化した状態に

なっており，炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム

－水反応，水の放射線分解等にて発生する水素ガス及び酸素ガスにより

原子炉格納容器内で水素爆発が発生することを防止する。なお，格納容

器ベントを開始するまでは，原子炉格納容器内は不活性ガス（窒素ガス）

が封入された状態となっている。 

原子炉格納容器内の不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止で使

用する設備は以下のとおり。 
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・窒素ガス制御系 

 

ⅱ 可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器内の不活性化 

炉心の著しい損傷が発生し，原子炉格納容器内の酸素濃度が上昇した

場合に原子炉格納容器内の可燃性ガス濃度を低減させるため，可搬式窒

素供給装置により原子炉格納容器へ窒素ガスを供給する手段がある。 

この対応手段及び設備は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止す

るための手順等」における「原子炉格納容器負圧破損の防止」にて選定

する対応手段及び設備と同様である。 

可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器水素爆発防止で使用する設

備は以下のとおり。 

・可搬式窒素供給装置 

 

(b) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

ⅰ 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び

酸素ガスの排出 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応及

び水の放射線分解等により原子炉格納容器内に発生する水素ガス及び酸

素ガスを，格納容器フィルタベント系により原子炉格納容器外に排出す

ることにより，水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止する手段が

ある。 

これらの対応手段及び設備は，「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防

止するための手順等」における「格納容器フィルタベント系による原子

炉格納容器内の減圧及び除熱」にて選定する対応手段及び設備と同様で

ある。 

なお，格納容器フィルタベント系を可搬式窒素供給装置から供給する

不活性ガス（窒素ガス）にて，発電用原子炉起動前に不活性化した状態

としておくことで，格納容器ベント実施時における水素爆発を防止する。 

(ⅰ) 可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活性化 

可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活性化

で使用する設備は以下のとおり。 

・可搬式窒素供給装置 

・格納容器フィルタベント系 

(ⅱ) 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及

び酸素ガスの排出 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及

び酸素ガスの排出で使用する設備は以下のとおり。 

・格納容器フィルタベント系 

・第１ベントフィルタ出口水素濃度 
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・第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・低レンジ） 

 

ⅱ 可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応及

び水の放射線分解等により原子炉格納容器内に発生する水素ガス及び酸

素ガスを可燃性ガス濃度制御系により低減し，水素爆発による原子炉格

納容器の破損を防止する手段がある。 

可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御で使用

する設備は以下のとおり。 

・可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロワ 

・可燃性ガス濃度制御系再結合装置 

・可燃性ガス濃度制御系配管・弁 

・残留熱除去系 

・残留熱代替除去系 

(c) 水素濃度及び酸素濃度の監視 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応及

び水の放射線分解等により原子炉格納容器内に発生する水素ガス及び酸

素ガスの濃度を測定し，監視する手段がある。 

ⅰ 格納容器水素濃度(ＳＡ)及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による原子

炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視 

原子炉格納容器内において変動する可能性のある範囲にわたり水素濃

度及び酸素濃度を測定する設備は以下のとおり。 

・格納容器水素濃度（ＳＡ） 

・格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

 

ⅱ 格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素

濃度監視 

原子炉格納容器内の水素燃焼の可能性を把握するのに十分な計測範囲

で水素濃度及び酸素濃度を測定する設備は以下のとおり。 

・Ａ－格納容器水素濃度 

・Ｂ－格納容器水素濃度 

・Ａ－格納容器酸素濃度 

・Ｂ－格納容器酸素濃度 

 

(d) 代替電源による必要な設備への給電 

上記「(b) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆

発防止」や「(c) 水素濃度及び酸素濃度の監視」で使用する設備につい

て，全交流動力電源又は直流電源喪失時に，代替電源設備から給電する

手段がある。 
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代替電源設備による必要な設備への給電で使用する設備は以下のとお

り。 

・常設代替交流電源設備 

・可搬型代替交流電源設備 

・常設代替直流電源設備 
・可搬型直流電源設備 

 

(e) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器水素爆発防止で使用する設

備のうち，可搬式窒素供給装置は重大事故等対処設備として位置付ける。 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸

素ガスの排出で使用する設備のうち，格納容器フィルタベント系，第１

ベントフィルタ出口水素濃度及び第１ベントフィルタ出口放射線モニタ

（高レンジ・低レンジ）は重大事故等対処設備として位置付ける。 

水素濃度及び酸素濃度の監視で使用する設備のうち，格納容器水素濃

度（ＳＡ），格納容器酸素濃度（ＳＡ），Ｂ－格納容器水素濃度及びＢ－

格納容器酸素濃度は重大事故等対処設備として位置付ける。 

代替電源による必要な設備への給電で使用する設備のうち，常設代替

交流電源設備，可搬型代替交流電源設備，常設代替直流電源設備及び可

搬型直流電源設備は重大事故等対処設備として位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備が

すべて網羅されている。 

（添付資料 1.9.1） 

以上の重大事故等対処設備により，水素爆発による原子炉格納容器の

破損を防止することができる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備で

あるため,自主対策設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・可燃性ガス濃度制御系 

炉心損傷による大量の水素ガスが発生するような状況下では，可

燃性ガス濃度制御系の処理能力を超える水素ガスが発生することか

ら，可燃性ガス濃度制御系による水素ガスの処理には期待できず，

また原子炉格納容器圧力の上昇に伴い可燃性ガス濃度制御系の使用

に制限がかかるが，格納容器ベント又は格納容器スプレイにより原

子炉格納容器内の圧力を可燃性ガス濃度制御系運転可能圧力まで低

下し，かつ電源復旧等により設計基準事故対処設備である可燃性ガ

ス濃度制御系を運転することが可能であれば，中長期的な格納容器

内水素対策として有効である。 

・Ａ－格納容器水素濃度 

・Ａ－格納容器酸素濃度 
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原子炉格納容器内の圧力及び温度の上昇に伴いＡ－格納容器水素

濃度及びＡ－格納容器酸素濃度は使用できない場合があるが，残留

熱除去系（格納容器スプレイ冷却系），残留熱代替除去系，格納容器

代替スプレイ又は格納容器ベントにより原子炉格納容器内の圧力及

び温度が低下し，かつ電源等が復旧し，Ａ－格納容器水素濃度及び

Ａ－格納容器酸素濃度の使用が可能となれば，水素濃度及び酸素濃

度監視の手段として有効である。 

なお，原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止

として使用する設備である窒素ガス制御系は，発電用原子炉運転中に原

子炉格納容器内を常時不活性化する手段として使用する設計基準対象施

設であり，重大事故等時に使用するものではないため，重大事故等対処

設備とは位置付けない。 

（添付資料 1.9.2） 

ｂ．手順等 

上記「ａ．水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応

手段及び設備」により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として「事故時操作

要領書（シビアアクシデント）（以下「ＳＯＰ」という。）」，「ＡＭ設備別操

作要領書」及び「原子力災害対策手順書（以下「ＥＨＰ」という。）」に定

める（第 1.9－1表）。 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備

についても整理する（第 1.9－2表，第 1.9－3表）。 

（添付資料 1.9.3） 
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1.9.2 重大事故等時の手順 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止 

ａ．発電用原子炉運転中の原子炉格納容器内の不活性化 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応及び

水の放射線分解等で発生する水素ガスにより，原子炉格納容器内における

水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するため，発電用原子炉起動

時に原子炉格納容器内を不活性ガス（窒素ガス）により置換し，発電用原

子炉運転中は原子炉格納容器内雰囲気を不活性化した状態を維持する。 

これらの操作は，重大事故等時に対応するものではなく通常の運転操作

により対応する。 

概要図を第 1.9-4図に示す。 

 

ｂ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器内で発生す

る水素ガス及び酸素ガスの反応による水素爆発により原子炉格納容器が破

損することを防止するため，可搬式窒素供給装置により原子炉格納容器へ

窒素ガスを供給する。 

 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，原子炉格納容器内の除熱を開始

した場合※２に，可燃性ガス濃度制御系による水素濃度制御ができない場

合。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器内の

ガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10 倍

を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）が

使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認した

場合。 

※２：残留熱代替除去系又は残留熱除去系による原子炉格納容器内の除

熱を開始した場合。 

 

(b) 操作手順 

可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給の手順は

以下のとおり。手順の対応フローを第 1.9－2 図及び第 1.9－3 図に，概

要図を第 1.9－5図に，タイムチャートを第 1.9－6図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由して，原子

炉格納容器への窒素ガス供給のための可搬式窒素供給装置の準備を緊

急時対策本部に依頼する。 

②緊急時対策本部は，緊急時対策要員に可搬式窒素供給装置の準備を指
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示する。 

③ａ窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給

の場合

緊急時対策要員は，原子炉建物南側（屋外）に可搬式窒素供給装置を

配備した後，窒素ガス代替注入系配管に可搬式窒素供給装置を接続す

る。

③ｂ窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）を使

用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合

緊急時対策要員は，原子炉建物西側（屋外）に可搬式窒素供給装置を

配備した後，窒素ガス代替注入系配管に可搬式窒素供給装置を接続す

る。

③ｃ窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使用し

た原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大型航空機の

衝突その他のテロリズムによる影響がある場合）

緊急時対策要員は，タービン建物北側（屋外）に可搬式窒素供給装置

を配備した後，窒素ガス代替注入系配管に可搬式窒素供給装置を接続

する。

④緊急時対策要員は，可搬式窒素供給装置を起動する。

⑤緊急時対策要員は，可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒

素ガス供給の準備が完了したことを緊急時対策本部に報告する。また，

緊急時対策本部は当直長に報告する。

⑥当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器酸素濃度（ＳＡ）

又は格納容器酸素濃度を確認し，ドライウェル及びサプレッション・

チェンバのうち酸素濃度が高い方への窒素ガス供給開始を緊急時対策

要員に指示する。 

⑦ａ窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給

の場合

緊急時対策要員は，原子炉建物南側（屋外）にて，ＡＮＩ代替窒素供

給ライン元弁（Ｄ／Ｗ側）又はＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／

Ｃ側）を全開とし，窒素ガスの原子炉格納容器への供給を開始したこ

とを，当直長へ報告する。また，当直副長は運転員に格納容器内の酸

素濃度の監視を指示する。

⑦ｂ窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）を使

用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合

緊急時対策要員は，原子炉建物西側（屋外）にて，可搬式窒素供給装

置を起動した後，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／Ｗ側）

又はＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／Ｃ側）の全開操作を

実施し，窒素ガスの供給を開始するとともに，緊急時対策本部に原子

炉格納容器への窒素ガス供給を開始したことを報告する。
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⑦ｃ窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使用し

た原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大型航空機の

衝突その他のテロリズムによる影響がある場合）

緊急時対策要員は，タービン建物北側（屋外）にて，可搬式窒素供給

装置を起動した後，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／Ｗ側）

又はＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／Ｃ側）の全開操作を

実施し，窒素ガスの供給を開始するとともに，緊急時対策本部に原子

炉格納容器への窒素ガス供給を開始したことを報告する。

⑧中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器への窒素ガス供給が開始され

たことを格納容器酸素濃度（ＳＡ）又は格納容器内酸素濃度指示値の

低下により確認し，当直副長へ報告する。

⑨ａドライウェルへ窒素ガス供給を実施している場合

中央制御室運転員Ａは，格納容器酸素濃度（ＳＡ）又は格納容器内酸

素濃度指示値により，サプレッション・チェンバ内の酸素濃度が

4.0％以上に到達したことを確認し，当直副長へ報告する。

⑩ａ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策要員へ窒素ガ

スの供給先を切り替えるように指示する。

⑪ａ窒素供給ライン接続口を使用して原子炉格納容器へ窒素ガスを供給

している場合，緊急時対策要員は，ＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁

（Ｓ／Ｃ側）を全開した後，ＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／Ｗ

側）を全閉し，サプレッション・チェンバへの窒素ガス供給を開始し

たことを当直長へ報告する。窒素供給ライン接続口（建物内）を使用

して窒素ガスを供給している場合，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン

元弁（Ｓ／Ｃ側）を全開した後，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元

弁（Ｄ／Ｗ側）を全閉する。なお，サプレッション・チェンバ圧力

（ＳＡ）指示値が 427kPa［gage］（1Pd）に到達するまで可搬式窒素

供給装置による原子炉格納容器（Ｓ／Ｃ側）への窒素供給を継続する。

その後，中央制御室運転員Ａは中央制御室にて，サプレッション・チ

ェンバ圧力（ＳＡ）指示値が 427kPa［gage］（1Pd）に到達したこと

を確認し，当直副長に報告する。

⑨ｂサプレッション・チェンバへ窒素ガス供給を実施している場合

中央制御室運転員Ａは，格納容器酸素濃度（ＳＡ）又は格納容器酸素

濃指示値により，ドライウェル内の酸素濃度が 4.0％以上に到達した

ことを確認し，当直副長へ報告する。

⑩ｂ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策要員へ窒素ガ

スの供給先を切り替えるように指示する。

⑪ｂ窒素供給ライン接続口を使用して原子炉格納容器へ窒素ガスを供給

している場合，緊急時対策要員は，ＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁

（Ｄ／Ｗ側）を全開した後，ＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／Ｃ
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側）を全閉し，ドライウェルへの窒素ガス供給を開始したことを当直

長へ報告する。窒素供給ライン接続口（建物内）を使用して窒素ガス

を供給している場合，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／Ｗ

側）を全開した後，ＡＮＩ建物内代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／Ｃ側）

を全閉する。なお，ドライウェル圧力（ＳＡ）指示値が 427kPa

［gage］（1Pd）に到達するまで可搬式窒素供給装置による原子炉格納

容器（Ｄ／Ｗ側）への窒素供給を継続する。その後，中央制御室運転

員Ａは中央制御室にて，ドライウェル圧力（ＳＡ）指示値が 427kPa

［gage］（1Pd）に到達したことを確認し，当直副長に報告する。 

⑫当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に原子炉格

納容器内の圧力が 427kPa［gage］（1Pd）に到達したことを報告し，

原子炉格納容器への窒素供給停止を依頼する。

⑬緊急時対策本部は，緊急時対策要員に原子炉格納容器への窒素供給停

止を指示する。

⑭緊急時対策要員は，原子炉格納容器への窒素供給を停止するため，⑪
ａにより窒素供給ライン接続口を使用して原子炉格納容器（Ｓ／Ｃ側）

へ窒素供給をしていた場合は，ＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁（Ｓ／

Ｃ側）を全閉とする。窒素供給ライン接続口（建物内）を使用して

（Ｓ／Ｃ側）へ窒素供給をしていた場合は，ＡＮＩ建物内代替窒素供

給ライン元弁（Ｓ／Ｃ側）を全閉とする。また，⑪ｂにより窒素供給

ライン接続口を使用して原子炉格納容器（Ｄ／Ｗ側）への窒素供給を

継続した場合は，ＡＮＩ代替窒素供給ライン元弁（Ｄ／Ｗ側）を全閉

とする。窒素供給ライン接続口（建物内）を使用して原子炉格納容器

（Ｄ／Ｗ側）への窒素供給を継続した場合は，ＡＮＩ建物内代替窒素

供給ライン元弁（Ｄ／Ｗ側）を全閉とする。なお，緊急時対策要員は，

原子炉格納容器（Ｓ／Ｃ側）又は原子炉格納容器（Ｄ／Ｗ側）への窒

素供給を停止した後，緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策

本部は当直長に報告する。 

⑮当直副長は，運転員に原子炉格納容器内の酸素濃度の確認を指示する。

⑯中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント判断基準である原子炉格納容

器内のドライ条件の酸素濃度が 4.4vol％及びウェット条件の酸素濃

度が 1.5％に到達したことを確認し，当直副長に報告する。

⑰当直副長は，運転員にサプレッション・プール水温度の確認を指示す

る。

⑱サプレッション・プール水温度（ＳＡ）指示値が 100℃以上の場合

当直副長は，運転員に格納容器ベント開始前に外部水源である低圧原

子炉代替注水系（常設）の起動及び内部水源である残留熱除去系又は

残留熱代替除去系の停止を指示する。
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(c) 操作の成立性

上記の操作において，作業を判断してから原子炉格納容器への窒素供

給開始までの必要な要員数及び所要時間は以下のとおり。 

・窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の

場合２時間以内で可能である。

・窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）を使用

した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合２時間以内で可能である。

・窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使用した

原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大型航空機の衝

突その他のテロリズムによる影響がある場合），６時間 40 分以内で可

能である。

なお,本操作は,格納容器ベント前又は格納容器ベント後に時間が経過

した後の操作であることから,大気中に放出された放射性物質から受け

る放射線量は低下しているため,作業可能である。円滑に作業できるよ

うに，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連絡設備を整備する。

また，車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電灯を用いる

ことで，暗闇における作業性についても確保する。 

（添付資料 1.9.4－1） 
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(2) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止 

ａ．可搬式窒素供給装置による格納容器フィルタベント系の不活性化 

格納容器フィルタベント系は，可搬式窒素供給装置から供給する不活性

ガス（窒素ガス）にて，発電用原子炉起動前に格納容器フィルタベント系

を不活性化した状態としておくことで，格納容器ベント実施時における系

統内での水素爆発を防止する。この操作は，重大事故等時に対応するもの

ではなく通常の運転操作により対応する。 

ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素

ガスの排出 

炉心の著しい損傷が発生した場合，原子炉格納容器内の可燃性ガス濃度

を監視し，ジルコニウム－水反応及び水の放射線分解等により原子炉格納

容器内の水素濃度及び酸素濃度の上昇が確認された場合，格納容器フィル

タベント系を使用した格納容器ベント操作により原子炉格納容器内の水素

ガス及び酸素ガスを排出することで原子炉格納容器の水素爆発による破損

を防止する。 

なお，格納容器フィルタベント系を使用する場合は，プルームの影響に

よる被ばくを低減させるため，運転員は中央制御室待避室へ待避しプラン

トパラメータを継続して監視する。 

格納容器ベント実施中において，残留熱除去系又は残留熱代替除去系に

よる原子炉格納容器内の除熱機能が１系統回復し，原子炉格納容器内の水

素濃度及び酸素濃度の監視が可能で，かつ可燃性ガス濃度制御系による原

子炉格納容器内の水素・酸素濃度制御機能及び可搬式窒素供給装置による

原子炉格納容器負圧破損防止機能が使用可能な場合，並びに原子炉格納容

器内の圧力 427kPa [gage]（１Pd）未満，原子炉格納容器内の温度 171℃未

満及び原子炉格納容器内の水素及び酸素濃度が可燃限界未満であることを

確認した場合はＮＧＣ Ｎ２トーラス出口隔離弁又はＮＧＣ Ｎ２ドライウ

ェル出口隔離弁を全閉とし，格納容器ベントを停止することを基本として，

その他の要因を考慮した上で総合的に判断し，適切に対応する。 

なお，ＮＧＣ非常用ガス処理入口隔離弁又はＮＧＣ非常用ガス処理入口

隔離弁バイパス弁は，ＮＧＣ Ｎ２トーラス出口隔離弁又はＮＧＣ Ｎ２ド

ライウェル出口隔離弁を全閉後，原子炉格納容器内の除熱機能が更に１系

統回復する等，より安定的な状態になった場合に全閉する。 

 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，可燃性ガス濃度制御系による水

素濃度及び酸素濃度の制御ができず，原子炉格納容器内のドライ条件の

酸素濃度が 4.0vol％に到達及びウェット条件の酸素濃度が 1.5vol％に到

達した場合※２ 
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※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器内の

ガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10 倍

を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）が

使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認した

場合。 

※２：炉心の著しい損傷を防止するために原子炉圧力容器への注水を実

施する必要がある場合，又は原子炉格納容器の破損を防止するた

めに原子炉格納容器内へスプレイを実施する必要がある場合は，

これらの操作を完了した後に格納容器ベントの準備を開始する。

ただし，発電用原子炉の冷却ができない場合，又は原子炉格納容

器内の冷却ができない場合は，速やかに格納容器ベントの準備を

開始する。 

 
(b) 操作手順 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸

素ガス排出手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第 1.9－1 図

に，概要図を第 1.9－7 図に，タイムチャートを第 1.9－8 図及び第 1.9－

9図に示す。 

なお，格納容器フィルタベント系補機類の操作手順は「1.7.2.1（1）

ａ.格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の減圧及び除熱」

にて整備する。 

ウェットウェルベント（以下「Ｗ／Ｗベント」という。）の場合(ドラ

イウェルベント（以下「Ｄ／Ｗベント」という。）の場合，手順⑪以外は

同様) 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，格納容器フィルタベント

系によるウェットウェル（以下「Ｗ／Ｗ」という。）側からの格納容

器ベントの準備を開始するよう運転員に指示する（Ｗ／Ｗ側からの格

納容器ベントができない場合は，ドライウェル（以下「Ｄ／Ｗ」とい

う。）側からの格納容器ベントの準備を開始するよう指示する）。 

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に格納容器

フィルタベント系による原子炉格納容器ベントの準備開始を報告する。 

③ａ非常用コントロールセンタ切替盤が使用可能な場合 

中央制御室運転員Ａは，非常用コントロールセンタ切替盤にて，格納

容器フィルタベント系による格納容器ベントに必要なＮＧＣ非常用ガ

ス処理入口隔離弁，ＮＧＣ 非常用ガス処理入口隔離弁バイパス弁及

びＮＧＣ Ｎ２トーラス出口隔離弁若しくはＮＧＣ Ｎ２ドライウェル

出口隔離弁の電源切り替え操作を実施する。 

③ｂ非常用コントロールセンタ切替盤が使用不可な場合 

現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤にて，格納容器フィルタベン
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ト系による格納容器ベントに必要なＮＧＣ非常用ガス処理入口隔離弁，

ＮＧＣ 非常用ガス処理入口隔離弁バイパス弁及びＮＧＣ Ｎ２トーラ

ス出口隔離弁若しくはＮＧＣ Ｎ２ドライウェル出口隔離弁の電源切

り替え操作を実施する。 

④中央制御室運転員Ａは，格納容器フィルタベント系による格納容器ベ

ントに必要な電動弁の電源が確保されたこと，及び監視計器の電源が

確保されていることを状態表示にて確認する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて第１ベントフィルタスク

ラバ容器水位指示値が通常水位範囲内であることを確認する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント前の確認として，格納容器隔

離信号が発生している場合は，格納容器隔離信号の除外操作を実施す

る。 

⑦中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント前の系統構成として，ＳＧＴ 

ＮＧＣ連絡ライン隔離弁，ＳＧＴ ＮＧＣ連絡ライン隔離弁後弁，Ｓ

ＧＴ耐圧強化ベントライン止め弁，ＳＧＴ耐圧強化ベントライン止め

弁後弁，ＮＧＣ常用空調換気入口隔離弁，ＮＧＣ常用空調換気入口隔

離弁後弁の全閉及びＳＧＴ ＦＣＶＳ第１ベントフィルタ入口弁の全

開を確認後，ＮＧＣ非常用ガス処理入口隔離弁を全開し，格納容器フ

ィルタベント系による格納容器ベント準備完了を当直副長に報告する。 

ＮＧＣ非常用ガス処理入口隔離弁の開操作ができない場合は，ＮＧＣ

非常用ガス処理入口隔離弁バイパス弁を全開し格納容器フィルタベン

ト系による格納容器ベント準備完了を当直副長に報告する。 

⑧当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器フィルタベント系

による格納容器ベント準備完了を緊急時対策本部に報告する。 

⑨当直長は，当直副長からの依頼に基づき，原子炉格納容器内の水素濃

度及び酸素濃度を適宜確認し，緊急時対策本部に報告する。 

⑩当直副長は，原子炉格納容器内のドライ条件の酸素濃度が 4.4vol％

に到達したこと及びウェット条件の酸素濃度が 1.5％に到達したこと

を確認し，運転員に格納容器フィルタベント系による格納容器ベント

開始を指示する。 

⑪ａＷ／Ｗベントの場合 

中央制御室運転員Ａは，ＮＧＣ Ｎ２トーラス出口隔離弁の全開操作

により，格納容器フィルタベント系による格納容器ベントを開始する。

また，中央制御室からの操作以外の手段として，遠隔手動弁操作機構

による操作にてＮＧＣ Ｎ２トーラス出口隔離弁を全開する手段があ

る。 

⑪ｂＤ／Ｗベントの場合 

中央制御室運転員Ａは，ＮＧＣ Ｎ２ドライウェル出口隔離弁の全開

操作により，格納容器フィルタベント系による格納容器ベントを開始
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する。また，中央制御室からの操作以外の手段として，遠隔手動弁操

作機構による操作にてＮＧＣ Ｎ２ドライウェル出口隔離弁を全開す

る手段がある。 

⑫中央制御室運転員Ａは，格納容器フィルタベント系による原子炉格納

容器ベントが開始されたことを，格納容器内水素濃度指示値及び格納

容器内酸素濃度指示値の低下，第１ベントフィルタ出口放射線モニタ

（高レンジ・低レンジ）指示値の上昇により確認し，当直副長に報告

する。また，当直長は，当直副長からの依頼に基づき，格納容器フィ

ルタベント系による格納容器ベントが開始されたことを緊急時対策本

部に報告する。 

⑬中央制御室運転員Ａは格納容器ベント開始後，第１ベントフィルタ出

口水素濃度による水素濃度の監視及び第１ベントフィルタ出口放射線

モニタ（高レンジ）による放射線量率の監視を行う。また，緊急時対

策要員は，第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ）から得

た放射線量率及び事前にフィルタ装置出口配管表面の放射線量率と配

管内部の放射性物質濃度から算出した換算係数を用いて放射性物質濃

度を推定する。 

⑭中央制御室運転員Ａは，重大事故操作盤にて第１ベントフィルタスク

ラバ容器水位指示値を確認し，水位調整が必要な場合は当直副長に報

告する。また，当直長は，当直副長からの依頼に基づき，第１ベント

フィルタスクラバ容器の水位調整を実施するよう緊急時対策本部に依

頼する。 

⑮中央制御室運転員Ａは，格納容器ベント開始後，残留熱除去系又は残

留熱代替除去系による原子炉格納容器内の除熱機能が１系統回復し，

原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視が可能で，かつ可燃

性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素・酸素濃度制御機能

及び可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器負圧破損防止機能が使

用可能な場合，並びに原子炉格納容器内の圧力 427kPa [gage]（１Pd）

未満，原子炉格納容器内の温度 171℃未満及び原子炉格納容器内の水

素及び酸素濃度が可燃限界未満であることを確認することにより，Ｎ

ＧＣ Ｎ２トーラス出口隔離弁又はＮＧＣ Ｎ２ドライウェル出口隔離

弁の全閉操作を実施し，格納容器フィルタベント系による格納容器ベ

ントを停止する。

⑯当直副長はＮＧＣ Ｎ２トーラス出口隔離弁又はＮＧＣ Ｎ２ドライウ

ェル出口隔離弁を全閉後，原子炉格納容器内の除熱機能が更に１系統

回復する等，より安定的な状態になった場合は，ＮＧＣ非常用ガス処

理入口隔離弁又はＮＧＣ非常用ガス処理入口隔離弁バイパス弁を全閉

するように指示する。

⑰中央制御室運転員Ａは，ＮＧＣ非常用ガス処理入口隔離弁又はＮＧＣ
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非常用ガス処理入口隔離弁バイパス弁の全閉操作を実施する。 

 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を

実施した場合，格納容器ベント準備については，作業開始を判断してか

ら格納容器ベント準備完了まで 45分以内で可能である。 

格納容器ベント開始については，格納容器ベント判断基準到達から格

納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素ガ

スの排出開始まで 10分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信

連絡設備を整備する。室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料 1.9.4－2(1)） 
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c．可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御 

炉心の著しい損傷が発生した場合，原子炉格納容器内の可燃性ガス濃度

を監視し，原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の上昇が確認された

場合，可燃性ガス濃度制御系により原子炉格納容器内の水素濃度の抑制を

行う。 

なお，可燃性ガス濃度制御系の運転に際しては，原子炉格納容器圧力を

可燃性ガス濃度制御系運転時の制限圧力（177kPa[gage]）以下に維持する。 

 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，原子炉格納容器内の酸素濃度が

4.5vol％以下で，可燃性ガス濃度制御系が使用可能な場合※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器内の

ガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10 倍

を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）が

使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認した

場合。 

※２：原子炉格納容器内の圧力が 177kPa[gage]（可燃性ガス濃度制御

系運転時の制限圧力）以下であり，設備に異常がなく，電源，残

留熱除去系又は残留熱代替除去系から供給される冷却水（サプレ

ッション・プール水）が確保されている場合。 

 

(b) 操作手順 

可燃性ガス濃度制御系（Ａ）による原子炉格納容器内の水素濃度制御

手順の概要は以下のとおり（可燃性ガス濃度制御系（Ｂ）による原子炉

格納容器内の水素濃度制御手順も同様）。 

手順の対応フローを第 1.9－1 図に，概要図を第 1.9－10 図に，タイム

チャートを第 1.9－11図に示す。 

 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に可燃性ガス濃度

制御系（Ａ）による原子炉格納容器内の水素濃度制御の準備開始を指

示する。 

②中央制御室運転員Ａは，可燃性ガス濃度制御系（Ａ）による原子炉格

納容器内の水素濃度制御に必要なブロワ，ヒータ，電動弁及び監視計

器の電源が確保されていることを状態表示にて確認する。 

③当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部へガスター

ビン発電機の負荷容量確認を依頼し，可燃性ガス濃度制御系が使用可

能か確認する。 

④中央制御室運転員Ａは，残留熱除去系（Ａ）（サプレッション・プー

ル水冷却モード）又は残留熱代替除去が運転中であり，可燃性ガス濃
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度制御系（Ａ）冷却器への冷却水供給が可能であることを確認する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，可燃性ガス濃度制御系（Ａ）起動準備として，

可燃性ガス濃度制御系（Ａ）隔離信号の除外操作を実施する。 

⑥当直副長は，原子炉格納容器内の圧力が可燃性ガス濃度制御系運転時

の制限圧力（177kPa[gage]）以下であることを確認し，運転員に可燃

性ガス濃度制御系の起動操作を指示する。 

⑦中央制御室運転員Ａは，Ａ－ＦＣＳ入口隔離弁及びＡ－ＦＣＳ出口隔

離弁を全開した後，可燃性ガス濃度制御系（Ａ）の起動操作を実施し，

Ａ－ＦＣＳ系統入口流量指示値，Ａ－ＦＣＳブロワ入口流量指示値，

Ａ－ブロワ入口圧力指示値の上昇後，系統が安定に運転していること

を確認する。 

⑧中央制御室運転員Ａは，可燃性ガス濃度制御系ヒータが正常に動作し

ていることをＡ－ＦＣＳ加熱器ガス温度指示値，Ａ－ＦＣＳ加熱器出

口温度指示値，Ａ－ＦＣＳ加熱器壁温度指示値，Ａ－再結合器ガス温

度指示値及びＡ－ＦＣＳ再結合器壁温度指示値の上昇により確認し，

予熱運転が開始したことを確認する。 

⑨中央制御室運転員Ａは，可燃性ガス濃度制御系起動後３時間以内に可

燃性ガス濃度制御系の予熱運転が完了することを確認し，その後再結

合器内ガス温度指示値が規定値で安定し温度制御されることを確認す

る。 

⑩中央制御室運転員Ａは，格納容器内水素濃度指示値及び格納容器内酸

素濃度指示値から可燃性ガス濃度制御系の吸引流量と再循環流量の調

整を実施する。 

⑪中央制御室運転員Ａは，可燃性ガス濃度制御系による水素濃度制御が

行われていることを格納容器内水素濃度指示値及び格納容器内酸素濃

度指示値が低下することにより確認し，当直副長に報告する。 

 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施し，作業開始判

断から可燃性ガス濃度制御系起動までは 20 分以内で可能である。また，

可燃性ガス濃度制御系起動後，再結合運転開始までの予熱時間は３時間

以内で可能である。 

（添付資料 1.9.4－2(2)） 
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(3) 原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視

ａ．格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による原子炉

格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応及び

水の放射線分解等で原子炉格納容器内に発生する水素ガス及び酸素ガスの

濃度を格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）により監

視する。 

(a) 手順着手の判断基準

炉心損傷を判断した場合※1

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器内の

ガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10 倍

を超えた場合又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）が使

用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認した場

合。 

(b) 操作手順

格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による原子

炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視手順の概要は以下のとおり。

手順の対応フロー図を第 1.9－1 図に，概要図を第 1.9－12 図に，タイム

チャートを第 1.9－13図に示す。

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に格納容器水素濃

度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による原子炉格納容器内の

水素濃度及び酸素濃度の監視を指示する。

②中央制御室運転員Ａは中央制御室にて，格納容器水素濃度（ＳＡ）及

び格納容器酸素濃度（ＳＡ）のサンプリング装置による原子炉格納容

器内の水素濃度及び酸素濃度計測に必要な圧縮機，電動弁及び監視計

器の電源が確保されていること，並びに格納容器水素濃度（ＳＡ）及

び格納容器酸素濃度（ＳＡ）のサンプリング装置の暖気が開始※1 又

は完了していることを状態表示等にて確認する。

③中央制御室運転員Ａは中央制御室にて，格納容器水素濃度（ＳＡ）及

び格納容器酸素濃度（ＳＡ）のサンプリング装置の暖気完了を確認し

た後，格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）のサ

ンプリング装置の起動操作を行い，格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格

納容器酸素濃度（ＳＡ）のサンプリング装置により原子炉格納容器内

の水素濃度及び酸素濃度の測定※２が開始されたことを確認し，当直

副長に報告する。 

※１：通常時からＳＡコントロールセンタは外部電源系にて受電され

暖気しており，全交流動力電源の喪失時は常設代替交流電源設
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備として使用するガスタービン発電機又は可搬型代替交流電源

設備として使用する高圧発電機車によりＳＡコントロールセン

タを受電した後，暖気が自動的に開始される。 

※２：格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）のド

ライウェル側，サプレッション・チェンバ側の雰囲気ガスのサ

ンプリングは自動で切り替わる。 
④中央制御室運転員Ａは，格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素

濃度（ＳＡ）による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視

を強化する。 

 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，作業

開始を判断してから格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度

（ＳＡ）の計測開始まで 45分以内で可能である。 

（添付資料 1.9.4－3） 

 

ｂ．格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度

の監視 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ジルコニウム－水反応及び

水の放射線分解等で原子炉格納容器内に発生する水素ガス及び酸素ガスを

格納容器内水素濃度及び格納容器内酸素濃度により監視する。 

なお，原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度は通常時から常時監視

が可能である。 

 

(a) 手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，格納容器内雰囲気計装が使用可

能な場合※２。 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器内の

ガンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10 倍

を超えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）が

使用できない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認した

場合。 

※２：設備に異常がなく，電源及び補機冷却水が確保されている場合。 

 

(b) 操作手順 

格納容器内雰囲気計装（Ｂ）による原子炉格納容器内の水素濃度及び

酸素濃度監視手順の概要は以下のとおり（格納容器内雰囲気計装（Ａ）

による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視手順も同様）。手

順の対応フロー図を第 1.9－1図に，概要図を第 1.9－14図に示す。 
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なお，格納容器内雰囲気計装（Ｂ）は，重大事故等時には代替交流電

源設備からの給電により電源を確保し，原子炉補機冷却系又は原子炉補

機代替冷却系により冷却水を確保した後，計測を開始する。 

代替交流電源設備からの電源供給手順については，「1.14.2.1(1)ａ．

ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電」手順及

び「1.14.2.1(1)ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系

受電」手順にて対応する。 

原子炉補機代替冷却系による冷却水確保手順については，「1.5.2.2(1)

ａ．原子炉補機代替冷却系による除熱」手順にて対応する。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に格納容器内雰囲

気計装（Ｂ）による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視

を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，格納容器内雰囲気計装（Ｂ）による原子炉格

納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視を強化する。また，全交流動

力電源が喪失した場合は，代替交流電源設備から給電されていること

を確認後，格納容器内雰囲気計装を起動し，原子炉格納容器内の水素

濃度及び酸素濃度の監視を強化する。 

(c) 操作の成立性 

上記の中央制御室対応は，中央制御室運転員１名により監視を実施す

る。運転員による準備や起動操作はない。 
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1.9.2.2 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備の電源を

代替電源設備から給電する手順 

炉心の著しい損傷が発生し，全交流動力電源又は直流電源が喪失した場合に，

水素爆発による原子炉格納容器破損を防止するために使用する設備へ代替電源

設備により給電する手順を整備する。 

代替電源設備により給電する手順については，「1.14 電源の確保に関する手

順等」にて整備する。 

1.9.2.3 その他の手順項目について考慮する手順 

原子炉補機代替冷却系による冷却水確保手順については，「1.5 最終ヒート

シンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。

格納容器フィルタベント系補機類の操作手順については，「1.7 原子炉格納

容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。 

常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，可搬型代替交流

電源設備として使用する高圧発電機車，常設代替直流電源設備として使用する

ＳＡ用 115V系蓄電池，可搬型直流電源設備として使用する高圧発電機車及びＳ

Ａ用 115V系充電器による可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロワ，可燃性ガス

濃度制御系再結合器，電動弁及び監視計器への電源供給手順並びに可搬式窒素

供給装置，常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機及び可搬

型代替交流電源設備若しくは可搬型直流電源設備として使用する高圧発電機車

への燃料補給手順については，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備す

る。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は「1.15 事故時の計装に関

する手順等」にて整備する。 

1.9.2.4 重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選択フロー

チャートを第 1.9－15図に示す。

炉心の著しい損傷が発生した場合は，格納容器内雰囲気計装，格納容器水素

濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）により原子炉格納容器内の水素濃

度及び酸素濃度を監視する。 

原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の上昇が確認された場合において， 

原子炉格納容器内の圧力を可燃性ガス濃度制御系運転時の制限圧力以下に維持

可能で，原子炉格納容器内の水素濃度が規定値以下の場合は，可燃性ガス濃度

制御系を起動し，原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素ガスを再結合させるこ

とで，原子炉格納容器内の可燃性ガス濃度が可燃限界へ到達することを防止す

る。 

可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度の抑制ができない

場合，原子炉格納容器内で発生する水素ガス及び酸素ガスの反応による水素爆
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発を防止するため，可搬式窒素供給装置により不活性ガス（窒素ガス）を原子

炉格納容器へ注入する準備を行い，準備完了後，不活性ガス（窒素ガス）を原

子炉格納容器へ注入する。原子炉格納容器内の酸素濃度が規定値に到達した場

合は，格納容器フィルタベント系により原子炉格納容器内に滞留している水素

ガス及び酸素ガスを排出することで，水素爆発の発生を防止する。 

なお，格納容器フィルタベント系を用いて，原子炉格納容器内に滞留してい

る水素ガス及び酸素ガスを排出する際には，スクラビングによる放射性物質の

排出抑制を期待できるＷ／Ｗを経由する経路を第一優先とする。Ｗ／Ｗベント

ラインが水没等の理由で使用できない場合は，Ｄ／Ｗを経由して第１ベントフ

ィルタスクラバ容器を通る経路を第二優先とする。 

発電用原子炉起動時には，原子炉格納容器内の空気を窒素ガスにより置換し，

発電用原子炉運転中の原子炉格納容器内雰囲気を不活性化した状態を維持する

ことで，原子炉格納容器内の気体の組成が可燃限界に至ることを防ぎ，原子炉

格納容器内における水素爆発の発生を防止している。 

（添付資料 1.9.5） 

1.9-25

772



 

第 1.9－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順一覧(１／２） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止

－ 

原
子
炉
格
納
容
器
内
不
活
性
化
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
水
素
爆
発
防
止

窒素ガス制御系 ※１ 

－ 

※４

－ ※１ 

可搬式窒素供給装置 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント）

「放出」

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用した

格納容器の窒素ガス置換」 

－ 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素
ガ
ス
の
排
出

格納容器フィルタベント系 ※２ 

第１ベントフィルタ出口水素濃度 

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ 

（高レンジ・低レンジ） 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント）

「放出」

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベント」 

可搬式窒素供給装置 

ホース・接続口 重
大
事
故
等
対
処
設
備

－ 

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
不
活
性
化

可搬式窒素供給装置 

格納容器フィルタベント系 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

－ ※５ 

※１：原子炉運転中は原子炉格納容器内を窒素ガス制御系により常時不活性化されている。

※２：手順は「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。

※３：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

※４：窒素ガス制御系は設計基準対象施設であり，重大事故等が発生した際に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けな

い。 

※５：発電用原子炉起動前に格納容器フィルタベント系内は不活性化した状態とする。
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対応手段，対処設備，手順一覧(２／２） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
防
止

－ 

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系

に
よ
る
水
素
濃
度
制
御

可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロワ 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置 

可燃性ガス濃度制御系配管・弁 

残留熱除去系 

残留熱代替除去系 

自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント）

「放出」

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＳによる格納容器水素・酸素

濃度制御」 

－ 

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

Ｂ－格納容器水素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント）

「放出」

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＭＣＡＭＳによる格納容器水素・

酸素濃度測定」 

「ＣＡＭＳによる格納容器水素・酸

素濃度測定」 

Ａ－格納容器水素濃度 

Ａ－格納容器酸素濃度 

自
主
対
策
設
備

－ 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

常設代替交流電源設備 ※３

可搬型代替交流電源設備 ※３

常設代替直流電源設備 ※３

可搬型直流電源設備 ※３ 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

－ ※３ 

※１：原子炉運転中は原子炉格納容器内を窒素ガス制御系により常時不活性化されている。

※２：手順は「1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等」にて整備する。

※３：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

※４：窒素ガス制御系は設計基準対象施設であり，重大事故等が発生した際に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けな

い。 

※５：発電用原子炉起動前に格納容器フィルタベント系内は不活性化した状態とする。
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第 1.9－2表 重大事故等対処に係る監視計器 

監視計器一覧(１／４) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(1) 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止

ｂ．可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

原子力災害対策手順書 

「可搬式窒素供給装置を使用した格納容器の

窒素ガス置換」 

判
断
基
準

原子炉格納容器内の 

圧力 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

原子炉格納容器内の 

放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（サプレッション・チェンバ）

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ

（サプレッション・チェンバ）

原子炉圧力容器内の 

温度 
原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

操
作

原子炉格納容器内の 

圧力

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

原子炉格納容器内の 

温度

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ）

サプレッション・プール水温度（ＳＡ）

原子炉格納容器内の 

酸素濃度

Ａ－格納容器酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ）

原子炉格納容器への 

注水量

代替注水流量（常設） 

格納容器代替スプレイ流量 

Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

残留熱代替除去系格納容器スプレイ流量

水源の確保

低圧原子炉代替注水槽水位 

輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

サプレッション・プール水位（ＳＡ）

補機監視機能

Ａ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口圧力

残留熱代替除去系ポンプ出口圧力 

低圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力
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監視計器一覧(２／４) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(2) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止

ａ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素ガスの排出

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＶＳによる格納容器ベント」 

判
断
基
準

原子炉格納容器内の 

放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（サプレッション・チェンバ）

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ

（サプレッション・チェンバ）

原子炉圧力容器内の 

温度 
原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の圧

力 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

原子炉格納容器内の温

度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ）

サプレッション・プール水温度（ＳＡ）

原子炉格納容器内の 

水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

水位 
サプレッション・プール水位（ＳＡ）

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

操
作

原子炉格納容器内の 

放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（サプレッション・チェンバ）

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ

（サプレッション・チェンバ）

原子炉格納容器内の 

水素濃度 

Ａ－格納容器水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

酸素濃度 

Ａ－格納容器酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

水位 
サプレッション・プール水位（ＳＡ）

原子炉格納容器内の 

圧力 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

原子炉格納容器内の 

温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ）

サプレッション・プール水温度（ＳＡ）

最終ヒートシンクの 

確保 

スクラバ容器水位

スクラバ容器圧力

スクラバ容器温度

第１ベントフィルタ出口水素濃度

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・

低レンジ）
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監視計器一覧(３／４） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(2) 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止

ｂ．可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＦＣＳによる格納容器水素・酸素濃度制御」 

判
断
基
準

原子炉格納容器内の 

水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

圧力 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

原子炉格納容器内の 

放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（サプレッション・チェンバ）

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ

（サプレッション・チェンバ）

原子炉圧力容器内の 

温度 
原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

温度 
サプレッション・プール水温度（ＳＡ）

最終ヒートシンクの 

確保 

Ａ－残留熱除去系熱交換器入口温度 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器入口温度 

Ａ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器出口温度 

Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

残留熱代替除去ポンプ出口流量 

残留熱代替除去系ポンプ出口圧力 

Ⅰ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅱ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ａ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ｂ－残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

操
作

原子炉格納容器内の 

水素濃度 

Ａ－格納容器水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

酸素濃度 

Ａ－格納容器酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

圧力 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

原子炉格納容器内の 

温度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ）

サプレッション・プール水温度（ＳＡ）

補機監視機能 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳ系統入口流量 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳブロワ入口流量 

Ａ，Ｂ－ブロワ入口圧力 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳ加熱器ガス温度 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳ加熱器出口温度 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳ加熱器壁温度 

Ａ，Ｂ－再結合器ガス温度 

Ａ，Ｂ－ＦＣＳ再結合器壁温度 
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監視計器一覧(４／４) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(3)原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視

ａ．格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＭＣＡＭＳによる格納容器水素・酸素濃度

測定」 

判
断
基
準

原子炉格納容器内の 

放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（サプレッション・チェンバ）

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ

（サプレッション・チェンバ）

原子炉圧力容器内の 

温度 
原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

操
作

原子炉格納容器内の 

水素濃度 
格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

酸素濃度 
格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

1.9.2.1 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための対応手順 

(3)原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視

ｂ．格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視

事故時操作要領書（シビアアクシデント） 

「放出」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＣＡＭＳによる格納容器水素・酸素濃度測

定」 

判
断
基
準

原子炉格納容器内の 

放射線量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（サプレッション・チェンバ）

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ

（サプレッション・チェンバ）

原子炉圧力容器内の 

温度 
原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作

原子炉格納容器内の 

水素濃度 

Ａ－格納容器水素濃度 

Ｂ－格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

酸素濃度 

Ａ－格納容器酸素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の 

圧力 
ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

最終ヒートシンクの 

確保 
Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 
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第 1.9－3表 審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 
給電元 

給電母線 

【1.9】 

水素爆発による原子炉格納容器の破損を

防止するための手順等 

格納容器フィルタベント系 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

窒素ガス制御系弁 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

Ｃ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

非常用ガス処理系弁 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

Ｃ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

第１ベントフィルタ出口水素濃度 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ 

（高レンジ・低レンジ） 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

常設代替直流電源設備 

可搬型直流電源設備 

ＳＡ用 115V 系 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

Ｂ－格納容器水素濃度 

Ｂ－格納容器酸素濃度 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

計装Ｃ／Ｃ Ｄ系 

中央制御室監視計器類 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

計装Ｃ／Ｃ Ｃ系 

計装Ｃ／Ｃ Ｄ系 
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第 1.9－1図 ＳＯＰ 「放出」における対応フロー 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

1.9-33

780



第 1.9－2図 ＳＯＰ 「除熱－１」における対応フロー 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第 1.9－3図 ＳＯＰ 「除熱－２」における対応フロー 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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※
３
⑭

※
４

Ａ
Ｎ
Ｉ

 
建
物
内
代
替
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
（
Ｄ
／
Ｗ
側
）

 

⑦
ｂ
※
２
⑦

ｃ
※
２
⑪

ａ
※
３
⑪

ｂ
※
４
⑭

※
２

Ａ
Ｎ
Ｉ
 
建
物
内
代
替
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
元
弁
（
Ｓ
／
Ｃ
側
）

 

記
載
例

 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。

1.9-37

784
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図

 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（
１
／
３
）

 

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
の
場
合
）

 

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納

容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
の
場
合
）

2
0

緊
急
時
対
策
要
員

２

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

備
考

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

2
2
0

2
4
0

経
過
時
間
（
分
）

1
6
0

1
8
0

2
0
0

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
開
始

２
時
間

1.9-38

785
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図

 
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（
２
／
３
）

 

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）
（
原
子
炉
建
物
付
属
棟
西
側
扉
）
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
の
場
合
）

 

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）
（
原
子
炉
建

物
付
属
棟
西
側
扉
）
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
へ

の
窒
素
ガ
ス
供
給
の
場
合
）

緊
急
時
対
策
要
員

２

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

20
40

60
80

10
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

22
0

24
0

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
開
始

２
時
間

1.9-39

786
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可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

 
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
（
３
／
３
）

 

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）（

タ
ー
ビ
ン
建
物
北
側
扉
）
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
の
場
合
（
故
意
に
よ
る
大

型
航
空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ
る
場
合
）
）

 

手
順
の
項
目

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

車
両

健
全

性
確

認

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

移
動

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
の

接
続

，
暖

気
運

転

弁
開

操
作

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

要
員
(
数
)

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給

（
窒
素
供
給
ラ
イ
ン
接
続
口
（
建
物
内
）
（
タ
ー
ビ
ン

建
物
北
側
扉
）
を
使
用
し
た
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒

素
ガ
ス
供
給
の
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型
航
空
機
の
衝

突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ
る
場

合
）
）

緊
急
時
対
策
要
員

２

備
考

3
6
0

4
2
0

4
8
0

1
2
0

6
0

1
8
0

2
4
0

3
0
0

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
窒
素
ガ
ス
供
給
開
始

６
時
間

4
0
分

1.9-40

787
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格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素
ガ
ス
の
排
出

 
概
要
図

(
１
／
２

)
 

記
載
例

 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 
：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。

1.9-41

788



操
作
手
順

弁
名
称

⑦
※
１

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
 

⑦
※
２

Ｓ
Ｇ
Ｔ
 
Ｎ
Ｇ
Ｃ
連
絡
ラ
イ
ン
隔
離
弁
後
弁
 

⑦
※
３

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
 

⑦
※
４

Ｓ
Ｇ
Ｔ
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
止
め
弁
後
弁
 

⑦
※
５

Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
 

⑦
※
６

Ｎ
Ｇ
Ｃ
常
用
空
調
換
気
入
口
隔
離
弁
後
弁
 

⑦
※
７

Ｓ
Ｇ
Ｔ

 Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
入
口
弁

⑦
※
８
⑰

※
１

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁

⑦
※
９
⑰

※
２

Ｎ
Ｇ
Ｃ
非
常
用
ガ
ス
処
理
入
口
隔
離
弁
バ
イ
パ
ス
弁

⑪
ａ
⑮

※
１

Ｎ
Ｇ
Ｃ

 Ｎ
２
ト
ー
ラ
ス
出
口
隔
離
弁

⑪
ｂ
⑮

※
２

Ｎ
Ｇ
Ｃ

 Ｎ
２
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
出
口
隔
離
弁

第
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図

 
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

水
素
ガ

ス
及

び
酸

素
ガ

ス
の

排
出

 
概

要
図

（
２

／
２

）
 

記
載

例
 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

○
a～

：
同

一
操
作

手
順
番

号
内
で

選
択
し

て
実

施
す

る
操

作
が
あ

る
場
合
の
操
作
手
順
を
示
す
。
 

○
※

１
～
 
 
：

同
一

操
作

手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施

す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。

1.9-42

789



第
1
.
9
－

8
図
 

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

水
素
ガ

ス
及

び
酸

素
ガ

ス
の

排
出
（

Ｗ
／

Ｗ
）
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
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図
 

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン
ト

系
に
よ
る

原
子
炉

格
納

容
器
内
の

水
素
ガ

ス
及

び
酸

素
ガ

ス
の

排
出
（

Ｄ
／

Ｗ
）
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 

手
順

の
項

目

電
源

確
認 系
統

構
成

ベ
ン

ト
実

施
操

作
（

第
１

弁
開

操
作

）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

※
２

：
非

常
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
切

替
盤

を
使

用
す

る
場

合
は

，
2
5
分

以
内

に
可

能
で

あ
る

。

現
場

運
転

員
Ｂ

，
Ｃ

２

※
１

1
1
0

1
2
0

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
１

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
Ｗ

／
Ｗ

）

※
１

：
Ｎ

Ｇ
Ｃ

非
常

用
ガ

ス
処

理
入

口
隔

離
弁

の
開

操
作

が
で

き
な

い
場

合
は

，
Ｎ

Ｇ
Ｃ

非
常

用
ガ

ス
処

理
入

口
隔

離
弁

バ
イ

パ
ス

弁
を

全
開

と
す

る
。

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
に

て
実

施
し

た
場

合
，

2
0
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

要
員

(
数

)

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

原
子

炉
格

納
容

器
ベ

ン
ト

開
始

5
5
分

※
２

手
順

の
項

目

電
源

確
認 系
統

構
成

ベ
ン

ト
実

施
操

作
（

第
１

弁
開

操
作

）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

※
２

：
非

常
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
切

替
盤

を
使

用
す

る
場

合
は

，
2
5
分

以
内

に
可

能
で

あ
る

。

要
員

(
数

)

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
分

）

備
考

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

9
0

1
0
0

1
1
0

1
2
0

※
１

：
Ｎ

Ｇ
Ｃ

非
常

用
ガ

ス
処

理
入

口
隔

離
弁

の
開

操
作

が
で

き
な

い
場

合
は

，
Ｎ

Ｇ
Ｃ

非
常

用
ガ

ス
処

理
入

口
隔

離
弁

バ
イ

パ
ス

弁
を

全
開

と
す

る
。

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
に

て
実

施
し

た
場

合
，

2
0
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
１

※
１

現
場

運
転

員
Ｂ

，
Ｃ

２

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
Ｄ

／
Ｗ

）

原
子

炉
格

納
容

器
ベ

ン
ト

開
始

5
5
分

※
２

1.9-43

790



操
作
手
順

弁
名
称

⑦
※
１

Ａ
－
Ｆ
Ｃ
Ｓ
入
口
隔
離
弁
 

⑦
※
２

Ａ
－
Ｆ
Ｃ
Ｓ
出
口
隔
離
弁
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可
燃

性
ガ
ス
濃

度
制
御

系
に

よ
る
原
子

炉
格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

制
御

 
概

要
図

 

記
載

例
 
○
 

：
操

作
手
順

番
号
を

示
す
。
 

○
※

１
～
 
 
：

同
一

操
作

手
順
番

号
内
に

複
数
の

操
作

又
は

確
認

を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。

1.9-44

791
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図

 
可

燃
性
ガ
ス
濃

度
制
御

系
に

よ
る
原
子

炉
格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

制
御

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト

 

手
順
の
項
目

隔
離

信
号

除
外

操
作

系
統

構
成

予
熱

時
間

※
１
：
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
Ａ
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
制
御
を
示
す
。
ま
た
，
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
Ｂ
系
に
つ
い
て
は
，
３
時
間
2
0
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

電
源

確
認

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内

の
水
素
濃
度
制
御

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１
※

１

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

2
0

4
0

6
0

8
0

1
0
0

1
2
0

1
4
0

1
6
0

1
8
0

2
0
0

2
2
0

2
4
0

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
起
動

2
0
分

再
結
合
運
転
開
始

３
時
間
2
0
分

※
１

1.9-45

792
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格
納

容
器
水
素

濃
度
（

Ｓ
Ａ

）
及
び
格

納
容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

る
 

原
子
炉
格

納
容
器

内
の

水
素
濃
度

及
び
酸

素
濃

度
監
視

 
概

要
図

 

1.9-46

793
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格
納

容
器
水
素

濃
度
（

Ｓ
Ａ

）
及
び
格

納
容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

る
 

原
子

炉
格
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第 1.9－15 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート 

【凡例】

：プラント状態，確認

：操作

：判断

：重大事故等対処設備

Yes 

No 

炉心の著しい損傷の発生

優先②※２

格納容器フィルタベント系による
Ｗ／Ｗ側水素ガス・酸素ガス排出

ＲＨＲ若しくはＲＨＡＲによる
原子炉格納容器の除熱

可燃性ガス濃度制御系による長
期的な水素濃度制御

原子炉格納容器内の不活性化※１ 

※１ 運転中は原子炉格納容器内を窒素ガスで不活性化している。

原子炉格納容器内の
水素・酸素濃度指示上昇

No 
代替交流電源

代替直流電源

による給電

電源の喪失
ジルコニウム－水反応及び水の放射線分解等

による水素ガス・酸素ガス発生 

格納容器水素濃度（Ｓ

Ａ）及び格納容器酸素濃

度（ＳＡ）による原子炉

格納容器内の水素濃度

及び酸素濃度監視

格納容器内雰囲気計装

による原子炉格納容器

内の水素濃度及び酸素

濃度の監視
Yes 

 
原子炉格納容器内の圧力
を可燃性ガス濃度制御系
運転時の制限圧力以下に

維持可能

優先③※２

格納容器フィルタベント系による
Ｄ／Ｗ側水素ガス・酸素ガス排出

No 

Yes 

※2 優先順位は，①→②→③の順とする。

優先①

可燃性ガス濃度制御系による原
子炉格納容器内の水素濃度制御

 Ｗ／Ｗ側からのベント可能

 
原子炉格納容器のドライ条件の
酸素濃度が 4.0vol%及びウェット
条件の酸素濃度が 1.5vol%到達 

Yes 

No 

可搬型窒素供給装置による
原子炉格納容器への窒素ガス供給

ＲＨＲ若しくはＲＨＡＲによる
原子炉格納容器の除熱

格納容器フィルタベント系によ
る水素ガス・酸素ガス排出準備

 
原子炉格納容器のドライ条件の
酸素濃度が 4.4vol%及びウェット
条件の酸素濃度が 1.5vol%到達 

Yes 

No 
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添付資料 1.9.1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(１／４） 

※1：発電用原子炉運転中は原子炉格納容器内を窒素ガス制御系により常時不活性化している。

 窒素ガス制御系は設計基準対象施設であり，重大事故等時に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

技術的能力審査基準（1.9） 番号 

【本文】 

発電用原子炉設置者において、

炉心の著しい損傷が発生した

場合において原子炉格納容器

内における水素による爆発（以

下「水素爆発」という。）によ

る破損を防止する必要がある

場合には、水素爆発による原子

炉格納容器の破損を防止する

ために必要な手順等が適切に

整備されているか、又は整備さ

れる方針が適切に示されてい

ること。 

① 

【解釈】 

１ 「水素爆発による原子炉格

納容器の破損を防止するため

に必要な手順等」とは、以下に

掲げる措置又はこれらと同等

以上の効果を有する措置を行

うための手順等をいう。 

－ 

（１）BWR

ａ）原子炉格納容器内の不活性

化により、原子炉格納容器内に

おける水素爆発による原子炉

格納容器の破損を防止するた

めに必要な手順等を整備する

こと。

② 

（２）PWR のうち必要な原子炉 

ａ）水素濃度制御設備により、

原子炉格納容器内における水

素爆発による原子炉格納容器

の破損を防止するために必要

な手順等を整備すること。 

－ 

（３）BWR 及びPWR 共通

ａ）原子炉格納容器内における

水素爆発による原子炉格納容

器の破損を防止するために必

要な設備が、交流又は直流電源

が必要な場合は代替電源設備

からの給電を可能とすること。

③ 

ｂ）炉心の著しい損傷後、水－

ジルコニウム反応及び水の放

射線分解による水素及び酸素

の水素爆発による原子炉格納

容器の破損を防止する手順等

を整備すること。 

④ 

設置許可基準規則（52 条） 技術基準規則（67 条） 番号 

【本文】 

発電用原子炉施設には、炉心の著しい損

傷が発生した場合において原子炉格納容

器内における水素による爆発（以下「水

素爆発」という。）による破損を防止する

必要がある場合には、水素爆発による原

子炉格納容器の破損を防止するために必

要な設備を設けなければならない。 

【本文】 

発電用原子炉施設には、炉心の著しい損

傷が発生した場合において原子炉格納容

器内における水素による爆発（以下「水

素爆発」という。）による破損を防止す

る必要がある場合には、水素爆発による

原子炉格納容器の破損を防止するために

必要な設備を施設しなければならない。 

⑤ 

【解釈】 

１ 第５２条に規定する「水素爆発による

原子炉格納容器の破損を防止するために

必要な設備」とは、以下に掲げる措置又

はこれらと同等以上の効果を有する措置

を行うための設備をいう。 

【解釈】 

１ 第６７条に規定する「水素爆発による

原子炉格納容器の破損を防止するために

必要な設備」とは、以下に掲げる措置又

はこれらと同等以上の効果を有する措置

を行うための設備をいう。 

－ 

＜BWR＞ 

ａ）原子炉格納容器内を不活性化するこ

と。 

＜BWR＞ 

ａ）原子炉格納容器内を不活性化するこ

と。 
⑥ 

＜PWR のうち必要な原子炉＞ 

ｂ）水素濃度制御設備を設置すること。 

＜PWR のうち必要な原子炉＞ 

ｂ）水素濃度制御設備を設置すること。 
－ 

＜BWR 及び PWR 共通＞ 

ｃ）水素ガスを原子炉格納容器外に排出

する場合には、排出経路での水素爆発を

防止すること、放射性物質の低減設備、

水素及び放射性物質濃度測定装置を設け

ること。 

＜BWR 及び PWR 共通＞ 

ｃ）水素ガスを原子炉格納容器外に排出

する場合には、排出経路での水素爆発を

防止すること、放射性物質の低減設備、

水素及び放射性物質濃度測定装置を設け

ること。 

⑦ 

ｄ）炉心の著しい損傷時に水素濃度が変

動する可能性のある範囲で測定できる監

視設備を設置すること。 

ｄ）炉心の著しい損傷時に水素濃度が変

動する可能性のある範囲で測定できる監

視設備を設置すること。 ⑧ 

ｅ）これらの設備は、交流又は直流電源

が必要な場合は代替電源設備からの給電

を可能とすること。 

ｅ）これらの設備は、交流又は直流電源

が必要な場合は代替電源設備からの給電

を可能とすること。 

⑨ 

添
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(２／４） 
：重大事故等対処設備 

※1：発電用原子炉運転中は原子炉格納容器内を窒素ガス制御系により常時不活性化している。

 窒素ガス制御系は設計基準対象施設であり，重大事故等時に使用するものではないため，重大事故等対処設備とは位置付けない。 

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設 

新設 

解釈

対応

番号 

機能 機器名称 
常設

可搬 

必要時間内に 

使用可能か 

対応可能な人数

で使用可能か 
備考 

原
子
炉
格
納
容
器
内
不
活

性
化
に
よ
る
原
子
炉
格
納

容
器
水
素
爆
発
防
止

窒素ガス制御系 ※１ 
新設 

既設 
①
②
⑤
⑥

－ － － － － － 

可搬式窒素供給装置 新設 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る

水
素
ガ
ス
及
び
酸
素
ガ
ス
の
排
出

格納容器フィルタ 

ベント系 
新設 

①
④
⑤
⑦

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
に
よ
る
水
素

濃
度
制
御

可燃性ガス濃度制御

系再結合器ブロワ 

常設 10 分 1 人 

自主対策

設備とす

る理由は

本文参照 

第１ベントフィルタ 

出口水素濃度 
新設 

可燃性ガス濃度制御

系再結合装置 

第１ベントフィルタ出

口放射線モニタ（高レ

ンジ）

新設 

可燃性ガス濃度制御

系配管・弁 

残留熱除去系 

残留熱代替除去系 

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視

格納容器水素濃度（SA） 新設 

①
⑤
⑧

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視

Ａ－ 

格納容器水素濃度 
既設 

10 分 1 人 

自主対策

設備とす

る理由は

本文参照 

Ｂ－格納容器水素濃度 既設 

格納容器酸素濃度（SA） 新設 

Ａ－ 

格納容器酸素濃度 
既設 

Ｂ－格納容器酸素濃度 既設 

代
替
電
源
に
よ
る

必
要
な
設
備
へ
の
給
電

常設代替交流電源設備 新設 

①
③
⑤
⑨

－ － － － － － 

可搬型代替交流電源設

備 
新設 

所内常設蓄電式直流 

電源設備 
新設 

可搬型直流電源設備 新設 

1.9-51
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(３／４) 

※1：発電用原子炉運転中は原子炉格納容器内を窒素ガス制御系により常時不活性化している。

窒素ガス制御系は設計基準対象施設であり，重大事故等時に使用するものではないため，

重大事故等対処設備とは位置付けない。 

技術的能力審査基準（1.9） 適合方針 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、炉心の著しい

損傷が発生した場合において原子炉格納容器

内における水素による爆発（以下「水素爆発」

という。）による損傷を防止する必要がある場

合には、水素爆発による原子炉格納容器の破損

を防止するために必要な手順等が適切に整備

されているか、又は整備される方針が適切に示

されていること。 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，

原子炉格納容器内における水素爆発による破

損を防止する必要がある場合には，水素爆発に

よる原子炉格納容器の破損を防止する手段と

して，格納容器水素濃度（ＳＡ），Ｂ－格納容

器水素濃度，格納容器酸素濃度（ＳＡ）及びＢ

－格納容器酸素濃度により水素濃度及び酸素

濃度が変動する可能性のある範囲を監視し，可

搬式窒素供給装置による原子炉格納容器水素

爆発防止に必要な手順等を整備する。また，格

納容器フィルタベント系による原子炉格納容

器内の水素排出を実施するために必要な手順

等を整備する。 

【解釈】 

１ 「水素爆発による原子炉格納容器の破損を

防止するために必要な手順等」とは、以下

に掲げる措置又はこれらと同等以上の効

果を有する措置を行うための手順等をい

う。 

― 

（１）BWR

ａ）原子炉格納容器内の不活性化により、原

子炉格納容器内における水素爆発によ

る原子炉格納容器の破損を防止するた

めに必要な手順等を整備すること。 

発電用原子炉運転中の原子炉格納容器内雰

囲気を窒素ガス制御系により不活性化し，原子

炉格納容器内における水素爆発による原子炉

格納容器の破損を防止するために必要な手順

等を整備する。また，炉心の著しい損傷が発生

した場合において，原子炉格納容器内における

水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止

する手段として可搬式窒素供給装置により原

子炉格納容器を不活性化し，原子炉格納容器内

における水素爆発による原子炉格納容器の破

損を防止するために必要な手順等を整備する。 

1.9-52
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(４／４) 

※1：発電用原子炉運転中は原子炉格納容器内を窒素ガス制御系により常時不活性化している。

窒素ガス制御系は設計基準対象施設であり，重大事故等時に使用するものではないため，

重大事故等対処設備とは位置付けない。 

技術的能力審査基準（1.9） 適合方針 

（２）PWR のうち必要な原子炉

ａ）水素濃度制御設備により、原子炉格納容

器内における水素爆発による原子炉格

納容器の破損を防止するために必要な

手順等を整備すること。 

対象外 

（３）BWR 及び PWR 共通

ａ）原子炉格納容器内における水素爆発によ

る原子炉格納容器の破損を防止するた

めに必要な設備が、交流又は直流電源が

必要な場合は代替電源設備からの給電

を可能とすること。 

炉心の著しい損傷が発生し，全交流動力電源

が喪失した場合においても，原子炉格納容器内

における水素爆発による原子炉格納容器の破

損を防止するために必要な設備（格納容器フィ

ルタベント系，格納容器水素濃度（ＳＡ），Ｂ

－格納容器水素濃度，格納容器酸素濃度（ＳＡ）

及びＢ－格納容器酸素濃度）へ代替電源設備

（常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源

設備，所内常設蓄電式直流電源設備及び可搬型

直流電源設備）により給電する手順を整備す

る。 

なお，電源の供給に関する手順については

「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備

する。 

ｂ）炉心の著しい損傷後、水－ジルコニウム

反応及び水の放射線分解による水素及

び酸素の水素爆発による原子炉格納容

器の破損を防止する手順等を整備する

こと。 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，

原子炉格納容器内における水素爆発による原

子炉格納容器の破損を防止する手段として，格

納容器水素濃度（ＳＡ），Ｂ－格納容器水素濃

度，格納容器酸素濃度（ＳＡ）及びＢ－格納容

器酸素濃度により水素濃度及び酸素濃度が変

動する可能性のある範囲を監視し，格納容器フ

ィルタベント系による原子炉格納容器内の水

素排出を実施するために必要な手順等を整備

する。 
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添付資料 1.9.2 

自主対策設備仕様 

機器名称 常設／可搬 耐震性 容量 個数 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置ブロア 常設 Ｓクラス 

255Nm3/h 

（1 台あたり） 

2 台 

可燃性ガス濃度制御系再結合装置 常設 Ｓクラス ― 2 基 

機器名称 常設／可搬 耐震性 測定方法 計測範囲 個数 

Ａ－格納容器水素濃度 常設 Ｓクラス 熱伝導式 0～100％ 1 個 

Ａ－格納容器酸素濃度 常設 Ｓクラス 磁器風式 0～25％ 1 個 

1.9-54
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添付資料 1.9.4－1 

重大事故対策の成立性 

 

1. 原子炉格納容器内不活性化による原子炉格納容器水素爆発防止 

(1) 可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給 

ａ．操作概要 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器内で発生す

る水素ガス及び酸素ガスの反応による水素爆発により原子炉格納容器が破

損することを防止するため，原子炉格納容器に窒素ガスを供給する。 

窒素ガスの供給は可搬式窒素供給装置にて行い，当該装置を窒素ガス代

替注入系にホースで接続し，窒素供給弁を操作することでパージを行う。 

 

ｂ．作業場所 

【窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の場

合】 

屋外（原子炉建物南側） 

【窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）を使用した

原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合】 

屋外（原子炉建物西側） 

原子炉建物付属棟地上１階（非管理区域） 

【窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使用した原子

炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大型航空機の衝突その

他のテロリズムによる影響がある場合）】 

屋外（タービン建物北側） 

原子炉建物付属棟地上１階（非管理区域） 

 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

可搬式窒素供給装置による原子炉格納容器への窒素ガス供給に必要な要

員数，想定時間は以下のとおり。 

(a) 窒素供給ライン接続口を使用した原子炉格納容器への窒素ガス供給の

場合 

必要要員数 ：２名（緊急時対策要員２名） 

想定時間  ：２時間以内（所要時間目安※１：１時間 42分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算出した時間 

 

想定時間内訳 

【緊急時対策要員】 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，所要時間目安

32分 

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所～第４保管エ
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リア）

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第４保管エリア）

●可搬式窒素供給装置の移動：想定時間５分，所要時間目安２分

・可搬式窒素供給装置の移動：所要時間目安２分（移動経路：第４保

管エリア～屋外（原子炉建物南側））

●可搬式窒素供給装置の接続，暖機運転：想定時間１時間，所要時間目

安 53分

・可搬式窒素供給装置の接続：所要時間目安 36分（ホース接続：屋

外（原子炉建物南側））

・可搬式窒素供給装置暖気運転：所要時間目安 17分（暖気運転：屋

外（原子炉建物南側））

●弁開操作：想定時間 10分（所要時間目安５分）

・弁開操作：所要時間目安５分（操作対象１弁：屋外（原子炉建物南

側））

(b) 窒素供給ライン接続口（建物内）（原子炉建物付属棟西側扉）を使用し

た原子炉格納容器への窒素ガス供給の場合 

必要要員数 ：２名（緊急時対策要員２名） 

想定時間 ：２時間以内（所要時間目安※１：１時間 44分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算出した時間

想定時間内訳 

【緊急時対策要員】 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，所要時間目安

32分

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所～第４保管エ

リア）

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第４保管エリア）

●可搬式窒素供給装置の移動：想定時間５分，所要時間目安２分

・可搬式窒素供給装置の移動：所要時間目安２分（移動経路：第４保

管エリア～屋外（原子炉建物西側））

●可搬式窒素供給装置の接続，暖機運転：想定時間１時間，所要時間目

安 53分

・可搬式窒素供給装置の接続：所要時間目安 36分（ホース接続：屋

外（原子炉建物西側）～原子炉建物付属棟地上１階）

・可搬式窒素供給装置暖気運転：所要時間目安 17分（暖気運転：屋

外（原子炉建物西側））
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●弁開操作：想定時間 10分（所要時間目安７分）

・弁開操作：所要時間目安７分（操作対象１弁：原子炉建物付属棟地

上１階）

(c) 窒素供給ライン接続口（建物内）（タービン建物北側扉）を使用した原

子炉格納容器への窒素ガス供給の場合（故意による大型航空機の衝突その

他のテロリズムによる影響がある場合） 

必要要員数 ：２名（緊急時対策要員２名） 

想定時間  ：６時間 40分以内（所要時間目安※１：６時間 18 分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算出した時間

想定時間内訳 

【緊急時対策要員】 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，所要時間目安

32分

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所～第４保管エ

リア）

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第４保管エリア）

●可搬式窒素供給装置の移動：想定時間５分，所要時間目安２分

・可搬式窒素供給装置の移動：所要時間目安２分（移動経路：第４保

管エリア～屋外（タービン建物北側））

●可搬式窒素供給装置の接続，暖機運転：想定時間５時間 35分，所要

時間目安５時間 19分

・可搬式窒素供給装置の接続：所要時間目安５時間２分（ホース接

続：屋外（タービン建物北側）～原子炉建物付属棟地上１階）

・可搬式窒素供給装置暖気運転：所要時間目安 17分（暖気運転：屋

外（タービン建物北側））

●弁開操作：想定時間 15分（所要時間目安 15分）

・弁開操作：所要時間目安 15分（操作対象１弁：原子炉建物付属棟

地上１階）

ｄ．操作の成立性について 

(a) 現場操作

作業環境  ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電灯に

より，夜間における作業性を確保している。また，操作は

格納容器ベント後の汚染を考慮し，防護具（全面マスク，

個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備する

が，緊急時対策本部の指示により，作業区域の環境を考慮
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した被水防護服等を装備した作業を行う場合がある。 

移動経路  ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電灯を

携帯しており，夜間においても接近可能である。また，ア

クセスルート上に支障となる設備はない。

操作性 ：送気ホースの接続は，差し込み式であり容易に実施可能で

あり，操作に必要な工具はない。また，弁の開閉操作につ

いても，必要な工具はなく通常の弁操作と同様である。作

業エリア周辺には支障となる設備はなく，十分な作業スペ

ースがある。 

連絡手段  ：衛星電話設備（携帯型），無線通信設備（携帯型），電力保

安通信用電話設備，所内通信連絡設備のうち，使用可能な

設備により，中央制御室及び緊急時対策本部に連絡する。 

ホース接続作業
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添付資料 1.9.4－2(1) 

2. 炉心の著しい損傷が発生した場合の原子炉格納容器水素爆発防止

(1) 格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素ガ

スの排出

ａ．操作概要 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素

ガスの排出に必要な状況において，原子炉建物付属棟地上３階まで移動す

るとともに，現場でのＳＡ電源切替盤操作により電源切り替えを実施する。

また，中央制御室操作により系統構成及び格納容器ベント操作を実施し，

格納容器ベントを実施する。 

ｂ．作業場所 

電源切り替え 原子炉建物付属棟 地上３階（非管理区域） 

系統構成，格納容器ベント操作 制御室建物地上４階（非管理区域）

（中央制御室） 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素ガス及び酸素

ガスの排出として，最長時間を要するＳＡ電源切替盤による電源切り替え

を実施し，第一優先のＷ／Ｗベントを使用した格納容器ベンチに必要な要

員数，想定時間は以下のとおり。 

なお，Ｗ／Ｗベントに必要な想定時間，Ｄ／Ｗベントに必要な想定時間

は同一時間とする。 

必要要員数 ：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間  ：移動，ＳＡ電源切替盤操作（Ａ系）20分以内（所要時間

目安※１：８分） 

移動，ＳＡ電源切替盤操作（Ｂ系）20分以内（所要時間

目安※１：４分） 

電源確認（中央制御室）５分以内（所要時間目安※１：４

分） 

系統構成（中央制御室）５分以内（所要時間目安※１：４

分） 

ベント実施操作（中央制御室）10分以内（所要時間目安※

１：３分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●電源確認：想定時間５分，所要時間目安４分

・電源確認：所要時間目安４分（電源確認：中央制御室）
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●系統構成：想定時間５分，所要時間目安４分 

・系統構成：所要時間目安４分（操作対象１弁：中央制御室） 

●ベント実施操作（第１弁開操作）：想定時間 10分，所要時間目安３分 

・ベント実施操作（第１弁開操作）：所要時間目安３分（操作対象１

弁：中央制御室） 

【現場運転員】 

●移動，ＳＡ電源切替操作（Ａ系）：想定時間 20分，所要時間目安８分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：中央制御室から原子炉建物付属

棟 地上３階） 

・ＳＡ電源切替操作（Ａ系）：所要時間目安３分（電源切替操作：原子

炉建物付属棟 地上３階） 

●移動，ＳＡ電源切替操作（Ｂ系）：想定時間 20分，所要時間目安４分 

・移動：所要時間目安１分（原子炉建物付属棟 地上３階） 

・ＳＡ電源切替操作（Ｂ系）：所要時間目安３分（電源切替操作：原子

炉建物付属棟 地上３階） 

 

ｄ．操作の成立性について 

（a）中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを配

備している。 

操作性   ：操作スイッチによるによる操作であるため，容易に実施

可能である。 

（ｂ）現場操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エリ

アに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電灯を

携行している。 

放射性物質が放出される可能性があることから，操作は

防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，

汚染防護服）を装備して作業を行う。 

移動経路  ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しており接近

可能である。また，ヘッドライト及び懐中電灯をバック

アップとして携行している。また，アクセスルート上に

支障となる設備はない。 

操作性   ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段  ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備，有線式通

信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室との

連絡が可能である。 
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添付資料 1.9.4－2(2) 

(2) 可燃性ガス濃度制御系による原子炉格納容器内の水素濃度制御

ａ．操作概要 

中央制御室操作により，可燃性ガス濃度制御系の系統構成を行い，再結

合運転を開始する。 

ｂ．作業場所 

制御室建物地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

可燃性ガス濃度制御系の起動操作及び予熱に必要な要員数，時間は以下

のとおり。 

必要要員数 ：１名（中央制御室運転員１名） 

想定時間  ：３時間 20分以内（所要時間目安※１：３時間８分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●電源確認：想定時間５分，所要時間目安３分

・電源確保及び冷却水確保確認：所要時間目安３分（中央制御室）

●隔離信号除外操作：想定時間５分，所要時間目安１分

・格納容器隔離信号の除外操作：所要時間目安１分（中央制御室）

●系統構成：想定時間 10分，所要時間目安４分

・系統構成及びブロア起動：所要時間目安４分（操作対象２弁：中央制

御室）

●予熱：想定時間３時間，所要時間目安３時間

・可燃性ガス濃度制御系暖機運転：所要時間目安３時間

ｄ．操作の成立性について 

（a） 中央制御室操作

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを配

備している。 

操作性 ：操作スイッチによる操作であるため，容易に実施可能で

ある。 
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添付資料 1.9.4－3 

3. 原子炉格納容器内の水素濃度及び酸素濃度の監視

(1) 格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）による原子炉格

納容器内の水素濃度及び酸素濃度監視 

ａ．操作概要 

格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）の起動操作及

び系統暖機を実施する。 

ｂ．作業場所 

制御室建物地上２階（非管理区域）（中央制御室） 

ｃ．必要要員数及び想定時間 

格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）の起動操作及

び系統暖機に必要な要員数，時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：１名（中央制御室運転員１名） 

想定時間  ：45分以内（所要時間目安※１：41分）  

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●起動操作：想定時間５分，所要時間目安３分

・電源確認：所要時間目安２分（中央制御室）

・格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）起動操作：

所要時間目安１分（中央制御室）

●システム起動，暖気：想定時間 40分，所要時間目安 38分

・格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）系統暖気：

所要時間目安 30分

・格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素濃度（ＳＡ）起動：所要

時間目安８分

ｄ．操作の成立性について 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを配

備している。 

操作性 ：操作スイッチによる操作であるため，容易に実施可能で

ある。 
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添付資料 1.9.5 
 

炉心損傷，原子炉圧力容器破損後の注水及び除熱の考え方について 

 

島根原子力発電所２号炉では，炉心損傷が生じた場合あるいは事象が進展し，

原子炉圧力容器(以下「ＲＰＶ」という。)破損に至った場合の緊急時対策本部に

よる対応をアクシデントマネジメントガイド(以下「ＡＭＧ」という。)に，運転

員による対応を，事故時操作要領書(シビアアクシデント)(以下「ＳＯＰ」とい

う。)に定めている。このため，有効性評価における炉心損傷後の重大事故時の

運転員の対応はＳＯＰに従ったものとなっている。 

ＳＯＰには，炉心損傷後の状況に応じた対応が可能となるよう対応フローを定

めており，対応の優先順位等についても定めている。このため，想定される状況

に対して網羅的に対応可能な手順になっていると考えるが，ここでは，炉心損傷

後の原子炉格納容器内の状況を場合分けし，それらについてＳＯＰによる対応が

可能であることを確認する。ＳＯＰの対応フローを第１図に示す。また，原子炉

格納容器の構造図を第２図に示す。 

１．各炉心損傷モードへの対応の網羅性 

炉心損傷モードのうち，格納容器先行破損の炉心損傷モード※１を除くと，Ｔ

ＱＵＶ，ＴＱＵＸ，ＴＢ（長期ＴＢ，ＴＢＵ，ＴＢＤ，ＴＢＰ），ＬＯＣＡが抽

出される。 

このうち，ＴＱＵＶ，ＴＱＵＸ，ＴＢ（長期ＴＢ，ＴＢＵ，ＴＢＤ，ＴＢＰ）

は，炉心損傷の時点でＲＰＶが健全であり，ＲＰＶ内の原子炉冷却材はＳＲＶを

通じてサプレッション・チェンバ（以下「Ｓ／Ｃ」という。）に放出されている

点で，炉心損傷の時点でのＲＰＶの健全性及び原子炉格納容器の原子炉冷却材の

状況が同じ炉心損傷モードである。ＴＱＵＶ，ＴＢＰは炉心損傷の時点でＲＰＶ

内が減圧されていることに対し，ＴＱＵＸ，長期ＴＢ，ＴＢＵ，ＴＢＤでは炉心

損傷の時点でＲＰＶ内が減圧されていないが，ＳＯＰにおいて，原子炉水位が燃

料棒有効長底部より燃料棒有効長の 20%高い位置でＲＰＶを減圧する手順とし

ていることから，その後は同じ対応となる。 
一方ＬＯＣＡ（ＬＯＣＡ後の注水失敗による炉心損傷）は，炉心損傷の時点で

ＲＰＶバウンダリ機能を喪失しており，ＲＰＶ内の原子炉冷却材がドライウェル

（以下「Ｄ／Ｗ」という）に直接放出される炉心損傷モードである。このため，

炉心損傷時点での原子炉格納容器の圧力，温度等のパラメータには他の炉心損傷

モードとの違いが生じるが，各々のパラメータに応じた運転操作がＳＯＰに定め

られており，対応は可能である。 
 

※１ 格納容器先行破損の炉心損傷モードによって炉心損傷に至った場合，炉心損傷の時点で原子炉格納容

器が破損していることから，ＳＯＰに想定する対応の可否についての不確かさが大きいと考え，ここで

の考察から除外した。しかしながら，現実的にはＳＯＰ に準じ，注水及び除熱を試みるものと考えられ

る。 
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また，ＬＯＣＡが発生し，Ｄ／Ｗに放出された原子炉冷却材はペデスタルに流

入し，ペデスタルに水位が形成されると考えられる。 

炉心損傷後の手順として，ＲＰＶの破損及びペデスタルへの溶融炉心落下に備

えたペデスタルへの注水を定めており，ペデスタルの水位が 2.4m（注水量 225m3）

に到達していることを確認した後，ペデスタルへの注水を停止する。先述のとお

り，ＬＯＣＡの場合にはあらかじめ水位が形成されている可能性が考えられるも

のの，どの炉心損傷モードを経た場合であってもペデスタル水位計にて水位

2.4mを確認した後，ペデスタルへの注水を停止する。

溶融炉心落下時のペデスタルの水位は，原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材

相互作用（以下「炉外ＦＣＩ」という。）及び溶融炉心・コンクリート相互作用

（以下「ＭＣＣＩ」という。）への対応を考慮し，2.4m 相当としている。しか

しながら，仮にペデスタル水位が 2.4m より高い場合であっても，炉外ＦＣＩや

ＭＣＣＩによる原子炉格納容器の機能維持に問題ないことを確認※２している。 

以上より，いずれの炉心損傷モードを経た場合についてもＳＯＰによって炉心

損傷後の対応をとることが可能である。 

２．注水及び除熱の考え方 

炉心損傷後の注水及び除熱の考え方については，ＲＰＶの破損の有無で大別し

ている。 

まず，ＲＰＶの破損に至る前の段階においては，ＲＰＶ内の炉心の状況によら

ずＲＰＶへの注水を優先する手順としている。 

その後，ＲＰＶを破損させることなく原子炉水位を安定させることに成功した

場合はＲＰＶへの注水及び必要に応じて原子炉格納容器からの除熱を並行して

実施する手順としている。ただし，ＲＰＶ下鏡温度が 300 ℃に到達し，ＲＰＶ

下部プレナムへの溶融炉心の落下が想定される場合はＲＰＶへの注水と並行し

てペデスタルへの注水(水位 2.4m（注水量 225m3))を実施する手順としている。 

※２ 島根原子力発電所２号炉 重大事故等対策の有効性評価について「3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－

冷却材相互作用 添付資料 3.3.3 ペデスタルへの水張り実施の適切性」参照。ペデスタルの水位が高い方

が物理現象発生時の原子炉格納容器への負荷が高くなると考えられる炉外 FCI について，溶融炉心がペ

デスタルに落下する前に，ペデスタルにペデスタル開口部下端位置までの高さ（約 3.8m）の水位が形成

されているものとした。これ以上の水位を形成させるためには，ドライウェル床面全面を満たしながら

上昇させる必要があることから，仮にペデスタル注水を入れすぎたとしても開口部下端位置以上の水位

となることは考えにくい。また，ここでは現実的な溶融炉心の落下様態を想定した条件を適用して評価

した場合，ペデスタルの内側鋼板の最大応力は 14MPaであり，ペデスタルの内側鋼板の降伏応力（490MPa）

を十分に下回っており，格納容器破損に至る恐れはないことを確認している。ペデスタルの水位上昇の

要因がＬＯＣＡに起因する原子炉冷却材であった場合，サブクール度は低くなり炉外 FCI 発生可能性そ

のものを小さくするとともに，発生した場合でも発生する最大応力は小さくなるものと考える。
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次に，ＲＰＶが破損した後は，ペデスタルに崩壊熱に余裕をみた量の注水を実

施する手順としている。ＳＯＰ及びＡＭＧに定めるＲＰＶ破損の判定方法に基づ

きＲＰＶの破損を判定した後は，ペデスタルに直接崩壊熱に余裕をみた量の注水

を実施することとしており，その注水量はペデスタル水位及び原子炉格納容器外

の流量計にて確認する手順としている。なお，本流量計の先にあるペデスタル以

外への分岐配管については，逆止弁または常時閉の手動弁があり，他系統へ流入

することなく，確実にペデスタルへの注水量を確認できる設備構成となっている。

また，原子炉格納容器からの除熱が必要な場合はペデスタルへの注水と原子炉格

納容器からの除熱とを並行して実施する手順としている。 

しかしながら，ＲＰＶが破損した後は，ＲＰＶ内の溶融炉心の状態，ＲＰＶ破

損口の状態，ペデスタルへの溶融炉心の落下量，格納容器圧力及び温度等，原子

炉格納容器内の状態の不確かさが大きく，また，注水又は除熱を実施可能な設備

が限定され，注水又は除熱に使用できる流量が不足する場合を想定すると，重大

事故時に確実なアクシデントマネジメントを実施できるよう，注水及び除熱の優

先順位を明確化しておく必要がある。このため，ＳＯＰ及びＡＭＧではＲＰＶ破

損判定後の運転操作の優先順位を次の様に定めている。 

優先順位１：Ｄ／Ｗスプレイ 

・開始条件：格納容器圧力 640kPa（1.5Pd）以上又は格納容器温度 190℃以上

・停止条件：格納容器圧力 588kPa以下又は格納容器温度 171℃以下

・流量：120m3／h

優先順位２：ペデスタル注水 

・流量：崩壊熱に余裕をみた量（スクラム後～５時間：60m3／h，５～10 時間：

55m3／h，10～20 時間：35m3／h，20 時間～40 時間：30m3／h，40 時間～80

時間：20m3／h，80 時間～120 時間：15m3／h，120 時間以降：12m3／h）で注

水

優先順位３：ＲＰＶ破損後のＲＰＶへの注水 

・流量：15m3／h（Ｓ／Ｃ水源でＥＣＣＳを運転できる場合は全量注水）

これらは可能な限り並行して実施すべきものであるが，中でも格納容器スプレ

イを優先する理由は，格納容器スプレイを開始する状況は格納容器過圧又は過温

破損の防止及び早期の格納容器ベントを抑制するための運転操作が必要な状況

であり，これに即応する必要があるためである。Ｄ／ＷスプレイとＳ／Ｃスプレ

イでは，より広い空間にスプレイすること等により，原子炉格納容器の圧力及び

温度の抑制効果が高いと考えられるＤ／Ｗスプレイを実施することとしている。

また，Ｄ／Ｗにスプレイを実施することでペデスタルへ冷却材が流入するため，

ペデスタルの溶融炉心の冷却にも期待できる。 
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ペデスタルへの注水については，ＲＰＶ破損前の注水によりペデスタル内には

約 70m3(スクラム後５～10 時間後の崩壊熱に換算すると約２時間分)の冷却材が

確保されていること及びＤ／Ｗスプレイした冷却材がＤ／Ｗ床面からペデスタ

ルへ流入することにも期待できることを考慮し，Ｄ／Ｗスプレイに次ぐ優先順位

としている。 

ＲＰＶ破損後のＲＰＶへの注水には，ＲＰＶ内に残存する溶融炉心の冷却及び

ＲＰＶ破損口から原子炉冷却材が流出することによるペデスタルに堆積してい

る溶融炉心の冷却にも期待できると考えられるが，ＲＰＶ破損口からの原子炉冷

却材の流出の状況を確実に把握することは困難なことから，ペデスタル注水に必

要な流量を確保した後の優先順位としている。 

しかしながら，ＲＰＶが破損した後の注水及び除熱の優先順位については，今

後の検討結果により，前述の優先順位は変わりうるものと考えている。 

Ｄ／Ｗスプレイまたは注水により，Ｓ／Ｃ水位が通常水位＋約 1.3m に到達す

る時点でスプレイを停止し，格納容器ベントを実施する。ベント開始後は，崩壊

熱に余裕をみた量の注水を継続するとともに，ペデスタル水位計を監視し，水位

を維持することによりペデスタルの溶融炉心の冷却を継続する。 

以上のとおり，原子炉格納容器内の状態の不確かさを考慮しても，ＳＯＰによ

って確実なアクシデントマネジメントを実施することが可能である。 
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3. 長期安定停止に向けた対応について

長期安定停止に向けて格納容器圧力及び温度を低下させることを目的として，

残留熱除去系及び残留熱代替除去系による格納容器除熱を実施し，格納容器の

健全性を維持する。 

また，炉心損傷後は水の放射線分解により格納容器内で水素ガス及び酸素ガ

スが発生するため，水素燃焼を防止する観点から，格納容器フィルタベント系

による格納容器除熱操作（以下「格納容器ベント」という。）を実施する。 

(1) 事故後長期にわたる格納容器の健全性について

有効性評価における原子炉格納容器限界温度・圧力は 200℃，２Pdと設定

しており，200℃，２Pdについて時間経過を考慮した評価が必要な部位はシ

ール部と考えている。このため，シール部については 200℃，２Pdの状態が

７日間（168時間）継続した場合でもシール機能に影響ないことを確認する

ことで限界温度・圧力における原子炉格納容器閉じ込め機能の健全性を示し

ている。 

ここでは，200℃，２Pdを適用可能な７日間（168 時間）以降においても，

有効性評価で得られている厳しい条件を考慮し，格納容器の閉じ込め機能を

示す。 

また，上記に加えて，７日間（168時間）以降の累積放射線照射量につい

ても，原子炉格納容器の閉じ込め機能に影響がないことを確認する。 

７日間（168時間）以降において，格納容器圧力が最も高くなるのは，「雰

囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」において残留

熱代替除去系を使用する場合のシーケンス及び「高圧溶融物放出／格納容器

雰囲気直接加熱」で想定されるシーケンスである。これらのシーケンスは，

残留熱代替除去系による格納容器除熱を開始した時点で，格納容器内酸素濃

度上昇による格納容器ベントを遅延するため，427kPa[gage]までサプレッシ

ョン・チェンバへの窒素注入を行う手順としており，第１表で示すとおり，

７日間（168時間）以降の格納容器圧力は最大で 427kPa[gage]となる。代表

的に，「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」に

おいて残留熱代替除去系を使用する場合のシーケンスにおける格納容器圧力

の推移を第３図に示す。 
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第３図 原子炉格納容器圧力の推移（「雰囲気圧力・温度による静的負荷

（格納容器過圧・過温破損）」において残留熱代替除去系を使用する場合） 

７日間（168 時間）以降の格納容器雰囲気温度が最も高くなるのは，「雰囲

気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」において残留熱代

替除去系を使用できない場合のシーケンスである。このシーケンスの格納容器

雰囲気温度の推移を第４図に示すが，７日間（168 時間）時点で 150℃未満であ

り，その後の格納容器雰囲気温度は崩壊熱の減衰によって低下傾向となるため，

７日間（168時間）以降は 150℃を下回る。また，格納容器バウンダリにかかる

温度（壁面温度※）についても，事象発生後約10時間後に生じる最高値は約181℃

であるが，７日間以降は 150℃を下回る。 

※：評価に用いているＭＡＡＰコードは，ＦＰ沈着に伴う発熱を考慮したも

のとなっている。格納容器内のＦＰ挙動については，原子力安全基盤機

構（ＪＮＥＳ）の「シビアアクシデント時格納容器内多次元熱流動及び

ＦＰ挙動解析」において，ＦＰのほとんどが原子炉キャビティ内の床や

壁表面にとどまり，格納容器全体に飛散することがないことが確認され

ており，健全性が維持されたシール部等の貫通部への局所的なＦＰ沈着

は発生しにくく，ＭＡＡＰコードによる壁面温度の結果は妥当と考える。 
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第４図 原子炉格納容器温度の推移（「雰囲気圧力・温度による 

静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」において 

残留熱代替除去系を使用しない場合）

第１表 事故発生後の経過時間と原子炉格納容器圧力・温度の関係 

事故発生後 

の経過時間 
0～168時間 168時間以降 

原子炉格納容器

圧力 

原子炉格納容器限界圧力とし

て２Pd（853kPa）を設定 

有効性評価シナリオで最大

427kPa[gage]となる（第３図） 

原子炉格納容器

温度 

原子炉格納容器限界温度とし

て 200℃を設定 

有効性評価シナリオで 150℃

を下回る（第４図） 
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①長期（168時間以降）の原子炉格納容器圧力と閉じ込め機能の関係について

時間経過により健全性に影響を及ぼす部位はシール材である。シール部

の機能維持は，第５図の模式図に示す通り，原子炉格納容器圧力の上昇に

伴うフランジ部の過渡的な開口挙動に対し，シール材料の復元量が十分に

確保されていることをもって確認している。つまり，原子炉格納容器温度

によるシール材の熱劣化を考慮しても，圧縮永久ひずみ試験結果によりシ

ール材の復元量が十分であれば，シール部の機能は健全である。長期のケ

ースとして，有効性評価シナリオにおいて 168h時の原子炉格納容器圧力が

高い残留熱代替除去系運転ケースを評価しても，原子炉格納容器圧力は約

0.3MPaであり開口量は小さい（第２表参照）。

第５図 シール部の機能維持確認の模式図

第２表 原子炉格納容器圧力と開口量の関係 

フランジ部位 溝 

残留熱代替除去系

運転ケースの 168h

時（0.3MPa） 

２Pd 

（0.853MPa） 

ドライウェル

主フランジ 

内側 

外側 

機器搬入口 
内側 

外側 

②長期（168時間以降）の原子炉格納容器温度と閉じ込め機能の関係について

原子炉格納容器温度の上昇に伴う，時間経過によるシール材の長期的

（150℃を下回る状況）な影響を調査する。ここでは，ドライウェル主フラ

ンジや機器搬入口等に使用されている改良ＥＰＤＭ製シール材を用いて，

168時間以降の温度・時間とシール材料の劣化挙動を確認するため，シール

材の基礎特性試験を実施した。試験結果を第３表に示す。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。
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第３表 改良ＥＰＤＭ製シール材の基礎特性データの経時変化 

試験時間 0日～7日 7 日～14日 14日～30日 

試験温度 200℃ 150℃ 150℃ 

圧縮永久ひずみ率[％] 

硬度変化 

質量変化率[％] 

注記：γ線 1.0MGy 照射済の試験体を用い，飽和蒸気環境下に暴露した後の測定値 

第３表に示すように，168 時間以降，150℃の環境下においては，改良Ｅ

ＰＤＭ製の基礎特性データには殆ど変化はなく，経時劣化の兆候は見られ

ない。したがって，SA 後 168 時間以降における原子炉格納容器の温度を

150℃と設定した場合でも，シール部の機能は十分維持される。なお，ＥＰ

ＤＭは一般特性としての耐温度性は 150℃であり，第３表の結果は改良ＥＰ

ＤＭ製シール材が 200℃条件を７日間経験しても，一般特性としての耐熱温

度まで低下すれば，それ以降は有意な劣化傾向は見られないことを示して

いると考えている。また，第３表の結果から圧縮永久ひずみ率は  時

の改良ＥＰＤＭ製シール材復元量とフランジ開口量のイメージを第６図に

示しており，第２表で示す 168 時間以降の原子炉格納容器圧力に対しても

十分追従可能な復元量を維持していることも確認できる。 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。
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第６図 圧縮永久ひずみ  時のシール材復元量とフランジ開口量 
 
＜時間を踏まえた限界温度・圧力の考え方＞ 

有効性評価結果からも，7日間（168時間）以降は原子炉格納容器温度がＥＰ

ＤＭの一般特性としての耐熱温度である 150℃を下回ることが判っている。ま

た，原子炉格納容器圧力についても１Pd到達時に窒素注入を停止した以降，圧

力は低下しており，開口量は限界圧力時と比較しても小さいことが確認できて

いる。なお，残留熱代替除去系を使用するシーケンスの場合，中長期的には，

水の放射線分解によって生じる水素と酸素が格納容器圧力の上昇に寄与するが，

酸素濃度がドライ条件で 4.4vol％に到達した場合にはベントを実施すること

としていることから，格納容器圧力は１Pdから数十 kPaまでの上昇にとどまる。 

よって，当社としては，限界温度・圧力（200℃・２Pd）が 7日間経験しても

シール材が問題ないことを確認することで，長期の原子炉格納容器閉じ込め機

能を確保できると考えている。 
 

＜168時間以降の考え方＞ 

前述の結果を踏まえ，168 時間以降については，原子炉格納容器温度・圧力

は低下していること，及び残留熱代替除去系を使用するシーケンスにおける中

長期的な水の放射線分解に伴う水素と酸素の発生寄与も大きくないことから，

最初の 168時間に対して限界温度・圧力を超えないよう管理することで，長期

的な格納容器閉じ込め機能は維持されると考えている。ただし，事故環境が継

続することにより，熱劣化等の閉じ込め機能低下要因が存在することも踏まえ，

長期的なプラントマネジメントの目安として，168 時間以降の領域においては

原子炉格納容器温度が 150℃を超えない範囲で，また，原子炉格納容器圧力に

ついては１Pd程度（１Pd＋数十 kPa※）以下でプラント状態を運用する。 

※酸素濃度をドライ換算で 4.4vol％以下とする運用の範囲 

締結前 初期締結 

 

圧縮永久ひずみ  時 

の復元量   

フランジ開口量 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第７図 原子炉格納容器圧力の 168 時間以降の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８図 原子炉格納容器温度の 168 時間以降の考え方 
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＜7日間（168時間）以降の放射線照射量と閉じ込め機能の関係について＞ 

時間経過によるシール材の長期的な影響を調査する。ここでは，ドライウェ

ル主フランジや機器搬入口等に使用されている改良ＥＰＤＭ製シール材を用い

て，168 時間以降の累積放射線照射量・時間とシール材料の劣化挙動を確認す

るため，シール材の基礎特性試験を実施した。試験結果を第４表に示す。累積

放射線照射量による影響は，試験結果より，有意な変化がないことから，7 日

間以降のシール機能は，維持できる。 

 
第４表 改良ＥＰＤＭ製シール材の累積放射線照射量とひずみ率の関係 

累積放射線照射量 ひずみ率 

試験条件 

雰囲気：蒸気環境 

温度・劣化時間：200℃・168 時間＋150℃・168時間 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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添付資料 1.9.7 

手順のリンク先について 

 

水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等について，手

順のリンク先を以下に取りまとめる。 

 

1. 1.9.2.1(2)ｂ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容器内の水素排

出 

・格納容器フィルタベント系補機類の操作手順 

＜リンク先＞ 1.7.2.1(1)ａ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容

器内の減圧及び除熱 

2. 1.9.2.1(3)ｂ．格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器内の水素濃度及

び酸素濃度の監視 

・代替交流電源設備からの電源供給手順 

＜リンク先＞ 1.14.2.1(1)ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及び

Ｍ／Ｃ Ｄ系受電 

1.14.2.1(1)ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ 

Ｄ系受電 

・原子炉補機代替冷却系による冷却水確保手順 

＜リンク先＞ 1.5.2.2(1)ａ．原子炉補機代替冷却系による除熱 

3. 1.9.2.2 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備の電

源を代替電源設備から給電する手順 

・代替電源設備により給電する手順 

＜リンク先＞ 1.14.2.1(1)ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及び

Ｍ／Ｃ Ｄ系受電 

1.14.2.1(1)ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ 

Ｄ系受電 

1.14.2.3(1)ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電機車による

ＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセン

タ受電 

1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直

流電源設備による給電 

1.14.2.2(1)ｂ．可搬型直流電源設備による給電 

4. 1.9.2.3 その他の手順項目について考慮する手順 

・原子炉補機代替冷却系による冷却水確保手順 

＜リンク先＞ 1.5.2.2(1)ａ．原子炉補機代替冷却系による除熱 

・格納容器フィルタベント系補機類の操作手順 

＜リンク先＞ 1.7.2.1(1)ａ．格納容器フィルタベント系による原子炉格納容

器内の減圧及び除熱 
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・常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，可搬型代替交流

電源設備として使用する高圧発電機車，常設代替直流電源設備として使用す

るＳＡ用115V系蓄電池，可搬型直流電源設備として使用する高圧発電機車，

ＳＡ用115V系充電器による可燃性ガス濃度制御系再結合器ブロア，可燃性ガ

ス濃度制御系再結合器，電動弁及び監視計器への電源供給手段並びに可搬式

窒素供給装置，常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，

可搬型代替交流電源設備として使用する高圧発電機車への燃料給油手順 

＜リンク先＞ 1.14.2.1(1)ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及び

Ｍ／Ｃ Ｄ系受電 

1.14.2.1(1)ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ 

Ｄ系受電 

1.14.2.3(1)ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電機車による

ＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセン

タ受電 

1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直

流電源設備による給電 

1.14.2.2(1)ｂ．可搬型直流電源設備による給電 

1.14.2.5(1)  ガスタービン発電機用軽油タンク又はディー

ゼル燃料貯蔵タンクからタンクローリへの補

給 

1.14.2.5(2)  タンクローリから各機器等への給油 

・操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順 

＜リンク先＞ 1.15.2.1 監視機能喪失 

1.15.2.2 計測に必要な電源の喪失 
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1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.10.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方

(2) 対応手段と設備の選定の結果

ａ．水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対応手段及び設備 

(a) 水素濃度制御による原子炉建物等の損傷防止

(b) 原子炉格納容器外への水素ガス漏えい抑制

(c) 水素ガス排出による原子炉建物等の損傷防止

(d) 重大事故等対処設備と自主対策設備

ｂ．手順等 

1.10.2 重大事故等時の手順 

1.10.2.1 原子炉格納容器外への水素ガス漏えい抑制のための対応手順 

(1) 原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水（淡水／海水）

1.10.2.2 水素爆発による原子炉建物等の損傷防止のための対応手順 

(1) 原子炉建物内の水素濃度監視

(2) 原子炉建物ブローアウトパネル開放による水素排出

1.10.2.3 水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備の電源を

代替電源設備から給電する手順 

1.10.2.4 その他の手順項目について考慮する手順 

1.10.2.5 重大事故等時の対応手段の選択 

添付資料 1.10.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料 1.10.2 自主対策設備仕様 

添付資料 1.10.3 対応手段として選定した設備の電源構成図 

添付資料 1.10.4 重大事故対策の成立性 

1. 原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水

（淡水／海水）

2. 原子炉建物ブローアウトパネル開放による水素排出

添付資料 1.10.5 解釈一覧 

1．操作手順の解釈一覧

2．操作の成立性の解釈一覧 

3．弁番号及び弁名称一覧 

添付資料 1.10.6 手順のリンク先について
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1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、炉心の著しい損傷が発生した場合において原

子炉建屋その他の原子炉格納容器から漏えいする気体状の放射性物質を格納

するための施設（ 以下「原子炉建屋等」という。）の水素爆発による損傷を

防止する必要がある場合には、水素爆発による当該原子炉建屋等の損傷を防止

するために必要な手順等が適切に整備されているか、又は整備される方針が適

切に示されていること。 

【解釈】 

１ 「水素爆発による当該原子炉建屋等の損傷を防止するために必要な手順等」

とは、以下に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うため

の手順等をいう。 

ａ） 炉心の著しい損傷が発生した場合において原子炉建屋等の水素爆発によ

る損傷を防止するため、水素濃度制御設備又は水素排出設備により、水素

爆発による当該原子炉建屋等の損傷を防止するために必要な手順等を整備

すること。 

ｂ） 水素爆発による損傷を防止するために必要な設備が、交流又は直流電源

が必要な場合は代替電源設備からの給電を可能とする手順等を整備するこ

と。 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，水素が原子炉格納容器内に放出さ

れ，原子炉格納容器から原子炉建物に漏えいした場合においても，水素爆発によ

る原子炉建物等の損傷を防止するための対処設備を整備する。ここではこの対処

設備を活用した手順等について説明する。 
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1.10.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器内で発生した

水素ガスが原子炉格納容器から原子炉棟に漏えいした場合に,水素爆発によ

る原子炉建物等の損傷を防止するための対応手段及び重大事故等対処設備を

選定する。  

また，原子炉格納容器外への水素ガスの漏えいを抑制するための対応手段

及び重大事故等対処設備を選定する。 

重大事故等対処設備のほかに，柔軟な事故対応を行うための対応手段と自

主対策設備※1を選定する。 

※１ 自主対策設備：技術基準上のすべての要求事項を満たすことやすべ

てのプラント状況において使用することは困難で

あるが，プラント状況によっては，事故対応に有効

な設備。 

 

選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基準（以下「審査基

準」という。）だけでなく，設置許可基準規則第五十三条及び技術基準規則

第六十八条（以下「基準規則」という。）の要求機能を満足する設備が網羅

されていることを確認するとともに，自主対策設備との関係を明確にする。 

 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

審査基準及び基準規則からの要求により選定した対応手段と，その対応に

使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備を以下に示す。 

なお，対応に使用する重大事故等対処設備及び自主対策設備と整備する手

順についての関係を第 1.10－1表に整理する。 

 

ａ．水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対応手段及び設備 

(a) 水素濃度制御による原子炉建物等の損傷防止 

ⅰ 静的触媒式水素処理装置による水素濃度抑制 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器内で発

生した水素ガスが原子炉格納容器から原子炉建物に漏えいした場合

に，原子炉建物内の水素濃度の上昇を抑制し，水素爆発を防止するた

め，静的触媒式水素処理装置により漏えいした水素ガスと酸素ガスを

触媒反応によって再結合させる手段がある。 

なお，静的触媒式水素処理装置は触媒反応により受動的に起動する

設備であり，運転員による起動操作は必要としない。 

静的触媒式水素処理装置による水素濃度抑制で使用する設備は以

下のとおり。 

・静的触媒式水素処理装置 
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・静的触媒式水素処理装置入口温度

・静的触媒式水素処理装置出口温度

・原子炉棟

ⅱ 原子炉建物内の水素濃度監視 

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉建物内の水素濃

度が変動する可能性のある範囲にわたり水素濃度を測定し，監視する

手段がある。 

原子炉建物内の水素濃度監視で使用する設備は以下のとおり。 

・原子炉建物水素濃度

上記設備は原子炉棟に７個（そのうち，原子炉建物４階（燃料取替

階）に２個）設置している。 

ⅲ 代替電源による必要な設備への給電 

上記「(a)ⅰ .静的触媒式水素処理装置による水素濃度抑制」及び

「(a)ⅱ．原子炉建物内の水素濃度監視」で使用する設備について，全

交流動力電源又は直流電源喪失時に，代替電源設備から給電する手段

がある。 

代替電源による必要な設備への給電で使用する設備は以下のとおり。 

・常設代替交流電源設備

・可搬型代替交流電源設備

・常設代替直流電源設備

・可搬型直流電源設備

また，上記常設代替直流電源設備への継続的な給電で使用する設備

は以下のとおり。 

・常設代替交流電源設備

・可搬型代替交流電源設備

(b) 原子炉格納容器外への水素ガス漏えい抑制

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器頂部を冷

却してドライウェル主フランジのシール材の熱劣化を緩和することによ

り，ドライウェル主フランジからの水素ガス漏えいを抑制し，原子炉建

物等の水素爆発を防止する手段がある。 

ⅰ 原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水 

輪谷貯水槽（西）を水源として大量送水車により原子炉ウェルに注

水し，原子炉格納容器頂部を冷却することで，ドライウェル主フランジ

からの水素ガスの漏えいを抑制する。 

原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水で使用する設

備は以下のとおり。 
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・大量送水車 

・輪谷貯水槽（西） 

・ホース・接続口 

・原子炉ウェル代替注水系配管・弁 

・燃料プール冷却系配管・弁 

・原子炉ウェル 

・燃料補給設備 

また，原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水は，輪

谷貯水槽（西）の淡水だけでなく，海水も利用できる。 

 

(c) 水素ガス排出による原子炉建物等の損傷防止 

ⅰ 原子炉建物ブローアウトパネル開放による水素ガスの排出 

原子炉建物内に水素ガスが漏えいし，原子炉建物内の水素濃度が上

昇した場合，原子炉建物ブローアウトパネルを開放し，原子炉建物４

階（燃料取替階）天井部の水素ガスを大気へ排出することで，原子炉

建物内における水素ガスの滞留を防止する手段がある。 

原子炉建物ブローアウトパネル開放による水素ガスの排出で使用す

る設備は以下のとおり。 

・原子炉建物ブローアウトパネル 

・大型送水ポンプ車 

・ホース 

・放水砲 

・燃料補給設備 

 

(d) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

水素濃度制御による原子炉建物等の損傷防止で使用する設備のうち，

静的触媒式水素処理装置，静的触媒式水素処理装置入口温度，静的触媒

式水素処理装置出口温度，原子炉棟，原子炉建物水素濃度，常設代替直

流電源設備，可搬型直流電源設備，常設代替交流電源設備及び可搬型代

替交流電源設備は重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備が

すべて網羅されている。 

（添付資料 1.10.1） 

 

以上の重大事故等対処設備により，炉心の著しい損傷が発生した場合

においても，水素爆発による原子炉建物等の破損を防止することができ

る。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備で

あるため，自主対策設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・原子炉ウェル代替注水系 
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原子炉格納容器からの水素ガス漏えいを防止する効果に不確かさは

あるが，原子炉格納容器頂部を冷却してドライウェル主フランジのシ

ール材の熱劣化を緩和することにより原子炉建物への水素漏えいを抑

制できることから有効である。 

・原子炉建物ブローアウトパネル 

原子炉建物ブローアウトパネルを開放する操作であり放射性物質を

低減する機能はないが，仮に原子炉建物内に漏えいした水素ガスが静

的触媒式水素処理装置で処理しきれない場合において水素ガスを排出

することで原子炉建物内における水素ガスの滞留を防止する手段とし

て有効である。 

（添付資料 1.10.2） 

 

ｂ．手順等 

上記「ａ．水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための対応手

段及び設備」により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として事故時操作要

領書（シビアアクシデント）」（以下「ＳＯＰ」という。）及び原子力災

害対策手順書（以下「ＥＨＰ」という。）に定める。（第 1.10－1表） 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器及び給電が必要となる設備

についても整備する。（第 1.10－2 表，第 1.10－3表） 

（添付資料 1.10.3） 
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1.10.2 重大事故等時の手順 

1.10.2.1 原子炉格納容器外への水素ガス漏えい抑制のための対応手順 

(1) 原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水（淡水／海水）

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉建物等の水素爆発を防

止するため，輪谷貯水槽（西）を水源として原子炉ウェル代替注水系により

原子炉ウェルに注水することで原子炉格納容器頂部を冷却し，原子炉格納容

器から原子炉建物への水素ガス漏えいを抑制する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１において，原子炉格納容器内の温度が 171℃ を

超えるおそれがある場合で，原子炉ウェル代替注水系が使用可能な場合。※２ 

※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器内のガン

マ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10倍を超えた

場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ(ＣＡＭＳ)が使用できない場

合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認した場合。 

※２：設備に異常がなく，燃料及び水源（輪谷貯水槽（西））が確保されて

いる場合。 

ｂ．操作手順 

原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水手順の概要は以下

のとおり。手順の対応フローを第 1.10－1図及び第 1.10－2図に，概要図を

第 1.10－3図に，タイムチャートを第 1.10－4図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に原子炉ウェル代替

注水系による原子炉ウェルへの注水の準備開始を指示する。

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に原子炉ウェ

ル代替注水系による原子炉ウェルへの注水準備のため，大量送水車の配

置，ホース接続及び起動操作を依頼する。 

③緊急時対策本部は，緊急時対策要員に原子炉ウェル代替注水系による原

子炉ウェルへの注水の準備を指示する。

④中央制御室運転員Ａは，原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへ

の注水に必要な監視計器の電源が確保されていることを状態表示にて

確認する。

⑤緊急時対策要員は，大量送水車の配置，ホース接続及び起動操作を行い， 

大量送水車による送水準備完了を緊急時対策本部に報告する。また， 緊

急時対策本部は当直長に報告する。

⑥中央制御室運転員Ａは，原子炉格納容器内の温度が 171℃に到達したこ

とを確認し，当直副長に報告する。

⑦当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策要員に原子炉ウェ

ル代替注水系による原子炉ウェルへの注水開始を指示する。

⑧緊急時対策要員は，ＡＲＷＦ Ａ-注水ライン流量調整弁又はＡＲＷＦ

1.10-7

838



Ｂ-注水ライン流量調整弁のどちらかを開操作して送水流量を必要流量 

に調整し，送水開始について当直長に報告する。また，当直長は緊急時 

対策本部に報告する。 

⑨中央制御室運転員Ａは，原子炉ウェルに注水が開始されたことを上部ド

ライウェル内雰囲気温度指示値により確認し，当直副長に報告する。

⑩当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策要員にドライウェ

ル主フランジが冠水するために必要な注水量の注水及び注水後の停止

操作を依頼する。 

⑪緊急時対策要員は，ドライウェル主フランジが冠水するために必要な注

水量の注水及び停止したことを当直長に報告する。また，当直長は，緊

急時対策本部に報告する。

ｃ．操作の成立性 

輪谷貯水槽（西）を水源とした原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェ

ルへの注水操作は，中央制御室運転員１名及び緊急時対策要員 12名にて作

業を実施した場合，作業開始を判断してから原子炉ウェル代替注水系による

原子炉ウェルへの注水開始まで２時間 10分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連絡

設備を整備する。大量送水車からのホース接続は，汎用の結合金具であり，

十分な作業スペースを確保していることから，容易に操作可能である。 

また，車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，暗

闇における作業性についても確保している。 

なお，一度ドライウェル主フランジが冠水するまで注水した後は，蒸発に

よる水位低下を考慮して定期的に注水し，ドライウェル主フランジが冠水す

る水位を維持することにより，ドライウェル主フランジのシール部温度をシ

ールの健全性を保つことができる温度以下に抑えることが可能である。 

（添付資料 1.10.4-1） 
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1.10.2.2 水素爆発による原子炉建物等の損傷防止のための対応手順 

(1) 原子炉建物内の水素濃度監視 

炉心の著しい損傷が発生した場合，原子炉格納容器内で発生した水素ガス

が原子炉格納容器から原子炉棟に漏えいする可能性があることから，原子炉

建物水素濃度にて原子炉建物４階（燃料取替階）壁面及び天井付近の水素濃

度，非常用ガス処理系吸込配管付近の水素濃度及び原子炉建物４階（燃料取

替階）以外のエリアの水素濃度（以下「原子炉建物内の水素濃度」という。）

を監視する。また，静的触媒式水素処理装置の動作状況を確認するため，静

的触媒式水素処理装置入口温度及び静的触媒式水素処理装置出口温度を監視

する。 

   また，非常用ガス処理系吸込配管付近の水素濃度の上昇を確認した場合は， 

非常用ガス処理系の系統内での水素爆発を回避するため，非常用ガス処理系

を停止する。 

ａ．手順着手の判断基準 

炉心損傷を判断した場合※１ 

   ※１：格納容器雰囲気放射線モニタ（ＣＡＭＳ）で原子炉格納容器内のガ

ンマ線線量率が，設計基準事故相当のガンマ線線量率の 10倍を超

えた場合，又は格納容器雰囲気放射線モニタ(ＣＡＭＳ)が使用でき

ない場合に原子炉圧力容器温度で 300℃以上を確認した場合。 

 

ｂ．操作手順 

原子炉建物内の水素濃度監視手順の概要は以下のとおり。手順の対応フロ

ーを第 1.10－5図に，概要図を第 1.10－6図に，タイムチャートを第 1.10

－7図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断に基づき，中央制御室運転員に原子炉建物  

水素濃度による原子炉建物内の水素濃度の監視及び静的触媒式水素処 

理装置入口温度，静的触媒式水素処理装置出口温度による静的触媒式水 

素処理装置の動作状況の監視を指示する。また，非常用ガス処理系吸込 

配管付近の水度濃度が 1.8vol%に到達した場合は，非常用ガス処理系が 

運転中であれば非常用ガス処理系を停止するよう指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，原子炉建物水素濃度による原子炉建物内の水素 

濃度の監視及び静的触媒式水素処理装置入口温度，静的触媒式水素処理 

装置出口温度による静的触媒式水素処理装置の動作状況の監視を強化 

する。なお，全交流動力電源又は直流電源が喪失した場合は，代替電源 

設備から給電されていることを確認後，原子炉建物内の水素濃度の監視 

及び静的触媒式水素処理装置の動作状況の監視を強化する。 

③中央制御室運転員Ａは，非常用ガス処理系吸込配管付近の水素濃度指示 

 値が 1.8vol%に到達したことを確認した場合は，非常用ガス処理系を停 
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止する。 

ｃ．操作の成立性 

原子炉建物内の水素濃度の監視及び静的触媒式水素処理装置の動作状況

の監視は，中央制御室運転員１名にて対応を実施する。 

また，非常用ガス処理系の停止操作は，中央制御室運転員１名にて作業を

実施した場合，作業開始を判断してから非常用ガス処理系の停止まで 10分

以内で可能である。 

(2) 原子炉建物ブローアウトパネル開放による水素排出

炉心の著しい損傷が発生した場合，原子炉建物内の水素濃度が可燃限界に

達する前に，原子炉建物ブローアウトパネルを開放することにより，原子炉

建物４階（燃料取替階）天井部に滞留した水素ガスを大気へ排出し，原子炉

建物の水素爆発を防止する。 

また，原子炉建物ブローアウトパネルを開放する場合は，放水砲を用いた

原子炉建物への放水を実施する。なお，放水砲を用いた原子炉建物への放水

については，「1.12.2.1(1)a.大型送水ポンプ車及び放水砲による大気への放

射性物質の拡散抑制」にて整備する。 

ａ．手順着手の判断基準 

原子炉建物内の水素濃度の上昇により格納容器ベントを実施したにもか 

かわらず，原子炉建物内の水素濃度が低下しない場合。 

ｂ．操作手順 

原子炉建物ブローアウトパネル開放操作の概要は以下のとおり。手順の対

応フローを第 1.10－5図に，概要図を第 1.10－8図に，タイムチャートを第

1.10－9図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由して，原子炉

建物ブローアウト・ パネル開放の実施を緊急時対策本部に依頼する。 

また，運転員に原子炉 建物４階（燃料取替階）天井付近の水素濃度を

継続的に監視するよう指示する。

②中央制御室運転員Ａは，原子炉建物内の水素濃度の監視に必要な監視計

器の電源が確保されていることを状態表示にて確認する。

③緊急時対策本部は，原子炉建物ブローアウトパネルの開放の準備開始

を緊急時対策要員に指示する。

④緊急時対策要員は，工具を準備し，原子炉建物ブローアウトパネルの

開放の準備完了を緊急時対策本部に報告する。

⑤緊急時対策本部は，原子炉建物ブローアウトパネルの開放の実施を緊

急時対策要員に指示する。

⑥緊急時対策要員は，原子炉建物ブローアウトパネルの開放を実施し，

1.10-10

841



緊急時対策本部に報告する。また，緊急時対策本部は当直長に報告する。 

⑦中央制御室運転員Ａは，原子炉建物ブローアウトパネルの開放により 

原子炉建物４階（燃料取替階）の原子炉建物水素濃度指示値が低下した 

ことを確認し，当直副長に報告する。 

 

ｃ．操作の成立性 

上記の操作は，中央制御室運転員１名及び緊急時対策要員３名にて作業を

実施した場合，作業開始を判断してから原子炉建物ブローアウトパネルの開

放まで１時間 30分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，通信連絡設備を整備する。

反力受けブラケット及び原子炉建物ブローアウトパネル開放用ワイヤーロ

ープのレバーブロックへの取り付け，レバーブロックの操作は容易に実施可

能である。 

また，ヘッドライト及び懐中電灯を用いることで，暗闇における作業性に

ついても確保している。なお，放射性物質の放出が予想されることから，防

護具を装備して作業を行う。 

（添付資料 1.10.4-2） 

 

1.10.2.3 水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備の電源を

代替電源設備から給電する手順 

炉心の著しい損傷が発生し，全交流動力電源又は直流電源が喪失した場合に，

水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するために使用する設備へ代替電源

設備により給電する手順を整備する。 

代替電源設備により給電する手順については，「1.14 電源の確保に関する

手順等」にて整備する。 

 

1.10.2.4 その他の手順項目について考慮する手順 

輪谷貯水槽（西）への水の補給手段及び水源から接続口までの大量送水車に

よる送水手順については，「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順

等」にて整備する。 

常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，常設代替直流電

源設備として使用するＳＡ用 115V系充電器，可搬型代替交流電源設備として使

用する高圧発電機車，可搬型直流電源設備として使用する高圧発電機車，ＳＡ

用 115V系充電器，大量送水車及び大型送水ポンプ車への燃料補給手順について

は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

放水砲を用いた原子炉建物への放水については，「1.12 発電所外への放射

性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 

操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は「1.15 事故時の計装に関す

る手順等」にて整備する。 
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1.10.2.5 重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選択フロー

チャートを第 1.10-10図に示す。

(1) 原子炉ウェル注水

炉心の著しい損傷が発生した場合において，ドライウェル主フランジから

の水素ガス漏えいを抑制するため，原子炉格納容器内の温度の上昇が継続し

ている場合で，原子炉ウェル代替注水系が使用可能であれば原子炉ウェル代

替注水系による原子炉ウェルへの注水を実施する。 

(2) 原子炉建物内の水素濃度監視及び原子炉建物ブローアウトパネル開放

原子炉建物４階（燃料取替階）の水素濃度を原子炉建物水素濃度により監

視し，静的触媒式水素処理装置の動作状況を静的触媒式水素処理装置入口温

度及び静的触媒式水素処理装置出口温度により監視する。 

静的触媒式水素処理装置の動作により，原子炉建物内の水素濃度の上昇は

抑制されるが，仮に原子炉棟内に漏えいした水素ガスが静的触媒式水素処理

装置で処理しきれない場合は，非常用ガス処理系吸込配管付近の水素濃度指

示値が 1.8vol%到達後非常用ガス処理系を停止するとともに，水素ガスの発

生源を断つため，格納容器ベント操作を実施する。 

それでもなお原子炉建物内の水素濃度が低下しない場合は，原子炉建物の

水素爆発を防止するため，原子炉建物ブローアウトパネル開放により水素ガ

スの排出を実施する。
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第 1.10－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

 

対応手段，対処設備，手順書一覧（１／２） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

水
素
濃
度
制
御
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
防
止 

― 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

に
よ
る
水
素
濃
度
抑
制 

静的触媒式水素処理装置 ※１ 

静的触媒式水素処理装置入口 

温度※１ 

静的触媒式水素処理装置出口 

温度※１ 

原子炉棟 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

― ※１ 

原
子
炉
建
物
内
の 

水
素
濃
度
監
視 

原子炉建物水素濃度 
重
大
事
故
等
対
処
設
備 

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント） 

「水素」 

代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な 

設
備
へ
の
給
電 

常設代替交流電源設備 ※２ 

可搬型代替交流電源設備 ※２ 

常設代替直流電源設備 ※２ 

可搬型直流電源設備 ※２ 
重
大
事
故
対
処
設
備 

― ※２ 

※１：静的触媒式水素処理装置は，中央制御室運転員による操作不要の原子炉建物水素濃度制御設備である。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

※３：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。 

※４：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。 
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対応手段，対処設備，手順書一覧（２／２） 

※１：静的触媒式水素処理装置は，中央制御室運転員による操作不要の原子炉建物水素濃度制御設備である。 

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

※３：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。

※４：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
外
へ
の
水
素
ガ
ス
漏
え
い
抑
制

― 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
代
替
注
水
系
に
よ
る

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）

大量送水車 

ホース・接続口

原子炉ウェル代替注水系配管・

弁

燃料プール冷却系配管・弁

輪谷貯水槽（西）※３

原子炉ウェル

燃料補給設備 ※２

自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント）

「注水-1」

「注水-4」

水
素
ガ
ス
排
出
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
防
止

― 

原
子
炉
建
物
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放

原子炉建物ブローアウトパネル

大型送水ポンプ車 ※４ 

ホース ※４

放水砲 ※４

燃料補給設備※２

自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント）

「水素」

原子力災害対策手順書 

「水素爆発防止のための 

原子炉建物ブローアウト・ 

パネル開放手順」 
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第 1.10－2表 重大事故等対処に関わる監視計器 

監視計器一覧（１／２） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.10.2.1 原子炉格納容器外への水素ガス漏えい抑制のための対応手順 

(1) 原子炉ウェル注水

事故時操作要領

書（シビアアクシ

デント） 

「注水-1」 

「注水-4」 

原子力災害対策

手順書 

「大量送水車を

使用した送水」 

判
断
基
準

原子炉格納容器内の放射線

量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（ドライウェル）  

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（サプレッション・チェンバ）

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（サプレッション・チェンバ）

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度（ＳＡ） 

水源の確認 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

操
作

原子炉格納容器内の温度 ドライウェル温度（ＳＡ） 

原子炉ウェルへの注水量 原子炉ウェル水位 

補機監視機能 大量送水車ポンプ出口圧力 

水源の確認 
輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 
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監視計器一覧（２／２） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.10.2.2 水素爆発による原子炉建物等の損傷防止のための対応手順 

(1) 原子炉建物内の水素濃度監視

事故時操作要領

書（シビアアクシ

デント） 

「水素」 

判
断
基
準

原子炉格納容器内の放射線

量率 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（ドライウェル）  

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（ドライウェル） 

Ａ－格納容器雰囲気放射線モニタ 

（サプレッション・チェンバ）

Ｂ－格納容器雰囲気放射線モニタ

（サプレッション・チェンバ）

原子炉圧力容器内の温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉建物内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉棟地上４階

・原子炉棟地上２階

・原子炉棟地上１階

・原子炉棟地下１階

静的触媒式水素処理装置入口温度

静的触媒式水素処理装置出口温度

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

操
作

原子炉建物内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉棟地上４階

・原子炉棟地上２階

・原子炉棟地上１階

・原子炉棟地下１階

静的触媒式水素処理装置入口温度

静的触媒式水素処理装置出口温度

補機監視機能 
Ａ－非常用ガス処理系系統流量 

Ｂ－非常用ガス処理系系統流量 

1.10.2.2 水素爆発による原子炉建物等の損傷防止のための対応手順 

(2) 原子炉建物ブローアウトパネル開放

事故時操作要領

書（シビアアクシ

デント） 

「水素」 

原子力災害対策

手順書 

「水素爆発防止

のための原子炉

建物水素放出装

置開放手順」  

判
断
基
準

静的触媒式水素処理装置の

反応状態監視 

静的触媒式水素処理装置入口温度 

静的触媒式水素処理装置出口温度 

原子炉建物内の水素濃度 
原子炉建物水素濃度 

・原子炉棟地上４階

操
作 原子炉建物内の水素濃度 

原子炉建物水素濃度 

・原子炉棟地上４階

・原子炉棟地上２階

・原子炉棟地上１階

・原子炉棟地下１階
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第 1.10－3 表 審査基準における要求事項毎の給電対象設備 

対象条文 供給対象設備 
給電元 

給電母線 

【1.10】 

水素爆発による原子炉建屋等 

の損傷を防止するための手順等 

静的触媒式水素処理装置 

入口温度 

静的触媒式水素処理装置 

出口温度 

常設代替直流電源設備 

可搬型直流電源設備 

常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

ＳＡ用115V系 

原子炉建物水素濃度 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

Ｃ／Ｃ Ｄ系 

ＳＡ－Ｃ／Ｃ 

中央制御室監視計器類 常設代替交流電源設備 

可搬型代替交流電源設備 

計装Ｃ／Ｃ Ｃ系 

計装Ｃ／Ｃ Ｄ系 

1.10-17
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第 1.10－10 図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート 

・静的触媒式水素処理装置入口温度

・静的触媒式水素処理装置出口温度

・原子炉建物水素濃度監視

原子炉建物ブローアウトパネル開放

原子炉ウェル代替注水系による 

原子炉ウェル注水（淡水／海水） 

Yes 

No 

No 

Yes 

【凡例】

：プラント状態

：操作，確認

：判断

：重大事故等対処設備

炉心の著しい損傷の発生 

 原子炉格納容器内の 

温度上昇継続

原子炉建物内の 

水素濃度の上昇あり 

原子炉建物内の 

水素濃度が低下しない

格納容器ベント

Yes 

No 
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添付資料 1.10.1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（１／２） 

：重大事故等対処設備 

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設 

新設 

解釈 

対応番号 
機能 機器名称 

常設 

可搬 

必要時間何に

使用可能か 

対応可能な人数 

で使用可能か 
備考 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装

置
に
よ
る
水
素
濃
度
抑
制

静的触媒式水素処理装置 新設 

①
②
④
⑤

原
子
炉
建
物
ブ
ロ
ー
ア
ウ

ト
パ
ネ
ル
開
放

原子炉建物ブロー 

アウトパネル
常設 

1時間 3人 

自 主

対 策

と す

る 理

由 は

本 文

参照 

静的触媒式水素処理装置 

入口温度 
新設 大型送水ポンプ車 可搬 

静的触媒式水素処理装置 

出口温度 
新設 ホース 可搬 

放水砲 可搬 

― ― 燃料補給設備 
常設 

可搬 
原
子
炉
建
物

内
の
水
素
濃

度
監
視

原子炉建物水素濃度 新設 ①
④
⑥

― ― ― ― 

― ― 

代
替
電
源
に
よ

る
必
要
な
設
備

へ
の
給
電

常設代替交流電源設備 新設 

①
②
④
⑦

― ― ― ― ― ― 
可搬型代替交流電源設備 新設 

常設代替直流電源設備 新設 

可搬型直流電源設備 新設 

― ― ― 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
代
替
注
水
系
に
よ

る
原
子
炉
ウ
ェ
ル
注
水
（
淡
水
／
海

水
）

大量送水車 可搬 

2 時間 10分 14人 

自 主

対 策

と す

る 理

由 は

本 文

参照 

ホース・接続口
常設 

可搬 

原子炉ウェル代替 

注水系配管・弁 
常設 

燃料プール冷却系 配管・弁 常設 

輪谷貯水槽（西） 常設 

原子炉ウェル 常設 

燃料補給設備 
常設 

可搬 

技術的能力審査基準（1.10） 番号 

【本文】 

発電用原子炉設置者において、炉心の著しい損

傷が発生した場合において原子炉建屋その他

の原子炉格納容器から漏えいする気体状の放

射性物質を格納するための施設（ 以下「原子

炉建屋等」という。）の水素爆発による損傷を

防止する必要がある場合には、水素爆発による

当該原子炉建屋等の損傷を防止するために必

要な手順等が適切に整備されているか、又は整

備される方針が適切に示されていること。 

① 

【解釈】 

１ 「水素爆発による当該原子炉建屋等の損傷

を防止するために必要な手順等」とは、以下

に掲げる措置又はこれらと同等以上の効果

を有する措置を行うための手順等をいう。 

－ 

ａ） 炉心の著しい損傷が発生した場合におい

て原子炉建屋等の水素爆発による損傷を防止

するため、水素濃度制御設備又は水素排出設備

により、水素爆発による当該原子炉建屋等の損

傷を防止するために必要な手順等を整備する

こと。 

② 

ｂ） 水素爆発による損傷を防止するために必

要な設備が、交流又は直流電源が必要な場合は

代替電源設備からの給電を可能とする手順等

を整備すること。 ③ 

設置許可基準規則（53条） 技術基準規則（68条） 番号 

【本文】 

発電用原子炉施設には、炉心の著しい損

傷が発生した場合において原子炉建屋そ

の他の原子炉格納容器から漏えいする気

体状の放射性物質を格納するための施設

（以下「原子炉建屋等」という。）の水素

爆発による損傷を防止する必要がある場

合には、水素爆発による当該原子炉建屋

等の損傷を防止するために必要な設備を

設けなければならない。 

【本文】 

発電用原子炉施設には、炉心の著しい損

傷が発生した場合において原子炉建屋

その他の原子炉格納容器から漏えいす

る気体状の放射性物質を格納するため

の施設（以下「原子炉建屋等」という。）

の水素爆発による損傷を防止する必要

がある場合には、水素爆発による当該原

子炉建屋等の損傷を防止するために必

要な設備を施設しなければならない。 

④ 

【解釈】 

１ 第５３条に規定する「水素爆発による

当該原子炉建屋等の損傷を防止するため

に必要な設備」とは、以下に掲げる措置

又はこれらと同等以上の効果を有する措

置を行うための設備をいう。 

【解釈】 

１ 第６８条に規定する「水素爆発によ

る当該原子炉建屋等の損傷を防止する

ために必要な設備」とは、以下に掲げる

措置又はこれらと同等以上の効果を有

する措置を行うための設備をいう。 

－ 

ａ）水素濃度制御設備（制御により原子

炉建屋等で水素爆発のおそれがないこと

を示すこと。）又は水素排出設備（動的機

器等に水素爆発を防止する機能を付ける

こと。放射性物質低減機能を付けるこ

と。）を設置すること。 

ａ）水素濃度制御設備（制御により原子

炉建屋等で水素爆発のおそれがないこ

とを示すこと。）又は水素排出設備（動

的機器等に水素爆発を防止する機能を

付けること。）を設置すること。 

⑤ 

ｂ）想定される事故時に水素濃度が変動

する可能性のある範囲で推定できる監視

設備を設置すること。 

ｂ）想定される事故時に水素濃度が変動

する可能性のある範囲で推定できる監

視設備を設置すること。 

⑥ 

ｃ）これらの設備は、交流又は直流電源

が必要な場合は代替電源設備からの給電

を可能とすること。 

ｃ）これらの設備は、交流又は直流電源

が必要な場合は代替電源設備からの給

電を可能とすること。 

⑦
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(２／２) 

技術的能力審査基準（1.10） 適合方針 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、炉心の著し

い損傷が発生した場合において原子炉建屋

その他の原子炉格納容器から漏えいする気

体状の放射性物質を格納するための施設

（ 以下「原子炉建屋等」という。）の水素爆

発による損傷を防止する必要がある場合に

は、水素爆発による当該原子炉建屋等の損傷

を防止するために必要な手順等が適切に整

備されているか、又は整備される方針が適切

に示されていること。 

炉心の著しい損傷が発生した場合におい

て，原子炉建物等の水素爆発による損傷を防

止する手段として，原子炉建物内の水素濃度

が変動する可能性のある範囲にわたり水素

濃度を測定し，原子炉建物ブローアウトパネ

ル開放による水素ガスの排出に必要な手順

等を整備する。また，静的触媒式水素処理装

置による水素濃度抑制に必要な手順等を整

備する。 

【解釈】 

１ 「水素爆発による当該原子炉建屋等の損

傷を防止するために必要な手順等」と

は、以下に掲げる措置又はこれらと同等

以上の効果を有する措置を行うための

手順等をいう。 

－ 

ａ） 炉心の著しい損傷が発生した場合に

おいて原子炉建屋等の水素爆発によ

る損傷を防止するため、水素濃度制御

設備又は水素排出設備により、水素爆

発による当該原子炉建屋等の損傷を

防止するために必要な手順等を整備

すること。 

炉心の著しい損傷が発生した場合におい

て，原子炉建物等の水素爆発による損傷を防

止する手段として，原子炉建物内の水素濃度

が変動する可能性のある範囲を監視し，ブロ

ーアウトパネル開放により水素ガスを排出

し，水素濃度抑制設備である静的触媒式水素

処理装置により水素濃度の上昇を抑制する

ために必要な手順等を整備する。 

ｂ） 水素爆発による損傷を防止するため

に必要な設備が、交流又は直流電源が

必要な場合は代替電源設備からの給

電を可能とする手順等を整備するこ

と。 

炉心の著しい損傷が発生し，全交流動力又

は直流電源が喪失した場合においても，原子

炉建物等の水素爆発による損傷を防止する

ために必要な設備（静的触媒式水素処理装置

及び原子炉建物内の水素濃度）へ代替電源設

備（常設代替直流電源設備及び可搬型代替直

流電源設備並びに常設代替交流電源設備及

び可搬型代替交流電源設備）により給電する

手順を整備する。 

なお，電源の供給に関する手順について

は，「1.14 電源の確保に関する手順等」に

て整備する。 
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添付資料 1.10.2 

自主対策設備仕様 

機器名称 
常設 

／可搬 
耐震性 容量 揚程 個数 

大量送水車 可搬 
― 

（Ss機能維持） 
120m3/h ― １台 
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添付資料 1.10.4-1 

重大事故対策の成立性 

１．原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水（淡水／海水） 

ａ.操作概要 

  緊急時対策本部は，原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水が

必要な状況において，外部接続口（ホース接続箇所）及び水源を選定し，取水

箇所まで移動するとともに，送水ルートを確保した後，原子炉ウェル代替注水

系として使用する大量送水車により原子炉ウェルに送水する。 

ｂ.作業場所 

  屋外（原子炉建物西側周辺，原子炉建物南側周辺，取水箇所（輪谷貯水槽（西）

周辺） 

ｃ.必要要員数及び想定時間 

  原子炉ウェル代替注水系による原子炉ウェルへの注水として，最長時間を要

する第４保管エリア，第３保管エリアの可搬型設備による輪谷貯水槽（西）を

使用した送水に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数：12名（緊急時対策要員 12名） 

想定時間 ：２時間 10分以内（所要時間目安※１：１時間 41分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【緊急時対策要員６名】（原子炉建物南側接続口周辺作業） 

●緊急時対策所～第４保管エリア移動：想定時間 35分，所要時間目安 32分

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所～第４保管エリア）

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第４保管エリア）

●送水準備（ホース敷設及びヘッダ接続）：想定時間 55分，所要時間目安 34

分 

・移動：所要時間目安４分（移動経路：第４保管エリア～原子炉建物西側法

面） 

・送水準備（ホース敷設及びヘッダ接続）：所要時間目安 30分（原子炉建物

側法面，原子炉建物南側接続口周

辺） 
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●送水準備（ヘッダ～原子炉建物南側接続口）：想定時間 25分，所要時間目安

21分 

・送水準備：所要時間目安 15分（ヘッダ～原子炉建物南側接続口）

・系統構成：所要時間目安６分（操作対象２弁：原子炉建物南側接続口周辺） 

【緊急時対策要員６名】（輪谷貯水槽（西）周辺，原子炉建物西側法面周辺作業） 

●緊急時対策所～第３保管エリア移動：想定時間 30分，所要時間目安 28分

・移動：所要時間目安 23分（移動経路：緊急時対策所～第３保管エリア）

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第３保管エリア）

●大量送水車配置：想定時間 15分，所要時間目安 12分

・移動：所要時間目安４分（移動経路：第３保管エリア～輪谷貯水槽（西）） 

・大量送水車配置：所要時間目安８分（輪谷貯水槽（西））

●送水準備（ホース敷設）：想定時間１時間，所要時間目安 37分

・送水準備（ホース敷設）：所要時間目安 32分（輪谷貯水槽（西），原子炉

建物西側法面） 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：原子炉建物西側法面～輪谷貯水槽（西） 

周辺） 

●大量送水車起動，注水開始：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・大量送水車起動，注水開始：所要時間目安 10分（輪谷貯水槽（西））

ｄ.操作の成立性について 

作業環境：車両の作業用照明，ヘッドライト及び懐中電灯により，夜間にお

ける作業性を確保している。また，放射性物質が放出される可能

性があることから，防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，

ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行して作業を行う。 

移動経路：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電灯を携行し

ており，夜間においても接近可能である。また，現場への移動は，

地震等による重大事故等が発生した場合でも安全に移動できる

経路を移動する。 

操作性 ：原子炉ウェル代替注水系として使用する大量送水車からのホース

の接続は，汎用の結合金具であり，容易に実施可能である。 

また，作業エリア周辺には，支障となる設備はなく，十分な作業

スペースを確保している。

連絡手段：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固定型，携帯

型），電力保安通信用電話設備，所内通信連絡設備のうち，使用

可能な設備により緊急時対策本部及び中央制御室との連絡が可

能である。 
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ホース接続作業（昼間） 水中ポンプ設置準備（夜間） ポンプ起動操作（夜間） 
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添付資料 1.10.4-2 

２．原子炉建物ブローアウトパネル開放による水素排出 

（１）原子炉建物ブローアウトパネル開放操作

ａ．操作概要 

レバーブロックを原子炉建物ブローアウトパネル開放用ワイヤーロープ及

び反力受けブラケットに取り付け，レバーブロック操作により原子炉建物ブ

ローアウトパネル開放用ワイヤーロープを引っ張り，原子炉建物ブローアウ

トパネルを開放する。

ｂ．作業場所 

原子炉建物附属棟屋上 

ｃ．必要要員及び想定時間 

 原子炉建物ブローアウトパネルの開放操作に必要な要員数，想定時間は以下

のとおり。 

必要要員数 ：３名（緊急時対策要員） 

想定時間  ：１時間 30分以内（所要時間目安※１：１時間６分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【緊急時対策要員３名】 

●緊急時対策所～２号原子炉建物付属棟屋上移動：想定時間 45分，所要時

間目安 36分 

●原子炉建物ブローアウトパネル開放操作：想定時間 45分，所要時間目安

30分 

ｄ．操作の成立性について 

作業環境：ヘッドライト及び懐中電灯により，夜間における作業性を確保

している。また，放射性物質が放出される可能性があることか

ら，防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，汚

染防護服）を装備して作業を行う。 

移動経路：ヘッドライト及び懐中電灯を携行しており，夜間においても接

近可能である。また，アクセスルート上に支障となる設備はな

い。 

操作性 ：反力受けブラケット及び原子炉建物ブローアウトパネル開放用

ワイヤーロープのレバーブロックへの取り付け及びレバーブロ
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ック操作は容易に実施可能であり，また作業エリア周辺には，

支障となる設備はなく，十分な作業スペースを確保している。 

連絡手段：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固定型，携帯

型），電力保安通信用電話設備，所内通信連絡設備のうち，使用

可能な設備により緊急時対策本部及び中央制御室との連絡が可

能である。 

開放用工具収納箱 原子炉建物ブローアウトパネル 

原子炉建物ブローアウトパネル 

開放準備状態 

ワイヤー，レバーブロック接続作業

レバーブロック，開放用
ワイヤーロープ

原子炉建物 

ブローアウトパネル 

開放用 

ワイヤーロープ

反力受け 

ブラケット 

レバーブロック
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添付資料 1.10.6 

手順のリンク先について 

水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等について，手順の

リンク先を以下に取りまとめる。

1．1.10.2.2(3) 原子炉建物ブローアウトパネル開放 

・放水砲を用いた原子炉建物へ放水手順

＜リンク先＞ 1.12.2.1(1)ａ．大型送水ポンプ車及び放水砲による大気への放

射性物質の拡散抑制 

2．1.10.2.3 水素爆発による原子炉建物等の損傷を防止するための設備の電源を

代替電源設備から給電する手順 

・代替電源設備により給電する手順

＜リンク先＞ 1.14.2.1(1) 代替交流電源設備による給電 

1.14.2.3(1)ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電機車によるＳ 

Ａロードセンタ及びＳＡコントロールセンタ受 

電 

1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流 

電源設備による給電 

1.14.2.2(1)ｂ.可搬型直流電源設備による給電 

3．1.10.2.4 その他の手順項目について考慮する手順 

・放水砲を用いた原子炉建物へ放水手順

＜リンク先＞ 1.12.2.1(1)ａ．大型送水ポンプ車及び放水砲による大気への放 

射性物質の拡散抑制 

・輪谷貯水槽（西）への水の補給手段及び水源から接続口までの大量送水車に

よる送水手順

＜リンク先＞ 1.13.2.1(6)ａ．輪谷貯水槽（西１）及び輪谷貯水槽（西２）を

水源とした大量送水車による送水 

1.13.2.2(2)ｂ．海から輪谷貯水槽（西１）又は輪谷貯水槽（西

２）への補給

・常設代替交流電源設備として使用するガスタービン発電機，常設代替直流電

源設備として使用するＳＡ用115V系充電器，可搬型代替交流電源設備として

使用する高圧発電機車，可搬型直流電源設備として使用する高圧発電機車

，ＳＡ用115V系充電器，大量送水車及び大型送水ポンプ車への燃料補給手順
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＜リンク先＞ 1.14.2.1(1)代替交流電源設備による給電 

1.14.2.3(1)ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電機車によるＳ 

Ａロードセンタ及びＳＡコントロールセンタ受 

電 

1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流 

電源設備による給電 

1.14.2.2(1)ｂ.可搬型直流電源設備による給電 

1.14.2.5(1) ガスタービン発電機用軽油タンク又はディーゼル 

燃料貯蔵タンクからタンクローリへの補給 

1.14.2.5(2) タンクローリから各機器等への給油 

1.14.2.6(1) 非常用交流電源設備による給電 

・操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順

＜リンク先＞ 1.15.2.1 監視機能喪失 

1.15.2.2 計測に必要な電源の喪失 
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1.14 電源の確保に関する手順等 

 

＜目次＞ 

1.14.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方 

(2) 対応手段と設備の選定の結果 

ａ．代替電源（交流）による対応手段及び設備 

(a) 代替交流電源設備による給電 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｂ．代替電源（直流）による対応手段及び設備 

(a) 代替直流電源設備による給電 

(b) 号炉間連絡ケーブルを使用した直流電源確保 

(c) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｃ．代替所内電気設備による対応手段及び設備 

(a) 代替所内電気設備による給電 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｄ．非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手段及び設備 

(a) 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｅ．燃料補給のための対応手段及び設備 

(a) 燃料補給設備による給油 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

ｆ．手順等 

 

1.14.2 重大事故等時の手順 

1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

(1) 代替交流電源設備による給電 

ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電 

ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

ｃ．号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(1) 代替直流電源設備による給電 

ａ．所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備による給電 

ｂ．可搬型直流電源設備による給電 

ｃ．直流給電車による直流盤への給電 

(2) 非常用直流電源喪失時の遮断器用制御電源確保 

ａ．ＳＡ用115V系蓄電池によるＢ－115V系直流盤受電 

ｂ．非常用直流電源喪失時のＡ－115V系直流盤受電 

(3) 号炉間連絡ケーブルを使用した直流電源確保 
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ａ．号炉間連絡ケーブルを使用したＡ－115V系直流盤又はＢ－115V系直流盤受

電 

1.14.2.3 代替所内電気設備による対応手順 

(1) 代替所内電気設備による給電

ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電機車によるＳＡロードセンタ及びＳＡコ

ントロールセンタ受電

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手順 

(1) 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電

ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電 

ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

ｃ．高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ

系受電 

ｄ．号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

1.14.2.5 燃料の補給手順 

(1) ガスタービン発電機用軽油タンク又はディーゼル燃料貯蔵タンクからタン

クローリへの補給

(2) タンクローリから各機器等への給油

1.14.2.6 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(1) 非常用交流電源設備による給電

(2) 非常用直流電源設備による給電

1.14.2.7 その他の手順項目について考慮する手順 

1.14.2.8 重大事故等時の対応手段の選択 
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添付資料1.14.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料1.14.2 重大事故対策の成立性 

(1) ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電 

(2) 高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

(3) 号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

(4) 所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備による給電 

(5) 可搬型直流電源設備による給電 

(6) 直流給電車による直流盤への給電 

(7) ＳＡ用115V系蓄電池によるＢ－115V系直流盤受電 

(8) 非常用直流電源喪失時のＡ－115V系直流盤受電 

(9) 号炉間連絡ケーブルを使用したＡ－115V系直流盤又はＢ－115V系直流盤受

電 

(10) ガスタービン発電機又は高圧発電機車によるＳＡロードセンタ及びＳＡ

コントロールセンタ受電 

(11) 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ 

Ｄ系受電 

(12) ガスタービン発電機用軽油タンク又はディーゼル燃料貯蔵タンクからタ

ンクローリへの補給 

(13) タンクローリから各機器等への給油 

(14) 不要直流負荷（Ａ系）の切離し 

添付資料1.14.3 不要直流負荷切離しリスト 

添付資料1.14.4 動的負荷自動起動防止措置 

(1) 常設代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｍ／Ｃ Ｃ系（又はＤ

系））への給電時の中央制御室における動的負荷の自動起動防止措置 

(2) 可搬型代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｌ／Ｃ Ｃ系（又は

Ｄ系））への給電時の中央制御室における動的負荷の自動起動防止措置 

添付資料1.14.5 受電前準備操作対象リスト 

(1) 常設代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｍ／Ｃ Ｃ系）への給

電時の現場による受電前準備操作対象リスト 

(2) 常設代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｍ／Ｃ Ｄ系）への給

電時の現場による受電前準備操作対象リスト 

(3) 可搬型代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｌ／Ｃ Ｃ系）への

給電時の現場による受電前準備操作対象リスト 

(4) 可搬型代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｌ／Ｃ Ｄ系）への

給電時の現場による受電前準備操作対象リスト 

添付資料1.14.6 常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備からＳＡ電

源切替盤にて電源給電可能な設計基準事故対処設備の電動弁リス

ト 

添付資料1.14.7 審査基準における要求事項ごとの給電対象設備 
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添付資料1.14.8 解釈一覧 

(1) 判断基準の解釈一覧

(2) 操作手順の解釈一覧

(3) 操作の成立性の解釈一覧 
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1.14 電源の確保に関する手順等 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、電源が喪失したことにより重大事故等が発生し

た場合において炉心の著しい損傷、原子炉格納容器の破損、貯蔵槽内燃料体等の

著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体（以下「運転停止中

原子炉内燃料体」という。）の著しい損傷を防止するために必要な電力を確保す

るために必要な手順等が適切に整備されているか、又は整備される方針が適切に

示されていること。 

【解釈】 

１ 「電力を確保するために必要な手順等」とは、以下に掲げる措置又はこれらと

同等以上の効果を有する措置を行うための手順等をいう。 

（１）炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電力の確保

ａ）電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合において、代替電源 

により、炉心の著しい損傷、原子炉格納容器の破損、貯蔵槽内燃料体等の著 

しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必 

要な電力を確保するために必要な手順等を整備すること。 

ｂ）所内直流電源設備から給電されている２４時間内に、十分な余裕を持って 

可搬型代替交流電源設備を繋ぎ込み、給電が開始できること。 

ｃ）複数号機設置されている工場等では、号機間の電力融通を行えるようにし 

ておくこと。また、敷設したケ－ブル等が利用できない状況に備え、予備の 

ケ－ブル等を用意すること。

ｄ）所内電気設備（モーターコントロールセンター(MCC)、パワーセンター(P/C) 

及び金属閉鎖配電盤(メタクラ)(MC)等）は、共通要因で機能を失うことなく、 

少なくとも一系統は機能の維持及び人の接近性の確保を図ること。 

電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合において炉心の著しい損

傷，原子炉格納容器の破損，燃料プール内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止

原子炉内燃料体の著しい損傷を防止するために必要な電力を確保する対処設備を

整備しており，ここでは，この対処設備を活用した手順等について説明する。 
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1.14.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方

外部電源が喪失した場合において，非常用高圧母線及び直流設備へ給電する

ための設計基準事故対処設備として，非常用交流電源設備及び非常用直流電源

設備を設置している。 

また，非常用交流電源設備及び非常用直流電源設備から供給された電力を各

負荷へ分配するための設計基準事故対処設備として，非常用所内電気設備を設

置している。 

これらの設計基準事故対処設備のうち，非常用交流電源設備並びに非常用直

流電源設備が健全であれば，これらを重大事故等対処設備（設計基準拡張）と

位置付け重大事故等の対処に用いるが，設計基準事故対処設備が故障した場合

は，その機能を代替するために，各設計基準事故対処設備が有する機能，相互

関係を明確にした（以下，「機能喪失原因対策分析」という。）上で，想定する

故障に対応できる対応手段及び重大事故等対処設備を選定する（第 1.14－1

図）。 

重大事故等対処設備のほかに，柔軟な事故対応を行うための対応手段及び自

主対策設備※１を選定する。 

※１ 自主対策設備：技術基準上のすべての要求事項を満たすことやすべて

のプラント状況において使用することは困難であるが，

プラント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

選定した重大事故等対処設備により，技術的能力審査基準（以下，「審査基

準」という。）だけでなく，設置許可基準規則第五十七条及び技術基準規則第

七十二条（以下，「基準規則」という。）の要求機能を満足する設備が網羅され

ていることを確認するとともに，自主対策設備との関係を明確にする。 

(2) 対応手段と設備の選定の結果

重大事故等対処設備（設計基準拡張）である非常用交流電源設備又は非常用

直流電源設備が健全であれば重大事故等の対処に用いる。 

非常用交流電源設備による給電で使用する設備は以下のとおり。 

・非常用ディーゼル発電機

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

・ディーゼル燃料デイタンク

・非常用ディーゼル発電機～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高圧母線ＨＰＣＳ系電路

・原子炉補機冷却系

・ディーゼル燃料貯蔵タンク

・ディーゼル燃料移送ポンプ

・非常用ディーゼル発電機燃料移送系配管・弁

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系配管・弁
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非常用直流電源設備による給電で使用する設備は以下のとおり。 

・Ａ－115V系蓄電池

・Ｂ－115V系蓄電池

・高圧炉心スプレイ系蓄電池

・Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池

・Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池

・Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）

・230V系蓄電池（ＲＣＩＣ）

・Ａ－115V系充電器

・Ｂ－115V系充電器

・高圧炉心スプレイ系充電器

・Ａ－原子炉中性子計装用充電器

・Ｂ－原子炉中性子計装用充電器

・Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ）

・230V系充電器（ＲＣＩＣ）

・Ａ－115V系蓄電池及び充電器～直流母線電路

・Ｂ－115V系蓄電池及び充電器～直流母線電路

・高圧炉心スプレイ系蓄電池及び充電器～直流母線電路

・Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池及び充電器～直流母線電路

・Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池及び充電器～直流母線電路

・Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び充電器～直流母線電路

・230V系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び充電器～直流母線電路

機能喪失原因対策分析の結果，設計基準事故対処設備の故障として，非常用

高圧母線への交流電源による給電及び直流設備への直流電源による給電に使

用する設備並びに非常用所内電気設備の故障を想定する。 

設計基準事故対処設備に要求される機能の喪失原因から選定した対応手段

及び審査基準，基準規則からの要求により選定した対応手段と，その対応に使

用する重大事故等対処設備及び自主対策設備を以下に示す。 

なお，機能喪失を想定する設計基準事故対処設備，対応に使用する重大事故

等対処設備及び自主対策設備と整備する手順についての関係を第 1.14－1 表

に整理する。 

ａ．代替電源（交流）による対応手段及び設備 

(a) 代替交流電源設備による給電

設計基準事故対処設備である非常用交流電源設備の故障により非常用

高圧母線Ｃ系，Ｄ系及びＨＰＣＳ系への給電ができない場合は，代替交流

電源設備による給電にて炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電

力を確保する。 
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ⅰ 常設代替交流電源設備による給電 

常設代替交流電源設備から非常用所内電気設備又は代替所内電気設備

へ給電する手段がある。 

また，原子炉圧力容器，原子炉格納容器及び燃料プールの除熱を実施

するため，常設代替交流電源設備を原子炉補機代替冷却系に接続し，給

電する手段がある。 

常設代替交流電源設備による給電で使用する設備は以下のとおり。単

線結線図を第1.14－2図に示す。 

・ガスタービン発電機 

・ガスタービン発電機用サービスタンク 

・ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

・ガスタービン発電機用燃料移送系配管・弁 

・ガスタービン発電機～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

・ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ電路 

・ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ１コントロールセン

タ電路 

・ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ２コントロールセン

タ電路 

・ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物

西側）電路 

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～原子炉補機代

替冷却系電路 

・ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物

南側）電路 

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～原子炉補機代

替冷却系電路 

・ガスタービン発電機用軽油タンク 

 

なお，原子炉補機代替冷却系への給電の操作手順については，

「1.5.2.2(1)ａ．原子炉補機代替冷却系による除熱」にて整備する。 

 

ⅱ 可搬型代替交流電源設備による給電 

可搬型代替交流電源設備を非常用所内電気設備又は代替所内電気設備

に接続し，給電する手段がある。 

可搬型代替交流電源設備による給電で使用する設備は以下のとおり。

単線結線図を第1.14－2図に示す。 

・高圧発電機車 

・高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

電路 
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・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～非常用高圧母

線Ｃ系及びＤ系電路 

・高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

電路 

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～非常用高圧母

線Ｃ系及びＤ系電路 

・高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラグ盤電路 

・緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～ＳＡ１コント

ロールセンタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～ＳＡ１コント

ロールセンタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

・緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ

２コントロールセンタ電路 

・ガスタービン発電機用軽油タンク 

・ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

・ディーゼル燃料貯蔵タンク 

・ホース 

・タンクローリ 

 

ⅲ 号炉間電力融通電気設備による給電 

号炉間電力融通ケーブルを用いて他号炉の非常用高圧母線から自号炉

の非常用高圧母線Ｃ系又はＤ系までの電路を構築し，他号炉からの給電

により，自号炉の非常用高圧母線を受電する手段がある。 

号炉間電力融通電気設備による給電で使用する設備は以下のとおり。

単線結線図を第1.14－3図に示す。 

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉） 

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常用高圧母線Ａ系～非常用高

圧母線Ｃ系電路 

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常用高圧母線Ｂ系～非常用高

圧母線Ｄ系電路 

 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

常設代替交流電源設備による給電で使用する設備のうち，ガスタービン

発電機，ガスタービン発電機用サービスタンク，ガスタービン発電機用燃

料移送ポンプ，ガスタービン発電機用燃料移送系配管・弁，ガスタービン

発電機～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路，ガスタービン発電機～ＳＡロ

ードセンタ電路，ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ１コント

ロールセンタ電路，ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ２コン
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トロールセンタ電路，ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収納

箱（原子炉建物西側）電路，高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物

西側）～原子炉補機代替冷却系電路，ガスタービン発電機～高圧発電機車

接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）電路，高圧発電機車接続プラグ収納

箱（原子炉建物南側）～原子炉補機代替冷却系電路及びガスタービン発電

機用軽油タンクは重大事故等対処設備として位置付ける。 

可搬型代替交流電源設備による給電で使用する設備のうち，高圧発電機

車，高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）電

路，高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～非常用高圧母線

Ｃ系及びＤ系電路，高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子

炉建物南側）電路，高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～

非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路，高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プ

ラグ盤電路，緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系

電路，高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～ＳＡ１コント

ロールセンタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路，高圧発電機車接続プラ

グ収納箱（原子炉建物南側）～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ２コン

トロールセンタ電路，緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１コントロール

センタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路，ガスタービン発電機用軽油タ

ンク，ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁，ディーゼル燃料貯蔵タ

ンク，ホース及びタンクローリは重大事故等対処設備として位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，審査基準

及び基準規則に要求される設備がすべて網羅されている。 

（添付資料1.14.1） 

以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備の故障で交流

電源が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷等を防止するために必

要な電力を確保できる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備であ

るため，自主対策設備として位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉）

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常用高圧母線Ａ系～非常用高圧

母線Ｃ系電路

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常用高圧母線Ｂ系～非常用高圧

母線Ｄ系電路

耐震性は確保されていないが，当該電路及び１号炉のディーゼル発電機

の健全性が確認できた場合において，重大事故等の対処に必要な電源を確

保するための手段として有効である。 
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ｂ．代替電源（直流）による対応手段及び設備 

(a) 代替直流電源設備による給電

設計基準事故対処設備である非常用交流電源設備の故障により充電器

を経由した直流設備への給電ができない場合は，代替直流電源設備による

給電にて炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電力を確保する。 

ⅰ 所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備による給電 

非常用交流電源設備の故障により充電器を経由した直流設備への給電

ができない場合は，常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備

による給電を開始するまでの間，所内常設蓄電式直流電源設備及び常設

代替直流電源設備により24時間にわたり直流設備へ給電する手段がある。 

所内常設蓄電式直流電源設備による給電で使用する設備は以下のとお

り。単線結線図を第1.14－5図に示す。 

・Ｂ－115V系蓄電池

・Ｂ１－115V系蓄電池（ＳＡ）

・230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）

・Ｂ－115V系充電器

・Ｂ１－115V系充電器（ＳＡ）

・230V 系充電器（ＲＣＩＣ）

・Ｂ－115V系蓄電池及び充電器～直流母線電路

・Ｂ１－115V系蓄電池（ＳＡ）及び充電器～直流母線電路

・230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び充電器～直流母線電路

また，共通要因によって非常用直流電源設備Ａ系及びＨＰＣＳ系の安

全機能と同時に機能が喪失することがないよう物理的に分離を図った常

設代替直流電源設備があり，その常設代替直流電源設備により重大事故

等時の対応に必要な直流設備へ給電する手段がある。 

常設代替直流電源設備による給電で使用する設備は以下のとおり。単

線結線図を第1.14－5図に示す。 

・ＳＡ用 115V系蓄電池

・ＳＡ用 115V系充電器

・ＳＡ用 115V系蓄電池及び充電器～直流母線電路

ⅱ 可搬型直流電源設備による給電 

非常用交流電源設備の故障，所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代

替直流電源設備の蓄電池の枯渇により直流設備への給電ができない場合

は，高圧発電機車，代替所内電気設備及び充電器（Ｂ１－115V系充電器

（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器，230V系充電器（常用））を組み合わせた

可搬型直流電源設備により直流設備へ給電する手段がある。 

可搬型直流電源設備による給電で使用する設備は以下のとおり。単線

結線図を第 1.14－2図及び第 1.14－5図に示す。 
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・高圧発電機車 

・Ｂ１－115V系充電器（ＳＡ） 

・ＳＡ用 115V系充電器 

・230V 系充電器（常用） 

・高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

電路 

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～直流母線電路 

・高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

電路 

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～直流母線電路 

・高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラグ盤電路 

・緊急用メタクラ接続プラグ盤～直流母線電路 

・ガスタービン発電機用軽油タンク 

・ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

・ディーゼル燃料貯蔵タンク 

・ホース 

・タンクローリ 

 

ⅲ 直流給電車による給電 

非常用交流電源設備の故障，所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代

替直流電源設備の蓄電池の枯渇により直流設備への給電ができない場合

は，直流給電車及び高圧発電機車の組み合わせにより直流設備へ給電す

る手段がある。 

直流給電車による給電で使用する設備は以下のとおり。単線結線図を

第 1.14－5図に示す。 

・高圧発電機車 

・直流給電車 115V 

・直流給電車 230V 

・高圧発電機車～直流給電車～直流給電車接続プラグ収納箱（原子炉

建物南側）電路 

・直流給電車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～直流母線電路 

・高圧発電機車～直流給電車～直流給電車接続プラグ収納箱（廃棄物

処理建物南側）電路 

・直流給電車接続プラグ収納箱（廃棄物処理建物南側）～直流母線電

路 

・ガスタービン発電機用軽油タンク 

・ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

・ディーゼル燃料貯蔵タンク 

・ホース 
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・タンクローリ 

 

(b) 号炉間連絡ケーブルを使用した直流電源確保 

交流電源及び直流電源の喪失により設計基準事故対処設備である非常

用ディーゼル発電機が起動できない場合は，他号炉の非常用低圧母線から

自号炉の非常用低圧母線へ給電することにより非常用ディーゼル発電機

の起動に必要な直流電源（制御電源）を確保する手段がある。 

号炉間連絡ケーブルを使用した直流電源確保で使用する設備は以下の

とおり。 

・号炉間連絡ケーブル（１号炉） 

 

(c) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

所内常設蓄電式直流電源設備による給電で使用する設備のうち，Ｂ－

115V系蓄電池，Ｂ１－115V系蓄電池（ＳＡ），230V系蓄電池（ＲＣＩＣ），

Ｂ－115V系充電器，Ｂ１－115V系充電器（ＳＡ），230V系充電器（ＲＣＩ

Ｃ），Ｂ－115V系蓄電池及び充電器～直流母線電路，Ｂ１－115V系蓄電池

（ＳＡ）及び充電器～直流母線電路及び230V系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び充

電器～直流母線電路は重大事故等対処設備として位置付ける。 

常設代替直流電源設備による給電で使用する設備のうち，ＳＡ用115V系

蓄電池，ＳＡ用115V系充電器及びＳＡ用115V系蓄電池及び充電器～直流母

線電路は重大事故等対処設備として位置付ける。 

可搬型直流電源設備による給電で使用する設備のうち，高圧発電機車，

Ｂ１－115V系充電器（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器，230V系充電器（常用），

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）電路，

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～直流母線電路，高圧

発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）電路，高圧

発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～直流母線電路，高圧発電

機車～緊急用メタクラ接続プラグ盤電路，緊急用メタクラ接続プラグ盤～

直流母線電路，ガスタービン発電機用軽油タンク，ガスタービン発電機用

軽油タンクドレン弁，ディーゼル燃料貯蔵タンク，ホース及びタンクロー

リは重大事故等対処設備として位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，審査基準

及び基準規則に要求される設備がすべて網羅されている。 

（添付資料1.14.1） 

 

以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備の故障で直流

電源が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷等を防止するために必

要な電力を確保できる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備であ

1.14-13

888



るため，自主対策設備として位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・直流給電車 115V

・直流給電車 230V

・高圧発電機車～直流給電車～直流給電車接続プラグ収納箱（原子炉建

物南側）電路

・直流給電車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～直流母線電路

・高圧発電機車～直流給電車～直流給電車接続プラグ収納箱（廃棄物処

理建物南側）電路

・直流給電車接続プラグ収納箱（廃棄物処理建物南側）～直流母線電路

代替交流電源設備による給電時に高圧発電機車を配備することから，可

搬型直流電源設備としての給電は可能である。直流給電車は追加で配備す

ることにより，重大事故等の対処に必要となる直流電源を確保するための

手段として有効である。 

・号炉間連絡ケーブル（１号炉）

号炉間融通によって確保できる電源の容量は小さく，使用用途及び使用

条件が限定されるが，直流電源の喪失が原因で非常用ディーゼル発電機を

起動することができない場合において，非常用ディーゼル発電機の起動の

ために必要な直流電源（制御電源）を確保するための手段として有効であ

る。 

ｃ．代替所内電気設備による対応手段及び設備 

(a) 代替所内電気設備による給電

設計基準事故対処設備である非常用所内電気設備の機能が喪失し，必要

な設備へ給電できない場合又は代替所内電気設備に接続する重大事故等

対処設備が必要な場合は，代替所内電気設備にて電路を確保し，常設代替

交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備から給電する手段がある。 

なお，非常用所内電気設備及び代替所内電気設備は，重大事故等が発生

した場合において，共通要因で同時に機能を喪失することなく，少なくと

も一系統は機能の維持及び人の接近性を確保する設計とする。 

代替所内電気設備による給電で使用する設備は以下のとおり。単線結線

図を第1.14－2図に示す。 

・緊急用メタクラ

・メタクラ切替盤

・緊急用メタクラ接続プラグ盤

・高圧発電機車接続プラグ収納箱

・ＳＡロードセンタ

・ＳＡ１コントロールセンタ

・ＳＡ２コントロールセンタ

・充電器電源切替盤
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・ＳＡ電源切替盤 

・非常用コントロールセンタ切替盤 

・重大事故操作盤 

・非常用高圧母線Ｃ系 

・非常用高圧母線Ｄ系 

 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

代替所内電気設備による給電で使用する設備のうち，緊急用メタクラ，

メタクラ切替盤，緊急用メタクラ接続プラグ盤，高圧発電機車接続プラグ

収納箱，ＳＡロードセンタ，ＳＡ１コントロールセンタ，ＳＡ２コントロ

ールセンタ，充電器電源切替盤，ＳＡ電源切替盤，重大事故操作盤，非常

用高圧母線Ｃ系及び非常用高圧母線Ｄ系は重大事故等対処設備として位

置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，審査基準

及び基準規則に要求される設備がすべて網羅されている。 

（添付資料1.14.1） 

 

以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備である非常用

所内電気設備が機能喪失した場合においても，炉心の著しい損傷等を防止

するために必要な電力を確保できる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備であ

るため，自主対策設備として位置づける。あわせて，その理由を示す。 

・非常用コントロールセンタ切替盤 

耐震性はあるが，非常用コントロールセンタ母線を経由することから，

非常用コントロールセンタの破損時には使用できないものの，非常用コン

トロールセンタ及び切替盤の双方の健全性が確認できた場合において，重

大事故等の対処に必要な電源を確保するための手段として有効である。 

 

ｄ．非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手段及び設備 

(a) 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電 

設計基準事故対処設備である非常用ディーゼル発電機の故障によりＭ

／Ｃ Ｃ系及びＤ系への給電ができない場合は，代替交流電源設備による

給電にて炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電力を確保する。 

ⅰ 常設代替交流電源設備による給電 

常設代替交流電源設備から非常用所内電気設備又は代替所内電気設備

へ給電する手段がある。 

また，原子炉圧力容器，原子炉格納容器及び燃料プールの除熱を実施

するため，常設代替交流電源設備を原子炉補機代替冷却系に接続し，給

電する手段がある。 
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常設代替交流電源設備による給電で使用する設備は以下のとおり。単

線結線図を第1.14－2図に示す。 

・ガスタービン発電機

・ガスタービン発電機用サービスタンク

・ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ

・ガスタービン発電機用燃料移送系配管・弁

・ガスタービン発電機～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路

・ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ電路

・ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ１コントロールセン

タ電路

・ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ２コントロールセン

タ電路

・ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物

西側）電路

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～原子炉補機代

替冷却系電路

・ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物

南側）電路

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～原子炉補機代

替冷却系電路

・ガスタービン発電機用軽油タンク

なお，原子炉補機代替冷却系への給電の操作手順については，

「1.5.2.2(1)ａ．原子炉補機代替冷却系による除熱」にて整備する。 

ⅱ 可搬型代替交流電源設備による給電 

可搬型代替交流電源設備を非常用所内電気設備又は代替所内電気設備

に接続し，給電する手段がある。 

可搬型代替交流電源設備による給電で使用する設備は以下のとおり。

単線結線図を第1.14－2図に示す。 

・高圧発電機車

・高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）

電路

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～非常用高圧母

線Ｃ系及びＤ系電路

・高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）

電路

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～非常用高圧母

線Ｃ系及びＤ系電路
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・高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラグ盤電路 

・緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～ＳＡ１コント

ロールセンタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

・高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～ＳＡ１コント

ロールセンタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

・緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ

２コントロールセンタ電路 

・ガスタービン発電機用軽油タンク 

・ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁 

・ディーゼル燃料貯蔵タンク 

・ホース 

・タンクローリ 

 

ⅲ 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機による給電 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機からＭ／Ｃ Ｃ系（又はＤ系）

へ給電する手段がある。 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系（又はＤ系）

への給電で使用する設備は以下のとおり。単線結線図を第1.14－4図に示

す。 

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

・ディーゼル燃料デイタンク 

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高圧母線ＨＰＣＳ系

～常用高圧母線Ａ系～非常用高圧母線Ｃ系電路 

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高圧母線ＨＰＣＳ系

～常用高圧母線Ａ系～常用高圧母線Ｂ系～非常用高圧母線Ｄ系電路 

・原子炉補機冷却系 

・ディーゼル燃料貯蔵タンク 

・ディーゼル燃料移送ポンプ 

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系配管・弁 

 

ⅳ 号炉間電力融通電気設備による給電 

号炉間電力融通ケーブルを用いて他号炉の非常用高圧母線から自号炉

の非常用高圧母線Ｃ系又はＤ系までの電路を構築し，他号炉からの給電

により，自号炉の非常用高圧母線を受電する手段がある。 

号炉間電力融通電気設備による給電で使用する設備は以下のとおり。

単線結線図を第1.14－3図に示す。 

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉） 

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常用高圧母線Ａ系～非常用高
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圧母線Ｃ系電路 

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常用高圧母線Ｂ系～非常用高

圧母線Ｄ系電路 

 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

常設代替交流電源設備による給電で使用する設備のうち，ガスタービン

発電機，ガスタービン発電機用サービスタンク，ガスタービン発電機用燃

料移送ポンプ，ガスタービン発電機用燃料移送系配管・弁，ガスタービン

発電機～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路，ガスタービン発電機～ＳＡロ

ードセンタ電路，ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ１コント

ロールセンタ電路，ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ～ＳＡ２コン

トロールセンタ電路，ガスタービン発電機～高圧発電機車接続プラグ収納

箱（原子炉建物西側）電路，高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物

西側）～原子炉補機代替冷却系電路，ガスタービン発電機～高圧発電機車

接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）電路，高圧発電機車接続プラグ収納

箱（原子炉建物南側）～原子炉補機代替冷却系電路及びガスタービン発電

機用軽油タンクは重大事故等対処設備として位置付ける。 

可搬型代替交流電源設備による給電で使用する設備のうち，高圧発電機

車，高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）電

路，高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～非常用高圧母線

Ｃ系及びＤ系電路，高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子

炉建物南側）電路，高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）～

非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路，高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プ

ラグ盤電路，緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系

電路，高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建物西側）～ＳＡ１コント

ロールセンタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路，高圧発電機車接続プラ

グ収納箱（原子炉建物南側）～ＳＡ１コントロールセンタ及びＳＡ２コン

トロールセンタ電路，緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１コントロール

センタ及びＳＡ２コントロールセンタ電路，ガスタービン発電機用軽油タ

ンク，ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁，ディーゼル燃料貯蔵タ

ンク，ホース及びタンクローリは重大事故等対処設備として位置付ける。 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機による給電で使用する設備のう

ち，高圧炉心スプレイ系ディーゼル，ディーゼル燃料デイタンク，原子炉

補機冷却系，ディーゼル燃料貯蔵タンク，ディーゼル燃料移送ポンプ及び

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料移送系配管・弁は重大事故等対

処設備（設計基準拡張）として位置付ける。 

これらの機能喪失原因対策分析の結果により選定した設備は，審査基準

及び基準規則に要求される設備がすべて網羅されている。 

（添付資料1.14.1） 
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以上の重大事故等対処設備により，設計基準事故対処設備の故障で交流

電源が喪失した場合においても，炉心の著しい損傷等を防止するために必

要な電力を確保できる。 

また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備であ

るため，自主対策設備として位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高圧母線ＨＰＣＳ系～

常用高圧母線Ａ系～非常用高圧母線Ｃ系電路

・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～非常用高圧母線ＨＰＣＳ系～

常用高圧母線Ａ系～常用高圧母線Ｂ系～非常用高圧母線Ｄ系電路

耐震性は確保されていないが，常用高圧母線Ａ系（及びＢ系）を経由す

る電路の健全性が確認でき，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機が健全

であり，かつ高圧炉心スプレイ系ポンプの停止が可能な場合において，事

故対応時に必要な電源を確保するための手段として有効である。 

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉）

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常用高圧母線Ａ系～非常用高圧

母線Ｃ系電路

・号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常用高圧母線Ｂ系～非常用高圧

母線Ｄ系電路

耐震性は確保されていないが，当該電路及び１号炉のディーゼル発電機

の健全性が確認できた場合において，重大事故等の対処に必要な電源を確

保するための手段として有効である。

ｅ．燃料補給のための対応手段及び設備 

(a) 燃料補給設備による給油

重大事故等の対処で使用する設備を必要な期間継続して運転させるた

め，燃料補給設備により給油する手段がある。 

燃料補給設備による給油で使用する設備は以下のとおり。 

・ガスタービン発電機用軽油タンク

・ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁

・ディーゼル燃料貯蔵タンク

・ホース

・タンクローリ

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備

燃料補給設備による給油で使用する設備のうち，ガスタービン発電機用

軽油タンク，ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁，ディーゼル燃料

貯蔵タンク，ホース及びタンクローリは重大事故等対処設備と位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備がす

べて網羅されている。 

（添付資料1.14.1） 
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以上の重大事故等対処設備により，重大事故等の対処で使用する設備の

燃料を確保し，必要な期間運転を継続することができる。 

 

ｆ．手順等 

上記「ａ．代替電源（交流）による対応手段及び設備」，「ｂ．代替電源（直

流）による対応手段及び設備」，「ｃ．代替所内電気設備による対応手段及び

設備」，「ｄ．非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手段

及び設備」及び「ｅ．燃料補給のための対応手段及び設備」により選定した

対応手段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として「事故時操作要

領書（徴候ベース）」（以下「ＥＯＰ」という。），「原子力災害対策手順書」（以

下「ＥＨＰ」という。），「ＡＭ設備別操作要領書」に定める（第 1.14－1表）。 

また，重大事故等時に監視が必要となる計器についても整理する（第 1.14

－2表）。 

さらに，他の条文にて選定した重大事故等対処設備と本条文にて選定した

給電手段との関連性についても整理する。 

（添付資料1.14.7） 
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1.14.2 重大事故等時の手順 

1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

(1) 代替交流電源設備による給電 

ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電 

送電線及び開閉所が破損又は破損する可能性のある大規模自然災害が発

生した場合，並びに外部電源，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレ

イ系ディーゼル発電機による給電が見込めない場合に，発電用原子炉及び燃

料プールの冷却，原子炉格納容器内の冷却及び除熱に必要となる非常用高圧

母線Ｃ系（以下，「Ｍ／Ｃ Ｃ系」という。）及び非常用高圧母線Ｄ系（以下，

「Ｍ／Ｃ Ｄ系」という。）の電源を復旧する。なお，Ｍ／Ｃ Ｄ系受電を

優先させ，その後にＭ／Ｃ Ｃ系へ給電する。 

Ｍ／Ｃ Ｃ系及びＤ系受電操作完了後，Ａ－115V系充電器盤，Ｂ－115V系

充電器盤，Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器盤及び230V

系充電器盤（ＲＣＩＣ）及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。 

代替交流電源設備によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系への給電の優先

順位は以下のとおり。 

１．ガスタービン発電機 

２．号炉間電力融通ケーブル（１号炉） 

３．高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続） 

４．高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続） 

５．高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用

メタクラ接続プラグ盤への接続）（故意による大型航空機の衝突その

他のテロリズムによる影響がある場合） 

なお，優先２の手順については「ｃ．号炉間電力融通ケーブルを使用した

Ｍ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電」にて，優先３，優先４及び優先５の手

順については「ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電」

にて整備する。 

また，上記給電を継続するために高圧発電機車への燃料補給を実施する。

燃料の補給手順については，「1.14.2.5 燃料の補給手順」にて整備する。

なお，ガスタービン発電機への燃料補給は自動給油である。 

(a) 手順着手の判断基準 

外部電源，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電機の機能喪失によりＭ／Ｃ Ｃ系，Ｍ／Ｃ Ｄ系及びＭ／Ｃ ＨＰＣ

Ｓ系へ給電できない場合。 
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(b) 操作手順 

ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電手順の

概要は以下のとおり。手順の対応フローを第1.14－6図及び第1.14－7図に，

概要図を第1.14－8図に，タイムチャートを第1.14－9図に示す。 

〔優先１．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受

電の場合〕 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員にガス

タービン発電機の起動及び緊急用メタクラの受電開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，緊急用メタクラの動力変圧器用遮断器以外の

遮断器の「切」を確認した後，ガスタービン発電機を起動及び緊急用

メタクラの受電を電圧確認により実施する。 

③当直副長は，運転員にガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｄ系への受

電準備開始を指示する。 

④中央制御室運転員Ａは，受電前準備としてＭ／Ｃ Ｄ系，Ｌ／Ｃ Ｄ

系及びＣ／Ｃ Ｄ系の動的機器の自動起動防止のため操作スイッチ

（以下，「ＣＳ」という。）を「停止引ロック」又は「停止」とする。 

⑤現場運転員Ｂ及びＣは，Ｍ／Ｃ Ｄ系及びＬ／Ｃ Ｄ系の負荷抑制の

ため，あらかじめ定められた負荷以外の遮断器を「切」とし，当直副

長に受電準備完了を報告する。 

⑥当直副長は，運転員にガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｄ系の受電

開始を指示する。 

⑦中央制御室運転員Ａは，Ｍ／Ｃ Ｄ系を受電するための緊急用メタク

ラの遮断器を「入」操作を実施する。 

⑧現場運転員Ｂ及びＣは，Ｍ／Ｃ Ｄ系の受電遮断器を「入」とし，Ｍ

／Ｃ Ｄ系，Ｌ／Ｃ Ｄ系及びＣ／Ｃ Ｄ系の受電操作を実施する。 

⑨現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検によりＭ／Ｃ Ｄ系，Ｌ／Ｃ Ｄ系

及びＣ／Ｃ Ｄ系の受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に

報告する。 

⑩当直副長は，運転員にガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系への受

電準備開始を指示する。 

⑪中央制御室運転員Ａは，受電前準備としてＭ／Ｃ Ｃ系，Ｌ／Ｃ Ｃ

系及びＣ／Ｃ Ｃ系の動的機器の自動起動防止のためＣＳを「停止引

ロック」又は「停止」とする。 

⑫現場運転員Ｂ及びＣは，Ｍ／Ｃ Ｃ系及びＬ／Ｃ Ｃ系の負荷抑制の

ため，あらかじめ定められた負荷以外の遮断器を「切」とし，当直副

長にＭ／Ｃ Ｃ系の受電準備完了を報告する。 

⑬当直副長は，運転員にガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系の受電

開始を指示する。 

⑭中央制御室運転員Ａは，Ｍ／Ｃ Ｃ系を受電するための緊急用メタク
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ラの遮断器を「入」操作を実施する。 

⑮現場運転員Ｂ及びＣは，Ｍ／Ｃ Ｃ系の受電遮断器を「入」とし，Ｍ

／Ｃ Ｃ系，Ｌ／Ｃ Ｃ系及びＣ／Ｃ Ｃ系の受電操作を実施する。 

⑯現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検によりＭ／Ｃ Ｃ系，Ｌ／Ｃ Ｃ系

及びＣ／Ｃ Ｃ系の受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に

報告し，Ａ－115V系充電器盤，Ｂ－115V系充電器盤，Ｂ１－115V系充

電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器盤，230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）

及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。 

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。 

 

(c) 操作の成立性 

優先１のガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受

電操作は，中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した

場合，作業開始を判断してからの所要時間は以下のとおり。 

・ガスタービン発電機による給電開始まで10分以内で可能である。 

・ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｄ系受電完了まで40分以内で可能

である。 

・ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系受電完了まで１時間10分以内

で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連

絡設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(1)） 
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ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

外部電源，非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電

機，ガスタービン発電機及び号炉間電力融通ケーブルによるＭ／Ｃ Ｃ系及

びＭ／Ｃ Ｄ系への給電が見込めない場合，高圧発電機車を高圧発電機車接

続プラグ収納箱又は緊急用メタクラ接続プラグ盤に接続してＭ／Ｃ Ｃ系

又はＭ／Ｃ Ｄ系を受電し，発電用原子炉及び燃料プールの冷却，原子炉格

納容器内の冷却及び除熱に必要となる設備の電源を確保する。Ｍ／Ｃ Ｃ系

又はＭ／Ｃ Ｄ系の受電完了後，Ａ－115V系充電器盤，Ｂ－115V系充電器盤，

Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器盤，230V系充電器盤（Ｒ

ＣＩＣ）及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。 

また，上記給電を継続するために高圧発電機車への燃料補給を実施する。

燃料の補給手順については，「1.14.2.5 燃料の補給手順」にて整備する。 

(a) 手順着手の判断基準

外部電源，非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機，ガスタービン発電機及び号炉間電力融通ケーブルによる給電ができ

ない場合。 

(b) 操作手順

高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電手順の概要は

以下のとおり。手順の対応フローを第1.14－6図及び第1.14－7図に，概要

図を第1.14－10図に，タイムチャートを第1.14－11図から第1.14－13図に

示す。 

〔優先３．高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収

納箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合〕 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由して，緊急

時対策本部に高圧発電機車によるＭ／Ｃ（Ｃ系又はＤ系）受電準備開

始を依頼する。

②緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（原子炉建物西側

の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＭ／Ｃ（Ｃ系又はＤ

系）受電準備開始を指示する。

③緊急時対策要員は，高圧発電機車を原子炉建物西側近傍に配置し，高

圧発電機車の起動準備，高圧発電機車から高圧発電機車接続プラグ収

納箱までの間に高圧発電機車のケーブルを敷設し，接続作業を行う。

④当直副長は，運転員に高圧発電機車によるＭ／Ｃ（Ｃ系又はＤ系）受

電準備開始を指示する。

⑤中央制御室運転員Ａは，受電前準備として受電するＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，

Ｃ／Ｃの動的機器の自動起動防止のためＣＳを「停止引ロック」又は

「停止」とする。

⑥現場運転員Ｂ及びＣは，受電前準備として高圧発電機車によるＭ／Ｃ，
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Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃへの給電のための電路を構成し，Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ

／Ｃ負荷抑制のため，あらかじめ定められた負荷以外の遮断器を「切」

とし，当直副長にＭ／Ｃの受電準備完了を報告する。 

⑦緊急時対策要員は，メタクラ切替盤において受電するＭ／Ｃへの切替

作業をするとともに，絶縁抵抗測定により高圧発電機車からＬ／Ｃ動

力変圧器の一次側までの間の電路の健全性を確認し，受電準備完了を

緊急時対策本部に報告する。 

⑧当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に高圧発電

機車によるＭ／Ｃの受電準備が完了したことを報告する。 

⑨緊急時対策本部は，緊急時対策要員に給電開始を指示する。 

⑩緊急時対策要員は，高圧発電機車を起動し，Ｃ／Ｃ母線までの給電を

開始するとともに，給電が開始されたことを緊急時対策本部に報告す

る。 

⑪当直副長は，運転員に受電したＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃの受電状態の

確認を指示する。 

⑫中央制御室運転員Ａは，受電したＭ／Ｃの電圧確認を行う。 

⑬現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検により受電したＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ

／Ｃの受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に報告し，充電

器盤及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。 

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。 

 

〔優先４．高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収

納箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合〕 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由して，緊急

時対策本部に高圧発電機車によるＭ／Ｃ（Ｃ系又はＤ系）受電準備開

始を依頼する。 

②緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（原子炉建物南側

の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＭ／Ｃ（Ｃ系又はＤ

系）受電準備開始を指示する。 

③緊急時対策要員は，高圧発電機車を原子炉建物南側近傍に配置し，高

圧発電機車の起動準備，高圧発電機車から高圧発電機車接続プラグ収

納箱までの間に高圧発電機車のケーブルを敷設し，接続作業を行う。 

④当直副長は，運転員に高圧発電機車によるＭ／Ｃ（Ｃ系又はＤ系）受

電準備開始を指示する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，受電前準備として受電するＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，

Ｃ／Ｃの動的機器の自動起動防止のためＣＳを「停止引ロック」又は

「停止」とする。 

1.14-25

900



 

⑥現場運転員Ｂ及びＣは，受電前準備として高圧発電機車によるＭ／Ｃ，

Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃへの給電のための電路を構成し，Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ

／Ｃ負荷抑制のため，あらかじめ定められた負荷以外の遮断器を「切」

とし，当直副長にＭ／Ｃの受電準備完了を報告する。 

⑦緊急時対策要員は，メタクラ切替盤において受電するＭ／Ｃへの切替

作業をするとともに，絶縁抵抗測定により高圧発電機車からＬ／Ｃ動

力変圧器の一次側までの間の電路の健全性を確認し，受電準備完了を

緊急時対策本部に報告する。 

⑧当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に高圧発電

機車によるＭ／Ｃの受電準備が完了したことを報告する。 

⑨緊急時対策本部は，緊急時対策要員に給電開始を指示する。 

⑩緊急時対策要員は，高圧発電機車を起動し，Ｃ／Ｃ母線までの給電を

開始するとともに，給電が開始されたことを緊急時対策本部に報告す

る。 

⑪当直副長は，運転員に受電したＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃの受電状態の

確認を指示する。 

⑫中央制御室運転員Ａは，受電したＭ／Ｃの電圧確認を行う。 

⑬現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検により受電したＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ

／Ｃの受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に報告し，充電

器盤及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。 

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。 

 

〔優先５．高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）

の緊急用メタクラ接続プラグ盤に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ 

Ｄ系受電の場合（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる

影響がある場合）〕 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，当直長を経由して，緊急

時対策本部に高圧発電機車によるＭ／Ｃ（Ｃ系又はＤ系）受電準備開

始を依頼する。 

②緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（ガスタービン発

電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤に接続）

によるＭ／Ｃ（Ｃ系又はＤ系）受電準備開始を指示する。 

③緊急時対策要員は，高圧発電機車をガスタービン発電機建物（緊急用

メタクラ）近傍に配置し，高圧発電機車の起動準備，高圧発電機車か

ら緊急用メタクラ接続プラグ盤までの間に高圧発電機車のケーブルを

敷設し，接続作業を行う。 

④当直副長は，運転員に高圧発電機車によるＭ／Ｃ（Ｃ系又はＤ系）受
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電準備開始を指示する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，受電前準備として受電するＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，

Ｃ／Ｃの動的機器の自動起動防止のためＣＳを「停止引ロック」又は

「停止」とし，Ｍ／Ｃを受電するための緊急用メタクラの遮断器を「入」

操作し，当直副長にＭ／Ｃの受電準備完了を報告する。 

⑥現場運転員Ｂ及びＣは，受電前準備として高圧発電機車によるＭ／Ｃ，

Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃへの給電のための電路を構成し，Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ

／Ｃ負荷抑制のため，あらかじめ定められた負荷以外の遮断器を「切」

とし，当直副長にＭ／Ｃの受電準備完了を報告する。 

⑦緊急時対策要員は，緊急用メタクラの受電遮断器を「入」操作すると

ともに，絶縁抵抗測定により高圧発電機車からＬ／Ｃ動力変圧器の一

次側までの間の電路の健全性を確認し，受電準備完了を緊急時対策本

部に報告する。 

⑧当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に高圧発電

機車によるＭ／Ｃの受電準備が完了したことを報告する。 

⑨緊急時対策本部は，緊急時対策要員に給電開始を指示する。 

⑩緊急時対策要員は，高圧発電機車を起動し，Ｃ／Ｃ母線までの給電を

開始するとともに，給電が開始されたことを緊急時対策本部に報告す

る。 

⑪当直副長は，運転員に受電したＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃの受電状態の

確認を指示する。 

⑫中央制御室運転員Ａは，受電したＭ／Ｃの電圧確認を行う。 

⑬現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検により受電したＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ

／Ｃの受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に報告し，充電

器盤及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。 

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。 

 

(c) 操作の成立性 

優先３の高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納

箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電操作は，中央制御室

運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員３名にて作業を実施した

場合，作業開始を判断してから高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電

機車接続プラグ収納箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電

完了まで４時間35分以内で可能である。 

優先４の高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納

箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電操作は，中央制御室

運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員３名にて作業を実施した
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場合，作業開始を判断してから高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電

機車接続プラグ収納箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電

完了まで４時間35分以内で可能である。 

優先５の高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の

緊急用メタクラ接続プラグ盤に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ

系受電操作（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響

がある場合）は，中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策

要員３名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから高圧発電機車

（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラ

グ盤に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電完了まで４時間40

分以内で可能である。 

緊急用メタクラ接続プラグ盤，原子炉建物西側及び原子炉建物南側の高

圧発電機車接続プラグ収納箱からメタクラ切替盤間のケーブルは常時敷

設されており，ケーブル敷設作業が円滑に行うことが可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連

絡設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

高圧発電機車はプラント監視機能等を維持する上で必要な最低限度の

電力を供給する。プラントの被災状況に応じて使用可能な設備の電源を供

給する。 

（添付資料1.14.2(2)） 
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ｃ．号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

当該号炉で外部電源，非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディ

ーゼル発電機及びガスタービン発電機による給電ができない場合において，

号炉間電力融通ケーブルを使用して他号炉のＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ

系から当該号炉のＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系までの電路を構成し，他号

炉から給電することにより，発電用原子炉及び燃料プールの冷却，原子炉格

納容器内の冷却及び除熱に必要となる設備の電源を復旧する。 

また，他号炉で全交流動力電源が喪失し，当該号炉の電源が確保されてい

る場合は，同様の手段により当該号炉から他号炉へ給電することが可能であ

る。 

(a) 手順着手の判断基準 

当該号炉で外部電源，非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系デ

ィーゼル発電機及びガスタービン発電機による給電ができない状況にお

いて，他号炉の非常用ディーゼル発電機Ａ系又は非常用ディーゼル発電機

Ｂ系が健全で電力融通が可能な場合。 

 

(b) 操作手順 

号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受

電手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第1.14－6図及び第

1.14－7図に，概要図を第1.14－14図に，タイムチャートを第1.14－15図

に示す。 

〔優先２．号炉間電力融通ケーブル（１号炉）を使用したＭ／Ｃ Ｃ系

又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合〕 

（当該号炉で全交流動力電源が喪失し，他号炉の非常用ディーゼル発電

機Ａ系から号炉間電力融通ケーブルによる当該号炉のＭ／Ｃ Ｃ系又は

Ｍ／Ｃ Ｄ系へ受電する場合） 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に号炉間電力融通

ケーブルによる他号炉の非常用ディーゼル発電機Ａ系による当該号炉

のＭ／Ｃ（Ｃ系又はＤ系）の受電準備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，受電前準備として受電するＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，

Ｃ／Ｃの動的機器の自動起動防止のためＣＳを「停止引ロック」又は

「停止」とする。 

③現場運転員Ｂ及びＣは，Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃ負荷抑制のため，あ

らかじめ定められた負荷以外の遮断器を「切」とする。 

④中央制御室運転員Ａは，号炉間電力融通に伴う受電遮断器の１号炉の

遮断器のインターロック解除処置を実施する。 

⑤現場運転員Ｂ及びＣは，号炉間電力融通に伴う受電遮断器のインター

ロック解除処置を実施し，号炉間電力融通の受電準備が完了したこと

を当直副長に報告する。 
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⑥当直副長は，中央制御室運転員に号炉間電力融通ケーブルによる他号

炉の非常用ディーゼル発電機Ａ系から当該号炉のＭ／Ｃへの給電開始

を指示する。

⑦中央制御室運転員Ａは，２号炉の常用高圧母線の予備変受電遮断器及

び非常用高圧母線の母線連絡遮断器の「入」操作を行う。

⑧中央制御室運転員Ａは，１号炉の常用高圧母線及び非常用高圧母線の

母線連絡操作及び予備変受電遮断器を「入」操作及び受電したＭ／Ｃ

の電圧確認を行い，給電が開始したことを当直副長に報告する。

⑨現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検により受電したＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ

／Ｃの受電状態に異常がないことを確認後，当直長に報告し，充電器

盤及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。

(c) 操作の成立性

優先２の号炉間電力融通ケーブル（１号炉）を使用したＭ／Ｃ Ｃ系又

はＭ／Ｃ Ｄ系受電操作は，中央制御室運転員１名，現場運転員２名にて

作業を実施した場合，作業開始を判断してからの所要時間は１時間35分以

内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連

絡設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(3)） 
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1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(1) 代替直流電源設備による給電 

ａ．所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備による給電 

外部電源，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機の機能喪失，ガスタービン発電機，号炉間電力融通ケーブル及び高圧発

電機車による交流電源の復旧ができない場合，Ｂ－115V系蓄電池及びＢ１－

115V系蓄電池（ＳＡ）から，24時間以上にわたり直流母線へ給電する。また，

ＳＡ用115V系蓄電池及び230V系蓄電池（ＲＣＩＣ）については，負荷切離し

なしで蓄電池にて24時間以上にわたり直流母線へ給電する。 

外部電源，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機の機能喪失後，充電器を経由した直流母線への給電から，Ａ－115V系蓄

電池，Ｂ－115V系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ｂ１－115V系蓄電池

（ＳＡ），ＳＡ用115V系蓄電池，230V系蓄電池（ＲＣＩＣ），Ａ－原子炉中性

子計装用蓄電池及びＢ－原子炉中性子計装用蓄電池による直流母線への給

電に自動で切り替わることを確認する。全交流動力電源喪失から８時間を経

過した時点で，Ｂ－115V系直流盤の不要な負荷の切り離しを実施する。その

後，Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電池（ＳＡ）による給電に切り替

えることで，24時間以上にわたり直流母線へ給電する。 

所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備から直流母線へ

給電している24時間以内に，ガスタービン発電機による給電の場合，Ｍ／Ｃ，

Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系及びＤ系を受電し，その後，Ａ－115V系充電器盤，Ｂ

－115V系充電器盤，Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器盤

及び230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）を受電して直流電源の機能を回復させる。 

所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備から直流母線へ

給電している24時間以内に，号炉間電力融通ケーブル又は高圧発電機車によ

る給電の場合，Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系又はＤ系を受電し，その後，

Ａ－115V系充電器盤又はＢ－115V系充電器盤，Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），

ＳＡ用115V系充電器盤及び230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）を受電して直流電源

の機能を回復させる。 

なお，蓄電池を充電する際は水素ガスが発生するため，バッテリー室の換

気を確保した上で蓄電池の回復充電を実施する。また，ガスタービン発電機

によるＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系及びＤ系の受電完了後は，中央制御室

監視計器Ｃ系及びＤ系の復旧を行う。号炉間電力融通ケーブル又は高圧発電

機車によるＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系又はＤ系の受電完了後は，中央制

御室監視計器Ｃ系又はＤ系の復旧を行う。 

(a) 手順着手の判断基準 

〔Ａ－115V系蓄電池，Ｂ－115V系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，

Ｂ１－115V系蓄電池（ＳＡ），ＳＡ用115V系蓄電池，230V系蓄電池（ＲＣ

ＩＣ），Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池及びＢ－原子炉中性子計装用蓄電
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池による給電の判断基準〕 

全交流動力電源喪失により，Ａ－115V系充電器，Ｂ－115V系充電器，高

圧炉心スプレイ系充電器，Ｂ１－115V系充電器（ＳＡ），ＳＡ用115V系充

電器，230V系充電器（ＲＣＩＣ），Ａ－原子炉中性子計装用充電器及びＢ

－原子炉中性子計装用充電器の交流入力電源の喪失が発生した場合。 

 

〔Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電池（ＳＡ）への切替えの判断

基準〕 

全交流動力電源喪失後，８時間以内にガスタービン発電機，号炉間電力

融通ケーブル若しくは高圧発電機車による給電操作が完了する見込みが

ない場合又はＢ－115V系蓄電池の電圧が放電電圧の最低値を下回る可能

性がある場合。 

 

〔Ａ－115V系充電器盤の受電及び中央制御室監視計器Ｃ系の復旧の判

断基準〕 

全交流動力電源喪失時に，ガスタービン発電機，号炉間電力融通ケーブ

ル又は高圧発電機車による給電により，Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系の

受電が完了している場合。 

 

〔Ｂ－115V系充電器盤，Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系

充電器盤及び230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）の受電及び中央制御室監視計器

Ｄ系の復旧の判断基準〕 

全交流動力電源喪失時に，ガスタービン発電機，号炉間電力融通ケーブ

ル又は高圧発電機車による給電により，Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＤ系の

受電が完了している場合。 

 

(b) 操作手順 

所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備による給電手

順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第1.14－6図に，概要図を

第1.14－16図から第1.14－18図に，タイムチャートを第1.14－19図から第

1.14－25図に示す。なお，Ａ－115V系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，

230V系蓄電池（ＲＣＩＣ），Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池及びＢ－原子

炉中性子計装用蓄電池による給電手順については，「1.14.2.6(2) 非常用

直流電源設備による給電」にて整備する。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にＢ－115V系蓄電

池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及びＳＡ用 115V 系蓄電池による給

電が開始されたことの確認を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，Ｂ－115V系充電器，Ｂ１－115V系充電器（Ｓ

Ａ）及びＳＡ用 115V系充電器による給電が停止したことをＭ／Ｃ Ｄ
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系電圧にて確認し，当直副長に報告する。 

③現場運転員Ｂ及びＣは，Ｂ－115V系蓄電池，Ｂ１－115V系蓄電池（Ｓ

Ａ）及びＳＡ用 115V 系蓄電池による給電が開始され，Ｂ－115V 系充

電器盤，Ｂ１－115V 系充電器盤（ＳＡ）及びＳＡ用 115V 系充電器盤

にて負荷電圧が規定電圧であることを確認し，当直副長に報告する。 

④当直副長は，中央制御室運転員に８時間経過後の蓄電池切替え操作の

時間的裕度を確保するため，原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位高

（レベル８）近傍まで上昇させた後，原子炉隔離時冷却系を停止する

よう指示する。 

⑤中央制御室運転員Ａは，８時間経過後の蓄電池切替え操作の時間的裕

度を確保するため，原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位高（レベル

８）近傍まで上昇させた後，原子炉隔離時冷却系を停止する。 

⑥当直副長は，現場運転員に全交流動力電源喪失から８時間を経過する

時点でＢ－115V 系蓄電池の不要な負荷の切り離し及びＢ－115V 系蓄

電池からＢ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）への切替えを指示する。なお，

Ｂ－115V 系蓄電池の電圧が放電電圧の最低値を下回る可能性がある

場合は，経過時間によらず，Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電

池（ＳＡ）への切替えを指示する。 

⑦現場運転員Ｂ及びＣは，蓄電池の延命処置として全交流動力電源喪失

から８時間を経過した時点で制御電源及び直流照明を除く直流負荷の

切離しを実施する。 

⑧現場運転員Ｂ及びＣは，全交流動力電源喪失から８時間を経過した時

点でＢ－115V系蓄電池による給電からＢ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）に

よる給電への切替え操作を実施し，廃棄物処理建物地下１階中階（非

管理区域）のＢ１－115V系充電器盤（ＳＡ）蓄電池電圧指示値が規定

電圧であることを確認し，切替え完了を当直副長に報告する。 

⑨当直副長は，中央制御室運転員に原子炉隔離時冷却系の再起動を指示

する。 

⑩中央制御室運転員Ａは，原子炉隔離時冷却系を再起動する。 

⑪ａ当直副長は，蓄電池による給電開始から 24時間経過するまでにガス

タービン発電機によるＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系及びＤ系の受電

が完了したことを確認した場合，運転員に交流電源によるＡ－115V系

充電器盤，Ｂ－115V系充電器盤，Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），Ｓ

Ａ用 115V 系充電器盤及び 230V 系充電器盤（ＲＣＩＣ）の受電開始を

指示する。 

⑪ｂ当直副長は，蓄電池による給電開始から 24時間経過するまでに号炉

間電力融通ケーブル又は高圧発電機車によるＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃ

のＣ系又はＤ系の受電が完了したことを確認した場合，運転員に交流

電源によるＡ－115V系充電器盤又はＢ－115V系充電器盤，Ｂ１－115V
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系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用 115V 系充電器盤及び 230V 系充電器盤（Ｒ

ＣＩＣ）の受電開始を指示する。 

 

⑫ａＡ－115V系充電器盤受電の場合 

当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にガスタ

ービン発電機，他号炉の非常用ディーゼル発電機又は高圧発電機車の

負荷容量確認を依頼し，Ａ－中央制御室排風機及びＡ－115V系充電器

盤が使用可能か確認する。 

⑬ａ緊急時対策本部は，ガスタービン発電機，他号炉の非常用ディーゼ

ル発電機又は高圧発電機車の負荷容量を確認し，Ａ－中央制御室排風

機及びＡ－115V系充電器盤の使用可否を当直長に報告する。 

⑭ａ当直副長は，緊急時対策本部からの報告で，Ａ－中央制御室排風機

及びＡ－115V系充電器盤が使用可能であれば，運転員にバッテリー室

において，蓄電池充電時の水素ガス滞留防止のため，Ａ－中央制御室

排風機によるバッテリー室の換気を指示する。 

⑮ａ現場運転員Ｂ及びＣは，Ａ－中央制御室排風機を起動するための系

統構成を実施する。 

⑯ａ中央制御室運転員Ａは，Ａ－中央制御室排風機を起動し，バッテリ

ー室が換気されたことを当直副長に報告する。 

⑰ａ当直副長は，運転員にＡ－115V系充電器盤の受電開始を指示する。 

⑱ａ現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃ Ｃ系の遮断器を「入」操作し，廃

棄物処理建物地上１階（非管理区域）のＡ－115V系充電器盤の運転状

態及び充電器電圧指示値が規定電圧であることを確認するとともに，

給電が開始したことを当直副長に報告する。 

⑲ａ当直副長は，Ｌ／Ｃ Ｃ系及びＬ／Ｃ Ｄ系復旧完了後，運転員に

中央制御室監視計器の復旧開始を指示する。 

⑳ａ現場運転員Ｂ及びＣは，中央制御室監視計器Ｃ系の遮断器操作又は

受電確認を実施し，中央制御室監視計器電源が復旧されたことを確認

し，当直副長に報告する。 

㉑ａ現場運転員Ｂ及びＣは，中央制御室監視計器Ｄ系の遮断器操作又は

受電確認を実施し，中央制御室監視計器電源が復旧されたことを確認

し，当直副長に報告する。 

㉒ａ中央制御室運転員Ａは，中央制御室にて中央制御室監視計器が復旧

されたことを状態表示にて確認し，当直副長に報告する。 

 

⑫ｂＢ－115V系充電器盤受電の場合 

当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にガスタ

ービン発電機，他号炉の非常用ディーゼル発電機又は高圧発電機車の

負荷容量確認を依頼し，Ｂ－中央制御室排風機及びＢ－115V系充電器
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盤が使用可能か確認する。 

⑬ｂ緊急時対策本部は，ガスタービン発電機，他号炉の非常用ディーゼ

ル発電機又は高圧発電機車の負荷容量を確認し，Ｂ－中央制御室排風

機及びＢ－115V系充電器盤の使用可否を当直長に報告する。 

⑭ｂ当直副長は，緊急時対策本部からの報告で，Ｂ－中央制御室排風機

及びＢ－115V系充電器盤が使用可能であれば，運転員にバッテリー室

において，蓄電池充電時の水素ガス滞留防止のため，Ｂ－中央制御室

排風機によるバッテリー室の換気を指示する。

⑮ｂ現場運転員Ｂ及びＣは，Ｂ－中央制御室排風機を起動するための系

統構成を実施する。

⑯ｂ中央制御室運転員Ａは，Ｂ－中央制御室排風機を起動し，バッテリ

ー室が換気されたことを当直副長に報告する。

⑰ｂ当直副長は，運転員にＢ－115V系充電器盤の受電開始を指示する。

⑱ｂ現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃ Ｄ系の遮断器を「入」操作し，廃

棄物処理建物地下１階中階（非管理区域）のＢ－115V系充電器盤の運

転状態及び充電器電圧指示値が規定電圧であることを確認するととも

に，給電が開始したことを当直副長に報告する。

Ｂ－115V系充電器盤受電完了後，中央制御室監視計器の復旧を実施す

る。

操作手順については，「Ａ－115V 系充電器盤受電の場合」の操作手順

⑲ａ～㉒ａと同様である。

⑫ｃＢ１－115V系充電器盤（ＳＡ）受電の場合

当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にガスタ

ービン発電機，他号炉の非常用ディーゼル発電機又は高圧発電機車の

負荷容量確認を依頼し，Ｂ－中央制御室排風機及びＢ１－115V系充電

器盤（ＳＡ）が使用可能か確認する。

⑬ｃ緊急時対策本部は，ガスタービン発電機，他号炉の非常用ディーゼ

ル発電機又は高圧発電機車の負荷容量を確認し，Ｂ－中央制御室排風

機及びＢ１－115V系充電器盤（ＳＡ）の使用可否を当直長に報告する。

⑭ｃ当直副長は，緊急時対策本部からの報告で，Ｂ－中央制御室排風機

及びＢ１－115V系充電器盤（ＳＡ）が使用可能であれば，運転員にバ

ッテリー室において，蓄電池充電時の水素ガス滞留防止のため，Ｂ－

中央制御室排風機によるバッテリー室の換気を指示する。

⑮ｃ現場運転員Ｂ及びＣは，Ｂ－中央制御室排風機を起動するための系

統構成を実施する。

⑯ｃ中央制御室運転員Ａは，Ｂ－中央制御室排風機を起動し，バッテリ

ー室が換気されたことを当直副長に報告する。

⑰ｃ当直副長は，運転員にＢ１－115V系充電器盤（ＳＡ）の受電開始を
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指示する。 

⑱ｃ現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃ Ｄ系の遮断器を「入」操作し，廃

棄物処理建物地下１階中階（非管理区域）のＢ１－115V系充電器盤（Ｓ

Ａ）の運転状態及び充電器電圧指示値が規定電圧であることを確認す

るとともに，給電が開始したことを当直副長に報告する。 

Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ）受電完了後，中央制御室監視計器の復

旧を実施する。 

操作手順については，「Ａ－115V 系充電器盤受電の場合」の操作手順

⑲ａ～㉒ａと同様である。 

 

⑫ｄＳＡ用115V系充電器盤受電の場合 

当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にガスタ

ービン発電機，他号炉の非常用ディーゼル発電機又は高圧発電機車の

負荷容量確認を依頼し，Ｂ－中央制御室排風機及びＳＡ用 115V系充電

器盤が使用可能か確認する。 

⑬ｄ緊急時対策本部は，ガスタービン発電機，他号炉の非常用ディーゼ

ル発電機又は高圧発電機車の負荷容量を確認し，Ｂ－中央制御室排風

機及びＳＡ用115V系充電器盤の使用可否を当直長に報告する。 

⑭ｄ当直副長は，緊急時対策本部からの報告で，Ｂ－中央制御室排風機

及びＳＡ用115V系充電器盤が使用可能であれば，運転員にバッテリー

室において，蓄電池充電時の水素ガス滞留防止のため，Ｂ－中央制御

室排風機によるバッテリー室の換気を指示する。 

⑮ｄ現場運転員Ｂ及びＣは，Ｂ－中央制御室排風機を起動するための系

統構成を実施する。 

⑯ｄ中央制御室運転員Ａは，Ｂ－中央制御室排風機を起動し，バッテリ

ー室が換気されたことを当直副長に報告する。 

⑰ｄ当直副長は，運転員にＳＡ用115V系充電器盤の受電開始を指示する。 

⑱ｄ現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃ Ｄ系の遮断器を「入」操作し，廃

棄物処理建物地下１階中階（非管理区域）のＳＡ用115V系充電器盤の

運転状態及び充電器電圧指示値が規定電圧であることを確認するとと

もに，給電が開始したことを当直副長に報告する。 

ＳＡ用 115V系充電器盤受電完了後，中央制御室監視計器の復旧を実施

する。 

操作手順については，「Ａ－115V 系充電器盤受電の場合」の操作手順

⑲ａ～㉒ａと同様である。 

 

⑫ｅ230V 系充電器盤（ＲＣＩＣ）受電の場合 

当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部にガスタ

ービン発電機，他号炉の非常用ディーゼル発電機又は高圧発電機車の
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負荷容量確認を依頼し，Ｂ－中央制御室排風機及び 230V 系充電器盤

（ＲＣＩＣ）が使用可能か確認する。 

⑬ｅ緊急時対策本部は，ガスタービン発電機，他号炉の非常用ディーゼ

ル発電機又は高圧発電機車の負荷容量を確認し，Ｂ－中央制御室排風

機及び230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）の使用可否を当直長に報告する。 

⑭ｅ当直副長は，緊急時対策本部からの報告で，Ｂ－中央制御室排風機

及び230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）が使用可能であれば，中央制御室運

転員にバッテリー室において，蓄電池充電時の水素ガス滞留防止のた

め，Ｂ－中央制御室排風機によるバッテリー室の換気を指示する。 

⑮ｅ現場運転員Ｂ及びＣは，Ｂ－中央制御室排風機を起動するための系

統構成を実施する。 

⑯ｅ中央制御室運転員Ａは，Ｂ－中央制御室排風機を起動し，バッテリ

ー室が換気されたことを当直副長に報告する。 

⑰ｅ当直副長は，運転員に230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）の受電開始を指

示する。 

⑱ｅ現場運転員Ｂ及びＣは，Ｃ／Ｃ Ｄ系の遮断器を「入」操作し，廃

棄物処理建物地下１階中階（非管理区域）の230V系充電器盤（ＲＣＩ

Ｃ）の運転状態及び充電器電圧指示値が規定電圧であることを確認す

るとともに，給電が開始したことを当直副長に報告する。 

230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）受電完了後，中央制御室監視計器の復旧

を実施する。 

操作手順については，「Ａ－115V 系充電器盤受電の場合」の操作手順

⑲ａ～㉒ａと同様である。 

 

(c) 操作の成立性 

Ｂ－115V系蓄電池，Ｂ１－115V系蓄電池（ＳＡ）及びＳＡ用115V系蓄電

池による給電は，現場運転員２名にて直流母線（Ｂ－115V系直流盤，Ｂ－

115V系直流盤（ＳＡ）及びＳＡ対策設備用分電盤（２））へ自動で給電さ

れることを確認する。中央制御室近傍での電圧確認であるため，速やかに

対応ができる。 

所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備による給電操

作は，中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してからの所要時間は以下のとおり。 

・Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電池（ＳＡ）受電切替え完了及

び不要負荷切離し操作完了まで30分以内で可能である。 

・Ａ－115V系充電器盤受電完了まで20分以内で可能である。 

・Ｂ－115V系充電器盤受電完了まで20分以内で可能である。 

・Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ）受電完了まで20分以内で可能である。 

・ＳＡ用115V系充電器盤受電完了まで20分以内で可能である。 

1.14-37

912



 

・230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）受電完了まで20分以内で可能である。 

・中央制御室監視計器Ｃ系及びＤ系復旧まで40分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連

絡設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(4)） 
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ｂ．可搬型直流電源設備による給電 

外部電源，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機の機能喪失時に，Ｂ１－115V系蓄電池（ＳＡ），230V系蓄電池（ＲＣＩ

Ｃ）及びＳＡ用115V系蓄電池による給電ができない場合に，可搬型直流電源

設備（高圧発電機車及び充電器盤（Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用

115V系充電器盤及び230V系充電器盤（常用）））により直流電源を必要な機器

に給電する。 

可搬型直流電源設備による給電（高圧発電機車によるＳＡ低圧母線，充電

器盤への給電）の優先順位は以下のとおり。 

１．高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続） 

２．高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続） 

３．高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用

メタクラ接続プラグ盤に接続）（故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムによる影響がある場合） 

また，上記給電を継続するために高圧発電機車への燃料補給を実施する。

燃料の補給手順については，「1.14.2.5 燃料の補給手順」にて整備する。 

(a) 手順着手の判断基準

全交流動力電源喪失後，24時間以内にガスタービン発電機，号炉間電力

融通ケーブル又は高圧発電機車による給電操作が完了する見込みがない

場合。 

(b) 操作手順

可搬型直流電源設備による給電手順の概要は以下のとおり。手順の対応

フローを第1.14－6図に，概要図を第1.14－26図及び第1.14－27図に，タ

イムチャートを第1.14－28図から第1.14－30図に示す。

なお，高圧発電機車によるＳＡコントロールセンタ受電の操作手順につ

いては「1.14.2.3(1)ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電機車によるＳ

Ａロードセンタ及びＳＡコントロールセンタ受電」の操作手順のうち，「高

圧発電機車によるＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセンタ受電」の

操作手順と同様であるため，当該手順にて実施する。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に高圧発電機車に

よる充電器盤（Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器盤

及び230V系充電器盤（常用））への給電準備開始を指示する。

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に高圧発電

機車による充電器盤（Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充

電器盤及び230V系充電器盤（常用））への給電準備を依頼する。

③緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車による充電器盤（Ｂ
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１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器盤及び230V系充電器

盤（常用））への給電準備開始を指示する。 

④中央制御室運転員Ａ及び緊急時対策要員は，充電器盤（Ｂ１－115V系

充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器盤及び230V系充電器盤（常用））

の受電に先立ち，「1.14.2.3(1)ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電

機車によるＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセンタ受電」の操

作手順のうち，「高圧発電機車によるＳＡロードセンタ及びＳＡコント

ロールセンタ受電」の操作手順にてＳＡコントロールセンタの受電を

実施する。 

⑤現場運転員Ｂ及びＣは，仮設ケーブル接続のためＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ

／Ｃ Ｄ系の負荷「中央制御室排風機」の遮断器を「切」とし，当直

副長に報告する。 

⑥緊急時対策要員は，ＳＡコントロールセンタから中央制御室排風機用

のＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系に仮設ケーブルを敷設する。 

⑦現場運転員Ｂ及びＣは，Ａ－中央制御室排風機又はＢ－中央制御室排

風機を起動するための系統構成を実施する。 

⑧緊急時対策要員は，ＳＡコントロールセンタから中央制御室排風機用

のＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系に仮設ケーブルを接続するとともに，

絶縁抵抗測定によりＳＡコントロールセンタから中央制御室排風機用

のＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系までの間の電路の健全性を確認し，

仮設ケーブル接続完了を緊急時対策本部に報告する。 

⑨緊急時対策本部は，当直長に給電準備が完了したことを報告する。 

⑩当直副長は，現場運転員に中央制御室排風機の電源の復旧を指示する。 

⑪現場運転員Ｂ及びＣは，仮設ケーブルを接続したＳＡコントロールセ

ンタの遮断器を「入」とし，中央制御室排風機の電源が復旧したこと

を当直副長に報告する。 

⑫当直副長は，中央制御室運転員に中央制御室排風機の起動操作を指示

する。 

⑬中央制御室運転員Ａは，中央制御室排風機を起動し，バッテリー室が

換気されたことを確認し，起動操作が完了したことを当直副長に報告

する。 

⑭当直副長は，現場運転員にＳＡコントロールセンタから充電器盤への

給電開始を指示する。 

⑮現場運転員Ｂ及びＣは，充電器切替盤にて「Ｃ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ 

Ｄ系」から「ＳＡコントロールセンタ」へ受電切替操作を行い，充電

器盤（Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器盤及び230V

系充電器盤（常用））の運転状態及び充電器盤充電器電圧指示値が規定

電圧であることを確認するとともに，給電が開始したことを当直副長

に報告する。 
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(c) 操作の成立性

上記の操作は，中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策

要員３名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してからの所要時間は

以下のとおり。 

優先１の高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納

箱に接続）による給電完了まで５時間10分以内で可能である。 

優先２の高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納

箱に接続）による給電完了まで５時間10分以内で可能である。 

優先３の高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の

緊急用メタクラ接続プラグ盤に接続）（故意による大型航空機の衝突その

他のテロリズムによる影響がある場合）による給電完了まで５時間50分以

内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連

絡設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(5)） 
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ｃ．直流給電車による直流盤への給電 

外部電源，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機の機能喪失時，所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備

が機能喪失した場合で，かつ可搬型直流電源設備による直流電源の給電がで

きない場合に，直流給電車をＢ－115V系直流盤，230V系直流盤（ＲＣＩＣ），

Ｂ－115V系直流盤（ＳＡ）及び230V系直流盤（常用）に接続し，直流電源を

給電する。 

また，上記給電を継続するために高圧発電機車への燃料補給を実施する。

燃料の補給手順については，「1.14.2.5 燃料の補給手順」にて整備する。 

(a) 手順着手の判断基準

全交流動力電源喪失後，24時間以内にガスタービン発電機，号炉間電力

融通ケーブル又は高圧発電機車による給電操作が完了する見込みがない

場合において，可搬型直流電源設備による給電ができない場合。 

(b) 操作手順

直流給電車による直流盤への給電手順の概要は以下のとおり。手順の対

応フローを第1.14－6図に，概要図を第1.14－31図に，タイムチャートを

第1.14－32図及び第1.14－33図に示す。 

〔優先１．廃棄物処理建物南側の直流給電車接続プラグ収納箱に接続に

よる直流盤への給電〕 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，現場運転員に直流給電車

によるＢ－115V 系直流盤及び 230V 系直流盤（ＲＣＩＣ）への給電準

備開始を指示する。

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に直流給電

車によるＢ－115V 系直流盤及び 230V 系直流盤（ＲＣＩＣ）への給電

準備開始を依頼する。

③緊急時対策本部は，緊急時対策要員に直流給電車（廃棄物処理建物南

側の直流給電車接続プラグ収納箱に接続）によるＢ－115V系直流盤及

び 230V 系直流盤（ＲＣＩＣ）への給電準備開始を指示する。

④現場運転員Ｂ及びＣは，直流給電車によるＢ－115V 系直流盤及び 230V

系直流盤（ＲＣＩＣ）への給電準備のためＢ－115V 系充電器盤及び

230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）の出力遮断器を「切」とし，当直副長に

Ｂ－115V 系直流盤及び 230V 系直流盤（ＲＣＩＣ）への給電前準備完

了を報告する。

⑤緊急時対策要員は，直流給電車によるＢ－115V 系直流盤及び 230V 系

直流盤（ＲＣＩＣ）への給電準備として直流電路の回路構成，高圧発

電機車及び直流給電車の起動準備を行い，緊急時対策本部に給電準備

完了を報告する。

⑥当直長は，当直副長からの依頼に基づき，直流給電車によるＢ－115V
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系直流盤及び 230V系直流盤（ＲＣＩＣ）への給電準備が完了したこと

を緊急時対策本部へ報告するとともに，給電開始を依頼する。 

⑦緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車の起動及び直流給

電車によるＢ－115V 系直流盤及び 230V 系直流盤（ＲＣＩＣ）への給

電開始を指示する。

⑧緊急時対策要員は，高圧発電機車の起動後，直流給電車によるＢ－115V

系直流盤及び 230V系直流盤（ＲＣＩＣ）への給電操作を実施し，給電

が開始したことを緊急時対策本部へ報告する。

⑨緊急時対策本部は，当直長に直流給電車によるＢ－115V系直流盤及び

230V系直流盤（ＲＣＩＣ）への給電が開始したことを報告する。

⑩当直副長は，現場運転員にＢ－115V 系直流盤及び 230V 系直流盤（Ｒ

ＣＩＣ）の電圧確認を指示する。

⑪現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検によりＢ－115V 系直流盤及び 230V

系直流盤（ＲＣＩＣ）への給電状況に異常がないこと及び電圧指示値

が規定電圧であることの確認を行い，給電が開始されたことを当直副

長に報告する。

〔優先２．原子炉建物南側の直流給電車接続プラグ収納箱に接続による

直流盤への給電〕 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，現場運転員に直流給電車

によるＢ－115V 系直流盤（ＳＡ）及び 230V 系直流盤（常用）への給

電準備開始を指示する。

②当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に直流給電

車によるＢ－115V 系直流盤（ＳＡ）及び 230V 系直流盤（常用）への

給電準備開始を依頼する。

③緊急時対策本部は，緊急時対策要員に直流給電車（原子炉建物南側の

直流給電車接続プラグ収納箱に接続）によるＢ－115V 系直流盤（ＳＡ）

及び 230V 系直流盤（常用）への給電準備開始を指示する。

④現場運転員Ｂ及びＣは，直流給電車によるＢ－115V 系直流盤（ＳＡ）

及び 230V 系直流盤（常用）への給電準備のためＢ１－115V 系充電器

盤（ＳＡ）及び 230V系充電器盤（常用）の出力遮断器を「切」とし，

当直副長にＢ－115V 系直流盤（ＳＡ）及び 230V 系直流盤（常用）へ

の給電前準備完了を報告する。

⑤緊急時対策要員は，直流給電車によるＢ－115V系直流盤（ＳＡ）及び

230V系直流盤（常用）への給電準備として直流電路の回路構成，高圧

発電機車及び直流給電車の起動準備を行い，緊急時対策本部に給電準

備完了を報告する。

⑥当直長は，当直副長からの依頼に基づき，直流給電車によるＢ－115V

系直流盤（ＳＡ）及び 230V系直流盤（常用）への給電準備が完了した
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ことを緊急時対策本部へ報告するとともに，給電開始を依頼する。 

⑦緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車の起動及び直流給

電車によるＢ－115V 系直流盤（ＳＡ）及び 230V 系直流盤（常用）へ

の給電開始を指示する。

⑧緊急時対策要員は，高圧発電機車の起動後，直流給電車によるＢ－115V

系直流盤（ＳＡ）及び 230V系直流盤（常用）への給電操作を実施し，

給電が開始したことを緊急時対策本部へ報告する。

⑨緊急時対策本部は，当直長に直流給電車によるＢ－115V系直流盤（Ｓ

Ａ）及び 230V系直流盤（常用）への給電が開始したことを報告する。 

⑩当直副長は，現場運転員にＢ－115V 系直流盤（ＳＡ）及び 230V 系直

流盤（常用）の電圧確認を指示する。

⑪現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検によりＢ－115V系直流盤（ＳＡ）及

び 230V 系直流盤（常用）への給電状況に異常がないこと及び電圧指示

値が規定電圧であることの確認を行い，給電が開始されたことを当直

副長に報告する。

(c) 操作の成立性

優先１の廃棄物処理建物南側の直流給電車接続プラグ収納箱に接続に

よる直流盤への給電操作は，現場運転員２名，緊急時対策要員３名にて作

業を実施した場合，作業開始を判断してから直流給電車によるＢ－115V系

直流盤及び230V系直流盤（ＲＣＩＣ）への給電完了まで４時間15分以内で

可能である。 

優先２の原子炉建物南側の直流給電車接続プラグ収納箱に接続による

直流盤への給電操作は，現場運転員２名，緊急時対策要員３名にて作業を

実施した場合，作業開始を判断してから直流給電車によるＢ－115V系直流

盤（ＳＡ）及び230V系直流盤（常用）への給電完了まで４時間15分以内で

可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連

絡設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(6)） 
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(2) 非常用直流電源喪失時の遮断器用制御電源確保

ａ．ＳＡ用115V系蓄電池によるＢ－115V系直流盤受電 

外部電源，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機の機能喪失時に，Ｍ／Ｃ Ｄ系への給電のため，ＳＡ用115V系蓄電池に

よるＢ－115V系直流盤への給電を実施し，Ｍ／Ｃ Ｄ系の受電遮断器の制御

電源を確保する。 

(a) 手順着手の判断基準

外部電源，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電機の機能喪失時，ＳＡ用115V系蓄電池の電圧が規定電圧である場合で，

ガスタービン発電機，号炉間電力融通ケーブル又は高圧発電機車によるＭ

／Ｃ Ｄ系への給電が可能となった場合。 

(b) 操作手順

ＳＡ用115V系蓄電池によるＢ－115V系直流盤受電手順の概要は以下の

とおり。手順の対応フローを第1.14－6図に，概要図を第1.14－34図に，

タイムチャートを第1.14－35図に示す。

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，現場運転員にＳＡ用 115V

系蓄電池によるＢ－115V系直流盤受電準備開始を指示する。

②現場運転員Ｂ及びＣは，Ｂ－115V 系直流盤の負荷抑制として，Ｂ－

115V 系直流盤にてＭ／Ｃ Ｄ系遮断器制御電源以外の負荷の遮断器

を「切」とする。

③現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ用 115V 系蓄電池からＢ－115V 系蓄電池

及びＢ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）へ放電させないために，Ｂ－115V

系蓄電池及びＢ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）の遮断器を「切」とする。 

④現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ用 115V 系充電器盤のＢ－115V 系直流盤

（ＳＡ）の遮断器並びにＢ－115V 系直流盤（ＳＡ）のＳＡ用 115V 系

充電器盤受電遮断器及びＢ－115V 系直流盤の遮断器を「入」操作し，

当直副長にＢ－115V系直流盤受電準備完了を報告する。

⑤当直副長は，現場運転員にＳＡ用 115V 系蓄電池によるＢ－115V 系直

流盤の受電開始を指示する。

⑥現場運転員Ｂ及びＣは，Ｂ－115V系直流盤にてＢ－115V系直流盤（Ｓ

Ａ）の遮断器を「入」とし，Ｂ－115V系直流盤受電を実施する。

⑦現場運転員Ｂ及びＣは，廃棄物処理建物地上１階（非管理区域）のＳ

Ａ用 115V 系充電器盤蓄電池電圧指示値が規定電圧であることを確認

し，受電完了を当直副長に報告する。

⑧当直副長は，運転員にＭ／Ｃ Ｄ系の受電操作開始を指示する。

(c) 操作の成立性

上記の操作は，現場運転員２名にて作業を実施した場合，作業開始を判
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断してからＢ－115V系直流盤受電完了まで30分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連

絡設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(7)） 
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ｂ．非常用直流電源喪失時のＡ－115V系直流盤受電 

外部電源，非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電

機及び非常用直流電源喪失後，ガスタービン発電機，号炉間電力融通ケーブ

ル又は高圧発電機車による給電が可能な場合，Ｍ／Ｃ Ｃ系を受電後，Ａ－

115V系充電器盤からＡ－115V系直流盤へ給電し，遮断器の制御電源を確保す

る。 

なお，Ｍ／Ｃ Ｃ系の受電時に，Ｍ／Ｃ Ｃ系の受電遮断器の制御電源が

喪失している場合には，手動にて遮断器を投入後，受電操作を実施する。 

また，給電手段，電路構成及びＭ／Ｃ Ｃ系受電前準備については

「1.14.2.1(1)ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ

系受電」，「1.14.2.1(1)ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ

系受電」及び「1.14.2.1(1)ｃ．号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ 

Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電」と同様である。 

代替交流電源設備によるＭ／Ｃ Ｃ系への給電の優先順位は以下のとお

り。 

１．ガスタービン発電機 

２．号炉間電力融通ケーブル（１号炉） 

３．高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続） 

４．高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続） 

５．高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用

メタクラ接続プラグ盤への接続）（故意による大型航空機の衝突その

他のテロリズムによる影響がある場合） 

(a) 手順着手の判断基準 

Ａ－115V系直流盤の電圧が喪失した場合で，ガスタービン発電機，号炉

間電力融通ケーブル又は高圧発電機車のいずれかの手段によるＭ／Ｃ 

Ｃ系への給電のための電路構成，Ｍ／Ｃ Ｃ系受電前準備及び起動操作が

完了している場合。 

 

(b) 操作手順 

非常用直流電源喪失時のＡ－115V系直流盤受電手順の概要は以下のと

おり。手順の対応フローを第1.14－6図に，概要図を第1.14－36図から第

1.14－38図に，タイムチャートを第1.14－39図から第1.14－41図に示す。 

なお，ガスタービン発電機，号炉間電力融通ケーブル又は高圧発電機車

のいずれかの手段によるＭ／Ｃ Ｃ系への給電のための電路構成，Ｍ／Ｃ 

Ｃ系受電前準備及び起動操作については「1.14.2.1(1)ａ．ガスタービン

発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電」，「1.14.2.1(1)ｂ．

高圧発電機車によるＭ／Ｃ  Ｃ系又はＭ／Ｃ  Ｄ系受電」又は
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「1.14.2.1(1)ｃ．号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又は

Ｍ／Ｃ Ｄ系受電」の操作手順にて実施し，その後，本手順を実施する。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にＡ－115V系直流

盤受電準備開始を指示する。

②現場運転員Ｂ及びＣは，Ｍ／Ｃ Ｃ系の受電遮断器を手動操作にて

「入」とし，当直長にＭ／Ｃ Ｃ系の受電準備完了を報告する。号炉

間電力融通ケーブルを使用した給電の場合，Ｍ／Ｃ Ｃ系の母線連絡

遮断器及びＭ／Ｃ Ａ系の受電遮断器を手動操作にて「入」とし，当

直副長にＭ／Ｃ Ｃ系の受電準備完了を報告する。

〔優先１．ガスタービン発電機によるＡ－115V系直流盤受電の場合〕 

③ａ当直副長は，ガスタービン発電機による給電が可能な場合は，運転

員にＭ／Ｃ Ｃ系への給電開始を指示する。

④ａ中央制御室運転員Ａは，ガスタービン発電機からＭ／Ｃ Ｃ系へ給

電するための緊急用メタクラの遮断器を「入」とし，ガスタービン発

電機から給電が開始されたことを当直副長に報告する。

⑤ａ現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検によりＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃの

Ｃ系の受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に報告する。

Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系の受電完了後，Ａ－115V系充電器盤の

受電開始を指示する。

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。

〔優先２．号炉間電力融通ケーブル（１号炉）によるＡ－115V系直流盤

受電の場合〕 

③ｂ当直副長は，号炉間電力融通ケーブル（１号炉）による電力融通が

可能な場合は，運転員にＭ／Ｃ Ｃ系への電力融通開始を指示する。

④ｂ中央制御室運転員Ａは，１号炉の常用高圧母線及び非常用高圧母線

の母線連絡及び予備変受電の遮断器を「入」とし，号炉間電力融通ケ

ーブル（１号炉）による電力融通を開始する。

⑤ｂ現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検によりＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃの

Ｃ系の受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に報告する。

Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系の受電完了後，Ａ－115V系充電器盤の

受電開始を指示する。

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。
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〔優先３．高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収

納箱に接続）によるＡ－115V系直流盤受電の場合〕 

③ｃ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，高圧発電機車（原子炉建

物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）による給電が可能な

場合は，緊急時対策本部にＭ／Ｃ Ｃ系の受電開始を依頼する。 

④ｃ緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（原子炉建物西

側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系の受

電開始を指示する。 

⑤ｃ緊急時対策要員は，高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車

接続プラグ収納箱に接続）による給電を実施し，高圧発電機車から給

電が開始されたことを緊急時対策本部に報告する。 

⑥ｃ緊急時対策本部は，当直長に高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系への

給電が開始したことを報告する。 

⑦ｃ当直副長は，現場運転員に高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系への給

電が開始されたことの確認を指示する。 

⑧ｃ現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検によりＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃの

Ｃ系の受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に報告する。 

Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系の受電完了後，Ａ－115V系充電器盤の

受電開始を指示する。 

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。 

 

〔優先４．高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収

納箱に接続）によるＡ－115V系直流盤受電の場合〕 

③ｄ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，高圧発電機車（原子炉建

物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）による給電が可能な

場合は，緊急時対策本部にＭ／Ｃ Ｃ系の受電開始を依頼する。 

④ｄ緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（原子炉建物南

側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系の受

電開始を指示する。 

⑤ｄ緊急時対策要員は，高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車

接続プラグ収納箱に接続）による給電を実施し，高圧発電機車から給

電が開始されたことを緊急時対策本部に報告する。 

⑥ｄ緊急時対策本部は，当直長に高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系への

給電が開始したことを報告する。 

⑦ｄ当直副長は，現場運転員に高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系への給

電が開始されたことの確認を指示する。 

⑧ｄ現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検によりＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃの
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Ｃ系の受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に報告する。 

Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系の受電完了後，Ａ－115V系充電器盤の

受電開始を指示する。 

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。 

 

〔優先５．高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）

の緊急用メタクラ接続プラグ盤への接続）によるＡ－115V系直流盤受電の

場合（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある

場合）〕 

③ｅ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，高圧発電機車（ガスター

ビン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤へ

の接続）による給電が可能な場合は，緊急時対策本部にＭ／Ｃ Ｃ系

の受電開始を依頼する。 

④ｅ緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（ガスタービン

発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤への接

続）によるＭ／Ｃ Ｃ系の受電開始を指示する。 

⑤ｅ緊急時対策要員は，高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急

用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤への接続）による給電を

実施し，高圧発電機車から給電が開始されたことを緊急時対策本部に

報告する。 

⑥ｅ緊急時対策本部は，当直長に高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系への

給電が開始したことを報告する。 

⑦ｅ当直副長は，現場運転員に高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系への給

電が開始されたことの確認を指示する。 

⑧ｅ現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検によりＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃの

Ｃ系の受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に報告する。 

Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／ＣのＣ系の受電完了後，Ａ－115V系充電器盤の

受電開始を指示する。 

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。 

 

(c) 操作の成立性 

上記優先１の操作は，中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急

時対策要員３名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してからガスタ

ービン発電機によるＡ－115V系直流盤受電完了まで１時間35分以内で可

能である。 
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上記優先２の操作は，中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急

時対策要員３名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから号炉間

電力融通ケーブル（１号炉）によるＡ－115V系直流盤受電完了まで１時間

45分以内で可能である。 

上記優先３，優先４及び優先５の操作は，現場運転員２名及び緊急時対

策要員３名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから高圧発電機

車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続），高圧発電

機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）又は高圧

発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ

接続プラグ盤への接続）（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズ

ムによる影響がある場合）によるＡ－115V系直流盤受電完了まで１時間35

分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連

絡設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(8)） 
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(3) 号炉間連絡ケーブルを使用した直流電源確保 

ａ．号炉間連絡ケーブルを使用したＡ－115V系直流盤又はＢ－115V系直流盤受

電 

当該号炉で外部電源喪失及び非常用直流電源設備の機能喪失により非常

用ディーゼル発電機の起動に必要な直流電源（制御電源）を確保できない場

合において，他号炉のＣ／Ｃから号炉間連絡ケーブルを使用して当該号炉の

Ａ－115V系直流盤又はＢ－115V系直流盤を受電し，非常用ディーゼル発電機

の起動に必要な直流電源（制御電源）を確保する。 

また，他号炉で外部電源喪失及び非常用直流電源設備が機能喪失し，当該

号炉の電源が確保されている場合は，同様の手段により当該号炉から他号炉

へ給電することが可能である。 

(a) 手順着手の判断基準 

直流電源の喪失により非常用ディーゼル発電機が起動できず，外部電源，

ガスタービン発電機，号炉間電力融通ケーブル及び高圧発電機車による給

電が不可能な状況において，他号炉のＬ／Ｃ Ｃ系又はＬ／Ｃ Ｄ系の電

圧が正常で他号炉のＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系からの給電が可能で

ある場合。 

 

(b) 操作手順 

号炉間連絡ケーブルを使用したＡ－115V系直流盤又はＢ－115V系直流

盤受電手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第1.14－6図に，

概要図を第1.14－42図に，タイムチャートを第1.14－43図に示す。 

（本手順は，当該号炉で外部電源喪失並びに非常用直流電源設備が機能

喪失した状況において，他号炉のＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系から号炉

間連絡ケーブルを使用して当該号炉のＡ－115V系直流盤又はＢ－115V系

直流盤を受電する操作手順を示す。） 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，現場運転員に他号炉のＣ

／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系を経由した当該号炉のＡ－115V 系直流

盤又はＢ－115V系直流盤の受電準備を指示する。 

②現場運転員Ｂ及びＣは，バッテリー室換気のための空調機電源が確保

できないため，Ａ－115V 系蓄電池又はＢ－115V 系蓄電池の遮断器を

「切」とする。 

③現場運転員Ｂ及びＣは，当該号炉のＣ／Ｃ Ｃ系及びＡ－115V系直流

盤の受電前準備，又はＣ／Ｃ Ｄ系及びＢ－115V系直流盤の受電前準

備としてＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系の負荷抑制のためにあらかじ

め定められた負荷の遮断器を「切」とし，当直副長に受電準備完了を

報告する。 

④当直副長は，現場運転員に他号炉のＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系に

よる当該号炉のＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系への給電開始を指示す
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る。 

⑤現場運転員Ｂ及びＣは，他号炉のＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系の母

線連絡ラインの遮断器を「入」とし，当該号炉への給電を開始したこ

とを当直副長に報告する。 

⑥当直副長は，他号炉のＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系による当該号炉

のＣ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系への給電完了後，現場運転員に交流

電源によるＡ－115V 系充電器盤又はＢ－115V 系充電器盤の受電開始

を指示する。 

⑦現場運転員Ｂ及びＣは，Ａ－115V 系充電器盤又はＢ－115V系充電器盤

へ給電するための遮断器を「入」とし，廃棄物処理建物地上１階（非

管理区域）のＡ－115V系充電器盤充電器電圧指示値及びＡ－115V系直

流盤電圧指示値又は廃棄物処理建物地下１階中階（非管理区域）のＢ

－115V 系充電器盤充電器電圧指示値及びＢ－115V 系直流盤電圧指示

値が規定電圧であることにより確認するとともに，当直副長に報告す

る。 

 

(c) 操作の成立性 

上記の操作は，現場運転員２名にて作業を実施した場合，作業開始を判

断してから他号炉のＣ／Ｃによる当該号炉Ａ－115V系直流盤又はＢ－

115V系直流盤受電完了まで55分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連

絡設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(9)） 
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1.14.2.3 代替所内電気設備による対応手順 

(1) 代替所内電気設備による給電 

ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電機車によるＳＡロードセンタ及びＳＡコ

ントロールセンタ受電 

非常用所内電気設備であるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系が機能喪失し

た場合，又は代替所内電気設備に接続する重大事故等対処設備が必要な場合

に，ガスタービン発電機又は高圧発電機車から代替所内電気設備へ給電する

ことで，発電用原子炉の冷却,原子炉格納容器内の冷却及び除熱に必要とな

る設備の電源を復旧する。 

なお，負荷への給電にあたっては，非常用コントロールセンタ及び非常用

コントロールセンタ切替盤の双方が健全であれば，非常用コントロールセン

タ切替盤での給電を優先して使用する。 

代替交流電源設備によるＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセンタ

（以下，「ＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ」という。）への給電の優先順位は

以下のとおり。 

１．ガスタービン発電機 

２．高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続） 

３．高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続） 

４．高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用

メタクラ接続プラグ盤への接続）（故意による大型航空機の衝突その

他のテロリズムによる影響がある場合） 

また，上記給電を継続するために高圧発電機車への燃料補給を実施する。

燃料の補給手順については，「1.14.2.5 燃料の補給手順」にて整備する。

なお，ガスタービン発電機への燃料補給については，自動給油である。 

(a) 手順着手の判断基準 

非常用所内電気設備であるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系が機能喪失

した場合，又は代替所内電気設備に接続する重大時等対処設備が必要な場

合で，ガスタービン発電機又は高圧発電機車からＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－

Ｃ／Ｃへ給電が可能な場合。 

 

(b) 操作手順 

ガスタービン発電機又は高圧発電機車によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－

Ｃ／Ｃ受電手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第1.14－6図

に，概要図を第1.14－44図に，タイムチャートを第1.14－45図から第1.14

－48図に示す。 

〔優先１．ガスタービン発電機によるＳＡロードセンタ及びＳＡコント

ロールセンタ受電の場合〕 
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①ａ当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にガスタービン

発電機によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃへの受電開始を指示する。 

②ａ中央制御室運転員Ａは，緊急用メタクラの動力変圧器用遮断器以外

の遮断器の「切」を確認した後，ガスタービン発電機を起動及び緊急

用メタクラの受電を電圧確認により実施し，緊急用メタクラのＳＡ－

Ｌ／Ｃへの遮断器の「入」操作を実施する。 

③ａ中央制御室運転員Ａは，ＳＡ－Ｌ／Ｃの電圧確認を行い，ガスター

ビン発電機から給電が開始されたことを当直副長に報告する。 

④ａ当直副長は，ＳＡ電源切替盤による給電の場合には，現場運転員に

ＳＡ電源切替盤による負荷への給電開始を指示する。 

当直副長は，非常用コントロールセンタ切替盤による給電の場合には，

中央制御室運転員に非常用コントロールセンタ切替盤による給電開始

を指示する。 

⑤ａ現場運転員Ｂ及びＣは，ＳＡ電源切替盤による給電の場合には，Ｓ

Ａ電源切替盤にて各電動弁電源を「ＳＡ側」へ切り替えを行い，切替

作業完了を当直副長へ報告する。 

中央制御室運転員Ａは，非常用コントロールセンタ切替盤による給電

の場合には，ＣＳで切り替えを行い，切替作業完了を当直副長へ報告

する。 

⑥ａ中央制御室運転員Ａは，電動弁の電源が復旧したことを状態表示ラ

ンプにて確認する。 

 

〔優先２．高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収

納箱に接続）によるＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセンタ受電の

場合〕 

①ｂ当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員に高

圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）

によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ受電準備開始を指示する。 

②ｂ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に高圧発

電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）に

よるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃへの給電を依頼する。 

③ｂ緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（原子炉建物西

側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及び

ＳＡ－Ｃ／Ｃへの給電準備開始を指示する。 

④ｂ中央制御室運転員Ａは，緊急用メタクラの遮断器の「切」を確認し

た後，緊急用メタクラのＳＡ－Ｌ／Ｃへの遮断器及び非常用高圧母線

用遮断器の「入」操作を行い，当直副長にＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ

／Ｃの受電準備完了を報告する。 

⑤ｂ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に緊急用
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メタクラ，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃの受電準備が完了したこと

を報告する。 

⑥ｂ緊急時対策要員は，高圧発電機車を原子炉建物西側近傍に配置し，

高圧発電機車の起動準備，高圧発電機車から高圧発電機車接続プラグ

収納箱までの間に高圧発電機車のケーブルを敷設し，接続作業を行う。 

⑦ｂ緊急時対策要員は，メタクラ切替盤において給電する緊急用メタク

ラへの切替作業をするとともに，絶縁抵抗測定により高圧発電機車か

らＳＡ－Ｌ／Ｃ動力変圧器の一次側までの間の電路の健全性を確認し，

受電準備完了を緊急時対策本部に報告する。

⑧ｂ緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（原子炉建物西

側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）による給電開始を指示す

る。

⑨ｂ緊急時対策要員は，高圧発電機車を起動し，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ

－Ｃ／Ｃまでの給電を開始するとともに，給電が開始されたことを緊

急時対策本部に報告する。

⑩ｂ緊急時対策本部は，緊急時対策要員により，高圧発電機車から給電

が開始されたことを当直長に報告する。

⑪ｂ当直副長は，中央制御室運転員に高圧発電機車（原子炉建物西側の

高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ

－Ｃ／Ｃ受電の確認を指示する。

⑫ｂ中央制御室運転員Ａは，ＳＡ－Ｌ／Ｃの電圧確認を行い，ＳＡ－Ｌ

／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃが受電されたことを当直副長へ報告する。

ＳＡ電源切替盤又は非常用コントロールセンタ切替盤による負荷への

受電操作手順については，「ガスタービン発電機によるＳＡロードセン

タ及びＳＡコントロールセンタ受電の場合」の操作手順④ａ～⑥ａと

同様である。 

〔優先３．高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収

納箱に接続）によるＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセンタ受電の

場合〕 

①ｃ当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員に高

圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）

によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ受電準備開始を指示する。

②ｃ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に高圧発

電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）に

よるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃへの給電を依頼する。

③ｃ緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（原子炉建物南

側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及び

ＳＡ－Ｃ／Ｃへの給電準備開始を指示する。
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④ｃ中央制御室運転員Ａは，緊急用メタクラの遮断器の「切」を確認し

た後，緊急用メタクラのＳＡ－Ｌ／Ｃへの遮断器及び非常用高圧母線

用遮断器の「入」操作を行い，当直副長にＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ

／Ｃの受電準備完了を報告する。

⑤ｃ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に緊急用

メタクラ，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃの受電準備が完了したこと

を報告する。

⑥ｃ緊急時対策要員は，高圧発電機車を原子炉建物南側近傍に配置し，

高圧発電機車の起動準備，高圧発電機車から高圧発電機車接続プラグ

収納箱までの間に高圧発電機車のケーブルを敷設し，接続作業を行う。 

⑦ｃ緊急時対策要員は，メタクラ切替盤において給電する緊急用メタク

ラへの切替作業をするとともに，絶縁抵抗測定により高圧発電機車か

らＳＡ－Ｌ／Ｃ動力変圧器の一次側までの間の電路の健全性を確認し，

受電準備完了を緊急時対策本部に報告する。

⑧ｃ緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（原子炉建物南

側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）による給電開始を指示す

る。

⑨ｃ緊急時対策要員は，高圧発電機車を起動し，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ

－Ｃ／Ｃまでの給電を開始するとともに，給電が開始されたことを緊

急時対策本部に報告する。

⑩ｃ緊急時対策本部は，緊急時対策要員により，高圧発電機車から給電

が開始されたことを当直長に報告する。

⑪ｃ当直副長は，中央制御室運転員に高圧発電機車（原子炉建物南側の

高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ

－Ｃ／Ｃ受電の確認を指示する。

⑫ｃ中央制御室運転員Ａは，ＳＡ－Ｌ／Ｃの電圧確認を行い，ＳＡ－Ｌ

／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃが受電されたことを当直副長へ報告する。

ＳＡ電源切替盤又は非常用コントロールセンタ切替盤による負荷への

受電操作手順については，「ガスタービン発電機によるＳＡロードセン

タ及びＳＡコントロールセンタ受電の場合」の操作手順④ａ～⑥ａと

同様である。 

〔優先４．高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）

の緊急用メタクラ接続プラグ盤への接続）によるＳＡロードセンタ及びＳ

Ａコントロールセンタ受電の場合（故意による大型航空機の衝突その他の

テロリズムによる影響がある場合）〕

①ｄ当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員に高

圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メ

タクラ接続プラグ盤への接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ
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受電準備開始を指示する。 

②ｄ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に高圧発

電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタク

ラ接続プラグ盤への接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃへの

給電を依頼する。 

③ｄ緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（ガスタービン

発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤への接

続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃへの給電準備開始を指示す

る。

④ｄ中央制御室運転員Ａは，緊急用メタクラの遮断器の「切」を確認し

た後，緊急用メタクラのＳＡ－Ｌ／Ｃへの遮断器の「入」操作を行い，

当直副長にＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃの受電準備完了を報告する。 

⑤ｄ当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部に緊急用

メタクラ，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃの受電準備が完了したこと

を報告する。

⑥ｄ緊急時対策要員は，高圧発電機車をガスタービン発電機建物（緊急

用メタクラ）近傍に配置し，高圧発電機車の起動準備，高圧発電機車

から緊急用メタクラ接続プラグ盤までの間に高圧発電機車のケーブル

を敷設し，接続作業を行う。

⑦ｄ緊急時対策要員は，緊急用メタクラの受電遮断器を「入」操作する

とともに，絶縁抵抗測定により高圧発電機車からＳＡ－Ｌ／Ｃ動力変

圧器の一次側までの間の電路の健全性を確認し，受電準備完了を緊急

時対策本部に報告する。

⑧ｄ緊急時対策本部は，緊急時対策要員に高圧発電機車（ガスタービン

発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤への接

続）による給電開始を指示する。

⑨ｄ緊急時対策要員は，高圧発電機車を起動し，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ

－Ｃ／Ｃまでの給電を開始するとともに，給電が開始されたことを緊

急時対策本部に報告する。

⑩ｄ緊急時対策本部は，緊急時対策要員により，高圧発電機車から給電

が開始されたことを当直長に報告する。

⑪ｄ当直副長は，中央制御室運転員に高圧発電機車（ガスタービン発電

機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤への接続）

によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ受電の確認を指示する。

⑫ｄ中央制御室運転員Ａは，ＳＡ－Ｌ／Ｃの電圧確認を行い，ＳＡ－Ｌ

／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃが受電されたことを当直副長へ報告する。

ＳＡ電源切替盤又は非常用コントロールセンタ切替盤による負荷への

受電操作手順については，「ガスタービン発電機によるＳＡロードセン

タ及びＳＡコントロールセンタ受電の場合」の操作手順④ａ～⑥ａと
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同様である。 

 

(c) 操作の成立性 

優先１のガスタービン発電機によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ受電

操作は，中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してからガスタービン発電機によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ

－Ｃ／Ｃ受電完了まで10分以内で可能である。 

優先２の高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱

に接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ受電操作は，中央制御室運転

員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員３名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続

プラグ収納箱に接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ受電完了まで４

時間35分以内で可能である。 

優先３の高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱

に接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ受電操作は，中央制御室運転

員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員３名にて作業を実施した場合，

作業開始を判断してから高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続

プラグ収納箱に接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ受電完了まで４

時間35分以内で可能である。 

優先４の高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊

急用メタクラ接続プラグ盤への接続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ

受電操作（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響があ

る場合）は，中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員３

名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから高圧発電機車（ガスタ

ービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤への接

続）によるＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃ受電完了まで４時間40分以内で可

能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連絡

設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(10)） 
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1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替電源による対応手順 

(1) 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電 

ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電 

送電線及び開閉所が破損又は破損する可能性のある大規模自然災害が発

生した場合，並びに外部電源及び非常用ディーゼル発電機による給電が見込

めない場合に，発電用原子炉及び燃料プールの冷却，原子炉格納容器内の冷

却及び除熱に必要となるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系への給電を実施す

る。なお，Ｍ／Ｃ Ｄ系受電を優先させ，その後にＭ／Ｃ Ｃ系へ給電する。 

Ｍ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電操作完了後，Ａ－115V系充電器盤，Ｂ

－115V系充電器盤，Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器盤，

230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。 

代替交流電源設備によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系への給電の優先

順位は以下のとおり。 

１．ガスタービン発電機 

２．高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

３．号炉間電力融通ケーブル（１号炉） 

４．高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続） 

５．高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続） 

６．高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用

メタクラ接続プラグ盤への接続）（故意による大型航空機の衝突その他

のテロリズムによる影響がある場合） 

なお，優先２の手順については「ｃ．高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電

機によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電」にて，優先３の手順について

は「ｄ．号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系

受電」にて，優先４，優先５及び優先６の手順については「ｂ．高圧発電機

車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電」にて整備する。 

また，上記給電を継続するために高圧発電機車への燃料補給を実施する。

燃料の補給手順については，「1.14.2.5 燃料の補給手順」にて整備する。

なお，ガスタービン発電機への燃料補給は自動給油である。 

(a) 手順着手の判断基準 

外部電源喪失，非常用ディーゼル発電機の故障によりＭ／Ｃ Ｃ系及び

Ｄ系へ給電ができない場合。 

 

(b) 操作手順 

ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電手順の

概要は以下のとおり。手順の対応フローを第1.14－6図及び第1.14－7図に，

概要図を第1.14－8図に，タイムチャートを第1.14－9図に示す。 
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操作手順は「1.14.2.1(1)代替交流電源設備による給電」の〔優先１．

ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合〕の

操作手順と同様である。 

(c) 操作の成立性

上記の操作のガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ

系受電操作は，中央制御室運転員１名及び現場運転員２名にて作業を実施

した場合，作業開始を判断してからの所要時間は以下のとおり。 

・ガスタービン発電機による給電開始まで10分以内で可能である。

・ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｄ系受電完了まで40分以内で可能

である。

・ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系受電完了まで１時間10分以内

で可能である。

操作の成立性は「1.14.2.1(1)代替交流電源設備による給電」の〔優先

１．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電の場

合〕の操作の成立性と同様である。 

（添付資料1.14.2(1)） 

ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

外部電源，非常用ディーゼル発電機，ガスタービン発電機，高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電機及び号炉間電力融通ケーブルによるＭ／Ｃ Ｃ系

及びＭ／Ｃ Ｄ系への給電が見込めない場合，高圧発電機車を高圧発電機車

接続プラグ収納箱又は緊急用メタクラ接続プラグ盤に接続してＭ／Ｃ Ｃ

系又はＭ／Ｃ Ｄ系を受電し，発電用原子炉及び燃料プールの冷却，原子炉

格納容器内の冷却及び除熱に必要となる設備の電源を確保する。Ｍ／Ｃ Ｃ

系又はＭ／Ｃ Ｄ系の受電完了後，Ａ－115V系充電器盤，Ｂ－115V系充電器

盤，Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用115V系充電器盤，230V系充電器

盤（ＲＣＩＣ）及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。 

また，上記給電を継続するために高圧発電機車への燃料補給を実施する。

燃料の補給手順については，「1.14.2.5 燃料の補給手順」にて整備する。 

(a) 手順着手の判断基準

外部電源，非常用ディーゼル発電機，ガスタービン発電機，高圧炉心ス

プレイ系ディーゼル発電機及び号炉間電力融通ケーブルによる給電がで

きない場合。 

(b) 操作手順

高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電手順の概要は

以下のとおり。手順の対応フローを第1.14－6図及び第1.14－7図に，概要

図を第1.14－10図に，タイムチャートを第1.14－11図から第1.14－13図に
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示す。 

操作手順は「1.14.2.1(1)代替交流電源設備による給電」の〔優先３．

高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）

によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合〕，〔優先４．高圧発電機

車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＭ／

Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合〕及び〔優先５．高圧発電機車（ガ

スタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤

に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合（故意による大

型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合）〕の操作手順

と同様である。 

 

(c) 操作の成立性 

優先４の高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納

箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電操作は，中央制御室

運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員３名にて作業を実施した

場合，作業開始を判断してから高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電

機車接続プラグ収納箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電

完了まで４時間20分以内で可能である。 

優先５の高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納

箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電操作は，中央制御室

運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策要員３名にて作業を実施した

場合，作業開始を判断してから高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電

機車接続プラグ収納箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電

完了まで４時間20分以内で可能である。 

優先６の高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の

緊急用メタクラ接続プラグ盤に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ

系受電操作（故意による大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響

がある場合）は，中央制御室運転員１名，現場運転員２名及び緊急時対策

要員３名にて作業を実施した場合，作業開始を判断してから高圧発電機車

（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラ

グ盤に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電完了まで４時間30

分以内で可能である。 

操作の成立性は「1.14.2.1(1)代替交流電源設備による給電」の〔優先

３．高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接

続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合〕，〔優先４．高圧発

電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）による

Ｍ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合〕及び〔優先５．高圧発電機車

（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラ

グ盤に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合（故意によ
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る大型航空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合）〕の操作

の成立性と同様である。 

（添付資料1.14.2(2)） 

 

ｃ．高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ

系受電 

外部電源喪失及び非常用ディーゼル発電機の故障により，非常用所内電気

設備であるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系の母線電圧が喪失している状態

で，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機からＭ／Ｃ ＨＰＣＳ系及びＭ／

Ｃ Ａ系を経由して非常用所内電気設備であるＭ／Ｃ Ｃ系（又は高圧炉心

スプレイ系ディーゼル発電機からＭ／Ｃ ＨＰＣＳ系，Ｍ／Ｃ Ａ系及びＭ

／Ｃ Ｂ系を経由して非常用所内電気設備であるＭ／Ｃ Ｄ系）へ給電する。 

(a) 手順着手の判断基準 

外部電源喪失及び非常用ディーゼル発電機の故障により，Ｍ／Ｃ Ｃ系

及びＤ系の母線電圧が喪失している状態で，非常用ディーゼル発電機によ

る受電ができない場合において，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機，

Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ系，Ｍ／Ｃ Ａ系（及びＢ系）及びＭ／Ｃ Ｃ系（又は

Ｄ系）の使用が可能であって，さらに高圧炉心スプレイ系ポンプの停止が

可能な場合。 

 

(b) 操作手順 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ 

Ｄ系への受電手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第1.14－6

図及び第1.14－7図に，概要図を第1.14－49図及び第1.14－50図に，タイ

ムチャートを第1.14－51図に示す。 

〔高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機からＭ／Ｃ Ｃ系受電の場合〕 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に高圧炉心スプレ

イ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ａ系を経由したＭ／Ｃ Ｃ系の

受電準備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，受電前準備として，受電するＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，

Ｃ／Ｃの動的機器の自動起動防止のためＣＳを「停止引きロック」又

は「停止」とし，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ 

Ａ系及びＣ系の受電準備が完了したことを当直副長に報告する。 

③現場運転員Ｂ及びＣは，Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃ負荷抑制のため，あ

らかじめ定められた負荷以外の遮断器を「切」とする。 

④現場運転員Ｂ及びＣは，Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ系の受電遮断器のインター

ロック解除処置を実施し，受電準備が完了したことを当直副長に報告

する。 

⑤当直副長は，中央制御室運転員に高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電
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機によるＭ／Ｃ Ｃ系への給電開始を指示する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ系及びＣ系の受電遮断器の

「入」操作及び受電したＭ／Ｃの電圧確認を行い，給電が開始したこ

とを当直副長に報告する。 

⑦現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検により受電したＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ

／Ｃの受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に報告し，充電

器盤及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。 

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様であ

る。 

 

〔高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機からＭ／Ｃ Ｄ系受電の場合〕 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に高圧炉心スプレ

イ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ａ系及びＭ／Ｃ Ｂ系を経由し

たＭ／Ｃ Ｄ系の受電準備開始を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，受電前準備として，受電するＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，

Ｃ／Ｃの動的機器の自動起動防止のためＣＳを「停止引ロック」又は

「停止」とし，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ａ

系，Ｂ系及びＤ系の受電準備が完了したことを当直副長に報告する。 

③現場運転員Ｂ及びＣは，Ｍ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ／Ｃ負荷抑制のため，あ

らかじめ定められた負荷以外の遮断器を「切」とする。 

④現場運転員Ｂ及びＣは，Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ系，Ｍ／Ｃ Ａ系及びＭ／

Ｃ Ｂ系の受電遮断器のインターロック解除処置を実施し，受電準備

が完了したことを当直副長に報告する。 

⑤当直副長は，中央制御室運転員Ａに高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機によるＭ／Ｃ Ｄ系への給電開始を指示する。 

⑥中央制御室運転員Ａは，Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ系，Ａ系，Ｂ系及びＤ系の

受電遮断器の「入」操作及び受電したＭ／Ｃの電圧確認を行い，給電

が開始したことを当直副長に報告する。 

⑦現場運転員Ｂ及びＣは，外観点検により受電したＭ／Ｃ，Ｌ／Ｃ，Ｃ

／Ｃの受電状態に異常がないことを確認後，当直副長に報告し，充電

器盤及び中央制御室監視計器へ交流電源を供給する。 

操作手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源設備

及び常設代替直流電源設備による給電」の操作手順⑫ａ～と同様で

ある。 

 

(c) 操作の成立性 

優先２の高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系（又

はＤ系）受電操作は，中央制御室運転員１名，現場運転員２名にて作業を
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実施した場合，作業開始を判断してからの所要時間は１時間15分以内で可

能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連

絡設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(11)） 

 

ｄ．号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

当該号炉で外部電源，非常用ディーゼル発電機，ガスタービン発電機及び

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機による給電ができない場合において，

号炉間電力融通ケーブルを使用して他号炉のＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ

系から当該号炉のＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系までの電路を構成し，他号

炉から給電することにより，発電用原子炉及び燃料プールの冷却，原子炉格

納容器内の冷却及び除熱に必要となる設備の電源を復旧する。 

また，他号炉で全交流動力電源が喪失し，当該号炉の電源が確保されてい

る場合は，同様の手段により当該号炉から他号炉へ給電することが可能であ

る。 

(a) 手順着手の判断基準 

当該号炉で外部電源，非常用ディーゼル発電機，ガスタービン発電機及

び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機による給電ができない状況にお

いて，他号炉の非常用ディーゼル発電機Ａ系又は非常用ディーゼル発電機

Ｂ系が健全で電力融通が可能な場合。 

 

(b) 操作手順 

号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受

電手順の概要は以下のとおり。手順の対応フローを第1.14－6図及び第

1.14－7図に，概要図を第1.14－14図に，タイムチャートを第1.14－15図

に示す。 

操作手順は「1.14.2.1(1)代替交流電源設備による給電」の〔優先２．

号炉間電力融通ケーブル（１号炉）を使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ 

Ｄ系受電の場合〕の操作手順と同様である。 

 

(c) 操作の成立性 

優先３の号炉間電力融通ケーブル（１号炉）を使用したＭ／Ｃ Ｃ系又

はＭ／Ｃ Ｄ系受電操作は，中央制御室運転員１名，現場運転員２名にて

作業を実施した場合，作業開始を判断してからの所要時間は１時間35分以

内と想定する。 

操作の成立性は「1.14.2.1(1)代替交流電源設備による給電」の〔優先

２．号炉間電力融通ケーブル（１号炉）を使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／
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Ｃ Ｄ系受電の場合〕の操作の成立性と同様である。 

（添付資料 1.14.2(3)） 
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1.14.2.5 燃料の補給手順 

(1) ガスタービン発電機用軽油タンク又はディーゼル燃料貯蔵タンクからタン

クローリへの補給

重大事故等の対処に必要となる大量送水車，高圧発電機車，大型送水ポンプ

車，可搬式窒素供給装置に給油する。 

上記設備に給油するため，ガスタービン発電機用軽油タンク又はディーゼル

燃料貯蔵タンクとタンクローリをホースで接続し，タンクローリへ軽油の補給

を行う。 

燃料補給設備によるタンクローリへの補給の優先順位は以下のとおり。 

１．ガスタービン発電機用軽油タンク 

２．ディーゼル燃料貯蔵タンク 

ａ．手順着手の判断基準 

重大事故等の対処に必要となる大量送水車，高圧発電機車，大型送水ポン

プ車，可搬式窒素供給装置を使用する場合。 

ｂ．操作手順 

〔優先１．ガスタービン発電機用軽油タンクからタンクローリへ補給する

場合〕 

ガスタービン発電機用軽油タンクからタンクローリへの補給手順の概要

は以下のとおり。概要図を第 1.14－52図に，タイムチャートを第 1.14－53

図に示す。 

①緊急時対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，緊急時対策要員にガ

スタービン発電機用軽油タンクからタンクローリへ軽油の補給開始を

指示する。 

②緊急時対策要員は，補給活動に必要な装備品・資機材を準備し，車両保

管場所へ移動し，タンクローリの健全性を確認する。

③緊急時対策要員は，ガスタービン発電機用軽油タンクへ移動し，ガスタ

ービン発電機用軽油タンクドレン弁の閉止フランジを取り外し，燃料抜

取り用バルブ付アタッチメントを取り付ける。

④緊急時対策要員は，タンクローリの吐出口にホースを接続する。

⑤緊急時対策要員は，タンクローリに接続したホースをガスタービン発電

機用軽油タンクドレン弁に取り付けた燃料抜取り用バルブ付アタッチ

メントへ接続し，ガスタービン発電機用軽油タンクドレン弁を「開」操

作する。 

⑥緊急時対策要員は，燃料抜取り用バルブ付アタッチメントの弁を「開」

操作する。

⑦緊急時対策要員は，タンクローリへ軽油を補給するため，車両付ポンプ

を作動させた後，タンクローリの各バルブを「開」操作し，ガスタービ
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ン発電機用軽油タンクからタンクローリへの補給を開始する。 

⑧緊急時対策要員は，タンクローリの補給状態をタンク頂部のハッチから

目視で確認し，満タンとなったことを確認後，車両付ポンプを停止し，

タンクローリの各バルブ及び燃料抜取り用バルブ付アタッチメントの

弁を「閉」操作し，タンクローリからホースを取り外した後（継続的に

ホースを使用する場合は，当該ホースをガスタービン発電機用軽油タン

ク側に接続したままとする），ガスタービン発電機用軽油タンクからタ

ンクローリへの補給が完了したことを緊急時対策本部に報告する。 

⑨緊急時対策要員は，「(2)タンクローリから各機器等への給油」の操作手

順にて給油した後，タンクローリの軽油の残量に応じて，上記操作手順

④から⑧（⑤は軽油タンク側にホースを接続済みのため実施不要）を繰

り返す。 

 

〔優先２．ディーゼル燃料貯蔵タンクからタンクローリへ補給する場合〕 

ディーゼル燃料貯蔵タンクからタンクローリへの補給手順の概要は以下

のとおり。概要図を第 1.14－54図に，タイムチャートを第 1.14－55図に示

す。 

①緊急時対策本部は，手順着手の判断基準に基づき，緊急時対策要員にデ

ィーゼル燃料貯蔵タンクからタンクローリへ軽油の補給開始を指示す

る。 

②緊急時対策要員は，補給活動に必要な装備品・資機材を準備し，車両保

管場所へ移動し，タンクローリの健全性を確認する。 

③緊急時対策要員は，補給先に指定されたディーゼル燃料貯蔵タンクへ移

動し，閉止フランジを取り外し，ホースを挿入する。 

④緊急時対策要員は，タンクローリの吐出口にホースを接続する。 

⑤緊急時対策要員は，タンクローリへ軽油を補給するため，車両付ポンプ

を作動させた後，タンクローリの各バルブを「開」操作し，ディーゼル

燃料貯蔵タンクからタンクローリへの補給を開始する。 

⑥緊急時対策要員は，タンクローリの補給状態をタンク頂部のハッチから

目視で確認し，満タンとなったことを確認後，車両付ポンプを停止し，

タンクローリの各バルブを「閉」操作し，タンクローリからホースを取

り外した後（継続的にホースを使用する場合は，当該ホースをディーゼ

ル燃料貯蔵タンク側に挿入したままとする），ディーゼル燃料貯蔵タン

クからタンクローリへの補給が完了したことを緊急時対策本部に報告

する。 

⑦緊急時対策要員は，「(2)タンクローリから各機器等への給油」の操作手

順にて給油した後，タンクローリの軽油の残量に応じて，上記操作手順

④から⑥を繰り返す。 
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ｃ．操作の成立性 

上記の操作は，タンクローリ１台当たり緊急時対策要員２名にて作業を実

施した場合，作業開始を判断してからタンクローリへの補給完了までガスタ

ービン発電機用軽油タンクは１時間50分以内，ディーゼル燃料貯蔵タンクは

２時間30分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連絡

設備を整備する。 

（添付資料1.14.2(12)） 

(2) タンクローリから各機器等への給油

重大事故等の対処に必要となる大量送水車，高圧発電機車，大型送水ポンプ

車，可搬式窒素供給装置に対して，タンクローリを用いて給油する。 

ａ．手順着手の判断基準 

重大事故等の対処に必要となる大量送水車，高圧発電機車，大型送水ポン

プ車，可搬式窒素供給装置を運転した場合において，各機器の燃料が規定油

量以上あることを確認した上で運転開始後，燃料保有量及び燃費からあらか

じめ算出した給油時間※１となった場合。 

※１：給油間隔は以下のとおりであり，各設備の燃料が枯渇するまでに給

油することを考慮して作業に着手する。 

ただし，以下の設備は代表例であり各設備の燃料保有量及び燃費か

ら燃料が枯渇する前に給油することとし，同一箇所での作業が重複

する際は適宜，給油間隔を考慮して作業を実施する。 

〔ガスタービン発電機用軽油タンクを使用した場合〕 

・大量送水車     ：運転開始後約１時間40分 

・高圧発電機車    ：運転開始後約１時間35分 

・大型送水ポンプ車  ：運転開始後約１時間30分 

・可搬式窒素供給装置 ：運転開始後約１時間40分

〔ディーゼル燃料貯蔵タンクを使用した場合〕 

・大量送水車     ：運転開始後約１時間40分 

・高圧発電機車    ：運転開始後約１時間40分 

・大型送水ポンプ車  ：運転開始後約１時間40分 

・可搬式窒素供給装置 ：運転開始後約１時間40分

ｂ．操作手順 

タンクローリから各機器等への給油手順の概要は以下のとおり。概要図を

第1.14－56図に，タイムチャートを第1.14－57図及び第1.14－58図に示す。 

①緊急時対策本部は，緊急時対策要員にタンクローリによる給油対象設備

への給油を指示する。
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②緊急時対策要員は，給油対象設備の近傍まで移動し，タンクローリの給

油前準備を行い，必要な距離分の給油ホースを引き出す。

③緊急時対策要員は，タンクローリの車両付ポンプを作動させる。

④緊急時対策要員は，給油対象設備の燃料タンクの蓋を「開」とし，給油

ノズルレバーを握り，タンクローリによる給油対象設備への給油を開始

する。 

⑤緊急時対策要員は，給油対象設備の給油状態を目視で確認し，必要量の

給油完了を確認後，給油ノズルレバーを開放し，タンクローリによる給

油対象設備への給油を完了する。

⑥緊急時対策要員は，定格負荷運転時の給油間隔を目安に，上記操作手順

②から⑤を繰り返す。また，タンクローリの軽油の残量に応じて，「(1)

ガスタービン発電機用軽油タンク又はディーゼル燃料貯蔵タンクから

タンクローリへの補給」の操作手順にてタンクローリへ軽油を補給する。 

ｃ．操作の成立性 

上記の操作は，タンクローリ１台当たり緊急時対策要員２名にて作業を実

施した場合，作業開始を判断してからの所要時間は以下のとおり。 

・タンクローリによる給油対象設備への給油は30分以内（１台当たり）で

可能である。

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連絡

設備を整備する。 

なお，各設備の燃料が枯渇しないよう以下の時間までに給油を実施する。 

・大量送水車の燃費は，定格容量にて約0.065m3/hであり，起動から燃料枯

渇までの時間は約３時間

・高圧発電機車の燃費は，定格容量にて約0.115m3/hであり，起動から燃料

枯渇までの時間は約２時間

・大型送水ポンプ車の燃費は，定格容量にて約0.31m3/hであり，起動から

燃料枯渇までの時間は約３時間

・可搬式窒素供給装置の燃費は，定格容量にて約0.036m3/hであり，起動か

ら燃料枯渇までの時間は約10時間

また，多くの給油対象設備が必要となる事象（雰囲気圧力・温度による静

的負荷（格納容器過圧・過温破損）残留熱代替除去系を使用する場合）を想

定した場合，事象発生後７日間，それらの設備（ガスタービン発電機，大量

送水車及び大型送水ポンプ車等）の運転を継続するために必要な燃料（軽油）

の燃料消費量は約421m3である。ガスタービン発電機用軽油タンクにおいて

は，500m3以上となるよう管理する。 

（添付資料 1.14.2(13）） 
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1.14.2.6 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(1) 非常用交流電源設備による給電

非常用ディーゼル発電機又は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機が健全

な場合は，自動起動信号（非常用高圧母線電圧低）による作動，又は中央制御

室からの手動操作により非常用ディーゼル発電機又は高圧炉心スプレイ系デ

ィーゼル発電機を起動し，非常用高圧母線に給電する。 

非常用ディーゼル発電機又は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機の運転

により消費された燃料は，ディーゼル燃料デイタンクの油面が規定値以下まで

低下するとディーゼル燃料移送ポンプが自動起動し，ディーゼル燃料貯蔵タン

クからディーゼル燃料デイタンクへの補給が開始される。その後燃料補給の完

了に伴い，ディーゼル燃料移送ポンプが自動停止する。 

ａ．手順着手の判断基準 

外部電源が喪失した場合又は非常用高圧母線の電圧がないことを確認し

た場合。 

ｂ．操作手順 

非常用交流電源設備による給電手順の概要は以下のとおり。概要図を第

1.14－59図に，タイムチャートを第1.14－60図に示す。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，中央制御室運転員に非常用

交流電源設備による給電開始を指示する。

②中央制御室運転員Ａは，非常用ディーゼル発電機又は高圧炉心スプレイ

系ディーゼル発電機が自動起動信号（非常用高圧母線電圧低）により自

動起動し，受電遮断器が投入されたことを確認する。あるいは，中央制

御室からの手動操作により非常用ディーゼル発電機又は高圧炉心スプ

レイ系ディーゼル発電機を起動し，受電遮断器を投入する。

③中央制御室運転員Ａは，非常用高圧母線へ給電が開始されたことをＭ／

Ｃ電圧指示値の上昇及び非常用ディーゼル又は高圧炉心スプレイ系デ

ィーゼル電力指示値の上昇により確認し，当直副長に報告する。

ｃ．操作の成立性 

非常用ディーゼル発電機又は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機の自

動起動は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，作業開始を判断

してから非常用ディーゼル発電機又は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電

機が自動起動し，受電遮断器が投入される（Ｍ／Ｃ Ｃ系，Ｄ系又はＨＰＣ

Ｓ系が受電する）ことの確認完了まで１分以内で可能である。 

非常用ディーゼル発電機又は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機の手

動起動は，中央制御室運転員１名にて作業を実施した場合，作業開始を判断

してから非常用ディーゼル発電機又は高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電

機を手動起動し，受電遮断器が投入（Ｍ／Ｃ Ｃ系，Ｄ系又はＨＰＣＳ系が
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受電する）完了まで３分以内で可能である。 

中央制御室に設置されている操作盤からの遠隔操作であるため，速やかに

対応できる。 

 

(2) 非常用直流電源設備による給電 

外部電源及び非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電機の機能喪失後，充電器を経由した直流母線への給電から，Ａ－115V 系

蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電

池（ＳＡ），230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ），Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池及び

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池による直流母線への給電に自動で切り替わる

ことを確認する。蓄電池による給電が開始されたことを確認後，Ａ－115V 系

蓄電池については，蓄電池の延命のため，Ａ－115V 系直流盤の不要な負荷の

切離しを実施する。また，Ｂ－115V 系蓄電池については，外部電源及び非常

用ディーゼル発電機の機能喪失後８時間が経過する時点で，Ｂ－115V 系直流

盤の不要な負荷の切離しを実施し，Ｂ－115V 系蓄電池による給電からＢ１－

115V系蓄電池（ＳＡ）による給電に切替を実施する。 

ａ．手順着手の判断基準 

全交流動力電源喪失により，Ａ－115V系充電器，Ｂ－115V系充電器，高圧

炉心スプレイ系充電器，Ｂ１－115V系充電器（ＳＡ），230V系充電器（ＲＣ

ＩＣ），Ａ－原子炉中性子計装用充電器及びＢ－原子炉中性子計装用充電器

の交流入力電源の喪失が発生した場合。 

 

ｂ．操作手順 

Ａ－115V系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，230V系蓄電池（ＲＣＩＣ），

Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池及びＢ－原子炉中性子計装用蓄電池による

給電手順の概要は以下のとおり。概要図を第1.14－61図に，タイムチャート

を第1.14－62図に示す。なお，Ｂ－115V系蓄電池及びＢ１－115V系蓄電池（Ｓ

Ａ）による給電手順については，「1.14.2.2(1)ａ．所内常設蓄電式直流電源

設備及び常設代替直流電源設備による給電」にて整理する。 

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員にＡ－115V系蓄電池，

高圧炉心スプレイ系蓄電池，230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ），Ａ－原子炉中

性子計装用蓄電池及びＢ－原子炉中性子計装用蓄電池からの給電が開

始されたことの確認を指示する。 

②中央制御室運転員Ａは，Ａ－115V 系充電器，高圧炉心スプレイ系充電器，

230V 系充電器（ＲＣＩＣ），Ａ－原子炉中性子計装用充電器及びＢ－原

子炉中性子計装用充電器による給電が停止したことをＭ／Ｃ Ｃ系電

圧，Ｍ／Ｃ ＨＰＣＳ系電圧及びＭ／Ｃ Ｄ系電圧にて確認し，当直副

長に報告する。 

③現場運転員Ｂ及びＣは，Ａ－115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，
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230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ），Ａ－原子炉中性子計装用充蓄電池及びＢ－

原子炉中性子計装用蓄電池による給電が開始され，Ａ－115V 系直流盤，

高圧炉心スプレイ系直流盤，230V 系直流盤（ＲＣＩＣ），Ａ－原子炉中

性子計装用充電器盤及びＢ－原子炉中性子計装用充電器盤電圧指示値

が規定値であることを確認し，当直副長に報告する。 

④現場運転員Ｂ及びＣは，Ａ－115V 系蓄電池の延命処置として制御電源及

び直流照明を除く直流負荷の切離しを実施する。

ｃ．操作の成立性 

Ａ－115V系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，230V系蓄電池（ＲＣＩＣ），

Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池及びＢ－原子炉中性子計装用蓄電池からの

給電は，現場運転員２名にて直流母線（Ａ－115V系直流盤，高圧炉心スプレ

イ系直流盤，230V系直流盤（ＲＣＩＣ），Ａ－原子炉中性子計装用分電盤及

びＢ－原子炉中性子計装用分電盤）へ自動で給電されることを確認する。 

Ａ－115V系直流盤，230V系直流盤（ＲＣＩＣ），Ａ－原子炉中性子計装用

充電器盤及びＢ－原子炉中性子計装用充電器盤は，中央制御室近傍での電圧

確認であるため，速やかに対応ができる。 

高圧炉心スプレイ系直流盤は，現場にて速やかに対応する。 

不要な負荷の切離し操作は，現場運転員２名にて作業を実施した場合，作

業開始を判断してから不要な負荷の切離し完了まで30分以内で可能である。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，防護具，照明及び通信連絡

設備を整備する。 

室温は通常運転時と同程度である。 

（添付資料1.14.2(14)） 

1.14.2.7 その他の手順項目について考慮する手順 

常設代替交流電源設備による原子炉補機代替冷却系への給電手順については，

「1.5最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

また，操作の判断，確認に係る計装設備に関する手順は「1.15 事故時の計装

に関する手順等」にて整備する。 
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1.14.2.8 重大事故等時の対応手段の選択 

重大事故等時の対応手段の選択方法は以下のとおり。対応手段の選択フローチ

ャートを第1.14－63図に示す。 

 

(1) 代替電源（交流）による対応手順 

全交流動力電源喪失時に炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，燃料プ

ール内の燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の著しい損傷

を防止するために必要な電力を確保するための給電手段として，ガスタービン

発電機による給電，高圧発電機車による給電並びに号炉間電力融通ケーブルを

使用した他号炉の非常用ディーゼル発電機からの電力融通による給電がある。 

短期的には，低圧代替注水で用いる低圧原子炉代替注水系（常設）への給電，

中長期的には，発電用原子炉及び原子炉格納容器の除熱で用いる残留熱除去系

への給電が主な目的となることから，これらの必要な負荷を運転するための十

分な容量があり，かつ短時間で給電が可能であるガスタービン発電機による給

電を優先する。 

ガスタービン発電機（優先１）から給電できず他号炉の非常用ディーゼル発

電機からの給電が可能な場合は，号炉間電力融通ケーブル（優先２）を使用し

た電力融通を行う。なお，号炉間電力融通ケーブルを使用した電力融通を行う

場合は，電源を供給する号炉の非常用ディーゼル発電機の運転状況及び電源を

受電する号炉の受電体制を確認した上で実施する。 

ガスタービン発電機及び号炉間電力融通ケーブルによる給電ができない場

合は，高圧発電機車を原子炉建物近傍又はガスタービン発電機建物（緊急用メ

タクラ）へ移動させ，複数ある接続口から給電ルートを選択して非常用所内電

気設備又は代替所内電気設備へ給電する。高圧発電機車から非常用所内電気設

備へ給電する場合は，高圧発電機車（原子炉建物西側の高圧発電機車接続プラ

グ収納箱に接続）（優先３），高圧発電機車（原子炉建物南側の高圧発電機車接

続プラグ収納箱に接続）（優先４），高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊

急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤への接続）（故意による大型航

空機の衝突その他のテロリズムによる影響がある場合）（優先５）の順で高圧

発電機車の給電ルートを選択する。また，高圧発電機車から代替所内電気設備

へ給電する場合も同様な順で高圧発電機車の給電ルートを選択する。 

上記の優先１から優先３までの手順を連続して実施した場合，充電器盤の受

電完了まで７時間 20 分以内（あらかじめ他号炉の非常用ディーゼル発電機か

らの電力融通ができないと判断した場合は５時間 45 分以内）で実施可能であ

り，所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備から給電されてい

る 24時間以内に十分な余裕を持って給電を開始する。 
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(2) 代替電源（直流）による対応手順 

全交流動力電源喪失時，直流母線への給電ができない場合の対応手段として，

所内常設蓄電式直流電源設備，常設代替直流電源設備，可搬型直流電源設備及

び直流給電車がある。 

原子炉圧力容器への注水で用いる原子炉隔離時冷却系及び高圧原子炉代替

注水系，発電用原子炉の減圧で用いる自動減圧系，原子炉格納容器内の減圧及

び除熱で用いる格納容器フィルタベント系への給電が主な目的となる。短時間

で給電が可能であり，長期間にわたる運転を期待できる手段から優先して準備

する。 

全交流動力電源の喪失によりＢ－115V 系充電器を経由したＢ－115V 系直流

盤への給電ができない場合は，代替交流電源設備による給電を開始するまでの

間，Ｂ－115V系蓄電池にて８時間 30 分，Ｂ１－115V系蓄電池（ＳＡ）を組み

合わせて使用することで合計 24 時間にわたり原子炉隔離時冷却系の運転及び

自動減圧系の作動等に必要な直流電源の供給を行う。 

なお，蓄電池の電圧が放電電圧の最低値を下回る可能性がある場合は，経過

時間によらず，蓄電池の切替えを実施する。 

全交流動力電源喪失後，24 時間以内に代替交流電源設備による給電操作が

完了する見込みがない場合は，可搬型直流電源設備又は直流給電車を用いて直

流母線へ給電するが，短時間で給電が可能な可搬型直流電源設備を優先して準

備する。 

代替交流電源設備により交流電源が復旧した場合は，充電器盤を受電して直

流電源の機能を回復させる。 

全交流動力電源の喪失によりＡ－115V 系充電器を経由したＡ－115V 系直流

盤への給電ができない場合は，代替交流電源設備による給電を開始するまでの

間，Ａ－115V 系蓄電池により自動減圧系の作動等に必要な直流電源の供給を

行う。Ａ－115V 系蓄電池が枯渇した場合は，遮断器の制御電源が喪失してい

るため，遮断器を手動で投入してから代替交流電源設備により交流電源を復旧

し，Ａ－115V系充電器を受電して直流電源の機能を回復させる。 
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第 1.14－1表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧（１／５） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

－ 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用ディーゼル発電機 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

ディーゼル燃料デイタンク 

非常用ディーゼル発電機～非常用高圧母

線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～

非常用高圧母線ＨＰＣＳ系電路 

原子炉補機冷却系 ※１ 

ディーゼル燃料貯蔵タンク 

ディーゼル燃料移送ポンプ 

非常用ディーゼル発電機燃料移送系配

管・弁 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃

料移送系配管・弁 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

高 圧 炉 心 ス プ レ イ 系 蓄 電 池       

※２ 

Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池 ※２ 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池 ※２ 

高圧炉心スプレイ系充電器 

Ａ－原子炉中性子計装用充電器 

Ｂ－原子炉中性子計装用充電器 

高圧炉心スプレイ系蓄電池及び充電器～

直流母線電路 

Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池及び充電

器～直流母線電路 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池及び充電

器～直流母線電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
設
計
基
準
拡
張
） 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

Ａ－115V 系蓄電池      ※２ 

Ｂ－115V 系蓄電池      ※２ 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ） ※２ 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）  ※２ 

Ａ－115V 系充電器 

Ｂ－115V 系充電器 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 

230V 系充電器（ＲＣＩＣ） 

Ａ－115V 系蓄電池及び充電器～直流母線

電路 

Ｂ－115V 系蓄電池及び充電器～直流母線

電路 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び充電器

～直流母線電路 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び充電器～

直流母線電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。 

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池， 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要

の動作である。 
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対応手段，対処設備，手順書一覧（２／５） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

ガスタービン発電機 

ガスタービン発電機用サービスタンク 

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

ガスタービン発電機用燃料移送系配管・弁 

ガスタービン発電機～非常用高圧母線Ｃ

系及びＤ系電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ

電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ

～ＳＡ１コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ

～ＳＡ２コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続

プラグ収納箱（原子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建

物西側）～原子炉補機代替冷却系電路 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続

プラグ収納箱（原子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建

物南側）～原子炉補機代替冷却系電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによる非常用母線受電」 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

高圧発電機車 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ

収納箱（原子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建

物西側）～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電

路 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ

収納箱（原子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建

物南側）～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電

路 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラ

グ盤電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用高

圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建

物西側）～ＳＡ１コントロールセンタ及び

ＳＡ２コントロールセンタ電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建

物南側）～ＳＡ１コントロールセンタ及び

ＳＡ２コントロールセンタ電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１コ

ントロールセンタ及びＳＡ２コントロー

ルセンタ電路

ガスタービン発電機用軽油タンク

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン

弁

ディーゼル燃料貯蔵タンク

ホース

タンクローリ

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による非常用母

線受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用メ

タクラ接続プラグ盤からの電源

確保」

「高圧発電機車によるメタクラ

切替盤を使用したＭ／Ｃ Ｃ系

又はＭ／Ｃ Ｄ系電源確保」

「タンクローリから各機器等へ

の給油」

号
炉
間
電
力
融
通

電
気
設
備
に
よ
る
給
電

号炉間電力融通ケーブル（１号炉） 

号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常用

高圧母線Ａ系～非常用高圧母線Ｃ系電路 

号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常用

高圧母線Ｂ系～非常用高圧母線Ｄ系電路 

自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「号炉間融通による非常用母線

受電」 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池，

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要

の動作である。 
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対応手段，対処設備，手順書一覧（３／５） 

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（蓄電池枯渇） 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

Ｂ－115V 系蓄電池     ※２ 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）※２ 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ） ※２ 

Ｂ－115V 系充電器 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 

230V 系充電器（ＲＣＩＣ） 

Ｂ－115V 系蓄電池及び充電器～直流母線

電路 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び充電器

～直流母線電路 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び充電器～

直流母線電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）

によるＢ－115V 系直流盤受電」 

「充電器復旧」 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（常設直流電源系統喪失） 

常
設
代
替
直
流
電
源
設

備
に
よ
る
給
電

ＳＡ用 115V 系蓄電池 ※２ 

ＳＡ用 115V 系充電器 

ＳＡ用 115V 系蓄電池及び充電器～直流母

線電路 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＡ用 115V 系蓄電池によるＢ

－115V 系直流盤受電」 

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（蓄電池枯渇） 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

高圧発電機車 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 

ＳＡ用 115V 系充電器 

230V 系充電器（常用） 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ

収納箱（原子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建

物西側）～直流母線電路 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ

収納箱（原子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉建

物南側）～直流母線電路 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラ

グ盤電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～直流母線

電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン

弁 

ディーゼル燃料貯蔵タンク 

ホース

タンクローリ

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による緊急用母

線受電」 

「充電器復旧」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用メ

タクラ接続プラグ盤からの電源

確保」

「高圧発電機車によるメタクラ

切替盤を使用した緊急用Ｍ／Ｃ

電源確保」

「高圧発電機車による直流電源

確保時の可搬ケーブルを使用し

た中央制御室排風機電源確保」

「タンクローリから各機器等へ

の給油」

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電

高圧発電機車 

直流給電車 115V 

直流給電車 230V 

高圧発電機車～直流給電車～直流給電車

接続プラグ収納箱（原子炉建物南側）電路 

直流給電車接続プラグ収納箱（原子炉建物

南側）～直流母線電路 

高圧発電機車～直流給電車～直流給電車

接続プラグ収納箱（廃棄物処理建物南側）

電路 

直流給電車接続プラグ収納箱（廃棄物処理

建物南側）～直流母線電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン

弁 

ディーゼル燃料貯蔵タンク 

ホース

タンクローリ

自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「直流給電車による直流盤受電」 

原子力災害対策手順書 

「直流給電車を使用した直流盤

電源確保」 

「タンクローリから各機器等へ

の給油」 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池，

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要

の動作である。 

1.14-78
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対応手段，対処設備，手順書一覧（４／５） 

分類 
機能喪失を想定する設計

基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
直
流
電
源
確
保

非常用交流電源設備 

（全交流動力電源喪失） 

非常用直流電源設備 

（蓄電池枯渇） 

号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
直
流
電
源
確
保

号炉間連絡ケーブル（１号炉） 

自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「号炉間融通による非常用低圧

母線受電」 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電

非常用所内電気設備 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電

緊急用メタクラ 

メタクラ切替盤

緊急用メタクラ接続プラグ盤

高圧発電機車接続プラグ収納箱

ＳＡロードセンタ

ＳＡ１コントロールセンタ

ＳＡ２コントロールセンタ

充電器電源切替盤

ＳＡ電源切替盤

重大事故操作盤

非常用高圧母線Ｃ系

非常用高圧母線Ｄ系

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによる緊急用母線受電」 

「主要補機の電源切替」 

「高圧発電機車による緊急用母

線受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用メ

タクラ接続プラグ盤からの電源

確保」

「高圧発電機車によるメタクラ

切替盤を使用した緊急用 M/C 電

源確保」

「タンクローリから各機器等へ

の給油」
非常用コントロールセンタ切替盤 

自
主
対
策
設
備

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
の
代
替
交
流
電
源
に
よ
る
給
電

非常用ディーゼル発電機 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

ガスタービン発電機 

ガスタービン発電機用サービスタンク 

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 

ガスタービン発電機用燃料移送系配管・

弁 

ガスタービン発電機～非常用高圧母線Ｃ

系及びＤ系電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ

電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ

～ＳＡ１コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセンタ

～ＳＡ２コントロールセンタ電路 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続

プラグ収納箱（原子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物西側）～原子炉補機代替冷却系電路 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接続

プラグ収納箱（原子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物南側）～原子炉補機代替冷却系電路 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによる非常用母線受電」 

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池，

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要

の動作である。 

1.14-79
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対応手段，対処設備，手順書一覧（５／５） 

分類 
機能喪失を想定する設計

基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
機
能
喪
失
時
の
代
替
交
流
電
源
に
よ
る
給
電

非常用ディーゼル発電機 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

高圧発電機車 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ

収納箱（原子炉建物西側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物西側）～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ

系電路 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラグ

収納箱（原子炉建物南側）電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物南側）～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ

系電路 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続プラ

グ盤電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用高

圧母線Ｃ系及びＤ系電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物西側）～ＳＡ１コントロールセンタ

及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物南側）～ＳＡ１コントロールセンタ

及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１コ

ントロールセンタ及びＳＡ２コントロー

ルセンタ電路

ガスタービン発電機用軽油タンク

ガスタービン発電機用軽油タンクドレン

弁

ディーゼル燃料貯蔵タンク

ホース

タンクローリ

重
大
事
故
等
対
処
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による非常用母

線受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用メ

タクラ接続プラグ盤からの電源

確保」

「高圧発電機車によるメタクラ

切替盤を使用したＭ／Ｃ Ｃ系

又はＭ／Ｃ Ｄ系電源確保」

「タンクローリから各機器等へ

の給油」

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

に
よ
る
給
電

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 

ディーゼル燃料デイタンク 

原子炉補機冷却系 

ディーゼル燃料貯蔵タンク 

ディーゼル燃料移送ポンプ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃

料移送系配管・弁 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＣＳ－ＤＥＧによる非常

用母線受電」 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～

非常用高圧母線ＨＰＣＳ系～常用高圧母

線Ａ系～非常用高圧母線Ｃ系電路 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機～

非常用高圧母線ＨＰＣＳ系～常用高圧母

線Ａ系～常用高圧母線Ｂ系～非常用高圧

母線Ｄ系電路 

自
主
対
策
設
備

号
炉
間
電
力
融
通
電

気
設
備
に
よ
る
給
電

号炉間電力融通ケーブル（１号炉） 

号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常

用高圧母線Ａ系～非常用高圧母線Ｃ系電

路 

号炉間電力融通ケーブル（１号炉）～常

用高圧母線Ｂ系～非常用高圧母線Ｄ系電

路 

自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「号炉間融通による非常用母線

受電」 

燃
料
の
補
給

― 

燃
料
補
給
設
備
に
よ
る
給
油

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ガスタービン発電機用軽油タンクドレ

ン弁

ディーゼル燃料貯蔵タンク

ホース

タンクローリ

重
大
事
故
等
対
処
設
備

原子力災害対策手順書 

「軽油タンク等を使用したタン

クローリへの燃料積載」

「タンクローリから各機器等へ

の給油」

※１：手順は「1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等」にて整備する。

※２：Ａ－115V 系蓄電池，Ｂ－115V 系蓄電池，ＳＡ用 115V 系蓄電池，高圧炉心スプレイ系蓄電池，Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池，

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）からの給電は，運転員による操作不要

の動作である。 
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 第 1.14－2表 重大事故等対処に係わる監視計器 
監視計器一覧（１／９） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

(1) 代替交流電源設備による給電 

ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによる非常用母線受電」 

判
断
基
準 

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

ＨＰＣＳ－メタクラ母線電圧 

操
作 

ガスタービン発電機 

運転監視 

ガスタービン発電機電圧 

ガスタービン発電機電流 

ガスタービン発電機電力 

電源 

緊急用メタクラ電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

(1) 代替交流電源設備による給電 

ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による非常用母線受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用メタクラ接続

プラグ盤からの電源確保」 

「タンクローリから各機器等への給油」 

判
断
基
準 

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

ＨＰＣＳ－メタクラ母線電圧 

操
作 

高圧発電機車運転監視 
高圧発電機車電圧 

高圧発電機車周波数 

電源 

緊急用メタクラ電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 
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監視計器一覧（２／９） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

(1) 代替交流電源設備による給電

ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による非常用母線受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車によるメタクラ切替盤を使

用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系電源

確保」 

「タンクローリから各機器等への給油」 

判
断
基
準

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

ＨＰＣＳ－メタクラ母線電圧 

操
作

高圧発電機車運転監視 
高圧発電機車電圧 

高圧発電機車周波数 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

(1) 代替交流電源設備による給電

ｃ．号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「号炉間融通による非常用母線受電」 判
断
基
準

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧（他号炉） 

Ｄ－メタクラ母線電圧（他号炉） 

ＨＰＣＳ－メタクラ母線電圧 

操
作

電源 
Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

非常用ディーゼル発電

機運転監視（他号炉） 

Ａ－ディーゼル発電機電圧（他号炉） 

Ｂ－ディーゼル発電機電圧（他号炉） 

Ａ－ディーゼル発電機電力（他号炉） 

Ｂ－ディーゼル発電機電力（他号炉） 

Ａ－ディーゼル発電機周波数（他号炉） 

Ｂ－ディーゼル発電機周波数（他号炉） 
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監視計器一覧（３／９） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(1) 代替直流電源設備による給電

ａ．所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備による給電

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

判
断
基
準

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

操
作 電源 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧 

Ｂ－115V 系直流盤（ＳＡ）母線電圧 

ＳＡ対策設備用分電盤（２）母線電圧 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）によるＢ－

115V 系直流盤受電」 

判
断
基
準

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

蓄電池放電継続時間 
Ｂ－115V 系蓄電池の放電時間が８時間以上とな

るおそれ 

操
作

電源 Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）電圧 

原子炉圧力容器内の 

水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「充電器復旧」 

判
断
基
準

電源 Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 電源 

Ａ－115V 系充電器電圧 

Ａ－115V 系直流盤母線電圧 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「充電器復旧」 

判
断
基
準

電源 Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 電源 

Ｂ－115V 系充電器電圧 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「充電器復旧」 

判
断
基
準

電源 Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 電源 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ）電圧 

Ｂ－115V 系直流盤（ＳＡ）母線電圧 
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監視計器一覧（４／９） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(1) 代替直流電源設備による給電

ａ．所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備による給電

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「充電器復旧」 

判
断
基
準

電源 Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 電源 

ＳＡ用 115V 系充電器電圧 

ＳＡ対策設備用分電盤（２）母線電圧 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「充電器復旧」 

判
断
基
準

電源 Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 電源 

230V 系充電器（ＲＣＩＣ）電圧 

230V 系直流盤（ＲＣＩＣ）母線電圧 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「充電器復旧」 

判
断
基
準

電源 
Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 － － 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(1) 代替直流電源設備による給電

ｂ．可搬型直流電源設備による給電

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による緊急用母線受電」 

「充電器復旧」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用メタクラ接続

プラグ盤からの電源確保」 

「高圧発電機車による直流電源確保時の可

搬ケーブルを使用した中央制御室排風機電

源確保」 

「タンクローリから各機器等への給油」 

判
断
基
準

電源 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）電圧 

230V 系直流盤（常用）母線電圧 

操
作

高圧発電機車運転監視 
高圧発電機車電圧 

高圧発電機車周波数 

電源 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ）電圧 

ＳＡ用 115V 系充電器電圧 

230V 系充電器（常用）電圧 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による緊急用母線受電」 

「充電器復旧」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車によるメタクラ切替盤を使

用した緊急用Ｍ／Ｃ電源確保」 

「高圧発電機車による直流電源確保時の可

搬ケーブルを使用した中央制御室排風機電

源確保」 

「タンクローリから各機器等への給油」 

判
断
基
準

電源 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）電圧 

230V 系直流盤（常用）母線電圧 

操
作

高圧発電機車運転監視 
高圧発電機車電圧 

高圧発電機車周波数 

電源 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ）電圧 

ＳＡ用 115V 系充電器電圧 

230V 系充電器（常用）電圧 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(1) 代替直流電源設備による給電

ｃ．直流給電車による直流盤への給電

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「直流給電車による直流盤受電」 

原子力災害対策手順書 

「直流給電車を使用した直流盤電源確保」 

「タンクローリから各機器等への給油」 

判
断
基
準

電源 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）電圧 

230V 系直流盤（ＲＣＩＣ）母線電圧 

230V 系直流盤（常用）母線電圧 

操
作

直流給電車運転監視 直流給電車電圧 

電源 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧 

Ｂ－115V 系直流盤（ＳＡ）母線電圧 

230V 系直流盤（ＲＣＩＣ）母線電圧 

230V 系直流盤（常用）母線電圧 
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監視計器一覧（５／９） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(2) 非常用直流電源喪失時の遮断器用制御電源確保

ａ．ＳＡ用115V系蓄電池によるＢ－115V系直流盤受電

事故時操作領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＳＡ用 115V 系蓄電池によるＢ－115V 系直

流盤受電」 

判
断
基
準

電源 ＳＡ用 115V 系充電器盤蓄電池電圧 

操
作 電源 

ＳＡ用 115V 系充電器盤蓄電池電圧 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(2) 非常用直流電源喪失時の遮断器用制御電源確保

ｂ．非常用直流電源喪失時のＡ－115V系直流盤受電

事故時操作領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによる非常用母線受電」 

「号炉間融通による非常用母線受電」 

「高圧発電機車による非常用母線受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用メタクラ接続

プラグ盤からの電源確保」 

「高圧発電機車によるメタクラ切替盤を使

用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系電源

確保」 

「タンクローリから各機器等への給油」 

判
断
基
準

電源 Ａ－115V 系直流盤母線電圧 

操
作 電源 

Ａ－115V 系充電器電圧 

Ａ－115V 系直流盤母線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

(3) 号炉間連絡ケーブルを使用した直流電源確保

ａ．号炉間連絡ケーブルを使用したＡ－115V系直流盤又はＢ－115V系直流盤受電

事故時操作領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「号炉間融通による非常用低圧母線受電」 

判
断
基
準

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ａ－115V 系直流盤母線電圧 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧（他号炉） 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧（他号炉） 

操
作 電源 

Ａ－115V 系直流盤母線電圧 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧（他号炉） 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧（他号炉） 
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監視計器一覧（６／９） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.3 代替所内電気設備による対応手順 

(1) 代替所内電気設備による給電 

ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電機車によるＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセンタ受電 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによる緊急用母線受電」 

判
断
基
準 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 

ガスタービン発電機 

運転監視 

ガスタービン発電機電圧 

ガスタービン発電機電流 

ガスタービン発電機電力 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による緊急用母線受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用メタクラ接続

プラグ盤からの電源確保」 

「タンクローリから各機器等への給油」 

判
断
基
準 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 

高圧発電機車運転監視 
高圧発電機車電圧 

高圧発電機車周波数 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による緊急用母線受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車によるメタクラ切替盤を使

用した緊急用Ｍ／Ｃ電源確保」 

「タンクローリから各機器等への給油」 

判
断
基
準 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

操
作 

高圧発電機車運転監視 
高圧発電機車電圧 

高圧発電機車周波数 

電源 
緊急用メタクラ電圧 

ＳＡロードセンタ母線電圧 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機喪失時の代替電源による対応手順 

(1) 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電 

ａ．ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＧＴＧによる非常用母線受電」 

判
断
基
準 

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

操
作 

ガスタービン発電機 

運転監視 

ガスタービン発電機電圧 

ガスタービン発電機電流 

ガスタービン発電機電力 

電源 

緊急用メタクラ電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 
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監視計器一覧（７／９） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機喪失時の代替電源による対応手順 

(1) 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電

ｂ．高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による非常用母線受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車による緊急用メタクラ接続

プラグ盤からの電源確保」 

「タンクローリから各機器等への給油」 

判
断
基
準

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

操
作

高圧発電機車運転監視 
高圧発電機車電圧 

高圧発電機車周波数 

電源 

緊急用メタクラ電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「高圧発電機車による非常用母線受電」 

原子力災害対策手順書 

「高圧発電機車によるメタクラ切替盤を使

用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系電源

確保」 

「タンクローリから各機器等への給油」 

判
断
基
準

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

操
作

高圧発電機車運転監視 
高圧発電機車電圧 

高圧発電機車周波数 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機喪失時の代替電源による対応手順 

(1) 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電

ｃ．高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「ＨＰＣＳ－ＤＥＧによる非常用母線受電」 

判
断
基
準

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

操
作

電源 
Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

高圧炉心スプレイ系 

ディーゼル発電機 

運転監視 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機電圧 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機電力 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機周波数 
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監視計器一覧（８／９） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.4 非常用ディーゼル発電機喪失時の代替電源による対応手順 

(1) 非常用ディーゼル発電機機能喪失時の代替交流電源による給電 

ｄ．号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「号炉間融通による非常用母線受電」 
判
断
基
準 

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧（他号炉） 

Ｄ－メタクラ母線電圧（他号炉） 

操
作 

電源 
Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

非常用ディーゼル発電

機運転監視（他号炉） 

Ａ－ディーゼル発電機電圧（他号炉） 

Ｂ－ディーゼル発電機電圧（他号炉） 

Ａ－ディーゼル発電機電力（他号炉） 

Ｂ－ディーゼル発電機電力（他号炉） 

Ａ－ディーゼル発電機周波数（他号炉） 

Ｂ－ディーゼル発電機周波数（他号炉） 

1.14.2.5 燃料の補給手順 

(1) ガスタービン発電機用軽油タンク又はディーゼル燃料貯蔵タンクからタンクローリへの補給 

原子力災害対策手順書 

「軽油タンク等を使用したタンクローリへ

の燃料積載」 

 

判
断
基
準 

補機監視機能 
ガスタービン発電機用軽油タンク油面 

タンクローリ油タンクレベル 

操
作 補機監視機能 

ガスタービン発電機用軽油タンク油面 

タンクローリ油タンクレベル 

原子力災害対策手順書 

「軽油タンク等を使用したタンクローリへ

の燃料積載」 

 

判
断
基
準 

補機監視機能 
ディーゼル燃料貯蔵タンクレベル 

タンクローリ油タンクレベル 

操
作 補機監視機能 

ディーゼル燃料貯蔵タンクレベル 

タンクローリ油タンクレベル 

1.14.2.5 燃料の補給手順 

(2) タンクローリから各機器等への給油 

原子力災害対策手順書 

「タンクローリから各機器等への給油」 

 
判
断
基
準 

補機監視機能 
タンクローリ油タンクレベル 

各機器油タンクレベル 

操
作 補機監視機能 

タンクローリ油タンクレベル 

各機器油タンクレベル 
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監視計器一覧（９／９） 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.14.2.6 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(1) 非常用交流電源設備による給電 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「外部電源喪失時対応手順」 

「電源復旧」 

判
断
基
準 

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

ＨＰＣＳ－メタクラ母線電圧 

操
作 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

ＨＰＣＳ－メタクラ母線電圧 

非常用ディーゼル発電

機，高圧炉心スプレイ系

ディーゼル発電機運転

監視 

Ａ－ディーゼル発電機電圧 

Ｂ－ディーゼル発電機電圧 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機電圧 

Ａ－ディーゼル発電機電力 

Ｂ－ディーゼル発電機電力 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機電力 

Ａ－ディーゼル発電機周波数 

Ｂ－ディーゼル発電機周波数 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機周波数 

補機監視機能 

ディーゼル燃料デイタンクレベル 

ディーゼル燃料貯蔵タンクレベル 

Ａ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ｂ－原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力 

Ⅰ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

Ⅱ－ＲＣＷ熱交換器出口温度 

1.14.2.6 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(2) 非常用直流電源設備による給電 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

判
断
基
準 

電源 

220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

ＨＰＣＳ－メタクラ母線電圧 

操
作 電源 

Ａ－115V 系直流盤母線電圧 

高圧炉心スプレイ系直流盤母線電圧 

230V 系直流盤（ＲＣＩＣ）母線電圧 

Ａ－原子炉中性子計装用充電器盤母線電圧 

Ｂ－原子炉中性子計装用充電器盤母線電圧 
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凡例： フロントライン系 サポート系 故障を想定 対応手段あり

フロントライン系，サポート系の整理，故障の想定・対応手段
故障想定機器 故障要因１ 故障要因２ 故障要因３ 故障要因４ 故障要因５ 故障要因６ 故障要因７ 故障要因８

外部電源喪失

外部電源喪失

外部電源喪失

直流盤遮断器故障

充電器故障

外部電源喪失

直流盤遮断器故障

充電器故障

外部電源喪失

直流盤遮断器故障

充電器故障

外部電源喪失

直流盤遮断器故障

充電器故障

外部電源喪失

全交流電源喪失

非常用母線Ｃ系
電源喪失

非常用Ｌ／Ｃ
Ｃ系機能喪失

非常用Ｍ／Ｃ
Ｃ系機能喪失

非常用ＤＥＧ
Ａ系故障

非常用母線Ｄ系
電源喪失

非常用Ｌ／Ｃ
Ｄ系機能喪失

非常用Ｍ／Ｃ
Ｄ系機能喪失

非常用ＤＥＧ
Ｂ系故障

非常用母線
ＨＰＣＳ系電源喪失

非常用Ｃ／Ｃ
ＨＰＣＳ系機能喪失

非常用Ｍ／Ｃ
ＨＰＣＳ系機能喪失

ＨＰＣＳ系非常用
ＤＥＧ故障

全直流電源喪失
(115V直流電源喪失)

Ａ－115V系
直流盤
電源喪失

Ａ－115V系
直流母線機能喪失

Ａ－115V系
直流母線への
直流電源給電
機能喪失

Ａ－115V系蓄電池
機能喪失

Ａ－115V系
充電器盤からの
通常給電機能喪失

ＨＰＣＳ－115V系
直流盤
電源喪失

Ｂ－115V系
直流盤
電源喪失

Ｂ－115V系
直流母線機能喪失

Ｂ－115V系
直流母線への
直流電源給電
機能喪失

Ｂ－115V系蓄電池
機能喪失

Ｂ－115V系
充電器盤からの
通常給電機能喪失 交流電源喪失

ＨＰＣＳ－115V系
直流母線機能喪失

ＨＰＣＳ－115V系
直流母線への
直流電源給電
機能喪失

ＨＰＣＳ－115V系
蓄電池機能喪失

ＨＰＣＳ－115V系
充電器盤からの
通常給電機能喪失 交流電源喪失

非常用Ｃ／Ｃ
ＨＰＣＳ系機能喪失

非常用Ｍ／Ｃ
ＨＰＣＳ系機能喪失

ＨＰＣＳ系非常用
ＤＥＧ故障

230V系
直流盤（ＲＣＩＣ）
電源喪失

230V系直流母線
（ＲＣＩＣ）機能喪失

230V系直流母線
（ＲＣＩＣ）への
直流電源給電
機能喪失

230V系蓄電池
（ＲＣＩＣ）機能喪失

230V系充電器盤
（ＲＣＩＣ）からの

通常給電機能喪失 交流電源喪失

非常用Ｌ／Ｃ
Ｄ系機能喪失

非常用Ｍ／Ｃ
Ｄ系機能喪失

非常用ＤＥＧ
Ｂ系故障

非常用Ｌ／Ｃ
Ｃ系機能喪失

非常用Ｍ／Ｃ
Ｃ系機能喪失

非常用ＤＥＧ
Ａ系故障

非常用Ｌ／Ｃ
Ｄ系機能喪失

非常用Ｍ／Ｃ
Ｄ系機能喪失

非常用ＤＥＧ
Ｂ系故障

交流電源喪失

 

 

※ 本資料は，「機能喪失原因対策分析」を基に，設計基準事故対処設備の機能が喪失に至る原因

を順次右側へ展開している。すなわち，機器の機能が喪失することにより，当該機器の左側に

記載される機能が喪失する関係にあることを示している。ただし，ＡＮＤ条件，ＯＲ条件につ

いては表現していないため，必要に応じて「機能喪失原因対策分析」を確認することとする。 
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Ｂ 計 装 用 無 停 電 電 源

遮 断 器 操 作 回 路

非 常 用 照 明

安 全 保 護 系 論 理 回 路

逃 が し 安 全 弁 制 御 回 路

遮 断 器 操 作 回 路
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高 圧 代 替 注 水 系 電 源 計 算 機 用 無 停 電 電 源

非 常 用 密 封 油 ポ ン プ

給 水 ポ ン プ ・ タ ー ビ ン

非 常 用 油 ポ ン プ

再 循 環 Ｍ Ｇ 非 常 用 油 ポ ン プ

タ ー ビ ン 非 常 用 油 ポ ン プ

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系 機 器

中 性 子 源 及 び 中 間 領 域 計 装

中 性 子 源 及 び 中 間 領 域 計 装

直 流 給 電 車 接 続 口  

直 流 給 電 車 接 続 口  

直 流 給 電 車 接 続 口  

直 流 給 電 車 接 続 口  

【
凡
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器
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所
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充
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プ
ラ
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収
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箱
 

高
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発
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機

車
 

接
続

プ
ラ
グ
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M
 

M
 

⑮
 

⑭
 

⑦
 

⑧
 

優
先
１

 

【
略
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】

 

M
/
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メ
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ル
ク

ラ
ッ
ド

開
閉
装

置
 

L
/
C
：
ロ

ー
ド
セ

ン
タ

 

C
/
C
：
コ

ン
ト
ロ

ー
ル
セ

ン
タ

 

変
圧
器

 

G
TG
 

D
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ガ
ス
タ
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ビ
ン
発

電
機

 

非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発
電

機
 

高
圧
遮
断

器
 

配
線
用
遮

断
器

 

接
続
装
置

 

【
凡

例
】
 

電
動
切
替

装
置

 

低
圧
遮
断

器
 

メ
カ
ニ
カ

ル
イ
ン

タ
ー
ロ

ッ
ク

M
 ガ
ス
タ
ー

ビ
ン

発
電
機

に
よ
る
受

電
電
路

 

設
計
基
準

対
象
施

設
か
ら

追
加
し

た
箇
所
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用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ
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手
順
の
項
目

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
起

動
，

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
の

受
電

操
作

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

受
電

準
備

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

受
電

確
認

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

受
電

準
備

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

受
電

確
認

移
動

，
Ｄ

－
Ｍ

／
Ｃ

受
電

準
備

Ｄ
－

Ｍ
／

Ｃ
受

電
操

作

移
動

，
Ｃ

－
Ｍ

／
Ｃ

受
電

準
備

Ｃ
－

Ｍ
／

Ｃ
受

電
操

作

※
Ｍ

／
Ｃ

受
電

は
Ｄ

系
を

優
先

し
て

受
電

す
る

こ
と

と
す

る
。

な
お

，
状

況
に

よ
っ

て
は

，
Ｃ

系
か

ら
受

電
す

る
可

能
性

も
あ

る
。

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

12
0

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る

Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系
及
び
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

１
時
間
10
分

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ

Ｃ
系
へ
の
給
電

※

40
分

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ

Ｄ
系
へ
の
給
電

※
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電
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TG
 

D
/G
 

D
/G
 

C
-M
/
C 

C
-L
/
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D
-M
/
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-L
/
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L
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装
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装
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ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

ﾒ
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ﾗ切

替
盤
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発
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機
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発
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機

車
 

接
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緊
急
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車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

 

（
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側
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電

電
路

（
Ｄ

系
）
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手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

Ｍ
／

Ｃ
受

電
準

備

受
電

確
認

移
動

，
Ｍ

／
Ｃ

受
電

準
備

受
電

確
認

車
両

健
全

性
確

認
　

※
２

高
圧

発
電

機
車

配
置

　
※

２

高
圧

発
電

機
車

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
盤

作
業

移
動

，
送

電
操

作

※
１
　
第
４
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
４
時
間
20
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
２
　
第
４
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
車
両
健
全
性
確
認
作
業
の
前
に
第
４
保
管
エ
リ
ア
へ
緊
急
時
対
策
要
員
が
移
動
を
行
う
。

 
 
 ま

た
，
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
し
た
場
合
は
，
移
動
，
車
両
健
全
性
確
認
及
び
高
圧
発
電
機
車
配
置
作
業
で
１
時
間
25
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
３
　
高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
西
側
の
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電
を
示
す
。

ま
た
，
高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
西
側
の
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系
受
電
に
つ
い
て
は
４
時
間
35
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
３

緊
急
時
対
策
要
員

３

高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
西
側
の
高
圧
発
電
機
車

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系

又
は
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電

【
第
１
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
す
る
場
合
】

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

30
60

90
12
0

15
0

18
0

21
0

24
0

27
0

30
0

33
0

36
0

高
圧

発
電

機
車

に
よ

る
Ｍ

／
Ｃ

へ
の

給
電

４
時

間
3
5
分

※
１

第
1
.1
4
－

11
図
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Ｄ
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電
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手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

Ｍ
／

Ｃ
受

電
準

備

受
電

確
認

移
動

，
Ｍ

／
Ｃ

受
電

準
備

受
電

確
認

車
両

健
全

性
確

認
　

※
２

高
圧

発
電

機
車

配
置

　
※

２

高
圧

発
電

機
車

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
盤

作
業

移
動

，
送

電
操

作

※
１
　
第
４
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
４
時
間
20
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
２
　
第
４
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
車
両
健
全
性
確
認
作
業
の
前
に
第
４
保
管
エ
リ
ア
へ
緊
急
時
対
策
要
員
が
移
動
を
行
う
。

 
 
  
 
 ま

た
，
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
し
た
場
合
は
，
移
動
，
車
両
健
全
性
確
認
及
び
高
圧
発
電
機
車
配
置
作
業
で
１
時
間
25
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
３
　
高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
南
側
の
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電
を
示
す
。

　
　
　
ま
た
，
高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
南
側
の
高
圧
発
電
機
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系
受
電
に
つ
い
て
は
４
時
間
35
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

30
60

90
12
0

15
0

18
0

21
0

24
0

27
0

30
0

33
0

36
0

高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
南
側
の
高
圧
発
電
機
車

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系

又
は
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電

【
第
１
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
す
る
場
合
】

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１
※
３

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

緊
急
時
対
策
要
員

３

高
圧

発
電

機
車

に
よ

る
Ｍ

／
Ｃ

へ
の

給
電

４
時

間
3
5
分

※
１
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号
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手

順
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手
順
の
項
目

電
源

切
替

前
準

備
（

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

停
止

操
作

）

移
動

，
不

要
負

荷
の

切
離

し

受
電

切
替

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

1
0

1
1

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

6
7

8

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流

電
源
設
備
に
よ
る
給
電

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

9

８
時
間
30
分

Ｂ
－
11
5V
系
蓄
電
池
か
ら
Ｂ
１
－
11
5V
系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
へ
の
切
替
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（
Ｂ

－
1
1
5V

系
蓄

電
池

，
Ｂ
１
－

11
5V

系
蓄
電

池
（
Ｓ
Ａ

）
切
替

え
）

 
タ

イ
ム
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手
順
の
項
目

Ａ
－

中
央

制
御

室
排

風
機

起
動

移
動

，
中

央
制

御
室

排
風

機
起

動
準

備

Ａ
－

1
1
5
V
系

充
電

器
盤

受
電

Ａ
－
1
1
5V
系
充
電
器
盤
受
電

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

20
30

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

10
40

50
60

70
8
0

90
1
0
0

1
1
0

1
2
0

備
考

１
時
間
20
分

Ａ
－
1
1
5
V
系
充
電
器
盤
受
電
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手
順
の
項
目

Ｂ
－

中
央

制
御

室
排

風
機

起
動

移
動

，
中

央
制

御
室

排
風

機
起

動
準

備

Ｂ
－

1
1
5
V
系

充
電

器
盤

受
電

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
8
0

90
1
0
0

1
1
0

1
2
0

Ｂ
－
1
1
5V
系
充
電
器
盤
受
電

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

１
時
間
20
分

Ｂ
－
1
1
5
V
系
充
電
器
盤
受
電
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手
順
の
項
目

Ｂ
－

中
央

制
御

室
排

風
機

起
動

移
動

，
中

央
制

御
室

排
風

機
起

動
準

備

Ｂ
１

－
1
1
5
V
系

充
電

器
盤

（
Ｓ

Ａ
）

受
電

Ｂ
１
－
11
5
V系

充
電
器
盤
（
Ｓ
Ａ
）
受
電

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
8
0

90
1
0
0

1
1
0

1
2
0

１
時
間
20
分

Ｂ
１
－
1
1
5
V
系
充
電
器
盤
（
Ｓ
Ａ
）
受
電

 
             

第
1.
14
－

22
図

 
所

内
常
設
蓄

電
式
直

流
電

源
設
備
及

び
常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
 

（
Ｂ
１
－

11
5
V
系

充
電

器
盤
（
Ｓ

Ａ
）

受
電

）
タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
 

1.14-113

988



手
順
の
項
目

Ｂ
－

中
央

制
御

室
排

風
機

起
動

移
動

，
中

央
制

御
室

排
風

機
起

動
準

備

Ｓ
Ａ

用
1
1
5
V
系

充
電

器
盤

受
電

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
8
0

90
1
0
0

1
1
0

1
2
0

Ｓ
Ａ
用
11
5
V系

充
電
器
盤
受
電

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

１
時
間
20
分

Ｓ
Ａ
用
1
1
5
V
系
充
電
器
盤
受
電
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手
順
の
項
目

Ｂ
－

中
央

制
御

室
排

風
機

起
動

移
動

，
中

央
制

御
室

排
風

機
起

動
準

備

2
3
0
V
系

充
電

器
盤

（
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
）

受
電

2
3
0V
系
充
電
器
盤
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
受
電

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
8
0

90
1
0
0

1
1
0

1
2
0

１
時
間
20
分

2
30
V
系
充
電
器
盤
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
受
電
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手
順
の
項
目

中
央

制
御

室
監

視
計

器
Ｃ

系
復

旧
確

認

中
央

制
御

室
監

視
計

器
Ｄ

系
復

旧
確

認

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

受
電

操
作

（
又

は
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｃ

系
受

電
確

認
）

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

受
電

操
作

（
又

は
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
受

電
確

認
）

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
8
0

90
1
0
0

1
1
0

1
2
0

中
央
制
御
室
監
視
計
器
の
復
旧

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

4
0分

中
央
制

御
室
監
視
計
器
の
復
旧

 
            

第
1.
14
－

25
図

 
所

内
常
設
蓄

電
式
直

流
電

源
設
備
及

び
常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
 

（
中
央
制

御
室
監

視
計

器
Ｃ
系
及

び
Ｄ
系

復
旧

）
タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト

1.14-116

991



 

 

 

ｶ
ﾞｽ
ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ発

電
機
 

G
TG
 

G
TG
 

D
/G
 

D
/G
 

C
-M
/
C 

C
-L
/
C 

D
-M
/
C 

D
-L
/
C 

S
A-
L
/C
 

S
A1
-
C/
C 

S
A2
-
C/
C 

A
-計

装
C/
C 

C
系

C/
C 

D
系

C/
C 

B
-計

装
C/
C 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

※
1 

※
2 

※
2 

※
1 

高
圧

発
電
機

車
 

接
続

口
 

高
圧

発
電
機

車
 

接
続

口
 

緊
急

用
M/
C 

SA
電

源
切

替
盤
 

充
電
器

 

電
源

 

切
替
盤

 
SA

電
源

切
替

盤
 

M 
M 

M 
M 

充
電

器
 

高
圧

発
電
機

車
 

接
続

プ
ラ
グ

収
納
箱
 

高
圧

発
電
機

車
 

接
続

プ
ラ
グ

収
納
箱
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M 

高
圧

発
電
機

車
 

接
続

口
 

高
圧

発

電
機

車
 

高
圧

発

電
機

車
 

高
圧

発

電
機

車
 

優
先
１

 

優
先
１

 優
先
３

 

優
先
２

 

優
先
２

 

【
略
語
】

 

M/
C：

メ
タ
ル
ク

ラ
ッ
ド

開
閉
装

置
 

L/
C：

ロ
ー
ド
セ

ン
タ

 

C/
C：

コ
ン
ト
ロ

ー
ル
セ

ン
タ

 

変
圧
器

 

G
TG
 

D
/G
 

ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発

電
機

 

非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発
電

機
 

高
圧
遮
断

器
 

配
線
用
遮

断
器

 

接
続
装
置

 

【
凡

例
】
 

電
動
切
替

装
置

 

低
圧
遮
断

器
 

メ
カ
ニ
カ

ル
イ
ン

タ
ー
ロ

ッ
ク

 

M 

設
計
基
準

対
象
施

設
か
ら

追
加
し

た
箇
所

 

高
圧
発
電

機
車
接

続
プ
ラ

グ
収
納

箱
 

（
原
子
炉

建
物
西

側
）
に

よ
る
受

電
電
路

（
Ｄ
系
）

 

高
圧
発
電

機
車
接

続
プ
ラ

グ
収
納

箱
 

（
原
子
炉

建
物
南

側
）
に

よ
る
受

電
電
路

（
Ｃ
系
）

 

共
通
電
路

及
び

高
圧
発
電

機
車
接

続
プ
ラ

グ
収
納
箱

 

（
原
子
炉

建
物
南

側
）
に

よ
る
受

電
電
路

（
Ｄ
系
）

 

緊
急
用
メ

タ
ク
ラ

接
続
プ

ラ
グ
盤

に
よ
る

受
電
電
路

 

共
通
電
路

及
び
高

圧
発
電

機
車
接

続
プ
ラ

グ
収
納
箱

 

（
原
子
炉

建
物
西

側
）
に

よ
る
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電
電
路

（
Ｃ
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緊
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用
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タ
ク

ラ
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続
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グ
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メ
タ

ク
ラ

切
替

盤

G
T
G
 

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
 

緊
急

用
M
/C
 

4
6
0V

母
線

(
SA
) 

4
6
0V

母
線

 
(
区

分
Ⅰ

) 

4
6
0V

母
線

 
(
区

分
Ⅱ

) 
4
6
0V

母
線

 
(
区

分
Ⅱ

) 
4
6
0V

母
線

 
(
区

分
Ⅰ

) 
4
6
0V

母
線

 
(
区

分
Ⅱ

) 

2
3
0
V
系
 

蓄
電

池
 

(
常

用
) 

2
3
0
V
系
 

蓄
電

池
 

(
R
C
I
C
) 

S
A
用

11
5
V
系
 

蓄
電

池
 

B
1
-
1
1
5V

系
 

蓄
電

池
（
S
A）

 

2
3
0
V
系

直
流

盤
 

（
R
C
I
C）

 
2
3
0
V
系

直
流

盤
（

常
用

）
 

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系 機 器  

Ｓ Ａ 対 策 設 備 用 分 電 盤 ( ２ ) 

充 電 器

充 電 器

充 電 器

充 電 器

高 圧 代 替 注 水 系  

B
-
1
1
5V

系
直

流
盤
(
S
A)

Ｓ Ａ 対 策 設 備 用 分 電 盤 ( １ ) 

中
央

制
御

室
排

風
機

 

S
A
-L
/C
 

C
3
-C
/C

又
は

D
3-

C/
C 

仮
設

ケ
ー

ブ
ル

 

高
圧

発
電

機
車

 
接

続
口

 

⑤
 

⑥
 

⑪
 

⑮
 

⑮
 

⑮
 

【
凡

例
】

 

蓄
電

池
 

メ
カ

ニ
カ

ル
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

設
計

基
準

対
象

施
設

か
ら

追
加

し
た

箇
所

 

受
電

電
路

 

変
圧

器
 

G
TG
 

D
/G
 

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

高
圧

遮
断

器
 

配
線

用
遮

断
器

 

低
圧

遮
断

器
 

直 流 給 電 車 接 続 口  

直 流 給 電 車 接 続 口  

直 流 給 電 車 接 続 口  
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手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

排
風

機
運

転

移
動

，
仮

設
ケ

ー
ブ

ル
接

続
前

準
備

，
排

風
機

運
転

準
備

移
動

，
排

風
機

電
源

復
旧

移
動

，
充

電
器

盤
へ

の
給

電
，

受
電

操
作

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認

高
圧

発
電

機
車

配
置

，
高

圧
発

電
機

車
準

備
，

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

，
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
の

検
電

，
接

続
作

業

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
操

作

移
動

，
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

送
電 移
動

，
仮

設
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

※
１
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
２
時
間
10
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
２
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

（
高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
西
側
の
高
圧
発
電
機

車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
給
電
の
場

合
）

【
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
す
る
場
合
】

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

緊
急
時
対
策
要
員

３

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

30
60

90
12
0

15
0

18
0

21
0

24
0

27
0

30
0

33
0

36
0

５
時

間
1
0
分

充
電

器
盤

受
電

２
時

間
4
0
分

高
圧

発
電

機
車

に
よ

る
給

電
※

１

 
       

第
1.

1
4－

28
図

 
可

搬
型
直
流

電
源
設

備
に

よ
る

給
電

 

（
高

圧
発

電
機

車
（

原
子

炉
建
物

西
側
の

高
圧

発
電
機
車

接
続
プ

ラ
グ

収
納
箱
に

接
続

）
に

よ
る

給
電

の
場

合
）

 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト

1.14-119

994



 

 

手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

排
風

機
運

転

移
動

，
仮

設
ケ

ー
ブ

ル
接

続
前

準
備

，
排

風
機

運
転

準
備

移
動

，
排

風
機

電
源

復
旧

移
動

，
充

電
器

盤
へ

の
給

電
，

受
電

操
作

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認

高
圧

発
電

機
車

配
置

，
高

圧
発

電
機

車
準

備
，

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

，
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
の

検
電

，
接

続
作

業

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
操

作

移
動

，
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

送
電 移
動

，
仮

設
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

※
１
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
２
時
間
10
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
２
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

30
60

90
12
0

15
0

18
0

21
0

24
0

27
0

30
0

33
0

36
0

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

（
高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
南
側
の
高
圧
発
電
機

車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
給
電
の
場

合
）

【
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
す
る
場
合
】

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

緊
急
時
対
策
要
員

３

５
時
間
1
0
分

充
電
器
盤
受
電

２
時
間

4
0
分

高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
給
電

※
１

 
       

第
1.

1
4－

29
図

 
可

搬
型
直
流

電
源
設

備
に

よ
る

給
電

 

（
高

圧
発

電
機

車
（

原
子

炉
建
物

南
側
の

高
圧

発
電
機
車

接
続
プ

ラ
グ

収
納
箱

に
接

続
）

に
よ

る
給

電
の

場
合

）
 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト

1.14-120

995



 

 

手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

排
風

機
運

転

移
動

，
仮

設
ケ

ー
ブ

ル
接

続
前

準
備

，
排

風
機

運
転

準
備

移
動

，
排

風
機

電
源

復
旧

移
動

，
充

電
器

盤
へ

の
給

電
，

受
電

操
作

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認

高
圧

発
電

機
車

配
置

遮
断

器
操

作

高
圧

発
電

機
車

に
よ

る
送

電

移
動

，
仮

設
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

※
１
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
２
時
間
20
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
２
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

備
考

30
60

90
12
0

15
0

18
0

21
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

（
高
圧
発
電
機
車
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
（
緊

急
用
メ
タ
ク
ラ
）
の
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤

に
接
続
）
に
よ
る
給
電
の
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型
航

空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ

る
場
合
）
）

【
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
す
る
場
合
】

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

緊
急
時
対
策
要
員

３

24
0

27
0

30
0

33
0

36
0

５
時
間

50
分

充
電
器
盤
受
電

２
時
間

50
分

高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
給
電

※
１

 
 
 

      

第
1.

1
4－

30
図

 
可

搬
型
直
流

電
源
設

備
に

よ
る

給
電

 

（
高
圧

発
電

機
車

（
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発
電

機
建

物
（
緊
急

用
メ
タ

ク
ラ

）
の
緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
に

接
続

）
に

よ
る

 

給
電

の
場

合
（

故
意

に
よ
る
大
型

航
空
機

の
衝

突
そ
の
他

の
テ
ロ

リ
ズ

ム
に

よ
る

影
響

が
あ

る
場

合
）
）

 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
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デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 制 御

46
0V

母
線

(区
分

Ⅲ
)
 
46

0V
母

線
(区

分
Ⅱ

)
 

46
0V

母
線

(区
分

Ⅰ
)
 

46
0V

母
線

(区
分

Ⅰ
)
 
46

0V
母

線
(区

分
Ⅱ

)
 

46
0V

母
線

(S
A
)
 

高
圧

炉
心
 

ス
プ

レ
イ
系

蓄
電
池

高
圧

炉
心
 

ス
プ

レ
イ
系

直
流
盤

充 電 器  

充 電 器  

充 電 器  

充 電 器  

充 電 器  

充 電 器  充 電 器  

充 電 器  

充 電 器  

充 電 器  

46
0V

母
線

 

(区
分

Ⅰ
) 

46
0V

母
線

(区
分

Ⅱ
) 

46
0V

母
線

 

(区
分

Ⅰ
) 

B
1-
1
15
V
系

 

蓄
電

池
(S
A)
 

SA
用

11
5V

系
 

蓄
電

池
 

B
-1
1
5V

系

蓄
電

池

A
-1
1
5V

系

蓄
電

池

46
0V

母
線

(区
分

Ⅰ
)
 

46
0V

母
線

(区
分

Ⅱ
)
 

46
0V

母
線

(区
分

Ⅱ
)
 

46
0V

母
線

(区
分

Ⅰ
)
 

46
0V

母
線

(S
A
)
 

B
-原

子
炉
中

性
子
 

計
装

用
蓄
電

池

A
-原

子
炉
中

性
子
 

計
装

用
蓄
電

池

2
30
V
系

蓄
電

池
 

(常
用

) 

2
30
V
系

蓄
電

池
 

(
RC
I
C)
 

2
30
V
系

直
流

盤
（

常
用
） 

2
30
V
系

直
流

盤
（

RC
I
C）
 

B
-原

子
炉
中

性
子
 

計
装

用
母
線

A
-原

子
炉
中

性
子
 

計
装

用
母
線

A
-1
1
5V

系
直

流
盤

B
-1
1
5V

系
直

流
盤

B
-1
1
5V

系
直

流
盤

(S
A
)

中
央

分
電
盤
 

Ｓ
Ａ

対
策

設
備

用
分

電
盤

（
１

）
 

Ｓ
Ａ

対
策

設
備

用
分

電
盤

（
２

）
 

Ａ 計 装 用 無 停 電 電 源

デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 制 御

遮 断 器 操 作 回 路

非 常 用 照 明

安 全 保 護 系 論 理 回 路

逃 が し 安 全 弁 制 御 回 路

Ｂ 計 装 用 無 停 電 電 源

遮 断 器 操 作 回 路

非 常 用 照 明

安 全 保 護 系 論 理 回 路

逃 が し 安 全 弁 制 御 回 路

遮 断 器 操 作 回 路

高 圧 炉 心 ス プ レ イ 系 論 理 回 路

デ ィ ー ゼ ル 発 電 機 制 御

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系 制 御 電 源

計 装 設 備

計 装 設 備

計 装 設 備

高 圧 代 替 注 水 系 電 源 計 算 機 用 無 停 電 電 源

非 常 用 密 封 油 ポ ン プ

給 水 ポ ン プ ・ タ ー ビ ン

非 常 用 油 ポ ン プ

再 循 環 Ｍ Ｇ 非 常 用 油 ポ ン プ

タ ー ビ ン 非 常 用 油 ポ ン プ

原 子 炉 隔 離 時 冷 却 系 機 器

中 性 子 源 及 び 中 間 領 域 計 装

中 性 子 源 及 び 中 間 領 域 計 装

直 流 給 電 車 接 続 口  

直 流 給 電 車 接 続 口  

直 流 給 電 車 接 続 口  

直 流 給 電 車 接 続 口  

【
凡

例
】

 

蓄
電

池
 

配
線

用
遮

断
器

 

メ
カ

ニ
カ

ル
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

設
計

基
準

対
象

施
設

か
ら

追
加

し
た

箇
所

 

直
流

給
電

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（

廃
棄

物
処

理
建

物
南

側
）

 

に
よ

る
受

電
電

路
（

23
0V

系
直

流
盤

（
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
））

 

直
流

給
電

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（

廃
棄

物
処

理
建

物
南

側
）

 

に
よ

る
受

電
電

路
（

Ｂ
－

11
5V

系
直

流
盤

）
 

直
流

給
電

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（

原
子

炉
建

物
南

側
）

 

に
よ

る
受

電
電

路
（

23
0V

系
直

流
盤

（
常

用
））

 

直
流

給
電

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
（

原
子

炉
建

物
南

側
） 

に
よ

る
受

電
電

路
（

Ｂ
－

11
5V

系
直

流
盤

（
Ｓ

Ａ
））

 

優
先

１
 

優
先

２
 

優
先

１
 

優
先

１
 

優
先

１
⑤

 

優
先

２
⑤

 

優
先

１
④

 

優
先

２
④

 

優
先

１
④

 

優
先

２
④

 

優
先

１
⑤

 

優
先

２
⑤

 

第
1.

1
4－

31
図

 
直

流
給
電
車

に
よ
る

給
電

 
概

要
図

 

記
載

例
 

○
：

操
作

手
順

番
号

を
示

す
。
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手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

移
動

，
遮

断
器

操
作

受
電

確
認

車
両

健
全

性
確

認

高
圧

発
電

機
車

，
直

流
給

電
車

配
置

車
両

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

直
流

給
電

車
に

よ
る

給
電

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電

（
廃
棄
物
処
理
建
物
南
側
の
直
流
給
電
車
接
続
プ
ラ
グ

収
納
箱
に
接
続
に
よ
る
直
流
盤
へ
の
給
電
の
場
合
）

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

緊
急
時
対
策
要
員

３

24
0

27
0

30
0

33
0

36
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

30
60

90
12
0

15
0

18
0

21
0

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電

４
時
間
15
分

 

            

第
1.

1
4－

32
図

 
直

流
給
電
車

に
よ
る

給
電

 

（
廃

棄
物

処
理

建
物
南

側
の
直
流

給
電
車

接
続

プ
ラ
グ
収

納
箱
に

接
続

に
よ

る
直

流
盤

へ
の

給
電

）
 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト
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手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

移
動

，
遮

断
器

操
作

受
電

確
認

車
両

健
全

性
確

認

高
圧

発
電

機
車

，
直

流
給

電
車

配
置

車
両

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

直
流

給
電

車
に

よ
る

給
電

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電

（
原
子
炉
建
物
南
側
の
直
流
給
電
車
接
続
プ
ラ
グ
収
納

箱
に
接
続
に
よ
る
直
流
盤
へ
の
給
電

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

緊
急
時
対
策
要
員

３

24
0

27
0

30
0

33
0

36
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

30
60

90
12
0

15
0

18
0

21
0

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電

４
時
間
15
分

 

            

第
1.

1
4－

33
図

 
直

流
給
電
車

に
よ
る

給
電

 

（
原

子
炉

建
物

南
側
の

直
流
給
電

車
接
続

プ
ラ

グ
収
納
箱

に
接
続

に
よ

る
直

流
盤

へ
の

給
電

）
 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト
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B
-1
1
5V

系
直
流
盤
 

B
-1
1
5V

系
直
流
盤

(S
A
) 

4
6
0
V
母

線
(
区

分
Ⅰ

)
 

4
6
0
V
母

線
(
区

分
Ⅱ

)
 

4
6
0
V
母
線
 

(
区
分
Ⅰ
)
 

4
6
0
V
母
線
(
区
分
Ⅱ
)
 

4
6
0
V
母
線
 

(
区
分
Ⅰ
)
 

4
6
0
V
母

線
(
S
A
)
 

B
1-
1
15
V
系
 

蓄
電
池
(S
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の

高
圧

発
電
機
車

接
続
プ

ラ
グ

収
納
箱
に

接
続
）

に
よ

る
Ａ

－
11

5V
系

直
流

盤
受

電
の

場
合

）
 

（
高
圧
発

電
機

車
（

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン
発
電

機
建

物
（
緊
急

用
メ
タ

ク
ラ

）
の
緊
急

用
メ
タ

ク
ラ

接
続

プ
ラ

グ
盤

へ
の

接
続

）
に

よ
る

 

Ａ
－
11
5V

系
直

流
盤

受
電

の
場
合

（
故
意

に
よ

る
大
型
航

空
機
の

衝
突

そ
の
他
の

テ
ロ

リ
ズ

ム
に

よ
る

影
響

が
あ

る
場

合
）
）

 

タ
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ム
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手
順
の
項
目

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

受
電

操
作

Ａ
－

中
央

制
御

室
排

風
機

起
動

Ｍ
／

Ｃ
　

Ａ
系

及
び

Ｃ
系

受
電

用
遮

断
器

「
入

」

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

受
電

確
認

移
動

，
中

央
制

御
室

排
風

機
起

動
準

備

非
常
用
直
流
電
源
喪
失
時
の

Ａ
－
1
1
5V
系
直
流
盤
受
電

（
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る

Ａ
－
1
1
5V
系
直
流
盤
受
電
の
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

12
0

１
時
間
45
分

Ａ
－
11
5V
系

充
電
器
盤
受
電

Ａ
－
1
1
5V
系

充
電

器
盤

受
電
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－
4
1
図

 
非

常
用
直
流

電
源
喪

失
時

の
Ａ
－

11
5V

系
直

流
盤

受
電

 

（
号

炉
間

電
力
融

通
ケ

ー
ブ
ル

に
よ
る
Ａ

－
11

5V
系
直
流

盤
受

電
の

場
合

）
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66
kV

 
送
電
線
 

22
0k
V 

送
電
線
 

G
TG
 

D
/G
 

D
/G
 

G 

22
0k

V
開

閉
所

 
66

kV
開

閉
所

 

起
動

 

変
圧

器
 

起
動

 

変
圧

器
 

所
内

 

変
圧

器
 

常
用

メ
タ

ク
ラ

 

常
用

メ
タ

ク
ラ

 
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

 
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

 

非
常

用
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
 

非
常

用
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
 

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

 
非

常
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
 

主
変

圧
器

 

１
号
 

２
号
 

3
号

へ
 

緊
急

用

メ
タ

ク
ラ

充 電 器  

蓄
電

池
 

直
流
盤

 

Ｓ
Ａ
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

⑦
 

②
 

⑤
 

【
凡

例
】

 

 
 

GT
G
 

 
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

 

 G
 

発
電

機
 

D/
G 

  
 
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

 

遮
断

器
 

変
圧

器
 

蓄
電

池
 

設
計

基
準

対
象

施
設

か
ら

追
加

し
た

箇
所

 

号
炉

間
電

力
融

通
ケ

ー
ブ

ル
に

よ
る

受
電

電
路

 

   

第
1
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図

 
号

炉
間
連
絡

ケ
ー
ブ

ル
を

使
用
し
た

Ａ
－

11
5V

系
直
流
盤

又
は

Ｂ
－

11
5V

系
直

流
盤

受
電

 

（
１
号
炉

か
ら
２

号
炉

）
 
概
要

図

記
載

例
 

○
：

操
作

手
順

番
号

を
示

す
。
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手
順
の
項
目

移
動

，
蓄

電
池

遮
断

器
「

切
」

受
電

準
備

融
通

作
業 充
電

器
受

電

※
１
　
号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
（
１
号
炉
）
を
使
用
し
た
Ｂ
－
11
5
V系

直
流
盤
受
電
を
示
す
。
な
お
，
号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
（
１
号
炉
）
を
使
用
し
た
Ａ
－
11
5V
系
直
流
盤
受
電
は
5
5分

以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
１

号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
（
１
号
炉
）
を
使
用
し
た
Ａ
－

1
1
5V
系
直
流
盤
又
は
Ｂ
－
11
5
V系

直
流
盤
受
電

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

12
0

55
分

号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
（
１
号
炉
）
を
使
用
し
た

Ａ
－

11
5V
系
直
流
盤
又
は
Ｂ
－

11
5V
系
直
流
盤
受
電
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号

炉
間
連
絡

ケ
ー
ブ

ル
を

使
用
し
た

Ａ
－

11
5V

系
直
流

盤
又

は
Ｂ

－
11
5V

系
直

流
盤

受
電

 

（
１
号
炉

か
ら
２

号
炉

）
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ｶ
ﾞｽ
ﾀ
ｰﾋ
ﾞ
ﾝ発

電
機
 

G
TG
 

G
TG
 

D
/G
 

D
/G
 

C
-M
/
C 

C
-L
/
C 

D
-M
/
C 

D
-L
/
C 

S
A-
L
/C
 

S
A1
-
C/
C 

S
A2
-
C/
C 

A
-計

装
C/
C 

C
系

C/
C 

D
系

C/
C 

B
-計

装
C/
C 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

ﾒ
ﾀｸ
ﾗ切

替
盤
 

※
1 

※
2 

※
2 

※
1 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
口
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
口
 

緊
急
用

M/
C 

SA
電
源
切
替
盤
 

充
電

器
 

電
源

 

切
替

盤
 

SA
電
源
切
替
盤
 

M 
M 

M 
M 

充
電
器
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
 

M 
M 

高
圧
発
電
機
車
 

接
続
口
 

高
圧

発

電
機

車
 

高
圧

発

電
機

車
 

高
圧

発

電
機

車
 

優
先

４
 

優
先

１
 

優
先

３
 

優
先

３
 

②
a
 

④
b
 

④
c  

④
d
 

④
b
 

④
c  

⑦
b
 

⑦
c  

⑦
d
 

⑦
b
 

⑦
c  

④
b
 

④
c  

⑤
a  

⑤
a  

優
先

２
 

優
先

２
 

【
略

語
】

 

M/
C：

メ
タ

ル
ク

ラ
ッ

ド
開

閉
装

置
 

L/
C：

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

 

C/
C：

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
 

変
圧

器
 

G
TG
 

D
/G
 

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
 

高
圧

遮
断

器
 

配
線

用
遮

断
器

 

接
続

装
置

 

【
凡
例
】
 

電
動

切
替

装
置

 

低
圧

遮
断

器
 

メ
カ

ニ
カ

ル
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

 

M 

設
計

基
準

対
象

施
設

か
ら

追
加

し
た

箇
所

 

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

 

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
に

よ
る

受
電

電
路

（
Ｄ

系
）

 

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

 

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
に

よ
る

受
電

電
路

（
Ｃ

系
）

 

共
通

電
路

及
び

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

 

（
原

子
炉

建
物

南
側

）
に

よ
る

受
電

電
路

（
Ｄ

系
）

 

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
に

よ
る

受
電

電
路

 

共
通

電
路

及
び

高
圧

発
電

機
車

接
続

プ
ラ

グ
収

納
箱

 

（
原

子
炉

建
物

西
側

）
に

よ
る

受
電

電
路

（
Ｃ

系
）

 

共
通

電
路

及
び

 

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
に

よ
る

受
電

電
路

 

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
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図

 
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機
又

は
高
圧
発

電
機
車

に
よ

る
Ｓ
Ａ
ロ

ー
ド
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電
 

概
要

図
 

記
載
例

 
○

 
：
操
作

手
順

番
号

を
示

す
。

 

○
a
～

 
 

：
同
一

操
作

手
順

番
号

内
で

選
択

し
て

実
施

す
る

操
作

が
あ

る
場

合
の

操
作

手
順

の
優

先
番

号
を

示
す

。
 

○
a
～
 

：
同
一

操
作

手
順

番
号

内
で

選
択

し
て

実
施

す
る

操
作

が
あ

る
場

合
の

操
作

手
順

を
示

す
。
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手
順
の
項
目

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
起

動
，

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

手
順
の
項
目

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
起

動
，

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電
，

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

12
0

 
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
に
よ
る
負
荷
へ
の
受
電
の
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

12
0

 
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
に
よ
る
負
荷

へ
の
受
電
の
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

1
0
分

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電

非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
操
作

10
分

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
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ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発
電

機
又

は
高
圧
発

電
機
車

に
よ

る
Ｓ
Ａ
ロ

ー
ド
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電
 

（
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機
に
よ
る

Ｓ
Ａ
ロ

ー
ド

セ
ン
タ
及

び
Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電
の

場
合

）
 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト
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手
順

の
項

目
要

員
(
数

)

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
及
び
Ｓ
Ａ
低
圧
母
線
の
受
電
準
備

受
電

確
認 移

動
，

Ｓ
Ａ

電
源

切
替

盤
操

作
（

Ａ
系

）

車
両

健
全

性
確

認
　

※
２

高
圧

発
電

機
車

配
備

　
※

２

高
圧

発
電

機
車

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
盤

作
業

移
動

，
送

電
操

作

※
１

　
第

４
保

管
エ

リ
ア

の
可

搬
型

設
備

を
使

用
し

た
場

合
は

，
４

時
間

2
5
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。
※

２
　

第
４

保
管

エ
リ

ア
の

可
搬

型
設

備
を

使
用

し
た

場
合

は
，

車
両

健
全

性
確

認
作

業
の

前
に

第
４

保
管

エ
リ

ア
へ

緊
急

時
対

策
要

員
が

移
動

を
行

う
。

ま
た

，
第

４
保

管
エ

リ
ア

を
使

用
し

た
場

合
は

，
移

動
，

車
両

健
全

性
確

認
及

び
高

圧
発

電
機

車
配

置
作

業
で

１
時

間
2
5
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

手
順

の
項

目
要

員
(
数

)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作

車
両

健
全

性
確

認
　

※
２

高
圧

発
電

機
車

配
備

　
※

２

高
圧

発
電

機
車

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
盤

作
業

移
動

，
送

電
操

作

※
１

　
第

４
保

管
エ

リ
ア

の
可

搬
型

設
備

を
使

用
し

た
場

合
は

，
４

時
間

2
0
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。
※

２
　

第
４

保
管

エ
リ

ア
の

可
搬

型
設

備
を

使
用

し
た

場
合

は
，

車
両

健
全

性
確

認
作

業
の

前
に

第
４

保
管

エ
リ

ア
へ

緊
急

時
対

策
要

員
が

移
動

を
行

う
。

ま
た

，
第

４
保

管
エ

リ
ア

を
使

用
し

た
場

合
は

，
移

動
，

車
両

健
全

性
確

認
及

び
高

圧
発

電
機

車
配

置
作

業
で

１
時

間
2
5
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
時

間
）

備
考

3
0

6
0

9
0

1
2
0

1
5
0

1
8
0

2
1
0

2
4
0

2
7
0

3
0
0

3
3
0

3
6
0

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
１

現
場

運
転

員
Ｂ

，
Ｃ

２

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

緊
急

時
対

策
要

員
３

高
圧

発
電

機
車

（
原

子
炉

建
物

西
側

の
高

圧
発

電
機

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
に

接
続

）
に

よ
る

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電
の

場
合

（
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

に
よ

る
負

荷
へ

の
受

電
の

場
合

）

【
第

１
保

管
エ

リ
ア

を
使

用
す

る
場

合
】

2
4
0

2
7
0

3
0
0

3
3
0

3
6
0

備
考

3
0

6
0

9
0

1
2
0

1
5
0

1
8
0

2
1
0

経
過

時
間

（
時

間
）

高
圧

発
電

機
車

（
原

子
炉

建
物

西
側

の
高

圧
発

電
機

車
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
に

接
続

）
に

よ
る

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電
の

場
合

（
非

常
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
切

替
盤

に
よ

る
負

荷
へ

の
受

電
の

場
合

）

【
第

１
保

管
エ

リ
ア

を
使

用
す

る
場

合
】

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
１

緊
急

時
対

策
要

員
３

移
動
，
Ｓ

Ａ
電
源

切
替
盤

操
作
（

Ｂ
系
）

高
圧

発
電

機
車

に
よ

る
Ｓ

Ａ
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
４

時
間

3
5
分

※
１

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電

高
圧
発
電
機
車

に
よ
る
Ｓ

Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

４
時
間
3
5
分

※
１

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電
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図
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ビ

ン
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機
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は
高
圧
発

電
機
車

に
よ

る
Ｓ
Ａ
ロ

ー
ド
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電
 

（
高

圧
発

電
機

車
（
原

子
炉
建
物

西
側
の

高
圧

発
電
機
車

接
続
プ

ラ
グ

収
納

箱
に

接
続

）
に

よ
る

 

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ
ン

タ
及

び
Ｓ
Ａ
コ

ン
ト
ロ

ー
ル

セ
ン
タ
受

電
の

場
合

）
 

タ
イ
ム
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ャ
ー
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手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
及
び
Ｓ
Ａ
低
圧
母
線
の
受
電
準
備

受
電

確
認 移

動
，

Ｓ
Ａ

電
源

切
替

盤
操

作
（

Ａ
系

）

車
両

健
全

性
確

認
　

※
２

高
圧

発
電

機
車

配
備

　
※

２

高
圧

発
電

機
車

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
盤

作
業

移
動

，
送

電
操

作

※
１
　
第
４
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
４
時
間
1
5
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
２
　
第
４
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
車
両
健
全
性
確
認
作
業
の
前
に
第
４
保
管
エ
リ
ア
へ
緊
急
時
対
策
要
員
が
移
動
を
行
う
。

 
 
 
 
 
 
ま
た
，
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
し
た
場
合
は
，
移
動
，
車
両
健
全
性
確
認
及
び
高
圧
発
電
機
車
配
置
作
業
で
１
時
間
2
5
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作

車
両

健
全

性
確

認
　

※
２

高
圧

発
電

機
車

配
備

　
※

２

高
圧

発
電

機
車

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
盤

作
業

移
動

，
送

電
操

作

※
１
　
第
４
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
４
時
間
2
0
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
２
　
第
４
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
車
両
健
全
性
確
認
作
業
の
前
に
第
４
保
管
エ
リ
ア
へ
緊
急
時
対
策
要
員
が
移
動
を
行
う
。

 
 
 
 
 
 
ま
た
，
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
し
た
場
合
は
，
移
動
，
車
両
健
全
性
確
認
及
び
高
圧
発
電
機
車
配
置
作
業
で
１
時
間
2
5
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
南
側
の
高
圧
発
電
機
車

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ

ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
の
場
合

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
に
よ
る
負
荷

へ
の
受
電
の
場
合
）

【
第
１
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
す
る
場
合
】

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

緊
急
時
対
策
要
員

３

2
4
0

2
7
0

3
0
0

3
3
0

3
6
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

3
0

6
0

9
0

1
2
0

1
5
0

1
8
0

2
1
0

高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
南
側
の
高
圧
発
電
機
車

接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ

ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
の
場
合

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
に
よ
る
負
荷
へ
の
受
電
の
場
合
）

【
第
１
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
す
る
場
合
】

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

緊
急
時
対
策
要
員

３

2
4
0

2
7
0

3
0
0

3
3
0

3
6
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

3
0

6
0

9
0

1
2
0

1
5
0

1
8
0

2
1
0

移
動
，
Ｓ

Ａ
電
源

切
替
盤

操
作
（

Ｂ
系
）

高
圧
発
電
機
車

に
よ
る
Ｓ

Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

４
時
間
3
5
分

※
１

及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電

高
圧
発
電
機
車

に
よ
る
Ｓ

Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

４
時
間
35
分

※
１

及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
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及
び
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ン
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（
高

圧
発

電
機

車
（
原

子
炉
建
物

南
側
の

高
圧

発
電
機
車

接
続
プ

ラ
グ

収
納

箱
に

接
続

）
に

よ
る

 

Ｓ
Ａ

ロ
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ド
セ
ン

タ
及

び
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コ
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ー
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ン
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受
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の
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手
順
の
項
目

要
員
(数

)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認

高
圧

発
電

機
車

配
置

高
圧

発
電

機
車

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
接

続

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
盤

操
作

移
動

，
送

電
操

作

※
１
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
４

時
間
25

分
以
内

で
可
能

で
あ
る

。
※
２
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速

や
か
に

対
応
で

き
る
。

手
順
の
項
目

要
員
(数

)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

移
動

　
※

２

車
両

健
全

性
確

認

高
圧

発
電

機
車

配
置

高
圧

発
電

機
車

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
接

続

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
盤

操
作

移
動

，
送

電
操

作

※
１
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
４

時
間
25

分
以
内

で
可
能

で
あ
る

。
※
２
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速

や
か
に

対
応
で

き
る
。

36
0

21
0

24
0

27
0

30
0

33
0

60
90

12
0

15
0

18
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間

（
時
間

）

高
圧
発
電
機
車
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
（
緊
急

用
メ
タ
ク
ラ
）
の
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
へ

の
接
続
）
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
の
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型
航

空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ

る
場
合
）

（
Ｓ
Ａ
電
源
切
替
盤
に
よ
る
負
荷
へ
の
受
電
の
場
合
）

【
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用

す
る
場
合
】

中
央
制

御
室
運

転
員
Ａ

１

現
場

運
転
員
Ｂ

，
Ｃ

２

緊
急

時
対
策

要
員

３

備
考

30

36
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間

（
時
間

）

備
考

30
60

90
12
0

15
0

18
0

21
0

24
0

27
0

30
0

33
0

高
圧
発
電
機
車
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
建
物
（
緊
急

用
メ
タ
ク
ラ
）
の
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
へ

の
接
続
）
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
の
場
合
（
故
意
に
よ
る
大
型
航

空
機
の
衝
突
そ
の
他
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
影
響
が
あ

る
場
合
）

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
に
よ
る
負
荷

へ
の
受
電
の
場
合
）

【
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用

す
る
場
合
】

中
央
制

御
室
運

転
員
Ａ

１

緊
急

時
対
策

要
員

３

高
圧

発
電

機
車
に

よ
る

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

４
時

間
40
分

※
１

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電

移
動
，
Ｓ

Ａ
電
源

切
替
盤

操
作
（

Ｂ
系
）

高
圧
発
電
機
車

に
よ
る
Ｓ

Ａ
ロ

ー
ド
セ
ン
タ

４
時

間
40
分

※
１

及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電

非
常
用

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

セ
ン
タ

切
替
盤

操
作

移
動
，
Ｓ

Ａ
電
源

切
替
盤

操
作
（

Ａ
系
）
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：

操
作

手
順

番
号

を
示

す
。

 

1.14-141

1016



 

 

手
順
の
項
目

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

（
又

は
Ｍ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
）

受
電

準
備

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

（
又

は
Ｍ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
）

受
電

操
作

移
動

，
Ｍ

／
Ｃ

　
Ｃ

系
（

又
は

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

）
受

電
準

備

移
動

，
イ

ン
タ

ー
ロ

ッ
ク

処
置

※
１
　
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系
受
電
を
示
す
。
な
お
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電
に
つ
い
て
は
１
時
間
20
分
以
内
で
可
能
で
あ
る

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

20
40

60
80

10
0

12
0

14
0

16
0

18
0

20
0

22
0

24
0

要
員
(
数
)

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る

Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１
※
１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

１
時
間
20

分
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ

Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ

Ｄ
系
受
電

 
 

            

第
1.
14
－

51
図

 
高

圧
炉
心
ス

プ
レ
イ

系
デ

ィ
ー
ゼ
ル

発
電
機

に
よ

る
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ

系
又

は
Ｍ

／
Ｃ

 
Ｄ

系
受

電
 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト
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ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用

 

軽
油
タ
ン
ク

 

防 油 堰

③
⑤
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク

ド
レ
ン
弁
／
閉
止
フ
ラ
ン
ジ

③
⑥
⑧
燃
料
抜
取
り
用
バ
ル
ブ
付
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト

⑦
⑧
給
排
用
バ
ル
ブ
（
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
付
）

④
ホ
ー
ス
ジ
ョ
イ
ン
ト
（
必
要
に
応
じ
て
）

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

②
③
⑦
⑧

④
⑤
⑧
ホ
ー
ス

第
1
.1

4－
52

図
 

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン
発
電

機
用

軽
油
タ
ン

ク
又
は

デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

か
ら

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

へ
の

補
給

 

（
ガ

ス
タ

ー
ビ
ン

発
電

機
用
軽
油

タ
ン
ク

か
ら

タ
ン
ク
ロ

ー
リ
へ

の
補

給
）

 
概

要
図記

載
例
 

○
：

操
作

手
順

番
号

を
示

す
。
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1018



 

 

手
順
の
項
目

移
動

車
両

健
全

性
確

認

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

配
置

バ
ル

ブ
付

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
接

続

補
給

準
備

補
給

補
給

片
付

け

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

12
0

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
か
ら

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
の
補
給

緊
急
時
対
策
要
員

2

１
時
間

50
分

以
降
，
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
を
実
施
し
，

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
の
軽
油
残
量
に
応
じ
て
繰
り
返
す

 

           

第
1
.1
4－

5
3
図

 
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発
電

機
用

軽
油
タ
ン

ク
又
は

デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃

料
貯
蔵

タ
ン

ク
か

ら
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
へ

の
補

給
 

（
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発
電

機
用
軽
油

タ
ン
ク

か
ら

タ
ン
ク
ロ

ー
リ
へ

の
補

給
）

 
タ

イ
ム

チ
ャ

ー
ト
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高
圧
発
電
機
車

タ
ン
ク

ロ
ー
リ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置

大
量
送
水
車

②
③
⑤
⑥

③
④

⑥
ホ

ー
ス

③
閉

止
フ

ラ
ン

ジ

 

  

第
1
.1

4
－

54
図

 
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発
電

機
用

軽
油
タ
ン

ク
又
は

デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃

料
貯
蔵

タ
ン

ク
か

ら
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
へ

の
補

給
 

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル
燃

料
貯

蔵
タ
ン
ク

か
ら
タ

ン
ク

ロ
ー
リ
へ

の
補

給
）

 
概

要
図

記
載

例
 

○
：

操
作

手
順

番
号

を
示

す
。
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手
順
の
項
目

移
動

車
両

健
全

性
確

認

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

配
置

抜
き

取
り

準
備

給
油

補
給

片
付

け

15
0

経
過
時
間
（
分
）

14
0

13
0

12
0

備
考

10
20

30
40

50
60

70
80

90
10
0

11
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

要
員
(
数
)

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
の
補
給

緊
急
時
対
策
要
員

2

２
時
間
3
0分

以
降
，
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油
を
実
施
し
，

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
の
軽
油
残
量
に
応
じ
て
繰
り
返
す

 

            

第
1
.1
4－

5
5
図

 
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発
電

機
用

軽
油
タ
ン

ク
又
は

デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃

料
貯
蔵

タ
ン

ク
か

ら
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
へ

の
補

給
 

（
デ

ィ
ー

ゼ
ル
燃

料
貯

蔵
タ
ン
ク

か
ら
タ

ン
ク

ロ
ー
リ
へ

の
補
給

）
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト
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第
1.

1
4
－

56
図

 
タ

ン
ク
ロ
ー

リ
か
ら

各
機

器
等
へ
の

給
油

 
概

要
図

 

記
載

例
 

○
：

操
作

手
順

番
号

を
示

す
。
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手
順
の
項
目

移
動

，
補

給
準

備

補
給

片
付

け

※
移
動
時
間
及
び
給
油
時
間
は
対
象
設
備
の
配
置
場
所
及
び
燃
料
タ
ン
ク
容
量
に
よ
り
時
間
は
前
後
す
る
。

大
量
送
水
車
へ
給
油
す
る
場
合
は
，
移
動
時
間
を
１
分
，
準
備
時
間
を
５
分
，
給
油
時
間
を
２
分
，
片
付
け
時
間
を
５
分
，
ト
ー
タ
ル
13
分
で
可
能
で
あ
る
。

高
圧
発
電
機
車
へ
給
油
す
る
場
合
は
，
移
動
時
間
を
５
分
，
準
備
時
間
を
５
分
，
給
油
時
間
を
６
分
，
片
付
け
時
間
を
５
分
，
ト
ー
タ
ル
21
分
で
可
能
で
あ
る
。

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
へ
給
油
す
る
場
合
は
，
移
動
時
間
を
７
分
，
準
備
時
間
を
５
分
，
給
油
時
間
を
６
分
，
片
付
け
時
間
を
５
分
，
ト
ー
タ
ル
23
分
で
可
能
で
あ
る
。

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
へ
給
油
す
る
場
合
は
，
移
動
時
間
を
５
分
，
準
備
時
間
を
５
分
，
給
油
時
間
を
１
分
，
片
付
け
時
間
を
５
分
，
ト
ー
タ
ル
16
分
で
可
能
で
あ
る
。

移
動
は
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

用
軽
油
タ
ン
ク
か
ら
給
油
対
象

設
備
ま
で
を
想
定
す
る
。

左
記
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
は
標
準

的
な
場
合
の
時
間
を
示
す
。

80
90

要
員
(
数
)

備
考

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油

（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
を
使
用
し
た

場
合
）

緊
急
時
対
策
要
員

２

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

10
20

30
40

50
60

70

以
降
，
各

機
器
等

へ
の
給

油
を
繰

り
返
し

，
タ
ン

ク
ロ
ー

リ
の
軽

油
残
量

に
応
じ

て

ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
発

電
機
用

軽
油
タ

ン
ク

か
ら
タ
ン

ク
ロ
ー

リ
へ
の

補
給
を

繰
り
返

す
。

30
分
※

第
1.

14
－

57
図

 
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
か
ら

各
機

器
等
へ
の

給
油

（
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
を

使
用

し
た

場
合

）
 

タ
イ
ム

チ
ャ
ー

ト
（

１
／
２
）
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手
順
の
項
目

移
動

，
補

給
準

備

補
給

片
付

け

※
移
動
時
間
及
び
給
油
時
間
は
対
象
設
備
の
配
置
場
所
及
び
燃
料
タ
ン
ク
容
量
に
よ
り
時
間
は
前
後
す
る
。

　
大
量
送
水
車
へ
給
油
す
る
場
合
は
，
移
動
時
間
を
８
分
，
準
備
時
間
を
５
分
，
給
油
時
間
を
２
分
，
片
付
け
時
間
を
５
分
，
ト
ー
タ
ル
20
分
で
可
能
で
あ
る
。

　
高
圧
発
電
機
車
へ
給
油
す
る
場
合
は
，
移
動
時
間
を
１
分
，
準
備
時
間
を
５
分
，
給
油
時
間
を
６
分
，
片
付
け
時
間
を
５
分
，
ト
ー
タ
ル
17
分
で
可
能
で
あ
る
。

　
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
へ
給
油
す
る
場
合
は
，
移
動
時
間
を
２
分
，
準
備
時
間
を
５
分
，
給
油
時
間
を
６
分
，
片
付
け
時
間
を
５
分
，
ト
ー
タ
ル
18
分
で
可
能
で
あ
る
。

　
可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
へ
給
油
す
る
場
合
は
，
移
動
時
間
を
１
分
，
準
備
時
間
を
５
分
，
給
油
時
間
を
１
分
，
片
付
け
時
間
を
５
分
，
ト
ー
タ
ル
12
分
で
可
能
で
あ
る
。

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油

（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
を
使
用
し
た
場
合
）

緊
急
時
対
策
要
員

２

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

10
20

30
40

50
60

70

移
動
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
貯
蔵

タ
ン
ク
か
ら
給
油
対
象
設
備
ま

で
を
想
定
す
る
。

左
記
タ
イ
ム
チ
ャ
ー
ト
は
標
準

的
な
場
合
の
時
間
を
示
す
。

80
90

要
員
(
数
)

備
考

以
降

，
各

機
器

等
へ

の
給

油
を

繰
り

返
し

，
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
の

軽
油

残
量

に
応

じ
て

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

か
ら

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

へ
の

補
給

を
繰

り
返

す
。

30
分
※

 
        

第
1.
1
4－

57
図

 
タ

ン
ク
ロ
ー

リ
か
ら

各
機

器
等
へ
の

給
油

（
デ
ィ

ー
ゼ
ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

を
使

用
し

た
場

合
）

 

 
タ
イ
ム

チ
ャ
ー

ト
（

２
／
２
）

 

1.14-149

1024



手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

○
○

▽
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油

注
：
上
記
以
外
の
可
搬
設
備
を
使
用
す
る
場
合
は
，
各
車
両
の
燃
料
消
費
量
を
考
慮
し
給
油
を
実
施
す
る
。

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

高
圧
発
電
機
車

○
〇

〇
〇

〇
〇

（
給
油
対
象
）

大
量
送
水
車

可
搬
式
窒
素
供
給
装

置

〇

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

5
6

7
23

24
14

15
16

17
18

19
8

9
10

11
12

13
20

21
22

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
か
ら
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
へ
の
補
給

緊
急
時
対
策
要
員

2

○
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
の
補
給

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油

▽
▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽
▽

▽

▽

▽
▽

▽

▽
▽

▽
▽

▽

▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽
▽

▽

▽
▽

▽
▽

▽

▽

▽
▽

▽

▽
▽

▽

▽

第
1
.
14

－
58

図
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

か
ら

各
機

器
等
へ
の

給
油
７

日
間

サ
イ
ク
ル

（
ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
を

使
用

し
た

場
合

）
 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト

（
１

／
２
）

（
１

日
間

分
の

記
載

。
内
訳
に
つ

い
て
は

各
タ

イ
ム
チ
ャ

ー
ト
の

軽
油

補
給

，
燃

料
給

油
時

間
参

照
）

1.14-150
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手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

▽
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油

注
：
上
記
以
外
の
可
搬
設
備
を
使
用
す
る
場
合
は
，
各
車
両
の
燃
料
消
費
量
を
考
慮
し
給
油
を
実
施
す
る
。

○
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
用
軽
油
タ
ン
ク
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ
の
補
給

○
○

○
○

○

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
時
間
）

備
考

1
2

3
4

5
17

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

16
24

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
へ

の
補
給

緊
急
時
対
策
要
員

2

18
19

20
21

22
23

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か
ら
各
機
器
等
へ
の
給
油

（
給
油
対
象
）

大
量
送
水
車

可
搬
式
窒
素
供
給
装

置 大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

高
圧
発
電
機
車

○

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽
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第 1.14－59図 非常用交流電源設備による給電 概要図

記載例 ○：操作手順番号を示す。 
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可
能

可
搬

型
直
流

電
源
設
備

に
よ

る
給
電

直
流

給
電
車

に
よ
る

給
電

代
替
交

流
電

源
設
備

に
よ

る
給
電

N
o

Y
es

Y
es

Y
es

交
流
電
源
復
旧

Ｂ
－

11
5
V系

充
電
器

に
よ
る

Ｂ
－
11
5
V系

直
流
盤
受
電

凡
例

：
プ

ラ
ン

ト
状
態

：
操

作
，

確
認

：
判
断

：
重

大
事

故
等
対
処

設
備
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添付資料 1.14.1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表（１／８） 

技術的能力審査基準（1.14） 
番

号 
設置許可基準規則（57条） 技術基準規則（72条） 

番

号 

【本文】 

発電用原子炉設置者におい

て、電源が喪失したことによ

り重大事故等が発生した場

合において炉心の著しい損

傷、原子炉格納容器の破損、

貯蔵槽内燃料体等の著しい

損傷及び運転停止中におけ

る発電用原子炉内の燃料体

（以下「運転停止中原子炉内

燃料体」という。）の著しい

損傷を防止するために必要

な電力を確保するために必

要な手順等が適切に整備さ

れているか、又は整備される

方針が適切に示されている

こと。 

① 

【本文】 

発電用原子炉施設には、設計基準

事故対処設備の電源が喪失したこ

とにより重大事故等が発生した場

合において炉心の著しい損傷、原

子炉格納容器の破損、貯蔵槽内燃

料体等の著しい損傷及び運転停止

中原子炉内燃料体の著しい損傷を

防止するために必要な電力を確保

するために必要な設備を設けなけ

ればならない。 

２ 発電用原子炉施設には、第三十

三条第二項の規定により設置され

る非常用電源設備及び前項の規定

により設置される電源設備のほ

か、設計基準事故対処設備の電源

が喪失したことにより重大事故等

が発生した場合において炉心の著

しい損傷、原子炉格納容器の破損、

貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及

び運転停止中原子炉内燃料体の著

しい損傷を防止するための常設の

直流電源設備を設けなければなら

ない。 

【本文】 

発電用原子炉施設には、設計基準事

故対処設備の電源が喪失したことに

より重大事故等が発生した場合にお

いて炉心の著しい損傷、原子炉格納

容器の破損、貯蔵槽内燃料体等の著

しい損傷及び運転停止中における発

電用原子炉内の燃料体（以下「運転

停止中原子炉内燃料体」という。）の

著しい損傷を防止するために必要な

電力を確保するために必要な設備を

施設しなければならない。 

２ 発電用原子炉施設には、第四十五

条第一項の規定により設置される非

常用電源設備及び前項の規定により

設置される電源設備 

のほか、設計基準事故対処設備の電

源が喪失したことにより重大事故等

が発生した場合において炉心の著し

い損傷、原子炉格納容器の破損、貯

蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運

転停止中原子炉内燃料体の著しい損

傷を防止するための常設の直流電源

設備を施設しなければならない。 

⑤ 

【解釈】 

１ 「電力を確保するために

必要な手順等」とは、以下に

掲げる措置又はこれらと同

等以上の効果を有する措置

を行うための手順等をいう。 

（１）炉心の著しい損傷等を

防止するために必要な電力

の確保 

－ 

【解釈】 

１ 第１項に規定する「必要な電力

を確保するために必要な設備」と

は、以下に掲げる措置又はこれら

と同等以上の効果を有する措置を

行うための設備をいう。 

【解釈】 

１ 第１項に規定する「必要な電力を

確保するために必要な設備」とは、

以下に掲げる措置又はこれらと同等

以上の効果を有する措置を行うため

の設備をいう。 

－ 

ａ）電源が喪失したことによ

り重大事故等が発生した場

合において、代替電源 

により、炉心の著しい損傷、

原子炉格納容器の破損、貯蔵

槽内燃料体等の著 

しい損傷及び運転停止中原

子炉内燃料体の著しい損傷

を防止するために必 

要な電力を確保するために

必要な手順等を整備するこ

と。 

② 

ａ）代替電源設備を設けること。 

ⅰ）可搬型代替電源設備（電源車

及びバッテリ等）を配備すること。 

ａ）代替電源設備を設けること。 

ⅰ）可搬型代替電源設備（電源車及

びバッテリ等）を配備すること。 

⑥ 

ⅱ）常設代替電源設備として交流

電源設備を設置すること。 

ⅱ）常設代替電源設備として交流電

源設備を設置すること。 
⑦ 

ⅲ）設計基準事故対処設備に対し

て、独立性を有し、位置的分散を

図ること。 

ⅲ）設計基準事故対処設備に対して、

独立性を有し、位置的分散を図るこ

と。 

⑧
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（２／８） 

 

技術的能力審査基準（1.14） 
番

号 

 
設置許可基準規則（57条） 技術基準規則（72条） 

番

号 

ｂ）所内直流電源設備から給

電されている２４時間内に、

十分な余裕を持って 

可搬型代替交流電源設備を

繋ぎ込み、給電が開始できる

こと。 

③ 

 ｂ）所内常設蓄電式直流電源設備

は、負荷切り離しを行わずに 8時

間、電気の供給が可能であること。

ただし、「負荷切り離しを行わず

に」には、原子炉制御室又は隣接

する電気室等において簡易な操作

で負荷の切り離しを行う場合を含

まない。その後、必要な負荷以外

を切り離して残り 16時間の合計

24時間にわたり、電気の供給を行

うことが可能であること。 

ｂ）所内常設蓄電式直流電源設備は、

負荷切り離しを行わずに 8時間、電

気の供給が可能であること。ただし、

「負荷切り離しを行わずに」には、

原子炉制御室又は隣接する電気室等

において簡易な操作で負荷の切り離

しを行う場合を含まない。その後、

必要な負荷以外を切り離して残り

16 時間の合計 24 時間にわたり、電

気の供給を行うことが可能であるこ

と。 

⑨ 

 ｃ）24 時間にわたり、重大事故等

の対応に必要な設備に電気（直流）

の供給を行うことが可能である可

搬型直流電源設備を整備するこ

と。 

ｃ）24 時間にわたり、重大事故等の

対応に必要な設備に電気（直流）の

供給を行うことが可能である可搬型

直流電源設備を整備すること。 

⑩ 

ｃ）複数号機設置されている

工場等では、号機間の電力融

通を行えるようにし 

ておくこと。また、敷設した

ケーブル等が利用できない

状況に備え、予備の 

ケーブル等を用意すること。 

－ 

 ｄ）複数号機設置されている工場

等では、号機間の電力融通を行え

るようにあらかじめケーブル等を

敷設し、手動で接続できること。 

ｄ）複数号機設置されている工場等

では、号機間の電力融通を行えるよ

うにあらかじめケーブル等を敷設

し、手動で接続できること。 － 

ｄ）所内電気設備（モーター

コントロールセンター

(MCC)、パワーセンター(P/C) 

及び金属閉鎖配電盤(メタク

ラ)(MC)等）は、共通要因で

機能を失うことなく、 

少なくとも一系統は機能の

維持及び人の接近性の確保

を図ること。 

④ 

 ｅ）所内電気設備（モーターコン

トロールセンター(MCC)、パワーセ

ンター(P/C)及び金属閉鎖配電盤

(メタクラ)(MC)等）は、代替所内

電気設備を設けることなどにより

共通要因で機能を失うことなく、

少なくとも一系統は機能の維持及

び人の接近性の確保を図ること。 

ｅ）所内電気設備（モーターコント

ロールセンター(MCC)、パワーセンタ

ー(P/C)及び金属閉鎖配電盤(メタク

ラ)(MC)等）は、代替所内電気設備を

設けることなどにより共通要因で機

能を失うことなく、少なくとも一系

統は機能の維持及び人の接近性の確

保を図ること。 

⑪ 

 

 

 ２ 第２項に規定する「常設の直流

電源設備」とは、以下に掲げる措

置又はこれと同等以上の効果を有

する措置を行うための設備とす

る。 

ａ）更なる信頼性を向上するため、

負荷切り離し（原子炉制御室又は

隣接する電気室等において簡易な

操作で負荷の切り離しを行う場合

を含まない。）を行わずに 8 時間、

その後、必要な負荷以外を切り離

して残り 16 時間の合計 24 時間に

わたり、重大事故等の対応に必要

な設備に電気の供給を行うことが

可能であるもう１系統の特に高い

信頼性を有する所内常設直流電源

設備（3 系統目）を整備すること。 

２ 第２項に規定する「常設の直流電

源設備」とは、以下に掲げる措置又

はこれと同等以上の効果を有する措

置を行うための設備とする。 

ａ）更なる信頼性を向上するため、

負荷切り離し（原子炉制御室又は隣

接する電気室等において簡易な操作

で負荷の切り離しを行う場合を含ま

ない。）を行わずに 8 時間、その後、

必要な負荷以外を切り離して残り

16 時間の合計 24 時間にわたり、重

大事故等の対応に必要な設備に電気

の供給を行うことが可能であるもう

１系統の特に高い信頼性を有する所

内常設直流電源設備（3 系統目）を

整備すること。 

－ 

1.14-159

1034



審査基準，基準規則と対処設備との対応表（３／８） 

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設

新設 

解釈

対応

番号 

機能 機器名称 
常設

可搬 

必要時間

内に使用

可能か 

対応可能な

人数で使用

可能か 

備考 

非
常
用
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

非常用ディーゼル発電機 既設 

① 

⑤ 
－ － － － － － 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 既設 

ディーゼル燃料デイタンク 既設 

非常用ディーゼル発電機～ 

非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 
既設 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

～非常用高圧母線ＨＰＣＳ系電路 
既設 

原子炉補機冷却系 既設 

ディーゼル燃料貯蔵タンク 既設 

ディーゼル燃料移送ポンプ 既設 

非常用ディーゼル発電機 

燃料移送系配管・弁 
既設 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

燃料移送系配管・弁 
既設 

非
常
用
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

Ａ－115V 系蓄電池 既設 

① 

⑤ 
－ － － － － － 

Ｂ－115V 系蓄電池 既設 

高圧炉心スプレイ系蓄電池 既設 

Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池 既設 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池 既設 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ） 新設 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ） 新設 

Ａ－115V 系充電器 既設 

Ｂ－115V 系充電器 既設 

高圧炉心スプレイ系充電器 既設 

Ａ－原子炉中性子計装用充電器 既設 

Ｂ－原子炉中性子計装用充電器 既設 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 新設 

230V 系充電器（ＲＣＩＣ） 新設 

Ａ－115V 系蓄電池及び充電器～ 

直流母線電路 
既設 

Ｂ－115V 系蓄電池及び充電器～ 

直流母線電路 
既設 

高圧炉心スプレイ系蓄電池及び 

充電器～直流母線電路 
既設 

Ａ－原子炉中性子計装用蓄電池及び 

充電器～直流母線電路 
既設 

Ｂ－原子炉中性子計装用蓄電池及び 

充電器～直流母線電路 
既設 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）及び 

充電器～直流母線電路 
新設 

230V 系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び 

充電器～直流母線電路 
新設 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（４／８） 

 

 

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設

新設 

解釈

対応

番号 

機能 機器名称 
常設

可搬 

必要時間

内に使用

可能か 

対応可能な

人数で使用

可能か 

備考 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

ガスタービン発電機 新設 

① 

② 

⑤ 

⑦ 

⑧ 

－ － － － － － 

ガスタービン発電機用サービスタンク 新設 

ガスタービン発電機用燃料移送ポンプ 新設 

ガスタービン発電機用燃料移送系 

配管・弁 
新設 

ガスタービン発電機～ 

非常用高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 
新設 

ガスタービン発電機～ 

ＳＡロードセンタ電路 
新設 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセン

タ～ＳＡ１コントロールセンタ電路 
新設 

ガスタービン発電機～ＳＡロードセン

タ～ＳＡ２コントロールセンタ電路 
新設 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接

続プラグ収納箱（原子炉建物西側）電路 
新設 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物西側）～原子炉補機代替冷却系電路 
新設 

ガスタービン発電機～高圧発電機車接

続プラグ収納箱（原子炉建物南側）電路 
新設 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物南側）～原子炉補機代替冷却系電路 
新設 

ガスタービン発電機用軽油タンク 新設 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

高圧発電機車 新設 

① 

② 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

－ － － － － 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラ

グ収納箱（原子炉建物西側）電路 
新設 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物西側）～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ

系電路 

新設 

高圧発電機車～高圧発電機車接続プラ

グ収納箱（原子炉建物南側）電路 
新設 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物南側）～非常用高圧母線Ｃ系及びＤ

系電路 

新設 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続 

プラグ盤電路 
新設 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～非常用

高圧母線Ｃ系及びＤ系電路 
新設 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物西側）～ＳＡ１コントロールセンタ

及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

新設 

高圧発電機車接続プラグ収納箱（原子炉

建物南側）～ＳＡ１コントロールセンタ

及びＳＡ２コントロールセンタ電路 

新設 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～ＳＡ１

コントロールセンタ及びＳＡ２コント

ロールセンタ電路 

新設 

ガスタービン発電機用軽油タンク 新設 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ドレン弁 
新設 

ディーゼル燃料貯蔵タンク 既設 

ホース 新設 

タンクローリ 新設 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（５／８） 

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設

新設 

解釈

対応

番号 

機能 機器名称 
常設

可搬 

必要時間

内に使用

可能か 

対応可能な

人数で使用

可能か 

備考 

－ － － － 

号
炉
間
電
力
融
通
電
気
設
備

に
よ
る
給
電

号炉間電力融通ケーブル 

（１号炉） 
常設 

１時間 

35分 
３名 

自主対

策とす

る理由

は本文

参照 

号炉間電力融通ケーブル 

（１号炉）～常用高圧母線Ａ

系～非常用高圧母線Ｃ系電路 

常設 

号炉間電力融通ケーブル 

（１号炉）～常用高圧母線Ｂ

系～非常用高圧母線Ｄ系電路 

常設 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
に
よ
る
給
電 

高圧炉心スプレイ系 

ディーゼル発電機 
常設 

１時間 

15分 
３名 

自主対

策とす

る理由

は本文

参照 

ディーゼル燃料デイタンク 常設 

高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機～非常用高圧母線Ｈ

ＰＣＳ系～常用高圧母線Ａ系

～非常用高圧母線Ｃ系電路 

常設 

高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機～非常用高圧母線Ｈ

ＰＣＳ系～常用高圧母線Ａ系

～常用高圧母線Ｂ系～非常用

高圧母線Ｄ系電路 

常設 

原子炉補機冷却系 常設 

ディーゼル燃料貯蔵タンク 常設 

ディーゼル燃料移送ポンプ 常設 

高圧炉心スプレイ系ディーゼ

ル発電機燃料移送系配管・弁
常設 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

Ｂ－115V系蓄電池 既設 

① 

② 

⑤ 

⑧ 

⑨ 

－ － － － － － 

Ｂ１－115V系蓄電池（ＳＡ） 新設 

230V系蓄電池（ＲＣＩＣ） 新設 

Ｂ－115V系充電器 既設 

Ｂ１－115V系充電器（ＳＡ） 新設 

230V系充電器（ＲＣＩＣ） 新設 

Ｂ－115V系蓄電池及び充電器～ 

直流母線電路 
既設 

Ｂ１－115V系蓄電池（ＳＡ）及び 

充電器～直流母線電路 
新設 

230V系蓄電池（ＲＣＩＣ）及び 

充電器～直流母線電路 
新設 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（６／８） 

 

 

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設

新設 

解釈

対応

番号 

機能 機器名称 
常設

可搬 

必要時間

内に使用

可能か 

対応可能な

人数で使用

可能か 

備考 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備 

に
よ
る
給
電 

ＳＡ用 115V 系蓄電池 新設 ① 

② 

⑤ 

⑧ 

⑨ 

－ － － － － － ＳＡ用 115V 系充電器 新設 

ＳＡ用 115V 系蓄電池及び充電器～直流

母線電路 
新設 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電 

高圧発電機車 新設 

① 

② 

③ 

⑤ 

⑥ 

⑧ 

⑩ 

直
流
給
電
車
に
よ
る
給
電 

高圧発電機車 可搬 

３時間 

25分 ５名 

自主対

策とす

る理由

は本文

参照 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ） 新設 直流給電車 115V 可搬 

ＳＡ用 115V 系充電器 新設 直流給電車 230V 可搬 

230V 系充電器（常用） 新設 

高圧発電機車～直流給電車～

直流給電車接続プラグ収納箱

（原子炉建物南側）電路 

可搬 

高圧発電機車～高圧発電機車接続 

プラグ収納箱（原子炉建物西側）電路 
新設 

直流給電車接続プラグ収納箱

（原子炉建物南側）～直流母線

電路 

常設 

高圧発電機車接続プラグ収納箱 

（原子炉建物西側）～直流母線電路 
新設 

高圧発電機車～直流給電車～

直流給電車接続プラグ収納箱

（廃棄物処理建物南側）電路 

可搬 

高圧発電機車～高圧発電機車接続 

プラグ収納箱（原子炉建物南側）電路 
新設 

直流給電車接続プラグ収納箱

（廃棄物処理建物南側）～直流

母線電路 

常設 

高圧発電機車接続プラグ収納箱 

（原子炉建物南側）～直流母線電路 
新設 

ガスタービン発電機用 

軽油タンク 
常設 

－ － 

高圧発電機車～緊急用メタクラ接続

プラグ盤電路 
新設 

ガスタービン発電機用 

軽油タンクドレン弁 
常設 

緊急用メタクラ接続プラグ盤～ 

直流母線電路 
新設 ディーゼル燃料貯蔵タンク 常設 

ガスタービン発電機用軽油タンク 新設 ホース 可搬 

ガスタービン発電機用軽油タンク 

ドレン弁 
新設 タンクローリ 可搬 

ディーゼル燃料貯蔵タンク 既設 

－ － － － － ホース 新設 

タンクローリ 新設 

－ － － － 

号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ
ル
を 

使
用
し
た
直
流
電
源
確
保 

号炉間連絡ケーブル（１号炉） 常設 55分 ２名 

自 主 対

策 と す

る 理 由

は 本 文

参照 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（７／８） 

 
重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段 
自主対策 

機能 機器名称 
既設

新設 

解釈

対応

番号 

機能 機器名称 
常設

可搬 

必要時間

内に使用

可能か 

対応可能な

人数で使用

可能か 

備考 

 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電 

緊急用メタクラ 新設 

① 

④ 

⑤ 

⑪ 

 

代
替
所
内
電
気
設
備
に
よ
る
給
電 

（
非
常
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
切
替
盤
使
用
の
場
合
） 

緊急用メタクラ 常設 

－ － 

自主対

策とす

る理由

は本文

参照 

メタクラ切替盤 新設 メタクラ切替盤 常設 

緊急用メタクラ接続プラグ盤 新設 
緊急用メタクラ接続プラグ

盤 
常設 

高圧発電機車接続プラグ収納箱 新設 
高圧発電機車接続プラグ収

納箱 
常設 

ＳＡロードセンタ 新設 ＳＡロードセンタ 常設 

ＳＡ１コントロールセンタ 新設 ＳＡ１コントロールセンタ 常設 

ＳＡ２コントロールセンタ 新設 
非常用コントロールセンタ

切替盤 
常設 

充電器電源切替盤 新設 重大事故操作盤 常設 

ＳＡ電源切替盤 新設 非常用高圧母線Ｃ系 常設 

重大事故操作盤 新設 非常用高圧母線Ｄ系 常設 

非常用高圧母線Ｃ系 既設 

－ － － － － 

非常用高圧母線Ｄ系 既設 

 
燃
料
補
給
設
備
に
よ
る
給
油 

ガスタービン発電機用軽油タンク 新設 

① 

② 

⑤ 

－ － － － － － 

ガスタービン発電機用軽油タンク

ドレン弁 
新設 

ディーゼル燃料貯蔵タンク 既設 

ホース 新設 

タンクローリ 新設 

：重大事故等対処設備 ：重大事故等対処設備（設計基準拡張） 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表（８／８） 

技術的能力審査基準(1.14) 適合方針 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、電源が喪失したことにより重大

事故等が発生した場合において炉心の著しい損傷、原子炉格納容

器の破損、貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中におけ

る発電用原子炉内の燃料体（以下「運転停止中原子炉内燃料体」

という。）の著しい損傷を防止するために必要な電力を確保するた

めに必要な手順等が適切に整備されているか、又は整備される方

針が適切に示されていること。 

電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合において

炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，貯蔵槽内燃料体等の

著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著

しい損傷を防止するために必要な電力を確保するために必要な手

順等を整備する。 

【解釈】 

１ 「電力を確保するために必要な手順等」とは、以下に掲げる措

置又はこれらと同等以上の効果を有する措置を行うための手順等

をいう。 

― 

（１）炉心の著しい損傷等を防止するために必要な電力の確保

ａ）電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合におい

て、代替電源により、炉心の著しい損傷、原子炉格納容器の破損、

貯蔵槽内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中原子炉内燃料体の

著しい損傷を防止するために必要な電力を確保するために必要な

手順等を整備すること。 

常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源設備，所内常設蓄

電式直流電源設備，常設代替直流電源設備，可搬型直流電源設備

及び燃料補給設備を設置又は配備し，非常用所内電気設備及び代

替所内電気設備に給電するために必要な手順等を整備する。 

ｂ）所内直流電源設備から給電されている２４時間内に、十分な

余裕を持って可搬型代替交流電源設備を繋ぎ込み、給電が開始で

きること。 

可搬型代替交流電源設備及び代替所内電気設備を設置又は配備

し，可搬型代替交流電源設備，代替所内電気設備及び充電器（Ｂ

１－115V系充電器（ＳＡ），ＳＡ用 115V系充電器，230V系充電器

（常用））を組み合わせた可搬型直流電源設備により直流設備へ給

電するために必要な手順等を整備する。 

ｃ）複数号機設置されている工場等では、号機間の電力融通を行

えるようにしておくこと。また、敷設したケ－ブル等が利用でき

ない状況に備え、予備のケ－ブル等を用意すること。 

― 

ｄ）所内電気設備（モーターコントロールセンター(MCC)、パワー

センター(P/C)及び金属閉鎖配電盤(メタクラ)(MC)等）は、共通要

因で機能を失うことなく、少なくとも一系統は機能の維持及び人

の接近性の確保を図ること。 

非常用所内電気設備と共通要因で同時に機能を喪失することな

く，少なくとも一系統は機能の維持及び人の接近性を確保する設

計とした代替所内電気設備を設置し，発電用原子炉の冷却，原子

炉格納容器内の冷却及び除熱に必要となる設備の電源を復旧する

ために必要な手順等を整備する。 
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添付資料 1.14.2(1) 

 

重大事故対策の成立性 

 

(1) ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電 

 

(a) 操作概要 

外部電源，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電機の機能喪失によりＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系へ給電できない

場合において，ガスタービン発電機を起動後，現場でのＭ／Ｃ Ｃ系及び

Ｍ／Ｃ Ｄ系の受電操作を実施する。 

なお，Ｍ／Ｃ Ｄ系受電を優先させ，その後にＭ／Ｃ Ｃ系へ給電する。 

 

(b) 作業場所 

原子炉建物付属棟 地上２階（非管理区域） 

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室） 

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（Ａ－計装電気室） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

ガスタービン発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系受電のうち，

最長時間を要する現場でのＭ／Ｃ Ｄ系受電操作に必要な要員数，想定時

間は以下のとおり。 

必要要員数 ：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間  ：40分以内（所要時間目安※１:25分） 

なお，Ｍ／Ｃ Ｃ系の受電操作に必要な時間は，30 分以

内と想定する。 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●ガスタービン発電機起動，緊急用メタクラの受電操作：想定時間 10

分，所要時間目安４分 

・ガスタービン発電機起動，緊急用メタクラの受電操作：所要時間目

安４分 

●Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：想定時間 25分，所要時間目安 18分 

・負荷抑制操作，電路構成：所要時間目安 18分 

●Ｍ／Ｃ Ｄ系受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分 

・Ｍ／Ｃ Ｄ系受電確認：所要時間目安１分 

●Ｍ／Ｃ Ｃ系準備：想定時間 25分，所要時間目安 18分 

・負荷抑制操作，電路構成：所要時間目安 18分 

1.14-166

1041



 

●Ｍ／Ｃ Ｃ系受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分 

・Ｍ／Ｃ Ｃ系受電確認：所要時間目安１分 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：想定時間 35分，所要時間目安 24分 

・移動：所要時間目安２分（移動経路：中央制御室からＡ－計装電気

室） 

・Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：所要時間目安４分（電路構成：Ａ－計装電

気室）  

・移動：所要時間目安２分（移動経路：Ａ－計装電気室からＢ－計装

電気室） 

・Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：所要時間目安４分（電路構成：Ｂ－計装電

気室） 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：Ｂ－計装電気室から原子炉建

物付属棟 地上２階） 

・Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：所要時間目安７分（電路構成：原子炉建物

付属棟 地上２階） 

●Ｍ／Ｃ Ｄ系受電操作：想定時間５分，所要時間目安１分 

・Ｍ／Ｃ Ｄ系受電操作：所要時間目安１分（受電操作：原子炉建物

付属棟 地上２階） 

●移動，Ｍ／Ｃ Ｃ系受電準備：想定時間 25分，所要時間目安 14分 

・移動：所要時間目安１分（原子炉建物付属棟 地上２階） 

・電路構成：所要時間目安 13分 

●Ｍ／Ｃ Ｃ系受電操作：想定時間５分，所要時間目安１分 

・Ｍ／Ｃ Ｃ系受電操作：所要時間目安１分（受電操作：原子炉建物

付属棟 地上２階） 

     

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

ⅱ Ａ－計装電気室操作，Ｂ－計装電気室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 
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移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備及び有線

式通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御

室との連絡が可能である。 
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添付資料 1.14.2(2) 

(2) 高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電

ａ．Ｍ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電前準備 

(a) 操作概要

高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の際，受電前準

備として電路構成及び負荷抑制を実施する。 

(b) 作業場所

原子炉建物付属棟 地下１階（非管理区域）

原子炉建物付属棟 地上２階（非管理区域）

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室）

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（Ａ－計装電気室）

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室）

(c) 必要要員数及び想定時間

高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電のうち，最長時

間を要するＭ／Ｃ Ｄ系の電路構成及び負荷抑制操作に必要な要員数，想

定時間は以下のとおり。 

必要要員数：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間 ：１時間以内（所要時間目安※１：32分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●Ｍ／Ｃ受電準備：想定時間 25分，所要時間目安 16分

・負荷抑制操作，電路構成：16分

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，Ｍ／Ｃ受電準備：想定時間１時間，所要時間目安 32分

・移動：所要時間目安２分（移動経路：中央制御室からＡ－計装電気

室）

・Ｄ系受電準備：所要時間目安２分（電路構成：Ａ－計装電気室）

・移動：所要時間目安２分（移動経路：Ａ－計装電気室からＢ－計装

電気室）

・Ｄ系受電準備：所要時間目安３分（電路構成：廃棄物処理建物 地

下１階中階）

・移動：所要時間目安５分（移動経路：Ｂ－計装電気室から原子炉建

物付属棟 地上２階）
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・Ｄ系受電準備：所要時間目安 13分（電路構成：原子炉建物付属棟

地上２階）

・移動：所要時間目安４分（移動経路：原子炉建物付属棟 地上２階

から原子炉建物付属棟 地下１階）

・Ｄ系受電準備：所要時間目安１分（負荷抑制操作：原子炉建物付属

棟 地下 1階）

(d) 操作の成立性について

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

ⅱ Ａ－計装電気室操作，Ｂ－計装電気室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と
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なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備，有線式

通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 
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ｂ．高圧発電機車のケーブル敷設及び高圧発電機車（ガスタービン発電機建物

（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤に接続）によるＭ／Ｃ 

Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電（故意による大型航空機の衝突その他テロリズ

ムによる影響がある場合）

(a) 操作概要

高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の際，高圧発電

機車からガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接

続プラグ盤の接続箇所に高圧発電機車のケーブルを敷設及び接続後，遮断

器操作及び高圧発電機車を起動し，Ｍ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系へ給電

する。 

(b) 作業場所

原子炉建物付属棟 地下１階（非管理区域）

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室）

ガスタービン発電機建物 地上３階（非管理区域）

屋外（ガスタービン発電機建物近傍）

(c) 必要要員数及び想定時間

高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メ

タクラ接続プラグ盤に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の

うち，最長時間を要する第４保管エリアの可搬設備を使用した高圧発電機

車のケーブル敷設及び接続作業，遮断器操作及び高圧発電機車起動操作並

びにＭ／Ｃ Ｄ系への給電操作に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：６名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名，緊急時

対策要員３名） 

想定時間  ：４時間 40分以内（所要時間目安※１：３時間 28 分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間

想定時間内訳   

【中央制御室運転員】 

●受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分

・Ｄ系受電確認：所要時間目安１分

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分

・受電確認：所要時間目安１分（Ｄ系受電確認：原子炉建物付属棟 地

下 1階） 
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【緊急時対策要員３名】 

●移動：想定時間 35分，所要時間目安 32分 

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所から第４保管

エリア） 

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（車両健全性確認：第４保管

エリア） 

●高圧発電機車配置：想定時間１時間 10分，所要時間目安 48分 

・高圧発電機車配置：所要時間目安 48分（移動経路：第４保管エリ

アからガスタービン発電機建物近傍） 

●高圧発電機車準備：想定時間２時間５分，所要時間目安１時間 38分 

・高圧発電機車準備，ケーブル敷設，接続：所要時間目安１時間 13

分 

・緊急用メタクラ接続プラグ盤へのケーブル接続：所要時間目安 25

分（ケーブル接続作業：ガスタービン発電機建物近傍） 

●移動，遮断器操作：想定時間 10分，所要時間目安 10分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：ガスタービン発電機建物近傍

からガスタービン発電機建物 地上３階） 

・遮断器操作：所要時間目安５分（遮断器操作：ガスタービン発電機

建物 地上３階） 

●移動，送電操作：想定時間 30分，所要時間目安 10分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：ガスタービン発電機建物 地

上３階からガスタービン発電機建物近傍） 

・送電操作：所要時間目安５分（送電操作：ガスタービン発電機建物

近傍） 

 

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

 

ⅱ 現場操作 

作業環境 ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電灯により，

夜間における作業性を確保している。常用照明消灯時

においても，電源内蔵型照明を作業エリアに配備して

いる。また，ヘッドライト及び懐中電灯を携行してい
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る。放射性物質が放出される可能性があることから，

操作は防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴ

ム手袋，汚染防護服）を装備又は携行して作業を行う。 

移動経路 ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行していることから，夜間においても接近可能

である。また，現場への移動は，地震等による重大事

故等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備し

ていること，ヘッドライト及び懐中電灯を携行してい

ることから接近可能である。また，アクセスルート上

に支障となる設備はない。 

操作性  ：高圧発電機車の起動は，現場操作パネルでの簡易なボ

タン操作であり，操作性に支障はない。

コネクタ接続であり操作性に支障はない。

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），電力保安通信用電話設備，所内通信

連絡設備及び有線式通信設備のうち，使用可能な設備

により，中央制御室及び緊急時対策本部との連絡が可

能である。 

遮断器操作 高圧発電機車での作業 

接続作業 
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ｃ．高圧発電機車のケーブル敷設及び高圧発電機車（高圧発電機車接続プラグ

収納箱に接続）によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

 

(a) 操作概要 

高圧発電機車によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電の際，高圧発電

機車から原子炉建物の高圧発電機車接続プラグ収納箱の接続箇所に高圧

発電機車のケーブルを敷設及び接続後，メタクラ切替盤の切替作業及び高

圧発電機車を起動し，Ｍ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系へ給電する。 

 

(b) 作業場所 

原子炉建物付属棟 地上２階（非管理区域） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

屋外（原子炉建物近傍） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

高圧発電機車（高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＭ／Ｃ 

Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電のうち，最長時間を要する第１保管エリアの可

搬設備を使用した高圧発電機車のケーブル敷設及び接続作業，メタクラ切

替盤の切替作業及び高圧発電機車起動操作並びにＭ／Ｃ Ｄ系への給電

操作に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数  ：６名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名，緊急時

対策要員３名） 

想定時間   ：４時間 35分以内（所要時間目安※１：３時間 22 分） 

     ※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳  

【中央制御室運転員】 

●受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分 

・受電確認：所要時間目安１分 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分 

・受電確認：所要時間目安１分 

  

【緊急時対策要員３名】 

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（車両健全性確認：第１保管

エリア） 
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●高圧発電機車配置：想定時間１時間 30 分，所要時間目安１時間 14

分

・移動：所要時間目安１時間 14分（移動経路：第１保管エリアから

原子炉建物近傍）

●高圧発電機車準備：想定時間１時間 55 分，所要時間目安１時間 23

分

・高圧発電機車準備，ケーブル敷設：所要時間目安１時間 13分

・高圧発電機車接続プラグ収納箱接続作業：所要時間目安 10分

●移動，メタクラ切替盤作業：想定時間 30分，所要時間目安 25分

・移動：所要時間目安５分（移動経路：原子炉建物近傍から原子炉建

物付属棟 地上２階）

・メタクラ切替盤作業：所要時間目安 20分（メタクラ切替盤操作，

絶縁抵抗測定：原子炉建物付属棟 地上２階）

●移動，送電操作：想定時間 30分，所要時間目安 10分

・移動：所要時間目安５分（移動経路：原子炉建物付属棟 地上２階

から原子炉建物近傍）

・送電操作：所要時間目安５分（送電操作：原子炉建物近傍）

(d) 操作の成立性について

ⅰ 中央制御室操作

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

ⅱ 現場操作 

作業環境 ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電灯により，

夜間における作業性を確保している。常用照明消灯時

においても，電源内蔵型照明を作業エリアに配備して

いる。また，ヘッドライト及び懐中電灯を携行してい

る。放射性物質が放出される可能性があることから，

操作は防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴ

ム手袋，汚染防護服）を装備又は携行して作業を行う。 

移動経路 ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行していることから，夜間においても接近可能

である。また，現場への移動は，地震等による重大事

故等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備し
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ていること，ヘッドライト及び懐中電灯を携行してい

ることから接近可能である。また，アクセスルート上

に支障となる設備はない。 

操作性  ：高圧発電機車の起動は，現場操作パネルでの簡易なボ

タン操作であり，操作性に支障はない。 

コネクタ及びボルトリンク接続であり操作性に支障

はない。 

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備及び有線式通信設備のうち，使用可能な設備

により，中央制御室及び緊急時対策本部との連絡が可

能である。 

 

ボルトリンク接続作業 高圧発電機車での作業 

接続口作業 
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添付資料 1.14.2(3) 

(3) 号炉間電力融通ケーブルを使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系受電 

 

(a) 操作概要 

外部電源，非常用ディーゼル発電機，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発

電機及びガスタービン発電機により給電ができない場合において，健全号

炉（１号炉）の非常用ディーゼル発電機により号炉間電力融通ケーブルを

介してＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ Ｄ系を受電する。 

 

(b) 作業場所 

「当該号炉」 

原子炉建物付属棟 地上２階（非管理区域） 

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室） 

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（Ａ－計装電気室） 

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（補助盤室） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

「他号炉」 

タービン建物 地上１階（非管理区域） 

タービン建物 地上２階（非管理区域） 

制御室建物 地上１階（非管理区域） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

号炉間電力融通ケーブル（１号炉）を使用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ 

Ｄ系受電のうち，最長時間を要するＭ／Ｃ Ｄ系の遮断器操作及びインタ

ーロック処置に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数  ：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間   ：１時間 35分以内（所要時間目安※１：１時間 10 分） 

     ※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●Ｍ／Ｃ Ｃ系（又はＭ／Ｃ Ｄ系）受電準備：想定時間 40 分，所要

時間目安 27分 

・負荷抑制操作：所要時間目安 27分 

●インターロック処置：想定時間 15分，所要時間目安８分 

・インターロック処置：所要時間目安８分 

●受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分 

・受電確認：所要時間目安１分 
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【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，受電準備：想定時間 50分，所要時間目安 39分 

・移動：所要時間目安２分（移動経路：中央制御室からＡ－計装電気

室） 

・受電準備：所要時間目安２分（電路構成：Ａ－計装電気室） 

・移動：所要時間目安２分（移動経路：Ａ－計装電気室からＢ－計装

電気室） 

・受電準備：所要時間目安４分（電路構成：Ｂ－計装電気室） 

・移動時間：所要時間目安５分（移動経路：Ｂ－計装電気室から原子

炉建物付属棟 地上２階） 

・受電準備：所要時間目安 24分（電路構成：原子炉建物付属棟 地

上２階） 

●移動，インターロック処置：想定時間 40分，所要時間目安 30分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：原子炉建物付属棟 地上２階

から１号炉タービン建物 地上２階） 

・インターロック処置：所要時間目安５分（インターロック処置：１

号炉タービン建物 地上２階） 

・移動：所要時間目安３分（移動経路：１号炉タービン建物 地上２

階から制御室建物 地上１階） 

・インターロック処置：所要時間目安５分（インターロック処置：制

御室建物 地上１階） 

・移動：所要時間目安４分（移動経路：制御室建物 地上１階から補

助盤室） 

・インターロック処置：所要時間目安８分（補助盤室） 

 

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

 

ⅱ 補助盤室操作，Ａ－計装電気室操作，Ｂ－計装電気室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか
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ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備及び有線

式通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御

室との連絡が可能である。 

 

 

インターロック解除処置 
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添付資料 1.14.2(4) 

(4) 所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備による給電 

 

ａ．不要直流負荷の切離し及びＢ－115V系蓄電池からＢ１－115V系蓄電池（Ｓ

Ａ）への切替え 

 

(a) 操作概要 

全交流動力電源喪失から８時間を経過した時点で，Ｂ－115V系直流盤の

不要直流負荷の切離しを実施する。その後，Ｂ－115V系蓄電池からＢ１－

115V系蓄電池（ＳＡ）による給電に切替えを実施する。 

 

(b) 作業場所 

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室，充電器

室） 

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（補助盤室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

Ｂ－115V 系直流盤の不要直流負荷の切離し及びＢ－115V 系蓄電池から

Ｂ１－115V系蓄電池（ＳＡ）による給電切替えに必要な要員数，想定時間

は以下のとおり。 

必要要員数 ：２名（現場運転員２名） 

想定時間  ：30分以内（所要時間目安※１：25分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，不要負荷の切離し：想定時間 25分，所要時間目安 21分 

・移動：所要時間目安２分（移動経路：中央制御室から補助盤室） 

・不要負荷切離し：所要時間目安３分（不要負荷切離し：補助盤室） 

・移動：所要時間目安２分（移動経路：補助盤室からＢ－計装電気室，

充電器室） 

・不要負荷切離し：所要時間目安 14分（不要負荷切離し：Ｂ－計装

電気室） 

●受電切替：想定時間５分，所要時間目安４分 

・受電切替操作及び受電確認：所要時間目安４分（受電切替操作及び

受電確認：Ｂ－計装電気室，充電器室） 

 

(d) 操作の成立性について 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エリア

に配備している。また，ヘッドライト及び懐中電灯を携行
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している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備していること，

ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることから接近可

能である。また，アクセスルート上に支障となる設備はな

い。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあるこ

とから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用電話

設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室との連絡

が可能である。 

 

 

 

 

 

電源切替操作 
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ｂ．Ａ－115V系充電器盤受電 

(a) 操作概要

Ａ－115V系充電器盤受電の際，Ａ－中央制御室排風機を系統構成実施後

に起動し，Ａ－計装コントロールセンタのＡ－115V系充電器盤用遮断器を

「入」操作し，Ａ－115V系充電器盤を受電する。 

(b) 作業場所

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（Ａ－計装電気室）

廃棄物処理建物 地上２階（非管理区域）

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室）

(c) 必要要員数及び想定時間

Ａ－115V 系充電器盤受電のうち，Ａ－計装コントロールセンタのＡ－

115V系充電器盤用遮断器操作に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間 ：20分以内（所要時間目安※１：６分） 

なお，排風機起動完了までは，１時間 10 分以内と想定す

る。 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●Ａ－中央制御室排風機起動：想定時間 10分，所要時間目安２分

・中央制御室排風機起動：所要時間目安２分

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，中央制御室排風機起動準備：想定時間１時間，所要時間目安

33分

・移動：所要時間目安５分（移動経路：中央制御室から廃棄物処理建

物 地上２階）

・中央制御室排風機起動準備：所要時間目安 28分（中央制御室排風

機起動準備：廃棄物処理建物 地上２階）

●Ａ－115V系充電器盤受電：想定時間 20分，所要時間目安６分

・移動：所要時間目安４分（移動経路：廃棄物処理建物 地上２階か

らＡ－計装電気室）

・Ａ－115V系充電器盤受電：所要時間目安２分（受電確認：Ａ－計

装電気室）
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(d) 操作の成立性について

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

ⅱ Ａ－計装電気室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備及び有線

式通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御

室との連絡が可能である。 
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受電確認 遮断器操作 
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ｃ．Ｂ－115V系充電器盤受電 

 

(a) 操作概要 

Ｂ－115V系充電器盤受電の際，Ｂ－中央制御室排風機を系統構成実施後

に起動し，Ｂ－計装コントロールセンタのＢ－115V系充電器盤用遮断器を

「入」操作し，Ｂ－115V系充電器盤を受電する。 

 

(b) 作業場所 

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室） 

廃棄物処理建物 地上２階（非管理区域） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

Ｂ－115V系充電器盤受電のうち，Ｂ－計装コントロールセンタのＢ－ 

115V系充電器盤用遮断器操作に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間 ：20分以内（所要時間目安※１：７分） 

なお，排風機起動完了までは，１時間 10 分以内と想定す

る。 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●Ｂ－中央制御室排風機起動：想定時間 10分，所要時間目安２分 

・中央制御室排風機起動：所要時間目安２分 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，中央制御室排風機起動準備：想定時間１時間，所要時間目安

33分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：中央制御室から廃棄物処理建

物 地上２階） 

・中央制御室排風機起動準備：所要時間目安 28分（中央制御室排風

機起動準備：廃棄物処理建物 地上２階） 

●Ｂ－115V系充電器盤受電：想定時間 20分，所要時間目安７分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：廃棄物処理建物 地上２階か

らＢ－計装電気室） 

・Ｂ－115V系充電器盤受電：所要時間目安２分（受電確認：Ｂ－計

装電気室） 
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(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

 

ⅱ Ｂ－計装電気室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備，有線式

通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 
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受電確認 遮断器操作 
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ｄ．Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ）受電 

 

(a) 操作概要 

Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ）受電の際，Ｂ－中央制御室排風機を系統

構成実施後に起動し，Ｂ－計装コントロールセンタのＢ１－115V系充電器

盤（ＳＡ）用遮断器を「入」操作し，Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ）を受

電する。 

 

(b) 作業場所 

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室，充電器

室） 

廃棄物処理建物 地上２階（非管理区域） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ）受電のうち，Ｂ－計装コントロールセン

タのＢ１－115V系充電器盤（ＳＡ）用遮断器操作に必要な要員数，想定時

間は以下のとおり。 

必要要員数：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間 ：20分以内（所要時間目安※１：７分） 

なお，排風機起動完了までは，１時間 10 分以内と想定す

る。 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●Ｂ－中央制御室排風機起動：想定時間 10分，所要時間目安２分 

・中央制御室排風機起動：所要時間目安２分 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，中央制御室排風機起動準備：想定時間１時間，所要時間目安

33分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：中央制御室から廃棄物処理建

物地上２階） 

・中央制御室排風機起動準備：所要時間目安 28分（中央制御室排風

機起動準備：廃棄物処理建物 地上２階） 

●Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ）受電：想定時間 20分，所要時間目安

７分 
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・移動：所要時間目安５分（移動経路：廃棄物処理建物 地上２階か

らＢ－計装電気室，充電器室） 

・Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ）受電：所要時間目安２分（受電確

認：Ｂ－計装電気室，充電器室） 

 

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

 

ⅱ Ｂ－計装電気室操作，充電器室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 
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操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備，有線式

通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

受電確認 

1.14-191

1066



ｅ．ＳＡ用 115V系充電器盤受電 

 

(a) 操作概要 

ＳＡ用 115V 系充電器盤受電の際，Ｂ－中央制御室排風機を系統構成実

施後に起動し，Ｂ－計装コントロールセンタのＳＡ用 115V 系充電器盤用

遮断器を「入」操作し，ＳＡ用 115V系充電器盤を受電する。 

 

(b) 作業場所 

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（充電器室） 

廃棄物処理建物 地上２階（非管理区域） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

ＳＡ用 115V 系充電器盤受電のうち，Ｂ－計装コントロールセンタのＳ

Ａ用 115V 系充電器盤用遮断器操作に必要な要員数，想定時間は以下のと

おり。 

必要要員数：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間 ：20分以内（所要時間目安※１：７分） 

なお，排風機起動完了までは，１時間 10 分以内と想定す

る。 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●Ｂ－中央制御室排風機起動：想定時間 10分，所要時間目安２分 

・中央制御室排風機起動：所要時間目安２分 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，中央制御室排風機起動準備：想定時間１時間，所要時間目安

33分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：中央制御室から廃棄物処理建

物 地上２階） 

・中央制御室排風機起動準備：所要時間目安 28分（中央制御室排風

機起動準備：廃棄物処理建物 地上２階） 

●ＳＡ用 115V系充電器盤受電：想定時間 20分，所要時間目安７分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：廃棄物処理建物 地上２階か

ら充電器室） 

・ＳＡ用 115V系充電器盤受電：所要時間目安２分（受電確認：充電

器室） 
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(d) 操作の成立性について

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

ⅱ 充電器室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備，有線式

通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

1.14-193

1068



 

 
受電確認 
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ｆ．230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）受電 

 

(a) 操作概要 

230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）受電の際，Ｂ－中央制御室排風機を系統構

成実施後に起動し，Ｂ－計装コントロールセンタの 230V 系充電器盤（Ｒ

ＣＩＣ）用遮断器を「入」操作し，230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）を受電す

る。 

 

(b) 作業場所 

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室） 

廃棄物処理建物 地上２階（非管理区域） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）受電のうち，Ｂ－計装コントロールセンタ

の 230V 系充電器盤（ＲＣＩＣ）用遮断器操作に必要な要員数，想定時間

は以下のとおり。 

必要要員数：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間 ：20分以内（所要時間目安※１：７分） 

なお，排風機起動完了までは，１時間 10 分以内と想定す

る。 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●Ｂ－中央制御室排風機起動：想定時間 10分，所要時間目安２分 

・中央制御室排風機起動：所要時間目安２分 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，中央制御室排風機起動準備：想定時間１時間，所要時間目安

33分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：中央制御室から廃棄物処理建

物 地上２階） 

・中央制御室排風機起動準備：所要時間目安 28分（中央制御室排風

機起動準備：廃棄物処理建物 地上２階） 

●230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）受電：想定時間 20分，所要時間目安７

分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：廃棄物処理建物 地上２階か

らＢ－計装電気室） 
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・230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）受電：所要時間目安２分（受電確認：

Ｂ－計装電気室） 

 

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

 

ⅱ Ｂ－計装電気室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備，有線式

通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室
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との連絡が可能である。 

受電確認 
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ｇ．中央制御室監視計器の復旧Ｃ系及びＤ系 

(a) 操作概要

中央制御室監視計器復旧の際，現場にて中央制御室監視計器Ｃ系及びＤ

系の受電操作を実施し，監視計器電源を復旧する。 

(b) 作業場所

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室）

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（Ａ－計装電気室）

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室）

(c) 必要要員数及び想定時間

中央制御室監視計器の復旧のうち，中央制御室監視計器用遮断器操作に

必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間 ：40分以内（所要時間目安※１：10分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●中央制御室監視計器Ｃ系復旧確認：想定時間 20 分，所要時間目安１

分

・監視計器Ｃ系受電確認：所要時間目安１分

●中央制御室監視計器Ｄ系復旧確認：想定時間 20 分，所要時間目安１

分

・監視計器Ｄ系受電確認：所要時間目安１分

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●Ｃ／Ｃ Ｃ系受電操作（又はＣ／Ｃ Ｃ系受電確認）：想定時間 20

分，所要時間目安５分

・移動：所要時間目安２分（移動経路：中央制御室からＡ－計装電気

室）

・監視計器Ｃ系受電：所要時間目安３分（受電確認：Ａ－計装電気室） 

●Ｃ／Ｃ Ｄ系受電操作（又はＣ／Ｃ Ｄ系受電確認）：想定時間 20

分，所要時間目安５分

・移動：所要時間目安２分（移動経路：Ａ－計装電気室からＢ－計装

電気室）

・監視計器Ｄ系受電：所要時間目安３分（受電確認：Ｂ－計装電気室） 
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(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

 

ⅱ Ａ－計装電気室操作，Ｂ－計装電気室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
受電操作 
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添付資料 1.14.2(5) 

(5) 可搬型直流電源設備による給電

ａ．高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタ

クラ接続プラグ盤に接続）（故意による大型航空機の衝突その他テロリズム

による影響がある場合）による給電 

(a) 操作概要

Ｂ１－115V 系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用 115V 系充電器盤及び 230V 系充

電器盤（常用）の受電前準備のため，高圧発電機車（ガスタービン発電機

建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤に接続）によりＳ

Ａコントロールセンタを受電する。 

(b) 作業場所

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室）

屋外（ガスタービン発電機建物近傍）

ガスタービン発電機建物 地上３階（非管理区域）

(c) 必要要員数及び想定時間

高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メ

タクラ接続プラグ盤に接続）による給電のうち，最長時間を要する第４保

管エリアの可搬設備を使用した高圧発電機車起動操作に必要な要員数，想

定時間は以下のとおり。 

必要要員数：４名（中央制御室運転員１名，緊急時対策要員３名） 

想定時間 ：２時間 50分以内（所要時間目安※１：１時間 57分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●緊急用メタクラ及びＳＡ低圧母線の受電準備：想定時間 10 分，所要

時間目安３分

・緊急用メタクラ及びＳＡ低圧母線の受電準備：所要時間目安３分

●受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分

・受電確認：所要時間目安１分

【緊急時対策要員３名】 

●移動：想定時間 35分，所要時間目安 32分

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所から第４保管
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エリア）

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（車両健全性確認：第４保管

エリア）

●高圧発電機車配置：想定時間１時間５分，所要時間目安 55分

・移動：所要時間目安８分（移動経路：第４保管エリアからガスター

ビン発電機建物近傍）

・高圧発電機車準備，ケーブル敷設及び接続：所要時間目安 47分（ガ

スタービン発電機建物近傍）

●移動，遮断器操作：想定時間 30 分，所要時間目安 10分

・移動：所要時間目安５分（移動経路：ガスタービン発電機建物近傍

からガスタービン発電機建物 地上３階）

・遮断器操作：所要時間目安５分（ガスタービン発電機建物 地上３

階）

●高圧発電機車による送電：想定時間 30分，所要時間目安 10分

・移動：所要時間目安５分（移動経路：ガスタービン発電機建物 地

上３階からガスタービン発電機建物近傍） 

・高圧発電機車の送電操作：所要時間目安５分（ガスタービン発電機

建物近傍）

(d) 操作の成立性について

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

ⅱ 現場操作 

作業環境 ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電灯により，

夜間における作業性を確保している。常用照明消灯時

においても，電源内蔵型照明を作業エリアに配備して

いる。また，ヘッドライト及び懐中電灯を携行してい

る。放射性物質が放出される可能性があることから，

操作は防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴ

ム手袋，汚染防護服）を装備又は携行して作業を行う。 

移動経路 ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行していることから，夜間においても接近可能

である。また，現場への移動は，地震等による重大事
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故等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備し

ていること，ヘッドライト及び懐中電灯を携行してい

ることから接近可能である。また，アクセスルート上

に支障となる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

高圧発電機車の起動は，現場操作パネルでの簡易なボ

タン操作であり，操作性に支障はない。 

コネクタ接続であり操作性に支障はない。 

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），電力保安通信用電話設備，所内通信

連絡設備及び有線式通信設備のうち，使用可能な設備

により，中央制御室及び緊急時対策本部との連絡が可

能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高圧発電機車での作業 接続口作業 
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ｂ．高圧発電機車（高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）による給電 

 

(a) 操作概要 

Ｂ１－115V 系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用 115V 系充電器盤及び 230V 系充

電器盤（常用）の受電前準備のため，高圧発電機車（高圧発電機車接続プ

ラグ収納箱に接続）によりＳＡコントロールセンタを受電する。 

 

(b) 作業場所 

原子炉建物付属棟 地上２階（非管理区域） 

原子炉建物付属棟 地上３階（非管理区域） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

屋外（原子炉建物近傍） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

高圧発電機車（高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）による給電のう

ち，最長時間を要する第４保管エリアの可搬設備を使用した高圧発電機車

起動操作に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数：４名（中央制御室運転員１名，緊急時対策要員３名） 

想定時間 ：２時間 40分以内（所要時間目安※１：１時間 51分） 

  ※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●緊急用メタクラ及びＳＡ低圧母線の受電準備：想定時間 10 分，所要

時間目安３分 

・緊急用メタクラ及びＳＡ低圧母線の受電準備：所要時間目安３分 

●受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分 

・受電確認：所要時間目安１分 

 

【緊急時対策要員３名】 

●移動：想定時間 35分，所要時間目安 32分 

・移動：所要時間目安 32分（移動経路：緊急時対策所から第４保管

エリア） 

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（車両健全性確認：第４保管

エリア） 

●高圧発電機車配置，高圧発電機車準備，ケーブル敷設，接続プラグ収

納箱の検電，接続作業：想定時間 55分，所要時間目安 34分 

・移動：所要時間目安２分（移動経路：第４保管エリアから原子炉建
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物近傍） 

・高圧発電機車準備，ケーブル敷設，接続プラグ収納箱の検電及び接

続：所要時間目安 32分（高圧発電機車準備，ケーブル敷設，接続

プラグ収納箱の検電及び接続：原子炉建物近傍）

●移動，メタクラ切替盤操作：想定時間 30 分，所要時間目安 25分

・移動：所要時間目安５分（移動経路：原子炉建物近傍から原子炉建

物付属棟 地上２階）

・メタクラ切替盤操作：所要時間目安 20分（メタクラ切替盤操作：

原子炉建物付属棟 地上２階）

●移動，高圧発電機車による送電：想定時間 30 分，所要時間目安 10

分

・移動：所要時間目安５分（移動経路：原子炉建物付属棟 地上２階

から原子炉建物近傍）

・高圧発電機車の送電操作：所要時間目安５分（送電操作：原子炉建

物近傍）

(d) 操作の成立性について

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

ⅱ 現場操作 

作業環境 ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電灯により，

夜間における作業性を確保している。常用照明消灯時

においても，電源内蔵型照明を作業エリアに配備して

いる。また，ヘッドライト及び懐中電灯を携行してい

る。放射性物質が放出される可能性があることから，

操作は防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴ

ム手袋，汚染防護服）を装備又は携行して作業を行う。 

移動経路 ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行していることから，夜間においても接近可能

である。また，現場への移動は，地震等による重大事

故等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備し

ていること，ヘッドライト及び懐中電灯を携行してい

ることから接近可能である。また，アクセスルート上
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に支障となる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

高圧発電機車の起動は，現場操作パネルでの簡易なボ

タン操作であり，操作性に支障はない。 

コネクタ及びボルトリンク接続であり操作性に支障

はない。 

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），電力保安通信用電話設備，所内通信

連絡設備及び有線式通信設備のうち，使用可能な設備

により，中央制御室及び緊急時対策本部との連絡が可

能である。 

 

 

 

 

 

 

ボルトリンク接続作業 

高圧発電機車での作業 

接続口作業 

1.14-205

1080



ｃ．Ｃ／Ｃ Ｃ系又はＣ／Ｃ Ｄ系から蓄電池室換気設備及び充電器盤（Ｂ１

－115V 系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用 115V 系充電器盤及び 230V 系充電器盤

（常用））への給電 

 

(a) 操作概要 

高圧発電機車によりＳＡコントロールセンタ受電後，仮設ケーブルを敷

設及び接続して蓄電池室換気設備を起動し，蓄電池充電時の水素ガスの滞

留を防止する。また，蓄電池室の換気を実施した後，充電器盤（Ｂ１－115V

系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用 115V系充電器盤及び 230V系充電器盤（常用））

の受電操作を行う。 

 

(b) 作業場所 

原子炉建物付属棟 地上２階（非管理区域） 

原子炉建物付属棟 地上３階（非管理区域） 

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室，充電器

室） 

廃棄物処理建物 地上２階（非管理区域） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

高圧発電機車による充電器盤（Ｂ１－115V 系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用

115V系充電器盤及び 230V系充電器盤（常用））受電のうち，最長時間を要

する高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用

メタクラ接続プラグ盤に接続）による給電の仮設ケーブル接続前準備，仮

設ケーブル敷設，充電器盤（Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ），ＳＡ用 115V

系充電器盤及び 230V系充電器盤（常用））受電操作及び蓄電池室換気設備

起動操作に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

 

必要要員数：６名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名，緊急時対

策要員３名） 

想定時間 ：２時間 40分以内（所要時間目安※１：１時間 35分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●排風機運転：想定時間 10分，所要時間目安２分 

・排風機運転：所要時間目安２分 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 
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●移動，仮設ケーブル接続前準備，排風機運転準備：想定時間１時間

10分，所要時間目安 39分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：中央制御室から原子炉建物付

属棟 地上２階） 

・中央制御室排風機ケーブル接続準備：所要時間目安１分（接続準備：

原子炉建物付属棟 地上２階） 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：原子炉建物付属棟 地上２階

から廃棄物処理建物 地上２階） 

・中央制御室排風機起動準備：所要時間目安 28分（排風機起動準備：

廃棄物処理建物 地上２階） 

●移動，排風機電源復旧：想定時間 20分，所要時間目安７分 

・移動：所要時間目安６分（移動経路：廃棄物処理建物 地上２階か

ら原子炉建物付属棟 地上３階） 

・中央制御室排風機電源復旧：所要時間目安１分（中央制御室排風機

電源復旧：原子炉建物付属棟 地上３階） 

●移動，充電器盤への給電，受電操作：想定時間 50 分，所要時間目安

21分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：原子炉建物付属棟 地上３階

から充電器室） 

・Ｂ１－115V充電器盤（ＳＡ）受電：所要時間目安３分（電源切替

操作及び受電確認：充電器室） 

・ＳＡ用 115V系充電器盤受電：所要時間目安５分（電源切替操作及

び受電確認：充電器室） 

・230V系充電器盤（ＲＣＩＣ）受電：所要時間目安８分（電源切替

操作及び受電確認：充電器室） 

 

【緊急時対策要員３名】 

●移動，仮設ケーブル敷設，接続：想定時間１時間 40 分，所要時間目

安１時間 17分 

・移動：所要時間目安 31分（移動経路：ガスタービン発電機建物近

傍から原子炉建物付属棟 地上３階） 

・仮設ケーブル敷設，接続：所要時間目安 46分（原子炉建物付属棟 

地上２階及び３階） 

 

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 
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操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

ⅱ Ｂ－計装電気室操作，充電器室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備及び有線式通信設備のうち，使用可能な設備

により，中央制御室及び緊急時対策本部との連絡が可

能である。 
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遮断器操作 
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添付資料 1.14.2(6) 

(6) 直流給電車による直流盤への給電 

 

ａ．直流給電車による直流盤への給電前準備 

 

(a) 操作概要 

直流給電車により直流盤へ給電する際，給電前準備を実施する。 

 

(b) 作業場所 

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

直流給電車による給電のうち，最長時間を要する原子炉建物南側の直流

給電車接続プラグ収納箱に接続による直流盤への給電前準備に必要な要

員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：２名（現場運転員２名） 

想定時間   ：15分以内（所要時間目安※１：８分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，遮断器操作：想定時間 15分，所用時間目安８分 

・移動：所要時間目安３分（移動経路：中央制御室からＢ－計装電気

室） 

・Ｂ－115V系直流盤（ＳＡ）受電準備：所要時間目安２分（受電準

備：Ｂ－計装電気室） 

・230V系直流盤（常用）受電準備：所要時間目安３分（受電準備：

Ｂ－計装電気室） 

 

(d) 操作の成立性について 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 
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連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

 

 
 

遮断器操作 
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ｂ．直流給電車及び高圧発電機車のケーブル敷設及び直流給電車接続プラグ収

納箱に接続による直流盤への給電 

 

(a) 操作概要 

直流給電車により直流盤を受電する際，直流給電車及び高圧発電機車の

ケーブルを敷設，接続後，直流給電車及び高圧発電機車を起動し，直流盤

に給電を実施する。 

 

(b) 作業場所 

屋外（原子炉建物近傍又は廃棄物処理建物近傍） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

直流給電車による直流盤への給電のうち，準備，直流給電車及び高圧発

電機車起動操作に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。なお，原子炉

建物近傍及び廃棄物処理建物近傍で想定時間は同様である。 

必要要員数 ：３名（緊急時対策要員３名） 

想定時間  ：４時間以内（所要時間目安※１：３時間７分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間 

    

想定時間内訳 

【緊急時対策要員３名】 

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第１保管エリア） 

●高圧発電機車，直流給電車配置：想定時間１時間 35 分，所要時間目

安１時間 19分 

・所要時間目安：１時間 19分（移動経路：第１保管エリアから原子

炉建物又は廃棄物処理建物近傍） 

●車両準備，ケーブル敷設，接続：想定時間１時間 35 分，所要時間目

安１時間 15分 

・車両準備，ケーブル敷設，接続：所要時間目安１時間 15分（原子

炉建物又は廃棄物処理建物近傍） 

●直流給電車による給電：想定時間 40分，所要時間目安 23分 

・高圧発電機車の起動，送電：所要時間目安５分 

・直流給電車の送電操作，送電：所要時間目安 18分 

 

(d) 操作の成立性について 

作業環境 ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電灯により，

夜間における作業性を確保している。放射性物質が放

出される可能性があることから，操作は防護具（全面
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マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）

を装備又は携行して作業を行う。 

移動経路 ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行していることから，夜間においても接近可能

である。また，現場への移動は，地震等による重大事

故等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。また，アクセスルート上に支障となる設備は

ない。 

操作性  ：直流給電車及び高圧発電機車の起動は，現場操作パネ

ルでの簡易なボタン操作であり，操作性に支障はない。 

コネクタ接続であり操作性に支障はない。 

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），電力保安通信用電話設備，所内通信

連絡設備及び有線式通信設備のうち，使用可能な設備

により，緊急時対策本部との連絡が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高圧発電機車での作業 

直流給電車での作業 

接続口作業 
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添付資料 1.14.2(7) 

(7) ＳＡ用 115V系蓄電池によるＢ－115V系直流盤受電

(a) 操作概要

外部電源，非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル

発電機の機能喪失時に，Ｍ／Ｃ Ｄ系への給電のため，ＳＡ用 115V 系蓄

電池によるＢ－115V系直流盤への給電を実施し，Ｍ／Ｃ Ｄ系の受電遮断

器の制御電源を確保する。 

(b) 作業場所

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室，充電器

室）

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（補助盤室）

(c) 必要要員数及び想定時間

ＳＡ用 115V 系蓄電池によるＢ－115V 系直流盤への給電の切替えに必要

な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：２名（現場運転員２名） 

想定時間 ：30分以内（所要時間目安※１：14分） 

※１ 所要時間目安は，模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，Ｂ－115V系直流盤受電準備：想定時間 15分，所要時間目安７

分

・移動：所要時間目安２分（移動経路：中央制御室から補助盤室）

・Ｂ－115V系直流盤受電準備：所要時間目安１分（負荷切離し：補

助盤室）

・移動：所要時間目安２分（移動経路：補助盤室からＢ－計装電気室，

充電器室） 

・Ｂ－115V系直流盤受電準備：所要時間目安２分（負荷切離し：Ｂ

－計装電気室）

●Ｂ－115V系直流盤受電操作：想定時間 15分，所要時間目安７分

・移動：所要時間目安１分（移動経路：Ｂ－計装電気室から充電器室） 

・受電操作：所要時間目安６分（受電操作：充電器室）

(d) 操作の成立性について

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 
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移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

 

 

電源切替操作 

1.14-215

1090



添付資料 1.14.2(8) 

(8) 非常用直流電源喪失時のＡ－115V系直流盤受電

ａ．ガスタービン発電機又は高圧発電機車による給電 

(a) 操作概要

全交流動力電源及び直流電源喪失後，ガスタービン発電機又は高圧発電

機車による給電が可能な場合，Ｍ／Ｃ Ｃ系，Ａ－115V系充電器盤及びＡ

－115V系直流盤を受電して遮断器の制御電源を確保するが，Ｍ／Ｃ Ｃ系

受電時はＭ／Ｃ Ｃ系の受電遮断器の制御電源が喪失していることから，

現場にてＡ－115V系蓄電池の遮断器を手動で開放を行い，Ｍ／Ｃ Ｃ系の

受電遮断器を手動で投入し，Ａ－115V系充電器盤の受電操作及び受電確認

を行う。 

(b) 作業場所

原子炉建物付属棟 地上２階（非管理区域）

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（Ａ－計装電気室）

タービン建物 地上２階（非管理区域）

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

(c) 必要要員数及び想定時間

非常用直流電源喪失時のＡ－115V 系直流盤受電のうち，Ａ－115V 系蓄

電池の遮断器「切」操作，Ｍ／Ｃ Ｃ系の受電遮断器「入」操作及びＡ－

115V系充電器盤の受電操作及び受電確認に必要な要員数，想定時間は以下

のとおり。 

必要要員数 ：６名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名，緊急時

対策要員３名） 

想定時間  ：１時間 35分以内（所要時間目安※１：45分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●Ｍ／Ｃ Ｃ系受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分

・Ｍ／Ｃ Ｃ系受電確認：所要時間目安１分

●Ａ－中央制御室排風機起動：想定時間 10分，所要時間目安２分

・Ａ－中央制御室排風機起動：所要時間目安２分

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●Ｍ／Ｃ Ｃ系受電用遮断器「入」：想定時間 10分，所要時間目安５分

・Ｍ／Ｃ Ｃ系受電用遮断器「入」：所要時間目安５分（受電準備：
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原子炉建物付属棟 地上２階） 

●Ｍ／Ｃ Ｃ系受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分 

・Ｍ／Ｃ Ｃ系受電確認：所要時間目安１分（受電確認：原子炉建物 

地上２階） 

●移動，中央制御室排風機起動準備：想定時間１時間，所要時間目安

33分 

・移動：所要時間目安６分（移動経路：原子炉建物 地上２階から廃

棄物処理建物 地上２階） 

・中央制御室排風機起動準備：所要時間目安 27分（中央制御室排風

機起動準備：廃棄物処理建物 地上２階） 

●Ａ－115V系充電器盤受電：想定時間 20分，所要時間目安６分 

・移動：所要時間目安４分（廃棄物処理建物 地上２階からＡ－計装

電気室） 

・Ａ－115V系充電器盤受電：所要時間目安２分（受電操作及び電圧

確認：Ａ－計装電気室） 

 

【緊急時対策要員３名】（高圧発電機車による給電の場合） 

●高圧発電機車による給電：想定時間５分，所要時間目安５分 

・高圧発電機車による給電：所要時間目安５分 

 

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチよる操作であり，容易に操作可能である。 

 

ⅱ Ａ－計装電気室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室
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との連絡が可能である。 

 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），電力保安通信用電話設備，所内通信

連絡設備及び有線式通信設備のうち，使用可能な設備

により，中央制御室及び緊急時対策本部との連絡が可

能である。 

 

 

 

    遮断器手動投入 
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添付資料 1.14.2(8) 

ｂ．号炉間電力融通ケーブルによる給電 

 

(a) 操作概要 

全交流動力電源及び直流電源喪失後，号炉間電力融通ケーブルによる給

電が可能な場合，Ｍ／Ｃ Ｃ系，Ａ－115V 系充電器盤及びＡ－115V 系直

流盤を受電して遮断器の制御電源を確保するが，Ｍ／Ｃ Ｃ系受電時はＭ

／Ｃ Ｃ系の受電遮断器の制御電源が喪失していることから，現場にてＡ

－115V系蓄電池の遮断器を手動で開放を行い，Ｍ／Ｃ Ｃ系の受電遮断器

を手動で投入し，Ａ－115V系充電器盤の受電操作及び受電確認を行う。 

 

(b) 作業場所 

原子炉建物付属棟 地上２階（非管理区域） 

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（Ａ－計装電気室） 

タービン建物 地上２階（非管理区域） 

    制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

非常用直流電源喪失時のＡ－115V 系直流盤受電のうち，Ａ－115V 系蓄

電池の遮断器「切」操作，Ｍ／Ｃ Ｃ系の母線連絡遮断器並びにＭ／Ｃ Ａ

系の受電遮断器「入」操作，Ａ－115V系充電器盤の受電操作及び受電確認

に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間 ：１時間 45分以内（所要時間目安※１：55分） 

     ※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●Ｍ／Ｃ Ｃ系受電操作：想定時間５分，所要時間目安１分 

・Ｍ／Ｃ Ｃ系受電操作：所要時間目安１分 

●Ａ－中央制御室排風機起動：想定時間 10分，所要時間目安２分 

・Ａ－中央制御室排風機起動：所要時間目安２分 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●Ｍ／Ｃ Ａ系及びＣ系受電用遮断器「入」：想定時間 20分，所要時間

目安 15分 

・Ｍ／Ｃ Ａ系受電用遮断器「入」：所要時間目安５分（受電操作：

タービン建物 地上２階） 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：タービン建物 地上２階から

原子炉建物 地上２階） 
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・Ｍ／Ｃ Ｃ系受電用遮断器「入」：所要時間目安５分（受電操作：

原子炉建物付属棟 地上２階） 

●Ｍ／Ｃ Ｃ系受電確認：想定時間５分，所要時間目安１分 

・Ｍ／Ｃ Ｃ系受電確認：所要時間目安１分（原子炉建物 地上２階） 

●移動，中央制御室排風機起動準備：想定時間１時間，所要時間目安

33分 

・移動：所要時間目安６分（移動経路：原子炉建物 地上２階から廃

棄物処理建物 地上２階） 

・中央制御室排風機起動準備：所要時間目安 27分（中央制御室排風

機起動準備：廃棄物処理建物 地上２階） 

●Ａ－115V系充電器盤受電：想定時間 20分，所要時間目安６分 

・移動：所要時間目安４分（廃棄物処理建物 地上２階からＡ－計装

電気室） 

・Ａ－115V系充電器盤受電：所要時間目安２分（受電操作及び電圧

確認：Ａ－計装電気室） 

 

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

 

ⅱ Ａ－計装電気室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 
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ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備及び有線

式通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御

室との連絡が可能である。 

遮断器手動投入 
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添付資料 1.14.2(9) 

(9) 号炉間連絡ケーブルを使用したＡ－115V系直流盤又はＢ－115V系直流盤受

電 

(a) 操作概要

当該号炉で外部電源及び非常用直流電源設備の機能喪失により非常用

ディーゼル発電機の起動に必要な直流電源（制御電源）を確保できない場

合において，他号炉のＣ／Ｃから号炉間連絡ケーブルを使用して当該号炉

のＡ－115V 系直流盤又はＢ－115V 系直流盤を受電し，非常用ディーゼル

発電機の起動に必要な直流電源（制御電源）を確保する。 

(b) 作業場所

「当該号炉」

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室）

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（Ａ－計装電気室）

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室）

「他号炉」

制御室建物 地上１階（非管理区域）

(c) 必要要員数及び想定時間

号炉間連絡ケーブルを使用したＡ－115V 系直流盤又はＢ－115V 系直流

盤受電のうち，最長時間を要するＢ－115V系直流盤受電について，電力融

通前準備，電力融通操作及びＢ－115V 系直流盤受電操作に必要な要員数，

想定時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：２名（現場運転員２名） 

想定時間  ：55分以内（所要時間目安※１：28分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，蓄電池遮断器「切」：想定時間 10分，所要時間目安５分

・移動：所要時間目安３分（中央制御室からＢ－計装電気室）

・蓄電池遮断器「切」：所要時間目安２分（受電準備：Ｂ－計装電気

室）

●受電準備：想定時間 25分，所要時間目安 16分

・受電準備：所要時間目安６分（受電準備：Ｂ－計装電気室）

・移動：所要時間目安５分（Ｂ－計装電気室から制御室建物 地上１

階）

・受電準備：所要時間目安５分（受電準備：制御室建物 地上１階） 

●融通作業：想定時間 15分，所要時間目安６分
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・移動：所要時間目安５分（移動経路：制御室建物 地上１階からＢ

－計装電気室）

・融通作業：所要時間目安１分（融通作業：Ｂ－計装電気室）

●充電器受電：想定時間５分，所要時間目安１分

・充電器受電：所要時間目安１分（受電確認：Ｂ－計装電気室）

(d) 操作の成立性について

ⅰ Ａ－計装電気室操作，Ｂ－計装電気室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

ⅱ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備及び有線

式通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御

室との連絡が可能である。 
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遮断器操作 
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添付資料 1.14.2(10) 

(10) ガスタービン発電機又は高圧発電機車によるＳＡロードセンタ及びＳＡ

コントロールセンタ受電 

 

ａ．ガスタービン発電機によるＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセンタ

受電 

 

(a) 操作概要 

非常用所内電気設備の２系統が機能喪失した場合，又は代替所内電気設

備に接続する重大事故等対処設備が必要な場合において，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及

びＳＡ－Ｃ／Ｃを受電するため，ガスタービン発電機を起動し，ＳＡ－Ｌ

／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃの受電前準備を実施する。 

 

(b) 作業場所 

原子炉建物付属棟 地上３階（非管理区域） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

ガスタービン発電機によるＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセ

ンタ受電のうち，ガスタービン発電機起動，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／

Ｃへの給電操作に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間   ：10分以内（所要時間目安※１：４分） 

なお，ＳＡ電源切替盤操作完了までは，40分以内と想定  

する。 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●ガスタービン発電機起動，ＳＡロードセンタ及びＳＡコントロールセ

ンタ受電：想定時間 10分，所要時間目安４分 

・ガスタービン発電機起動，ＳＡロードセンタ及びＳＡコントロール

センタ受電：所要時間目安４分 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，ＳＡ電源切替盤操作（Ａ系）：想定時間 20 分，所要時間目安

11分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：中央制御室から原子炉建物付

属棟 地上３階） 

・ＳＡ電源切替盤操作（Ａ系）：所要時間目安６分（電源切替盤操作：
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原子炉建物付属棟 地上３階） 

●移動，ＳＡ電源切替盤操作（Ｂ系）：想定時間 20分，所要時間目安７

分 

・移動：所要時間目安１分（原子炉建物付属棟 地上３階） 

・ＳＡ電源切替盤操作（Ｂ系）：所要時間目安６分（電源切替盤操作：

原子炉建物付属棟 地上３階） 

   

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

 

ⅱ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備，有線式

通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

 

1.14-226

1101



 

ｂ．高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メタ

クラ接続プラグ盤への接続）によるＳＡロードセンタ及びＳＡコントロー

ルセンタ受電（故意による大型航空機の衝突その他テロリズムによる影響

がある場合） 

 

(a) 操作概要 

非常用所内電気設備の２系統が機能喪失した場合，又は代替所内電気設

備に接続する重大事故等対処設備が必要な場合において，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及

びＳＡ－Ｃ／Ｃを受電するため，高圧発電機車（ガスタービン発電機建物

（緊急用メタクラ）の緊急用メタクラ接続プラグ盤への接続）を起動し，

ＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃの受電前準備を実施する。 

 

(b) 作業場所 

屋外（ガスタービン発電機建物近傍） 

ガスタービン発電機建物 地上３階（非管理区域） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

高圧発電機車（ガスタービン発電機建物（緊急用メタクラ）の緊急用メ

タクラ接続プラグ盤への接続）によるＳＡロードセンタ及びＳＡコントロ

ールセンタ受電のうち，最長時間を要する第４保管エリアの可搬設備を使

用した高圧発電機車のケーブル敷設及び接続作業，遮断器操作及び高圧発

電機車起動操作並びにＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃへの給電操作に必

要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：６名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名，緊急時

対策要員３名） 

想定時間   ：４時間 40分以内（所要時間目安※１：３時間 28 分） 

なお，ＳＡ電源切替盤操作完了までは，40分以内と想定

する。 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●緊急用メタクラ及びＳＡ低圧母線の受電準備：想定時間 10 分，所要

時間目安３分 

・電路構成：所要時間目安３分 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，ＳＡ電源切替盤操作（Ａ系）：想定時間 20 分，所要時間目安

1.14-227

1102



11分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：中央制御室から原子炉建物付

属棟 地上３階） 

・ＳＡ電源切替盤操作（Ａ系）：所要時間目安６分（電源切替盤操作：

原子炉建物付属棟 地上３階） 

●移動，ＳＡ電源切替盤操作（Ｂ系）：想定時間 20分，所要時間目安７

分 

・移動：所要時間目安１分（原子炉建物付属棟 地上３階） 

・ＳＡ電源切替盤操作（Ｂ系）：所要時間目安６分（電源切替盤操作：

原子炉建物付属棟 地上３階） 

 

【緊急時対策要員３名】 

●移動：想定時間 35分，所要時間目安 32分 

・移動：所要時間目安 22分（移動経路：緊急時対策所から第４保管

エリア） 

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（車両健全性確認：第４保管

エリア） 

●高圧発電機車配置：想定時間１時間 10分，所要時間目安 48分 

・高圧発電機車配置：所要時間目安 48分（移動経路：第４保管エリ

アからガスタービン発電機建物近傍） 

●高圧発電機車準備：想定時間２時間５分，所要時間目安１時間 38分 

・高圧発電機車準備，ケーブル敷設：所要時間目安１時間 13分（高

圧発電機車準備，ケーブル敷設作業：ガスタービン発電機建物近傍） 

・緊急用メタクラ接続プラグ盤へのケーブル接続：所要時間目安 25

分（ケーブル接続作業：ガスタービン発電機建物近傍） 

●移動，遮断器操作：想定時間 10分，所要時間目安 10分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：ガスタービン発電機建物近傍

からガスタービン発電機建物 地上３階） 

・遮断器操作：所要時間目安５分（遮断器操作：ガスタービン発電機

建物 地上３階） 

●移動，送電操作：想定時間 30分，所要時間目安 10分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：ガスタービン発電機建物 地

上３階からガスタービン発電機建物近傍） 

・送電操作：所要時間目安５分（送電操作：ガスタービン発電機建物

近傍） 

 

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 
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作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

ⅱ 現場操作 

作業環境 ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電灯により，

夜間における作業性を確保している。常用照明消灯時

においても，電源内蔵型照明を作業エリアに配備して

いる。また，ヘッドライト及び懐中電灯を携行してい

る。放射性物質が放出される可能性があることから，

操作は防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴ

ム手袋，汚染防護服）を装備又は携行して作業を行う。 

移動経路 ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行していることから，夜間においても接近可能

である。また，現場への移動は，地震等による重大事

故等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。 

電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備している

こと，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していること

から接近可能である。 

また，アクセスルート上に支障となる設備はない。 

操作性  ：高圧発電機車の起動は，現場操作パネルでの簡易なボ

タン操作であり，操作性に支障はない。

コネクタ接続であり操作性に支障はない。

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），電力保安通信用電話設備，所内通信

連絡設備及び有線式通信設備のうち，使用可能な設備

により，中央制御室及び緊急時対策本部との連絡が可

能である。 

遮断器操作 高圧発電機車での作業 
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接続作業 
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ｃ．高圧発電機車（高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＳＡロード

センタ及びＳＡコントロールセンタ受電

(a) 操作概要

非常用所内電気設備の２系統が機能喪失した場合，又は代替所内電気設

備に接続する重大事故等対処設備が必要な場合において，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及

びＳＡ－Ｃ／Ｃを受電するため，高圧発電機車（高圧発電機車接続プラグ

収納箱に接続）を起動し，ＳＡ－Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃの受電前準備を

実施する。 

(b) 作業場所

原子炉建物付属棟 地上２階（非管理区域）

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室）

屋外（原子炉建物近傍）

(c) 必要要員数及び想定時間

高圧発電機車（高圧発電機車接続プラグ収納箱に接続）によるＳＡロー

ドセンタ及びＳＡコントロールセンタ受電のうち，最長時間を要する第１

保管エリアの可搬設備を使用した高圧発電機車のケーブル敷設及び接続

作業，メタクラ切替盤の切替作業及び高圧発電機車起動操作並びにＳＡ－

Ｌ／Ｃ及びＳＡ－Ｃ／Ｃへの給電操作に必要な要員数，想定時間は以下の

とおり。 

必要要員数 ：６名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名，緊急時

対策要員３名） 

想定時間  ：４時間 35分以内（所要時間目安※１：３時間 22 分） 

なお，ＳＡ電源切替盤操作完了までは，40分以内と想定

する。 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●緊急用メタクラ及びＳＡ低圧母線の受電準備：想定時間 10 分，所要

時間目安３分

・電路構成：所要時間目安：３分

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，ＳＡ電源切替盤操作（Ａ系）：想定時間 20 分，所要時間目安

11分

・移動：所要時間目安５分（移動経路：中央制御室から原子炉建物付
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属棟 地上３階） 

・ＳＡ電源切替盤操作（Ａ系）：所要時間目安６分（電源切替盤操作：

原子炉建物付属棟 地上３階） 

●移動，ＳＡ電源切替盤操作（Ｂ系）：想定時間 20分，所要時間目安７

分 

・移動：所要時間目安１分（原子炉建物付属棟 地上３階） 

・ＳＡ電源切替盤操作（Ｂ系）：所要時間目安６分（電源切替盤操作：

原子炉建物付属棟 地上３階） 

 

【緊急時対策要員３名】 

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第１保管エリア） 

●高圧発電機車配備：想定時間１時間 30 分，所要時間目安１時間 14

分 

・高圧発電機車配備：所要時間目安１時間 14分（移動経路：第１保

管エリアから原子炉建物近傍） 

●高圧発電機車準備，ケーブル敷設，接続：想定時間１時間 55 分，所

要時間目安１時間 23分  

・高圧発電機車準備，ケーブル敷設：所要時間目安１時間 13分 

・高圧発電機車接続プラグ収納箱接続作業：所要時間目安 10分 

●移動，メタクラ切替盤作業：想定時間 30分，所要時間目安 25分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：原子炉建物近傍から原子炉建

物付属棟 地上２階） 

・メタクラ切替盤作業：所要時間目安 20分（原子炉建物付属棟 地

上２階） 

●移動，送電操作：想定時間 30分，所要時間目安 10分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：原子炉建物付属棟 地上２階

から原子炉建物近傍） 

・高圧発電機車の送電：所要時間目安５分（原子炉建物近傍） 

   

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチによる操作であり，容易に操作可能であ

る。 

 

ⅱ 現場操作 
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作業環境 ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電灯により，

夜間における作業性を確保している。常用照明消灯時

においても，電源内蔵型照明を作業エリアに配備して

いる。また，ヘッドライト及び懐中電灯を携行してい

る。放射性物質が放出される可能性があることから，

操作は防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴ

ム手袋，汚染防護服）を装備又は携行して作業を行う。 

移動経路 ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行していることから，夜間においても接近可能

である。また，現場への移動は，地震等による重大事

故等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。 

電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備している

こと，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していること

から接近可能である。 

また，アクセスルート上に支障となる設備はない。 

操作性  ：高圧発電機車の起動は，現場操作パネルでの簡易なボ

タン操作であり，操作性に支障はない。 

コネクタ接続であり操作性に支障はない。 

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），電力保安通信用電話設備，所内通信

連絡設備及び有線式通信設備のうち，使用可能な設備

により，中央制御室及び緊急時対策本部との連絡が可

能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ボルトリンク接続作業 高圧発電機車での作業 

接続口作業 
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添付資料 1.14.2(11) 

(11) 高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ 

Ｄ系受電 

 

(a) 操作概要 

外部電源喪失及び非常用ディーゼル発電機の故障により，非常用所内電

気設備であるＭ／Ｃ Ｃ系及びＭ／Ｃ Ｄ系の母線電圧が喪失している

状態で，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機からＭ／Ｃ ＨＰＣＳ系及

びＭ／Ｃ Ａ系を経由して非常用所内電気設備であるＭ／Ｃ Ｃ系（又は

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機からＭ／Ｃ ＨＰＣＳ系，Ｍ／Ｃ 

Ａ系及びＭ／Ｃ Ｂ系を経由して非常用所内電気設備であるＭ／Ｃ Ｄ

系）へ給電する。 

 

(b) 作業場所 

原子炉建物付属棟 地下２階（非管理区域） 

原子炉建物付属棟 地上２階（非管理区域） 

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（Ａ－計装電気室） 

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（補助盤室） 

廃棄物処理建物 地下１階中階（非管理区域）（Ｂ－計装電気室） 

制御室建物 地上４階（非管理区域）（中央制御室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機によるＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ／Ｃ 

Ｄ系受電のうち，最長時間を要するＭ／Ｃ Ｄ系遮断器操作及びインター

ロック処置に必要な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：３名（中央制御室運転員１名，現場運転員２名） 

想定時間  ：１時間 20分以内（所要時間目安※１：58分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【中央制御室運転員】 

●Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：想定時間 35分，所要時間目安 24分 

・Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：所要時間目安 24分（負荷抑制及び電路構

成） 

●Ｍ／Ｃ Ｄ系受電操作：想定時間５分，所要時間目安１分 

・Ｍ／Ｃ Ｄ系受電操作：所要時間目安１分（受電操作） 

 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動，Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：想定時間 25分，所要時間目安 20分 
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・移動：所要時間目安２分（移動経路：中央制御室からＡ－計装電気

室） 

・Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：所要時間目安２分（電路構成：Ａ－計装電

気室） 

・移動：所要時間目安２分（移動経路：Ａ－計装電気室からＢ－計装

電気室） 

・Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：所要時間目安４分（電路構成：Ｂ－計装電

気室） 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：Ｂ－計装電気室から原子炉建

物付属棟 地上２階） 

・Ｍ／Ｃ Ｄ系受電準備：所要時間目安５分（電路構成：原子炉建物

付属棟 地上２階） 

●移動，インターロック処置：想定時間 50分，所要時間目安 38分 

・移動：所要時間目安８分（移動経路：原子炉建物付属棟 地上２階

から原子炉建物付属棟 地下２階） 

・インターロック処置：所要時間目安５分（インターロック処置：原

子炉建物付属棟 地下２階） 

・移動：所要目安時間９分（移動経路：原子炉建物付属棟 地下２階

から補助盤室） 

・インターロック処置：所要時間目安 16分（インターロック処置：

補助盤室） 

 

(d) 操作の成立性について 

ⅰ 中央制御室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においてもＬＥＤライト（三脚タイプ），

ＬＥＤライト（ランタンタイプ）及びヘッドライトを

配備している。 

操作性  ：操作スイッチよる操作であり，容易に操作可能である。 

 

ⅱ 補助盤室操作 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 
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連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

ⅲ 現場操作 

作業環境 ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。放射性物質が放出される可能性が

あることから，操作は防護具（全面マスク，個人線量

計，綿手袋，ゴム手袋，汚染防護服）を装備又は携行

して作業を行う。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常の受電操作であるため，容易に実施可能である。 

連絡手段 ：所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備及び有線

式通信設備のうち，使用可能な設備により，中央制御

室との連絡が可能である。 

インターロック解除処置
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添付資料 1.14.2(12) 

(12) ガスタービン発電機用軽油タンク又はディーゼル燃料貯蔵タンクからタ 

ンクローリへの補給 

 

ａ．ガスタービン発電機用軽油タンクからタンクローリへの補給 

 

(a) 操作概要 

ガスタービン発電機用軽油タンクからタンクローリへ軽油を補給（積

載）する。 

 

(b) 作業場所 

屋外（ガスタービン発電機用軽油タンク近傍） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

ガスタービン発電機用軽油タンクからタンクローリへの補給に必要な

要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：２名（緊急時対策要員２名） 

想定時間  ：１時間 50分以内（所要時間目安※１：１時間 34 分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【緊急時対策要員２名】 

●移動：想定時間 30分，所要時間目安 28分  

・移動：所要時間目安 28分（移動経路：緊急時対策所から第３保管

エリア） 

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分 

・車両健全性確認：所要時間目安 10分（第３保管エリア） 

●タンクローリ配置：想定時間５分，所要時間目安２分 

・タンクローリ配置：所要時間目安２分（移動経路：第３保管エリア

からガスタービン発電機用軽油タンク近傍） 

●バルブ付アタッチメント接続：想定時間 30分，所要時間目安 25分 

・バルブ付アタッチメント接続：所要時間目安 25分（ガスタービン

発電機用軽油タンク近傍） 

●補給準備：想定時間９分，所要時間目安７分 

・補給準備：所要時間目安７分（ガスタービン発電機用軽油タンク近

傍） 

●補給：想定時間 16分, 所要時間目安 16分 

・補給：所要時間目安 16分（ガスタービン発電機用軽油タンク近傍） 

●補給片付け：想定時間 10分，所要時間目安６分 

・補給片付け：所要時間目安６分（ガスタービン発電機用軽油タンク
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近傍） 

 

(d) 操作の成立性について 

作業環境 ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電灯により，

夜間における作業性を確保している。 

放射性物質が放出される可能性があることから，操作

は防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手

袋，汚染防護服）を装備又は携行して作業を行う。 

移動経路 ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行していることから，夜間においても接近可能

である。また，現場への移動は，地震等による重大事

故等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。 

操作性  ：複雑な操作手順はなく，タンクローリの各操作（ハッ

チ開放等）も同時並行して行える作業が主体であるた

め，操作性に支障はない。 

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），電力保安通信用電話設備のうち，使

用可能な設備により，緊急時対策本部との連絡が可能

である。 

 

  

ガスタービン発電機用軽油タンク

へのホース接続 

タンクローリへの燃料ホース接続 
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ｂ．ディーゼル燃料貯蔵タンクからタンクローリへの補給 

(a) 操作概要

ディーゼル燃料貯蔵タンクからタンクローリへ軽油を補給（積載）す

る。 

(b) 作業場所

屋外（ディーゼル燃料貯蔵タンク近傍）

(c) 必要要員数及び想定時間

ディーゼル燃料貯蔵タンクからタンクローリへの補給に必要な要員

数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：２名（緊急時対策要員２名） 

想定時間 ：２時間 30分以内（所要時間目安※１：２時間 12 分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間

想定時間内訳 

【緊急時対策要員２名】 

●移動：想定時間 30分，所要時間目安 28分

・移動：所要時間 28分（移動経路：緊急時対策所から第３保管エ

リア）

●車両健全性確認：想定時間 10分，所要時間目安 10分

・車両健全性確認：所要時間目安 10分

●タンクローリ配置：想定時間５分，所要時間目安２分

・タンクローリ配置：所要時間目安２分（移動経路：第３保管エリ

アからディーゼル燃料貯蔵タンク近傍）

●抜き取り準備：想定時間１時間５分，所要時間目安１時間

・抜き取り準備：所要時間目安１時間（ディーゼル燃料貯蔵タンク

近傍）

●補給：想定時間 30分，所要時間目安 26分

・補給：所要時間目安 26分（ディーゼル燃料貯蔵タンク近傍）

●補給片付け：想定時間 10分，所要時間目安６分

・補給片付け：所要時間目安６分（ディーゼル燃料貯蔵タンク近傍） 

(d) 操作の成立性について

作業環境 ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電灯によ
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り，夜間における作業性を確保している。 

放射性物質が放出される可能性があることから，操

作は防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴ

ム手袋，汚染防護服）を装備又は携行して作業を行

う。 

移動経路 ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中

電灯を携行しており，夜間においても接近可能であ

る。また，現場への移動は，地震等による重大事故

等が発生した場合でも安全に移動できる経路を移

動する。また，アクセスルート上に支障となる設備

はない。 

操作性  ：複雑な操作手順はなく，タンクローリの各操作（ハ

ッチ開放等）も同時並行して行える作業が主体であ

るため，操作性に支障はない。 

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），電力保安通信用電話設備のうち，

使用可能な設備により，緊急時対策本部との連絡が

可能である。 

 

  

ディーゼル燃料貯蔵タンク上蓋

開放 

タンクローリへのホース接続 
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添付資料 1.14.2(13) 

(13) タンクローリから各機器等への給油 

 

(a) 操作概要 

タンクローリへ補給（積載）した軽油を重大事故等の対処に必要な燃料

給油対象の設備へ給油する。 

 

(b) 作業場所 

屋外（ガスタービン発電機用軽油タンク近傍，重大事故等の対処に必要

な燃料給油対象の設備近傍） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

タンクローリから各機器等への給油に必要な要員数，想定時間は以下の

とおり。 

必要要員数 ：２名（緊急時対策要員２名） 

想定時間  ：30分以内（所要時間目安※１：高圧発電機車の場合 21分） 

※１：所要時間目安は，実機による検証及び模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳（高圧発電機車の場合） 

【緊急時対策要員２名】 

●移動，準備：想定時間 15分，所要時間目安 10分 

・移動：所要時間目安５分（移動経路：ガスタービン発電機用軽油タ

ンク近傍から高圧発電機車近傍） 

・準備：所要時間目安５分（高圧発電機車近傍） 

●給油：想定時間 10分，所要時間目安６分 

・給油：所要時間目安６分（高圧発電機車近傍） 

●片付け：想定時間５分，所要時間目安５分 

・片付け：所要時間目安５分（高圧発電機車近傍） 

 

 (d) 操作の成立性について 

作業環境 ：車両の作業用照明・ヘッドライト及び懐中電灯により，

夜間における作業性を確保している。 

放射性物質が放出される可能性があることから，操作

は防護具（全面マスク，個人線量計，綿手袋，ゴム手

袋，汚染防護服）を装備又は携行して作業を行う。 

移動経路 ：車両のヘッドライトのほか，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行しており，夜間においても接近可能である。

また，現場への移動は，地震等による重大事故等が発

生した場合でも安全に移動できる経路を移動する。 

また，アクセスルート上に支障となる設備はない。 
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操作性  ：複雑な操作手順はなく，タンクローリの各操作（ハッ

チ開放等）も同時並行して行える作業が主体であるた

め，操作性に支障はない。 

連絡手段 ：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線通信設備（固

定型，携帯型），電力保安通信用電話設備のうち，使

用可能な設備により，緊急時対策本部との連絡が可能

である。 

 

 

各機器等への給油準備 大型送水ポンプ車への給油 

1.14-242

1117



添付資料 1.14.2(14) 

 

(14) 不要直流負荷（Ａ系）の切離し 

 

(a) 操作概要 

全交流動力電源喪失により，Ａ－115V系充電器盤の交流入力電源の喪失

が発生した場合において，１時間以内にＡ－115V系直流盤の不要直流負荷

の切離しを実施する。 

 

(b) 作業場所 

廃棄物処理建物 地上１階（非管理区域）（Ａ－計装電気室） 

 

(c) 必要要員数及び想定時間 

Ａ－115V系直流盤の不要直流負荷の切離し操作に必要な要員数，想定時

間は以下のとおり。 

必要要員数：２名（現場運転員２名） 

想定時間 ：30分以内（所要時間目安※１：12分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●Ａ－115V系直流盤の不要直流負荷の切離し操作：想定時間 30 分，所

要時間目安 12分 

・移動：所要時間目安２分（移動経路：中央制御室からＡ－計装電気

室） 

・不要負荷切離し：所要時間目安 10分（負荷切離し：Ａ－計装電気

室） 

 

(d) 操作の成立性について 

作業環境  ：常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト及び懐中電

灯を携行している。 

移動経路 ：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備しているこ

と，ヘッドライト及び懐中電灯を携行していることか

ら接近可能である。また，アクセスルート上に支障と

なる設備はない。 

操作性  ：通常のスイッチ操作であり，十分な作業スペースもあ

ることから，容易に実施可能である。 
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連絡手段 ：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用

電話設備のうち，使用可能な設備により，中央制御室

との連絡が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
不要直流負荷の切離し 
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添付資料 1.14.3 

不要直流負荷切離しリスト（１／３） 

Ｂ－115V系直流盤負荷 

操作場所 FFB 用途名称 
使用

時間 

負荷

（A） 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－非常用直流電灯盤 
21 原子炉建物照明 地下１階 8h 8.1 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－非常用直流電灯盤 
22 廃棄物処理建物照明 地下１階中階 8h 8.1 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－非常用直流電灯盤 
23 廃棄物処理建物照明 １階 8h 8.1 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－非常用直流電灯盤 
24 原子炉建物照明 ２階 8h 8.1 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－非常用直流電灯盤 
25 原子炉建物照明 ２階 8h 8.1 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
21 ２Ｂ－メタクラ 8h 0.0 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
22 ２Ｂ１－ロードセンタ 8h 0.0 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
23 ２Ｂ２－ロードセンタ 8h 0.0 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
24 遮断器テスト電源（常用電気室Ｌ／Ｃ） 8h 0.0 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
30 ２Ｄ－ロードセンタ 8h 0.0 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
31 遮断器テスト電源（Ｂ－非常用電気室） 8h 0.0 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
35 Ｂ－ディーゼル発電機ＡＶＲ盤 8h 0.0 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
36 Ｂ－計装用無停電交流電源装置 8h 154 
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不要直流負荷切離しリスト（２／３） 

 

Ｂ－115V系直流盤負荷 

操作場所 FFB 用途名称 使用時間 
負荷 

（A） 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
25 Ｂ－再循環ＭＧ開閉器盤 8h 

50.0 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
28 Ｂ－中央分電盤（常用） 8h 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
34 Ｂ－ディーゼル発電機制御盤 8h 

廃棄物処理建物地下１階中階 

Ｂ－115V系直流盤 
33 中央制御室外原子炉停止制御盤 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
1D ＲＣＷ遮断弁回路 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
2D 共通盤（ＨＶＡＣ） 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
4D 後備スクラムパイロット弁回路 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
5D ＳⅡ－ＲＣＷ，ＲＳＷ論理回路 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
7D Ｂ，Ｃ－ＲＨＲ論理回路 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
9D Ｂ－ＳＧＴ論理回路 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
10D Ｂ－ＰＬＲポンプモータ不足電圧継電器盤 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
11D Ｂ－計装用無停電交流電源装置 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
12D Ｂ－中央制御室冷凍機制御盤 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
13D ＡＭ設備制御盤 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
14D 

Ｂ－Ｒ／Ｂオペフロ水素濃度計測盤 

ＳＦＰ温度計則回路 
8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
15D 

２Ｄ２，２Ｄ３－Ｒ／Ｂコントロールセンタ 

切替盤 
8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
16D 

Ｂ１－水素検出装置盤 

（Ｂ２－水素検出装置盤） 
8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
17D 補助消火ポンプ制御盤 8h 

廃棄物処理建物１階 

Ｂ－中央分電盤（非常用） 
18D ２Ｓ－Ｒ／Ｂコントロールセンタ 8h 

  合計  244.5 

1.14-246

1121



不要直流負荷切離しリスト（３／３） 

 

Ａ－115V系直流盤負荷 

操作場所 FFB 用途名称 
使用

時間 

負荷

（A） 

廃棄物処理建物１階 

Ａ－115V系直流盤 
1 ２Ａ－メタクラ 70分 0.0 

廃棄物処理建物１階 

Ａ－115V系直流盤 
2 ２Ａ１－ロードセンタ 70分 0.0 

廃棄物処理建物１階 

Ａ－115V系直流盤 
3 ２Ａ２－ロードセンタ 70分 0.0 

廃棄物処理建物１階 

Ａ－115V系直流盤 
4 遮断器用テスト電源（常用電気室Ｍ／Ｃ） 70分 0.0 

廃棄物処理建物１階 

Ａ－115V系直流盤 
10 ２Ｃ－ロードセンタ 70分 0.0 

廃棄物処理建物１階 

Ａ－115V系直流盤 
11 遮断器テスト電源（Ａ－非常用電気室） 70分 0.0 

廃棄物処理建物１階 

Ａ－115V系直流盤 
13 Ａ－ディーゼル発電機ＡＶＲ盤 70分 0.0 

廃棄物処理建物１階 

Ａ－115V系直流盤 
14 Ａ－計装用無停電交流電源装置 70分 154.0 

  合計  154.0 
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添付資料 1.14.4(1) 

(1) 常設代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｍ／Ｃ Ｃ系（又はＤ

系））への給電時の中央制御室における動的負荷の自動起動防止措置（１／２） 

操作対象制御盤 操作スイッチ 

2-903

A－原子炉補機冷却水ポンプ 

C－原子炉補機冷却水ポンプ 

A－原子炉補機海水ポンプ 

C－原子炉補機海水ポンプ 

A－残留熱除去ポンプ 

低圧炉心スプレイポンプ 

A－ドライウェル機器ドレンサンプポンプ 

B－ドライウェル機器ドレンサンプポンプ 

A－ドライウェル床ドレンサンプポンプ 

B－ドライウェル床ドレンサンプポンプ 

A－RHR封水ポンプ 

2-904-1

B－原子炉補機冷却水ポンプ 

D－原子炉補機冷却水ポンプ 

B－原子炉補機海水ポンプ 

D－原子炉補機海水ポンプ 

B－残留熱除去ポンプ 

C－残留熱除去ポンプ 

B－RHR封水ポンプ 

2-965-1

A－復水輸送ポンプ 

B－復水輸送ポンプ 

C－復水輸送ポンプ 
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(1) 常設代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｍ／Ｃ Ｃ系（又はＤ

系））への給電時の中央制御室における動的負荷の自動起動防止措置（２／２） 

操作対象制御盤 操作スイッチ 

2-965-2 

A－中央制御室送風機 

B－中央制御室送風機 

A－中央制御室非常用送風機 

B－中央制御室非常用送風機 

A－中央制御室冷水循環ポンプ 

B－中央制御室冷水循環ポンプ 

A－中央制御室冷凍機 

B－中央制御室冷凍機 

A－計装用空気圧縮機 

B－計装用空気圧縮機 

2-929-1 

A1－非常用電気室送風機 

A2－非常用電気室送風機 

A1－非常用電気室排風機 

A2－非常用電気室排風機 

B1－非常用電気室送風機 

B2－非常用電気室送風機 

B1－非常用電気室排風機 

B2－非常用電気室排風機 

A－ドライウェル上部冷却器 

B－ドライウェル上部冷却器 

C－ドライウェル上部冷却器 

A－ドライウェル下部冷却器 

B－ドライウェル下部冷却器 

C－ドライウェル下部冷却器 

2-973A-1 
A－事故時用サンプルポンプ 

A－事故時用サンプル昇圧ポンプ 

2-973B-1 
B－事故時用サンプルポンプ 

B－事故時用サンプル昇圧ポンプ 
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添付資料 1.14.4(2) 

 

(2) 可搬型代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｌ／Ｃ Ｃ系（又は

Ｄ系））への給電時の中央制御室における動的負荷の自動起動防止措置（１

／２） 

操作対象制御盤 操作スイッチ 

2-903 

A－原子炉補機冷却水ポンプ 

C－原子炉補機冷却水ポンプ 

A－原子炉補機海水ポンプ 

C－原子炉補機海水ポンプ 

A－残留熱除去ポンプ 

低圧炉心スプレイポンプ 

A－ドライウェル機器ドレンサンプポンプ 

B－ドライウェル機器ドレンサンプポンプ 

A－ドライウェル床ドレンサンプポンプ 

B－ドライウェル床ドレンサンプポンプ 

A－RHR封水ポンプ 

2-904-1 

B－原子炉補機冷却水ポンプ 

D－原子炉補機冷却水ポンプ 

B－原子炉補機海水ポンプ 

D－原子炉補機海水ポンプ 

B－残留熱除去ポンプ 

C－残留熱除去ポンプ 

B－RHR封水ポンプ 

2-909 
A－SGT排風機 

B－SGT排風機 

2-965-1 
A－復水輸送ポンプ 

B－復水輸送ポンプ 
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(2) 可搬型代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｌ／Ｃ Ｃ系（又は

Ｄ系））への給電時の中央制御室における動的負荷の自動起動防止措置（２

／２） 

操作対象制御盤 操作スイッチ 

2-965-2 

A－中央制御室送風機 

B－中央制御室送風機 

A－中央制御室非常用送風機 

B－中央制御室非常用送風機 

A－中央制御室冷水循環ポンプ 

B－中央制御室冷水循環ポンプ 

A－中央制御室冷凍機 

B－中央制御室冷凍機 

A－計装用空気圧縮機 

B－計装用空気圧縮機 

2-929-1 

A1－非常用電気室送風機 

A2－非常用電気室送風機 

A1－非常用電気室排風機 

A2－非常用電気室排風機 

B1－非常用電気室送風機 

B2－非常用電気室送風機 

B1－非常用電気室排風機 

B2－非常用電気室排風機 

A－ドライウェル上部冷却器 

B－ドライウェル上部冷却器 

A－ドライウェル下部冷却器 

B－ドライウェル下部冷却器 

2-973A-1 
A－事故時用サンプルポンプ 

A－事故時用サンプル昇圧ポンプ 

2-973B-1 
B－事故時用サンプルポンプ 

B－事故時用サンプル昇圧ポンプ 
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添付資料 1.14.5(1) 

 

(1) 常設代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｍ／Ｃ Ｃ系）への給電時

の現場による受電前準備操作対象リスト 

操作場所 名称 操作内容 

廃棄物処理建物 
地上１階（非管理区域） 
Ａ－計装－Ｃ／Ｃ 

Ａ－115V系充電器盤 遮断器「切」 

廃棄物処理建物 
地上１階（非管理区域） 
Ａ－計装分電盤 

Ａ－原子炉中性子計装用充電器盤 遮断器「切」 

廃棄物処理建物 
地上１階（非管理区域） 
一般計装分電盤 

Ａ－原子炉中性子計装用充電器盤 遮断器「切」 

原子炉建物付属棟 
地上２階（非管理区域） 
Ｍ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ－メタクラ受電遮断器 遮断器「切」※ 

Ｃ－メタクラ切替盤 遮断器「入」※ 

原子炉建物付属棟 
地上２階（非管理区域） 
Ｌ／Ｃ Ｃ系 

管理事務所２号館 非常用電源盤 遮断器「切」※ 

Ｃ－Ｔ／Ｂ－コントロールセンタ 遮断器「切」※ 

Ａ－ＤＧ－コントロールセンタ 遮断器「切」※ 

緊急時対策所低圧受電盤 遮断器「切」※ 

※遮断器の制御電源が喪失している場合には手動にて遮断器を「切」又は「入」と

する。 
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添付資料 1.14.5(2) 

(2) 常設代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｍ／Ｃ Ｄ系）への給電時

の現場による受電前準備操作対象リスト 

操作場所 名称 操作内容 

廃棄物処理建物 
地上１階（非管理区域） 
一般計装分電盤 

Ｂ－原子炉中性子計装用充電器盤 遮断器「切」 

廃棄物処理建物 
地下１階中階（非管理区域） 
Ｂ－計装－Ｃ／Ｃ 

Ｂ－115V系充電器盤 遮断器「切」 

Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ） 遮断器「切」 

ＳＡ用115V系充電器盤 遮断器「切」 

230V系充電器盤（常用） 遮断器「切」 

230V系充電器盤（ＲＣＩＣ） 遮断器「切」 

廃棄物処理建物 
地下１階中階（非管理区域） 
Ｂ－計装分電盤 

Ｂ－原子炉中性子計装用充電器盤 遮断器「切」 

原子炉建物付属棟 
地上２階（非管理区域） 
Ｌ／Ｃ Ｄ系 

44ｍ盤事務所 遮断器「切」※ 

Ｓ－Ｔ／Ｂ－コントロールセンタ 
（常用） 遮断器「切」※ 

Ｄ－Ｔ／Ｂ－コントロールセンタ 遮断器「切」※ 

Ｂ－ＤＧ－コントロールセンタ 遮断器「切」※ 

※遮断器の制御電源が喪失している場合には手動にて遮断器を「切」とする。 
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添付資料 1.14.5(3) 

(3) 可搬型代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｌ／Ｃ Ｃ系）への給電

時の現場による受電前準備操作対象リスト 

操作場所 名称 操作内容 

廃棄物処理建物 
地上１階（非管理区域） 

Ａ－計装－Ｃ／Ｃ 
Ａ－115V系充電器盤 遮断器「切」 

廃棄物処理建物 
地上１階（非管理区域） 
Ａ－計装分電盤 

Ａ－原子炉中性子計装用充電器盤 遮断器「切」 

廃棄物処理建物 
地上１階（非管理区域） 
一般計装分電盤 

Ａ－原子炉中性子計装用充電器盤 遮断器「切」 

原子炉建物付属棟 
地上２階（非管理区域） 
Ｍ／Ｃ Ｃ系 

Ｃ－メタクラ受電遮断器 遮断器「切」※ 

Ｃ－メタクラ切替盤 遮断器「入」※ 

原子炉建物付属棟 
地上２階（非管理区域） 
Ｌ／Ｃ Ｃ系 

管理事務所２号館 非常用電源盤 遮断器「切」※ 

Ｃ－Ｔ／Ｂ－コントロールセンタ 遮断器「切」※ 

Ｓ－Ｒ／Ｂ－コントロールセンタ 
（常用） 遮断器「切」※ 

Ａ－ＤＧ－コントロールセンタ 遮断器「切」※ 

緊急時対策所低圧受電盤 遮断器「切」※ 

原子炉建物付属棟 
地上２階（非管理区域） 
Ｃ１－Ｒ／Ｂ－Ｃ／Ｃ 

Ａ－開閉所コントロールセンタ 遮断器「切」 

※遮断器の制御電源が喪失している場合には手動にて遮断器を「切」又は「入」とする。
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添付資料 1.14.5(4) 

(4) 可搬型代替交流電源設備による非常用所内電気設備（Ｌ／Ｃ Ｄ系）への給電

時の現場による受電前準備操作対象リスト 

操作場所 名称 操作内容 

廃棄物処理建物 
地上１階（非管理区域） 
一般計装分電盤 

Ｂ－原子炉中性子計装用充電器盤 遮断器「切」 

廃棄物処理建物 
地下１階中階（非管理区域） 
Ｂ－計装－Ｃ／Ｃ 

Ｂ－115V系充電器盤 遮断器「切」 

Ｂ１－115V系充電器盤（ＳＡ） 遮断器「切」 

ＳＡ用115V系充電器盤 遮断器「切」 

230V系充電器盤（常用） 遮断器「切」 

230V系充電器盤（ＲＣＩＣ） 遮断器「切」 

廃棄物処理建物 
地下１階中階（非管理区域） 
Ｂ－計装分電盤 

Ｂ－原子炉中性子計装用充電器盤 遮断器「切」 

原子炉建物付属棟 
地上２階（非管理区域） 
Ｌ／Ｃ Ｄ系 

44ｍ盤事務所 遮断器「切」※ 

Ｓ－Ｔ／Ｂ－コントロールセンタ 
（常用） 遮断器「切」※ 

Ｄ－Ｔ／Ｂ－コントロールセンタ 遮断器「切」※ 

Ｂ－ＤＧ－コントロールセンタ 遮断器「切」※ 

原子炉建物付属棟 
地下１階（非管理区域） 
Ｄ１－Ｒ／Ｂ－Ｃ／Ｃ 

Ｂ－開閉所コントロールセンタ 遮断器「切」 

※遮断器の制御電源が喪失している場合には手動にて遮断器を「切」とする。
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添付資料1.14.6 

常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備からＳＡ電源切替盤にて

電源給電可能な設計基準事故対処設備の電動弁リスト 

弁名称 
該当条文 

（技術的能力） 

設計基準事故 

対処設備 

重大事故等 

対処設備 

1 
Ａ－ＲＨＲドライウェル 

第１スプレイ弁（ＭＶ２２２－３Ａ） 

49条（1.6） 

51条（1.8） 
2C2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

2 
Ａ－ＲＨＲドライウェル 

第２スプレイ弁（ＭＶ２２２－４Ａ） 

49条（1.6） 

51条（1.8） 
2C2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

3 
Ａ－ＲＨＲ注水弁 

（ＭＶ２２２－５Ａ） 

47条（1.4） 

50条（1.7） 

51条（1.8） 

2C2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

4 
Ａ－ＲＨＲ熱交冷却水出口弁 

（ＭＶ２１４－７Ａ） 
48条（1.5） 2C2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

5 
ＮＧＣ Ｎ２トーラス出口隔離弁 

（ＭＶ２１７－５） 

48条（1.5） 

50条（1.7） 

52条（1.9） 

2C2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

6 
ＮＧＣ Ｎ２ドライウェル出口隔離弁 

（ＭＶ２１７－４） 

48条（1.5） 

50条（1.7） 

52条（1.9） 

2C2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

7 
Ｂ－ＲＨＲドライウェル 

第２スプレイ弁（ＭＶ２２２－４Ｂ） 

49条（1.6） 

50条（1.7） 

51条（1.8） 

2D2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

8 
Ｂ－ＲＨＲ注水弁 

（ＭＶ２２２－５Ｂ） 

47条（1.4） 

51条（1.8） 
2D2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

9 
Ｂ－ＲＨＲ熱交冷却水出口弁 

（ＭＶ２１４－７Ｂ） 

48条（1.5） 

50条（1.7） 
2D2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

10 
Ｂ－ＲＨＲ熱交バイパス弁 

（ＭＶ２２２－２Ｂ） 
50条（1.7） 2D2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

11 
ＭＵＷ ＰＣＶ代替冷却外側隔離弁 

（ＭＶ２７２－１９６） 
51条（1.8） 2D2-R/B-C/C 2SA2-C/C 

12 
ＮＧＣ 非常用ガス処理入口隔離弁 

（ＭＶ２１７－１８） 

48条（1.5） 

50条（1.7） 

52条（1.9） 

2D3-R/B-C/C 2SA2-C/C 

13 
ＮＧＣ 非常用ガス処理入口隔離弁

バイパス弁（ＭＶ２１７－２３） 

48条（1.5） 

50条（1.7） 

52条（1.9） 

2D3-R/B-C/C 2SA2-C/C 

14 
ＳＧＴ ＦＣＶＳ第１ベントフィル

タ入口弁（ＭＶ２２６－１３）

48条（1.5） 

50条（1.7） 

52条（1.9） 

2D3-R/B-C/C 2SA2-C/C 
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
１
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
交
流

 
 
 
 
 
：
直
流
 

【
1.
1】

 

緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用

原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た

め
の
手
順
等
 

－
 

－
 

【
1.
2】

 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
高
圧
時
に
発
電
用
原
子

炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順

等
 

・
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
中
央
制
御
室
か
 

ら
の
操
作
に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

 

 

・
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
原
子
炉
隔
離
時
 

冷
却
系
へ
の
給
電
 

・
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
原
子
炉
隔
離
 

時
冷
却
系
へ
の
給
電
 

 

・
ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
進
展
抑
制
 

 

 
 

 
  

 

 
 

添付資料 1.14.7 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

・
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
系
電
動
弁

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

・
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
系
電
動
弁

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

・
Ａ
－
Ｓ
Ｌ
Ｃ
ポ
ン
プ

 

・
Ａ
－
Ｓ
Ｌ
Ｃ
系
電
動
弁

 

・
Ｂ
－
Ｓ
Ｌ
Ｃ
ポ
ン
プ

 

・
Ｂ
－
Ｓ
Ｌ
Ｃ
系
電
動
弁

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

・
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
系
電
動
弁

 

2
30
V
系
充
電
器
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
 

2
30
V
系
充
電
器
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
２
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
：
交
流

 
：
直
流

 

【
1.
3】

 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
を
減
圧
す
る
た
め
の
手

順
等

 

・
可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
逃
が
し
安
全

弁
機
能
回
復

・
手
動
操
作
に
よ
る
減
圧

・
逃
が
し
安
全
弁
窒
素
ガ
ス
供
給
設
備
に
よ
る

窒
素
ガ
ス
確
保

・
代
替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧

・
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
復
旧

・
高
圧
溶
融
物
放
出
／
格
納
容
器
雰
囲
気
直
接

加
熱
の
防
止

※
「
主
蒸
気
逃
が
し
安
全
弁
用
蓄
電
池
（
補
助

盤
室
）
に
よ
る
逃
が
し
安
全
弁
機
能
回
復
」
の

給
電
に
関
し
て
は
【

1.
3】

に
て
整
理

－
 

 
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ａ
－

11
5V

系
充
電
器
 

Ｂ
－

11
5V

系
充
電
器

 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器

 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
 

・
逃
が
し
安
全
弁

・
逃
が
し
安
全
弁

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
３
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
交
流

 
 
 
 
 
：
直
流
 

【
1.
4】

 

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン

ダ
リ
低
圧
時
に
発
電
用
原
子

炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順

等
 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
 

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
 

残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

 ※
下
記
対
応
手
段
は
電
動
弁
の
み
供
給
対
象
 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
 

る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却
 

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
 

る
残
存
溶
融
炉
心
の
冷
却
 

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
 

去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
の
復
旧
 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
 

去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）
の
復
 

旧
 

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
低
圧
炉
心
 

ス
プ
レ
イ
系
の
復
旧
 

 

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

 

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ

 

 

 
 

・
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ａ
，
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ポ
ン
プ

 

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ポ
ン
プ

 

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ａ
，
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
ポ
ン
プ

 

・
Ｌ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
系
電
動
弁

 

・
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
４
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
交
流

 
 
 
 
 
：
直
流
 

【
1.
5】

 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
へ
熱
を

輸
送
す
る
た
め
の
手
順
等
 

・
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
 

炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
お
よ
び
除
熱
 

 

・
原
子
炉
補
機
代
替
冷
却
系
に
よ
る
除
熱

 
 

 
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 
Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

・
移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備

 

・
Ａ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
系
電
動
弁

 

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
系
電
動
弁

 

・
Ａ
，
Ｂ
－
Ｒ
Ｃ
Ｗ
系
電
動
弁

 

・
Ｎ
Ｇ
Ｃ
系
電
動
弁

 

・
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁

 

・
Ｎ
Ｇ
Ｃ
系
電
動
弁

 

・
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁

 

・
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
系
電
動
弁

 

・
Ｎ
Ｇ
Ｃ
系
電
動
弁

 

・
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
５
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
交
流

 
 
 
 
 
：
直
流
 

【
1.
6】

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

等
の
た
め
の
手
順
等
 

 

・
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
常
設
）
に
よ
 

る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
 

 

・
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
 

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却
 

 

・
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
 

去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
冷
却
 

モ
ー
ド
）
の
復
旧
 

 

 
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ

 

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ポ
ン
プ

 

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
ポ
ン
プ

 

・
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ

 

・
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
系
弁

 

・
Ａ
，
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ａ
，
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 

1.14-261
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
６
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
：
交
流

 
：
直
流
 

【
1.
7】

 

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破

損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順

等
 

・
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子

炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

・
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

【
1.
8】

 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶

融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の

手
順
等
 

・
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に

よ
る
ペ
デ
ス
タ
ル
内
へ
の
注
水

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 
Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

・
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ

・
残
留
熱
代
替
除
去
系
弁

・
Ａ
，
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ｎ
Ｇ
Ｃ
系
電
動
弁

・
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁

・
Ｎ
Ｇ
Ｃ
系
電
動
弁

・
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁

・
Ｎ
Ｇ
Ｃ
系
電
動
弁

・
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁

・
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
系
電
動
弁

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

・
Ａ
，
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

1.14-262
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
７
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
：
交
流

 
：
直
流
 

【
1.
8】

 

原
子
炉
格
納
容
器
下
部
の
溶

融
炉
心
を
冷
却
す
る
た
め
の

手
順
等
 

・
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る

ペ
デ
ス
タ
ル
内
へ
の
注
水

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

・
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
ペ
デ
ス
タ
ル
内
へ
の
注
水

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水

・
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
圧

力
容
器
へ
の
注
水

・
ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の
ほ
う
酸
水
注
入

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 
Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系

 

Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ

 
・
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
ポ
ン
プ

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系

 

・
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ｍ
Ｕ
Ｗ
系
電
動
弁

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ｂ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ｍ
Ｕ
Ｗ
系
電
動
弁

・
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
系
電
動
弁

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

 

所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

 

・
Ｈ
Ｐ
Ａ
Ｃ
系
電
動
弁

 
 

23
0V

系
充
電
器
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系

 

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｒ
系
電
動
弁

・
Ａ
－
Ｒ
Ｈ
Ｒ
系
電
動
弁

 
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器

 

・
Ａ
－
Ｓ
Ｌ
Ｃ
ポ
ン
プ

・
Ａ
－
Ｓ
Ｌ
Ｃ
系
電
動
弁

・
Ｂ
－
Ｓ
Ｌ
Ｃ
ポ
ン
プ

・
Ｂ
－
Ｓ
Ｌ
Ｃ
系
電
動
弁

1.14-263
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
８
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備
 

：
交
流

 
：
直
流
 

【
1.
9】

 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
格

納
容
器
の
破
損
を
防
止
す
る

た
め
の
手
順
等
 

・
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子

炉
格
納
容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素
ガ
ス

の
排
出

・
代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電

 
 

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放
射
線

モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）

Ｓ
Ａ
用

1
1
5
V
系
充
電
器

 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 
・
Ｎ
Ｇ
Ｃ
系
電
動
弁

・
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 
Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

・
Ｎ
Ｇ
Ｃ
系
電
動
弁

・
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁

・
Ｎ
Ｇ
Ｃ
系
電
動
弁

・
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁

・
Ｆ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
系
電
動
弁

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素

濃
度

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 
・
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
Ｂ
－
格
納
容
器
酸
素
濃
度

・
Ｂ
－
格
納
容
器
水
素
濃
度

計
装
Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

1.14-264
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
９
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
交
流
 
 
 
 
 
：
直
流
 

【
1.
10
】

 

水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建

屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た

め
の
手
順
等
 

・
代
替
電
源
に
よ
る
必
要
な
設
備
へ
の
給
電
 

 

 
 

 
 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

・
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

 

・
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

・
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

 

 
 
入
口
温
度

 

・
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

 

 
 
出
口
温
度

 

1.14-265
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
１
０
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
交
流
 
 
 
 
 
：
直
流
 

【
1.
11
】

 

使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
冷
却

等
の
た
め
の
手
順
等
 

・
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
監
視
 

 

・
代
替
交
流
電
源
設
備
を
使
用
し
た
燃
料
プ
ー

ル
冷
却
系
に
よ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
除
熱
 

 

【
1.
12
】

 

工
場
等
外
へ
の
放
射
性
物
質

の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の

手
順
等
 

－
 

－
 

【
1.
13
】

 

重
大
事
故
等
の
収
束
に
必
要

と
な
る
水
の
供
給
手
順
等
 

－
 

－
 

 
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
 

・
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ

 

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

 

・
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 
・
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
用
冷
却
設
備

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 
常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

 
・
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
用
冷
却
設
備

 

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

 
 Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

L／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｌ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

・
Ａ
－
Ｆ
Ｐ
Ｃ
ポ
ン
プ

 

・
Ｂ
－
Ｆ
Ｐ
Ｃ
ポ
ン
プ

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 
・
Ａ
－
Ｆ
Ｐ
Ｃ
系
弁

 

・
Ｂ
－
Ｆ
Ｐ
Ｃ
系
弁

 

1.14-266
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
１
１
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
：
交
流

 
 

 
 
：
直
流
 

【
1.
15
】

 

事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手

順
等
 

・
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
へ
の
給
電
 

 

 
 

 
  

 
Ｂ
－
11
5V

系
充
電
器

 

Ｂ
１
－

11
5V

系
充
電
器
（
Ｓ
Ａ
）

 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器

 

・
Ｂ
－
11

5V
系
直
流
電
源

 
※
１

 

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｂ
－
11

5V
系
蓄
電
池

 

・
Ｂ
１
－

11
5V

系
（
Ｓ
Ａ
）
直
流
電
源

 

※
２

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｂ
１
－
11

5V
系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）

 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
蓄
電
池

 

可
搬
型
直
流
電
源
設
備

 

・
Ｓ
Ａ
用

11
5Ｖ

系
直
流
電
源
 

※
３

 

 
 

・
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
系
計
装
用
直
流
電
源

 
※
７

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系

 

・
Ａ
－
計
装
用
無
停
電
交
流
電
源
装
置

 

 
※
４

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ａ
－
11

5V
系
蓄
電
池

 

・
Ｂ
－
計
装
用
無
停
電
交
流
電
源
装
置

 

 
※
５

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｂ
－
11

5V
系
蓄
電
池

 

Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
系
蓄
電
池

 

非
常
用
交
流
電
源
設
備

 
 

 
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
系
充
電
器

 

・
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
系
計
装
用
交
流
電
源

 
※
６

 

1.14-267
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
１
２
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
交
流
 
 
 
 
 
：
直
流
 

【
1.
15
】

 

事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手

順
等
 

・
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
へ
の
給
電
 

 

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 

 

 
 

・
Ⅰ
系
計
装
用
交
流
電
源
 
※
８

 

・
Ⅱ
系
計
装
用
交
流
電
源
 
※
９

 

・
Ｓ
Ａ
用
計
装
用
交
流
電
源

 
※

1
0
 

1.14-268
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
１
３
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
：
交
流
 

：
直
流
 

【
1.
15
】

 

事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手

順
等
 

・
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
へ
の
給
電

※
１
，
２
 
Ｂ
－
11
5V

系
直
流
電
源
，
Ｂ
１
－

11
5V

系
（
Ｓ
Ａ
）
電
源

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量

・
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
３

 
Ｓ
Ａ
用

11
5Ｖ

系
直
流
電
源

・
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
原
子
炉
圧
力

・
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

・
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

・
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

・
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

・
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

・
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

(狭
帯
域
用

) 
・
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

・
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

・
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

(狭
帯
域
用

)
・
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

・
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
ペ
デ
ス
タ
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

・
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

・
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

・
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）

・
格
納
容
器
水
素
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

・
ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位

・
ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

・
ス
ク
ラ
バ
容
器
温
度

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度

・
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

・
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

・
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度

・
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度

・
格
納
容
器
酸
素
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）（

Ｓ
Ａ
） 

・
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）

※
４

 
Ａ
－
計
装
用
無
停
電
交
流
電
源
装
置

・
原
子
炉
圧
力

・
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

・
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

・
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

・
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
） 

・
平
均
出
力
領
域
計
装

・
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

・
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
５

 
Ｂ
－
計
装
用
無
停
電
交
流
電
源
装
置

・
原
子
炉
圧
力

・
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

・
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

・
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

・
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

・
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

・
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
） 

・
平
均
出
力
領
域
計
装

・
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
１
４
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備

 
：
交
流
 

：
直
流
 

【
1.
15
】

 

事
故
時
の
計
装
に
関
す
る
手

順
等
 

・
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
へ
の
給
電

※
８

 
Ⅰ
系
計
装
用
交
流
電
源

・
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

・
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

・
中
性
子
源
領
域
計
装

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量

※
９
 
Ⅱ
系
計
装
用
交
流
電
源

・
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

・
中
性
子
源
領
域
計
装

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度

・
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

・
格
納
容
器
水
素
濃
度

・
格
納
容
器
酸
素
濃
度

※
６

 
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
系
計
装
用
交
流
電
源

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

※
1
0
 
Ｓ
Ａ
用
計
装
用
交
流
電
源

・
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃
度
計

・
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

・
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）

・
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

・
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
７
 
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
系
計
装
用
直
流
電
源

・
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
１
５
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備
 

：
交
流

 
：
直
流
 

【
1.
16
】

 

原
子
炉
制
御
室
の
居
住
性
等

に
関
す
る
手
順
等
 

・
居
住
性
の
確
保

・
格
納
容
器
か
ら
漏
え
い
す
る
空
気
中
の
放
射

性
物
質
の
濃
度
低
減

Ｌ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 
・
Ａ
－
再
循
環
用
フ
ァ
ン

Ｌ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 
・
Ｂ
－
再
循
環
用
フ
ァ
ン

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

・
Ａ
－
チ
ャ
コ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
タ
・

ブ
ー
ス
タ
・
フ
ァ
ン

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
（
三
脚
タ
イ
プ
）

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 
・
Ｂ
－
チ
ャ
コ
ー
ル
・
フ
ィ
ル
タ
・

ブ
ー
ス
タ
・
フ
ァ
ン

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

・
Ａ
－
Ｓ
Ｇ
Ｔ
排
風
機

・
Ａ
－
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁

・
Ｂ
－
Ｓ
Ｇ
Ｔ
排
風
機

・
Ｂ
－
Ｓ
Ｇ
Ｔ
系
電
動
弁

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 
・
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階

ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ

 
・
原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階

ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備
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審
査
基
準
に
お
け
る
要
求
事
項
毎
の
給
電
対
象
設
備
（
１
６
／
１
６
）

 

対
象
条
文
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
使
用
し
た
手
段

 

審
査
基
準
の
要
求
に
適
合
す
る
た
め
の
手
段
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
電
源
設
備
，
給
電
経
路
，
給
電
対
象
設
備
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：
交
流

 
 
 
 
：
直
流
 

【
1.

17
】

 

監
視
測
定
等
に
関
す
る
 

手
順
等

 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
の
代
替
交
流
電
源

か
ら
の
給
電
 

 

【
1.
18
】

 

緊
急
時
対
策
所
の
居
住
性
等

に
関
す
る
手
順
等

 

※
緊
急
時
対
策
所
の
代
替
交
流
電
源
設
備
か
ら

の
給
電
に
関
し
て
は
【

1.
18
】
に
て
整
理

 

－
 

【
1.
19
】

 

通
信
連
絡
に
関
す
る
手
順
等
 

・
発
電
所
内
の
通
信
連
絡
 

 ※
緊
急
時
対
策
所
用
発
電
機
に
よ
る
給
電
に
関
 

 
し
て
は
【

1.
1
8】

に
て
整
理
 

        

 

 
 

・
衛
星
電
話
設
備
（
固
定
型
）

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

可
搬
型
代
替
交
流
電
源
設
備

 

 

・
Ｓ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
デ
ー
タ
収
集
サ
ー
バ

 
計
装
Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 
・
無
線
通
信
設
備
（
固
定
型
）

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

 

Ｃ
／
Ｃ

 
Ｄ
系

 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト

 

・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ポ
ス
ト
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解
釈
一
覧

 

 

(1
)  

判
断
基
準
の
解
釈
一
覧
（
１
／
２
）
 

手
順

 
判
断
基
準
記
載
内
容
 

解
釈
 

1.
14
.2
.1

 
代

替
電

源
（
交
流
）
に
よ
る
対
応
手

順
 

(1
)
 
代
替
交
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電

 
ａ
．
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電

機
に
よ
る
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系

及
び
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
受
電

 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

1.
14
.2
.2

 
代

替
電

源
（
直
流
）
に
よ
る
対
応
手

順
 

(1
)
 
代
替
直
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電

 
ａ
．
所
内
常
設
蓄
電
式
直

流
電
源
設
備
及
び
常
設
代

替
直
流
電
源
設
備
に
よ
る

給
電
 

Ｂ
－
11
5V

系
蓄
電
池
の
電
圧
が

放
電
電
圧
の
最
低
値
を
下
回
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
 

Ｂ
－

11
5V

系
蓄

電
池

の
電

圧
が

94
.5
V
を
下
回
る
可
能
性
が
あ
る
場

合
 

Ｍ
／
Ｃ
，
Ｌ
／
Ｃ
，
Ｃ
／
Ｃ
の

Ｃ
系
及
び
Ｄ
系
 

２
Ｃ
，
２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

２
Ｃ
，
２
Ｄ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

 
２
Ｃ
３
，
２
Ｄ
３
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
 

(2
)
 
非
常
用
直
流
電

源
喪

失
時

の
遮

断
器

用
制
御
電
源
確
保

 

ａ
．
Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
蓄
電

池
に
よ

る
Ｂ

－
11
5V

系
直
流
盤
受
電
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
蓄
電
池
の
電
圧

が
規
定
電
圧
で
あ
る
場
合
 

Ｓ
Ａ
用

11
5
V
系
蓄
電
池
の
電
圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る
場
合
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

ｂ
．
非
常
用
直
流
電
源
喪

失
時
の

Ａ
－

11
5
V
系
直

流
盤
受
電
 

Ａ
－
11
5V

系
直
流
盤
の
電
圧
が

喪
失
し
た
場
合
 

Ａ
－

11
5V

系
直
流
盤
の
電
圧
が

92
V

以
下
に
な
っ
た
場
合
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

(3
)
 
号
炉
間
連
絡
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
た

直
流
電
源
確
保

 

ａ
．
号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ

ル
を
使
用
し
た
Ａ
－

11
5V

系
直
流
盤
又
は
Ｂ
－

11
5V

系
直
流
盤
受
電
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

１
Ｃ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

１
Ｄ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

１
Ｔ
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ａ
－
計
装
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

１
Ｕ
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｂ
－
計
装
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

添付資料 1.14.8(1) 

1.14-273

1148



 

(1
) 

判
断
基
準
の
解
釈
一
覧
（
２
／
２
）
 

手
順

 
判
断
基
準
記
載
内
容
 

解
釈
 

1.
14
.2
.3

 
代
替
所
内
電

気
設
備
に
よ
る
対
応
手
順

 
(1
)
 

代
替

所
内

電
気

設
備
に
よ
る
給
電

 
ａ
．
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電

機
又
は
高
圧
発
電
機
車
に

よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ

及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

セ
ン
タ
受
電
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

２
Ｓ
Ａ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｓ
Ａ
１
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

２
Ｓ
Ａ
２
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

 

1.14-274

1149



(2
)

操
作
手
順
の
解
釈
一
覧
（
１
／
９
）

手
順
 

操
作
手
順
記
載
内
容

 
解
釈
 

1.
14
.2
.1

 
代

替
電

源
（
交
流
）
に
よ
る
対

応
手
順

 

(1
)

代
替
交
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電

ａ
．
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
機

に
よ

る
Ｍ

／
Ｃ

 
Ｃ
系
及
び
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｄ

系
受
電
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
の

動
力

変
圧

器
用
遮
断
器
以
外
の
遮
断
器
 

２
号
緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
受
電
遮
断
器
 

２
号
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
遮
断
器

 
２
Ｃ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

２
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

２
号
緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
・
２
－
Ｆ
Ｓ

 
Ｍ
／

Ｃ
母
線
連
絡
遮
断
器
 

２
号
緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
・
予
備
緊
急
用
Ｍ
／

Ｃ
母
線
連
絡
遮
断
器
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
１
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｃ
２
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｃ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｓ
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
１
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｄ
２
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｄ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
遮
断
器
 

２
Ｃ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

２
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
の
受
電
遮
断
器
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
遮
断
器
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
の
受
電
遮
断
器
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
遮
断
器
 

ｂ
．
高
圧
発
電
機
車
に

よ
る
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系
又

は
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
受
電
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

添付資料 1.14.8(2) 

1.14-275

1150



   

(2
) 

操
作
手
順
の
解
釈
一
覧
（
２
／
９
）
 

手
順
 

操
作
手
順
記
載
内
容

 
解
釈
 

1.
14
.2
.1

 
代

替
電

源
（
交
流
）
に
よ
る
対

応
手
順

 

(1
) 

代
替
交
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電

 

ｂ
．
高
圧
発
電
機
車
に

よ
る
Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ
系
又

は
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
受
電
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
１
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｃ
２
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｃ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

２
Ｓ
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
１
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｄ
２
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｄ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
遮
断
器
 

２
Ｃ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

２
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
の

受
電

遮
断

器
 

２
号
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
遮

断
器
 

メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
 

c．
号
炉
間
電
力
融
通
ケ

ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
Ｍ

／
Ｃ

 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／

Ｃ
 
Ｄ
系
受
電
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
１
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｃ
２
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｃ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｓ
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

1.14-276
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(2
) 

操
作
手
順
の
解
釈
一
覧
（
３
／
９
）
 

手
順
 

操
作
手
順
記
載
内
容

 
解
釈
 

1.
14
.2
.1

 
代

替
電

源
（
交
流
）
に
よ
る
対

応
手
順

 

(1
)
 
代
替
交
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電

 
 

c．
号
炉
間
電
力
融
通
ケ

ー
ブ
ル
を
使
用
し
た
Ｍ

／
Ｃ

 
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／

Ｃ
 
Ｄ
系
受
電
 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
１
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｄ
２
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｄ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

号
炉

間
電

力
融

通
に

伴
う

受
電

遮
断
器
 

予
備
変
受
電
遮
断
器
 

１
号

炉
の

常
用

高
圧

母
線

及
び

非
常
用
高
圧
母
線
 

１
Ａ
－
メ
タ
ク
ラ
 

１
Ｂ
－
メ
タ
ク
ラ
 

１
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

１
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

常
用
高
圧
母
線
，
非
常
用
高
圧
母

線
 

２
Ａ
－
メ
タ
ク
ラ
 

２
Ｂ
－
メ
タ
ク
ラ
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

1.
14
.
2.
2
 

代
替

電
源
（
直
流
）
に
よ
る
対

応
手
順

 

(1
)
 
代
替
直
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電

 
ａ
．
所
内
常
設
蓄
電
式

直
流
電
源
設
備
及
び
常

設
代
替
直
流
電
源
設
備

に
よ
る
給
電
 

Ｂ
－

11
5V

系
充
電
器
盤
，
Ｂ
１

－
11
5V

系
充
電
器
盤
（
Ｓ
Ａ
）

及
び
Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
盤

に
て

負
荷

電
圧

が
規

定
電

圧
で

あ
る
こ
と
を
確
認
 

Ｂ
－
11
5V

系
充
電
器
盤
に
て
負
荷
電
圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

Ｂ
１
－
11
5V

系
充
電
器
盤
（
Ｓ
Ａ
）
に
て

負
荷
電
圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
盤
に
て
負
荷
電
圧

が
94
.5
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

 

Ｂ
－

11
5V

系
蓄
電
池
か
ら
Ｂ
１

－
11
5V

系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
へ

の
切
替
え
 

Ｂ
－
11
5V

系
蓄
電
池
か
ら
Ｂ
１
－
11
5V

系

蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
へ
の
切
替
え
操
作
を
Ｂ

－
11
5V

系
直
流
盤
及
び
Ｂ
－
11
5V

系
直
流

盤
（
Ｓ
Ａ
）
に
て
実
施
(操

作
場
所
:

 
廃
棄

物
処
理
建
物
地
下
１
階
中
階
Ｂ
－
計
装
用

電
気
室
及
び
充
電
器
室
) 

 

1.14-277
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(2
) 

操
作
手
順
の
解
釈
一
覧
（
４
／
９
）
 

手
順
 

操
作
手
順
記
載
内
容

 
解
釈
 

1.
14
.2
.2

 
代

替
電

源
（
直
流
）
に
よ
る
対

応
手
順

 

(1
)
 
代
替
直
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電

 
ａ
．
所
内
常
設
蓄
電
式

直
流
電
源
設
備
及
び
常

設
代
替
直
流
電
源
設
備

に
よ
る
給
電
 

Ｂ
－

11
5V

系
蓄
電
池
の
電
圧
が

放
電

電
圧

の
最

低
値

を
下

回
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
 

Ｂ
－
11
5V

系
蓄
電
池
の
電
圧
が

94
.5
V
を

下
回
る
可
能
性
が
あ
る
場
合
 

Ｂ
１
－

11
5V

系
充
電
器
盤
（
Ｓ

Ａ
）
蓄
電
池
電
圧
指
示
値
が
規
定

電
圧
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

Ｂ
１
－
11
5V

系
充
電
器
（
Ｓ
Ａ
）
に
て
負

荷
電
圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

Ｌ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

の
Ａ

－
計

装
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
用
遮
断
器
 

２
Ａ
－
計
装
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
遮
断

器
 

Ａ
－

11
5V

系
充
電
器
盤
の
運
転

状
態

及
び

充
電

器
電

圧
指

示
値

が
規

定
電

圧
で

あ
る

こ
と

を
確

認
 

充
電
器
出
力
電
圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
 

Ｃ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

の
受

電
操

作
又

は
受
電
確
認
を
実
施
し
，
中
央
制

御
室

監
視

計
器

電
源

が
復

旧
さ

れ
た
こ
と
を
確
認
 

Ａ
－
無
停
電
交
流
電
源
装
置
の
受
電
操
作

又
は
受
電
確
認
を
実
施
し
，
電
源
が
復
旧

さ
れ
た
こ
と
を
確
認
 

Ｂ
－
中
央
制
御
室
排
風
機
 

Ｂ
－
中
央
制
御
室
排
風
機
 

Ｌ
／

Ｃ
 

Ｄ
系

の
Ｂ

－
計

装
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
用
遮
断
器
 

２
Ｂ
－
計
装
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
遮
断

器
 

1.14-278

1153



   

(2
) 

操
作
手
順
の
解
釈
一
覧
（
５
／
９
）
 

手
順
 

操
作
手
順
記
載
内
容

 
解
釈
 

1.
14
.2
.2

 
代

替
電

源
（
直
流
）
に
よ
る
対

応
手
順

 

(1
)
 
代
替
直
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電

 
ａ
．
所
内
常
設
蓄
電
式

直
流
電
源
設
備
及
び
常

設
代
替
直
流
電
源
設
備

に
よ
る
給
電
 

Ｂ
－

11
5V

系
充
電
器
盤
充
電
器

電
圧

指
示

値
が

規
定

電
圧

で
あ

る
こ
と
を
確
認
 

充
電
器
出
力
電
圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
 

Ｂ
１
－

11
5V

系
充
電
器
盤
（
Ｓ

Ａ
）
充
電
器
電
圧
指
示
値
が
規
定

電
圧
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

充
電
器
出
力
電
圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
盤
充
電

器
電

圧
指

示
値

が
規

定
電

圧
で

あ
る
こ
と
を
確
認
 

充
電
器
出
力
電
圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
 

23
0V

系
充
電
器
盤
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）

充
電

器
電

圧
指

示
値

が
規

定
電

圧
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

充
電
器
出
力
電
圧
が

19
4.
4V

以
上
で
あ
る

こ
と
を
確
認
 

Ｃ
／

Ｃ
 

Ｄ
系

の
受

電
操

作
又

は
受
電
確
認
を
実
施
し
，
中
央
制

御
室

監
視

計
器

電
源

が
復

旧
さ

れ
た
こ
と
を
確
認
 

Ｂ
－
無
停
電
交
流
電
源
装
置
の
受
電
操
作

又
は
受
電
確
認
を
実
施
し
，
電
源
が
復
旧

さ
れ
た
こ
と
を
確
認
 

ｂ
．
可
搬
型
直
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電
 

Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
 

２
Ｓ
Ａ
１
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

充
電
器
切
替
盤
 

Ｂ
１
－
11
5V

系
（
Ｓ
Ａ
）
充
電
器
電
源
切

替
盤
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(2
) 

操
作
手
順
の
解
釈
一
覧
（
６
／
９
）
 

手
順
 

操
作
手
順
記
載
内
容

 
解
釈
 

1.
14
.2
.2

 
代

替
電

源
（
直
流
）
に
よ
る
対

応
手
順

 

(1
)
 
代
替
直
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電

 
ｂ
．
可
搬
型
直
流
電
源

設
備
に
よ
る
給
電
 

充
電
器
運
転
開
閉
器
 

Ｂ
１
－
11
5V

系
充
電
器
盤
（
Ｓ
Ａ
）

 
Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
盤
 

23
0V

系
充
電
器
盤
（
常
用
）
 

充
電

器
盤

充
電

器
電

圧
指

示
値

が
規

定
電

圧
で

あ
る

こ
と

を
確

認
 

Ｂ
１
－
11
5V

系
充
電
器
盤
（
Ｓ
Ａ
）
に
て

負
荷
電
圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を

確
認
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
盤
に
て
負
荷
電
圧

が
94
.5
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

 
23
0V

系
充
電
器
盤
（
常
用
）
に
て
負
荷
電

圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

 

ｃ
．
直
流
給
電
車
に
よ

る
給
電
 

Ｂ
－
11
5V

系
直
流
盤
及
び

23
0V

系
直
流
盤
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
へ
の
給

電
状

況
に

異
常

が
な

い
こ

と
及

び
電

圧
指

示
値

が
規

定
電

圧
で

あ
る
こ
と
の
確
認
 

Ｂ
－

11
5V

系
直

流
盤

電
圧

が
92
V
～

12
6.
5V

で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

23
0V

系
直

流
盤

（
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
）

電
圧

が

17
2.
5V
～
25
3V

で
あ
る
こ
と
を
確
認

 

Ｂ
－

11
5V

系
直
流
盤
（
Ｓ
Ａ
）

及
び

23
0V

系
直
流
盤
（
常
用
）

へ
の

給
電

状
況

に
異

常
が

な
い

こ
と

及
び

電
圧

指
示

値
が

規
定

電
圧
で
あ
る
こ
と
の
確
認
 

Ｂ
－
11
5V

系
直
流
盤
（
Ｓ
Ａ
）
電
圧
が

92
V

～
12
6.
5V

で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

23
0V

系
直
流
盤
（
常
用
）
電
圧
が

17
2.
5V

～
25
3V

で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

(2
) 

非
常
用
直
流
電

源
喪
失
時
の
遮
断
器

用
制
御
電
源
確
保

 

ａ
. 
Ｓ
Ａ
用

11
5V

系

蓄
電

池
に

よ
る

Ｂ
－

11
5V

系
直
流
盤
受
電
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V

系
充
電
器
盤
蓄
電

池
電
圧
指
示
値
が
規
定
電
圧
で

あ
る
こ
と
を
確
認
 

電
圧
が

94
.5
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

 

1.14-280

1155



   

(2
) 

操
作
手
順
の
解
釈
一
覧
（
７
／
９
）
 

手
順
 

操
作
手
順
記
載
内
容

 
解
釈
 

1.
14
.2
.2

 
代

替
電

源
（
直
流
）
に
よ
る
対

応
手
順

 

(2
) 

非
常
用
直
流
電

源
喪
失
時
の
遮
断
器

用
制
御
電
源
確
保

 

ｂ
.
非

常
用

直
流

電
源

喪
失
時
の
Ａ
－
11
5V

系

直
流
盤
受
電
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
の
受
電
遮
断
器
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
遮
断
器
 

Ｍ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

の
母

線
連

絡
遮

断
器

及
び

Ｍ
／

Ｃ
 

Ａ
系

の
受

電
遮
断
器
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
受
電
遮
断
器
 

予
備
変
受
電
遮
断
器
 

Ｍ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

へ
給

電
す

る
た

め
の

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
の

遮
断

器
 

２
Ｃ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｌ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
１
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｃ
２
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

２
Ｃ
３
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｓ
－
Ｒ
／
Ｂ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

Ｌ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

の
Ａ

－
計

装
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
用
遮
断
器
 

Ａ
－
計
装
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
用
遮
断

器
 

Ａ
－

11
5V

系
充
電
器
盤
及
び
Ａ

－
11
5V

系
直
流
盤
の
電
圧
指
示

値
が

規
定

電
圧

で
あ

る
こ

と
を

確
認
 

Ａ
－
11
5V

系
充
電
器
盤
電
圧
が

94
.5

V
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

Ａ
－

11
5V

系
直

流
盤

電
圧

が
92
V
～

12
6.
5V

で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

１
号

炉
の

常
用

高
圧

母
線

及
び

非
常

用
高

圧
母

線
の

母
線

連
絡

及
び
予
備
変
受
電
の
遮
断
器
 

１
Ａ
－
メ
タ
ク
ラ
受
電
遮
断
器
 

１
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
受
電
遮
断
器
 

予
備
変
受
電
遮
断
器
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(2
) 

操
作
手
順
の
解
釈
一
覧
（
８
／
９
）
 

手
順
 

操
作
手
順
記
載
内
容

 
解
釈
 

1.
14
.2
.2

 
代

替
電

源
（
直
流
）
に
よ
る
対

応
手
順

 

(3
)
 
号
炉
間
連
絡
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
た

直
流
電
源
確
保
 

ａ
．
号
炉
間
連
絡
ケ
ー

ブ
ル
を
使
用
し
た
Ａ
－

11
5V

系
直
流
盤
又
は
Ｂ

－
11
5V

系
直
流
盤
受
電
 

他
号

炉
の

Ｃ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

又
は

Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

１
Ｔ
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
 

１
Ｕ
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
 

当
該

号
炉

の
Ｃ

／
Ｃ

 
Ｃ

系
又

は
Ｃ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ａ
－
計
装
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｂ
－
計
装
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

Ａ
－

11
5V

系
充
電
器
盤
充
電
器

電
圧
指
示
値
，
Ａ
－

11
5V

系
直

流
盤
電
圧
指
示
値
 

Ａ
－
11
5V

系
充
電
器
盤
電
圧
が

94
.5

V
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

Ａ
－

11
5V

系
直

流
盤

電
圧

が
92
V
～

12
6.
5V

で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

Ｂ
－

11
5V

系
充
電
器
盤
充
電
器

電
圧
指
示
値
，
Ｂ
－

11
5V

系
直

流
盤
電
圧
指
示
値
が
規
定
電
圧
 

Ｂ
－
11
5V

系
充
電
器
盤
電
圧
が

94
.5

V
以

上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

Ｂ
－

11
5V

系
直

流
盤

電
圧

が
92
V
～

12
6.
5V

で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

1.
14
.2
.3

 
代

替
所

内
電

気
設

備
に

よ
る

対
応
手
順

 

(1
)
 
代
替
所
内
電
気

設
備
に
よ
る
給
電

 

ａ
．
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
又
は
高
圧
発
電
機

車
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド

セ
ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
 

Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

２
Ｓ
Ａ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｓ
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
 

２
Ｓ
Ａ
１
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｓ
Ａ
２
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
の

動
力

変
圧

器
用
遮
断
器
以
外
の
遮
断
器
 

２
号
緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
受
電
遮
断
器
 

２
号
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
遮
断
器

 
２
Ｃ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

２
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

２
号
緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
・
２
－
Ｆ
Ｓ

 
Ｍ
／

Ｃ
母
線
連
絡
遮
断
器
 

２
号
緊
急
用
Ｍ
／
Ｃ
・
予
備
緊
急
用
Ｍ
／

Ｃ
母
線
連
絡
遮
断
器
 

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
の

受
電

を
電

圧
確
認
 

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
の

電
圧

が
62
10

V
～

75
90
V
で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
の

Ｓ
Ａ

－
Ｌ

／
Ｃ
へ
の
遮
断
器
 

２
－
Ｓ
Ａ
動
力
変
圧
器
遮
断
器
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(2
) 

操
作
手
順
の
解
釈
一
覧
（
９
／
９
）
 

手
順
 

操
作
手
順
記
載
内
容

 
解
釈
 

1.
14
.2
.3

 
代

替
所

内
電

気
設

備
に

よ
る

対
応
手
順

 

(1
)
 
代
替
所
内
電
気

設
備
に
よ
る
給
電

 
ａ
．
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
機
又
は
高
圧
発
電
機

車
に
よ
る
Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド

セ
ン
タ
及
び
Ｓ
Ａ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
 

Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ
の
電
圧
確
認
 

Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ
の
電
圧
が

39
1V
～
50
6V

で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

Ｓ
Ａ

電
源

切
替

盤
に

て
各

電
動

弁
電
源
を
「
Ｓ
Ａ
側
」
へ
切
り
替

え
 

「
Ｄ
Ｂ
Ａ
側
」
か
ら
「
Ｓ
Ａ
側
」
へ
受
電

切
替
 

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
の

受
電

遮
断

器
 

２
号
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
接
続
プ
ラ
グ
盤
遮

断
器
 

メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
切
替
盤
 

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
の

Ｓ
Ａ

－
Ｌ

／
Ｃ

へ
の

遮
断

器
及

び
非

常
用

高
圧
母
線
用
遮
断
器
 

２
－
Ｓ
Ａ
動
力
変
圧
器
遮
断
器
 

２
Ｃ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

２
Ｄ
－
Ｍ
／
Ｃ
切
替
盤
遮
断
器
 

1.
14
.2
.5

 
重

大
事

故
等
対
処
設
備
（
設
計

基
準
拡
張
）
に
よ
る
対

応
手
順

 

(2
)
 
非
常
用
直
流
電

源
設
備
に
よ
る
給
電

 

 
Ａ
－

11
5V

系
直
流
盤
，
Ｈ
Ｐ
Ｃ

Ｓ
系
直
流
盤
，

23
0V

系
直
流
盤

（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）
，
Ａ
－
原
子
炉
中

性
子

計
装

用
充

電
器

盤
及

び
Ｂ

－
中

性
子

計
装

用
充

電
器

盤
電

圧
指

示
値

が
規

定
値

で
あ

る
こ

と
を
確
認
 

Ａ
－

11
5V

系
直

流
盤

電
圧

が
92
V
～

12
6.
5V

で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
直

流
盤

電
圧

が
92
V
～

12
6.
5V

で
あ
る
こ
と
を
確
認
 

23
0V

系
直

流
盤

（
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
）

電
圧

が
17
2.
5V
～
25
3V

で
あ
る
こ
と
を
確
認

 
Ａ
－
原
子
炉
中
性
子
計
装
用
充
電
器
盤
電

圧
が
±
21
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認

 
Ｂ
－
中
性
子
計
装
用
充
電
器
盤
電
圧
指
示

値
電
圧
が
±

21
V
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
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(3
)  

操
作
の
成
立
性
の
解
釈
一
覧
（
１
／
１
）
 

手
順

 
操
作
の
成
立
性
記
載
内
容
 

解
釈
 

1.
14
.2
.1

 
代
替
電
源

（
交
流
）
に
よ
る
対
応

手
順

 

(1
)
 

代
替
交

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電
 

ａ
．
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電

機
に

よ
る

Ｍ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

及
び

Ｍ
／

Ｃ
 

Ｄ
系

受
電
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

ｂ
．
高
圧
発
電
機
車
に
よ

る
Ｍ

／
Ｃ

 
Ｃ

系
又

は
Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
受
電
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

c
．
号
炉
間
電
力
融
通
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
た

Ｍ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
 
Ｄ
系
受
電
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｃ
系
 

２
Ｃ
－
メ
タ
ク
ラ
 

Ｍ
／
Ｃ
 
Ｄ
系
 

２
Ｄ
－
メ
タ
ク
ラ
 

1.
14
.2
.2

 
代
替
電
源

（
直
流
）
に
よ
る
対
応

手
順

 

(3
)
 

号
炉
間

連
絡

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

た
直

流
電

源
確

保
 

ａ
．
号
炉
間
連
絡
ケ
ー
ブ

ル
を

使
用

し
た

Ａ
－

11
5V

系
直
流
盤
又
は
Ｂ

－
11
5V

系
直
流
盤
受
電
 

他
号
炉
の
Ｃ
／
Ｃ
 

１
Ｔ
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

１
Ｕ
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 

1.
14
.2
.3

 
代
替
所
内

電
気
設
備
に
よ
る
対
応

手
順

 

(1
)
 

代
替
所

内
電

気
設

備
に

よ
る

給
電
 

ａ
．
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電

機
又

は
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
受
電
 

Ｓ
Ａ
－
Ｌ
／
Ｃ
 

２
Ｓ
Ａ
－
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
 

Ｓ
Ａ
－
Ｃ
／
Ｃ
 

２
Ｓ
Ａ
１
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

 
２
Ｓ
Ａ
２
－
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
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1.15 事故時の計装に関する手順等 

＜ 目 次 ＞ 

1.15.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方

(2) 対応手段と設備の選定の結果

ａ．パラメータを計測する計器の故障時に発電用原子炉施設の状態を把握する

ための手段及び設備 

ｂ．原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子

炉格納容器への注水量を監視するパラメータの値が計器の計測範囲を超え

た場合に発電用原子炉施設の状態を把握するための手段及び設備 

ｃ．計測に必要な計器電源が喪失した場合の手段及び設備 

ｄ．重大事故等時のパラメータを記録する手段及び設備 

ｅ．手順等 

1.15.2 重大事故等時の手順等 

1.15.2.1 監視機能喪失 

(1) 計器の故障

(2) 計器の計測範囲（把握能力）を超えた場合

ａ．代替パラメータによる推定 

ｂ．可搬型計測器によるパラメータ計測又は監視 

1.15.2.2 計測に必要な電源の喪失 

(1) 全交流動力電源喪失及び直流電源喪失

ａ．所内常設蓄電式直流電源設備又は常設代替直流電源設備からの給電 

ｂ．常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備からの給電 

ｃ．可搬型直流電源設備又は直流給電車からの給電 

ｄ．可搬型計測器によるパラメータ計測又は監視 

ｅ．重大事故等時の対応手段の選択 

1.15.3 重大事故等時のパラメータを記録する手順 

1.15.4 その他の手順項目にて考慮する手順 
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添付資料 1.15.1 審査基準，基準規則と対処設備との対応表 

添付資料 1.15.2 重大事故等対処に必要なパラメータの選定 

添付資料 1.15.3 重大事故等対処に係る監視事項 

添付資料 1.15.4 重大事故等対策の成立性 

添付資料 1.15.5 可搬型計測器の必要台数整理 

添付資料 1.15.6 代替パラメータにて重大事故等対処時の判断基準を判断した場

合の影響について 

添付資料 1.15.7 原子炉水位不明時の対応について 

添付資料 1.15.8 自主対策設備仕様 

添付資料 1.15.9 手順のリンク先について 
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1.15 事故時の計装に関する手順等 

 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、重大事故等が発生し、計測機器（非常用のもの

を含む。）の故障により当該重大事故等に対処するために監視することが必要な

パラメータを計測することが困難となった場合において当該パラメータを推定

するために有効な情報を把握するために必要な手順等が適切に整備されている

か、又は整備される方針が適切に示されていること。 

 

【解釈】 

１ 「当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測

することが困難となった場合においても当該パラメータを推定するために有

効な情報を把握するために必要な手順等」とは、以下に掲げる措置又はこれら

と同等以上の効果を有する措置を行うための手順等をいう。なお、「当該重大

事故等に対処するために監視することが必要なパラメータ」とは、事業者が検

討すべき炉心損傷防止対策及び格納容器破損防止対策を成功させるために把

握することが必要な発電用原子炉施設の状態を意味する。 

ａ）設計基準を超える状態における発電用原子炉施設の状態の把握能力を明確化

すること。（最高計測可能温度等） 

ｂ）発電用原子炉施設の状態の把握能力（最高計測可能温度等）を超えた場合の

発電用原子炉施設の状態を推定すること。 

ⅰ）原子炉圧力容器内の温度、圧力及び水位を推定すること。 

ⅱ）原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量を推定すること。 

ⅲ）推定するために必要なパラメータについて、複数のパラメータの中から確

からしさを考慮し、優先順位を定めておくこと。 

ｃ）原子炉格納容器内の温度、圧力、水位、水素濃度及び放射線量率など想定さ

れる重大事故等の対応に必要となるパラメータが計測又は監視及び記録がで

きること。 

ｄ）直流電源喪失時に、特に重要なパラメータを計測又は監視を行う手順等（テ

スター又は換算表等）を整備すること。 

重大事故等が発生し，計測機器（非常用のものを含む。）の故障等により，当

該重大事故等に対処するために監視することが必要なパラメータを計測すること

が困難となった場合に，当該パラメータの推定に有効な情報を把握するため，計

器の故障（検出器の測定値不良，ケーブルの断線等）時の対応，計器の計測範囲

を超えた場合への対応，計器電源の喪失時の対応，計測結果を記録する手順等を

整備する。 
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1.15.1 対応手段と設備の選定 

(1) 対応手段と設備の選定の考え方

重大事故等時において，炉心損傷防止対策，格納容器破損防止対策等を実施

するため，発電用原子炉施設の状態を把握することが重要である。当該重大事

故等に対処するために監視することが必要なパラメータを，技術的能力に係る

審査基準（以下「審査基準」という。）1.1～1.15の手順着手の判断基準及び

操作手順に用いられるパラメータ並びに有効性評価の判断及び確認に用いる

パラメータを抽出する（以下「抽出パラメータ」という。）。 

なお，審査基準 1.16～1.19の手順着手の判断基準及び操作手順に用いられ

るパラメータについては，炉心損傷防止対策，格納容器破損防止対策等を成功

させるための手順ではないため，各々の手順において整備する。 

（添付資料 1.15.3） 

抽出パラメータのうち，当該重大事故等の炉心損傷防止対策，格納容器破損

防止対策等を成功させるために把握することが必要な発電用原子炉施設の状

態を直接監視するパラメータ※１（以下「主要パラメータ」という。）及び主要

パラメータを計測するための重大事故等対処設備を選定する。 

※１：原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，原子炉圧力容器及び原子炉

格納容器への注水量，原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃

度及び放射線量率，未臨界の維持又は監視，最終ヒートシンクの確保，

格納容器バイパスの監視，水源の確保，原子炉建物内の水素濃度，原

子炉格納容器内の酸素濃度，燃料プールの監視。 

また，計器の故障，計器の計測範囲（把握能力）の超過及び計器電源喪失に

より，主要パラメータを計測することが困難となった場合において，主要パラ

メータの推定に必要なパラメータ（以下「代替パラメータ」という。）を用い

て対応する手段を整備し，重大事故等対処設備を選定する（第 1.15－1図，第

1.15－2図）。（以下「機能喪失原因対策分析」という。） 

さらに，原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃度，放射線量率等，

想定される重大事故等の対応に必要となるパラメータの記録手順及びそのた

めに必要となる重大事故等対処設備を選定する。抽出パラメータのうち，発電

用原子炉施設の状態を直接監視することはできないパラメータについては，電

源設備の受電状態，重大事故等対処設備の運転状態及びその他の設備の運転状

態により発電用原子炉施設の状態を補助的に監視するパラメータ（以下「補助

パラメータ」という。）に分類し，第 1.15－4表に整理する。なお，重大事故

等対処設備の運転・動作状態を表示する設備（ランプ表示灯等）については，

各条文の設置許可基準規則第四十三条への適合状況のうち，(2)操作性（設置

許可基準規則第四十三条第一項二）にて，適合性を整理する。 
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重大事故等対処設備のほかに，柔軟な事故対応を行うための対応手段及び自

主対策設備※２を選定する。 

※２ 自主対策設備：技術基準上の全ての要求事項を満たすことや全てのプ

ラント状況において使用することは困難であるが，プ

ラント状況によっては，事故対応に有効な設備。 

 

選定した重大事故等対処設備により，審査基準だけでなく，設置許可基準規

則第五十八条及び技術基準規則第七十三条（以下「基準規則」という。）の要

求機能を満足する設備が網羅されていることを確認するとともに，自主対策設

備との関係を明確にする。 

（添付資料 1.15.1） 

 

主要パラメータは以下のとおり分類する。 

・重要監視パラメータ 

主要パラメータのうち，耐震性，耐環境性を有し，重大事故等対処設備

としての要求事項を満たした計器を少なくとも１つ以上有するパラメータ

をいう。 

・有効監視パラメータ 

主要パラメータのうち，自主対策設備の計器のみで計測されるが，計測

することが困難となった場合にその代替パラメータが重大事故等対処設備

としての要求事項を満たした計器で計測されるパラメータをいう。 

 

代替パラメータは以下のとおり分類する。 

・重要代替監視パラメータ 

主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が重大事故等対処設備

としての要求事項を満たした計器を少なくとも１つ以上有するパラメータ

をいう。 

・有効監視パラメータ 

主要パラメータの代替パラメータが自主対策設備の計器のみで計測され

るパラメータをいう。 

 

また，主要パラメータ及び代替パラメータを計測する設備は以下のとおり分

類する。 

主要パラメータを計測する計器は以下のとおり。 

・重要計器 

重要監視パラメータを計測する計器のうち，耐震性，耐環境性を有し，

重大事故等対処設備として位置付ける計器をいう。 

・常用計器 

主要パラメータを計測する計器のうち，重要計器以外の自主対策設備の
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計器をいう。 

 

代替パラメータを計測する計器は以下のとおり。 

・重要代替計器 

重要代替監視パラメータを計測する計器のうち，耐震性，耐環境性を有

し，重大事故等対処設備として位置付ける計器をいう。 

・常用代替計器 

代替パラメータを計測する計器のうち，重要代替計器以外の自主対策設

備の計器をいう。 

 

なお，主要パラメータが重大事故等対処設備で計測できず，かつその代替パ

ラメータも重大事故等対処設備で計測できない場合は，重大事故等時に発電用

原子炉施設の状態を把握するため，主要パラメータを計測する計器の１つを重

大事故等対処設備としての要求を満たした計器へ変更する。 

（添付資料 1.15.2） 

 

以上の分類により抽出した重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメー

タを第 1.15－2 表に示す。あわせて，設計基準を超える状態における発電用原

子炉施設の状態を把握する能力を明確化するために，重要監視パラメータ及び

重要代替監視パラメータの計測範囲，個数，耐震性及び非常用電源からの給電

の有無についても整理する。 

整理した結果を踏まえ，原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原

子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量を監視するパラメータの値が計

測範囲を超えた場合，発電用原子炉施設の状態を推定するための手段を整備す

る。 

重大事故等の対処に必要なパラメータを計測又は監視し，記録する手順等を

整備する。 

（添付資料 1.15.2） 

  

1.15-6

1165



(2) 対応手段と設備の選定の結果

機能喪失原因対策分析の結果，監視機能の喪失として計器故障及び計器の計

測範囲（把握能力）を超過した場合を想定する。また，全交流動力電源喪失及

び直流電源喪失による計器電源の喪失を想定する。 

ａ．パラメータを計測する計器の故障時に発電用原子炉施設の状態を把握する

ための手段及び設備 

(a) 対応手段

重大事故等の対処時に主要パラメータを計測する計器が故障した場合，

発電用原子炉施設の状態を把握するため，多重化された計器の他チャンネ

ル※３の計器により計測する手段及び代替パラメータを計測する計器によ

り当該パラメータを推定する手段がある（第 1.15－3表）。

※３ チャンネル：単一故障を想定しても，パラメータの監視機能が喪

失しないように，１つのパラメータを測定原理が同

じである複数の計器で監視しており，多重化された

監視機能のうち，検出器から指示部までの最小単位

をチャンネルと呼ぶ。 

他チャンネルによる計測に使用する計器は以下のとおり。 

・主要パラメータの他チャンネルの重要計器

・主要パラメータの他チャンネルの常用計器

代替パラメータを計測する計器は以下のとおり。 

・重要代替計器

・常用代替計器

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，主要パラメータを計測す

る計器の故障時に発電用原子炉施設の状態を把握するための設備のうち，

当該パラメータの他チャンネルの重要計器は重大事故等対処設備として位

置付ける。代替パラメータによる推定に使用する設備のうち，重要代替計

器は重大事故等対処設備として位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備が全

て網羅されている。 

（添付資料 1.15.1） 

以上の重大事故等対処設備により，主要パラメータを把握することがで

きる。また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備
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であるため，自主対策設備として位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・主要パラメータの他チャンネルの常用計器及び常用代替計器 

耐震性又は耐環境性はないが，監視可能であれば発電用原子炉施設

の状態を把握することが可能なことから代替手段として有効である。 

 

ｂ．原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子

炉格納容器への注水量を監視するパラメータの値が計器の計測範囲を超え

た場合に発電用原子炉施設の状態を把握するための手段及び設備 

(a) 対応手段 

重大事故等の対処時に当該パラメータが計測範囲を超えた場合は，発電

用原子炉施設の状態を把握するため，代替パラメータを計測する計器によ

り必要とするパラメータの値を推定する手段及び可搬型の計測器により計

測する手段がある。 

代替パラメータによる推定に使用する設備は以下のとおり。 

・重要代替計器 

・常用代替計器 

可搬型の計器による計測に使用する設備は以下のとおり。 

・可搬型計測器 

 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，主要パラメータの値が計

器の計測範囲を超えた場合に，発電用原子炉施設の状態を把握するための

設備のうち，重要代替計器及び可搬型計測器は重大事故等対処設備として

位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備が全

て網羅されている。 

（添付資料 1.15.1） 

 

以上の重大事故等対処設備により，当該パラメータを把握することがで

きる。また，以下の設備はプラント状況によっては事故対応に有効な設備

であるため，自主対策設備と位置付ける。あわせて，その理由を示す。 

・常用代替計器 

耐震性又は耐環境性はないが，監視可能であれば発電用原子炉施設

の状態を把握することが可能なことから，代替手段として有効である。 

 

ｃ．計測に必要な計器電源が喪失した場合の手段及び設備 

(a) 対応手段 

監視する計器に供給する電源（以下「計器電源」という。）が喪失し，

監視機能が喪失した場合に，代替電源（交流，直流）から給電し，当該パ
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ラメータの計器により計測又は監視する手段がある。

また，計器電源が喪失した場合に，電源（乾電池）を内蔵した可搬型の

計測器を用いて計測又は監視する手段がある。計器の電源構成を第 1.15－

4図に示す。 

代替電源（交流）からの給電に使用する設備は以下のとおり。 

・常設代替交流電源設備

・可搬型代替交流電源設備

代替電源（直流）からの給電に使用する設備は以下のとおり。 

・所内常設蓄電式直流電源設備

・常設代替直流電源設備

・可搬型直流電源設備

・直流給電車及び可搬型代替交流電源設備

可搬型の計測器による計測又は監視する設備は以下のとおり。 

・可搬型計測器

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備

機能喪失原因対策分析の結果により選定した，常設代替交流電源設備，

可搬型代替交流電源設備，所内常設蓄電式直流電源設備，常設代替直流電

源設備，可搬型直流電源設備，可搬型計測器は，重大事故等対処設備とし

て位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備が全

て網羅されている。 

（添付資料 1.15.1） 

以上の重大事故等対処設備により，主要パラメータを把握することがで

きる。また，以下の設備は，プラント状況によっては事故対応に有効な設

備であるため，自主対策設備として位置付ける。あわせて，その理由を示

す。 

・直流給電車

給電開始までに時間を要するが，給電可能であれば重大事故等の対

処に必要となるパラメータの監視が可能となることから代替手段とし

て有効である。

ｄ．重大事故等時のパラメータを記録する手段及び設備 

(a) 対応手段

重大事故等時において，原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水素濃

度，放射線量率等，想定される重大事故等の対応に必要となる重要監視パ

ラメータ及び重要代替監視パラメータを記録する手段がある。

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを記録する設備は以下
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のとおり。 

・安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ） 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）は，ＳＰＤＳデータ収集サ

ーバ，ＳＰＤＳ伝送サーバ及びＳＰＤＳデータ表示装置により構成さ

れる。 

 

また，重大事故等時の有効監視パラメータが使用できる場合は，パラメ

ータを記録する手段がある。 

有効監視パラメータを記録する設備は以下のとおり。 

・安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ） 

・中央制御室記録計 

 

なお，その他の記録として，プラントトリップ状態を記録する手段があ

る。 

その他のパラメータを記録する設備は以下のとおり。 

・運転監視用計算機 

 

重要監視パラメータは，原則，安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）

へ記録するが，可搬型計測器により測定したパラメータの値，複数の計測

結果を使用し計算により推定する監視パラメータ（計測結果を含む）の値

は，記録用紙に記録する手順を整備する。 

 

(b) 重大事故等対処設備と自主対策設備 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを記録する設備である

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）は，重大事故等対処設備として

位置付ける。 

これらの選定した設備は，審査基準及び基準規則に要求される設備が全

て網羅されている。 

（添付資料 1.15.1） 

 

以上の重大事故等対処設備により，重要な監視パラメータを記録するこ

とができる。また，以下の設備は，プラント状況によっては事故対応に有

効な設備であるため，自主対策設備として位置付ける。あわせて，その理

由を示す。 

・運転監視用計算機 

・中央制御室記録計 

耐震性を有していないが，設備が健全である場合は重大事故等の対

処に必要となる監視パラメータの記録が可能なことから代替手段とし

て有効である。 
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ｅ．手順等 

上記の「ａ．パラメータを計測する計器の故障時に発電用原子炉施設の状

態を把握するための手段及び設備」，「ｂ．原子炉圧力容器内の温度，圧力

及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量を監視する

パラメータの値が計器の計測範囲を超えた場合に発電用原子炉施設の状態

を把握するための手段及び設備」，「ｃ．計測に必要な計器電源が喪失した

場合の手段及び設備」及び「ｄ．重大事故等時のパラメータを記録する手段

及び設備」により選定した対応手段に係る手順を整備する。 

これらの手順は，運転員及び緊急時対策要員の対応として事故時操作要領

書（徴候ベース），原子力災害対策手順書及びＡＭ設備別操作要領書に定め

る（第 1.15－1表）。 
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1.15.2 重大事故等時の手順等 

1.15.2.1 監視機能喪失 

(1) 計器の故障 

主要パラメータを計測する計器が，故障により計測することが困難となった

場合，当該パラメータを推定する手順を整備する（第 1.15－3表）。 

 

ａ．手順着手の判断基準 

重大事故等に対処するために発電用原子炉施設の状態を把握するために

必要な重要監視パラメータを計測する重要計器が故障した場合※１。 

 

※１：重要計器の指示値に，以下のような変化があった場合 

・通常時や事故時に想定される値から，大きな変動がある場合 

・複数ある計器については，それぞれの指示値の差が大きい場合 

・計器信号の喪失に伴い，指示値が計測範囲外にある場合 

・計器電源の喪失に伴い，指示値の表示が消滅した場合 

 

ｂ．操作手順 

計器の故障の判断及び対応手順は，以下のとおり。 

①中央制御室運転員Ａは，発電用原子炉施設の状態を把握するために必要

な重要監視パラメータについて，他チャンネルの重要計器がある場合に

は，当該計器により当該パラメータを計測する。 

 また，当該パラメータの常用計器が監視可能であれば確認に使用する。 

②中央制御室運転員Ａは，読み取った指示値が正常であることを，計測範

囲内にあること及びプラント状況によりあらかじめ推定される値との間

に大きな差異がないことより確認する。 

③当該パラメータが計測範囲外，又はプラント状況によりあらかじめ推定

される値との間に大きな差異がある場合には，当直副長は，あらかじめ

選定した重要代替監視パラメータの計測を中央制御室運転員に指示する。 

④中央制御室運転員Ａは，読み取った指示値を当直副長に報告する。なお，

常用代替計器が使用可能であれば，併せて確認する。 

⑤当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部へ重要代替監

視パラメータの指示値から主要パラメータの推定を依頼する。 

⑥緊急時対策本部は，緊急時対策要員に重要代替監視パラメータの値から

主要パラメータの推定を指示する。 

⑦緊急時対策要員は，主要パラメータの推定結果を緊急時対策本部へ報告

する。 

⑧緊急時対策本部は，当直長に主要パラメータの推定結果を報告する。 
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ｃ．操作の成立性 

上記の計測及び推定は，中央制御室運転員１名，緊急時対策要員１名で対

応が可能である。速やかに作業ができるように，推定手順を整備する。 

 

ｄ．代替パラメータでの推定方法 

主要パラメータを計測する計器の故障により，主要パラメータの監視機能

が喪失した場合は，代替パラメータによる推定を行う。 

計器が故障するまでの発電用原子炉施設の状態及び事象進展状況を踏ま

え，関連するパラメータを複数確認し，得られた情報の中から有効な情報を

評価することで，発電用原子炉施設の状態を把握する。 

推定に当たっては，使用する計器が複数ある場合，代替パラメータと主要

パラメータの関連性，検出器の種類，使用環境条件等，以下に示す事項及び

計測される値の不確かさを考慮し，使用するパラメータの優先順位をあらか

じめ定める。 

・基準配管に水を満たした構造の計器で計測するパラメータについては，

急激な原子炉減圧等により基準配管の水が蒸発し，不確かな指示を示す

ことがある。そのような状態が想定される場合は，関連するパラメータ

を複数確認しパラメータを推定する。なお，原子炉水位及び原子炉圧力

を除き，基準配管の水位変動に起因する不確かさを考慮する必要はない。 

 

・常用代替計器が監視機能を維持している場合，重大事故等の対処に有効

な情報を得ることができる。ただし，環境条件や不確かさを考慮し，重

要計器又は重要代替計器で測定されるパラメータの値との差異を評価し，

パラメータの値，信頼性を考慮した上で使用する。 

 

・重大事故等時に最も設置雰囲気の環境が厳しくなるのは，炉心損傷及び

原子炉圧力容器が破損した状態であるため，原子炉格納容器内の圧力，

温度，放射線量率等が厳しい環境下においても，その監視機能を維持で

きる重要代替計器を優先して使用する。また，重大事故等発生時と校正

時の状態変化による影響を考慮する。 

 

・圧力のパラメータと温度のパラメータを水の飽和状態の関係から推定す

る場合は，水が飽和状態でないと不確かさを生じるため，計器が故障す

るまでの発電用原子炉施設の状況及び事象進展状況を踏まえ，複数の関

連パラメータを確認し，有効な情報を得た上で推定する。 

 

・推定に当たっては，代替パラメータの誤差による影響を考慮する。 

（添付資料 1.15.6） 

 

1.15-13

1172



代替パラメータによる主要パラメータの推定ケースは以下のとおりであ

り，具体的な推定方法については，第 1.15－3表に整理する。 

・同一物理量（温度，圧力，水位，放射線量率，水素濃度，中性子束及び

酸素濃度）により推定するケース

・水位を注水源若しくは注水先の水位変化又は注水量及びポンプ出口圧力

により推定するケース

・流量を注水源又は注水先の水位変化を監視することにより推定するケー

ス

・除熱状態を温度，圧力，流量等の傾向監視により推定するケース

・圧力又は温度を水の飽和状態の関係により推定するケース

・注水量を注水先の圧力から注水特性の関係により推定するケース

・未臨界状態の維持を制御棒の挿入状態により推定するケース

・あらかじめ評価したパラメータの相関関係により酸素濃度を推定するケ

ース

・装置の作動状況により水素濃度を推定するケース

・エリア放射線モニタの傾向監視により格納容器バイパス事象が発生した

ことを推定するケース

・原子炉格納容器への空気（酸素）の流入の有無を原子炉格納容器内圧力

により推定するケース

・燃料プールの状態を同一の物理量（水位），あらかじめ評価した水位と

放射線量率の相関関係及びカメラによる監視により，燃料プールの水位

又は必要な水遮蔽が確保されていることを推定するケース

・原子炉圧力容器内の圧力とサプレッション・チェンバの圧力の差圧によ

り原子炉圧力容器の満水状態を推定するケース

（添付資料 1.15.6） 

ｅ．重大事故等時の対応手段の選択 

主要パラメータを計測する計器が故障した場合の，対応手段の優先順位を

以下に示す。 

主要パラメータを計測する多重化された重要計器が，計器の故障により計

測することが困難となった場合に，他チャンネルの重要計器により計測でき

る場合は，他チャンネルの重要計器により主要パラメータを計測する。 

他チャンネルの重要計器の故障により，計測することが困難となった場合

は，他チャンネルの常用計器により主要パラメータを計測する。 

主要パラメータを計測する計器の故障により，主要パラメータの監視機能

が喪失した場合は，第 1.15－3表にて定める優先順位にて代替計器により代

替パラメータを計測し，主要パラメータを推定する。 
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(2) 計器の計測範囲（把握能力）を超えた場合

原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子炉

格納容器への注水量を計測するパラメータのうち，パラメータの値が計器の計

測範囲を超えるものは，原子炉圧力容器内の温度と水位である。なお，これら

のパラメータ以外で計器の計測範囲を超えた場合には，可搬型計測器により計

測することも可能である。可搬型計測器により計測可能な計器について第

1.15-2表に示す。 

（添付資料 1.15.5） 

・原子炉圧力容器内の温度

原子炉圧力容器内の温度を計測する計器の計測範囲は，０～500℃である。

原子炉の冷却機能が喪失し，原子炉圧力容器内の水位が燃料棒有効長頂部

以下になった場合，原子炉圧力容器温度の計測範囲を超える場合があるが，

重大事故等時における損傷炉心の冷却失敗及び原子炉圧力容器の破損徴候

を検知する温度は，300℃であり計測範囲内で判断可能である。

なお，原子炉圧力容器温度が計測範囲を超える（500℃以上）場合は，可

搬型計測器により原子炉圧力容器温度を計測する。 

・原子炉圧力容器内の圧力

原子炉圧力容器内の圧力を計測する計器の計測範囲は，０～11MPa［gage］

である。原子炉圧力容器の最高使用圧力（8.62MPa[gage]）の 1.2倍

（10.34MPa[gage]）を監視可能であり，重大事故等時において原子炉圧力

容器内の圧力は，計器の計測範囲内で計測が可能である。

・原子炉圧力容器内の水位

原子炉圧力容器内の水位を計測する計器の計測範囲は，気水分離器下端

を基準とした－900cm～150cmであり，原子炉水位制御範囲（レベル３～８）

及び燃料棒有効長底部まで計測できるため，重大事故等時において原子炉

圧力容器内の水位は，計器の計測範囲内で計測が可能である。

原子炉圧力容器内の水位のパラメータである，原子炉水位の計測範囲を

超えた場合，高圧原子炉代替注水流量，原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量，

高圧炉心スプレイポンプ出口流量，代替注水流量（常設），低圧原子炉代

替注水流量，残留熱除去ポンプ出口流量，低圧炉心スプレイポンプ出口流

量，残留熱代替除去系原子炉注水流量のうち，機器動作状態にある流量計

より崩壊熱除去に必要な水量の差を算出し，直前まで判明していた水位に

変換率を考慮することにより原子炉圧力容器内の水位を推定する。 

また，発電用原子炉の満水確認は原子炉圧力又は原子炉圧力（ＳＡ）と

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）の差圧により，原子炉圧力容器内
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の水位が燃料棒有効長頂部以上であることは原子炉圧力容器温度により監

視可能である。 

 

・原子炉圧力容器への注水量 

原子炉圧力容器への注水量を監視するパラメータは，高圧原子炉代替注

水流量，原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量，高圧炉心スプレイポンプ出口

流量，代替注水流量（常設），低圧原子炉代替注水流量，残留熱除去ポン

プ出口流量，低圧炉心スプレイポンプ出口流量，残留熱代替除去系原子炉

注水流量である。 

高圧原子炉代替注水流量の計測範囲は，０～150m３/hとしており，計測

対象である高圧原子炉代替注水ポンプの最大注水量は，93m３/hであるため，

重大事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量の計測範囲は，０～150m３/hとしてお

り，計測対象である原子炉隔離時冷却ポンプの最大注水量は，99m３/hであ

るため，計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

高圧炉心スプレイポンプ出口流量の計測範囲は，０～1500m３/hとしてお

り，計測対象である高圧炉心スプレイポンプの最大注水量は，1314m３/h で

あるため，重大事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能で

ある。 

低圧原子炉代替注水系（常設）による代替注水流量（常設）の計測範囲

は，０～300m３/hとしており，計測対象である低圧原子炉代替注水系（常

設）による原子炉圧力容器への注水時の最大注水量は，200m３/hであるた

め，重大事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）による低圧原子炉代替注水流量の計測

範囲は，０～150m３/h（狭帯域は０～50 m３/h）としており，計測対象であ

る低圧原子炉代替注水系（可搬型）の原子炉圧力容器への注水時の最大注

水量は，70m３/hであるため，重大事故等時において計器の計測範囲内での

流量測定が可能である。 

残留熱除去ポンプ出口流量の計測範囲は，０～1500m３/h としており，計

測対象である残留熱除去ポンプの最大注水量は 1380m３/h であるため，計

器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

低圧炉心スプレイポンプ出口流量の計測範囲は，０～1500m３/hとしてお

り，計測対象である低圧炉心スプレイポンプの最大注水量は 1314m３/hで

あるため，計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

残留熱代替除去系原子炉注水流量の計測範囲は，０～50m３/hとしており，

計測対象である残留熱代替除去系による原子炉圧力容器への注水時の最大

注水量は 30m３/hであるため，重大事故等時において計器の計測範囲内で

の流量測定が可能である。 
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・原子炉格納容器への注水量 

原子炉格納容器への注水量を監視するパラメータは，代替注水流量（常

設），格納容器代替スプレイ流量，ペデスタル代替注水流量，残留熱代替

除去系格納容器スプレイ流量である。 

格納容器代替スプレイ系（常設）による代替注水流量（常設）の計測範

囲は，０～300m３/hとしており，計測対象である低圧原子炉代替注水系（常

設）による格納容器スプレイ時の最大注水量は，200m３/h であるため，重

大事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）による格納容器代替スプレイ流量の

計測範囲は，０～150m３/hとしており，計測対象である低圧原子炉代替注

水系（可搬型）による格納容器スプレイ時の最大注水量は，120m３/hであ

るため，重大事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能であ

る。 

ペデスタル代替注水系（常設）による代替注水流量（常設）の計測範囲

は，０～300m３/hとしており，計測対象であるペデスタル代替注水系（常

設）によるペデスタル注水時における最大注水量は，120m３/hであるため，

重大事故等時において計器の計測範囲内での流量測定が可能である。 

ペデスタル代替注水系（可搬型）によるペデスタル代替注水流量の計測

範囲は，０～150m３/h（狭帯域は０～50 m３/h）としており，計測対象であ

るペデスタル代替注水系（可搬型）によるペデスタル注水時における最大

注水量は，120m３/hであるため，重大事故等時において計器の計測範囲内

での流量測定が可能である。 

残留熱代替除去系による残留熱代替除去系格納容器スプレイ流量の計測

範囲は，０～150m３/hとしており，計測対象である残留熱代替除去系によ

る格納容器スプレイ時における最大注水量は，120m３/hであるため，計器

の計測範囲内での流量測定が可能である。 

 

ａ．代替パラメータによる推定 

重大事故等時において，計器の計測範囲を超過した場合，代替パラメータ

による推定を行う手順を整備する。 

 

(a) 手順着手の判断基準 

重大事故等時に，原子炉圧力容器内の水位を監視するパラメータが計器

の計測範囲を超過し，指示値が確認できない場合。 

 

(b) 操作手順 

計器の計測範囲超過の判断及び対応手順は，以下のとおり。 

①中央制御室運転員Ａは，発電用原子炉施設の状態を把握するために必

要な重要監視パラメータについて，他チャンネルの重要計器がある場
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合には，当該計器により当該パラメータを計測する。 

また，当該パラメータの常用計器が監視可能であれば確認に使用する。 

②中央制御室運転員Ａは，読み取った指示値が正常であることを，計測

範囲内にあること及びプラント状況によりあらかじめ推定される値と

の間に大きな差異がないことより確認する。

③当該パラメータが計測範囲外にある場合には，当直副長は，あらかじ

め選定した重要代替監視パラメータの計測を中央制御室運転員に指示

する。

④中央制御室運転員Ａは，読み取った指示値を当直副長に報告する。な

お，常用代替計器が使用可能であれば，併せて確認する。

⑤当直長は，当直副長からの依頼に基づき，緊急時対策本部へ重要代替

監視パラメータの指示値から主要パラメータの推定を依頼する。

⑥緊急時対策本部は，緊急時対策要員に重要代替監視パラメータの値か

ら主要パラメータの推定を指示する。

⑦緊急時対策要員は，主要パラメータの推定結果を緊急時対策本部へ報

告する。

⑧緊急時対策本部は，当直長に主要パラメータの推定結果を報告する。

(c) 操作の成立性

上記の計測及び推定は，中央制御室運転員１名，緊急時対策要員１名で

対応が可能である。速やかに作業ができるように，推定手順を整備する。 

ｂ．可搬型計測器によるパラメータ計測又は監視 

重大事故等時において，主要パラメータが計器の計測範囲を超過した場合，

可搬型計測器による計測を行う手順を整備する。 

(a) 手順着手の判断基準

重大事故等時に，主要パラメータが計器の計測範囲を超過し，指示値が

確認できない場合。 

(b) 操作手順

可搬型計測器によるパラメータ計測の概要は以下のとおり。また，タイ

ムチャートを第 1.15－5図に示す。

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に可搬型計測器に

よるパラメータの計測開始を指示する。

②現場運転員Ｂ及びＣは，可搬型計測器を使用する前に電池容量を確認

し，残量が少ない場合は予備乾電池と交換する。

③現場運転員Ｂ及びＣは，廃棄物処理建物１階のあらかじめ定めた端子

台にて，測定対象パラメータの信号出力端子と可搬型計測器を接続し，
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測定を開始する。 

④現場運転員Ｂ及びＣは，可搬型計測器に表示される計測結果を読み取

り，換算表により工学値に換算し，記録する。 

 

(c) 操作の成立性 

上記の操作対応は 1測定点当たり，現場運転員２名にて実施し，作業開

始を判断してから所要時間は 20分以内で可能である。２測定点以降は 10

分追加となる。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，照明及び通信連絡設備を

整備する。また，作業環境（作業空間，温度等）に支障がないことを確認

する。 
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1.15.2.2 計測に必要な電源の喪失 

(1) 全交流動力電源喪失及び直流電源喪失 

全交流動力電源喪失及び直流電源喪失等により計器電源が喪失した場合に，

代替電源（交流，直流）から計器へ給電する手順及び可搬型計測器により，重

要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測又は監視する。 

 

ａ．所内常設蓄電式直流電源設備又は常設代替直流電源設備からの給電 

全交流動力電源喪失が発生した場合に，所内常設蓄電式直流電源設備であ

るＢ－115V 系蓄電池，Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）又は常設代替直流電源

設備であるＳＡ用 115V 系蓄電池からの給電に関する手順は，「1.14 電源

の確保に関する手順等」にて整理する。 

なお，所内常設蓄電式直流電源設備又は常設代替直流電源設備からの給電

により計測可能な計器について第 1.15－2表に示す。 

 

ｂ．常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備からの給電 

全交流動力電源喪失が発生した場合に，常設代替交流電源設備であるガス

タービン発電機又は可搬型代替交流電源設備である高圧発電機車からの給

電に関する手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。 

 

ｃ．可搬型直流電源設備又は直流給電車からの給電 

全交流動力電源喪失が発生し，直流電源が枯渇するおそれがある場合に，

可搬型直流電源設備である高圧発電機車，Ｂ１－115V系充電器（ＳＡ），Ｓ

Ａ用 115V 系充電器又は可搬型直流電源設備に関連する自主対策設備である

直流給電車からの給電に関する手順は，「1.14 電源の確保に関する手順等」

にて整備する。 

 

ｄ．可搬型計測器によるパラメータ計測又は監視 

代替電源（交流，直流）からの給電が困難となり，中央制御室でのパラメ

ータ監視が不能となった場合に，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラ

メータのうち，手順着手の判断基準及び操作に必要なパラメータを可搬型計

測器で計測又は監視を行う手順を整備する。 

可搬型計測器による計測対象の選定を行う際，同一パラメータにチャンネ

ルが複数ある場合は，いずれか１つの適切なチャンネルを選定し計測又は監

視する。同一の物理量について複数のパラメータがある場合は，いずれか１

つの適切なパラメータを選定し計測又は監視する。 

なお，可搬型計測器により計測可能な計器については第 1.15‐2表に示す。 

（添付資料 1.15.5） 

 

(a) 手順着手の判断基準 
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計器電源が喪失し，中央制御室でパラメータ監視ができない場合。 

(b) 操作手順

可搬型計測器によるパラメータ計測の概要は以下のとおり。また，タイ

ムチャートを第 1.15－5図に示す。

①当直副長は，手順着手の判断基準に基づき，運転員に可搬型計測器に

よるパラメータの計測開始を指示する。

②現場運転員Ｂ，Ｃは，可搬型計測器を使用する前に電池容量を確認し，

残量が少ない場合は予備乾電池と交換する。

③現場運転員Ｂ，Ｃは，廃棄物処理建物１階のあらかじめ定めた端子台

にて，測定対象パラメータの信号出力端子と可搬型計測器を接続し，

測定を開始する。

④現場運転員Ｂ，Ｃは，可搬型計測器に表示される計測結果を読み取り，

換算表により工学値に換算し，記録する。

(c) 操作の成立性

上記の操作対応は１測定点当たり，現場運転員２名にて実施し，作業開

始を判断してから所要時間は 20分以内で可能である。２測定点以降は 10

分追加となる。 

円滑に作業できるように，移動経路を確保し，照明及び通信連絡設備を

整備する。また，作業環境（作業空間，温度等）に支障がないことを確認

する。 

(添付資料 1.15.4) 

ｅ．重大事故等時の対応手段の選択 

全交流動力電源喪失，直流電源喪失等により，計器電源が喪失した場合

に，計器に給電する対応手段の優先順位を以下に示す。 

全交流動力電源喪失が発生した場合には，所内常設蓄電式直流電源設備

又は常設代替直流電源設備から計測可能な計器に給電される。 

所内常設蓄電式直流電源設備又は常設代替直流電源設備から給電されて

いる間に，常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備から計器に

給電する。 

常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備からの給電が困難と

なった場合で直流電源が枯渇するおそれがある場合は，可搬型直流電源設

備又は直流給電車から計器に給電する。 

代替電源（交流，直流）からの給電が困難となった場合は，可搬型計測

器により重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータを計測又は監視

する。 
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1.15.3 重大事故等時のパラメータを記録する手順 

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータは，安全パラメータ表示シス

テム（ＳＰＤＳ）により計測結果を記録する。 

ただし，複数の計測結果を使用し計算により推定する主要パラメータ(使用し

た計測結果を含む)の値，現場操作時のみ監視する現場の指示値及び可搬型計測

器で計測されるパラメータの値は，記録用紙に記録する。 

主要パラメータのうち記録可能なものについて，自主対策設備である運転監視

用計算機及び中央制御室記録計により計測結果等を記録する。 

有効監視パラメータの計測結果の記録について整理し，第 1.15－5表に示す。 

 

(1) 手順着手の判断 

重大事故等が発生した場合。 

 

(2) 操作手順 

重大事故等が発生し，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計

測結果を記録する手順の概要は以下のとおり。 

 

ａ．安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）による記録 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）は，常時記録であり，非常用交

流電源設備である非常用ディーゼル発電機又は代替電源設備である緊急時

対策所用発電機から給電可能で，14日間の記録容量を持っている。重大事故

等時のパラメータの値を継続して確認できるよう，記録された計測結果が記

録容量を超える前に定期的にメディア（記録媒体）に保存する。 

 

ｂ．現場指示計の記録 

現場運転員は，現場操作時に監視する手順着手の判断基準及び操作に必要

なパラメータの現場指示計がある場合には，記録用紙へ記録する。 

 

ｃ．可搬型計測器の記録 

現場運転員は，「1.15.2.1(2)b. 可搬型計測器によるパラメータ計測又は

監視」又は「1.15.2.2(1)ｄ. 可搬型計測器によるパラメータ計測又は監視」

で得られた可搬型計測器で計測されたパラメータの値を記録用紙に記録す

る。 

 

ｄ．運転監視用計算機の記録 

(a) 運転日誌 

運転監視用計算機が稼働状態にあれば，定められたプロセスの計測結果

を定時ごとに自動で記録し，中央制御室にて日ごとに自動で帳票印刷する。 
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(b) 状態変化記録

運転監視用計算機が稼働状態にあれば，プロセス値の異常な状態変化を

記録し，中央制御室にて日ごとに自動で帳票印刷する。 

プラントの過渡変化によるトリップ事象発生時，その発生順序（シーケ

ンス），トリップ状態，工学的安全施設作動信号及び工学的安全施設作動

状況を記録し，中央制御室にて事象発生時に自動で帳票印刷する。 

(c) 事故時データ収集記録

運転監視用計算機が稼働状態にあれば，事象発生前後のプラント状態の

推移を把握するため，定められたプロセス値のデータを自動で収集，記録

し，中央制御室にて事象発生時に自動で帳票印刷する。 

ｅ．中央制御室記録計による記録 

中央制御室記録計が稼働状態であれば，定められたプロセスの計測結果 

を，中央制御室にてチャート用紙に自動で記録する。 

(3) 操作の成立性

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）による記録は，安全パラメータ表

示システム（ＳＰＤＳ）の記録容量（14日間）を超える前に，緊急時対策所

にて緊急時対策要員１名で行う。室内での端末操作であるため，対応が可能で

ある。 

現場指示計及び可搬型計測器の記録は記録用紙への記録であり，現場運転員

２名で対応が可能である。 

また，中央制御室記録計に記録されたチャート紙の交換は，中央制御室運転

員１名で対応が可能である。 
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1.15.4 その他の手順項目にて考慮する手順 

審査基準 1.9，1.10，1.11，1.14，1.18については，各審査基準において要求

事項があるため，以下のとおり各々の手順において整備する。 

原子炉格納容器内の水素濃度監視に関する手順は「1.9 水素爆発による原子

炉格納容器の破損を防止するための手順等」にて整備する。 

原子炉建物内の水素濃度監視に関する手順は「1.10 水素爆発による原子炉建

屋等の損傷を防止するための手順等」にて整備する。 

燃料プールの監視に関する手順は「1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための

手順等」にて整備する。 

全交流動力電源喪失時の代替電源確保に関する手順は「1.14 電源の確保に関

する手順等」にて整備する。 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）に関する手順は「1.18 緊急時対策

所の居住性等に関する手順等」にて整備する。  
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第 1.15－1表 事故時に必要な計装に関する手順 

対応手段，対処設備，手順書一覧 

 

分類 
機能喪失を想定する 

重大事故等対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

監
視
機
能
喪
失
時 

計器の故障 

他
チ
ャ
ン
ネ
ル 

に
よ
る
計
測 

主要パラメータの他チャンネルの重要計

器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「重要計器の監視・復旧」 

主要パラメータの他チャンネルの常用計

器 

自
主
対
策 

設
備 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ 

に
よ
る
推
定 

重要代替計器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常用代替計器 

自
主
対
策 

設
備 

計器の計測範囲を超え

た場合 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ 

に
よ
る
推
定 

重要代替計器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「重要計器の監視・復旧」 

常用代替計器 

自
主
対
策 

設
備 

可
搬
型
計
測
器 

に
よ
る
計
測 

可搬型計測器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「可搬型計測器による計測」 

計
器
電
源
喪
失
時 

全交流動力電源喪失 

直流電源喪失 
代
替
電
源(

交
流)

 

か
ら
の
給
電 

常設代替交流電源設備 重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

 

可搬型代替交流電源設備 

代
替
電
源(

直
流)

 

か
ら
の
給
電 

所内常設蓄電式直流電源設備 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

常設代替直流電源設備 

可搬型直流電源設備 

直流給電車及び可搬型常設代替交流電源

設備 

自
主
対
策 

設
備 

可
搬
型
計
測
器 

に
よ
る
計
測 

可搬型計測器 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「電源復旧」 

ＡＭ設備別操作要領書 

「可搬型計測器による計測」 

 

－ － 

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録 

安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）

（ＳＰＤＳデータ収集サーバ，ＳＰＤＳ伝

送サーバ，ＳＰＤＳデータ表示装置） 

重
大
事
故
等 

対
処
設
備 

原子力災害対策手順書 

「SPDS によるパラメータ記録結

果の保存」 

運転監視用計算機 
自
主
対
策 

設
備 － 

中央制御室記録計 
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第
1.
15
－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設

備
）

(１
／

1
8)

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

① 原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 温 度 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

２
 

０
～

50
0℃

 
最
大
値
：
 

3
02
℃

 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
損
傷
炉
心
の
冷

却
状
態
を
把
握
し
，
適
切
に
対
応
す
る
た

め
の

判
断

基
準

（
30
0
℃

）
に

対
し

て
，

 

5
00
℃
ま
で
を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

熱
電
対
 

可
 

㉝
 

原
子
炉
圧
力

※
１
 

「
②
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
１
 

「
③
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
１
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

※
１
 

「
⑫
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
（
残
留
熱
除
去
系
）
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

② 原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 圧 力 

原
子
炉
圧
力

※
２
 

２
 

０
～
10
M
Pa
［

ga
ge
］

 
最
大
値
：
 

8
.2
9
MP
a［

g
ag
e］

 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
原
子
炉
圧
力
容

器
最
高
圧
力
（
8.
9
1M
P
a[
g
ag
e
]）

を
包
絡

す
る
範
囲
と
し
て
設
定
。
な
お
，
主
蒸
気

逃
が
し
安
全
弁
の
手
動
操
作
に
よ
り
変
動

す
る
範
囲
に
つ
い
て
も
計
測
範
囲
に
包
絡

さ
れ
て
お
り
，
監
視
可
能
で
あ
る
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

バ
イ
タ
ル
 

交
流
電
源

 

弾
性
圧
力
 

検
出
器
 

可
 

㉞
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

１
 

０
～

11
M
Pa
[
ga
g
e]
 

最
大
値
：
 

8
.2
9
MP
a［

g
ag
e］

 

原
子
炉
圧
力
容
器
最
高
使
用
圧
力

（
8.
62
M
Pa
[
ga
g
e]
）
の

1.
2
倍
 

（
10
.3
4
MP
a
[g
a
ge
]）

を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

㉟
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
１
 

「
③
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ

 
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
１
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
①
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ

 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 
 
※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。
 

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（
EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。
 

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。
 

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。
 

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。
 

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。
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第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(２
／

1
8)

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

③ 原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
２
 

２
 

-
40
0～

1
50
c
m※

３

-
53
9～

1
32
c
m※

３

炉
心
の
冷
却
状
況
を
把
握
す
る
上
で
，
原

子
炉
水
位
制
御
範
囲
（
レ
ベ
ル
３
～
８
）

及
び
燃
料

棒
有
効
長
底
部
ま
で
監
視
可
能

で
あ
る
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

バ
イ
タ
ル
 

交
流
電
源

差
圧
式
 

水
位
 

検
出
器
 

可
 

㊱
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
２
 

２
 

-
80
0～

－
30
0c
m
※
３

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

バ
イ
タ
ル
 

交
流
電
源

差
圧
式
 

水
位
 

検
出
器
 

可
 

㊲
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

１
 

-
90
0～

1
50
c
m※

３
－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

水
位
 

検
出
器
 

可
 

㊳
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

※
１
 

「
④
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

※
１
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

※
１
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

※
１

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量

※
１
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

※
１
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

※
１
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

※
１
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

※
１
 

原
子
炉
圧
力

※
１
 

「
②
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
⑦
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。
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第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(３
／

1
8)

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

④ 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 （ １ ／ ２ ）

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

１
 

０
～
15
0
m
3 /
h 

－
※
８

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
最
大
注

水
量
（
93
m
3 /
h）

を
監
視
可
能
で
あ
る
。

 
－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

①
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

１
 

０
～
30
0
m
3 /
h 

－
※
８
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
の
最
大
注

水
量
（
25
0m

3
/h
）
を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

超
音
波
式

流
量
 

検
出
器
 

－
 

②
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

２
 

０
～
20
0
m
3 /
h 

－
※
８
 

大
量
送
水
車
を
用
い
た
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
系
（
可
搬
型
）
に
お
け
る

最
大
注
水

量
（

70
m
3 /
h
）

を
監

視
可
能

。
ま

た
，
崩

壊
熱
相
当
の
注
水
量
（

12
 m

3 /
h）

を
監
視

可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

③
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
） 

２
 

０
～

50
m
3 /
h 

－
※
８
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

１
 

０
～
15
0
m
3 /
h 

０
～
99
m
3
/h
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
の
最
大
注
水

量
（
99
m
3
/h
）
を
監
視
可
能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅱ
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

⑥
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

１
 

０
～
15
0
0m

3 /
h 

０
～

13
1
4m

3 /
h 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
最
大
注
水

量
（
13
1
4m

3 /
h）

を
監
視
可
能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅲ
 

交
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

⑦
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

３
 

０
～
15
0
0m

3 /
h 

０
～

13
8
0m

3 /
h 

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

の
最

大
注

水
量

（
13
80
m
3
/h
）
を
監
視
可
能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

交
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

⑧
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

１
 

０
～
15
0
0m

3 /
h 

０
～

13
1
4m

3 /
h 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
の
最
大
注
水

量
（
13
1
4m

3 /
h）

を
監
視
可
能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
 

交
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

⑨
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
 

１
 

０
～

50
m
3 /
h 

－
※
８
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
の
最
大

注
水
量
（
30
 m

3 /
h）

を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

⑩
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。

1.15-28
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第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(４
／

1
8)

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

④ 原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量 （ ２ ／ ２ ）

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
１

「
⑧
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

※
１
 

「
⑭
水
源
の
確
保
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
１
 

「
③
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
１
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。

1.15-29

1188



第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(５
／

1
8)

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑤ 原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

「
④
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
 

２
 

０
～
15
0
m
3 /
h 

－
※
８
 

大
量
送
水
車
を
用
い
た
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
お
け
る
最
大
注

水
量
（
12
0m

3
/h
）
を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

④
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
 

２
 

０
～
15
0
m
3 /
h 

－
※
８
 

大
量
送
水
車
を
用
い
た
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替

注
水
系
（
可
搬
型
）
に
お
け
る
最
大
注
水

量
（

12
0
m3
/h
）
を
監
視
可
能
。
ま
た
，
崩

壊
熱

相
当

の
注
水

量
（

12
m
3
/h
）

を
監
視

可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

⑤
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
） 

２
 

０
～

50
m
3 /
h 

－
※
８
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

流
量
 

１
 

０
～
15
0
m
3 /
h 

－
※
８
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

の
最
大
注
水
量
（
12
0m

3 /
h）

を
監
視
可
能
。 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

⑪
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

※
１
 

「
⑭
水
源
の
確
保
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
⑦
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

※
１

「
⑧
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

※
１
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

※
１
 

「
④
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

「
⑭
水
源
の
確
保
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。

1.15-30

1189



第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(６
／

1
8)

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器

の
種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑥ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

７
 

０
～
30
0℃

 
最
大
値
：
14
5℃

 
原
子
炉
格
納
容
器
の
限
界
温
度
（

20
0℃

）

を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

熱
電
対
 

可
 

㊴
 

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

２
 

０
～
30
0℃

 
最
大
値
：
14
5℃

 
原
子
炉
格
納
容
器
の
限
界
温
度
（

20
0℃

）

を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

熱
電
対
 

可
 

㊵
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

２
 

０
～
30
0℃

 
－

※
８
 

ペ
デ
ス
タ
ル
に
溶
融
炉
心
が
落
下
し
た
場

合
に
お
け
る
原
子
炉
圧
力
容
器
の
破
損
検

知
が
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

熱
電
対
 

可
 

㊶
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度

（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

２
 

０
～
20
0℃

 
最
大
値
：
88
℃
 

原
子
炉
格
納
容
器
の
限
界
温
度
（

20
0℃

）

を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

熱
電
対
 

可
 

㊷
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度

（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

２
 

０
～
20
0℃

 
最
大
値
：
88
℃
 

原
子
炉
格
納
容
器
の
限
界
圧
力
（
２

Pd
：

8
53
k
Pa
［

ga
ge
］
）
に
お
け
る
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

の
飽

和
温

度
（

約

1
78
℃
）
を
監
視
可
能
。

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

測
温
 

抵
抗
体
 

可
 

㊸
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
⑦
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。
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第
1.
15
－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(７
／

1
8)

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑦ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

２
 

０
～
10
0
0k
P
a［

ab
s］

 
最
大
値
：
 

3
24
k
Pa
[
ga
g
e]
 

原
子
炉
格
納
容
器
の
限
界
圧
力
（
２

Pd
：

8
53
k
Pa
［

ga
ge
］
）
を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源

 

弾
性
圧
力
 

検
出
器
 

可
 

㊹
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
 

（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

２
 

０
～
10
0
0k
P
a［

ab
s］

 
最
大
値
：
 

2
06
k
Pa
[
ga
g
e]
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源

 

弾
性
圧
力
 

検
出
器
 

可
 

㊺
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
⑥
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
 

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 
 
※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。
 

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。
 

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。
 

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。
 

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。
 

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。
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第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(８
／

1
8)

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑧ 原 子 炉 納 容 器 内 の 水 位 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

３
 

-
3.
0
m，

-1
.
0m
，

＋
1.
0m

※
５

－
※
８
 

重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
ペ
デ
ス
タ
ル

に
溶
融
炉
心
の
冷
却
に
必
要
な
水
深
が
あ

る
こ
と
を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

電
極
式
 

水
位
 

検
出
器
 

可
 

㊼
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
２

１
 

-
0.
8
0～

5.
5
0m

※
４

-
0.
5～

０
m
※
４

ウ
ェ
ッ
ト
ウ
ェ
ル
ベ
ン
ト
操
作
可
否
判
断

を
把
握
で
き
る
範
囲
を
監
視
可
能
。

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と

す
る
非
常
用
炉
心
冷
却
系
の
起
動
時
に
想

定
さ
れ
る
変
動
（
低
下
）
水
位
：
－

0.
5m
 に

つ
い
て
も
監
視
可
能
。
）

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源

差
圧
式
 

水
位
 

検
出
器
 

可
 

㊻
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
 

４
 

＋
0.
1m
，
＋
1.
2
m,
 

＋
2.
4m
，
＋
2.
4
m※

６
 

－
※
８
 

重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
，
ペ
デ
ス
タ
ル

に
溶
融
炉
心
の
冷
却
に
必
要
な
水
深
（
＋

2
.4
m）

が
あ
る
こ
と
を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

電
極
式
 

水
位
 

検
出
器
 

可
 

㊽
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

※
１
 

「
⑤
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

※
１
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

※
１

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

※
１
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

※
１
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

※
１

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

※
１
 

「
⑭
水
源
の
確
保
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。
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第
1.
15
－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(９
／

1
8)

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
 

（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑨ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の

水 素 濃 度 

格
納
容
器
水
素
濃
度

※
２
 

１
 

０
～
５
vo
l％

/ 

０
～
10
0
vo
l％

 
０
～

2.
0
vo
l％

 

重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の

水
素
濃
度
が
変
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
範

囲
（
０
～

90
v
ol
％
（
ド
ラ
イ
条
件
）
）
を

計
測
可
能
な
範
囲
と
す
る
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅱ
 

交
流
電
源
 

熱
伝
導
式
 

水
素
 

検
出
器
 

－
 

㊾
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

１
 

０
～
10
0
vo
l％

 
０
～

2.
0
vo
l％

 

重
大
事
故
等
時
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の

水
素
濃
度
が
変
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
範

囲
（
０
～

90
v
ol
％
（
ド
ラ
イ
条
件
）
）
を

計
測
可
能
な
範
囲
と
す
る
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

交
流
電
源
 

熱
伝
導
式
 

水
素
 

検
出
器
 

－
 

㊿
 

⑩ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 放 射 線 量 率 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
 

２
 

1
0－

２
～

10
５
S
v/
h 

約
10
S
v/
h
未
満

※
９
 

炉
心
損
傷
の
判
断
値
（
原
子
炉
停
止
直
後

に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
は
約

10
Sv
/h
）
を

把
握
す
る
上
で
監
視
可
能
（
上
記
の
判
断

値
及
び
推
定
値
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過

時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
。
）
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

バ
イ
タ
ル
 

交
流
電
源

 

電
離
箱
 

－
 

○51
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
 

２
 

1
0－

２
～

10
５
S
v/
h 

約
10
S
v/
h
未
満

※
９
 

炉
心
損
傷
の
判
断
値
（
原
子
炉
停
止
直
後

に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
は
約

10
Sv
/h
）
を

把
握
す
る
上
で
監
視
可
能
（
上
記
の
判
断

値
及
び
推
定
値
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過

時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
。
）
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

バ
イ
タ
ル
 

交
流
電
源

 

電
離
箱
 

－
 

○52
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 
 
※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。
 

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。
 

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。
 

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。
 

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。
 

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。
 

     

1.15-34
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第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(1
0／

1
8
)
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
 

（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑪ 未 臨 界 の 維 持 又 は 監 視 

中
性
子
源
領
域
計
装

※
２
 

４

10
-1
～
10

6  
ｓ

-1
 

（
1.
0×

10
3 ～

 

1
.0
×

10
9 

 
 
cm

-2
･ｓ

-1
）

 

定
格
出
力
の
 

約
21

倍
 

原
子
炉
の
停
止
時
か
ら
起
動
時
の
中
性
子

束
を
監
視
可
能
。
 

な
お
，
中
性
子
源
領
域
計
装
が
測
定
で
き

る
範
囲
を
超
え
た
場
合
は
，
平
均
出
力
領

域
計
装
に
よ
っ
て
監
視
可
能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

交
流
電
源
 

核
分
裂
 

計
数
管
 

－
 

○54
 

平
均
出
力
領
域
計
装

※
２
 

６
 

※
７

０
～

12
5％

 

（
1.
2×

10
12
～
 

2
.8
×

10
14
 

 
 

cm
-2
･s

-1
）
 

原
子
炉
の
起
動
時
か
ら
定
格
出
力
運
転
時

の
中
性
子
束
を
監
視
可
能
。
 

な
お
，
設
計
基
準
事
故
及
び
重
大
事
故
等

時
，
一
時
的
に
計
測
範
囲
を
超
え
る
が
，

負
の
反
応
度
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
効
果
に
よ

り
短
期
間
で
あ
り
，
か
つ
出
力
上
昇
及
び

下
降
は
急
峻
で
あ
る
。
12
5％

を
超
え
た
領

域
で
そ
の
指
示
に
基
づ
き
操
作
を
伴
う
も

の
で
な
い
こ
と
か
ら
，
現
状
の
計
測
範
囲

で
も
運
転
監
視
上
影
響
は
な
い
。
ま
た
，

重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
も
再
循
環
ポ
ン

プ
ト
リ
ッ
プ
等
に
よ
り
中
性
子
束
は
低
下

す
る
た
め
，
現
状
の
計
測
範
囲
で
も
対
応

が
可
能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

バ
イ
タ
ル
 

交
流
電
源
 

核
分
裂
 

電
離
箱
 

－
 

○53
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。

1.15-35
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第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(1
1／

1
8
)
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保

残 留 熱 代 替 除 去 系 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度

（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

「
⑥
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
 

「
⑫
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保
（
残
留
熱
除
去
系
）
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
 

※
２

「
④
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ

流
量

※
２
 

「
⑤
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
１
 

「
③
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
１
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

「
⑭
水
源
の
確
保
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
⑥
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
①
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。

1.15-36
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第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(1
2／

1
8
)
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器

の
種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保

格 納 容 器 フ ィ ル タ ベ ン ト 系

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位

８
 

－
※
８
 

系
統
待
機

時
に
お
け

る
ス
ク

ラ
バ
容
器

水

位
の

範
囲

（
）

及
び

フ

ィ
ル
タ
装

置
機
能
維

持
の
た

め
の
系
統

運

転
時
の
下

限
水
位
か

ら
上
限

水
位
の
範

囲

（
）
を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

水
位
 

検
出
器
 

可
 

㉔
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力

４
 

０
～
１
MP
a［

ga
ge
］

 
－

※
８
 

格
納
容
器

ベ
ン
ト
実

施
時
に

，
格
納
容

器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

の
最

高
圧

力

（
0.
85
3
MP
a
[g
a
ge
]）

が
監
視
可
能
。

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

弾
性
圧

力
 

検
出
器
 

可
 

㉕
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
温
度

４
 

0～
3
00
℃

 
－

※
８
 

格
納
容
器

ベ
ン
ト
実

施
時
に

，
格
納
容

器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

の
最

高
使

用
温

度

（
20
0℃

）
を
計
測
可
能
な
範
囲
と
す
る
。

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

熱
電
対
 

可
 

㉖
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放
射
線
 

モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）

２
 

1
0
-2
～

1
0
5 S
v
/h
 

－
※
８
 

格
納
容
器

ベ
ン
ト
実

施
時
（

炉
心
損
傷

し

て
い
る
場

合
）
に
，

想
定
さ

れ
る
第
１

ベ

ン
ト
フ
ィ

ル
タ
出
口

の
最
大

放
射
線
量

率

（
約
３
×
10

２
 
Sv
/
h）

を
監
視
可
能
。

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

電
離
箱
 

－
 

㉗
 

１
 

1
0
-3
～

1
0
4 m
S
v/
h 

－
※
８
 

格
納
容
器

ベ
ン
ト
実

施
時
（

炉
心
損
傷

し

て
い
な
い

場
合
）
に

，
想
定

さ
れ
る
第

１

ベ
ン
ト
フ

ィ
ル
タ
出

口
の
最

大
放
射
線

量

率
（
約

6.
5×

1
0
-2
mS
v/
h）

を
監
視
可
能
。 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

電
離
箱
 

－
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃
度
 

１
 

０
～
20
v
ol
%
/ 

０
～
10
0
vo
l
% 

－
※
８
 

格
納
容
器

ベ
ン
ト
停

止
後
の

窒
素
に
よ

る

パ
ー
ジ
を

実
施
し
，

第
１
ベ

ン
ト
フ
ィ

ル

タ
出
口
配

管
内
に
滞

留
す
る

水
素
濃
度

が

可
燃
限
界
（

4v
ol
%）

未
満
で
あ
る
こ
と
を

監
視
可
能
。

－
 

Ｓ
Ａ
用
 

交
流
電
源
 

熱
伝
導

式
水
素

濃
度
検

出
器
 

－
 

㉘
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
⑦
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

格
納
容
器
水
素
濃
度

※
１
 

「
⑨
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(1
3／

1
8
)
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑫ 最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保

残 留 熱 除 去 系

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

※
２
 

２
 

０
～

20
0℃

 
最
大
値
：
90
℃
 

残
留
熱
除
去
系
の
運

転
時
に
お
け
る
，
残

留
熱
除
去
系
熱
交
換

器
入
口
温
度
の
最
高

使
用
温
度
（

11
4℃

）
を
監
視
可
能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

交
流
電
源
 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

熱
電
対
 

可
 

⑬
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
 

２
 

０
～

20
0℃

 
最
大
値
：
90
℃
 

残
留
熱
除
去
系
及
び

残
留
熱
代
替
除
去
系

の
運
転
時
に
お
け
る

，
残
留
熱
除
去
系
熱

交
換

器
出

口
温

度
の

最
高

使
用

温
度

（
11
4℃

）
を
監
視
可
能
。
 

残
留

熱
代

替
除

去
系

の
運

転
時

に
お

け

る
，
残
留
熱
除
去
系

熱
交
換
器
出
口
温
度

の
最
高
使
用
温
度
（
18
5℃

）
を
監
視
可
能
。 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

交
流
電
源
 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

熱
電
対
 

可
 

⑭
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

「
④
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
①
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
⑥
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
 

※
１

２
 

０
～

15
0
0m

3 /
h 

０
～

12
1
8m

3 /
h 

残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
冷
却
水
流
量
の

最
大
流
量
（

12
1
8m

3 /
h）

を
監
視
可
能
。

 

移
動
式
代
替
熱
交
換

器
設
備
の
最
大
流
量

（
60
0m

3 /
h）

を
監
視
可
能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

交
流
電
源
 

差
圧
式
 

流
量
 

検
出
器
 

可
 

⑮
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

「
⑬
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。
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第
1.
15
－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(1
4／

1
8
)
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑬ 格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 状 態 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
２
 

「
③
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
２
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

原
子
炉
圧
力

※
２
 

「
②
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
①
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 状 態 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

「
⑥
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
」
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

「
⑦
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
 

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

原 子 炉 建 物 内 の 状 態 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

３
 

０
～
４
MP
a［

ga
ge
］
 

最
大
値
：

1
.0
M
Pa
[
ga
g
e]
 

残
留
熱
除
去
系
の
運
転
時
に
お
け
る
，
残

留
熱
除
去
系
系
統
の
最
高
使
用
圧
力
（
約

1
.9
M
Pa
 
[g
a
ge
]）

を
監
視
可
能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
，
Ⅱ
 

バ
イ
タ
ル
 

交
流
電
源
 

Ｓ
Ａ
用
直

流
電
源
 

弾
性
圧
力
 

検
出
器
 

可
 

⑯
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

１
 

０
～
５
MP
a［

ga
ge
］
 

最
大
値
：
 

2
.0
M
Pa
[
ga
g
e]
 
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
運
転
時
に
お
け

る
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
統
の
最
高
使

用
圧
力
（

2.
0
MP
a
 [
ga
g
e]
）
を
監
視
可
能
。 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
 

バ
イ
タ
ル
 

交
流
電
源
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

○21
 

原
子
炉
圧
力

※
１
 

「
②
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 
 
※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。
 

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。
 

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。
 

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。
 

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。
 

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。
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第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(1
5／

1
8
)
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑭ 水 源 の 確 保 （ １ ／ ２ ） 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
 

１
 

０
～

15
0
0m

3

（
０
～
12
54
2m
m）

 
－

※
８
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
底
部
か
ら
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
レ
ベ
ル
（

0～
12
3
8m

3 ）
を

監
視
可
能
で
あ
る
。
 

－
（
Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

差
圧
式
 

水
位
 

検
出
器
 

可
 

⑰
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
２

「
⑧
原
子
炉
格
納
容
器
の
水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

※
１
 

「
④
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
」
及
び
「
⑤
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

※
１
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量

※
１
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

※
１
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

※
１
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

※
１
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

※
１
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。

1.15-40

1199



 

 

第
1.
15
－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(1
6／

1
8
)
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑭ 水 源 の 確 保 （ ２ ／ ２ ） 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

２
 

０
～
４
MP
a［

ga
ge
］
 

－
※
８
 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
，
低
圧
原
子
炉

代
替

注
水

ポ
ン

プ
の

最
高

使
用

圧
力

（
3.
92
M
Pa
 
[g
a
ge
]）

を
監
視
可
能
。
 

－
（
Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

⑱
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

１
 

０
～
10
M
Pa
［
ga
ge
］
 

最
大
値
：
 

9
.2
1
MP
a
[g
a
ge
] 

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転
時
に
お
け

る
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
統
の
最
高
使

用
圧
力
（

9.
21
MP
a 

[g
a
ge
]
）
を

監
視
可

能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅱ
 

直
流
電
源
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

⑲
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

１
 

０
～
12
M
Pa
［
ga
ge
］
 

最
大
値
：
 

9
.1
1
MP
a
[g
a
ge
] 

 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
の
運
転
時
に
お
け

る
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系
統
の
最
高
使

用
圧
力
（

9.
11
MP
a 

[g
a
ge
]
）
を

監
視
可

能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅲ
 

直
流
電
源
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

○20
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

「
⑬
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

２
 

０
～
３
MP
a［

ga
ge
］
 

－
※
８
 

重
大
事
故
等
時
に
お
け
る
，
残
留
熱
代
替

除
去

ポ
ン

プ
の

最
高

使
用

圧
力

（
2.
5M
P
a[
g
ag
e
]）

を
監
視
可
能
。
 

－
（
Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

⑫
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
１
 

「
③
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
１
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

 
 
※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。
 

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。
 

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。
 

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。
 

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。
 

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。
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第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(1
7／

1
8
)
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑮ 原 子 炉 建 物 内 の 水 素 濃 度

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
 

１
 

６
 

０
～
10
v
ol
％

 

０
～
20
v
ol
％

 

－
※
８
 

重
大
事
故

等
時
に
お

い
て
，

原
子
炉
建

物

内
の
水
素

燃
焼
の
可

能
性
（

水
素
濃
度

：

４
vo
l
％

）
を

把
握

す
る

上
で

監
視

可
能

（
な
お
，

静
的
触
媒

式
水
素

処
理
装
置

に

て
，
原
子

炉
建
物
内

の
水
素

濃
度
を
可

燃

限
界

で
あ

る
４

vo
l
％

未
満

に
低

減
す

る
）
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

交
流
電
源

触
媒
式
 

水
素
 

検
出
器
 

熱
伝
導
式

水
素
 

検
出
器
 

－
 

㉒
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
 

※
１

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度
 

※
１

２
 

２
 

０
～

10
0℃

 

０
～

40
0℃

 

－
※
８
 

重
大
事
故

等
時
に
お

い
て
，

静
的
触
媒

式

水
素
処
理

装
置
作
動

時
に
想

定
さ
れ
る

温

度
を
監
視
可
能
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

熱
電
対
 

可
 

㉓
 

⑯ 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 酸 素 濃 度 

格
納
容
器
酸
素
濃
度

※
２
 

１
 

０
～
５
vo
l％

/ 

０
～
25
v
ol
％

 
4
.3
v
ol
％
以
下
 

重
大
事
故

等
時
に
お

い
て
，

原
子
炉
格

納

容
器
内
の

水
素
爆
発

を
防
止

す
る
た
め

，

可
燃
限
界
濃
度
（
酸
素
濃
度
：
5.
0
vo
l％

）

を
計
測
可
能
な
範
囲
と
す
る
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅱ
 

交
流
電
源
 

熱
磁
気
風

式
酸
素
 

検
出
器
 

－
 

○55
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

１
 

０
～
25
v
ol
％

 
4
.3
v
ol
％
以
下
 

重
大
事
故

等
時
に
お

い
て
，

原
子
炉
格

納

容
器
内
の

水
素
爆
発

を
防
止

す
る
た
め

，

可
燃
限
界
濃
度
（
酸
素
濃
度
：
5.
0
vo
l％

）

を
計
測
可
能
な
範
囲
と
す
る
。
 

－
（

Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

交
流
電
源
 

磁
気
力
式

酸
素
 

検
出
器
 

－
 

○56
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

※
１
 

「
⑩
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
線
量
率
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）

※
１

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
⑦
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。

1.15-42

1201



第
1.
1
5－

2
表

 
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
）

(1
8／

1
8
)
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測
範
囲
 

設
計
基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
1
5‐

3 

図
№
 

⑰ 燃 料 プ ー ル の 監 視

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

１
 

-
4.
3
0～

7.
3
0m

※
10

6
98
2
mm

※
10
 

重
大
事
故
等
時
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性

の
あ
る
燃
料
プ
ー
ル
上
部
か
ら
底
部
付
近

ま
で
の
範
囲
に
わ
た
り
水
位
を
監
視
可

能
。
 

－
（
Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

交
流
電
源
 

ガ
イ
ド
 

パ
ル
ス
式
 

水
位
検
出

器
 

－
 

㉙
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

１
 

※
11

-
10
0
0～

67
1
0m
m
※

10
6
98
2
mm

※
10
 

重
大
事
故
等
時
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性

の
あ
る
燃
料
プ
ー
ル
上
部
か
ら
使
用
済
燃

料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
近
傍
ま
で
の
範
囲
に

わ
た
り
水
位
を
監
視
可
能
。
 

C（
S
s）

 
区
分
Ⅱ
 

直
流
電
源
 

熱
電
対
 

可
 

㉚
 

０
～
15
0℃

 
最
大
値
：
 

6
5℃

 

重
大
事
故
等
時
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性

の
あ
る
燃
料
プ
ー
ル
の
温
度
を
監
視
可

能
。
 

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
 

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

１
 

1
0１

～
1
0８

mS
v
/h
 

－
※
８
 

重
大
事
故
等
時
に
よ
り
変
動
す
る
可
能
性

が
あ
る
放
射
線
量
率
の
範
囲
（

10
－
３
～

1
0

７
mS
v/
h）

に
わ
た
り
監
視
可
能
。
 

－
（
Ss
） 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

電
離
箱
 

－
 

㉛
 

１
 

1
0－

３
～

10
４
m
Sv
/
h 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

１
 

－
 

－
※
８
 

重
大
事
故
等
時
に
お
い
て
燃
料
プ
ー
ル
及

び
そ
の
周
辺
の
状
況
を
監
視
可
能
。
 

－
（
Ss
） 

カ
メ
ラ
：

Ｓ
Ａ
用

直
流
電
源

赤
外
線
 

カ
メ
ラ

－
 

㉜
 

冷
却
設

備
：
Ｓ
Ａ
用

交
流
電
源
 

※
１
：
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
及
び
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
３
：
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）

。
 
※
４
：
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位

(E
L
56
1
0)
。

※
５
：
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（

EL
1
01
0
0）

。
 
※
６
：
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（

EL
67
0
6）

。

※
７
：
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
８
：
重
大
事
故
等
時
に
使
用
す
る
設
備
の
た
め
，
設
計
基
準
事
故
時
は
値
な
し
。

※
９
：
炉
心
損
傷
は
原
子
炉
停
止
後
の
経
過
時
間
に
お
け
る
格
納
容
器
内
雰
囲
気
放
射
線
レ
ベ
ル
の
値
で
判
断
す
る
。
原
子
炉
停
止
直
後
に
炉
心
損
傷
し
た
場
合
の
判
断
値
は
約

10
S
v/
h（

経
過
時
間
と
と
も
に
低
く
な
る
）
で
あ
り
設
計
基

準
で
は
炉
心
損
傷
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
の
値
を
下
回
る
。
 

※
10
：
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）

。
 
※

11
：
検
出
点
は
７
箇
所
。

※
12
：
所
内
常
設
蓄
電
式
直
流
電
源
設
備
及
び
常
設
代
替
直
流
電
源
設
備
か
ら
の
給
電
に
よ
り
計
測
可
能
な
計
器
は
，
Ｓ
Ａ
用
直
流
電
源
，
区
分
Ⅱ
直
流
電
源
及
び
区
分
Ⅱ
バ
イ
タ
ル
交
流
電
源
を
電
源
と
し
た
計
器
で
あ
る
。
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第
1
.1

5
－

3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(１
／

16
)
 

 【
推
定
ケ
ー
ス
】
 

ケ
ー
ス
１
：
同
一
物
理
量
（
温
度
，
圧
力
，
水
位
，
放
射
線
量
率
，
水
素
濃
度
，
中
性
子
束
及
び
酸
素
濃
度
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス
２
：
水
位
を
注
水
源
若
し
く
は
注
水
先
の
水
位
変
化
又
は
注
水
量
及
び
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス
３
：
流
量
を
注
水
源
又
は
注
水
先
の
水
位
変
化
を
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス
４
：
除
熱
状
態
を
温
度
，
圧
力
，
流
量
等
の
傾
向
監
視
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス
５
：
圧
力
又
は
温
度
を
水
の
飽
和
状
態
の
関
係
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス
６
：
注
水
量
を
注
水
先
の
圧
力
か
ら
注
水
特
性
の
関
係
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス
７
：
未
臨
界
状
態
の
維
持
を
制
御
棒
の
挿
入
状
態
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス
８
：
酸
素
濃
度
を
あ
ら
か
じ
め
評
価
し
た
パ
ラ
メ
ー
タ
の
相
関
関
係
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス
９
：
水
素
濃
度
を
装
置
の
作
動
状
況
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス

10
：
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
傾
向
監
視
に
よ
り
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
事
象
が
発
生
し
た
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス

11
：
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
空
気
（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
を
原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス

12
：
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
同
一
の
物
理
量
（
水
位
）
，
あ
ら
か
じ
め
評
価
し
た
水
位
と
放
射
線
量
率
の
相
関
関
係
及
び
カ
メ
ラ
に
よ
る
監
視
に
よ
り
，

 

燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
又
は
必
要
な
水
遮
蔽
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
 

ケ
ー
ス

13
：
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
の
圧
力
の
差
圧
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満
水
状
態
を
推
定
す
る
。
 

 

な
お
，
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定
に
あ
た
っ
て
は
，
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
誤
差
に
よ
る
影
響
を
考
慮
す
る
。
 

分
類

 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１

 
推
定
ケ
ー
ス

 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法

 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 温 度  

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

 
①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

 
ケ
ー
ス
１

 
①
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す

る
。

 

②
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容

器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
で
，
原
子
炉
圧
力
よ
り
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
を
推
定
す
る
。
ま
た
，
ス
ク
ラ
ム
後
，
原
子
炉
水
位
が
燃
料
棒
有
効
長
頂
部
に

到
達
す
る
ま
で
の
経
過
時
間
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
を
推
定
す
る
。

 

③
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
に
よ
り
推
定
す
る
。

 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。

 

 

②
原
子
炉
圧
力

 

②
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

ケ
ー
ス
５

 

③
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

 
ケ
ー
ス
１

 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(２
／

16
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 圧 力 

原
子
炉
圧
力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
原
子
炉
圧
力
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

③
原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
で
，
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

③
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

③
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
５
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
圧
力
 

ケ
ー
ス
１
 

①
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
で
，
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
直
接
計
測
す
る
原
子
炉
圧
力
を
優
先
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
５
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
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1
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(３
／

16
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス
１

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す
る
。

③
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口

流
量
，
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
原

子
炉

注
水
流
量
の
う

ち
機
器
動
作
状

態
に
あ

る
流
量
よ
り
，

崩
壊
熱
に
よ
る

原
子
炉

水
位
変
化
量
を

考
慮

し
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
推
定
す
る
。

④
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
に
よ
り
主
蒸
気
配
管
よ
り
上
ま
で
注
水
し
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満
水
を
推
定
す
る
。 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

③
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

③
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

③
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

③
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量

③
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

③
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

③
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

③
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

ケ
ー
ス
２

④
原
子
炉
圧
力

④
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

④
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス

13

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

ケ
ー
ス
１

①
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
燃

料
域
）
に
よ
り
推
定
す
る
。

②
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口

流
量
，
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
原

子
炉

注
水
流
量
の
う

ち
機
器
動
作
状

態
に
あ

る
流
量
よ
り
，

崩
壊
熱
に
よ
る

原
子
炉

水
位
変
化
量
を

考
慮

し
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
推
定
す
る
。

③
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
に
よ
り
主
蒸
気
配
管
よ
り
上
ま
で
注
水
し
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満
水
を
推
定
す
る
。 

推
定
は
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
直
接
計
測
す
る
原
子
炉
水
位
を
優
先
す
る
。
 

②
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

②
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

②
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量

②
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

②
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

②
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

ケ
ー
ス
２

③
原
子
炉
圧
力

③
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

③
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス

13

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(４
／

16
)
 

分
類

 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１

 
推
定
ケ
ー
ス

 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法

 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量  

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

 
①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

ケ
ー
ス
３

 

①
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー

ル
水
位
の
変
化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

 

②
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
を
推
定
す
る
。

 

推
定
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。

 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

 
①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

ケ
ー
ス
３

 

①
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水

位
の
水
量
変
化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。
な
お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た

上
で
注
水
量
を
推
定
す
る
。

 

②
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
を
推
定
す
る
。

 

推
定
は
，
環
境
悪
化
の
影
響
が
小
さ
い
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
を
優
先
す
る
。

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域

用
）

 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

 

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

 

①
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 
ケ
ー
ス
３

 

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場

合
は
，
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口

 

流
量

 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

ケ
ー
ス
３

 

①
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー
ル
水
位
の
変
化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

 

②
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
を
推
定
す
る
。

 

推
定
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。

 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口

 

流
量

 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

ケ
ー
ス
３

 

①
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー
ル
水
位
の
変
化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

 

②
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
を
推
定
す
る
。

 

推
定
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。

 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

ケ
ー
ス
３

 

①
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル
水
位
の
変
化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

 

②
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
を
推
定
す
る
。

 

推
定
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。

 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口

 

流
量

 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

ケ
ー
ス
３

 

①
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー
ル
水
位
の
変
化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

 

②
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
を
推
定
す
る
。

 

推
定
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。

 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水

 

流
量

 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 

ケ
ー
ス
３

 

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
プ
ー
ル
水
位
の
変
化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

 

②
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
を
推
定
す
る
。

 

推
定
は
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。

 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(５
／

16
)

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

分
類

 
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１

 
推
定
ケ
ー
ス

 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法

 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

 
①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

ケ
ー
ス
３

①
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水

位
の
水
量
変
化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。
な
お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た

上
で
注
水
量
を
推
定
す
る
。

②
注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
よ
り
代
替
注

水
流
量
（
常
設
）
を
推
定
す
る
。

②
注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水

位
変
化
に
よ
り
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
環
境
悪
化
の
影
響
が
小
さ
い
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
を
優
先
す
る
。

 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス
６

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

ケ
ー
ス
３

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

 
①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス
６

①
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
よ
り
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
を
推
定
す
る
。 

①
注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
変

化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

①
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

ケ
ー
ス
３

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域

用
）

 

①
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

ケ
ー
ス
３

①
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場

合
は
，
注
水
先
の
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
及
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
の
変
化
に
よ
り
注
水
量
を
推
定
す
る
。

残
留

熱
代

替
除

去
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ
流
量

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

ケ
ー
ス
６

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
残
留
熱
代
替
除
去
系

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
か
ら
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
を
用
い
て
流
量
を
推
定
し
，
こ
の
流
量
か
ら

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
を
差
し
引
い
て
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
を

推
定
す
る
。
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(６
／

16
)
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

      

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

③
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

を
推
定
す
る
。
 

④
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
上
記
③
と
同
様
に
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

④
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
５
 

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ

り
推
定
す
る
。
 

③
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

を
推
定
す
る
。
 

④
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
上
記
③
と
同
様
に
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
を

推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

④
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
５
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

①
ペ
デ
ス
タ
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ
Ａ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
推
定
す
る
。
 

③
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
５
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ
Ａ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(
７
／

16
)
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

                         分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

③
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ

り
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
５
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ
Ａ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

よ
り
推
定
す
る
。
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

③
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

 

ケ
ー
ス
５
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表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(８
／

16
)

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

②
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

②
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

②
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

③
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

ケ
ー
ス
２

①
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
の
停
止
判
断
に
用
い
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
計
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す
る
。

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
流
量
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル

代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
機
器
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
に
よ
り
，

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
を
推
定
す
る
。

③
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
量
変
化
に
よ
り
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
を
推
定
す
る
。
な

お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で
注
水
量
を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位

（
Ｓ
Ａ
）

①
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

①
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

①
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

①
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

ケ
ー
ス
２

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流

量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
機
器
動
作
状
態
に

あ
る
流
量
に
よ
り
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
を
推
定
す
る
。

②
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
量
変
化
に
よ
り
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ

Ａ
）
を
推
定
す
る
。
な
お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で
注
水
量
を
推
定

す
る
。

推
定
は
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域

用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯

域
用
）
を
優
先
す
る
。
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

ケ
ー
ス
１

①
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。

②
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
監
視
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
は
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ

レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
に
よ
り
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
を
推
定
す
る
。

③
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
量
変
化
に
よ
り
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
を
推
定
す
る
。
な
お
，

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で
注
水
量
を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

②
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

②
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

②
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

③
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

ケ
ー
ス
２

1.15-51
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(９
／

16
)
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の

水 素 濃 度

格
納
容
器
水
素
濃
度
 

①
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス
１

①
格
納
容
器
水
素
濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す

る
。

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
格
納
容
器
水
素
濃
度

ケ
ー
ス
１

①
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
水
素
濃
度
に
よ
り
推
定
す

る
。

原 子 炉 格 納 容 器 内 の

放 射 線 量 率 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド

ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
［
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
］

※
２

ケ
ー
ス
１

①
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。

②
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
，
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
の
指
示
値
を
用
い
て
，
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
放
射
線
量
率
を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
［
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
］

※
２

ケ
ー
ス
１

①
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合

は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。

②
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
，
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
の
指
示
値
を
用
い
て
，
原
子
炉
格
納
容

器
内
の
放
射
線
量
率
を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

未 臨 界 の 維 持 又 は 監 視

中
性
子
源
領
域
計
装
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
平
均
出
力
領
域
計
装

ケ
ー
ス
１

①
中
性
子
源
領
域
計
装
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。

②
中
性
子
源
領
域
計
装
の
監
視
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
は
，
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
推
定
す
る
。

③
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
（
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
に
よ
り
全
制
御
棒
が
挿
入
状
態
に
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
場
合
は
，
未
臨
界
状
態
の
維
持
を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
［
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
］

※
２

ケ
ー
ス
７

平
均
出
力
領
域
計
装
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
中
性
子
源
領
域
計
装

ケ
ー
ス
１

①
平
均
出
力
領
域
計
装
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。

②
平
均
出
力
領
域
計
装
の
監
視
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
は
，
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
推
定
す
る
。

③
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
（
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
に
よ
り
全
制
御
棒
が
挿
入
状
態
に
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
場
合
は
，
未
臨
界
状
態
の
維
持
を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
［
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
］

※
２

ケ
ー
ス
７

［
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
］

※
２
 

①
中
性
子
源
領
域
計
装

②
平
均
出
力
領
域
計
装

ケ
ー
ス
７

①
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
（
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
の
監
視
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
は
，
中
性
子
源

領
域
計
装
に
よ
り
推
定
す
る
。

②
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
推
定
す
る
。

推
定
は
，
低
出
力
領
域
を
監
視
す
る
中
性
子
源
領
域
計
装
を
優
先
す
る
。

1.15-52
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表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(1
0／

16
)

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保  

残 留 熱 代 替 除 去 系 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ
Ａ
）

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス
１

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

1
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

よ
り
推
定
す
る
。

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス
１

①
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の
熱
交
換

量
評
価
か
ら
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す
る
。

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
 

流
量
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

①
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス
３

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
水

位
変
化
に
よ
り
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
を
推
定
す
る
。

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ

出
口
圧
力
か
ら
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
を
用
い
て
流
量
を
推
定
し
，
こ
の
流
量
か
ら
残
留
熱

代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
を
差
し
引
い
て
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
を
推
定
す

る
。

③
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
を
優
先
す
る
。

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

ケ
ー
ス
６

③
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス
４

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ

レ
イ
流
量

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

ケ
ー
ス
６

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
残
留
熱
代
替
除
去
系

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
か
ら
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
を
用
い
て
流
量
を
推
定
し
，
こ
の
流
量
か
ら

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
を
差
し
引
い
て
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
を

推
定
す
る
。

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
冷
却
に
お
い
て
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
の
監
視
が
不

可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
，

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推

定
す
る
。

推
定
は
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
を
優
先
す
る
。
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス
４

1.15-53

1212



 

 

第
1
.1

5
－

3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
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タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(1
1／

16
)

 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

  

 
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保  

格 納 容 器 フ ィ ル タ ベ ン ト 系 

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

①
ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

 

ケ
ー
ス
１
 

①
ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
傾
向
監
視
に
よ
り
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
の
健
全
性
を
推
定
す

る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
温
度
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

①
ス
ク
ラ
バ
容
器
温
度
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
放

射
線

モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

①
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ

ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備
 

②
格
納
容
器
水
素
濃
度
 

②
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃
度
が
故
障
し
た
場
合
は
，
予
備
の
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃

度
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素

ガ
ス
が
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
配
管
内
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
，
格
納
容
器
水
素
濃
度
及
び
格
納

容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備
を
優
先
す
る
。
 

残 留 熱 除 去 系 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

①
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
，

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定

す
る
。
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
 

①
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

ケ
ー
ス
１
 

①
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
の
監
視
が
不
可
能
に
な
っ
た
場
合
は
，
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の
熱
交
換

量
評
価
か
ら
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
入
口
温
度
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
冷
却
水
流
量
に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推

定
す
る
。
 

推
定
は
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
を
優
先
す
る
。
 

②
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量

 
ケ
ー
ス
４
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 
①
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 

ケ
ー
ス
６

 

①
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
か
ら

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
を
用
い
て
，
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

推
定
す
る
。
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(1
2／

16
)
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

         

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 状 態 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水
位
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，
原
子
炉

水
位
（
燃
料
域
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

原
子
炉
圧
力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
原
子
炉
圧
力
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

③
原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
で
，
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度

（
Ｓ
Ａ
）
よ
り
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

③
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

③
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
５
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
圧
力
 

ケ
ー
ス
１
 

①
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と
想
定
す
る
こ
と
で
，
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度

（
Ｓ
Ａ
）
よ
り
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
直
接
計
測
す
る
原
子
炉
圧
力
を
優
先
す
る
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
５
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 状 態 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し

て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
５
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

③
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
を
利
用
し
て
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

③
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
５
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(1
3／

16
)
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

                            

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 建 物 内 の 状 態 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

①
原
子
炉
圧
力
 

①
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

の
低
下
に
よ
り
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
発
生
を
推
定
す
る
。
 

②
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
有
効
監
視
パ
ラ
メ

ー
タ
）
に
よ
り
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
発
生
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。
 

②
［
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
］

※
２
 

ケ
ー
ス

10
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ

 

出
口
圧
力

 

①
原
子
炉
圧
力
 

①
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）
の
低
下
に
よ
り
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
発
生
を
推
定
す
る
。
 

②
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
エ
リ
ア
モ
ニ
タ
（
有
効
監
視

パ
ラ
メ
ー
タ
）
に
よ
り
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
発
生
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。

 

②
［
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
］

※
２
 

ケ
ー
ス

10
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表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(1
4／

16
)

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

水 源 の 確 保 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
 

①
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

ケ
ー
ス
２

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と

す
る
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
か
ら
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
を
推
定
す
る
。
な
お
，
低
圧
原
子
炉
代

替
注
水
槽
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で
水
位
を
推
定
す
る
。

②
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水
位
変
化
に
よ
り
低
圧
原
子
炉

代
替
注
水
槽
水
位
を
推
定
す
る
。
な
お
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
補
給
状
況
も
考
慮
し
た
上
で
水
位
を

推
定
す
る
。

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
か
ら
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
，
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
を
優
先
す
る
。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位

（
Ｓ
Ａ
）

①
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

①
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量

①
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

①
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

①
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

②
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

②
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

②
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

②
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

ケ
ー
ス
２

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル
の
水
位
容
量
曲
線
を
用
い
て
，
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
す
る
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
原
子
炉

隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
，
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
，

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
と
経
過
時
間
よ
り
算
出
し

た
注
水
量
か
ら
推
定
す
る
。

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
，
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
，
残
留
熱
代

替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
か
ら
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
，
残
留
熱
除

去
ポ
ン
プ
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
，
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
把

握
す
る
こ
と
に
よ
り
，
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
推
定
す
る
。

推
定
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量
を
優
先
す
る
。
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(1
5／

16
)
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

        

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

原 子 炉 建 物 内 の 

水 素 濃 度 

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
 

 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

ケ
ー
ス
１
 

①
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

②
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
及
び

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度
の
温
度
差
に
よ
り
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
優
先
す
る
。
 

②
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度

 

②
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度

 

 
ケ
ー
ス
９
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 

酸 素 濃 度 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
 

①
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス
１
 

①
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
す

る
。
 

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
に
て
炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
後
，
初
期
酸
素
濃
度
と
保
守
的
な
Ｇ
値
を
入
力
と
し
た

評
価
結
果
（
解
析
結
果
）
に
よ
り
格
納
容
器
酸
素
濃
度
を
推
定
す
る
。
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
格
納
容
器
内

圧
力
が
正
圧
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
，
事
故
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
空
気
（
酸
素
）
の
流

入
有
無
を
把
握
し
，
水
素
燃
焼
の
可
能
性
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。
 

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
）
 

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
 

ケ
ー
ス
８
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス

11
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
格
納
容
器
酸
素
濃
度
 

ケ
ー
ス
１
 

①
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
に
よ
り
推
定
す

る
。
 

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
に
て
炉
心
損
傷
を
判
断
し
た
後
，
初
期
酸
素
濃
度
と
保
守
的
な
Ｇ
値
を
入
力
と
し
た

評
価
結
果
（
解
析
結
果
）
に
よ
り
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
推
定
す
る
。

 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
格
納
容
器
内

圧
力
が
正
圧
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
，
事
故
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
空
気
（
酸
素
）
の
流

入
有
無
を
把
握
し
，
水
素
燃
焼
の
可
能
性
を
推
定
す
る
。
 

推
定
は
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
を
優
先
す
る
。
 

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ

ェ
ル
）
 

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
 

ケ
ー
ス
８
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

ケ
ー
ス

11
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3
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定

(1
6／

16
)
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：
［
 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

推
定
ケ
ー
ス
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
推
定
方
法
 

燃 料 プ ー ル の 監 視 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

②
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン

ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

③
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス

12

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に

よ
り
燃
料
プ
ー
ル
水
位
を
推
定
す
る
。

②
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
燃
料
プ
ー
ル
水
位
を
推

定
す
る
。

③
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
監
視
す
る
。

推
定
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン

ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

③
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス

12

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
に

よ
り
水
位
・
温
度
を
推
定
す
る
。

②
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
に
て
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
判

断
し
た
後
，
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
を
推
定
す
る
。

③
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
監
視
す
る
。

推
定
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
を
優
先
す
る
。

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

②
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス

12

①
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場

合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
て
水
位
を
計
測
し
た
後
，
水

位
と
放
射
線
率
の
関
係
に
よ
り
放
射
線
量
率
を
推
定
す
る
。

②
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
監
視
す
る
。

推
定
は
，
燃
料
プ
ー
ル
を
直
接
監
視
す
る
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

を
優
先
す
る
。

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

①
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン

ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

ケ
ー
ス

12

①
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
，
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ

Ａ
）
に
て
，
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
推
定
す
る
。
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第 1.15－4表 補助パラメータ(１／２) 
分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

電源関係 220kV 第２原子力幹線１Ｌ送電電圧 

外部電源の受電状態を確認するパラメータ 220kV 第２原子力幹線２Ｌ送電電圧 

66kV 鹿島支線電圧 

Ｃ－メタクラ母線電圧※１ 

非常用メタクラの受電状態を確認するパラメータ 

Ｄ－メタクラ母線電圧※１ 

Ｃ－メタクラ母線電圧（他号炉） 

Ｄ－メタクラ母線電圧（他号炉） 

ＨＰＣＳ－メタクラ母線電圧※１ 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧※１ 

非常用ロードセンタの受電状態を確認するパラメータ 
Ｄ－ロードセンタ母線電圧※１ 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧（他号炉） 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧（他号炉） 

Ｂ１－115V 系充電器（ＳＡ）電圧 

直流電源の受電状態を確認するパラメータ 

Ｂ１－115V 系蓄電池（ＳＡ）電圧※１ 

Ｂ－115V 系充電器電圧 

Ａ－115V 系直流盤母線電圧※１ 

Ｂ－115V 系直流盤母線電圧※１ 

230V 系直流盤（常用）母線電圧※１ 

ＳＡ用 115V 系充電器電圧 

230V 系充電器（ＲＣＩＣ）電圧 

230V 系充電器（常用）電圧 

230V 系直流盤（常用）母線電圧 

Ａ－115V 系充電器電圧 

Ｂ－115V 系直流盤（ＳＡ）母線電圧 

ＨＰＣＳ系直流盤母線電圧 

ＳＡ対策設備用分電盤（２）母線電圧 

ＳＡ用 115V 系充電器盤蓄電池電圧※１ 

原子炉中性子計装用充電器盤母線電圧 

ディーゼル発電機電圧 

非常用ディーゼル発電機の運転状態を確認するパラメータ 

ディーゼル発電機周波数 

ディーゼル発電機電力 

ディーゼル発電機電圧（他号炉） 

ディーゼル発電機周波数（他号炉） 

ディーゼル発電機電力（他号炉） 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機電圧 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機電力 

ＨＰＣＳ－ディーゼル発電機周波数 

ガスタービン発電機電圧 

代替電源設備の運転状態を確認するパラメータ 

ガスタービン発電機電流 

ガスタービン発電機電力 

高圧発電機車電圧 

高圧発電機車周波数 

直流給電車電圧 

緊急用メタクラ電圧※１ 緊急用メタクラの受電状態を確認するパラメータ 

ＳＡロードセンタ母線電圧※１ 緊急用ロードセンタの受電状態を確認するパラメータ 

ディーゼル燃料デイタンクレベル 

燃料の確保状態を確認するパラメータ 

ディーゼル燃料貯蔵タンクレベル 

タンクローリ油タンクレベル

ガスタービン発電機用軽油タンク油面 

各機器油タンクレベル 

補機関係 高圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 

高圧原子炉代替注水系の運転状態を確認するパラメータ 
高圧原子炉代替注水系タービン入口圧力 

高圧原子炉代替注水系タービン排気圧力 

高圧原子炉代替注水ポンプ入口圧力 

可搬型回転数計 

原子炉隔離時冷却系の運転状態を確認するパラメータ 

原子炉隔離時冷却系タービン入口圧力 

原子炉隔離時冷却系タービン排気圧力 

原子炉隔離時冷却ポンプ入口圧力 

原子炉隔離時冷却系タービン回転速度 

復水貯蔵タンク水位 

復水輸送ポンプの運転状態を確認するパラメータ 
復水輸送ポンプ出口ヘッダ圧力 

ＲＰＶ／ＰＣＶ注入流量 

ペデスタル注入流量 

消火ポンプ出口圧力 消火ポンプの運転状態を確認するパラメータ 

移動式代替熱交換設備淡水ポンプ出口圧力 移動式代替熱交換設備の運転状態を確認するパラメータ 

大量送水車ポンプ出口圧力 大量送水車の運転状態を確認するパラメータ 

大型送水ポンプ車出口圧力 大型送水ポンプ車の運転状態を確認するパラメータ 

ほう酸水注入ポンプ出口圧力 
ほう酸水注入系の運転状態を確認するパラメータ 

ほう酸水貯蔵タンク液位 

非常用ガス処理系排ガス・モニタ 耐圧強化ベントラインの運転状態を確認するパラメータ 

※１：重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いるパラメータについては，重大事故対処設備とする。
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第 1.15－4表 補助パラメータ(２／２) 
分類 補助パラメータ 補助パラメータの分類理由 

その他 制御棒駆動水圧系系統流量 制御棒駆動水圧系の動作状態を確認するパラメータ 

制御棒駆動水圧系充てん水ヘッダ圧力 

制御棒駆動水圧系駆動水差圧 

ＡＤＳ用Ｎ２ガス減圧弁二次側圧力※１ 主蒸気逃がし安全弁の作動状態を確認するパラメータ 

Ｎ２ガスボンベ圧力※１ 

窒素ガス代替供給系窒素ガスボンベ圧力 

窒素ガス代替供給系窒素ガス供給圧力 

ドライウェル床ドレンサンプ水位 原子炉冷却材の漏えいを確認するパラメータ 

残留熱除去系配管周囲温度 

原子炉隔離時冷却系配管周囲温度 

スクラバ水ｐＨ 格納容器フィルタベント系の運転状態を確認するパラメータ 

薬液タンク水位 原子炉格納容器内のｐＨを確認するパラメータ 

ＦＣＳ系統入口流量 可燃性ガス濃度制御系の運転状態を確認するパラメータ 

ブロワ入口圧力 

ＦＣＳブロワ入口流量 

再結合器ガス温度 

ＦＣＳ加熱器ガス温度 

ＦＣＳ加熱器出口温度 

ＦＣＳ加熱器壁温度 

ＦＣＳ再結合器壁温度 

非常用ガス処理系系統流量 非常用ガス処理系の運転状態を確認するパラメータ 

原子炉給水流量 給復水系の運転状態を確認するパラメータ 

ＲＦＰ出口ヘッダ圧力 

復水器真空度 

原子炉浄化系系統流量 原子炉浄化系の運転状態を確認するパラメータ 

原子炉浄化系系統入口温度 

原子炉浄化系非再生熱交出口温度 

残留熱代替除去ポンプ出口流量 残留熱代替除去系の運転状態を確認するパラメータ 

原子炉補機冷却水ポンプ出口圧力※１ 原子炉補機冷却系の動作状態を確認するパラメータ 

原子炉補機冷却系常用流量 

ＲＣＷ熱交換器出口温度※１ 

ＲＣＷサージタンク水位※１ 

原子炉補機海水ポンプ出口圧力 原子炉補機海水ポンプの動作状態を確認するパラメータ 

原子炉棟排気高レンジモニタ 原子炉建物の放射線量率を確認するパラメータ 

換気系モニタ 

燃料取替階放射線モニタ 燃料プールの状態を確認するパラメータ 

燃料プールスプレイ流量 

スキマサージタンク水位 

燃料プール冷却ポンプ出口流量 

純水タンク水位 代替水源の確保状態を確認するパラメータ 

ろ過水タンク水位 

１号ろ過水タンク水位 

非常用ろ過水タンク水位 

補助消火水槽水位 

輪谷貯水槽（西１） 

輪谷貯水槽（西２） 

輪谷貯水槽（東１） 

輪谷貯水槽（東２） 

モニタリングポスト 屋外の放射線量を確認するパラメータ 

※１：重大事故等対処設備を活用する手順等の着手の判断基準として用いるパラメータについては，重大事故対処設備とする。 
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第 1.15－5表 有効監視パラメータ（自主対策設備）の監視・記録について 

分類 パラメータ 

可搬型計測器での対応 記録 

計測 
要否理由 記録先 備考 

可否 要否 

原子炉格納容器内の放

射線量率 
エリア放射線モニタ 否 － 可搬型計測器での計測対象外。 

中央制御室 

記録計 
－ 

格納容器バイパスの監

視 

未臨界の維持又は監視 制御棒手動操作・監視系 否 － 可搬型計測器での計測対象外。 

安全パラメータ 

表示システム 

（ＳＰＤＳ） 

－ 
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※ 本資料は，「機能喪失原因対策分析」を基に，設計基準事故対処設備の機能が喪失に至る原因

を順次右側へ展開している。すなわち，機器の機能が喪失することにより，当該機器の左側に

記載される機能が喪失する関係にあることを示している。ただし，ＡＮＤ条件，ＯＲ条件につ

いては表現していないため，必要に応じて「機能喪失原因対策分析」を確認することとする。 

第 1.15－1図 機能喪失原因対策分析（補足）

凡例： フロントライン系 サポート系 故障を想定 対応手段あり

フロントライン系，サポート系の整理，故障の想定・対応手段
故障想定機器 故障要因１ 故障要因２ 故障要因３ 故障要因４ 故障要因５ 故障要因６ 故障要因７

他チャンネル監視不能

計測範囲を超えた場合

計器故障

直流盤遮断器故障

充電器故障

外部電源喪失

外部電源喪失

パラメータ監視不能
１チャンネル監視不能

非常用Ｌ／Ｃ
機能喪失

非常用Ｍ／Ｃ
機能喪失

計器電源喪失
（直流電源）

　計器電源喪失
（交流電源）

非常用Ｌ／Ｃ
機能喪失

非常用Ｍ／Ｃ
機能喪失
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直流母線機能喪失
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機能喪失

蓄電池
機能喪失

充電器盤からの
通常給電機能喪失 交流電源喪失
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添付資料 1.15.1 

審査基準，基準規則と対処設備との対応表(１／５) 

技術的能力審査基準（1.15） 番号 設置許可基準規則（58 条） 技術基準規則（73 条） 番号 

【本文】 

発電用原子炉設置者において、重大事故等が

発生し、計測機器（非常用のものを含む。）

の故障により当該重大事故等に対処するた

めに監視することが必要なパラメータを計

測することが困難となった場合において当

該パラメータを推定するために有効な情報

を把握するために必要な手順等が適切に整

備されているか、又は整備される方針が適切

に示されていること。

①

【本文】 

発電用原子炉施設には、重大事故等が発生

し、計測機器（非常用のものを含む。） の

故障により当該重大事故等に対処するため

に監視することが必要なパラメータを計測

することが困難となった場合において当該

パラメータを推定するために有効な情報を

把握できる設備を設けなければならない。

【本文】 

発電用原子炉施設には、重大事故等が発生

し、計測機器（ 非常用のものを含む。）の

故障により当該重大事故等に対処するため

に監視することが必要なパラメータ（設置許

可基準規則第十六条第三項第二号に規定す

るパラメータをいう。以下同じ。）を計測す

ることが困難となった場合において当該パ

ラメータを推定するために有効な情報を把

握できる設備を施設しなければならない。 

⑦

【解釈】 

１ 「当該重大事故等に対処するために監視

することが必要なパラメータを計測するこ

とが困難となった場合においても当該パラ

メータを推定するために有効な情報を把握

するために必要な手順等」とは、以下に掲げ

る措置又はこれらと同等以上の効果を有す

る措置を行うための手順等をいう。なお、「当

該重大事故等に対処するために監視するこ

とが必要なパラメータ」とは、事業者が検討

すべき炉心損傷防止対策及び格納容器破損

防止対策を成功させるために把握すること

が必要な発電用原子炉施設の状態を意味す

る。

－

【解釈】 

１ 第５８条に規定する「当該重大事故等に

対処するために監視することが必要なパラ

メータを計測することが困難となった場合

において当該パラメータを推定するために

有効な情報を把握できる設備」とは、以下に

掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を

有する措置を行うための設備をいう。なお、

「当該重大事故等に対処するために監視す

ることが必要なパラメータ」とは、事業者が

検討すべき炉心損傷防止対策及び格納容器

破損防止対策等を成功させるために把握す

ることが必要な発電用原子炉施設の状態を

意味する。

【解釈】 

１ 第７３条に規定する「当該重大事故等に

対処するために監視することが必要なパラ

メータを計測することが困難となった場合

において当該パラメータを推定するために

有効な情報を把握できる設備」とは、以下に

掲げる措置又はこれらと同等以上の効果を

有する措置を行うための設備をいう。なお、

「当該重大事故等に対処するために監視す

ることが必要なパラメータ」とは、事業者が

検討すべき炉心損傷防止対策及び格納容器

破損防止対策等を成功させるために把握す

ることが必要な発電用原子炉施設の状態を

意味する。 

－

ａ ）設計基準を超える状態における発電用

原子炉施設の状態の把握能力を明確化する

こと。（ 最高計測可能温度等）
②

ａ）設計基準を超える状態における発電用原

子炉施設の状態の把握能力を明確にするこ

と。（最高計測可能温度等）

ａ）設計基準を超える状態における発電用原

子炉施設の状態の把握能力を明確にするこ

と。（最高計測可能温度等） 
⑧

ｂ ）発電用原子炉施設の状態の把握能力

（ 最高計測可能温度等） を超えた場合の発

電用原子炉施設の状態を推定すること。 

ⅰ ）原子炉圧力容器内の温度、圧力及び水

位を推定すること。 

ⅱ ）原子炉圧力容器及び原子炉格納容器へ

の注水量を推定すること。

③

ｂ）発電用原子炉施設の状態の把握能力（最

高計測可能温度等）を超えた場合の発電用原

子炉施設の状態の推定手段を整備すること。 

ⅰ）原子炉圧力容器内の温度、圧力及び水位

が推定できる手段を整備すること。 

ⅱ）原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への

注水量が推定できる手段を整備すること。

ｂ）発電用原子炉施設の状態の把握能力（最

高計測可能温度等） を超えた場合の発電用

原子炉施設の状態の推定手段を整備するこ

と。 

ⅰ）原子炉圧力容器内の温度、圧力及び水位

が推定できる手段を整備すること。 

ⅱ）原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への

注水量が推定できる手段を整備すること。 

⑨

ⅲ ）推定するために必要なパラメータにつ

いて、複数のパラメータの中から確からしさ

を考慮し、優先順位を定めておくこと。
④

ⅲ）推定するために必要なパラメータは、複

数のパラメータの中から確からしさを考慮

し、優先順位を定めておくこと。

ⅲ）推定するために必要なパラメータは、複

数のパラメータの中から確からしさを考慮

し、優先順位を定めておくこと。 
⑩

ｃ ）原子炉格納容器内の温度、圧力、水位、

水素濃度及び放射線量率など想定される重

大事故等の対応に必要となるパラメータが

計測又は監視及び記録ができること。

⑤

ｃ）原子炉格納容器内の温度、圧力、水位、

水素濃度及び放射線量率など想定される重

大事故等の対応に必要となるパラメータが

計測又は監視及び記録ができること。

ｃ）原子炉格納容器内の温度、圧力、水位、

水素濃度及び放射線量率など想定される重

大事故等の対応に必要となるパラメータが

計測又は監視及び記録ができること。 

⑪

ｄ ）直流電源喪失時に、特に重要なパラメ

ータを計測又は監視を行う手順等（テスター

又は換算表等）を整備すること。 
⑥ － － － 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(２／５) 

：重大事故等対処設備

重大事故等対処設備を使用した手段 

審査基準の要求に適合するための手段
自主対策 

機能 機器名称
既設 

新設

解釈 

対応番号
機能 機器名称

常設 

可搬

必要時間内に 

使用可能か

対応可能な人数 

で使用可能か
備考 

他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
る
計
測

主要パラメータの他 

チャンネルの重要計

器

既設 

新設 ① 

② 

⑦ 

⑧

他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
る
計
測

主要パラメータの他 

チャンネルの常用計

器

常設

－ － －

－ － － －

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

に
よ
る
推
定

重要代替計器
既設 

新設

① 

③ 

④ 

⑦ 

⑨ 

⑩

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

に
よ
る
推
定

常用代替計器 常設

－ － －

－ － － －

可
搬
型
計
測
器

に
よ
る
計
測

可搬型計測器 新設

① 

⑥ 

⑦

－ － － － － －

－ －

代
替
電
源
（
直
流
）

か
ら
の
給
電

所内常設蓄電式直流

電源設備 
新設 

① 

⑥ 

⑦

代
替
電
源
（
直
流
）

か
ら
の
給
電

直流給電車及び可搬

型代替交流電源設備

可搬

－ －

手順は

「1.14 

電源の確

保に関す

る手順等」

にて整備

する。

常設代替直流電源設

備 
新設 

－ － 可搬型直流電源設備 新設 

－ －

代
替
電
源
（
交
流
）

か
ら
の
給
電

常設代替交流電源設

備 
新設 

① 

⑥ 

⑦

－ － － － －
可搬型代替交流電源

設備 
新設 

－ － 

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録

安全パラメータ表示

システム（ＳＰＤＳ）

（ＳＰＤＳデータ収

集サーバ，ＳＰＤＳ伝

送サーバ，ＳＰＤＳデ

ータ表示装置）

新設
① 

⑤ 

⑦ 

⑪ 

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録

運転監視用計算機 

中央性著室記録計 

常設

－ －

自主対策

とする理

由は本文

参照- - - - 

1.15-72

1231



審査基準，基準規則と対処設備との対応表(３／５) 

技術的能力審査基準（1.15） 適合方針 

【要求事項】 

発電用原子炉設置者において、重大事故等

が発生し、計測機器（非常用のものを含む。）

の故障により当該重大事故等に対処するた

めに監視することが必要なパラメータを計

測することが困難となった場合において当

該パラメータを推定するために有効な情報

を把握するために必要な手順等が適切に整

備されているか、又は整備される方針が適切

に示されていること。 

重大事故等が発生し，計測機器（非常用の

ものを含む。）の故障等により，当該重大事

故等に対処するために監視することが必要

なパラメータを計測することが困難となっ

た場合に，当該パラメータの推定に有効な情

報を把握するため，計器の故障時の対応，計

器の計測範囲を超えた場合への対応，計器電

源の喪失時の対応，計測結果を記録する手順

等を整備する。 

【解釈】 

１  「当該重大事故等に対処するために監

視することが必要なパラメータを計測

することが困難となった場合において

も当該パラメータを推定するために有

効な情報を把握するために必要な手順

等」とは、以下に掲げる措置又はこれら

と同等以上の効果を有する措置を行う

ための手順等をいう。なお、「当該重大

事故等に対処するために監視すること

が必要なパラメータ」とは、事業者が検

討すべき炉心損傷防止対策及び格納容

器破損防止対策を成功させるために把

握することが必要な発電用原子炉施設

の状態を意味する。 

－ 

ａ ）設計基準を超える状態における発電

用原子炉施設の状態の把握能力を明

確化すること。（最高計測可能温度等） 

当該重大事故等に対処するために監視す

ることが必要な重要監視パラメータ及び重

要代替監視パラメータを計測する設備（重大

事故等対処設備）は，設計基準を超える状態

における発電用原子炉施設の状態を把握す

るための能力（設計基準最大値，計測範囲，

個数，耐震性，使用電源）を明確化する。 

なお，重要監視パラメータ及び重要代替監

視パラメータの把握能力を第 1.15－2表に示

す。 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(４／５) 

技術的能力審査基準（1.15） 適合方針 

ｂ ）発電用原子炉施設の状態の把握能力

（最高計測可能温度等）を超えた場合

の発電用原子炉施設の状態を推定す

ること。 

ⅰ ）原子炉圧力容器内の温度、圧力及

び水位を推定すること。 

ⅱ ）原子炉圧力容器及び原子炉格納容

器への注水量を推定すること。 

ⅲ ）推定するために必要なパラメータ

について、複数のパラメータの中か

ら確からしさを考慮し、優先順位を

定めておくこと。 

重要監視パラメータ又は有効監視パラメ

ータ（原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水

位並びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容

器への注水量等）の計測が困難になった場合

又は計測範囲を超えた場合は，当該パラメー

タの他チャンネルによる計測，代替パラメー

タによる推定及び可搬型計測器により計測

する手順を整備する。 

また，重要代替監視パラメータが複数ある

場合は，推定する重要監視パラメータとの関

係性，検出器の種類及び使用環境条件を踏ま

えた確からしさを考慮し，優先順位を定め

る。 

なお，代替パラメータの優先順位及び推定

方法を第 1.15－3表に示す。 

ｃ ）原子炉格納容器内の温度、圧力、水

位、水素濃度及び放射線量率など想定

される重大事故等の対応に必要とな

るパラメータが計測又は監視及び記

録ができること。 

原子炉格納容器内の温度，圧力，水位，水

素濃度及び放射線量率等想定される重大事

故等の対応に必要となる重要監視パラメー

タ及び重要代替監視パラメータの計測結果

を安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）

及びデータ表示装置により計測又は監視及

び記録する手順を整備する。 

また，複数の計測結果を計算により推定す

るパラメータの値，現場操作時のみ監視する

現場の指示値及び可搬型計測器により計測

した値（換算表等を用いた換算結果）を記録

用紙に記録する手順を整備する。 
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審査基準，基準規則と対処設備との対応表(５／５) 

技術的能力審査基準（1.15） 適合方針 

ｄ ）直流電源喪失時に、特に重要なパラ

メータを計測又は監視を行う手順等

（テスター又は換算表等）を整備する

こと。 

監視する計器に供給する計器電源が喪失

し，監視機能が喪失した場合に，代替電源設

備として常設代替交流電源設備であるガス

タービン発電機，可搬型代替交流電源設備で

ある高圧発電機車並びに可搬型直流電源設

備である高圧発電機車，Ｂ１－115V系充電器

（ＳＡ），ＳＡ用 115V系充電器，230V系充電

器（常用）又は可搬型直流電源設備に関連す

る自主対策設備である直流給電車から，計器

へ給電する。 

また，代替電源設備が喪失し計測に必要な

計器電源が喪失した場合は，特に重要なパラ

メータとして，重要監視パラメータ及び重要

代替監視パラメータを可搬型計測器により

計測又は監視する手順を整備する。 

なお，電源の供給に関する手順は「1.14

電源の確保に関する手順等」にて整備する。 
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添付資料 1.15.2 

重大事故等の対処に必要なパラメータの選定 

1. 選定の考え方

炉心損傷防止対策，格納容器破損防止対策等を成功させるために把握すること

が必要な発電用原子炉施設の状態を監視する主要パラメータは，技術的能力に係

る審査基準 1.1～1.15（設置許可基準規則第 44～58条）の手順着手の判断基準

及び操作手順に用いられるパラメータ並びに有効性評価の判断及び確認に用い

るパラメータより選定する。 

選定した主要パラメータ（パラメータの分類：原子炉圧力容器内の温度，圧力

及び水位，原子炉圧力容器及び原子炉格納容器への注水量，原子炉格納容器内の

温度，圧力，水位，水素濃度及び放射線量率，未臨界の維持又は監視，最終ヒー

トシンクの確保，格納容器バイパスの監視，水源の確保，原子炉建物内の水素濃

度,原子炉格納容器内の酸素濃度，燃料プールの監視）及び代替パラメータは，

以下のとおり分類する（第１図参照）。 

なお，重大事故等の対処に必要なパラメータのうち，原子炉施設の状態を直接

監視するパラメータを次の２項で選定する。また，全ての監視対象パラメータに

ついては添付資料 1.15.3で整理する。 

主要パラメータ 

・重要監視パラメータ

主要パラメータのうち，耐震性，耐環境性を有し，重大事故等対処設備と

しての要求事項を満たした計器を，少なくとも１つ以上を有するパラメータ

をいう。

・有効監視パラメータ

主要パラメータのうち，自主対策設備の計器のみで計測されるが，計測す

ることが困難となった場合にその代替パラメータが重大事故等対処設備と

しての要求事項を満たした計器で計測されるパラメータをいう。

代替パラメータ 

・重要代替監視パラメータ

主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が，重大事故等対処設備

としての要求事項を満たした計器を，少なくとも１つ以上有するパラメータ

をいう。

・有効監視パラメータ

主要パラメータの代替パラメータが自主対策設備の計器のみで計測され

るパラメータをいう。
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補助パラメータ 

抽出パラメータのうち，発電用原子炉施設の状態を直接監視することはでき

ないが，電源設備の受電状態，重大事故等対処設備の運転状態及びその他の設

備の運転状態により，発電用原子炉施設の状態を補助的に監視するパラメータ

をいう。 

 

なお，主要パラメータが重大事故等対処設備の計器で計測できず，かつその代

替パラメータも重大事故等対処設備の計器で計測できない場合は，重大事故等時

に発電用原子炉施設の状況を把握するため，主要パラメータを計測する計器の１

つを，重大事故等対処設備としての要求を満たした計器へ変更する。 
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。

・
各
技
術
的
能
力
等
で
使
用
す
る
設
備
（
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
含
む
）
の
運
転
・
動
作
状
態
を
表
示
す
る
設
備
（
ラ
ン
プ
表
示
灯
等
）
に
つ
い
て
は

パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
は
抽
出
し
な
い
。

※
２
：
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
は
，
重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
（
当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
以
外
の
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
等
）
若
し
く
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
に

よ
る
推
定
手
段
を
整
備
す
る
。

※
３
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
運
転
・
動
作
状
態
を
表
示
す
る
設
備
（
ラ
ン
プ
表
示
灯
等
）
に
つ
い
て
は
，
設
置
許
可
基
準
規
則

第
4
4
～
5
8
条
の
設
置
許
可

基
準
規
則

第
4
3
条
へ
の
適
合
状
況
の
う
ち
，
（
２
）
操
作
性
（
設
置
許
可
基
準
規
則

第
4
3
条
第
1
項
二
）
に
て
，
適
合
性
を
整
理
す
る
。

※
４
：
重
大
事
故
等
対
処
設
備
を
活
用
す
る
手
順
等
の
着
手
の
判
断
基
準
と
し
て
用
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
に
つ
い
て
は
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
す
る
。

対
象
外

※
３

Y
es

N
o

当
該
重
大
事
故
等
時
に
対
処
す
る
た
め

に
各
技
術
的
能
力
等
に
用
い
ら
れ
る
パ

ラ
メ
ー
タ
か
※
１

発
電
用
原
子
炉
施
設
等
の
状
態
を

監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
は
耐
震
性
，
耐
環

境
性
の
あ
る
計
器
で
確
認
で
き
る
か

N
o

N
o

当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
に
耐
震
性
，
耐
環
境

性
の
あ
る
計
測
機
器
で
確
認
で
き
る
代

替
パ
ラ
メ
ー
タ
が
あ
る
か

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ

Y
es

炉
心
損
傷
防
止
対
策
，
格
納
容
器
破
損

防
止
対
策
等
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
把

握
す
る
こ
と
が
必
要
な
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
状
態
を
直
接
監
視
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ
か

N
o

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

※
４

電
源
設
備
の
受
電
状
態
，
重
大
事
故
等
対
処
設
備
の
運
転
状
態

及
び
そ
の
他
設
備
の
運
転
状
態
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
施
設
の

状
態
を
補
助
的
に
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の

要
求
事
項
を
満
た
さ
な
い
パ
ラ
メ
ー
タ

Y
es

Y
es

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ

有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

自
主
対
策
設
備
の
計
器
で
の
み
計
測
さ
れ
る
が
，
計
測
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
に
そ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
が
重
大
事
故
等
対
処
設
備

と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
で
計
測
さ
れ
る
パ
ラ
メ
ー
タ

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
が
重
大
事
故

等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
を
少
な
く
と
も
１

つ
以
上
有
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ

※
２

重
大
事
故
等
対
処
設
備
と
し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
を
少
な

く
と
も
１
つ
以
上
有
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

仕
様
変
更
等
の
実
施

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器
は
重
大
事
故
等
対
処
設
備
と

し
て
の
要
求
事
項
を
満
た
し
た
計
器
へ
変
更

た
だ
し
，
目
視
等
に
よ
り
容
易
に
確
認
で
き
る
場
合
を
除
く

当
該
パ
ラ
メ
ー
タ
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2. 選定の結果 

重大事故等の対処に必要なパラメータとして，技術的能力に係る審査基準 1.1

～1.15のパラメータの手順着手の判断基準及び操作手順に用いられるパラメー

タ並びに有効性評価の判断及び確認に用いるパラメータの中から，炉心損傷防止

対策，格納容器破損防止対策等を成功させるために把握することが必要な発電用

原子炉施設の状態を直接監視するパラメータを選定した。 

選定結果を第１表に示す。 

 

第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ(１／６) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

原
子
炉
圧
力
容
器

内
の
温
度 

原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

残留熱除去系熱交換器入口温度 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力 

原子炉圧力 主要パラメータの他チャンネル 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力（ＳＡ） 原子炉圧力 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

主要パラメータの他チャンネル 

原子炉水位（ＳＡ） 

高圧原子炉代替注水流量 

代替注水流量（常設） 

低圧原子炉代替注水流量 

低圧原子炉代替注水流量（狭帯域用） 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量 

高圧炉心スプレイポンプ出口流量 

残留熱除去ポンプ出口流量 

低圧炉心スプレイポンプ出口流量 

残留熱代替除去系原子炉注水流量 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

原子炉水位（ＳＡ） 

 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

高圧原子炉代替注水流量 

代替注水流量（常設） 

低圧原子炉代替注水流量 

低圧原子炉代替注水流量（狭帯域用） 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量 

高圧炉心スプレイポンプ出口流量 

残留熱除去ポンプ出口流量 

低圧炉心スプレイポンプ出口流量 

残留熱代替除去系原子炉注水流量 

原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

※：［ ］は有効監視パラメータ又は重要監視パラメータの常用計器（耐震性又は耐環境性等はないが，監視可能であれ

ば発電用原子炉施設の状態を把握することが可能な計器）を示す。 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ(２／６) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量

高圧原子炉代替注水流量 サプレッション・プール水位（ＳＡ）

原子炉水位（広帯域）

原子炉水位（燃料域）

原子炉水位（ＳＡ）

代替注水流量（常設） 低圧原子炉代替注水槽水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

低圧原子炉代替注水流量 

低圧原子炉代替注水流量（狭帯域用） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量 サプレッション・プール水位（ＳＡ）

原子炉水位（広帯域）

原子炉水位（燃料域）

原子炉水位（ＳＡ）

高圧炉心スプレイポンプ出口流量 サプレッション・プール水位（ＳＡ）

原子炉水位（広帯域）

原子炉水位（燃料域）

原子炉水位（ＳＡ）

残留熱除去ポンプ出口流量 サプレッション・プール水位（ＳＡ）

原子炉水位（広帯域）

原子炉水位（燃料域）

原子炉水位（ＳＡ）

低圧炉心スプレイポンプ出口流量 サプレッション・プール水位（ＳＡ）

原子炉水位（広帯域）

原子炉水位（燃料域）

原子炉水位（ＳＡ）

残留熱代替除去系原子炉注水流量 サプレッション・プール水位（ＳＡ）

原子炉水位（広帯域）

原子炉水位（燃料域）

原子炉水位（ＳＡ）

原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量

代替注水流量（常設） 低圧原子炉代替注水槽水位 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

ドライウェル水位

サプレッション・プール水位（ＳＡ）

ペデスタル水位

格納容器代替スプレイ流量 ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

ドライウェル水位

サプレッション・プール水位（ＳＡ）

ペデスタル水位

ペデスタル代替注水流量 

ペデスタル代替注水流量（狭帯域用） 

ペデスタル水位 

ドライウェル水位 

残留熱代替除去系格納容器スプレイ流量 残留熱代替除去系原子炉注水流量 

残留熱代替除去系ポンプ出口圧力 

※：［ ］は有効監視パラメータ又は重要監視パラメータの常用計器（耐震性又は耐環境性等はないが，監視可能であれ

ば発電用原子炉施設の状態を把握することが可能な計器）を示す。 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ(３／６) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度 

ドライウェル温度（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

ペデスタル温度（ＳＡ） 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

ペデスタル温度（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

ドライウェル温度（ＳＡ） 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

ペデスタル水温度（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ）

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ）

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
圧
力

ドライウェル圧力（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

ドライウェル温度（ＳＡ）

ペデスタル温度（ＳＡ）

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ）

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
位 

ドライウェル水位 サプレッション・プール水位（ＳＡ）

代替注水流量（常設）

低圧原子炉代替注水流量

低圧原子炉代替注水流量（狭帯域用）

格納容器代替スプレイ流量

ペデスタル代替注水流量

ペデスタル代替注水流量（狭帯域用）

低圧原子炉代替注水槽水位

サプレッション・プール水位（ＳＡ） 代替注水流量（常設） 

低圧原子炉代替注水流量 

低圧原子炉代替注水流量（狭帯域用） 

格納容器代替スプレイ流量 

ペデスタル代替注水流量 

ペデスタル代替注水流量（狭帯域用） 

低圧原子炉代替注水槽水位 

ペデスタル水位 主要パラメータの他チャンネル 

代替注水流量（常設） 

格納容器代替スプレイ流量 

ペデスタル代替注水流量 

低圧原子炉代替注水槽水位 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
水
素
濃
度

格納容器水素濃度 格納容器水素濃度（ＳＡ） 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 格納容器水素濃度 

原
子
炉
格
納
容
器
内

の
放
射
線
量
率

格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 主要パラメータの他チャンネル 

［エリア放射線モニタ］※ 

格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チ

ェンバ） 

主要パラメータの他チャンネル 

［エリア放射線モニタ］※

※：［ ］は有効監視パラメータ又は重要監視パラメータの常用計器（耐震性又は耐環境性等はないが，監視可能であれ

ば発電用原子炉施設の状態を把握することが可能な計器）を示す。 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ(４／６) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

未
臨
界
の
維
持

又
は
監
視

中性子源領域計装 主要パラメータの他チャンネル 

平均出力領域計装 

［制御棒手動操作・監視系］※ 

平均出力領域計装 主要パラメータの他チャンネル 

中性子源領域計装 

［制御棒手動操作・監視系］※ 

［制御棒手動操作・監視系］※ 中性子源領域計装 

平均出力領域計装 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
の
確
保 

残
留
熱
代
替
除
去
系 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ）

残留熱除去系熱交換器出口温度 サプレッション・プール水温度（ＳＡ）

残留熱代替除去系原子炉注水流量 原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

残留熱代替除去系格納容器スプレイ流量 

残留熱代替除去系ポンプ出口圧力 

原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

残留熱代替除去系格納容器スプレイ流量 残留熱代替除去系原子炉注水流量 

残留熱代替除去系ポンプ出口圧力 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ）

ドライウェル温度（ＳＡ）

サプレッション・チェンバ温度（ＳＡ）

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系

スクラバ容器水位 主要パラメータの他チャンネル 

スクラバ容器圧力 主要パラメータの他チャンネル 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

スクラバ容器温度 主要パラメータの他チャンネル 

第１ベントフィルタ出口放射線モニタ（高レンジ・

低レンジ） 

主要パラメータの他チャンネル 

第１ベントフィルタ出口水素濃度 主要パラメータの予備 

格納容器水素濃度 

格納容器水素濃度（ＳＡ） 

残
留
熱
除
去
系

残留熱除去系熱交換器入口温度 原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

サプレッション・プール水温度（ＳＡ）

残留熱除去系熱交換器出口温度 残留熱除去系熱交換器入口温度 

残留熱除去系熱交換器冷却水流量 

残留熱除去ポンプ出口流量 残留熱除去ポンプ出口圧力 

※：［ ］は有効監視パラメータ又は重要監視パラメータの常用計器（耐震性又は耐環境性等はないが，監視可能であれ

ば発電用原子炉施設の状態を把握することが可能な計器）を示す。 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ(５／６) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の
監
視 

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
状
態 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

主要パラメータの他チャンネル 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉水位（ＳＡ） 原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉圧力 主要パラメータの他チャンネル 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原子炉圧力（ＳＡ） 原子炉圧力 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器温度（ＳＡ） 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
状
態 

ドライウェル温度（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 主要パラメータの他チャンネル 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ）

ドライウェル温度（ＳＡ）

原
子
炉
建
物
内
の
状
態

残留熱除去ポンプ出口圧力 原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

［エリア放射線モニタ］※ 

低圧炉心スプレイポンプ出口圧力 原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

［エリア放射線モニタ］※

※：［ ］は有効監視パラメータ又は重要監視パラメータの常用計器（耐震性又は耐環境性等はないが，監視可能であれ

ば発電用原子炉施設の状態を把握することが可能な計器）を示す。 
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第１表 重大事故等の対処に必要なパラメータ(６／６) 

分類 主要パラメータ 代替パラメータ 

水
源
の
確
保 

低圧原子炉代替注水槽水位 代替注水流量（常設） 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

サプレッション・プール水位（ＳＡ） 

低圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力 

サプレッション・プール水位（ＳＡ） 高圧原子炉代替注水流量 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量 

高圧炉心スプレイポンプ出口流量 

残留熱除去ポンプ出口流量 

低圧炉心スプレイポンプ出口流量 

残留熱代替除去系原子炉注水流量 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口圧力 

高圧炉心スプレイポンプ出口圧力 

残留熱除去ポンプ出口圧力 

低圧炉心スプレイポンプ出口圧力 

残留熱代替除去系ポンプ出口圧力 

原
子
炉
建
物
内
の 

水
素
濃
度 

原子炉建物水素濃度 主要パラメータの他チャンネル 

静的触媒式水素処理装置入口温度 

静的触媒式水素処理装置出口温度 

 

 

 

 

原
子
炉
格
納
容
器
内
の 

酸
素
濃
度 

格納容器酸素濃度 格納容器酸素濃度（ＳＡ） 

格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェンバ） 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

格納容器酸素濃度（ＳＡ） 格納容器酸素濃度 

格納容器雰囲気放射線モニタ（ドライウェル） 

格納容器雰囲気放射線モニタ（サプレッション・チェンバ） 

ドライウェル圧力（ＳＡ） 

サプレッション・チェンバ圧力（ＳＡ） 

燃
料
プ
ー
ル
の
監
視 

燃料プール水位（ＳＡ） 燃料プール水位・温度（ＳＡ） 

燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）（Ｓ

Ａ） 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ） 

燃料プール水位・温度（ＳＡ） 燃料プール水位（ＳＡ） 

燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）（Ｓ

Ａ） 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ） 

燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レン

ジ）（ＳＡ） 

燃料プール水位（ＳＡ） 

燃料プール水位・温度（ＳＡ） 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ） 

燃料プール監視カメラ（ＳＡ） 燃料プール水位（ＳＡ） 

燃料プール水位・温度（ＳＡ） 

燃料プールエリア放射線モニタ（高レンジ・低レンジ）（Ｓ

Ａ） 

※：［ ］は有効監視パラメータ又は重要監視パラメータの常用計器（耐震性又は耐環境性等はないが，監視可能であれ

ば発電用原子炉施設の状態を把握することが可能な計器）を示す。 
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添付資料 1.15.3 
 

重大事故等対処に係る監視事項 

 

1. はじめに 

重大事故等時における運転員の対応操作においては，監視計器を用いてプラン

ト状態を的確に把握する必要がある。また，対応操作の実施に当たって，監視計

器を用いて適切な手順を選定し，適切なタイミングで対応操作を行うことが重要

である。 

重大事故等時に，運転員が確認する監視項目について，主要パラメータに加え

主要パラメータが監視できない場合の代替パラメータ及び全交流動力電源が喪

失した場合の影響も含めて，「2. 監視項目」に示すパラメータを表の通り取り

まとめた。 

 

2. 監視項目 

技術的能力 1.1～1.15の手順着手の判断基準及び操作手順に用いられるパラ

メータ並びに有効性評価の判断及び確認に用いるパラメータについて整理した。 

(1) 技術的能力1.1～1.15の手順着手の判断基準及び操作手順に用いられるパ

ラメータ【技術的能力における各手段の判断と確認】 

(2) 有効性評価の判断及び確認に用いるパラメータ【有効性評価の監視項目に

係る判断及び確認】 

 

  なお，表について，２項で設定した監視項目（【技術的能力における各手段

の判断と確認】及び【有効性評価の監視項目に係る判断と確認】）について，

以下の順に整理する。 
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目 次 

0. 重大事故等対処に係る監視事項についての説明資料 

 

1. 技術的能力における各手段の判断と確認 

・1.1 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための手順等 

・1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順

等 

・1.3 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための手順等 

・1.4 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するための手順

等 

・1.5 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための手順等 

・1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

・1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

・1.8 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための手順等 

・1.9 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための手順等 

・1.10 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための手順等 

・1.11 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための手順等 

・1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等 

・1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等 

・1.14 電源の確保に関する手順等 

 

2. 有効性評価の監視項目に係る判断と確認 

(1) 運転中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故 

・2.1 高圧・低圧注水機能喪失 

・2.2 高圧注水・減圧機能喪失 

・2.3 全交流動力電源喪失 

・2.3.1 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋ＨＰＣＳ失敗 

・2.3.2 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋高圧炉心冷却失

敗 

・2.3.3 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋直流電源喪失 

・2.3.4 全交流動力電源喪失（外部電源喪失＋ＤＧ失敗）＋ＳＲＶ再閉失敗

＋ＨＰＣＳ失敗 

・2.4 崩壊熱除去機能喪失 

・2.4.1 取水機能が喪失した場合 

・2.4.2 残留熱除去系が故障した場合 

・2.5 原子炉停止機能喪失 

・2.6 ＬＯＣＡ時注水機能喪失 

・2.7 格納容器バイパス（インターフェイスシステムＬＯＣＡ） 
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(2) 運転中の原子炉における重大事故 

・3.1 雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損） 

・3.1.2 残留熱代替除去系を使用する場合 

・3.1.3 残留熱代替除去系を使用しない場合 

・3.2 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 

・3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用 

・3.4 水素燃焼 

・3.5 溶融炉心・コンクリート相互作用 

 

(3) 燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故 

・4.1 想定事故１ 

・4.2 想定事故２ 

 

(4) 運転停止中の原子炉における重大事故に至るおそれのある事故 

・5.1 崩壊熱除去機能喪失 

・5.2 全交流動力電源喪失 

・5.3 原子炉冷却材の流出 

・5.4 反応度の誤投入 
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0. 重大事故等対処に係る監視事項についての説明資料 

次項以降の「重大事故等対処に係る監視事項」についての解説を以下に示す。 

ａ．「対応手段」欄は，事故処置中に確認する項目，対応手段を示す。 

ｂ．各技術的能力の「項目」欄については，抽出パラメータ又は抽出パラメー

タの代替パラメータにより判断あるいは確認する項目を示す。 

ｃ．「抽出パラメータを計測する計器」欄は，判断基準の確認で使用する必要

なパラメータを計測する計器を示す。 

ｄ．「抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器」欄は，抽出パラメー

タが監視できない場合に監視するパラメータを計測する計器を示す。 

ｅ．「ＳＢＯ影響（直後）」欄は，全交流動力電源喪失発生直後（蓄電池が健

全）において，蓄電池からの給電により監視可能な計器数を示す。 

ｆ．「ＳＢＯ影響（負荷切り離し後）」欄は，負荷を切り離し，所内常設蓄電

式直流電源設備及び常設代替直流電源設備を延命した場合に監視可能な

計器数を示す。 

ｇ．「パラメータ分類」欄は，抽出パラメータの分類を示し，その結果を①～

③にて示す。 

① 重要監視パラメータ 

② 有効監視パラメータ 

③ 補助パラメータ 

ｈ．「補助パラメータ分類理由」欄は，補助パラメータの選定について，その

理由を示す。 

ｉ．「評価 計器故障等」欄は，抽出パラメータが計器故障等で監視できない

場合に，判断基準の確認を抽出パラメータの代替パラメータで推定可否を

評価し，監視方法を示す。 

ｊ．「評価 ＳＢＯ」欄は，全交流動力電源喪失の影響を考慮した場合に，判

断基準の確認が可能なパラメータの監視方法を示す。 

・負荷を切り離し，直流電源を延命した場合に監視可能な計器を評価し，監

視方法について記載している。 
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表１ 重大事故等対処に係る監視事項（例） 

※ 抽出パラメータを計測する計器の計器名称又は抽出パラメータの代替パラメータを

計測する計器の計器名称の灰色部は，計測されるパラメータが重要監視パラメータ又は

重要代替監視パラメータであることを示す。

※ [ ]は有効監視パラメータ又は重要監視パラメータの常用計器(耐震性又は耐環境性等

はないが，監視可能であれば発電用原子炉施設の状態を把握することが可能な計器)を

示す。

高圧原子炉代替注水流量 1 1 1

代替注水流量（常設） 1 1 1

低圧原子炉代替注水流量

低圧原子炉代替注水流量（狭

帯域用）

2

2

2

2

2

2

原子炉隔離時冷却ポンプ出口

流量
1 1 1

高圧炉心スプレイポンプ出口

流量
1 0 0

残留熱除去ポンプ出口流量 3 0 0

低圧炉心スプレイポンプ出口

流量
1 0 0

残留熱代替除去系原子炉注水

流量
1 1 1

原子炉圧力 2 2 1

原子炉圧力（ＳＡ） 1 1 1

サプレッション・チェンバ圧

力（ＳＡ）
2 2 2

監視事項は抽出パラ

メータにて確認

判

断

基

準

／

操

作

原子炉圧力容器

内の水位低下操

作による原子炉

出力抑制

ｈ．

補助パラメータ

分類理由

原子炉水位（広帯域）

原子炉水位（燃料域）

2

2

原子炉圧力容器へ注水

している系統の注水流

量と崩壊熱除去に必要

な水量より代替監視可

能

原子炉圧力，原子炉圧

力（ＳＡ）とサプレッ

ション・チェンバ圧力

（ＳＡ）の差圧から原

子炉圧力容器の満水を

推定可能

ｇ．

パラメータ

分類

原子炉圧力容

器内の水位
原子炉水位（ＳＡ） 1 1

ｄ．抽出パラメータの代替パラメータを計測する計器 評価

ｅ．

直後

ｆ．

負荷切離し後

計器名称 計器数

SBO影響
ｉ．

計器故障等

ｊ．

SBO

ｂ．

項目 計器名称 計器数

SBO影響ａ．

対応手段 ｅ．

直後

ｆ．

負荷切離し後

ｃ．抽出パラメータを計測する計器

分類

1

1

直接的に原子炉圧力容

器内の水位を計測する

ことができ，監視可能

1 ① ―

2

2
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
　
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

ス
ク
ラ
ム
発
生
の
有
無

ス
ク
ラ
ム
警
報

1
1

1
ー

―

ス
ク
ラ
ム
要
素

全
制
御
棒
全
挿
入
ラ
ン
プ

1
1

0
ー

―

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

全
制
御
棒
全
挿
入
ラ
ン
プ

1
1

0
ー

―

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
②

―

①
0 0

6
6

平
均
出
力
領
域
計
装

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
力
出
力

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
対
応
手
段

項
目

1.
1.
2.
1　

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時
の
対
応
手
順

(1
)Ｅ

Ｏ
Ｐ
「
ス
ク
ラ
ム
」
（
原
子
炉
出
力
）

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

S
B
O
影
響

事
故
時
操
作
要
領
書

（
徴
候
ベ
ー
ス
）

「
ス
ク
ラ
ム
」
（
原
子
炉
出

力
）

原
子
炉
手
動
ス
ク
ラ
ム

判 断 基 準

事
故
時
操
作
要
領
書

（
徴
候
ベ
ー
ス
）

「
ス
ク
ラ
ム
」
（
原
子
炉
出

力
）

代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
に
よ
る

制
御
棒
緊
急
挿
入
（
手
動
）

操 作

プ
ラ
ン
ト
停
止
状
態

―

原
子
炉
自
動
ス
ク
ラ
ム
に
至
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
変
化

プ
ラ
ン
ト
停
止
状
態

―

0
②

中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
出
力

―
[制

御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
①

0
中
性
子
源
領
域
計
装

4

―

①
――

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

1.15-90
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
　
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
対
応
手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

S
B
O
影
響 負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

全
制
御
棒
全
挿
入
ラ
ン
プ

1
1

0
ー

―

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ

し
ゃ
断
器
開
放
状
態

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
し
ゃ
断

器
表
示
灯

4
4

2
ー

―

原
子
炉
再
循
環

ポ
ン
プ
運
転
状
態

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
表
示
灯

1
1

0
ー

―

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

全
制
御
棒
全
挿
入
ラ
ン
プ

1
1

0
ー

―

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

操 作
自
動
減
圧
起
動
阻
止
，

代
替
自
動
減
圧
起
動
阻
止
状
態

「
Ａ
Ｄ
Ｓ
／
Ａ
Ｍ
－
Ａ
Ｄ
Ｓ
起

動
阻
止
」
警
報

1
1

1
ー

―

事
故
時
操
作
要
領
書

（
徴
候
ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

自
動
減
圧
系
の
起
動
阻
止
ス

イ
ッ
チ
に
よ
る
原
子
炉
出
力
急

上
昇
防
止

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候

ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
停
止
に

よ
る
原
子
炉
出
力
抑
制

4
0

操 作 判 断 基 準

プ
ラ
ン
ト
停
止
状
態

中
性
子
源
領
域
計
装

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

―

―

1
1

平
均
出
力
領
域
計
装

0 0
②

― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

―

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
出
力

①

0
①

―

6
6

―

中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

1
1

0

1.
1.
2.
1　

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時
の
対
応
手
順

(2
)Ｅ

Ｏ
Ｐ
「
反
応
度
制
御
」

判 断 基 準

プ
ラ
ン
ト
停
止
状
態

②
―

1.15-91
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
　
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
対
応
手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

S
B
O
影
響 負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

ほ
う
酸
水
注
入
ポ
ン
プ
出
口
圧

力
1

1
0

③
ほ
う
酸
水
注
入
系
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ほ
う
酸
水
貯
蔵
タ
ン
ク
液
位

1
1

0
③

ほ
う
酸
水
注
入
系
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
浄
化
系
運
転
状
態

原
子
炉
浄
化
系
隔
離
弁
表
示
灯

2
0

0
ー

―

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候

ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

ほ
う
酸
水
注
入

操 作

― ―

――
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

未
臨
界
の
維
持
又
は
監
視

①

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

―

0

①

6
平
均
出
力
領
域
計
装

6

1.15-92
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
　
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
対
応
手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

S
B
O
影
響 負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

原
子
炉
隔
離
状
態
の
有
無

主
蒸
気
隔
離
弁
開
閉
表
示
灯

8
8

0
ー

―

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候

ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
低

下
操
作
に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑

制

操 作 （ １ ／ ３ ）

原
子
炉
出
力

中
性
子
源
領
域
計
装

3 2 2

3 2 2

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

4
0

0

6
6

3 1 1

① ① ①

― ― ―

①
―

平
均
出
力
領
域
計
装

[原
子
炉
水
位
（
狭
帯
域
）
]

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

①
0

1.15-93

1252



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
　
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
対
応
手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

S
B
O
影
響 負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候

ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
低

下
操
作
に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑

制

操 作 （ ２ ／ ３ ）

―
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

①

1.15-94

1253



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
　
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
対
応
手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

S
B
O
影
響 負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

原
子
炉
給
水
流
量

4
0

0
③

給
復
水
系
の
運
転
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1
①

―

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
タ
ー
ビ

ン
入
口
圧
力

1
1

0
③

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
タ
ー
ビ

ン
排
気
圧
力

1
1

0
③

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
タ
ー
ビ

ン
回
転
速
度

3
0

0
③

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0
①

―

0

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候

ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
低

下
操
作
に
よ
る
原
子
炉
出
力
抑

制

操 作 （ ３ ／ ３ ）

補
機
監
視
機
能

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

― ― ― ―――

1
2 2

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1
1

①
―

1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

―
0

①

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量

1.15-95

1254



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
　
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
対
応
手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

S
B
O
影
響 負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

ス
ク
ラ
ム
発
生
の
有
無

ス
ク
ラ
ム
警
報

1
1

1
ー

―

ス
ク
ラ
ム
要
素

全
制
御
棒
全
挿
入
ラ
ン
プ

1
1

0
ー

―

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

全
制
御
棒
全
挿
入
ラ
ン
プ

1
1

0
ー

―

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子
炉
自
動
ス
ク
ラ
ム
に
至
る
パ
ラ
メ
ー
タ
の
変
化

プ
ラ
ン
ト
停
止
状
態

―

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
②

―
中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候

ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
に
よ
る

制
御
棒
緊
急
挿
入
（
手
動
）

原
子
炉
出
力

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
①

―

プ
ラ
ン
ト
停
止
状
態

操 作

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
②

―
中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候

ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

原
子
炉
手
動
ス
ク
ラ
ム

判 断 基 準

原
子
力
出
力

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

1.15-96

1255



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
　
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
対
応
手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

S
B
O
影
響 負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

全
制
御
棒
全
挿
入
ラ
ン
プ

1
1

0
ー

―

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

ス
ク
ラ
ム
弁
開
閉
表
示

13
7

13
7

0
ー

―

全
制
御
棒
全
挿
入
ラ
ン
プ

1
1

0
ー

―

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

事
故
時
操
作
要
領
書

（
徴
候
ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

選
択
制
御
棒
挿
入
機
構
に
よ
る

原
子
炉
出
力
抑
制

操 作

プ
ラ
ン
ト
停
止
状
態

―

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
②

―
中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
出
力

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装

4

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候

ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

制
御
棒
手
動
挿
入

操 作 （ １ ／ ２ ）

プ
ラ
ン
ト
停
止
状
態

― ―

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
②

―
中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
出
力

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
①

―

0
0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-97

1256



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
　
緊
急
停
止
失
敗
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
対
応
手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

S
B
O
影
響 負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

補
機
監
視
機
能

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
駆
動
水
差

圧
1

1
0

③
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故
時
操
作
要
領
書
（
徴
候

ベ
ー
ス
）

「
反
応
度
制
御
」

制
御
棒
手
動
挿
入

操 作 （ ２ ／ ２ ）

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―

1.15-98

1257



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

3 2 2

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

― ― ―

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

1.
2.
2.

1 
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時
の

対
応

手
順

(1
)高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
 ａ

．
中

央
制

御
室

か
ら

の
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
起

動

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

3 2 2

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

S
B
O
影
響

3 1 1

① ① ①

1.15-99

1258



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

①
―

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

1.15-100

1259



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
1

①
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

水
源

の
確

保
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

―

1.15-101

1260



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

① ① ①

― ― ―

3 1 1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ４ ）

3 2 2

3 2 2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-102

1261



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1
2 2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1
①

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

操 作 （ ２ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-103

1262



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

①

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

①
1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 22 2

1

1
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2
1 11 1

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量

原
子

炉
圧

力
2

2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

①

― ―
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

量

操 作 （ ３ ／ ４ ）

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

1.15-104

1263



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
①

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ４ ／ ４ ）

水
源

の
確

保
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1

1.15-105

1264



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

― ― ―

1.
2.
2.

1 
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時
の

対
応

手
順

(1
)高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
 ｂ

．
現

場
手

動
操

作
に

よ
る

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

起
動

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

3 1 1

① ① ①

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

1.15-106

1265



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

可
搬

型
計

測
器

―
―

―
―

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

―

1.15-107

1266



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

1
1

①

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

水
源

の
確

保
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

―

1.15-108

1267



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

― ― ―

3 2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

① ① ①

3 2 2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 1 1

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-109

1268



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

可
搬

型
計

測
器

―
―

―
―

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
2 2

①
―

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1.15-110

1269



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

1
1

1
③

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

タ
ー

ビ
ン

入
口

圧
力

1
1

1
③

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

タ
ー

ビ
ン

排
気

圧
力

1
1

1
③

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

入
口

圧
力

1
1

1
③

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

― ― ― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

1
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

補
機

監
視

機
能

2

操 作 （ ３ ／ ３ ）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
圧

力
2

1.15-111

1270



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1.
2.
2.

2 
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

時
の

対
応
手

順
(1

) 
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

及
び

常
設
直

流
電

源
系

統
喪

失
時

の
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

 ａ
．

現
場

手
動

操
作

に
よ

る
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

起
動

3 1 1

① ① ①

― ― ―

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

排
水

処
理

」

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-112

1271



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

可
搬

型
計

測
器

―
―

―
―

―

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1

―

1 1

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

排
水

処
理

」

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-113

1272



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

水
源

の
確

保

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

排
水

処
理

」

1
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

①

1.15-114

1273



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

操 作 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

排
水

処
理

」

3 1 1

① ① ①

1.15-115

1274



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

可
搬

型
計

測
器

―
―

―
―

――

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
1

1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

2 2

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

排
水

処
理

」

操 作 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-116

1275



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

可
搬

型
回

転
計

1
1

1
③

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
入

口
圧

力
1

1
1

③
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

原
子

炉
圧

力

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

①
1

―

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

操 作 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
現

場
起

動
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

排
水

処
理

」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

1.15-117

1276



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1.
2.
2.

3 
重

大
事

故
等

の
進

展
抑

制
時
の

対
応

手
順

(1
)
重

大
事

故
等

の
進

展
抑

制
ａ
．

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

― ― ―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

電
源

3 1 1

① ① ①

― ― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

1.15-118

1277



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

補
機

監
視

機
能

原
子

炉
補

機
冷

却
系

常
用

流
量

1
0

0
③

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

1
―

1

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

― ―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
①

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

1.15-119

1278



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ― ―

3 2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

操 作 （ １ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

3 1 1

① ① ①

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

3 2 2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

1.15-120

1279



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

操 作 （ ２ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

1
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―
①

2 2
2 2

1

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1.15-121

1280



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

操 作 （ ３ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

原
子

炉
圧

力
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2
1 1

1

2 2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
2

2

1.15-122

1281



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

系
統

流
量

1
0

0
③

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

充
て

ん
水

ヘ
ッ

ダ
圧

力
1

1
0

③
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

電
源

1.
2.
2.

3 
重

大
事

故
等

の
進

展
抑

制
時
の

対
応

手
順

(1
) 
重

大
事

故
等

の
進

展
抑

制
 ｂ

．
ほ

う
酸

水
注

入
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

ほ
う

酸
水

注
入

及
び

注
水

操 作 （ ４ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

1 1
2 2

2 2

―― ―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

―― ――
―

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

①
1

1
1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

圧
力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

1.15-123

1282



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

― ― ―

3 2 2

3 2 2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

3 1 1

① ① ①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

1.15-124

1283



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1
1

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

①

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

1
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1.15-125

1284



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
1

0
0

③
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

純
水

タ
ン

ク
水

位
1

1
1

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

水
源

の
確

保

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ３ ）判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-126

1285



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

操 作 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

1
①

1.15-127

1286



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
液

位
1

1
0

③
ほ
う
酸
水
注
入
系
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ほ
う

酸
水

注
入

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

③
ほ
う
酸
水
注
入
系
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

復
水

輸
送

系
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

―

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

操 作 （ ３ ／ ３ ）

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

―
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
①

2
2

①
―

1

―

2 2

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

補
機

監
視

機
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

原
子

炉
圧

力

1
1

1.15-128

1287



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

① ① ①

3 2 2

1.
2.
2.

4 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

（
設
計

基
準

拡
張

）
に

よ
る

対
応

手
順

(1
)原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

― ― ―

3 1 1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

1.15-129

1288



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
―

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

①

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

1.15-130

1289



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
1

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

水
源

の
確

保

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

1.15-131

1290



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ４ ）

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

― ― ―

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

3 1 1

① ① ①

1.15-132

1291



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

―
1

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ ２ ／ ４ ）

1
①

1.15-133

1292



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1

1

原
子

炉
圧

力

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量

操 作 （ ３ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

1
1

1 1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

1
1

―

2

2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

2

2 2

11
①

―

1 1

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
1

①
―

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
タ

ー
ビ

ン
入

口
圧

力
1

1
0

③
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
タ

ー
ビ

ン
排

気
圧

力
1

1
0

③
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
タ

ー
ビ

ン
回

転
速

度
1

1
0

③
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

補
機

監
視

機
能

操 作 （ ４ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

1
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ―

―
①

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

― ―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

水
源

の
確

保

1.15-135

1294



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

電
源

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

-メ
タ

ク
ラ

母
線

電
圧

1
1

1
③

非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

1.
2.
2.

4　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

（
設

計
基

準
拡

張
）

に
す

る
対

応
手

順
(2

)高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

1.15-136

1295



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1
1

1
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-137

1296



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
1

1
水

源
の

確
保

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

1.15-138

1297



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

操 作 （ １ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

① ① ①

― ― ―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-139

1298



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ ２ ／ ４ ）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2

①
―

1
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1.15-140
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ ３ ／ ４ ）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

1
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

―

①
―

①
―

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

2
原

子
炉

圧
力

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

1
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

1.15-141
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

2　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

対
応

手
段

項
目

計
器
数

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ ４ ／ ４ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

水
源

の
確

保
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

1.15-142

1301



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

補
機

監
視

機
能

復
水

器
真

空
度

3
3

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

3
①

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
1

①
―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消

火
ポ

ン
プ

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
の

運
転

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

R
F
P
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

減
圧

冷
却

」

1
.
3
.
2
.
1
　

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
の

対
応

手
順

(
1
)
代

替
減

圧
ａ

．
手

動
操

作
に

よ
る

減
圧

―

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

判 断 基 準

―― ― ―

注
水

手
段

の
確

保
（

運
転

状
態

）

― ― ― ―

1.15-143

1302



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

減
圧

冷
却

」

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
―

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

2 2
2 2

1 1 1 1

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

1

2 2

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

①
―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

操 作 （ １ / ４ ）

1.15-144
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

[
原

子
炉

水
位

（
狭

帯
域

）
]

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

3 2 2

3 2 2

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

減
圧

冷
却

」

3 1 1

① ① ①

― ― ―

操 作 （ ２ / ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

し
て

い
る

系
統

の
注

水
流

量
と

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
よ

り
代

替
監

視
可

能

1.15-145
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

操 作 （ ３ / ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

減
圧

冷
却

」

2 2
2 2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

1 1
直

接
的

に
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

し
て

い
る

系
統

の
注

水
流

量
と

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

①
―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

1.15-146

1305



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

の
温

度
変

化
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

補
機

監
視

機
能

復
水

器
真

空
度

3
3

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

補
機

監
視

機
能

復
水

器
真

空
度

3
3

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

3
①

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消

火
ポ

ン
プ

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
の

運
転

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

R
F
P
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

減
圧

冷
却

」

操 作 （ ４ / ４ ）

― ― ―

1
1

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
1

①

―

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
の

う
ち

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
お

よ
び

水
源

で
あ

る
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

― ――

判 断 基 準
注

水
手

段
の

確
保

（
運

転
状

態
）

― ―

1.15-147
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

操 作 （ １ / ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」

1 1

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

2 2
2 2

2
1

①
原

子
炉

圧
力

2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

①
――

2 2
2 2

1

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

1 1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」

操 作 （ ２ / ４ ）

― ― ―

[
原

子
炉

水
位

（
狭

帯
域

）
]

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

3 2 2

3 1 1

3 2 2

① ① ①

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

し
て

い
る

系
統

の
注

水
流

量
と

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

可
能

1.15-149
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

し
て

い
る

系
統

の
注

水
流

量
と

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

可
能

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

1
①

―
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

1 1
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
2 2

2 2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」

操 作 （ ３ / ４ ）

1.15-150
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

の
温

度
変

化
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

補
機

監
視

機
能

復
水

器
真

空
度

3
3

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

1
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

―

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
の

う
ち

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
お

よ
び

水
源

で
あ

る
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」

操 作 （ ４ / ４ ）

1.15-151

1310



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

注
水

－
1
」

判 断 基 準 （ １ / ３ ）

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

し
て

い
る

系
統

の
注

水
流

量
と

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
よ

り
代

替
監

視
可

能

1
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
―

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

①
2

2

1.15-152

1311



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ ２ / ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

注
水

－
1
」

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
直

接
的

に
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

可
能

①
1

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
―

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

し
て

い
る

系
統

の
注

水
流

量
と

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
よ

り
代

替
監

視
可

能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

1.15-153

1312



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

3
①

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消

火
ポ

ン
プ

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
の

運
転

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

R
F
P
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

注
水

－
1
」

判 断 基 準 （ ３ / ３ ）

注
水

手
段

の
確

保
（

運
転

状
態

）

― ― ― ― ―― ―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

操 作 （ １ / ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

注
水

－
1
」

原
子

炉
圧

力
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

2 2
2 2

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

1 1

1
1

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

―

①

1 1

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

1

①
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

操 作 （ ２ / ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

注
水

－
1
」

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

[
原

子
炉

水
位

（
狭

帯
域

）
]

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

― ― ―

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

し
て

い
る

系
統

の
注

水
流

量
と

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

可
能

① ① ①
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

操 作 （ ３ / ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

注
水

－
1
」

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
①

2 2
2 2

1 1
直

接
的

に
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

し
て

い
る

系
統

の
注

水
流

量
と

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

可
能

1
1

1
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

2 2
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
2 2

操 作 （ ４ / ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

2
①

―
2

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
よ

り
代

替
監

視
可

能
1 1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

注
水

－
1
」
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1317



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

Ｎ
２
ガ

ス
ボ

ン
ベ

圧
力

2
2

2
③

主
蒸

気
逃

が
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③
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①
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熱
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①
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①
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①
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③
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③
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③
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．
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Ａ

）

―

1

2 2
2 2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2
1

①

1.15-160

1319



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

Ｎ
２
ガ

ス
ボ

ン
ベ

圧
力

2
2

2
③

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

作
動

状
況

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

A
D
S
用

N
2
ガ

ス
減

圧
弁

二
次

側
圧

力
2

2
2

③
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
作

動
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

3
①

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消

火
ポ

ン
プ

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
の

運
転

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

R
F
P
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ
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1
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に
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内
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圧
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を
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と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ
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容

器
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度
（

Ｓ
Ａ
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時
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作
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「
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に
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Ｓ

Ｒ
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設
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蒸
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容

器
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3
.
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.
2
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ト

系
故
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対

応
手

順
(
1
)
常

設
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流
電

源
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統
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ｂ

．
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燃
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原
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／
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能
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①
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ン

プ
の

運
転

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

R
F
P
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」
「

電
源

復
旧

」
原

子
力

災
害

対
策

手
順

書
「

蓄
電

池
設

備
に

よ
る

逃
が

し
安

全
弁

開
放

操
作

（
原

子
炉

建
物

）
」

判 断 基 準

―

1
.
3
.
2
.
2
　

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(
1
)
常

設
直

流
電

源
系

統
喪

失
時

の
減

圧
ｃ

．
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

用
蓄

電
池

（
原

子
炉

建
物

）
に

よ
る

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
付

き
）

開
放

― ―――

駆
動

源
の

確
保 注

水
手

段
の

確
保

（
運

転
状

態
）

― ――
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

可
搬

型
計

測
器

―
―

―
―

―

原
子

炉
圧

力
（

現
場

計
器

）
1

1
1

－
－

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」
「

電
源

復
旧

」
原

子
力

災
害

対
策

手
順

書
「

蓄
電

池
設

備
に

よ
る

逃
が

し
安

全
弁

開
放

操
作

（
原

子
炉

建
物

）
」

操 作

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

①
1

―

2 2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①

1

―

1 1

―

1 1

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

駆
動

源
の

確
保

窒
素

ガ
ス

代
替

供
給

系
窒

素
ガ

ス
ボ

ン
ベ

圧
力

1
1

1
③

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

作
動

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

3
①

―

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消

火
ポ

ン
プ

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
の

運
転

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

R
F
P
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

―

1
.
3
.
2
.
2
　

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(
1
)
常

設
直

流
電

源
系

統
喪

失
時

の
減

圧
ｄ

．
逃

が
し

安
全

弁
窒

素
ガ

ス
代

替
供

給
設

備
に

よ
る

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
な

し
）

開
放

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」
原

子
力

災
害

対
策

手
順

書
「

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

代
替

供
給

設
備

に
よ

る
逃

が
し

安
全

弁
開

放
」

判 断 基 準

― ― ―― ―― ―
注

水
手

段
の

確
保

（
運

転
状

態
）

1.15-165

1324



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」
原

子
力

災
害

対
策

手
順

書
「

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

代
替

供
給

設
備

に
よ

る
逃

が
し

安
全

弁
開

放
」

操 作 （ １ / ２ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

1
―

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

1

2 1
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

1
①

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
2

2 2
2 2

1 1

―

①

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

可
搬

型
計

測
器

―
―

―
―

―

原
子

炉
圧

力
（

現
場

計
器

）
1

1
1

－
－

窒
素

ガ
ス

代
替

供
給

系
窒

素
ガ

ス
ボ

ン
ベ

圧
力

1
1

1
③

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

作
動

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

窒
素

ガ
ス

代
替

供
給

系
窒

素
ガ

ス
供

給
圧

力
1

1
1

③
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
作

動
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ａ
Ｄ

Ｓ
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

入
口

圧
力

低
警

報
2

0
0

ー
ー

N
2
ガ

ス
ボ

ン
ベ

圧
力

低
警

報
2

0
0

ー
ー

Ｎ
２
ガ

ス
ボ

ン
ベ

圧
力

2
2

2
③

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

作
動

状
況

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

A
D
S
用

N
2
ガ

ス
減

圧
弁

二
次

側
圧

力
2

2
2

③
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
作

動
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

A
D
S
用

N
2
ガ

ス
減

圧
弁

二
次

側
圧

力
2

2
2

③
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
作

動
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ｎ
２
ガ

ス
ボ

ン
ベ

圧
力

2
2

2
③

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
の

作
動

状
況

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

操 作
補

機
監

視
機

能
A
D
S
用

N
2
ガ

ス
減

圧
弁

二
次

側
圧

力
2

2
2

③
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

の
作

動
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

駆
動

源
の

確
保

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

注
水

－
1
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
窒

素
ガ

ス
ボ

ン
ベ

に
よ

る
主

蒸
気

逃
が

し
安

全
弁

背
圧

対
策

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」
原

子
力

災
害

対
策

手
順

書
「

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

代
替

供
給

設
備

に
よ

る
逃

が
し

安
全

弁
開

放
」

操 作 （ ２ / ２ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力 補
機

監
視

機
能

――

補
機

監
視

機
能

1
.
3
.
2
.
2
　

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(
3
)

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

供
給

設
備

に
よ

る
背

圧
対

策

操 作
補

機
監

視
機

能

判 断 基 準

2
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

―――

1
.
3
.
2
.
2
　

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(
2
)
逃

が
し

安
全

弁
の

作
動

に
必

要
な

窒
素

ガ
ス

喪
失

時
の

減
圧

ａ
．

逃
が

し
安

全
弁

窒
素

ガ
ス

供
給

設
備

に
よ

る
逃

が
し

安
全

弁
駆

動
源

確
保

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

急
速

減
圧

」
Ａ

Ｍ
設

備
別

操
作

要
領

書
「

Ｓ
Ｒ

Ｖ
駆

動
源

確
保

（
窒

素
ガ

ス
）

」
原

子
力

災
害

対
策

手
順

書
「

主
蒸

気
逃

が
し

安
全

弁
用

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
取

替
」

判 断 基 準

2

― ― ―― ―

2
①

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

原
子

炉
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

監
視

判 断 基 準 （ １ / ３ ）

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

3 2

1 1

2 2
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
2 2

①

1 1

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

3 1

1
1

[
原

子
炉

水
位

（
狭

帯
域

）
]

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

3 2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

① ①
― ―

1
① ①

1

―

1
.
3
.
2
.
4
　

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

発
生

時
の

対
応

手
順

(
1
)

Ｅ
Ｏ

Ｐ
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

1
1

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
圧

力
2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

2 2 2 2

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

―
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

1
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認
原

子
炉

水
位

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
内

が
飽

和
状

態
に

あ
る

と
想

定
し

，
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

よ
り

代
替

監
視

可
能

2 2

1 1

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
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リ
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た
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順
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①

重
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パ
ラ

メ
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，

②
有

効
監
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パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
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パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
の

上
昇

に
よ

り
代

替
監

視
可

能
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
，

監
視

可
能

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
，

監
視

可
能

残
留

熱
除

去
系

配
管

周
囲

温
度

2
4

2
4

0
③

原
子

炉
冷

却
材

の
漏

え
い

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
配

管
周

囲
温

度
6

6
0

③
原

子
炉

冷
却

材
の

漏
え

い
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
（

原
子

炉
建

物
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

）
1
8

0
0

②
―

補
機

監
視

機
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

床
ド

レ
ン

サ
ン

プ
水

位
1

0
0

③
原

子
炉

冷
却

材
の

漏
え

い
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

R
C
I
C
ポ

ン
プ

室
（

西
側

）
床

漏
洩

警
報

1
1

1
―

―

ト
ー

ラ
ス

室
東

側
床

漏
洩

警
報

1
1

1
―

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

原
子

炉
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

監
視

判 断 基 準 （ ２ / ３ ）

漏
え

い
関

連
警

報

0
①

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
低

下
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

，
監

視
可

能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

3

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
低

下
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

，
監

視
可

能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

―

―
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1

①
―

― ― ― ― ―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認
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大

事
故

等
対
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に
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る
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事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

ト
ー

ラ
ス

室
西

側
床

漏
洩

警
報

1
1

1
―

―

R
H
R
熱

交
換

器
室

床
漏

洩
警

報
2

0
0

―
―

原
子

炉
建

物
大

物
搬

入
口

前
エ

リ
ア

床
漏

洩
警

報
1

1
1

―
―

R
H
R
ポ

ン
プ

室
床

漏
洩

警
報

3
0

0
―

―

L
P
C
S
ポ

ン
プ

室
床

漏
洩

警
報

1
0

0
―

―

R
C
I
C
蒸

気
管

圧
力

低
警

報
4

4
0

―
―

R
C
I
C
蒸

気
管

漏
洩

警
報

2
2

0
―

―

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

操 作 （ １ / ８ ）

原
子

炉
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

監
視

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

判 断 基 準 （ ３ / ３ ）

漏
え

い
関

連
警

報

――

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
1 1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

―

2 2

― ― ― ―

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

3 1
① ①

― ―

1
①

―
原

子
炉

圧
力

2
2

1 1

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

[
原

子
炉

水
位

（
狭

帯
域

）
]

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

3 2
3 2
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

3
①

―

残
留

熱
除

去
系

配
管

周
囲

温
度

2
4

2
4

0
③

原
子

炉
冷

却
材

の
漏

え
い

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
配

管
周

囲
温

度
6

6
0

③
原

子
炉

冷
却

材
の

漏
え

い
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
（

原
子

炉
建

物
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

）
1
8

0
0

②
―

原
子

炉
棟

排
気

高
レ

ン
ジ

モ
ニ

タ
4

4
0

③
原

子
炉

建
物

の
放

射
線

量
率

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

換
気

系
モ

ニ
タ

2
2

0
③

原
子

炉
建

物
の

放
射

線
量

率
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

燃
料

取
替

階
放

射
線

モ
ニ

タ
4

4
0

③
燃

料
プ

ー
ル

の
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
よ

り
代

替
監

視
可

能

―

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

― ―

―

― ― ―― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

原
子

炉
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

監
視

操 作 （ ２ / ８ ）

1.15-171
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

の
水

位
変

化
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

の
水

位
変

化
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

の
水

位
変

化
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

の
水

位
変

化
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

操 作 （ ３ / ８ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

①

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

2 2

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

①
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認
―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0
①

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

1 1

2 2
2 2

1 1

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
と

原
子

炉
水

位
の

変
化

よ
り

代
替

監
視

可
能

2 2
1 1

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
と

原
子

炉
水

位
の

変
化

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
と

原
子

炉
水

位
の

変
化

よ
り

代
替

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
1 1

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
と

原
子

炉
水

位
の

変
化

よ
り

代
替

監
視

可
能

―

1
1

①
―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
，

監
視

可
能

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

に
よ

り
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス
の

発
生

を
，

監
視

可
能

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
1

①
―

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

補
機

監
視

機
能

操 作 （ ４ / ８ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

3
①

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
低

下
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

，
監

視
可

能

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
低

下
に

よ
り

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
発

生
を

，
監

視
可

能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

0
①

― ―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

残
留

熱
代

替
除

去
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

1
1

1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

3

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

の
温

度
変

化
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

操 作 （ ５ / ８ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

水
源

の
確

保
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
を

水
源

と
す

る
ポ

ン
プ

が
正

常
に

動
作

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
を

水
源

と
す

る
ポ

ン
プ

の
注

水
量

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

S
A
）

の
代

替
監

視
可

能
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
と

熱
交

換
器

ユ
ニ

ッ
ト

の
熱

交
換

量
評

価
よ

り
代

替
監

視
可

能

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

よ
り

，
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
が

確
保

さ
れ

て
い

る
こ

と
を

代
替

監
視

可
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

2
0

0
①

―
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

が
正

常
に

動
作

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原

子
炉

補
機

冷
却

系
の

動
作

状
況

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原

子
炉

補
機

冷
却

系
の

動
作

状
況

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

原
子

炉
補

機
海

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

0
③

原
子

炉
補

機
海

水
ポ

ン
プ

の
動

作
状

況
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

補
機

監
視

機
能

復
水

器
真

空
度

3
3

0
③

給
復

水
系

の
運

転
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

操 作 （ ６ / ８ ）

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

除
熱

先
の

温
度

変
化

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

― ―

2
①

― ―

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

―

2
2

2
①

―

1.15-175
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

主
蒸

気
管

周
囲

温
度

警
報

2
4

2
4

0
―

―

Ｒ
Ｈ

Ｒ
配

管
周

囲
温

度
警

報
2
4

2
4

0
―

―

Ｃ
Ｕ

Ｗ
配

管
周

囲
温

度
警

報
1
2

1
2

0
―

―

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

配
管

周
囲

温
度

警
報

6
6

0
―

―

R
C
I
C
ポ

ン
プ

室
（

西
側

）
床

漏
洩

警
報

1
1

1
―

―

ト
ー

ラ
ス

室
東

側
床

漏
洩

警
報

1
1

1
―

―

ト
ー

ラ
ス

室
西

側
床

漏
洩

警
報

1
1

1
―

―

R
H
R
熱

交
換

器
室

床
漏

洩
警

報
2

0
0

―
―

原
子

炉
建

物
大

物
搬

入
口

前
エ

リ
ア

床
漏

洩
警

報
1

1
1

―
―

R
H
R
ポ

ン
プ

室
床

漏
洩

警
報

3
0

0
―

―

L
P
C
S
ポ

ン
プ

室
床

漏
洩

警
報

1
0

0
―

―

Ｒ
／

Ｂ
機

器
ド

レ
ン

サ
ン

プ
タ

ン
ク

水
位

警
報

2
0

0
―

―

Ｒ
／

Ｂ
床

ド
レ

ン
サ

ン
プ

タ
ン

ク
水

位
警

報
2

0
0

―
―

Ｌ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

ポ
ン

プ
室

床
ド

レ
ン

サ
ン

プ
タ

ン
ク

水
位

警
報

2
0

0
―

―

Ｒ
Ｈ

Ｒ
ポ

ン
プ

室
床

ド
レ

ン
サ

ン
プ

タ
ン

ク
水

位
警

報
2

0
0

―
―

― ― ―― ― ― ― ― ― ― ― ―

漏
え

い
関

連
警

報

操 作 （ ７ / ８ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

― ― ―

1.15-176

1335



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
3　

原
子

炉
冷

却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
を
減

圧
す

る
た

め
の

手
順

等
①

重
要

監
視

パ
ラ

メ
ー

タ
，

②
有

効
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

，
③

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器

故
障

等
S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

分
類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

S
B
O
影

響

負
荷

切
り

離
し

後
直

後

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

ポ
ン

プ
室

床
ド

レ
ン

サ
ン

プ
タ

ン
ク

水
位

警
報

2
0

0
―

―

Ｒ
Ｈ

Ｒ
フ

ラ
ッ

シ
ン

グ
用

サ
ン

プ
タ

ン
ク

水
位

警
報

1
0

0
―

―

主
蒸

気
圧

力
低

警
報

（
運

転
モ

ー
ド

）
4

4
0

―
―

Ｃ
Ｕ

Ｗ
系

統
差

流
量

高
警

報
6

6
0

―
―

Ｃ
Ｕ

Ｗ
フ

ィ
ル

タ
入

口
圧

力
高

警
報

1
1

0
―

―

R
C
I
C
蒸

気
管

圧
力

低
警

報
4

4
0

―
―

R
C
I
C
蒸

気
管

漏
洩

警
報

2
2

0
―

―

Ｒ
Ｃ

Ｉ
Ｃ

ポ
ン

プ
入

口
圧

力
高

警
報

1
1

0
―

―

Ｒ
Ｈ

Ｒ
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

高
警

報
3

3
0

―
―

Ｒ
Ｈ

Ｒ
　

Ｒ
Ｐ

Ｖ
内

注
水

管
差

圧
低

警
報

1
1

0
―

―

Ｌ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
高

警
報

1
1

0
―

―

Ｌ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

　
Ｒ

Ｐ
Ｖ

内
注

水
管

差
圧

低
警

報
1

1
0

―
―

火
災

報
知

器
警

報
1
7
9
5

0
0

―
―

原
子

炉
棟

内
ダ

ス
ト

モ
ニ

タ
警

報
5

0
0

―
―

― ― ― ― ―

漏
え

い
関

連
警

報

操 作 （ ８ / ８ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「

二
次

格
納

施
設

制
御

」

― ― ― ― ― ― ― ― ―

1.15-177
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

1.
4.
2.

1　
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(1
)

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
の
対

応
手

順
ａ
．

低
圧

代
替

注
水

(a
)

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

1.15-178
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

―

1.15-179
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

2 2

1

―

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1

1
①

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

―

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

―

水
源

の
確

保
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
1

電
源
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ４ ）

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ２ ／ ４ ）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
①

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1.15-182
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

21 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

2 2
2 2

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子

炉
圧

力

1
1

1
①

―
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

①

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

操 作 （ ３ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

1 1

①
―

1
1

1
1

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1

水
源

の
確

保

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1 1

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

―
①

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ４ ／ ４ ）

1.15-184

1343



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

1.
4.
2.

1　
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(1
)　

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
の

対
応

手
順

ａ
．

低
圧

代
替

注
水

 (
b)
　

復
水

輸
送

系
に

よ
る

原
子

炉
圧
力

容
器

へ
の

注
水

3 2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

― ― ―

3 1 1

① ① ①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

1.15-185

1344



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

1
1

2 2

―
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-186

1345



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

― ―――

電
源

1.15-187

1346



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

3 2 2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

3 1 1

① ① ①

― ― ―

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ３ ）

3 2 2

1.15-188

1347



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
①

―

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-189

1348



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

原
子

炉
圧

力

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

2
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ３ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

1.15-190
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

1.
4.
2.

1　
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(1
)　

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
の

対
応

手
順

ａ
．

低
圧

代
替

注
水

(c
)　

消
火

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 1 1

① ① ①

3 2 2

― ― ―

3 2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-191
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

1 1

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1
―

―

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

電
源

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

― ―

1
①

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1.15-192
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ３ ）

―

3 1 1

① ① ①

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

― ― ―

判 断 基 準 （ ３ ／

３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

水
源

の
確

保

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

操 作 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
①

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

―

2 2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消
火
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
①

水
源

の
確

保

原
子

炉
圧

力
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2
1

―

①
―

2 2

―

2 2
1 1

― ― ―

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ３ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

3 2 2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

1.
4.
2.

1　
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(1
)　

フ
ロ

ン
ト

ラ
イ

ン
系

故
障

時
の

対
応

手
順

ａ
．

低
圧

代
替

注
水

 (
d)
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

3 1 1

① ① ①

― ― ―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

①
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

―
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
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ダ
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低
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炉
を
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す
る
た
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の
手
順
等

①
重
要
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視
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ラ
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タ
，
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有
効
監
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パ
ラ
メ
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タ
，
③
補
助
パ
ラ
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タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
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タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

電
源

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

水
源

の
確

保

――

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ―

1.15-198
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

操 作 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

① ① ①

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-199
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

操 作 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

大
量

送
水

車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

水
源

の
確

保

1
1

原
子

炉
圧

力
―

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

2 2
2 2

― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
① ①

－

2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1
2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
1 11 1

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

操 作 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

①

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量
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1360



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 1 1

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

① ① ①

― ― ―

1.
4.
2.

1　
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(2
)　

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ａ
．

復
旧

(a
)　

残
留

熱
除

去
系

電
源

復
旧

後
の

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

1.15-202

1361



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

1
1

1
①

2 2

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-203

1362



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

――

補
機

監
視

機
能

― ― ― ―――

電
源

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

1.15-204

1363



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

①
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

水
源

の
確

保
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能

1
1

1.15-205
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

操 作 （ １ ／ ５ ）

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-206
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ２ ／ ５ ）

1
①

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
2 2

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

―
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-207

1366



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ３ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
1

①

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2

1.15-208
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

2
2

①
―

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

0

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
①

―

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

2 2
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
流

量
（

Ａ
系

，
Ｂ

系
の

み
）

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

操 作 （ ４ ／ ５ ）

1 1

1
―

1

2 2

1.15-209

1368



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

操 作 （ ５ ／ ５ ）

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
①

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
水

源
の

確
保

―
1

1

1.15-210

1369



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1.
4.
2.

1　
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(2
)

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

の
対

応
手
順

ａ
．

復
旧

(b
)

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
電

源
復
旧

後
の

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｌ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

1.15-211
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｌ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

①
―

1

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

1.15-212

1371



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

補
機

監
視

機
能

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
（

Ａ
系

の
み

）
1

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

― ―

水
源

の
確

保
1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ― ―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

―
1

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｌ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

電
源

1.15-213

1372



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

操 作 （ １ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｌ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

3 1 1

3 2 2

3 2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

① ① ①

― ― ―

1.15-214

1373



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

操 作 （ ２ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1 1

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｌ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1.15-215

1374



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

0

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2

11

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1

2 2

2

1 1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1 1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｌ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ３ ／ ４ ）

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

①

0

2 2

①

2 2
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

量

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1

原
子

炉
圧

力

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

―

1.15-216

1375



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

事
故

時
運

転
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｌ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

水
源

の
確

保
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

操 作 （ ４ ／ ４ ）
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1376



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
の

水
位

1.
4.
2.

1　
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(3
)　

溶
融

炉
心

が
原

子
炉

圧
力

容
器

内
に

残
存

す
る

場
合

の
対

応
手

順
ａ
．

低
圧

代
替

注
水

(a
)　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

3 2 2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

判 断 基 準 （ １ ／ ５ ）

3 1 1

① ① ①
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
の

水
位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ５ ）

1
1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2
1 1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

1
1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

①

11

2 2
2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1

2
―

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2

2
原

子
炉

圧
力

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
①

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

判 断 基 準 （ ３ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

1.15-220

1379



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

2
① ①

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

―

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ５ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

―

1.15-221
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ ５ ／ ５ ）
水

源
の

確
保

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

― ―

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

1
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

電
源

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1.15-222
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重
大

事
故
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対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

3 1 1

― ― ―

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

① ① ①
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ２ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1 1
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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1383



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

①

1

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1

2 2

2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

1 1

1
1

原
子

炉
圧

力

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ３ ／ ４ ）
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，
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パ
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S
B
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抽
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ラ
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の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
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測
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る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

水
源

の
確

保
1

1
1

2 2

―

2 2

①
―

1 1

1
1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ４ ／ ４ ）

1.15-226

1385



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ５ ）

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.
4.
2.

1　
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(3
)　

溶
融

炉
心

が
原

子
炉

圧
力

容
器

内
に

残
存

す
る

場
合

の
対

応
手

順
ａ
．

低
圧

代
替

注
水

(b
)　

復
水

輸
送

系
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

1.15-227
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ５ ）

1.15-228

1387



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

21 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2

2 2
2 2

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1

2 2

1

1 1

原
子

炉
圧

力

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

①

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ５ ）

1.15-229

1388



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

2
①

―

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
2

①

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

7

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ５ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

―

1.15-230

1389



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

― ― ―― ―

電
源

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ５ ／ ５ ）

1.15-231
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

操 作 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
の

水
位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

1.15-232

1391



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
原

子
炉

圧
力

容
器

の
水

位
1

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

操 作 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

1.15-233

1392



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

1

①
―

――

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

1
①

1

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 11 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

原
子

炉
圧

力
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ３ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

1.15-234
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
注

水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.
4.
2.

1　
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(3
)　

溶
融

炉
心

が
原

子
炉

圧
力

容
器

内
に

残
存

す
る

場
合

の
対

応
手

順
ａ
．

低
圧

代
替

注
水

(c
)　

消
火

系
に

よ
る

残
存

溶
融

炉
心

の
冷

却

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

― ― ―

3 1 1

① ① ①

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

1.15-235
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

1
①

―

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
注

水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ５ ）

1.15-236
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
①①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
注

水
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ５ ）

1.15-237
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

①
―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

①
―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

22
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
注

水
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ５ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
注

水
」

判 断 基 準 （ ５ ／ ５ ）

電
源

水
源

の
確

保

―― ― ―― ―

1.15-239
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
注

水
」

操 作 （ １ ／ ３ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
の

水
位

3 2 2

1.15-240
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1
1

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

①
―

2 2

操 作 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
注

水
」

原
子

炉
圧

力
容

器
の

水
位
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消
火
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
①

―

2
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

原
子

炉
圧

力
2

― ―

原
子

炉
圧

力
容

器
の

圧
力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
注

水
」

操 作 （ ３ ／ ３ ）

1.15-242

1401



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ５ ）

1.
4.
2.

1　
発

電
用

原
子

炉
運

転
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(3
)　

溶
融

炉
心

が
原

子
炉

圧
力

容
器

内
に

残
存

す
る

場
合

の
対

応
手

順
ａ
．

低
圧

代
替

注
水

 (
d)
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可
搬

型
）

に
よ

る
残

存
溶

融
炉

心
の

冷
却

（
淡

水
／

海
水

）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-243

1402



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

判 断 基 準 （ ２ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

1.15-244

1403



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

1
①

2 2
2 2

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

原
子

炉
圧

力

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ５ ）

1.15-245

1404



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

2

7
7

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

2
①

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①

2
2

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

7
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ５ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

―

1.15-246

1405



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

― ― ― ―

電
源

水
源

の
確

保

判 断 基 準 （ ５ ／ ５ ）

1.15-247

1406



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

操 作 （ １ ／ ４ ）

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-248
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
①

1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

操 作 （ ２ ／ ４ ）

1.15-249
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2

1
1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

操 作 （ ３ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

1.15-250

1409



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

大
量

送
水

車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保

― ―

2 2
2 2

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

2 2
① ①

－

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

操 作 （ ４ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
―

４
」

等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

1.15-251

1410



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 1 1

① ① ①

― ― ―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.
4.
2.

2　
発

電
用

原
子

炉
停

止
中

の
に

お
け

る
対

応
手

順
(1

)　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ｂ
．

原
子

炉
浄

化
系

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
か

ら
の

除
熱

(a
)　

原
子

炉
浄

化
系

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
か

ら
の

除
熱

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

1.15-252

1411



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1.15-253
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

電
源

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―

2
1 1

2 2
2 2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

―
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

―

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
①

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

1.15-254
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

操 作 （ １ ／ ３ ）

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-255
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

①

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

操 作 （ ２ ／ ３ ）

1

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
―

1.15-256
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
浄

化
系

系
統

流
量

1
0

0
③

原
子
炉
浄
化
系
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
浄

化
系

系
統

入
口

温
度

1
0

0
③

原
子
炉
浄
化
系
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
浄

化
系

非
再

生
熱

交
出

口
温

度
1

0
0

③
原
子
炉
浄
化
系
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

操 作 （ ３ ／ ３ ）

― ― ―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

1.15-257
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

除
熱
」

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
[原

子
炉

水
位

（
停

止
域

）
]

[原
子

炉
水

位
（

定
検

時
水

張
用

）
]

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.
4.
2.

2　
発

電
用

原
子

炉
停

止
中

に
お

け
る

対
応

手
順

(2
)　

サ
ポ

ー
ト

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ａ
．

復
旧

(a
)　

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
モ

ー
ド

）
電

源
復

旧
後

の
発

電
用

原
子

炉
か

ら
の

除
熱

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

3 2 2 1 1

3 2 2 1 1

3 1 1 0 0

① ① ① ① ①

― ― ― ― ―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ５ ）

1.15-258

1417



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
1 1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

除
熱
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ５ ）

1.15-259

1418



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
1

①

2 2
1 1

―
①

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
1

原
子

炉
圧

力
2

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

除
熱
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

1.15-260

1419



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
22

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

①
―

除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

除
熱
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ５ ）

1.15-261

1420



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

除
熱
」

判 断 基 準 （ ５ ／ ５ ）
電

源

― ― ―― ― ―― ―

補
機

監
視

機
能

1.15-262

1421



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ５ ）

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 2 2 1 1

3 2 2 1 1

― ― ― ― ―

① ① ① ① ①

3 1 1 0 0

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
[原

子
炉

水
位

（
停

止
域

）
]

[原
子

炉
水

位
（

定
検

時
水

張
用

）
]

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

除
熱
」

1.15-263

1422



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1
1

①
―

操 作 （ ２ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

除
熱
」

1.15-264

1423



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子

炉
圧

力
2

2

1 1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

除
熱
」

操 作 （ ３ ／ ５ ）

1.15-265
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

操 作 （ ４ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

除
熱
」

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

2 2

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1
2

①

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

―

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

1
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-266

1425



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

補
機

監
視

機
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

2
2

①
―

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
と
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の

熱
交
換
量
評
価
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却

水
流
量

2
0

0
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

代
替
監
視
可
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―

2

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

― ―

2
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

2
①

操 作 （ ５ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
崩

壊
熱

除
去

機
能

喪
失

時
対

応
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
原

子
炉

除
熱
」

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

2
2
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 2 2

3 2 2

1.
4.
2.

3　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

（
設

計
基

準
拡

張
）

に
よ

る
対

応
手

順
(1

)
残

留
熱

除
去

系
（

低
圧

注
水

モ
ー

ド
）

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-268

1427



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

0

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

―
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

1
1

①

2 2

0
①

―
3

補
機

監
視

機
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-269

1428



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

― ―

―
1

水
源

の
確

保

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

―

1
①

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

電
源

1.15-270

1429



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ５ ）

3 2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

3 1 1

① ① ①

― ― ―

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

3 2 2

1.15-271
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
1 1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
①

1
1

操 作 （ ２ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

1.15-272

1431



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

2 2

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
2

2

操 作 （ ３ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

1.15-273

1432



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

2 2
―

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

圧
力

操 作 （ ４ ／ ５ ）

1
1

①

0
3

0

1

1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量
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重
大

事
故
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対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
機

監
視

機
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

3
①

―

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

―

操 作 （ ５ ／ ５ ）
水

源
の

確
保

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-275
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1.
4.
2.

3　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

（
設

計
基

準
拡

張
）

に
よ

る
対

応
手

順
(2

)
残

留
熱

除
去

系
（

原
子

炉
停

止
時

冷
却

モ
ー

ド
）

に
よ

る
発

電
用

原
子

炉
か

ら
の

除
熱

3 2 2 1 1

3 1 1 0 0

① ① ① ① ①

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
[原

子
炉

水
位

（
停

止
域

）
]

[原
子

炉
水

位
（

定
検

時
水

張
用

）
]

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

― ― ― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

3 2 2 1 1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
減

圧
冷

却
」

等

1.15-276

1435
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項
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子
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材
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力
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ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
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を
計
測
す
る
計
器
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価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
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由
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称
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器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ ２ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
減

圧
冷

却
」

等
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力
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ン
ダ

リ
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時
に
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電
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を
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す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

1
①

2

1
1

原
子

炉
圧

力

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

2

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
減

圧
冷

却
」

等

判 断 基 準 （ ３ ／ ５ ）

1.15-278

1437



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

2
2

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

2
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
1 1

①①

2
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―
除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

判 断 基 準 （ ４ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
減

圧
冷

却
」

等

1.15-279

1438



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断 基 準 （ ５ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
減

圧
冷

却
」

等

――― ― ―

補
機

監
視

機
能

電
源

―

1.15-280

1439



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
[原

子
炉

水
位

（
停

止
域

）
]

[原
子

炉
水

位
（

定
検

時
水

張
用

）
]

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

3 2 2 1 1

3 2 2 1 1

3 1 1 0 0

① ① ① ① ①

― ― ― ― ―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
減

圧
冷

却
」

等

操 作 （ １ ／ ４ ）

1.15-281

1440



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
減

圧
冷

却
」

等

操 作 （ ２ ／ ４ ）

1.15-282

1441



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
圧

力
2

2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
①

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

操 作 （ ３ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
減

圧
冷

却
」

等

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1 1
2 2

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2 22 2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

補
機

監
視

機
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

2
2

①
―

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
と
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の

熱
交
換
量
評
価
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却

水
流
量

2
0

0
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

代
替
監
視
可
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
減

圧
冷

却
」

等

操 作 （ ４ ／ ４ ）

―
除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

① ①

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
2

2

――

―

― ―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 1 1

① ① ①

― ― ―

3 2 2

3 2 2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.
4.
2.

3　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

（
設

計
基

準
拡

張
）

に
よ

る
対

応
手

順
(3

)
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

1.15-285
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2
2 2

1 1

①
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1
―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

補
機

監
視

機
能

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
（

Ａ
系

の
み

）
1

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

水
源

の
確

保

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能

1
1

電
源

― ―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

1.15-287

1446



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

3 1 1 0

① ① ① ①

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
[原

子
炉

水
位

（
停

止
域

）
]

3 2 2 1

3 2 2 1

― ― ― ―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ５ ）

1.15-288

1447



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

2 2
2 2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1
1

①

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ ２ ／ ５ ）

1.15-289

1448



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
原

子
炉

圧
力

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

2
2

―
1

①

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ ３ ／ ５ ）

1.15-290

1449



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

操 作 （ ４ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

―

1
1

1
①

0
①

―
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-291

1450



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

4　
原

子
炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
低

圧
時
に
発
電
用
原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

項
目

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

操 作 （ ５ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

水
源

の
確

保

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-292

1451



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(1

)　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

海
）

へ
の

代
替

熱
輸

送
ａ
．

残
留

熱
代

替
除

去
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

1.15-293

1452



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
冷

却
水

流
量

（
Ｂ

系
の

み
）

1
0

0
①

―

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

電
源

― ―

1.15-294

1453



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

水
源

の
確

保
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-295

1454



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

操 作 （ １ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-296

1455



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

操 作 （ ２ ／ ５ ）

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-297

1456



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

操 作 （ ３ ／ ５ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-298

1457



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
（

Ｂ
系

の
み

）
1

0
0

①
―

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

（
Ｂ

系
の

み
）

1
1

1
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

操 作 （ ４ ／ ５ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

残
留

熱
代

替
除

去
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

1
1

1
①

―

残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
と
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン

プ
出
口
圧
力
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
と
残
留
熱

代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
か
ら
推
定
し
た
総
流
量
に
よ

り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量

1.15-299

1458



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

残
留

熱
代

替
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

①
―

残
留

熱
代

替
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

1
1

1
③

残
留
熱
代
替
除
去
系
の
運
転
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

操 作 （ ５ ／ ５ ）

補
機

監
視

機
能

― ―

水
源

の
確

保
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-300

1459



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
①①

―

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(2

)　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
交

流
動

力
電

源
が

健
全

で
あ

る
場

合
）

ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

(a
)　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
FC

VS
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
停

止
後

の
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

1.15-301

1460



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

――

1
1

①

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
―

―― ―

電
源

―

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
FC

VS
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
停

止
後

の
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

1.15-302

1461



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

[格
納

容
器

水
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

操 作 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
FC

VS
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
停

止
後

の
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

0
0

①
―

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[格
納

容
器

酸
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度 原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

1.15-303

1462



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
FC

VS
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
停

止
後

の
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

操 作 （ ２ ／ ３ ）

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

2

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

①
――

2
①

1 2
2
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へ
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送
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②
有
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ラ
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項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ス
ク

ラ
バ

容
器

温
度

4
4

4
①

―

操 作 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
FC

VS
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
停

止
後

の
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

――

―

ス
ク

ラ
バ

容
器

圧
力

原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
の
傾
向
監
視
に
よ
り
，
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
健
全
性
を
代
替
監
視
可
能

2 1
①

―
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）

4
4

4

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

――

①

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

―

①

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 1
2 1

①
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ヒ
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送
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め
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②
有
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パ
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助
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ラ
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項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

判 断
基 準

補
機

監
視

機
能

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

操 作
補

機
監

視
機

能
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
8

8
8

①
―

判 断
基 準

補
機

監
視

機
能

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

操 作
補

機
監

視
機

能
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
8

8
8

①
―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

調
整

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

へ
の

水
補

給
」

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(2

)
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
交

流
動

力
電

源
が

健
全

で
あ

る
場

合
）

ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

(c
)

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ
バ

容
器

水
位

調
整

（
水

抜
き

）

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(2

)
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
交

流
動

力
電

源
が

健
全

で
あ

る
場

合
）

ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

(b
)

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ
バ

容
器

水
位

調
整

（
水

張
り

）

― ― ――

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

調
整

」
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最
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対
応

手
段
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ラ
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パ
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器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影
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パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
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補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(2

)　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
交

流
動

力
電

源
が

健
全

で
あ

る
場

合
）

ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

(d
)　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

停
止

後
の

窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ

判 断 基 準

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
停

止
後

の
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

2
2

①
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

2 2
1 1

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

判 断
基 準

－

ス
ク

ラ
バ

水
ｐ

Ｈ
2

2
2

③
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系

の
運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

－

―

4
①

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(2

)　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
交

流
動

力
電

源
が

健
全

で
あ

る
場

合
）

ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

(e
)　

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

ｐ
Ｈ

調
整

原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
の
傾
向
監
視
に
よ
り
，
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
健
全
性
を
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

ス
ク

ラ
バ

容
器

圧
力

4

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

調
整

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

へ
の

水
補

給
」

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
1

0
0

補
機

監
視

機
能

補
機

監
視

機
能

操 作

4

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
停

止
後

の
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」
―

操 作

1.15-308
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

判 断 基 準

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(2

)　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
交

流
動

力
電

源
が

健
全

で
あ

る
場

合
）

ｂ
．

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

1.15-309
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

[格
納

容
器

水
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

操 作 （ １ ／ ２ ）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

2
① ①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-310

1469



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

操 作 （ ２ ／ ２ ）

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[格
納

容
器

酸
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

1.15-311

1470



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(2

)
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
交

流
動

力
電

源
が

健
全

で
あ

る
場

合
）

ｃ
．

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

(a
)

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

に
よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

2
2

①
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

1 1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-312

1471



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

1
1

①
―

― ― ― ― ― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

電
源

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-313

1472



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

[格
納

容
器

水
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[格
納

容
器

酸
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

操 作 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

1.15-314

1473



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

1
1

①
―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

操 作 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

1.15-315

1474



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
排

ガ
ス

・
モ

ニ
タ

3
3

0
③

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

2
①

―

操 作 （ ３ ／ ３ ）

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
7

7

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

1.15-316

1475



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(2

)　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
交

流
動

力
電

源
が

健
全

で
あ

る
場

合
）

ｃ
．

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

(b
)　

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

停
止

後
の

窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

停
止

後
の

窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

判 断 基 準

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-317
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

1 1
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
FC

VS
（

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
）

に
よ

る
格

納
容

器
ベ

ン
ト
」

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(3

)　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

場
合

）
ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(a
)　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

2 2
2 2

1.15-318
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

― ―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

― ―

電
源

1
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
FC

VS
（

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
）

に
よ

る
格

納
容

器
ベ

ン
ト
」

― ―

1
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

1

1.15-319
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

[格
納

容
器

水
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[格
納

容
器

酸
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
FC

VS
（

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
）

に
よ

る
格

納
容

器
ベ

ン
ト
」

操 作 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度 原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

1.15-320

1479



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

――
①

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

操 作 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
FC

VS
（

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
）

に
よ

る
格

納
容

器
ベ

ン
ト
」

1.15-321

1480



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.
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最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱
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輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等
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重
要
監
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パ
ラ
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，
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有
効
監
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パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ス
ク

ラ
バ

容
器

温
度

4
4

4
①

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2

―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
の
傾
向
監
視
に
よ
り
，
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
健
全
性
を
代
替
監
視
可
能

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

4

7
7

7

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

2 1
2 1

2 1
①

―

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―
ス

ク
ラ

バ
容

器
圧

力

①
―

2

4
4

①

2

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

操 作 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
FC

VS
（

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
）

に
よ

る
格

納
容

器
ベ

ン
ト
」

1.15-322

1481



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

判 断 基 準

補
機

監
視

機
能

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

操 作
補

機
監

視
機

能
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
8

8
8

①
―

判 断
基 準

補
機

監
視

機
能

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

操 作
補

機
監

視
機

能
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
8

8
8

①
―

―

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(3

)
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

場
合

）
ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(b
)

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ
バ

容
器

水
位

調
整

(水
張

り
)

― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

調
整

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

へ
の

水
補

給
」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

調
整

」

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(3

)
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

場
合

）
ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(c
)

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ
バ

容
器

水
位

調
整

(水
抜

き
)

―

1.15-323

1482



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
停

止
後

の
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(3

)　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

場
合

）
ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(d
)　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

停
止

後
の

窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ

判 断 基 準

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

22
2

2
①

1.15-324

1483



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

判 断
基 準

－

ス
ク

ラ
バ

水
ｐ

Ｈ
2

2
2

③
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系

の
運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度

操 作
補

機
監

視
機

能

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

調
整

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

へ
の

水
補

給
」

補
機

監
視

機
能

4
原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
の
傾
向
監
視
に
よ
り
，
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
健
全
性
を
代
替
監
視
可
能

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
停

止
後

の
窒

素
ガ

ス
パ

ー
ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」
4

4
①

－

ス
ク

ラ
バ

容
器

圧
力

―

操 作

1

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(3

)
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

場
合

）
ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(e
)

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ
バ

容
器

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
ｐ

Ｈ
調

整

―
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

0
0

1.15-325

1484



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(3

)　
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

場
合

）
ｂ
．

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

判 断 基 準

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-326

1485



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

[格
納

容
器

水
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

操 作 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

1.15-327

1486



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[格
納

容
器

酸
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

1.15-328

1487



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(3

)
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

場
合

）
ｃ
．

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(a
)

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

に
よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
（

現
場

操
作

）

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-329

1488



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

― ――

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

― ―

―

電
源

―

1
①

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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1489



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

[格
納

容
器

水
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度 原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[格
納

容
器

酸
素

濃
度

]

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

操 作 （ １ ／ ３ ）

1 1
0 0

0 0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

操 作 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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1491



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
排

ガ
ス

・
モ

ニ
タ

3
3

0
③

耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ
―

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

ラ
イ

ン
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

操 作 （ ３ ／ ３ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

2

1.15-333

1492



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.
5.
2.

1　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
(3

)　
 最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

大
気

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

（
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

場
合

）
ｃ
．

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(b
)　

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
ラ

イ
ン

停
止

後
の

窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
耐

圧
強

化
ベ

ン
ト

停
止

後
の

窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

判 断 基 準

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

1.15-334

1493



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
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称
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器
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O影
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メ
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分
類
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器
故
障
等
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B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
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後

補
助
パ
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メ
ー
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分
類
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器
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称
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器
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S
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分
類

抽
出
パ
ラ
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ー
タ
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測
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る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2

①①
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①

―
2

1.
5.
2.

2　
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

時
の

対
応

手
順

(1
)　

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

（
海

）
へ

の
代

替
熱

輸
送

ａ
．

原
子

炉
補

機
代

替
冷

却
系

に
よ

る
除

熱

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

―

22
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
①

―

7
7

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｈ
Ｅ

Ｆ
ま

た
は

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

に
よ

る
Ｒ

Ｃ
Ｗ

代
替

冷
却

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
移

動
式

熱
交

換
器

車
お

よ
び

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

を
使

用
し

た
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
確

保
（
UH

SS
編

）
」

「
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
を

使
用

し
た

海
水

供
給

（
ハ

イ
ド

ロ
サ

ブ
編

）
」

2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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の
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パ
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器
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器
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SB
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パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
Ｒ

Ｃ
Ｗ

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

水
位

2
0

0
③

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
冷

却
水

流
量

2
0

0
①

―

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

淡
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
③

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

出
口

圧
力

③
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
の
運
転
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

― ― ―― ― ― ― ―

電
源

― ―

補
機

監
視

機
能

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｈ
Ｅ

Ｆ
ま

た
は

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

に
よ

る
Ｒ

Ｃ
Ｗ

代
替

冷
却

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
移

動
式

熱
交

換
器

車
お

よ
び

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

を
使

用
し

た
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
確

保
（
UH

SS
編

）
」

「
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
を

使
用

し
た

海
水

供
給

（
ハ

イ
ド

ロ
サ

ブ
編

）
」

操 作
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サ
プ
レ
ッ
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ョ
ン
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プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

① ①
2

22

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

― ―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

1.
5.
2.

2 
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

時
の

対
応
手

順
(1

)
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
（

海
）

へ
の
代

替
熱

輸
送

ｂ
．

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

に
よ

る
除

熱

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

7
7

7
①

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
―

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｈ
Ｅ

Ｆ
ま

た
は

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

に
よ

る
Ｒ

Ｃ
Ｗ

代
替

冷
却

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
を

使
用

し
た

海
水

供
給

（
ハ

イ
ド

ロ
サ

ブ
編

）
」

1.15-337

1496



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
冷

却
水

流
量

2
0

0
①

―

補
機

監
視

機
能

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

出
口

圧
力

③
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
の
運
転
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

7
①

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

―

電
源

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ―― ―

1.
5.
2.

3 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

（
設
計

基
準

拡
張

）
に

よ
る

対
応

手
順

(1
)原

子
炉

補
機

冷
却

系
に

よ
る

除
熱

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

― ―― ―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」
等

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｈ
Ｅ

Ｆ
ま

た
は

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

に
よ

る
Ｒ

Ｃ
Ｗ

代
替

冷
却

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

型
送

水
ポ

ン
プ

車
を

使
用

し
た

海
水

供
給

（
ハ

イ
ド

ロ
サ

ブ
編

）
」

操 作判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

1.15-338

1497



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

5　
最

終
ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

へ
熱

を
輸

送
す

る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

対
応

手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

水
源

の
確

保
Ｒ

Ｃ
Ｗ

サ
ー

ジ
タ

ン
ク

水
位

2
0

0
③

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
と
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の

熱
交
換
量
評
価
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却

水
流
量

2
0

0
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

代
替
監
視
可
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」

―

除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

操 作

―

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2

――

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

2
2

2
①

―

1.15-339

1498



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

①
1

1

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

1.
6.
2.

1　
炉

心
の

著
し

い
損

傷
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ａ
．

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 (
a)
　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の
ス

プ
レ

イ

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2

7

2
2

2
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
①①

― ―

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
(常

設
)に

よ
る

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-340
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
(常

設
)に

よ
る

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

電
源

2 2
2 2

1 1

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

水
源

の
確

保
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

― ―

1.15-341

1500



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2

操 作 （ １ ／ ３ ）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

2
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
①

―
2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
(常

設
)に

よ
る

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

1.15-342

1501



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

補
機

監
視

機
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

①

1
1

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

1
1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

操 作 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
(常

設
)に

よ
る

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

1.15-343

1502
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事
故
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対

処
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係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

2
①

―

1
1

1
①

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

1.
6.
2.

1　
炉

心
の

著
し

い
損

傷
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ａ
．

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

(b
)　

復
水

輸
送

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

操 作 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
(常

設
)に

よ
る

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

2
2

2
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

水
源

の
確

保
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位

1.15-344

1503



重
大

事
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対
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る
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事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

電
源

―

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1
1

①
―

― ― ― ―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1.15-345

1504
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①
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ラ
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計
器
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器
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ラ
メ
ー
タ
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類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

操 作 （ １ ／ ２ ）

1.15-346

1505
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荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

操 作 （ ２ ／ ２ ） 判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
7

7
7

①
―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

―
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

――

1.
6.
2.

1　
炉

心
の

著
し

い
損

傷
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ａ
．

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

(c
)

消
火

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容
器

内
へ

の
ス

プ
レ

イ

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-347

1506



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保

―

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
―

電
源

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

――

1
1

1

― ―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

操 作 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

7

―
2

① ①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

2
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

1
1

1
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
72

2
①

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消
火
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保

―

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

―― ―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
7

7
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

2
①

―
2

2
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

2 1

①
―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

2

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.
6.
2.

1　
炉

心
の

著
し

い
損

傷
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ａ
．

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

(d
)　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の
ス

プ
レ

イ
（

淡
水

／
海

水
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
1

①
―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

操 作 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

電
源

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

水
源

の
確

保

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

2

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

補
機

監
視

機
能

大
量

送
水

車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

7

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

7
①

―

―

1
1

1
①

―

― ―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

2
2

①
―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

水
源

の
確

保

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

1.15-353

1512



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.
6.
2.

1　
炉

心
の

著
し

い
損

傷
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(2

)　
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

時
の

対
応

手
順

ａ
．

復
旧

(a
)　

残
留

熱
除

去
系

電
源

復
旧

後
の

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

判 断 基 準 （ １ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-354

1513



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

①
―

判 断 基 準 （ ２ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-355

1514



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ５ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
7

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
―

①

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2 2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―
①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

―
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

1.15-356

1515



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

補
機

監
視

機
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ５ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

―
①

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-357

1516



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

電
源

― ― ― ―

判 断 基 準 （ ５ ／ ５ ）

1.15-358

1517



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

2 2
1 1

0
0

①
―

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
7

7
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

操 作 （ １ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

1.15-359
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

補
機

監
視

機
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

2
2

①
―

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

1
1

①

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

操 作 （ ２ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

1.15-360

1519



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

1.
6.
2.

1　
炉

心
の

著
し

い
損

傷
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(2

)　
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

時
の

対
応

手
順

ａ
．

復
旧

(b
)　

残
留

熱
除

去
系

電
源

復
旧

後
の

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

の
除

熱

電
源

― ―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

1
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

― ― ―

2

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2

―

2
①

―

①

判 断 基 準

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

補
機

監
視

機
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

2
2

①
―

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
と
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の

熱
交
換
量
評
価
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却

水
流
量

2
0

0
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

代
替
監
視
可
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2

2
2

①

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

2

―

除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

1

―

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
①

―

2

― ―

①
―

操 作
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2

2
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

2

―

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
(常

設
)に

よ
る

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

2 2
1 1

①
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2

1.
6.
2.

2　
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(1

)　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ａ
．

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

(a
)　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

①

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

①
―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
7

7

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

①
―

①
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
(常

設
)に

よ
る

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

電
源

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
(常

設
)に

よ
る

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

水
源

の
確

保
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
1

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

操 作 （ １ ／ ３ ）

1 1
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

操 作 （ ２ ／ ３ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
(常

設
)に

よ
る

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
」
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

補
機

監
視

機
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
(常

設
)に

よ
る

格
納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

操 作 （ ３ ／ ３ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

水
源

の
確

保
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
1

1
1

①
―

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1
①

―

2 2
2 2

1 1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

2 2
2 2

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.
6.
2.

2　
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(1

)　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ａ
．

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

(b
)　

復
水

輸
送

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

1 1
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

電
源

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

―

①
―

2
①

―

2
2

― ― ― ―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

2

操 作 （ １ ／ ２ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

1.15-370

1529



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

― ―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-371

1530
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故
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対
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に
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る
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視
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項
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6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2
①

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

①
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

1 1
2 2

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.
6.
2.

2　
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(1

)　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ａ
．

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

(c
)　

消
火

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ
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①
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②
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ラ
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器
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器
数

SB
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パ
ラ
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タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

7

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

7

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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①
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ラ
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器
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計
器
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称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

水
源

の
確

保

―

操 作 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

電
源

― ― ― ― ―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
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項
は
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要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
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認

監
視
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項
は
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パ
ラ
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タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
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の
関
係
か
ら
，
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ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
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（
Ｓ
Ａ
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に
よ
り
代
替
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視
可
能

飽
和
温
度
／
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ら
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イ
ウ
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ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
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プ
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ッ
シ
ョ
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・
チ
ェ
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圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能
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子
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格

納
容

器
内
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冷

却
等

の
た

め
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手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
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後

直
後

負
荷
切
り
離
し
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補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消
火
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保

―

操 作 （ ２ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

― ― ―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

1.15-375

1534
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納
容
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等

①
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，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
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，
③
補
助
パ
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出
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ラ
メ
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代
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パ
ラ
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器
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計
器
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器
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ラ
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対
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手
段

計
器
故
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等

S
B
O

直
後
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荷
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後
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パ
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メ
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B
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計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

2
①

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.
6.
2.

2　
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(1

)　
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ａ
．

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

(d
)　

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の
ス

プ
レ

イ
（

淡
水

／
海

水
）

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

1.15-376

1535
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故
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S
B
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直
後

負
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切
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離
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後

直
後
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荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
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分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

1.15-377
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目
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ラ
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計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

電
源

操 作 （ １ ／ ２ ）

水
源

の
確

保

2

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

― ― ― ―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

①
―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

2
①

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

1.15-378

1537



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

補
機

監
視

機
能

大
量

送
水

車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

 

―

1

― ―
「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

水
源

の
確

保

①
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-379
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｖ
Ｄ

に
よ

る
格

納
容

器
冷

却
」

2 2
1 1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2

2
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

電
源

― ― ― ―

1.
6.
2.

2　
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(1

)
フ

ロ
ン

ト
ラ

イ
ン

系
故

障
時

の
対

応
手

順
ｂ
．

格
納

容
器

代
替

除
熱

(a
)

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

冷
却

系
に

よ
る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

代
替

除
熱

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

1.15-380

1539



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
補

機
冷

却
系

常
用

流
量

1
0

0
③

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

― ―

①
―

① ①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
2

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

補
機

監
視

機
能

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｖ
Ｄ

に
よ

る
格

納
容

器
冷

却
」

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

1.15-381

1540



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

補
機

監
視

機
能

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①

2

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

操 作

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｖ
Ｄ

に
よ

る
格

納
容

器
冷

却
」

2

①
―

①
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

7
7

7
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
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事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

1.
6.
2.

2　
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(2

)
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

時
の

対
応

手
順

ａ
．

復
旧

(a
)

残
留

熱
除

去
系

電
源

復
旧

後
の
格

納
容

器
内

へ
の

ス
プ

レ
イ

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

①
1 1

－
2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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1542



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

①
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
7

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
7
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大

事
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対
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係
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視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

―
1

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ） 操 作 （ １ ／ ３ ）

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

電
源

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

― ― ― ― ―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

―

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2 2
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
2

―

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

2
2

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
―

0
0

①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
7

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

7

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

2 2
1 1

操 作 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

―
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

①

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能 サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

操 作 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

2

―
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.
6.
2.

2　
原

子
炉

格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(2

)　
サ

ポ
ー

ト
系

故
障

時
の

対
応

手
順

ａ
．

復
旧

(a
)　

残
留

熱
除

去
系

電
源

復
旧

後
の

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

の
除

熱

①

― ― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

電
源

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

1.15-389

1548



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

―

1
1

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

①
―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

1.15-390

1549



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

補
機

監
視

機
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

2
2

①
―

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
と
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の

熱
交
換
量
評
価
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却

水
流
量

2
0

0
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

代
替
監
視
可
能

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
①

―
除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

2
2

2
①

―

― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

操 作 （ １ ／ ２ ）

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

1.15-391
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
①

―
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
位

1
1

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

操 作 （ ２ ／ ２ ）

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ｒ

に
よ

る
格

納
容

器
除

熱
」

1.15-392

1551



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.
6.
2.

3　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

（
設

計
基

準
拡

張
）

に
よ

る
対

応
手

順
(1

)　
 残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

冷
却

モ
ー

ド
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
へ

の
ス

プ
レ

イ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

判 断 基 準 （ １ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

1.15-393
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

1.15-394

1553



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ５ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

1.15-395

1554



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ５ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

1.15-396

1555



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

判 断 基 準 （ ５ ／ ５ ）

電
源

― ― ― ―

1.15-397

1556



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

操 作 （ １ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

0
0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

補
機

監
視

機
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

2
2

①
―

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

圧
力

制
御

」
「
Ｄ

／
Ｗ

温
度

制
御

」
「
Ｓ

／
Ｃ

水
位

制
御

」
「
Ｐ

Ｃ
Ｖ

水
素

濃
度

制
御

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
除

熱
－

１
」

「
除

熱
－

２
」

操 作 （ ２ ／ ２ ）

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-399
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―― ―

電
源

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

1.
6.
2.

3　
重

大
事

故
等

対
処

設
備

（
設

計
基

準
拡

張
）

に
よ

る
対

応
手

順
(2

)　
残

留
熱

除
去

系
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

冷
却

モ
ー

ド
）

に
よ

る
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル
水
の
除
熱

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ― ―

2
2

2
①

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

1.15-400
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

補
機

監
視

機
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

2
2

①
―

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
と
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の

熱
交
換
量
評
価
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却

水
流
量

2
0

0
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

操 作 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

0
0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
①

―
除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-401

1560



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

6　
原

子
炉
格

納
容

器
内

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応

手
段

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

S
B
O
影
響

計
器
名
称

計
器
数

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
Ｓ

／
Ｃ

温
度

制
御

」

―

1.15-402

1561



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

2

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

対
応

手
順

(
1
)

交
流

動
力

電
源

が
健

全
で

あ
る

場
合

の
対

応
手

順
ａ

．
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(
a
)

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
よ

り
代

替
監

視
可

能
2 2

1 1

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

2
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2 2

22

①

2
①

― ―
2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1

原
子

炉
建

物
水

素
濃

度
1 6

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

原
子

炉
建

屋
の

水
素

濃
度

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

出
口

温
度

2 2
2 2

―
2 2

① ①

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
及

び
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

出
口

温
度

の
温

度
差

に
よ

り
原

子
炉

建
物

水
素

濃
度

の
代

替
監

視
可

能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

― ――
2 2

2 2
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

入
口

温
度

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
出

口
温

度
0

0

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
の

う
ち

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
お

よ
び

水
源

で
あ

る
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

1
1

①
―

2 2
①
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

Ｃ
-
メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ｄ
-
メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ｃ
-
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非

常
用

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ｄ
-
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非

常
用

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊

急
用

メ
タ

ク
ラ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急

用
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
の

受
電

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ） 操 作 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

電
源

原
子

炉
建

物
水

素
濃

度
原

子
炉

建
屋

の
水

素
濃

度

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

①
0

―
0

1 6
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

入
口

温
度

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
出

口
温

度
2 2

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
及

び
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

出
口

温
度

の
温

度
差

に
よ

り
原

子
炉

建
物

水
素

濃
度

の
代

替
監

視
可

能

2 2
2 2

― ― ―― ― ―

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

1.15-405

1564



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

1
1

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

①

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
の

う
ち

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
お

よ
び

水
源

で
あ

る
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

― ――
1

①

2
①

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位 原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

操 作 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

1.15-406

1565



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

直
接

的
に

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
の

温
度

変
化

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

の
温

度
変

化
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

ス
ク

ラ
バ

容
器

温
度

4
4

4
①

―

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

― ―

7
①

原
子

炉
格

納
容

器
内

圧
力

の
傾

向
監

視
に

よ
り

，
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

健
全

性
を

代
替

監
視

可
能

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
の

上
昇

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

――

2
①

7 2 1
2 1

①

―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

操 作 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

2 14
4

4

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

―

①
ス

ク
ラ

バ
容

器
圧

力

―

1.15-407

1566



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

判 断 基 準

補
機

監
視

機
能

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

操 作
補

機
監

視
機

能
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
8

8
8

①
―

判 断 基 準

補
機

監
視

機
能

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

操 作
補

機
監

視
機

能
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
8

8
8

①
―

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

― ―― ―

①
―

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
よ

り
代

替
監

視
可

能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

へ
の

水
補

給
」

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

調
整

」

2
2

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

対
応

手
順

(
1
)
　

交
流

動
力

電
源

が
健

全
で

あ
る

場
合

の
対

応
手

順
ａ

．
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(
b
)
　

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
調

整
（

水
張

り
）

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

対
応

手
順

(
1
)
　

交
流

動
力

電
源

が
健

全
で

あ
る

場
合

の
対

応
手

順
ａ

．
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(
c
)
　

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
調

整
（

水
抜

き
）

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

対
応

手
順

(
1
)
　

交
流

動
力

電
源

が
健

全
で

あ
る

場
合

の
対

応
手

順
ａ

．
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(
d
)
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

停
止

後
の

窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

格
納

容
器

水
素

濃
度

1
0

0

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

判 断 基 準

－

ス
ク

ラ
バ

水
ｐ

Ｈ
2

2
2

③
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

運
転

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

圧
力

の
傾

向
監

視
に

よ
り

，
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

健
全

性
を

代
替

監
視

可
能

補
機

監
視

機
能

ス
ク

ラ
バ

容
器

圧
力

4
4

―
4

①

1
0

0
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

変
化

に
よ

り
代

替
監

視
可

能
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

―

①
―

―

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

調
整

」

操 作
補

機
監

視
機

能

操 作

2
2

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

対
応

手
順

(
1
)
　

交
流

動
力

電
源

が
健

全
で

あ
る

場
合

の
対

応
手

順
ａ

．
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(
e
)
　

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

ｐ
Ｈ

調
整

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

－

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度

①
―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」
判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

又
は

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認
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炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

対
応

手
順

(
1
)
　

交
流

動
力

電
源

が
健

全
で

あ
る

場
合

の
対

応
手

順
ｂ

．
残

留
熱

代
替

除
去

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
(
a
)
　

残
留

熱
代

替
除

去
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

2

―

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

①

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

①
――

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
よ

り
代

替
監

視
可

能

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

除
熱

-
1
」

「
除

熱
-
2
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
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器

数
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パ
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メ
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タ
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対
応

手
段

負
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切
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し

後
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理
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計

器
名

称
計

器
数
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B
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影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る
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計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
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し
後
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プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

の
温

度
変

化
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
の

温
度

変
化

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

直
接

的
に

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
（

Ｂ
系

の
み

）
1

0
0

①
―

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊

急
用

メ
タ

ク
ラ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急

用
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
の

受
電

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

7
7

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

――
① ①

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
の

上
昇

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

2 7

― ―

電
源

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

除
熱

-
1
」

「
除

熱
-
2
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

1.15-411

1570



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

残
留

熱
代

替
除

去
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

1
1

1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

3
3

3

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
を

水
源

と
す

る
ポ

ン
プ

の
注

水
量

よ
り

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

S
A
）

の
代

替
監

視
可

能

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
を

水
源

と
す

る
ポ

ン
プ

が
正

常
に

動
作

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
こ

と
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

除
熱

-
1
」

「
除

熱
-
2
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

水
源

の
確

保

1.15-412

1571



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

3 1 1

[
原

子
炉

水
位

（
狭

帯
域

）
]

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

3 2 2

3 2 2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

し
て

い
る

系
統

の
注

水
流

量
と

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

可
能

操 作 （ １ ／ ５ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

除
熱

-
1
」

「
除

熱
-
2
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

① ① ①

― ― ―

1.15-413

1572



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

1
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

2 2
2 2

1 1
直

接
的

に
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

注
水

し
て

い
る

系
統

の
注

水
流

量
と

崩
壊

熱
除

去
に

必
要

な
水

量
よ

り
代

替
監

視
可

能

①
1

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

原
子

炉
圧

力
，

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
と

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

の
差

圧
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

の
満

水
を

推
定

可
能

操 作 （ ２ ／ ５ ）

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

除
熱

-
1
」

「
除

熱
-
2
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｒ

Ｈ
Ａ

Ｒ
に

よ
る

格
納

容
器

除
熱

」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1

1.15-414

1573



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接

的
に

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

2
―

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

―

1
①

―

2
①①
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熱
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熱
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Ａ
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Ｓ

Ａ
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燃
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圧
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／
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Ａ
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燃
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／
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Ｓ
Ａ
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Ｓ

Ａ
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／
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Ｓ

Ａ
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Ｓ
Ａ
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Ａ
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Ａ
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Ｓ
Ａ
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熱
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Ｓ

Ａ
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Ｓ

Ａ
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プ
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ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度
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Ｓ

Ａ
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2

2

残
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熱
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系

熱
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換
器
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水
流

量
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Ｂ
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①
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監
視

事
項

は
主
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ラ
メ

ー
タ
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て
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認
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視

事
項

は
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ラ
メ

ー
タ

に
て
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認

7
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視

事
項

は
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要
パ

ラ
メ

ー
タ
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て
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事
項
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要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て
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子
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水

位
（

広
帯

域
）

原
子
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水

位
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料
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2 2
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壊

熱
除

去
に

必
要

な
水
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原
子

炉
水

位
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化

よ
り

代
替

監
視

可
能

①

2 7

残
留

熱
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
と

残
留

熱
代

替
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
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サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）
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サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

と
残

留
熱

代
替

除
去

系
ポ

ン
プ

の
注

水
特

性
か

ら
推

定
し

た
総

流
量

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
変

化
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
の

上
昇

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

①

原
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容

器
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容
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内
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熱
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熱
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熱
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Ａ
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①
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Ｓ

Ａ
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熱
代
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除

去
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イ

流
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ラ
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ェ
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温
度
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Ｓ

Ａ
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1
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最
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ー
ト
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ク
の

確
保

1.15-416

1575



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

残
留

熱
代

替
除

去
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ン

プ
出

口
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力
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①
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残
留

熱
代

替
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ン
プ

出
口

流
量

1
1
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③

残
留

熱
代

替
除

去
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運

転
状

態
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認

す
る

パ
ラ

メ
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タ
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圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1
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圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン
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出
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流
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1
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残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧
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心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1
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0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

残
留

熱
代

替
除
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系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

1
1

1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却
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プ
出

口
圧

力
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1
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炉
心

ス
プ

レ
イ
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出
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熱
除
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力
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熱
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Ｓ
Ａ
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①
―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
を

水
源

と
す

る
ポ

ン
プ

の
注

水
量

よ
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熱
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に
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器
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熱

」

操 作 （ ５ ／ ５ ）
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Ｓ
Ａ
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Ｓ
Ａ
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熱
除

去
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熱
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換
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熱
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熱
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Ａ
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Ｈ
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①
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き
，

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

2
2

①
―

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力 原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

操 作 （ １ ／ ２ ）

1.15-421

1580



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
直

接
的

に
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

格
納

容
器

酸
素

濃
度

1
0

0
直

接
的

に
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[
格

納
容

器
酸

素
濃

度
]

1 1
0 0

0 0
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
又

は
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
）

の
解

析
結

果
に

よ
り

，
格

納
容

器
酸

素
濃

度
の

代
替

監
視

可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

又
は

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
，

事
故

後
の

格
納

容
器

内
の

空
気

（
酸

素
）

の
流

入
の

有
無

に
よ

り
，

水
素

爆
発

の
可

能
性

を
把

握
可

能

①
―

0
0

①
―

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
又

は
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
）

の
解

析
結

果
に

よ
り

，
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
の

代
替

監
視

可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

又
は

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
，

事
故

後
の

格
納

容
器

内
の

空
気

（
酸

素
）

の
流

入
の

有
無

に
よ

り
，

水
素

爆
発

の
可

能
性

を
把

握
可

能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

操 作 （ ２ ／ ２ ）

1.15-422

1581



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

2
①

―

2
①

―
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

1 1

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

手
順

（
2
）

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
時

の
対

応
手

順
ａ

．
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
減

圧
及

び
除

熱
（

現
場

操
作

）
(
a
)

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

①
―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
よ

り
代

替
監

視
可

能

2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
F
C
V
S
（

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
）

に
よ

る
格

納
容

器
ベ

ン
ト

」

2
2

1.15-423

1582



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
F
C
V
S
（

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
）

に
よ

る
格

納
容

器
ベ

ン
ト

」

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

1
―

1
①

―
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

入
口

温
度

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
出

口
温

度
2 2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

―

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
の

う
ち

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
お

よ
び

水
源

で
あ

る
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

原
子

炉
建

屋
の

水
素

濃
度

0
原

子
炉

建
物

水
素

濃
度

1 6
2 2

2 2

2 2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

出
口

温
度

① ①

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
及

び
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

出
口

温
度

の
温

度
差

に
よ

り
原

子
炉

建
物

水
素

濃
度

の
代

替
監

視
可

能
0

― ―
2 2

2 2

①

1.15-424

1583



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

Ｃ
-
メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ｄ
-
メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非

常
用

メ
タ

ク
ラ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ｃ
-
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非

常
用

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ｄ
-
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非

常
用

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊

急
用

メ
タ

ク
ラ

の
受

電
状

態
を

確
認

す
る

パ
ラ

メ
ー

タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急

用
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
の

受
電

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

電
源

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
F
C
V
S
（

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
）

に
よ

る
格

納
容

器
ベ

ン
ト

」

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ） 操 作 （ １ ／ ３ ）
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

入
口

温
度

及
び

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
出

口
温

度
の

温
度

差
に

よ
り

原
子

炉
建

物
水

素
濃

度
の

代
替

監
視

可
能

静
的

触
媒

式
水

素
処

理
装

置
入

口
温

度
静

的
触

媒
式

水
素

処
理

装
置

出
口

温
度

― ― ― ― ― ―

2 2
原

子
炉

建
物

水
素

濃
度

1 6
0

原
子

炉
建

屋
の

水
素

濃
度

0
①

―
2 2

2 2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

1.15-425

1584



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

，
格

納
容

器
代

替
ス

プ
レ

イ
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
，

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
の

う
ち

動
作

状
態

に
あ

る
流

量
お

よ
び

水
源

で
あ

る
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

操 作 （ ２ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
F
C
V
S
（

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
）

に
よ

る
格

納
容

器
ベ

ン
ト

」

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

1.15-426

1585



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

直
接

的
に

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
の

温
度

変
化

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

の
温

度
変

化
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

ス
ク

ラ
バ

容
器

温
度

4
4

4
①

―

―

ス
ク

ラ
バ

容
器

圧
力

4
4

2
2

2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

―
原

子
炉

格
納

容
器

内
圧

力
の

傾
向

監
視

に
よ

り
，

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

の
健

全
性

を
代

替
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

―

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
の

上
昇

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

2 1
2 1

2 1
①

―
―

4
①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

操 作 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
F
C
V
S
（

遠
隔

手
動

弁
操

作
機

構
）

に
よ

る
格

納
容

器
ベ

ン
ト

1.15-427

1586



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

判 断 基 準

補
機

監
視

機
能

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

操 作
補

機
監

視
機

能
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
8

8
8

①
―

判 断 基 準

補
機

監
視

機
能

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

操 作
補

機
監

視
機

能
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
8

8
8

①
―

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
要

領
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

調
整

」

― ―

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

手
順

（
2
）

　
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

対
応

手
順

ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(
c
)
　

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
調

整
（

水
抜

き
）

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

手
順

（
2
）

　
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

対
応

手
順

ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(
b
)
　

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
水

位
調

整
（

水
張

り
）

― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

へ
の

水
補

給
」

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

手
順

（
2
）

　
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

対
応

手
順

ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(
d
)
　

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

停
止

後
の

窒
素

ガ
ス

パ
ー

ジ

2
2

①
―

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
よ

り
代

替
監

視
可

能
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
2 2

2 2
1 1
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

格
納

容
器

水
素

濃
度

1
0

0

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

判 断 基 準

－

ス
ク

ラ
バ

水
ｐ

Ｈ
2

2
2

③
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

運
転

状
態

を
確

認
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
第

１
ベ

ン
ト

フ
ィ

ル
タ

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

調
整

」
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
―

操 作
補

機
監

視
機

能

―

操 作
補

機
監

視
機

能

ス
ク

ラ
バ

容
器

圧
力

4
4

4
①

―
原

子
炉

格
納

容
器

内
圧

力
の

傾
向

監
視

に
よ

り
，

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

の
健

全
性

を
代

替
監

視
可

能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
1

0
0

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
変

化
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

手
順

（
2
）

　
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

対
応

手
順

ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

減
圧

及
び

除
熱

（
現

場
操

作
）

(
e
)
　

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
ス

ク
ラ

バ
容

器
ス

ク
ラ

ビ
ン

グ
水

ｐ
Ｈ

調
整

―

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

又
は

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
フ

ィ
ル

タ
ベ

ン
ト

系
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
1
8

0
0

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
の

上
昇

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
残

留
熱

除
去

系
が

運
転

状
態

で
あ

れ
ば

，
残

留
熱

除
去

系
熱

交
換

器
入

口
温

度
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

1
.
7
.
2
.
1
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

防
止

の
た

め
の

手
順

（
2
）

　
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

時
の

対
応

手
順

ｂ
．

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

判 断 基 準

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

原
子

炉
水

位
か

ら
原

子
炉

圧
力

容
器

内
が

飽
和

状
態

に
あ

る
と

想
定

し
，

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

原
子

炉
圧

力
よ

り
代

替
監

視
可

能
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
2 2

2 2
1 1

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

又
は

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

①
―

1.15-430
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直

接
的

に
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽

和
温

度
／

圧
力

の
関

係
か

ら
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

の
温

度
変

化
に

よ
り

代
替

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

[
格

納
容

器
水

素
濃

度
]

1 1
0 0

0 0
①

―
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

直
接

的
に

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格

納
容

器
水

素
濃

度
1

0
0

直
接

的
に

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
を

計
測

す
る

こ
と

が
で

き
，

監
視

可
能

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

操 作 （ １ ／ ２ ）

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

飽
和

温
度

／
圧

力
の

関
係

か
ら

，
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
又

は
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
代

替
監

視
可

能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1
.
7
　

原
子

炉
格

納
容

器
の

過
圧

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

手
順

等
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

項
目

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

評
価

計
器

名
称

計
器

数

S
B
O
影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器

故
障

等
直

後
分

類
直

後
負

荷
切

り
離

し
後

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
直

接
的

に
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

格
納

容
器

酸
素

濃
度

1
0

0
直

接
的

に
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

を
計

測
す

る
こ

と
が

で
き

，
監

視
可

能

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視

事
項

は
主

要
パ

ラ
メ

ー
タ

に
て

確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
又

は
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
）

の
解

析
結

果
に

よ
り

，
格

納
容

器
酸

素
濃

度
の

代
替

監
視

可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

又
は

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
，

事
故

後
の

格
納

容
器

内
の

空
気

（
酸

素
）

の
流

入
の

有
無

に
よ

り
，

水
素

爆
発

の
可

能
性

を
把

握
可

能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
監

視
事

項
は

主
要

パ
ラ

メ
ー

タ
に

て
確

認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
又

は
格

納
容

器
雰

囲
気

放
射

線
モ

ニ
タ

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
）

の
解

析
結

果
に

よ
り

，
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
の

代
替

監
視

可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

又
は

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

り
，

事
故

後
の

格
納

容
器

内
の

空
気

（
酸

素
）

の
流

入
の

有
無

に
よ

り
，

水
素

爆
発

の
可

能
性

を
把

握
可

能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[
格

納
容

器
酸

素
濃

度
]

1 1
0 0

0 0
①

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

操 作 （ ２ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

1.15-432

1591



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

常
設

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ６ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

1.
8.
2.

1　
ペ

デ
ス

タ
ル

内
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

の
冷

却
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)ペ
デ

ス
タ

ル
内

注
水

ａ
．

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

内
へ

の
注

水

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

2
①

―
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2

2
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

1.15-433

1592



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

判 断 基 準 （ ２ ／ ６ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

常
設

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
1

①
―

2
2

2 2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

1 1

1.15-434

1593



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

常
設

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ６ ）

1.15-435

1594



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ ４ ／ ６ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

常
設

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
」

1
1

①
―

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-436

1595



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

2
①

―

①
―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

2

2

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

2
①

―

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2

2
ペ

デ
ス

タ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

常
設

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
」

判 断 基 準 （ ５ ／ ６ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

―

1.15-437

1596



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

[制
御

棒
手

動
操

作
・

監
視

系
]

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1

制
御

棒
の

位
置

2 2
1 1

―

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

1
1

0
②

―
中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

1
1

①
―

水
源

の
確

保

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

電
源

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

常
設

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
」

判 断 基 準 （ ６ ／ ６ ）

1.15-438

1597



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

常
設

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
」

操 作 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1.15-439

1598



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

2
2

2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

ペ
デ
ス
タ
ル
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
よ
り
代
替
監

視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

4
―

①
ペ

デ
ス

タ
ル

水
位

4
4

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

常
設

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
」

操 作 （ ２ ／ ３ ）

1.15-440

1599



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

補
機

監
視

機
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

水
源

の
確

保

―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

操 作 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

常
設

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
注

水
」

1.15-441

1600



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ １ ／ ６ ）

1.
8.
2.

1　
ペ

デ
ス

タ
ル

内
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

の
冷

却
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)
ペ

デ
ス

タ
ル

内
注

水
ｂ
．

復
水

輸
送

系
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
内

へ
の

注
水

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ６ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能
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1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ６ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

①
―
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大

事
故
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処
に

係
る
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事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

判 断 基 準 （ ４ ／ ６ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

1 1

2
2

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子

炉
圧

力
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
①

2

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2

2
①

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

―

7
7

7
①

―

2
①

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ５ ／ ６ ）
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

電
源

制
御

棒
の

位
置

[制
御

棒
手

動
操

作
・

監
視

系
]

中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

― ― ― ――

0
②

―
監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ６ ／ ６ ）

1.15-447

1606



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

操 作 （ １ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

7
7

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

2
2

2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ペ
デ

ス
タ

ル
注

入
流

量
1

1
0

③
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

― ― ―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

操 作 （ ２ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

―

4

ペ
デ
ス
タ
ル
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
よ
り
代
替
監

視
可
能

―
①

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位
4

4
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

判 断 基 準 （ １ ／ ６ ）

1.
8.
2.

1　
ペ

デ
ス

タ
ル

内
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

の
冷

却
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)　
ペ

デ
ス

タ
ル

内
注

水
ｃ
．

消
火

系
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
内

へ
の

注
水

2
①

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
2

1.15-450
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

判 断 基 準 （ ２ ／ ６ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 1 1

① ① ①

― ― ―

1.15-451

1610



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ６ ）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
1 1

1
1

①
－

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ６ ）

原
子

炉
圧

力
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

1
①

1
1

1

－

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ５ ／ ６ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

―

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
7

7
①①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

2
①

2
2

2
①

―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

判 断 基 準 （ ６ ／ ６ ）

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

―

制
御

棒
の

位
置

[制
御

棒
手

動
操

作
・

監
視

系
]

― ― ―

1
0

②
―

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

電
源

――

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

水
源

の
確

保

操 作 （ １ ／ ２ ）

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

1
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

2
2

2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ペ
デ

ス
タ

ル
注

入
流

量
1

1
0

③
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消
火
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

― ―

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位
4

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

4
4

①
―

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」
「
消

火
系

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

水
源

の
確

保

―

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

ペ
デ
ス
タ
ル
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
よ
り
代
替
監

視
可
能

1.15-456

1615



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2

1.
8.
2.

1　
ペ

デ
ス

タ
ル

内
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

の
冷

却
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)
ペ

デ
ス

タ
ル

内
注

水
ｄ
．

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

内
へ

の
注

水
（

淡
水

／
海

水
）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ６ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2 2
1 1

①
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ６ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能
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目

抽
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パ
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代
替
パ
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メ
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測
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る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

判 断 基 準 （ ３ ／ ６ ）

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
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Ｓ
Ａ
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1
1

1
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子
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圧
力
容
器
内
の
圧
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を
計
測
す
る
こ
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が
で

き
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監
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可
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原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
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1
1

1

原
子
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力
容
器
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（
Ｓ

Ａ
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2
2

2

原
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2
2
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接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

判 断 基 準 （ ４ ／ ６ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
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力
の
関
係
か
ら
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よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故
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３
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３
ｂ
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Ａ
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Ｓ

Ｓ
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S
B
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器
名
称
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S
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響

計
器
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等
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ッ
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ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

判 断 基 準 （ ５ ／ ６ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―
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濃

度
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納
容

器
水

素
濃

度
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Ｓ
Ａ

）
1

0
0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
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格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
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が
で
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監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断 基 準 （ ６ ／ ６ ）

制
御

棒
の

位
置

[制
御

棒
手

動
操

作
・

監
視

系
]

1
1

0
②

―
中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

電
源

― ―

水
源

の
確

保

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―
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ｂ
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

操 作 （ １ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

1.15-463
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

2
2

2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

補
機

監
視

機
能

大
量

送
水

車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｃ
Ｓ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

操 作 （ ２ ／ ２ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
ペ

デ
ス

タ
ル

水
位

4
4

4
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

水
源

の
確

保

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

ペ
デ
ス
タ
ル
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
よ
り
代
替
監

視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

2
①

1.
8.
2.

1　
ペ

デ
ス

タ
ル

内
に

落
下

し
た

溶
融

炉
心

の
冷

却
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)　
ペ

デ
ス

タ
ル

内
注

水
ｅ
．

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

ペ
デ

ス
タ

ル
内

へ
の

注
水

（
淡

水
／

海
水

）

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

―
2 2

2 2
1 1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ６ ）

1.15-465

1624



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る
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視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

3 2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ ２ ／ ６ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

① ① ①

― ― ―

3 2 2

3 1 1

1.15-466
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対
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係
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事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1
1

1
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

判 断 基 準 （ ３ ／ ６ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
―

1.15-467
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8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
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炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

2
2

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

判 断 基 準 （ ４ ／ ６ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 11 1
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1.15-468
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容
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部
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融

炉
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る
た
め
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手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

①
―

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
22

2
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

判 断 基 準 （ ５ ／ ６ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

1.15-469
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た
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①
重
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パ
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ー
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，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

電
源

―

制
御

棒
の

位
置

[制
御

棒
手

動
操

作
・

監
視

系
]

1
1

0

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ ６ ／ ６ ）

― ―

②
―

中
性
子
源
領
域
計
装
又
は
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
，
未
臨

界
維
持
の
推
定
可
能

監
視
事
項
は
代
替
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

水
源

の
確

保

1.15-470

1629



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

操 作 （ １ ／ ２ ）
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

7

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-471

1630



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

2
2

2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

補
機

監
視

機
能

大
量

送
水

車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

３
ａ

」
「
注

水
－

３
ｂ

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ａ

Ｐ
Ｆ

Ｓ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
ペ

デ
ス

タ
ル

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

操 作 （ ２ ／ ２ ）

4

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

4
①

―

―

水
源

の
確

保

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位
4

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変

化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

―

ペ
デ
ス
タ
ル
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
よ
り
代
替
監

視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-472

1631



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.
8.
2.

2　
溶

融
炉

心
の

ペ
デ

ス
タ

ル
内

へ
の

落
下

遅
延

・
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
ａ
．

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ５ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

1.15-473

1632



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-474

1633



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
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Ｓ

Ａ
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燃
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Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-475

1634



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-476

1635



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ ５ ／ ５ ）

水
源

の
確

保
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-477

1636



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ １ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-478

1637



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ２ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-479

1638



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ３ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-480

1639



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

1
1

1
③

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

タ
ー

ビ
ン

入
口

圧
力

1
1

1
③

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

タ
ー

ビ
ン

排
気

圧
力

1
1

1
③

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

入
口

圧
力

1
1

1
③

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ４ ／ ５ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

補
機

監
視

機
能

― ― ― ―

1.15-481

1640



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ａ

Ｃ
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ５ ／ ５ ）

水
源

の
確

保
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-482

1641



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.
8.
2.

2　
溶

融
炉

心
の

ペ
デ

ス
タ

ル
内

へ
の

落
下

遅
延

・
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
ｂ
．

ほ
う

酸
水

注
入

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
ほ

う
酸

水
注

入

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

1.15-483

1642



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
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る
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O
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計
器
故
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圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
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1
1
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量
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レ
イ
ポ
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量
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0

0

残
留
熱
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子
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1
1
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子
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圧
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子
炉
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Ｓ
Ａ
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1
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プ
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ッ
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ン
・
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バ
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（
Ｓ
Ａ
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2
2

2
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故
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操
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シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
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Ａ
Ｍ

設
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別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」
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原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
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位
原

子
炉
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位

（
Ｓ

Ａ
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1
1
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①

―
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子
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位
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域
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燃
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ク
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母

線
電

圧
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1
1

③
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メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
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確
認
す
る
パ
ラ
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ー
タ

事
故

時
操

作
要
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（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
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水
－

１
」

Ａ
Ｍ

設
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操

作
要

領
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「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」
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電
源

― ― ― ―
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圧
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Ｓ
Ａ
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Ｓ
Ａ
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Ａ
Ｍ
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狭
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計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
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類

S
B
O

直
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負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後
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パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

ほ
う

酸
水

貯
蔵

タ
ン

ク
液

位
1

1
0

③
ほ
う
酸
水
注
入
系
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ｌ
Ｃ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ３ ／ ３ ）

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-489

1648
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タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

1.
8.
2.

2　
溶

融
炉

心
の

ペ
デ

ス
タ

ル
内

へ
の

落
下

遅
延

・
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
ｃ
．

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
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Ａ
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に
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子
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す
る
こ
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が
で

き
，
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視
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圧
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炉
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注
水
流
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1

1

代
替
注
水
流
量
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常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
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圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
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2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
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ポ
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プ
出

口
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量
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1
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圧
炉
心
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プ
レ
イ
ポ
ン
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出

口
流
量
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0

残
留
熱
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プ
出
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量
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心
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プ
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イ
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熱
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Ｓ
Ａ
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Ｓ
Ａ
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２
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Ａ
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狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
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3 2 2
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① ① ①
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Ｓ
Ａ
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Ａ
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Ａ
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２
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Ａ
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容
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内
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子
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（
Ｓ

Ａ
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①
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燃
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2 2
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で
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除
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に
必
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な
水
量
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原
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圧
力
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原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
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（
Ｓ
Ａ
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の
差
圧
か
ら
原
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炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
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可
能
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パ
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S
B
O
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負
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り
離
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後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後
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パ
ラ
メ
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分
類
理
由

分
類
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出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

原
子

炉
補

機
冷

却
系

常
用

流
量

1
0

0
③

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

電
源

― ― ― ― ― ―
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Ｓ
Ａ
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Ｓ
Ａ
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２
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Ａ
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Ｒ
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子
炉

注
水
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子

炉
圧

力
容

器
内
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水

位
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子

炉
水

位
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狭
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子
炉

水
位
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子
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位
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燃
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）
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3 2 2
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切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ２ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-495
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ３ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

1.15-496
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大

事
故
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対

処
に

係
る
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事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

系
統

流
量

1
0

0
③

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

制
御

棒
駆

動
水

圧
系

充
て

ん
水

ヘ
ッ

ダ
圧

力
1

1
0

③
制
御
棒
駆
動
水
圧
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｒ
Ｄ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ４ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

― ― ―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

1.
8.
2.

2　
溶

融
炉

心
の

ペ
デ

ス
タ

ル
内

へ
の

落
下

遅
延

・
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
ｄ
. 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）

に
よ

る
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
2

2
2

①
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
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係
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事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

― ― ―

3 1 1

① ① ①

3 2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

1.15-499

1658



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

1
1

①
1

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1.15-500

1659



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

水
源

の
確

保
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
1

1
1

①
―

2 2

― ―

電
源

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

1.15-501

1660



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ １ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

3 2 2

3 2 2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 1 1

① ① ①

― ― ―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-502

1661



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ２ ／ ４ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
1

1
1

―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

①

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1.15-503

1662



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

操 作 （ ３ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

―

水
源

の
確

保

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

常
設

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水
」

操 作 （ ４ ／ ４ ）

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1
①

―

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

1.15-505

1664



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

2
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

1.
8.
2.

2　
溶

融
炉

心
の

ペ
デ

ス
タ

ル
内

へ
の

落
下

遅
延

・
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
ｅ
. 

復
水

輸
送

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

1 1
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

3 1 1

① ① ①

― ― ―

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-507

1666



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―
1

①
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1.15-508

1667



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

電
源

― ― ―― ―

1.15-509

1668



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

操 作 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

3 2 2

1.15-510

1669



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

1

1.15-511

1670



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

復
水

輸
送

ポ
ン

プ
出

口
ヘ

ッ
ダ

圧
力

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ｗ
Ｔ

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ３ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子

炉
圧

力

1
1

1
①

―

―

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）

2

―

2 2
2 2

2 2

―

1.15-512

1671



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

2
2 2

2

1.
8.
2.

2　
溶

融
炉

心
の

ペ
デ

ス
タ

ル
内

へ
の

落
下

遅
延

・
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
ｆ
. 

消
火

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
①

―
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
1 1

1.15-513

1672



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

3 2 2

① ① ①

― ― ―

3 1 1

1.15-514

1673



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-515

1674



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

水
源

の
確

保

電
源

――― ― ― ―

1.15-516

1675



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

3 2 2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ １ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-517

1676



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

2 2
1 1

2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

操 作 （ ２ ／ ３ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1.15-518

1677



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

Ｒ
Ｐ

Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ

注
入

流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
機

監
視

機
能

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消
火
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2

水
源

の
確

保

操 作 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
」

原
子

炉
圧

力
2

― ― ―

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

①
原

子
炉

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

1 1

2
1

①
―

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

1.15-519

1678



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

2
2

①
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

1 1
原

子
炉

圧
力

容
器

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2 2

2 2

1.
8.
2.

2　
溶

融
炉

心
の

ペ
デ

ス
タ

ル
内

へ
の

落
下

遅
延

・
防

止
の

た
め

の
対

応
手

順
(1

)原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
ｇ
. 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
（

淡
水

/海
水

）

1.15-520

1679



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

― ― ―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-521

1680



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
―

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

①
1

1.15-522

1681



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

電
源

水
源

の
確

保

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

― ―― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

1.15-523

1682



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

操 作 （ １ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

1.15-524

1683



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

操 作 （ ２ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

①
―

1 1

1
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1.15-525

1684



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

操 作 （ ３ ／ ４ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

1 1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 22 2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

1.15-526

1685



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

8　
原

子
炉
格

納
容

器
下

部
の

溶
融

炉
心

を
冷
却
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

大
量

送
水

車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

操 作 （ ４ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
注

水
－

１
」

「
注

水
－

２
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

水
源

の
確

保

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

1.15-527

1686



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

2

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

1.
9.
2.

1 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(1

)
原

子
炉

格
納

容
器

内
不

活
性

化
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
水

素
爆

発
防

止
ｂ
．

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
窒

素
ガ

ス
供

給

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

1 1

判 断 基 準

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

圧
力

1.15-528

1687



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

0 0
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

①
―

0
0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[格
納

容
器

酸
素

濃
度

]
1 1

0 0

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

2
2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2

原
子

炉
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

操 作 （ １ ／ ４ ）

1.15-529

1688



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
注

水
量

残
留

熱
代

替
除

去
系

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

流
量

1
1

1
①

―
ポ
ン
プ
の
出
口
圧
力
か
ら
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
を
用
い
て
流
量

を
推
定
し
，
こ
の
流
量
と
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流

量
の
差
分
か
ら
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
を
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

0
0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

操 作 （ ２ ／ ４ ）

1.15-530

1689



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

水
源

の
確

保

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

操 作 （ ３ ／ ４ ）

1.15-531

1690



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

（
Ａ

系
，

Ｂ
系

の
み

）
2

2
2

①
―

残
留

熱
代

替
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

①
―

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
2

2
①

―

― ― ―

補
機

監
視

機
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
の
注
水
量

よ
り
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
S
A
）
の
代
替
監
視
可

能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
を
水
源
と
す
る
ポ
ン
プ
が
正
常
に

動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

水
源

の
確

保

操 作 （ ４ ／ ４ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
可

搬
式

窒
素

供
給

装
置

を
使

用
し

た
格

納
容

器
の

窒
素

ガ
ス

置
換

」

1.15-532

1691



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

1.
9.
2.

1　
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

対
応

手
順

(2
)　

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し

た
場

合
の

原
子

炉
格

納
容

器
水

素
爆

発
防

止
ａ
．

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

ガ
ス

及
び

酸
素

ガ
ス

の
排

出

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-533

1692



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

格
納

容
器

水
素

濃
度

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

0
0

①

格
納

容
器

酸
素

濃
度

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

1
0

0
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

―
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

1.15-534
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重
大
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故

等
対

処
に

係
る

監
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事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

電
源

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

― ― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
1

1
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

― ―

1.15-535
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係
る

監
視

事
項
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爆
発
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よ
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原

子
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格
納

容
器
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破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
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順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
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，
③
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助
パ
ラ
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ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

[格
納

容
器

水
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[格
納

容
器

酸
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

1
①

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

操 作 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」
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目
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類
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器

名
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数

SB
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ラ
メ
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タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
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数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ス
ク

ラ
バ

容
器

水
位

8
8

8
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ス
ク

ラ
バ

容
器

温
度

4
4

4
①

―

格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「

放
出

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｖ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

ベ
ン

ト
」

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

2 1
2 1

―

ス
ク

ラ
バ

容
器

圧
力

4
4

4
①

原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
の
傾
向
監
視
に
よ
り
，
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
健
全
性
を
代
替
監
視
可
能

―

2 1
①

―
―

①

2
2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
①

7

―

7
①

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

7

―
2

2
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
①

―

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
1

0
0

①
―

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-537
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

格
納

容
器

水
素

濃
度

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
①

―

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

判 断 基 準 （ １ ／ ３ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｓ

に
よ

る
格

納
容

器
水

素
・

酸
素

濃
度

制
御

」

1.
9.
2.

1　
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

対
応

手
順

(2
)

炉
心

の
著

し
い

損
傷

が
発

生
し
た

場
合

の
原

子
炉

格
納

容
器

水
素

爆
発

防
止

ｂ
．

可
燃

性
ガ

ス
濃

度
制

御
系

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

制
御

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

1.15-538

1697



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
と
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の

熱
交
換
量
評
価
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却

水
流
量

2
0

0
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

代
替
監
視
可
能

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留

熱
代

替
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

①
―

残
留

熱
代

替
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

1
1

1
③

残
留
熱
代
替
除
去
系
の
運
転
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）

―
除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

2
2

2
①

―

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

2
①

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｓ

に
よ

る
格

納
容

器
水

素
・

酸
素

濃
度

制
御

」

判 断 基 準 （ ２ ／ ３ ）

2
2

2
①

―

― ―

1.15-539

1698



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

冷
却

水
流

量
2

0
0

①
―

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｓ

に
よ

る
格

納
容

器
水

素
・

酸
素

濃
度

制
御

」

―

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

― ―

電
源

― ― ―

判 断 基 準 （ ３ ／ ３ ）

― ―

1.15-540

1699



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

格
納

容
器

水
素

濃
度

[格
納

容
器

水
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｓ

に
よ

る
格

納
容

器
水

素
・

酸
素

濃
度

制
御

」

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[格
納

容
器

酸
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度 原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

操 作 （ １ ／ ２ ）

1.15-541

1700



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

Ｆ
Ｃ

Ｓ
系

統
入

口
流

量
2

0
0

③
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

Ｆ
Ｃ

Ｓ
ブ

ロ
ワ

入
口

流
量

2
0

0
③

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

ブ
ロ

ワ
入

口
圧

力
2

0
0

③
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

Ｆ
Ｃ

Ｓ
加

熱
器

ガ
ス

温
度

2
0

0
③

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

Ｆ
Ｃ

Ｓ
加

熱
器

出
口

温
度

2
0

0
③

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

Ｆ
Ｃ

Ｓ
加

熱
器

壁
温

度
2

0
0

③
可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

再
結

合
器

ガ
ス

温
度

2
0

0
③

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

Ｆ
Ｃ

Ｓ
再

結
合

器
壁

温
度

2
0

0
③

可
燃
性
ガ
ス
濃
度
制
御
系
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ― ― ― ― ― ―

補
機

監
視

機
能

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｃ
Ｓ

に
よ

る
格

納
容

器
水

素
・

酸
素

濃
度

制
御

」

1.15-542

1701



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
格

納
容

器
水

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

1.
9.
2.

1 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(3

)原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
及

び
酸

素
濃

度
の

監
視

ａ
．

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

及
び

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
監
視

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

判 断 基 準

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｍ

Ｃ
Ａ

Ｍ
Ｓ

に
よ

る
格

納
容

器
水

素
・

酸
素

濃
度

測
定

」

操 作

―

電
源

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度
0

0
①

―
格

納
容

器
酸

素
濃

度
（

Ｓ
Ａ

）
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

1.15-543

1702



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

①
―

[エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

格
納

容
器

水
素

濃
度

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

1.
9.
2.

1 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格
納

容
器

の
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(3

)原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度
及

び
酸

素
濃

度
の

監
視

ｂ
．

格
納

容
器

内
雰

囲
気

計
装

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

の
監

視

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
放

射
線

量
率

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

温
度

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ａ
Ｍ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

水
素

・
酸

素
濃

度
測

定
」

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

1.15-544

1703



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

― ― ―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度 電
源

―

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ａ
Ｍ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

水
素

・
酸

素
濃

度
測

定
」

0
0

①
―

1.15-545

1704



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

9　
水

素
爆
発

に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

の
破
損
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

格
納

容
器

水
素

濃
度

[格
納

容
器

水
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

水
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
Ｒ

Ｃ
Ｗ

熱
交

換
器

出
口

温
度

2
0

0
③

原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

）
「
放

出
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｃ

Ａ
Ｍ

Ｓ
に

よ
る

格
納

容
器

水
素

・
酸

素
濃

度
測

定
」

―

操 作

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
酸

素
濃

度 原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
代
替
監
視

可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

0
0

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

素
濃

度

①
―

格
納

容
器

酸
素

濃
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納

容
器

酸
素

濃
度

[格
納

容
器

酸
素

濃
度

]
1 1

0 0
0 0

①
―

1.15-546

1705



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
0
　
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ

ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ

ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
）

2
2

1
①

―
[
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱

交
換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が

で
き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が

で
き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

―

水
源
の
確
保

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
.
1
0
.
2
.
1
　
原
子
炉
格
納
容
器
外
へ
の
水
素
ガ
ス
漏
え
い
抑
制
の
た
め
の
対
応
手
順

(
1
)

原
子
炉
ウ
ェ
ル
注
水

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

原
子
炉
格
納

容
器
内
の
放

射
線
量
率

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る

と
想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ

り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力

容
器
内
の
温

度

判 断 基 準

―
原
子
炉
格
納

容
器
内
の
温

度

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

― ―

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

7
7

7
①

2
①

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

「
注
水
-
1
」

「
注
水
-
4
」

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送

水
」

「
A
R
W
F
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原

子
炉
ウ
ェ
ル
注
水
」

―
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の

上
昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

対
応
手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

操 作 （ １ ／ ２ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の

上
昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
格
納

容
器
内
の
温

度

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
①

1.15-547

1706



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
0
　
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

対
応
手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

補
機
監
視
機

能
大
量
送
水
車
ポ
ン
プ
出
口
圧

力
③

大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷
貯
水
槽
（
西
１
）

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷
貯
水
槽
（
西
２
）

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ

ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ

ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
）

2
2

1
①

―
[
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱

交
換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

水
源
の
確
保

1 1

原
子
炉
圧
力

容
器
内
の
温

度
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る

と
想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ

り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

1
.
1
0
.
2
.
2
　
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
防
止
の
た
め
の
対
応
手
順

(
1
)

原
子
炉
建
物
内
の
水
素
濃
度
監
視

―
操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

「
注
水
-
1
」

「
注
水
-
4
」

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
大
量
送
水
車
を
使
用
し
た
送

水
」

「
A
R
W
F
（
可
搬
型
）
に
よ
る
原

子
炉
ウ
ェ
ル
注
水
」

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

「
水
素
」

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
格
納

容
器
内
の
放

射
線
量
率

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2

1.15-548
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
0
　
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
母
線
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受

電
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

補
機
監
視
機

能
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
系
統
流

量
2

0
0

③
非
常
用
ガ
ス
処
理
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

0
①

―

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ） 操 作

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

「
水
素
」

―

0
0

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

入
口
温
度

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

出
口
温
度

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

1 6
0

―

電
源

―

2 2

原
子
炉
建
物

内
の
水
素
濃

度

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

入
口
温
度

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

出
口
温
度

2 2
2 2

2 2
① ① ① ① ①

― ―
―

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

― ―
―

原
子
炉
建
物

内
の
水
素
濃

度

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

1 6

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
及
び
静
的
触
媒
式
水

素
処
理
装
置
出
口
温
度
の
温
度
差
に
よ
り
原
子
炉
建
物
水
素

濃
度
の
代
替
監
視
可
能

2 2

―
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度

2 2
2 2

2 2

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
及
び
静
的
触
媒
式
水

素
処
理
装
置
出
口
温
度
の
温
度
差
に
よ
り
原
子
炉
建
物
水
素

濃
度
の
代
替
監
視
可
能

2 2
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度

1.15-549

1708



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1
.
1
0
　
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
屋
等
の
損
傷
を
防
止
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

1 6

事
故
時
操
作
要
領
書
（
シ
ビ
ア

ア
ク
シ
デ
ン
ト
）

「
水
素
」

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開

放
」

1
.
1
0
.
2
.
2
　
水
素
爆
発
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
防
止
の
た
め
の
対
応
手
順

(
2
)

原
子
炉
建
物
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放

2 2

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
及
び
静
的
触
媒
式
水

素
処
理
装
置
出
口
温
度
の
温
度
差
に
よ
り
原
子
炉
建
物
水
素

濃
度
の
代
替
監
視
可
能

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

入
口
温
度

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置

出
口
温
度

2 2
2 2

2 2

操 作

監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

① ①

静
的
触
媒
式

水
素
処
理
装

置
の
反
応
状

態
監
視

原
子
炉
建
物

内
の
水
素
濃

度
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

1 6
0

0
①

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度

2 2
2 2

2 2

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
及
び
静
的
触
媒
式
水

素
処
理
装
置
出
口
温
度
の
温
度
差
に
よ
り
原
子
炉
建
物
水
素

濃
度
の
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
建
物

内
の
水
素
濃

度
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

― ―
―

0

判 断 基 準

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ

ラ
メ
ー
タ
に
て
確
認

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度

2 2
2 2

―

1.15-550

1709



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

11
　

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料

プ
ー

ル
水

位
低

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
高

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

注
水

」

電
源

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

― ― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―― ―

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

1
1

①
―

対
応

手
段

項
目

分
類

1.
11
.2

.1
　

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

機
能
又

は
注

水
機

能
の

喪
失

時
，

又
は

燃
料

プ
ー

ル
水

の
小

規
模

な
漏

え
い
発
生
時
の
対
応
手
順

 (
1)
　

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
ａ
．

消
火

系
に

よ
る

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

S
B
O

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

水
源

の
確

保

判 断 基 準

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

1.15-551

1710



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

11
　

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

S
B
O

燃
料

プ
ー

ル
水

位
低

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
高

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
水

位
1

0
0

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

[エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
]（

燃
料

取
替

階
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

）
2

0
0

②
―

燃
料

取
替

階
放

射
線

モ
ニ

タ
4

4
0

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

補
機

監
視

機
能

消
火

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

③
消
火
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

補
助

消
火

水
槽

水
位

2
0

0
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―

①
――

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
消

火
系

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

注
水

」

操 作

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―― ―

1 1
1 1

1 1

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

0
①

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

①

1
01

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ―

①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

水
源

の
確

保

―
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

11
　

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

S
B
O

燃
料

プ
ー

ル
水

位
低

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
高

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―
①

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

― ―

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

0

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1

― ―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

― ― ―

判 断 基 準

1.
11
.2

.1
　

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

機
能
又

は
注

水
機

能
の

喪
失

時
，

又
は

燃
料

プ
ー

ル
水

の
小

規
模

な
漏

え
い
発
生
時
の
対
応
手
順

 (
1)
　

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
ｂ
．

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

を
使

用
し

た
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

（
淡

水
／
海
水
）

― ―

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

電
源

水
源

の
確

保

―

1.15-553

1712
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済
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槽
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冷
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等

の
た

め
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手
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①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
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，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

S
B
O

燃
料

プ
ー

ル
水

位
低

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
高

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
水

位
1

0
0

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

[エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
]（

燃
料

取
替

階
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

）
2

0
0

②
―

燃
料

取
替

階
放

射
線

モ
ニ

タ
4

4
0

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

大
量

送
水

車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
流

量
4

4
4

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

1 1

― ―

①
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

水
源

の
確

保

― ――

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

①

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0

0

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

0

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

―

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

補
機

監
視

機
能

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

操 作
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代
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パ
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メ
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計
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器
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価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
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直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
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補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

S
B
O

燃
料

プ
ー

ル
水

位
低

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
高

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
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急
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メ

タ
ク

ラ
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圧
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1
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③
緊
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ク
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パ
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Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ
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1
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③
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セ
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受
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③
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③
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①
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燃
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線
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状
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及
び
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が
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監
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事
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ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.
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.2

.1
　

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

機
能
又

は
注

水
機

能
の

喪
失

時
，

又
は

燃
料

プ
ー

ル
水

の
小

規
模

な
漏

え
い
発
生
時
の
対
応
手
順

(1
)　

燃
料

プ
ー

ル
代

替
注

水
ｃ
．

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
を

使
用

し
た

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
注

水
（

淡
水
／
海
水
）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
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「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

「
原

子
炉

建
物

内
ホ

ー
ス

展
張

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

注
水

及
び

ス
プ

レ
イ

」

判 断 基 準

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

― ―

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
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1
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①

―
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料
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ー
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燃
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状
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ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
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①
―

燃
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プ
ー
ル
内
の
燃
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合
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況
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遮
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状
況
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び
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の
防
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状
況
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確
認
す
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こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

― ― ― ― ― ―

電
源

水
源

の
確

保
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料
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ー

ル
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度
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警
報
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1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
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1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
水

位
1

0
0

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

[エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
]（

燃
料

取
替

階
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

）
2

0
0

②
―

燃
料

取
替

階
放

射
線

モ
ニ

タ
4

4
0

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

大
量

送
水

車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
流

量
4

4
4

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

水
源

の
確

保

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
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低
レ

ン
ジ
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Ｓ
Ａ
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1 1
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①
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ル
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監
視
事
項
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パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操
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要
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（
徴

候
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ー

ス
）

「
燃
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プ
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制
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」

原
子
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手

順
書

「
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送

水
車
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使
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送
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」
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ホ
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張
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よ
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燃
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プ
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」
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線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―
①

0

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1

1 0

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①

― ― ― ― ―

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0

1.
11
.2

.2
　

燃
料

プ
ー

ル
か

ら
の

大
量
の

水
の

漏
え

い
発

生
時

の
対

応
手

順
(1

)　
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

ａ
．

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
常

設
ス

プ
レ

イ
ヘ

ッ
ダ

を
使

用
し

た
燃

料
プ

ー
ル

へ
の

ス
プ

レ
イ

（
淡
水
／
海
水
）

― ―

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

判 断 基 準

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

電
源

水
源

の
確

保

1.15-557

1716



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

11
　

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

S
B
O

燃
料

プ
ー

ル
水

位
低

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
高

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
水

位
1

0
0

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

[エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
]（

燃
料

取
替

階
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

）
2

0
0

②
―

燃
料

取
替

階
放

射
線

モ
ニ

タ
4

4
0

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

大
量

送
水

車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
水
車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
流

量
4

4
4

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

0 0

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

1 1
1 1

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

①①
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

① ①
―

―――

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

操 作

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

―

水
源

の
確

保

補
機

監
視

機
能

1.15-558

1717



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

11
　

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

S
B
O

燃
料

プ
ー

ル
水

位
低

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
高

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

― ― ― ― ― ―

水
源

の
確

保

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.
11
.2

.2
　

燃
料

プ
ー

ル
か

ら
の

大
量
の

水
の

漏
え

い
発

生
時

の
対

応
手

順
(1

)　
燃

料
プ

ー
ル

ス
プ

レ
イ

ｂ
．

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
可

搬
型

ス
プ

レ
イ

ノ
ズ

ル
を

使
用

し
た

燃
料

プ
ー

ル
へ

の
ス

プ
レ

イ
（
淡
水
／
海
水
）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
」

「
原

子
炉

建
物

内
ホ

ー
ス

展
張

に
よ

る
燃
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プ
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燃
料
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ー

ル
の
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―
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Ｓ
Ａ
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①
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―
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1
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Ｓ
Ａ
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Ｓ
Ａ
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Ｓ

Ａ
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Ａ
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Ａ
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Ａ
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Ｓ
Ａ
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燃
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②
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燃
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③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
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Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
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（
Ｓ
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1
0
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量

送
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車
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

③
大
量
送
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車
の
運
転
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
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燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
流

量
4

4
4

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１
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③

代
替
淡
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の
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認
す
る
パ
ラ
メ
ー
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谷
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（

西
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③
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替
淡
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の
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―― ―
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Ｓ
Ａ
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①
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燃
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Ａ
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①
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①
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燃
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燃
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③
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ル
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態
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パ
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メ
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①
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燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

01

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

0
①

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

判 断 基 準

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1.
11
.2

.2
　

燃
料

プ
ー

ル
か

ら
の

大
量
の

水
の

漏
え

い
発

生
時

の
対

応
手

順
(2

)
漏

え
い

緩
和

ａ
．

燃
料

プ
ー

ル
漏

え
い

緩
和

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

操 作 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
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「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
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順
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「
燃

料
プ

ー
ル

漏
え

い
緩

和
」

1.15-561

1720
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Ｓ
Ａ
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Ｓ

Ａ
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・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
水

位
1

0
0

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ―

1 1
①

1.
11
.2

.4
　

燃
料

プ
ー

ル
か

ら
発

生
す
る

水
蒸

気
に

よ
る

悪
影

響
を

防
止

す
る

た
め

の
対

応
手

順
(1

)
代

替
交

流
電

源
設

備
を

使
用

し
た

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

の
除

熱

― ―

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

0
①

0
①

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

―

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｐ
Ｃ

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

除
熱

」

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
燃

料
プ

ー
ル

漏
え

い
緩

和
」

1.15-562

1721



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

11
　

使
用

済
燃

料
貯

蔵
槽

の
冷

却
等

の
た

め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

移
動

式
代

替
熱

交
換

設
備

淡
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
③

移
動
式
代
替
熱
交
換
設
備
の
運

転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー

タ

燃
料

プ
ー

ル
水

位
低

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料

プ
ー

ル
温

度
高

警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
水

位
1

0
0

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

流
量

1
0

0
③

燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す

る
パ
ラ
メ
ー
タ

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
燃

料
プ

ー
ル

制
御

」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｆ

Ｐ
Ｃ

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル

除
熱

」

操 作

電
源

補
機

監
視

機
能

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

― ― ― ― ― ―

①

燃
料

プ
ー

ル
の

監
視

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―

― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

1.15-563

1722



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
水
位

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
温
度

原
子
炉
格
納
容

器
内
の
放
射
線

量
率

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

1.
12
.2
.1
　
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
時
又
は
燃
料
プ
ー
ル
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
時
の
手
順

(1
)　

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制

ａ
．
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制

分
類

2
①

―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

① ①
― ―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

1.15-564

1723



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

原
子
炉
圧
力
容

器
へ
の
注
水
量

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 11 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

―
①

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

2 2

1
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
水
位

―
1 1

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

―
① ①

1.15-565

1724



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

Ｒ
Ｐ
Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ
注
入
流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口

流
量

1
1

1
③

残
留
熱
代
替
除
去
系
の
運
転
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
系
統
流
量

1
0

0
③

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容

器
へ
の
注
水
量

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

2 2
1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

0
①

―

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 22 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1 0
①

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
1 1

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
①

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1.15-566

1725



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

燃
料
プ
ー
ル
の

監
視

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

0
0

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

1

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

①
―

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

1.15-567

1726



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
格
納
容

器
へ
の
注
水
量

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

―
注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変

化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入

口
温
度

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出

口
温
度

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

原
子
炉
格
納
容

器
内
の
圧
力

2
①

―

2 2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

2 2

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度
及
び
静
的
触
媒
式
水
素

処
理
装
置
出
口
温
度
の
温
度
差
に
よ
り
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

の
代
替
監
視
可
能

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
①

―
1

1

原
子
炉
建
物
内

の
水
素
濃
度

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度

1 6
0

0

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

操 作 （ １ ／ ２ ）

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

1.15-568

1727



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

屋
外
の
放
射
線

量
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

③
屋
外
の
放
射
線
量
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

操 作 （ ２ ／ ２ ）

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

1
0

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

1 1
1 1

①
―

0
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

0
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

燃
料
プ
ー
ル
の

監
視

1.15-569

1728



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1.
12
.2
.1
　
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
時
又
は
燃
料
プ
ー
ル
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
時
の
手
順

(1
)　

大
気
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制

ｂ
．
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
又
は
サ
ー
モ
カ
メ
ラ
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
箇
所
の
絞
り
込
み

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

原
子
炉
格
納
容

器
内
の
放
射
線

量
率

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
水
位

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
温
度

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

1.15-570

1729



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
水
位

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
圧
力
容

器
へ
の
注
水
量

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-571

1730



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

Ｒ
Ｐ
Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ
注
入
流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口

流
量

1
1

1
③

残
留
熱
代
替
除
去
系
の
運
転
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
系
統
流
量

1
0

0
③

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

― ―

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

原
子
炉
圧
力
容

器
へ
の
注
水
量

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1
①

―

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0
①

―

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

1.15-572

1731



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
大
気
へ
の
放

射
性
物
質
の
拡
散
抑
制
」

判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

燃
料
プ
ー
ル
の

監
視

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-573

1732



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1.
12
.2
.1
　
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
時
又
は
燃
料
プ
ー
ル
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
時
の
手
順

(2
)　

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制

ａ
．
放
射
性
物
質
吸
着
材
に
よ
る
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制

原
子
炉
格
納
容

器
内
の
放
射
線

量
率

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
射
性
物
質
吸
着
材
に
よ
る

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

抑
制
」

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

2 2

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
水
位

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
温
度

1.15-574

1733



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容

器
へ
の
注
水
量

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
射
性
物
質
吸
着
材
に
よ
る

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

抑
制
」

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

①
―

1
1

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
水
位

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1

1 1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

2 2
2 2

1 1

1.15-575

1734



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

Ｒ
Ｐ
Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ
注
入
流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口

流
量

1
1

1
③

残
留
熱
代
替
除
去
系
の
運
転
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
系
統
流
量

1
0

0
③

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容

器
へ
の
注
水
量

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
射
性
物
質
吸
着
材
に
よ
る

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

抑
制
」

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1
2 2

0
―

3
0

0
①

―

0
①

―
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1
1

1
①

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

2 2

①
1

0

―― ―

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1
0

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-576

1735



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

操 作判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
射
性
物
質
吸
着
材
に
よ
る

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散

抑
制
」

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

燃
料
プ
ー
ル
の

監
視

燃
料
プ
ー
ル
の

監
視

①
―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

1
0

1

－

1 1
1 1

1
1

1
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

0
0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

1 1
①

―

0

―

1.15-577

1736



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

1
8

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海

洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」

1.
12
.2
.1
　
炉
心
の
著
し
い
損
傷
及
び
原
子
炉
格
納
容
器
の
破
損
時
又
は
燃
料
プ
ー
ル
内
燃
料
体
等
の
著
し
い
損
傷
時
の
手
順

(2
)　

海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制

ｂ
．
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海
洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑
制

原
子
炉
格
納
容

器
内
の
放
射
線

量
率

2 2
2 2

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
温
度

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1 1
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

判 断 基 準 （ １ ／ ４ ）

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
水
位

1.15-578

1737



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

判 断 基 準 （ ２ ／ ４ ）

1
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

①
―

1 1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1
①

―

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1
1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
水
位

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海

洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」

原
子
炉
圧
力
容

器
へ
の
注
水
量

1.15-579

1738



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

Ｒ
Ｐ
Ｖ
/Ｐ

Ｃ
Ｖ
注
入
流
量

1
1

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口

流
量

1
1

1
③

残
留
熱
代
替
除
去
系
の
運
転
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
系
統
流
量

1
0

0
③

制
御
棒
駆
動
水
圧
系
の
動
作
状

態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

― ―

① ①
－

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

1
0

0
①

―

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0
①

―

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

2 2
1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1

原
子
炉
圧
力
容

器
へ
の
注
水
量

判 断 基 準 （ ３ ／ ４ ）

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海

洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」

0
0

①
―

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1
①

―

1.15-580

1739



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
1.
12
　
発
電
所
外
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

項
目

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

S
B
O
影
響

分
類

燃
料
プ
ー
ル
水
位
低
警
報

1
1

1
ー

―

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
）

（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

操 作 操 作 操 作
－

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
放
水
砲
に
よ
る
消
火
活
動
」

－

1.
12
.2
.2
　
原
子
炉
建
物
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
時
の
手
順

(2
)　

航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
対
応

ａ
．
大
型
送
水
ポ
ン
プ
車
及
び
放
水
砲
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
へ
の
泡
消
火

1.
12
.2
.2
　
原
子
炉
建
物
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
衝
突
に
よ
る
航
空
機
燃
料
火
災
時
の
手
順

(1
)　

初
期
対
応
に
お
け
る
延
焼
防
止
処
置

ａ
．
化
学
消
防
自
動
車
等
又
は
小
型
放
水
砲
等
に
よ
る
泡
消
火

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
航
空
機
燃
料
火
災
時
等
に
お

け
る
初
動
対
応
」

－

判 断 基 準 判 断 基 準

－－

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
の

監
視

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

―

―

1 1
1 1

①
―

判 断 基 準 （ ４ ／ ４ ）

原
子
力
災
害
対
策
手
順
書

「
シ
ル
ト
フ
ェ
ン
ス
に
よ
る
海

洋
へ
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
抑

制
」

燃
料
プ
ー
ル
の

監
視

1.15-581

1740



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

対
応

手
段

項
目

分
類

1.
13
.2

.1
　

水
源

を
利

用
し

た
対

応
手
順

(2
）

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
を

水
源

と
し

た
対

応
手

順
ａ
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

の
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

を
水

源
と

し
た

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注
水

(a
)

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ
る
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

を
水

源
と

し
た

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

1.15-582

1741



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

1.15-583

1742



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ １ ／ ３ ）

1.15-584

1743



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1
①

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ ２ ／ ３ ）

1.15-585

1744



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
1

①
―

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
タ

ー
ビ

ン
入

口
圧

力
1

1
0

③
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
タ

ー
ビ

ン
排

気
圧

力
1

1
0

③
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
タ

ー
ビ

ン
回

転
速

度
3

0
0

③
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
運
転

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
－

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

― ― ― ― ―

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

補
機

監
視

機
能

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ ３ ／ ３ ）

1.15-586

1745



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

電
源

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

-メ
タ

ク
ラ

母
線

電
圧

1
1

1
③

非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1.
13
.2

.1
　

水
源

を
利

用
し

た
対

応
手
順

(2
）
　

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
を

水
源

と
し
た

対
応

手
順

ｂ
．

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
高

圧
時

の
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

を
水

源
と

し
た

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注
水

(b
)　

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
を

水
源

と
し

た
原

子
炉

圧
力

容
器

へ
の

注
水

―

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

判 断 基 準 （ １ ／ ２ ）

1.15-587

1746



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①

―

―
原

子
炉

圧
力

容
器

内
の

水
位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

判 断 基 準 （ ２ ／ ２ ）

1.15-588

1747



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

[原
子

炉
水

位
（

狭
帯

域
）

]
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）

3 2 2

3 2 2

3 1 1

① ① ①

― ― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ １ ／ ３ ）

1.15-589

1748



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ ２ ／ ３ ）

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-590

1749



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

補
機

監
視

機
能

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
1

1
0

①
―

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
圧

力
2

2
1

①
－

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
量

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

①

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
水

位
確

保
」

等

操 作 （ ３ ／ ３ ）

―

― ―

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

1.15-591

1750



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

操 作
水

源
の

確
保

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

1

水
源

の
確

保

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

1

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

2 2
1 1

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

1.
13
.2

.1
　

水
源

を
利

用
し

た
対

応
手
順

(6
）
　

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
を

水
源

と
し

た
対

応
手

順
ａ
．

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

大
量

送
水

車
に

よ
る

送
水

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
／

補
給

」

― ―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

判 断 基 準

1.15-592

1751



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

操 作
水

源
の

確
保

海
を

利
用

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

1.
13
.2

.1
　

水
源

を
利

用
し

た
対

応
手
順

(7
）

海
を

水
源

と
し

た
対

応
手

順
ａ
．

海
を

水
源

と
し

た
大

量
送

水
車

及
び

大
型

送
水

ポ
ン

プ
車

又
は

大
量

送
水

車
（

２
台

）
に

よ
る

送
水

1
①

―
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

槽
水

位
1

1

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
／

補
給

」

判 断 基 準

水
源

の
確

保

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

―
「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

2 2
2 2

1 1

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-593

1752



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

1

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1.
13
.2

.2
　

水
源

へ
水

を
補

給
す

る
た
め

の
対

応
手

順
(1

）
　

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

へ
水
を

補
給

す
る

た
め

の
対

応
手

順

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
／

補
給

」

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1

判 断 基 準

水
源

の
確

保

①
―

―

1.15-594

1753



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

海
を

利
用

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

―

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
／

補
給

」

操 作
水

源
の

確
保

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

1
1

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

①
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

―― ―
「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

1.15-595

1754



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

東
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

東
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

東
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

東
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

判 断 基 準

水
源

の
確

保

操 作
水

源
の

確
保

―
「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
／

補
給

」

1.
13
.2

.2
　

水
源

へ
の

水
を

補
給

す
る
た

め
の

対
応

手
順

(2
)　

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
又

は
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

へ
水

を
補

給
す

る
た

め
の

対
応

手
順

判 断 基 準

水
源

の
確

保

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ― ― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―― ―

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
海

水
を

利
用

し
た

水
源

の
補

給
」

―

操 作
水

源
の

確
保

― ― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

1.15-596

1755



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
1

0
0

③
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

１
号

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

③
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

非
常

用
ろ

過
水

タ
ン

ク
水

位
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

純
水

タ
ン

ク
水

位
1

1
1

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
1

0
0

③
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

1
1

1
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

１
号

ろ
過

水
タ

ン
ク

水
位

③
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

非
常

用
ろ

過
水

タ
ン

ク
水

位
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

純
水

タ
ン

ク
水

位
1

1
1

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―― ―

操 作
水

源
の

確
保

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
／

補
給

」

判 断 基 準

水
源

の
確

保

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

1.
13
.2

.2
　

水
源

を
切

り
替

え
る

た
め
の

対
応

手
順

(3
）
 復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

へ
水

を
補

給
す

る
た

め
の

対
応

手
順

――

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ― ― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ― ― ― ―

1.15-597

1756



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

判 断
基 準

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
水

位
1

0
0

③
復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

海
を

利
用

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

操 作
水

源
の

確
保

―

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
海

水
を

利
用

し
た

水
源

の
補

給
」

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

――

1.15-598

1757



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

判 断
基 準

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

1.
13
.2

.3
　

水
源

を
切

替
え

る
た

め
の
対

応
手

順
(1

)　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
の

水
源

切
替

え
ａ
．

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
時

の
水

源
の

切
替

え

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

操 作

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
―

1
1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-599

1758



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

判 断
基 準

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

①
―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

1.
13
.2

.3
　

水
源

を
切

替
え

る
た

め
の
対

応
手

順
(1

)　
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

及
び

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
の

水
源

切
替

え
ｂ
．

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
注

水
時

の
水

源
の

切
替

え

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ

ー
ス

）
「
水

位
確

保
」

等

操 作

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
―

1
1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-600

1759



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

海
を

利
用

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

― ―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―
「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1

2 2
2 2

1 1

1

操 作
水

源
の

確
保

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
大

量
送

水
車

を
使

用
し

た
送

水
／

補
給

」
「
海

水
を

利
用

し
た

水
源

の
補

給
」

1.
13
.2

.3
　

水
源

を
切

り
替

え
る

た
め
の

対
応

手
順

(2
）
　

淡
水

か
ら

海
水

へ
の

切
替

え
ａ
．

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

を
水

源
と

し
た

送
水

中
の

場
合

判 断 基 準

水
源

の
確

保

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

①
1

1.15-601

1760



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

13
　

重
大

事
故

等
の

収
束

に
必

要
と

な
る

水
の
供
給
手
順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

東
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

東
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

海
を

利
用

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断
基 準

水
源

の
確

保
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

水
位

1
0

0
③

復
水
輸
送
ポ
ン
プ
の
運
転
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

輪
谷

貯
水

槽
（

西
２

）
③

代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

海
を

利
用

③
代
替
淡
水
源
の
確
保
状
態
を
確

認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

1.
13
.2

.3
　

水
源

を
切

り
替

え
る

た
め
の

対
応

手
順

(2
）
　

淡
水

か
ら

海
水

へ
の

切
替

え
ｂ
．

輪
谷

貯
水

槽
（

西
１

）
及

び
輪

谷
貯

水
槽

（
西

２
）

を
水

源
と

し
た

大
量

送
水

車
に

よ
る

送
水

中
の

場
合

判 断 基 準

水
源

の
確

保

― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

1.
13
.2

.3
　

水
源

を
切

り
替

え
る

た
め
の

対
応

手
順

(2
）
　

淡
水

か
ら

海
水

へ
の

切
替

え
ｃ
．

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
を

水
源

と
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――
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緊
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策
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部
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確
認

― ―
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候
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部
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Ｇ
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事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
外

部
電

源
喪

失
時

対
応

手
順
」

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
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非
常

用
母

線
受

電
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
か

ら
の

電
源

確
保

」
「
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
か

ら
各

機
器

等
へ

の
給

油
」

操 作

高
圧

発
電

機
車

運
転

監
視

電
源

電
源

判 断 基 準

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
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認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
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― ― ― ― ― ―― ― ― ― ― ― ―
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／
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／
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Ｄ

系
受

電
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Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

２
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

６
６

ｋ
Ｖ

 鹿
島

支
線

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

C-
メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
（

他
号

炉
）

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

D-
メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
（

他
号

炉
）

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

-メ
タ

ク
ラ

母
線

電
圧

1
1

1
③

非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

電
圧

（
他

号
炉

）
（

A,
B系

の
み

）
③

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

電
力

（
他

号
炉

）
（

A,
B系

の
み

）
③

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

周
波

数
（

他
号

炉
）

（
A,
B系

の
み

）
③

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ― ― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

――― ―

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
運

転
監

視
（

他
号

炉
）

操 作

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

――

電
源

― ―

電
源

1.
14
.2

.1
　

代
替

電
源

（
交

流
）

に
よ
る

対
応

手
順

(1
)　

代
替

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
ｃ
．

号
炉

間
電

力
融

通
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
た

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

受
電

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
外

部
電

源
喪

失
時

対
応

手
順
」

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
号

炉
間

融
通

に
よ

る
非

常
用

母
線

受
電

」

判 断 基 準

1.15-606

1765



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

１
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

２
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

６
６

ｋ
Ｖ

 鹿
島

支
線

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

直
流

盤
（

Ｓ
Ａ

）
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

SA
対

策
設

備
用

分
電

盤
（

２
）

母
線

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

１
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

２
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

６
６

ｋ
Ｖ

 鹿
島

支
線

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

蓄
電

池
放

電
継

続
時

間

Ｂ
－

11
5V
系

蓄
電

池
の

放
電

時
間

が
８

時
間

以
上

と
な

る
お

そ
れ

1.
14
.2

.2
　

代
替

電
源

（
直

流
）

に
よ
る

対
応

手
順

(1
)　

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
ａ
．

所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
及

び
常

設
代

替
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

― ― ――

―
―― ― ― ―

電
源

操 作判 断 基 準

電
源

― ― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

電
源

判 断 基 準

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｂ

１
－

11
5V

系
蓄

電
池

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

る
Ｂ

－
11

5V
系

直
流

盤
受

電
」

1.15-607

1766



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

電
源

B1
-1
15
V系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

3 2
3 2

3 1
[原

子
炉

水
位

（
狭

帯
域

）
]

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｂ

１
－

11
5V

系
蓄

電
池

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

る
Ｂ

－
11

5V
系

直
流

盤
受

電
」

操 作 （ １ ／ ２ ）

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
① ①

1.15-608

1767



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

判 断
基 準

電
源

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

A-
11
5V
系

充
電

器
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

A-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

操 作

― ―

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①
―

電
源

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｂ

１
－

11
5V

系
蓄

電
池

（
Ｓ

Ａ
）

に
よ

る
Ｂ

－
11

5V
系

直
流

盤
受

電
」

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位

操 作 （ ２ ／ ２ ）

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
充

電
器

復
旧

」

1.15-609

1768



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

判 断
基 準

電
源

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

充
電

器
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断
基 準

電
源

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B1
-1
15
V系

充
電

器
（

Ｓ
Ａ

）
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

直
流

盤
（

Ｓ
Ａ

）
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断
基 準

電
源

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

SA
用

11
5V
系

充
電

器
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

SA
対

策
設

備
用

分
電

盤
（

２
）

母
線

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断
基 準

電
源

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
充

電
器

（
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
）

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
直

流
盤

（
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
）

母
線

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

操 作
－

操 作

－

判 断 基 準

電
源

―― ― ― ― ― ― ― ――

操 作
電

源

― ― ―

電
源

操 作
電

源

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
充

電
器

復
旧

」

電
源

操 作

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
充

電
器

復
旧

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
充

電
器

復
旧

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
充

電
器

復
旧

」

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
充

電
器

復
旧

」

―

1.15-610

1769



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

B-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B1
-1
15
V系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
充

電
器

（
常

用
）

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧

発
電

機
車

電
圧

③
代
替
電
源
設
備
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧

発
電

機
車

周
波

数
③

代
替
電
源
設
備
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B1
-1
15
V系

充
電

器
（

Ｓ
Ａ

）
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

SA
用

11
5V
系

充
電

器
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
充

電
器

（
常

用
）

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B1
-1
15
V系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
直

流
盤

（
常

用
）

母
線

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧

発
電

機
車

電
圧

③
代
替
電
源
設
備
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧

発
電

機
車

周
波

数
③

代
替
電
源
設
備
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B1
-1
15
V系

充
電

器
（

Ｓ
Ａ

）
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

SA
用

11
5V
系

充
電

器
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
充

電
器

（
常

用
）

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ― ― ――

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

――

操 作

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ― ― ― ― ― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

操 作

高
圧

発
電

機
車

運
転

監
視

電
源

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

緊
急

用
母

線
受

電
」

「
充

電
器

復
旧

」
原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

メ
タ

ク
ラ

切
替

盤
を

使
用

し
た

緊
急

用
Ｍ

／
Ｃ

電
源

確
保

」
「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

直
流

電
源

確
保

時
の

可
搬

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

た
中

央
制

御
室

排
風

機
電

源
確

保
」

「
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
か

ら
各

機
器

等
へ

の
給

油
」

電
源

判 断 基 準

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

緊
急

用
母

線
受

電
」

「
充

電
器

復
旧

」
原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
か

ら
の

電
源

確
保

」
「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

直
流

電
源

確
保

時
の

可
搬

ケ
ー

ブ
ル

を
使

用
し

た
中

央
制

御
室

排
風

機
電

源
確

保
」

「
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
か

ら
各

機
器

等
へ

の
給

油
」

電
源

判 断 基 準

1.
14
.2

.2
　

代
替

電
源

（
直

流
）

に
よ
る

対
応

手
順

(1
)　

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
ｂ
．

可
搬

型
直

流
電

源
設

備
に

よ
る

給
電

高
圧

発
電

機
車

運
転

監
視

電
源

1.15-611

1770



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

B-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B1
-1
15
V系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
直

流
盤

（
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
）

母
線

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
直

流
盤

（
常

用
）

母
線

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

直
流

給
電

車
運

転
監

視
直

流
給

電
車

電
圧

③
代
替
電
源
設
備
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

直
流

盤
（

Ｓ
Ａ

）
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
直

流
盤

（
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
）

母
線

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
直

流
盤

（
常

用
）

母
線

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断
基 準

電
源

SA
用

11
5V
系

充
電

器
盤

蓄
電

池
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

SA
用

11
5V
系

充
電

器
盤

蓄
電

池
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

判 断
基 準

電
源

A-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

A-
11
5V
系

充
電

器
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

A-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

操 作

事
故

時
操

作
領

書
（

徴
候

ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｇ

Ｔ
Ｇ

に
よ

る
非

常
用

母
線

受
電

」
「
号

炉
間

融
通

に
よ

る
非

常
用

母
線

受
電

」
「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

非
常

用
母

線
受

電
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
か

ら
の

電
源

確
保

」
「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

メ
タ

ク
ラ

切
替

盤
を

使
用

し
た

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

電
源

確
保

」
「
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
か

ら
各

機
器

等
へ

の
給

油
」

― ―― ― ―

電
源

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
直

流
給

電
車

に
よ

る
直

流
盤

受
電

」
原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
直

流
給

電
車

を
使

用
し

た
直

流
盤

電
源

確
保

」
「
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
か

ら
各

機
器

等
へ

の
給

油
」

1.
14
.2

.2
　

代
替

電
源

（
直

流
）

に
よ
る

対
応

手
順

(2
)　

非
常

用
直

流
電

源
喪

失
時

の
遮

断
器

用
制

御
電

源
確

保
ａ
．

Ｓ
Ａ

用
11

5V
系

蓄
電

池
に

よ
る

Ｂ
－

11
5V
系

直
流

盤
受

電

電
源

操 作

事
故

時
操

作
領

書
（

徴
候

ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｓ

Ａ
用

11
5V

系
蓄

電
池

に
よ

る
Ｂ

－
11

5V
系

直
流

盤
受

電
」

― ― ― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ― ―― ― ―― ―

電
源

判 断 基 準

電
源

操 作

1.
14
.2

.2
　

代
替

電
源

（
直

流
）

に
よ
る

対
応

手
順

(1
)　

代
替

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電
ｃ
．

直
流

給
電

車
に

よ
る

直
流

盤
へ

の
給

電

1.
14
.2

.2
　

代
替

電
源

（
直

流
）

に
よ
る

対
応

手
順

(2
)　

非
常

用
直

流
電

源
喪

失
時

の
遮

断
器

用
制

御
電

源
確

保
ｂ
．

非
常

用
直

流
電

源
喪

失
時

の
Ａ

－
11
5V
系

直
流

盤
受

電

1.15-612

1771



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

１
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

２
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

６
６

ｋ
Ｖ

 鹿
島

支
線

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

A-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

C-
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
（

他
号

炉
）

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

D-
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
（

他
号

炉
）

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

A-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

B-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

C-
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
（

他
号

炉
）

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

D-
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
（

他
号

炉
）

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―― ―

1.
14
.2

.2
　

代
替

電
源

（
直

流
）

に
よ
る

対
応

手
順

(3
)

号
炉

間
連

絡
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用
し

た
直

流
電

源
確

保
ａ
．

号
炉

間
連

絡
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
た

Ａ
－

11
5V
系

直
流

盤
又

は
Ｂ

－
11
5V
系

直
流

盤
受

電

電
源

判 断 基 準

― ― ― ― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ―――

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

事
故

時
操

作
領

書
（

徴
候

ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
号

炉
間

融
通

に
よ

る
非

常
用

低
圧

母
線

受
電

」

電
源

操 作

1.15-613

1772



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
電

圧
1

1
1

③
代
替
電
源
設
備
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
電

流
1

1
1

③
代
替
電
源
設
備
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
電

力
1

1
1

③
代
替
電
源
設
備
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧

発
電

機
車

電
圧

③
代
替
電
源
設
備
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

高
圧

発
電

機
車

周
波

数
③

代
替
電
源
設
備
の
運
転
状
態
を

確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
電

圧
1

1
1

③
緊
急
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

母
線

電
圧

1
1

1
③

緊
急
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

―

1.
14
.2

.3
　

代
替

所
内

電
気

設
備

に
よ
る

対
応

手
順

(1
)　

代
替

所
内

電
気

設
備

に
よ

る
給

電
ａ
．

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
又

は
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン
タ
受
電

電
源

判 断 基 準

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
運

転
監

視 電
源

操 作

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｇ

Ｔ
Ｇ

に
よ

る
緊

急
用

母
線

受
電

」
― ― ― ― ― ― ― ―― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ―― ― ――

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

緊
急

用
母

線
受

電
」

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
か

ら
の

電
源

確
保

」
「
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
か

ら
各

機
器

等
へ

の
給

油
」

判 断 基 準

高
圧

発
電

機
車

運
転

監
視

電
源

操 作

電
源

1.15-614

1773



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
ロ
ー
ド
セ
ン
タ
の
受
電

状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-ロ

ー
ド

セ
ン

タ
母

線
電

圧
1
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タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

－
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

－
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
電

力
1

1
1

③
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

－
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
周

波
数

1
1

1
③

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

― ― ― ― ― ― ― ―

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
外

部
電

源
喪

失
時

対
応

手
順
」

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
Ｈ

Ｐ
Ｃ

Ｓ
－

Ｄ
Ｅ

Ｇ
に

よ
る

非
常

用
母

線
受

電
判 断 基 準

電
源

操 作

電
源

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
運

転
監

視

1.
14
.2

.4
　

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機

喪
失

時
の

代
替

電
源

に
よ

る
対

応
手

順
(1

)
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

機
能

喪
失

時
の

代
替

交
流

電
源

に
よ

る
給

電
ｃ
．

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
に

よ
る

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

受
電

― ―

1.15-618

1777



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

１
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

２
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

６
６

ｋ
Ｖ

 鹿
島

支
線

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

C-
メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
（

他
号

炉
）

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

D-
メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
（

他
号

炉
）

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

電
圧

（
他

号
炉

）
③

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

電
力

（
他

号
炉

）
③

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

周
波

数
（

他
号

炉
）

③
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―― ― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

― ― ―― ―

1.
14
.2

.4
　

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電
機

喪
失

時
の

代
替

電
源

に
よ

る
対

応
手

順
(1

)
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

機
能

喪
失

時
の

代
替

交
流

電
源

に
よ

る
給

電
ｄ
．

号
炉

間
電

力
融

通
ケ

ー
ブ

ル
を

使
用

し
た

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

受
電

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
外

部
電

源
喪

失
時

対
応

手
順
」

「
電

源
復

旧
」

Ａ
Ｍ

設
備

別
操

作
要

領
書

「
号

炉
間

融
通

に
よ

る
非

常
用

母
線

受
電

」

判 断 基 準

電
源

操 作

電
源

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
運

転
監

視
（

他
号

炉
）

1.15-619

1778



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
油

面
③

燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

油
タ

ン
ク

レ
ベ

ル
③

燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

ガ
ス

タ
ー

ビ
ン

発
電

機
用

軽
油

タ
ン

ク
油

面
③

燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

油
タ

ン
ク

レ
ベ

ル
③

燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

レ
ベ

ル
1

1
1

③
燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

油
タ

ン
ク

レ
ベ

ル
③

燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

レ
ベ

ル
1

1
1

③
燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

油
タ

ン
ク

レ
ベ

ル
③

燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

油
タ

ン
ク

レ
ベ

ル
③

燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

各
機

器
油

タ
ン

ク
レ

ベ
ル

③
燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

油
タ

ン
ク

レ
ベ

ル
③

燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

各
機

器
油

タ
ン

ク
レ

ベ
ル

③
燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

―

1.
14
.2

.5
　

燃
料

の
補

給
手

順
(1

)
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

用
軽

油
タ

ン
ク

又
は

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

か
ら

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

へ
の

補
給

判 断 基 準

補
機

監
視

機
能

操 作
補

機
監

視
機

能

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
軽

油
タ

ン
ク

等
を

使
用

し
た

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

へ
の

燃
料

積
載
」

判 断 基 準 操 作

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
軽

油
タ

ン
ク

等
を

使
用

し
た

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

へ
の

燃
料

積
載
」

操 作

原
子

力
災

害
対

策
手

順
書

「
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
か

ら
各

機
器

等
へ

の
給

油
」

― ― ― ― ― ― ― ― ―

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

補
機

監
視

機
能

―

1.
14
.2

.5
　

燃
料

の
補

給
手

順
(2

)
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
か

ら
各

機
器

等
へ

の
給

油

補
機

監
視

機
能

判 断 基 準

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

補
機

監
視

機
能

補
機

監
視

機
能

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

「
緊
急
時
対
策
本
部
」
に
確
認

―

1.15-620

1779



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

１
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

２
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

６
６

ｋ
Ｖ

 鹿
島

支
線

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

-メ
タ

ク
ラ

母
線

電
圧

1
1

1
③

非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

-メ
タ

ク
ラ

母
線

電
圧

1
1

1
③

非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

電
圧

2
2

2
③

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

－
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

電
力

2
2

2
③

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

－
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
電

力
1

1
1

③
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

周
波

数
2

2
2

③
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

－
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
周

波
数

1
1

1
③

非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の

運
転
状
態
を
確
認
す
る
パ
ラ

メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
デ

イ
タ

ン
ク

レ
ベ

ル
1

1
1

③
燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

レ
ベ

ル
1

1
1

③
燃
料
の
確
保
状
態
を
確
認
す
る

パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
補

機
冷

却
水

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｒ
Ｃ

Ｗ
熱

交
換

器
出

口
温

度
2

0
0

③
原
子
炉
補
機
冷
却
系
の
動
作
状

況
を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

― ― ―

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
運

転
監

視

― ―

補
機

監
視

機
能

― ―

1.
14
.2

.6
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（
設

計
基

準
拡

張
）

に
よ

る
対

応
手

順
(1

)
非

常
用

交
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電 判 断 基 準

電
源

―― ―― ―

操 作

― ―

電
源

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
外

部
電

源
喪

失
時

対
応

手
順
」

「
電

源
復

旧
」

―― ― ― ―

1.15-621

1780



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
1.

14
　

電
源

の
確

保
に

関
す

る
手

順
等

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器

名
称

計
器
数

()
内
は
PA
M

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

(
)
内
は
P
A
M

S
B
O
影
響

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

分
類

対
応

手
段

項
目

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

１
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
２

０
ｋ

Ｖ
 第

２
原

子
力

幹
線

２
Ｌ

送
電

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

６
６

ｋ
Ｖ

 鹿
島

支
線

電
圧

1
1

1
③

外
部
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｃ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｄ
-メ

タ
ク

ラ
母

線
電

圧
1

1
1

③
非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

-メ
タ

ク
ラ

母
線

電
圧

1
1

1
③

非
常
用
メ
タ
ク
ラ
の
受
電
状
態

を
確
認
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

A-
11
5V
系

直
流

盤
母

線
電

圧
1

1
1

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｓ

系
直

流
盤

母
線

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

２
３

０
Ｖ

系
直

流
盤

（
Ｒ

Ｃ
Ｉ

Ｃ
）

母
線

電
圧

1
1

1
③

直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子

炉
中

性
子

計
装

用
充

電
器

盤
母

線
電

圧
2

2
2

③
直
流
電
源
の
受
電
状
態
を
確
認

す
る
パ
ラ
メ
ー
タ

1.
14
.2

.6
　

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（
設

計
基

準
拡

張
）

に
よ

る
対

応
手

順
(2

)
非

常
用

直
流

電
源

設
備

に
よ

る
給

電

電
源

― ――

事
故

時
操

作
要

領
書

（
徴

候
ベ
ー

ス
）

「
電

源
復

旧
」

判 断 基 準 操 作
電

源

― ―― ―― ――

1.15-622

1781



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
1
　

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性

子
源

領
域

計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御

棒
手

動
操

作
・

監
視

系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

― ―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

直
後

対
応

手
段

外
部

電
源

喪
失

及
び

原
子

炉
ス

ク
ラ
ム
確
認

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
確

認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

0
①

―

① ①
1 1

1.15-623

1782



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
1
　

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

対
応

手
段

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

―

1 1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

0
①

―
0

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

①
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
確

認

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1

1

1.15-624

1783



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
1
　

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

対
応

手
段

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3
①

―

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0
①

―

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
確

認

1 1
① ①

― ―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
　
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

2 2
2 2

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

―

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原
子
炉
注
水

※

1.15-625

1784



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
1
　

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

対
応

手
段

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

1
①

―
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

※
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
①

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原
子
炉
注
水

※

1.15-626

1785



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
1
　

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

対
応

手
段

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

1
①

―

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

1
①

―

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
圧
力

2

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子
炉

急
速
減
圧

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）
に
よ
る
原

子
炉

注
水

原
子
炉
圧
力

2
2

1 1

2

1.15-627

1786



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
1
　

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

対
応

手
段

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1 1
① ①

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）
に
よ
る
原

子
炉

注
水

2 2
2 2

― ―

1.15-628

1787



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
1
　

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

対
応

手
段

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）
に
よ
る
原

子
炉

注
水

1
①

2 2

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―

1
1

1
①

―

1.15-629

1788



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
1
　

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

対
応

手
段

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

3
3

3

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位
4

4
4

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬
型
）
に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

冷
却

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）
に
よ
る
原

子
炉

注
水

①
―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

1.15-630

1789



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
1
　

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

対
応

手
段

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ
る
原
子
炉

格
納

容
器

除
熱

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

2
2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬
型
）
に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

冷
却

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―
①①

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1

―
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

①

1

1.15-631

1790



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
1
　

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

対
応

手
段

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
18

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
18

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位

8
8

8
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ
る
原
子
炉

格
納

容
器

除
熱

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放

射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低

レ
ン
ジ
）

2 1
2 1

ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力

4
4

4

①
―

――

原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
の
傾
向
監
視
に
よ
り
，
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
健
全
性
を
代
替
監
視
可
能

①
―

2 1

1.15-632

1791



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性

子
源

領
域

計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御

棒
手

動
操

作
・

監
視

系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
確

認

2 2
1 1

― ―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

0
①

―
平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

外
部

電
源

喪
失

及
び

原
子

炉
ス

ク
ラ
ム
確
認

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

① ①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1.15-633

1792



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
確

認

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

―
①

1

原
子
炉
圧
力

2
2

―

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1
①

1.15-634

1793



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3
①

―

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
確

認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

0
0

①
―

①
― ―

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

11
1

1
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

1.15-635

1794



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

※
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原
子
炉
注
水

※

1.15-636

1795



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原
子
炉
注
水

※

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
　
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

1
①

―

1.15-637

1796



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

代
替

自
動

減
圧

機
能

動
作

確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-638

1797



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

代
替

自
動

減
圧

機
能

動
作

確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-639

1798



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド
）
に
よ
る

原
子

炉
注

水

代
替

自
動

減
圧

機
能

動
作

確
認

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

1.15-640

1799



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド
）
に
よ
る

原
子

炉
注

水

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-641

1800



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド
）
に
よ
る

原
子

炉
注

水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-642

1801



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0
①

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
モ

ー
ド
）
に
よ
る

原
子

炉
注

水

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）
運

転

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

1.15-643

1802



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
2
　

高
圧

注
水

・
減

圧
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

対
応

手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

①

1
①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0
①

―

除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷
却
モ
ー

ド
）

運
転

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

2
2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1.15-644

1803



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
及
び
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム

確
認

計
器
数

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

SB
O影

響

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

―
0

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-645

1804



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

計
器
数

SB
O影

響

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

― ―

―

直
流
電
源
負
荷
切
離
し
及
び
切
替

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水
準
備

―

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

1
1

1
①

―
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

①
―

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-646

1805



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

計
器
数

SB
O影

響

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
急
速
減
圧

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-647

1806



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

計
器
数

SB
O影

響

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-648

1807



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

計
器
数

SB
O影

響

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
1 1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

2 2
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-649

1808



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

計
器
数

SB
O影

響

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

2 2
2 2

① ①
－

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-650

1809



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

計
器
数

SB
O影

響

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2 2

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
①

―

1.15-651

1810



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

計
器
数

SB
O影

響

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

41 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2
①

―

1.15-652

1811



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

計
器
数

SB
O影

響

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

―
①

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

2
2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
①

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

―

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）
に

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

―

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

27
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

7
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7

①
―

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

1.15-653

1812



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

計
器
数

SB
O影

響

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

－
原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

1.15-654

1813



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
1
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
数

対
応
手
段

計
器
名
称

直
後

計
器
数

SB
O影

響

直
後

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

S
B
O
影
響

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―
①

2 2
1 1

2 2
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

対
応
手
段

計
器
名
称

2 2
2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

S
B
O
影
響

― ―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

直
後

計
器
数

SB
O影

響

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

―
0

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

1 1
① ①

負
荷
切
り
離
し
後

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
及
び
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム

確
認

1.15-656

1815



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

S
B
O
影
響

直
後

計
器
数

SB
O影

響

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

― ―

①
―

―

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

直
流
電
源
切
替

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水
準
備

―

1.15-657
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

S
B
O
影
響

直
後

計
器
数

SB
O影

響

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
急
速
減
圧

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①①

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-658
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

S
B
O
影
響

直
後

計
器
数

SB
O影

響

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

1 1
① ①

― ―

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-659

1818



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

S
B
O
影
響

直
後

計
器
数

SB
O影

響

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

①
―

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2 2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-660

1819



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

S
B
O
影
響

直
後

計
器
数

SB
O影

響

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

負
荷
切
り
離
し
後

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

1.15-661

1820



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

S
B
O
影
響

直
後

計
器
数

SB
O影

響

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2
①

―

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

1.15-662

1821



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

S
B
O
影
響

直
後

計
器
数

SB
O影

響

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）
に

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-663

1822



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

S
B
O
影
響

直
後

計
器
数

SB
O影

響

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

－
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-664

1823



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
高
圧
炉
心
冷
却
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

S
B
O
影
響

直
後

計
器
数

SB
O影

響

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-665

1824



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

1 1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
及
び
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム

確
認

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

1.15-666

1825



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1
① ①

― ―
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

1.15-667

1826



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

― ―

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水
準
備

―
―

―
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

直
流
電
源
切
替

―
―

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

1.15-668

1827



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
圧
力

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
急
速
減
圧

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
急
速
減
圧

1.15-669

1828



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-670

1829



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

1.15-671

1830



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

1.15-672

1831



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-673

1832



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-674

1833



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）
に

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-675

1834



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

－
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-676

1835



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
直
流
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-677

1836



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

―
0

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

① ①
― ―

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
及
び
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム

確
認

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

1.15-678

1837



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

― ―
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

― ―

①
―

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

①
―

直
流
電
源
切
替

1
1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水
準
備

1.15-679

1838



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

①

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
急
速
減
圧

2
2

1
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
―

1.15-680

1839



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

― ―

①
原
子
炉
圧
力

2

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

2
1

1.15-681

1840



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

1.15-682

1841



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
可
搬
型
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1 1

1
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―

1.15-683

1842



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1.15-684

1843



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

2 2
2 2

1 1
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-685

1844



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

－

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
）
に

よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
①

―

1.15-686

1845



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

－
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-687

1846



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
3
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

　
2
.
3
.
4
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失
（
外
部
電
源
喪
失
＋
Ｄ
Ｇ
失
敗
）
＋
Ｓ
Ｒ
Ｖ
再
閉
失
敗
＋
Ｈ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
失
敗

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

S
B
O

計
器
故
障
等

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

対
応
手
段

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響 負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-688

1847



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
　
2
.
4
.
1
　
取
水
機
能
が
喪
失
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

対
応
手
段

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
及
び
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム

確
認

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

0

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

① ①
― ―

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

―
①

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-689

1848



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
2
.
4
.
1
　
取
水
機
能
が
喪
失
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

1
1

1
①

― ―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-690

1849



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
2
.
4
.
1
　
取
水
機
能
が
喪
失
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

原
子
炉
圧
力

2
2

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
①

―
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
急
速
減
圧

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

2 2
2 2

1 1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-691

1850



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
2
.
4
.
1
　
取
水
機
能
が
喪
失
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1
① ①

― ―

1.15-692

1851



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
　
2
.
4
.
1
　
取
水
機
能
が
喪
失
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
冷
却
モ
ー
ド
）
運
転

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0
①

―
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
に
よ
る

原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-693

1852



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
　
2
.
4
.
2
　
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

対
応
手
段

外
部
電
源
喪
失
及
び
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
確
認

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

①

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

0
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

1.15-694

1853



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
　
2
.
4
.
2
　
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

①

1.15-695

1854



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
　
2
.
4
.
2
　
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
急
速
減
圧

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

残
留
熱
除
去
系
機
能
喪
失
確
認

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

0
0

①
―

1
①

―
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1.15-696

1855



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
　
2
.
4
.
2
　
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原

子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―

1.15-697

1856



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
　
2
.
4
.
2
　
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原

子
炉
注
水

1.15-698

1857



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
　
2
.
4
.
2
　
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原

子
炉
注
水

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

1.15-699

1858



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
2
.
4
.
2
　
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

1
1

1
①

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原

子
炉
注
水

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-700

1859



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
2
.
4
.
2
　
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

18
0

0
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

18
0

0
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位

8
8

8
①

―

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容
器
除
熱

― ―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

2
2

2
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-701

1860



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
4
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

　
2
.
4
.
2
　
残
留
熱
除
去
系
が
故
障
し
た
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容
器
除
熱

ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力

4
4

4
①

―
原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
の
傾
向
監
視
に
よ
り
，
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
健
全
性
を
代
替
監
視
可
能

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放

射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低

レ
ン
ジ
）

2 1
2 1

2 1
①

―
―

1.15-702

1861



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
5
　
原
子
炉
停
止
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

2
①

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

2
2

①

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

1 1
① ①

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
①

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
失
敗
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2

格
納
容
器
圧
力
上
昇
に
よ
る
高
圧
・
低
圧
注
水

系
起
動
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

― ― ――

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-703

1862



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
5
　
原
子
炉
停
止
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0
①

―

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

格
納
容
器
圧
力
上
昇
に
よ
る
高
圧
・
低
圧
注
水

系
起
動
確
認

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0
①

―

1.15-704

1863



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
5
　
原
子
炉
停
止
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
及
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
系
に
よ
る
原
子
炉
水
位
維
持

1.15-705

1864



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
5
　
原
子
炉
停
止
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

1
1

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

①
―

①
―

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
及
び
高
圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
系
に
よ
る
原
子
炉
水
位
維
持

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1

1.15-706

1865



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
5
　
原
子
炉
停
止
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

自
動
減
圧
系
の
自
動
起
動
阻
止

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2

1.15-707

1866



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
2
.
5
　
原
子
炉
停
止
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
系
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
冷
却
モ
ー
ド
）
運
転
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容

器
除
熱

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る
原
子
炉
未
臨
界
操
作

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
①

―

1
①

6
6

0
①

―
平
均
出
力
領
域
計
装

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2 2
1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

自
動
減
圧
系
の
自
動
起
動
阻
止

1.15-708

1867



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性

子
源

領
域

計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御

棒
手

動
操

作
・

監
視

系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

① ①
― ―

1 1

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0

対
応

手
段

外
部

電
源

喪
失

及
び

原
子

炉
ス

ク
ラ
ム
確
認

①
―

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
確

認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1.15-709

1868



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

1
1

1
①

2 2
1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

―

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
確

認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-710

1869



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3
①

―

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0
①

―
―

2 2
1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1
①

―

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
確

認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

1.15-711

1870



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

① ①
― ―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

※
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原
子
炉
注
水

※

1 1

1.15-712

1871



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

2 2
2 2

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原
子
炉
注
水

※

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1
①

―

2 2
2 2

1 1

※
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

1.15-713

1872



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）
に
よ
る
原

子
炉

注
水

原
子
炉
圧
力

2
2

1
① ①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①

2
2

1
①

――

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

原
子
炉
圧
力

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子
炉

急
速
減
圧

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-714

1873



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）
に
よ
る
原

子
炉

注
水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

1.15-715
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

①

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
①

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

―
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
2 2

2 2
1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）
に
よ
る
原

子
炉

注
水

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-716

1875



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

3
3

3

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位
4

4
4

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬
型
）
に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

冷
却

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2
①

―

1
1

1
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
常

設
）
に
よ
る
原

子
炉

注
水

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1.15-717

1876



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

系
（

可
搬
型
）
に
よ

る
原

子
炉

格
納

容
器

冷
却

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

2
2

①

2
2

―

①

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ
る
原
子
炉

格
納

容
器

除
熱

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2

1.15-718

1877



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
6
　

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

時
注

水
機

能
喪

失
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

評
価

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計
器
故
障
等

S
B
O

計
器

数

S
B
O
影
響

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応

手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
ペ

デ
ス

タ
ル

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
18

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
18

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位

8
8

8
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力

4

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

4
4

① ①
―

―

原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
の
傾
向
監
視
に
よ
り
，
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
健
全
性
を
代
替
監
視
可
能

―

―

格
納

容
器

フ
ィ

ル
タ

ベ
ン

ト
系

に
よ
る
原
子
炉

格
納

容
器

除
熱

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放

射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低

レ
ン
ジ
）

2 1
2 1

2 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-719

1878



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
7
　

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

（
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
）

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

―

中
性

子
源

領
域

計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御

棒
手

動
操

作
・

監
視

系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

―
2 2

評
価

計
器
故
障
等

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由

S
B
O
影
響

2 2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

1 1

2 2
1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器

名
称

計
器

数

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

対
応

手
段

外
部

電
源

喪
失

及
び

原
子

炉
ス

ク
ラ
ム
確
認

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生

―
―

0
―

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
及

び
高

圧
炉
心
ス
プ
レ

イ
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

―

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

1
①

― ―

1
①

―

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0
①

1.15-720

1879



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
7
　

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

（
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
）

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
故
障
等

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器

名
称

計
器

数
対

応
手

段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1

1
①

―

※
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原
子
炉
注
水

※

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

― ―

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
2 2

1 1

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1.15-721
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故
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器
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タ
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る

計
器

計
器
名
称

計
器
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響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
①

―
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
の
上
昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

[エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
]

18
0

0
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
に
よ
り
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
の

発
生
を
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
低
下
に
よ
り
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス

の
発
生
を
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力

2 2
2 2

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
発
生

確
認

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

1 11
①

―

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
1 1

1
1

1 1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

―
3

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

12
2

― ―
2 2

1
①

1
①

2

①
3

3

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

① ①
― ―

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1

2
2

①
―

1.15-722
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る

計
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名
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計
器
数

SB
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響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
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パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
2 2

①

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ――

中
央

制
御

室
で

の
残

留
熱

除
去

系
隔
離
失
敗

1
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能
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ラ
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パ
ラ
メ
ー
タ
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計
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す
る
計
器

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子
炉
圧
力

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
2 2

1 1 1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 22 2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
に

よ
る

原
子
炉
注
水

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

0
0

①
―

2

1
①

―

1
①

2 2
1 1

① ①
― ――

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子
炉

急
速
減
圧

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①
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ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

残
留

熱
除

去
系

（
原

子
炉

停
止

時
冷
却
モ
ー

ド
）

運
転

3

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
冷

却
モ

ー
ド

）
運

転

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

0
0

①
― ―

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-725

1884



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
2
.
7
　

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

（
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
シ

ス
テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
）

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
故
障
等

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器

名
称

計
器

数
対

応
手

段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

S
B
O

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
2 2

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

現
場

操
作

で
の

残
留

熱
除

去
系

隔
離
操
作

残
留

熱
除

去
系

隔
離

後
の

水
位

維
持

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―
原

子
炉

水
位

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

1
①

1.15-726

1885



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
2
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1 0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

0 0
①

―

1
0

2 2

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
確
認

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

計
器
故
障
等

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
①

―

非
常
用
炉
心
冷
却
系
機
能
喪
失
確
認

01
①

1.15-727

1886



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
2
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

2 2
1 1

― ―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

① ①

非
常
用
炉
心
冷
却
系
機
能
喪
失
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1.15-728

1887



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
2
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

非
常
用
炉
心
冷
却
系
機
能
喪
失
確
認

1.15-729

1888



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
2
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

18
0

0
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

18
0

0
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

－

炉
心
損
傷
確
認

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
交
流
電
源
供

給
及
び
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に

よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
及
び
早
期
の
電
源
回
復

不
能
判
断
並
び
に
対
応
準
備

1.15-730

1889



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
2
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1
1

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2 2
1 1

① ①
― ―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
交
流
電
源
供

給
及
び
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に

よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1.15-731

1890



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
2
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

2 2
2 2

1 1

―
1

1
1

①

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
交
流
電
源
供

給
及
び
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に

よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1.15-732

1891



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
2
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
①

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
①

―

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
交
流
電
源
供

給
及
び
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に

よ
る
原
子
炉
注
水

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
監
視
設
備
の
起
動

1
0

0
①

1.15-733

1892



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
2
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
と
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン

プ
出
口
圧
力
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
と
残
留
熱

代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
か
ら
推
定
し
た
総
流
量
に
よ

り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
か
ら
推
定
し
た
流
量
と

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
①

―

2
2

2
①

―

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
及
び

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

2
①

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1
1

1
①

1
①

1.15-734
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
2
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
す
る
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

評
価

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

可
搬
式
窒
素
供
給
装
置
を
用
い
た
原
子
炉
格
納

容
器
内
へ
の
窒
素
注
入

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

0
0

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る
原
子
炉
注
水
及
び

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1

1.15-735
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
3
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

S
B
O

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

非
常
用
炉
心
冷
却
系
機
能
喪
失
確
認

0
0

①
―

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
①

―

直
後

1
0

0

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1
①

―

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
確
認

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3

1.15-736

1895



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
3
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

非
常
用
炉
心
冷
却
系
機
能
喪
失
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

1.15-737

1896



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
3
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

―

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

18
0

0
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
]

18
0

0
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
1

1

―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

―

―

非
常
用
炉
心
冷
却
系
機
能
喪
失
確
認

炉
心
損
傷
確
認

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
及
び
早
期
の
電
源
回
復

不
能
判
断
並
び
に
対
応
準
備

①
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-738

1897



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
3
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
1

①
―

1
1

①

2 2
1 1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
―

原
子
炉
圧
力

2

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
交
流
電
源
供

給
及
び
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に

よ
る
原
子
炉
注
水

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1.15-739

1898



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
3
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
交
流
電
源
供

給
及
び
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に

よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-740

1899



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
3
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

①
―

1

―
1

①
1

1
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
交
流
電
源
供

給
及
び
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に

よ
る
原
子
炉
注
水

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-741

1900



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
3
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
①

―
格
納
容
器
水
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
酸
素
濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

①
―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
交
流
電
源
供

給
及
び
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に

よ
る
原
子
炉
注
水

1
1

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

1
0

水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
監
視
設
備
の
起
動

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

7
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

7
①

―

1.15-742
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
3
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―

2
2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
①

―

1.15-743

1902



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
3
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

3
3

3

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
①

―

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容
器
除
熱

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
（
可
搬
型
）
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

1
1

①
―

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-744

1903



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
1
　
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷
（
格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損
）

　
3
.
1
.
3
　
残
留
熱
代
替
除
去
系
を
使
用
し
な
い
場
合

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

計
器
故
障
等

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位

8
8

8
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 1
①

―
―

1
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力

4
4

4
①

―
原
子
炉
格
納
容
器
内
圧
力
の
傾
向
監
視
に
よ
り
，
格
納
容
器

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の
健
全
性
を
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放

射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低

レ
ン
ジ
）

2 1
2 11

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容
器
除
熱

1.15-745

1904



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

中
性

子
源

領
域

計
装

4
0

0
中
性
子
源
領
域
計
装
に
よ
り
平
均
出
力
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御

棒
手

動
操

作
・

監
視

系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3
①

―

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
圧
力

1
1

0
①

―

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
確

認

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2

―

原
子

炉
ス

ク
ラ

ム
確

認

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0
①

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
①

―

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1
①

1.15-746

1905



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
確

認

1 1
① ①

― ―
2 2

2 2
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-747

1906



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

・
低

圧
注

水
機

能
喪

失
確

認

2 2
原

子
炉

水
位

（
広

帯
域

）
原

子
炉

水
位

（
燃

料
域

）
2 2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-748

1907



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原
子
炉
注
水

※

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
　
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

① ①
― ―

2 2
1 1

2 2

1.15-749

1908



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原
子
炉
注
水

※

1
①

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
　
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

―

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1
①

―

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-750

1909



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
及

び
早

期
の
電
源
回
復

不
能

判
断

並
び

に
対

応
準

備

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子
炉

急
速
減
圧

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
① ①

― ―

－

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-751

1910



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
1

1
1

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

流
量

（
狭

帯
域

用
）

2 2
2 2

2 2

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

1
1

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
除

去
ポ

ン
プ

出
口

流
量

3
0

0

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
流

量
1

0
0

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子
炉

急
速
減
圧

―
1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力

2
2

1
①

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

①

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

1.15-752

1911



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
18

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ

タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
）

2
2

1
①

―
[エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

]
18

0
0

エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
の
上
昇
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
①

―
格

納
容

器
水

素
濃

度
1

0
0

直
接
的
に
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納

容
器

酸
素

濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
①

―

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子
炉

急
速
減
圧

炉
心

損
傷

確
認

ペ
デ

ス
タ

ル
へ

の
注

水

水
素

濃
度

及
び

酸
素

濃
度

監
視

設
備
の
起
動

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-753

1912



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

3
3

3

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位
4

4
4

ペ
デ

ス
タ

ル
へ

の
注

水

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2
①

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル

水
位
（
Ｓ
Ａ
）
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変
化
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-754

1913



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
2

2
2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子

炉
圧

力
2

2
1

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ

ス
タ

ル
へ

の
注

水

原
子

炉
圧

力
容

器
破

損
確

認

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
①

―

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4
①

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

ペ
デ
ス
タ
ル
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
よ
り
代
替
監

視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1 1

1.15-755

1914



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

原
子

炉
圧

力
2

2
1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

水
位

3
3

3

ペ
デ

ス
タ

ル
水

位
4

4
4

溶
融

炉
心

へ
の

注
水

原
子

炉
圧

力
容

器
破

損
確

認

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2 2
1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

1
① ①

―
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2
① ①

―
注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
水
位
変

化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2

1.15-756

1915



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

代
替

注
水

流
量

（
常

設
）

1
1

1

格
納

容
器

代
替

ス
プ

レ
イ

流
量

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
代

替
注

水
流

量
2

2
2

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
槽

水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

残
留

熱
代

替
除

去
系

原
子

炉
注

水
流

量
1

1
1

残
留

熱
代

替
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

7
7

7

ペ
デ

ス
タ

ル
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
直
接
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
2

2
2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
温
度
変
化
に

よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

溶
融

炉
心

へ
の

注
水

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器

ス
プ
レ
イ
流
量

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2
①

―

1

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

4
4

4
①

―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留

熱
代

替
除

去
系

に
よ

る
溶

融
炉
心
冷
却
及

び
原

子
炉

格
納

容
器

除
熱

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

7
7

7
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
上

昇
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
又
は
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

21
①

―

残
留
熱
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
と
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン

プ
出
口
圧
力
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
と
残
留
熱

代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
か
ら
推
定
し
た
総
流
量
に
よ

り
代
替
監
視
可
能

ペ
デ
ス
タ
ル
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
よ
り
代
替
監

視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-757

1916



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
3
.
2
　

高
圧

溶
融

物
放

出
／

格
納

容
器

雰
囲

気
直

接
加

熱
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応

手
段

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

格
納

容
器

酸
素

濃
度

1
0

0
直
接
的
に
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

監
視
可
能

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

）
2

2
1

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ
（

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

）
2

2
1

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
又
は
格

納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
）
の
解
析
結
果
に
よ
り
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の

代
替
監
視
可
能

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
，
事
故
後
の
格
納
容
器
内
の
空
気

（
酸
素
）
の
流
入
の
有
無
に
よ
り
，
水
素
爆
発
の
可
能
性
を
把

握
可
能

可
搬

式
窒

素
供

給
装

置
を

用
い

た
格
納
容
器
内

へ
の

窒
素

注
入

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
①

1.15-758

1917



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
3
　
原
子
炉
圧
力
容
器
外
の
溶
融
燃
料
・
冷
却
材
相
互
作
用

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

対
象
無
し

直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

1.15-759

1918



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
4
　
水
素
燃
焼

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

計
器
故
障
等

S
B
O

対
象
無
し

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

直
後

1.15-760

1919



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
3
.
5
　
溶
融
炉
心
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
相
互
作
用

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

直
後

計
器
故
障
等

S
B
O

対
象
無
し

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

1.15-761

1920



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
4
.
1
　

想
定

事
故

１
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3
①

―

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残

留
熱

除
去

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
2

2
2

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
）

（
Ｓ

Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
の

冷
却

系
機

能
喪

失
確
認

―

0
0

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

対
応

手
段

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

①
―

①
―

1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1

1.15-762

1921



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
4
.
1
　

想
定

事
故

１
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

対
応

手
段

直
後

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

3
3

3
①

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

1
1

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
の

注
水

機
能

喪
失

確
認

―

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1
①

―

0
01

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1.15-763

1922



重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
4
.
1
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ー
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計
器
故
障
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B
O
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響
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ラ
メ
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補
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パ
ラ

メ
ー
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類
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計
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S
B
O
影
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燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
）

（
Ｓ

Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
）

（
Ｓ

Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
燃
料
プ
ー
ル

へ
の

注
水

燃
料

プ
ー

ル
の

注
水

機
能

喪
失

確
認

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 10

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

①
―

1
1

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-764
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①
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Ｓ
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1
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燃
料

プ
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エ
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ア

放
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モ
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（
高

レ
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ジ
・

低
レ

ン
ジ
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（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
）

（
Ｓ

Ａ
）

1 1
1 1

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型
ス
プ
レ
イ

ノ
ズ

ル
使

用
）

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル
へ
の
注
水

※

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
　
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

1.15-765
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Ａ
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燃
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1 1
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熱
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①

―

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ
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Ａ
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1
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Ｓ
Ａ
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S
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影
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B
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対
応

手
段

負
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切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

計
器
故
障
等

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
低

下
確

認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
①

―
1

①
―

0
0

①
―

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

11

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―

3
0

0
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

2 2
2 2

1 1
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-766

1925
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補
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パ
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メ
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評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

S
B
O

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

計
器
故
障
等

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
）

（
Ｓ

Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
の

注
水

機
能

喪
失

確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

サ
イ

フ
ォ

ン
ブ

レ
イ

ク
配

管
に

よ
る
燃
料
プ
ー

ル
漏

え
い

停
止

確
認

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1
①

―

1.15-767
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重
大

事
故

等
対

処
に

係
る

監
視

事
項

　
4
.
2
　

想
定

事
故

２
①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ

ラ
メ

ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

S
B
O

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

計
器
故
障
等

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
）

（
Ｓ

Ａ
）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
）

（
Ｓ

Ａ
）

1 1
1 1

1 1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

サ
イ

フ
ォ

ン
ブ

レ
イ

ク
配

管
に

よ
る
燃
料
プ
ー

ル
漏

え
い

停
止

確
認

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
0

0

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

に
よ

る
燃
料
プ
ー
ル

へ
の

注
水

①

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1

―

0

①
―

①
―
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メ
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補
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称

計
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数

SB
O影
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パ
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メ
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タ
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類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助

パ
ラ

メ
ー

タ
分

類
理

由
計

器
名

称
計

器
数

S
B
O
影
響

S
B
O

対
応

手
段

負
荷

切
り

離
し

後
直
後

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
を

計
測

す
る

計
器

抽
出

パ
ラ

メ
ー

タ
の

代
替

パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

計
器
故
障
等

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
（

Ｓ
Ａ

）

1 1
1 1

1 1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
1

0
0

燃
料

プ
ー

ル
水

位
・

温
度

（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
）

（
Ｓ

Ａ
）

1 1
1 1

1 1

0
0

①
―

燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

1
1

1
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※
　
有
効
性
評
価
上
考
慮
し
な
い
操
作

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ

Ａ
）

1
0

0
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ

ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン

ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）

1 1
1 1

1 1
①

―
燃
料
プ
ー
ル
内
の
燃
料
集
合
体
等
の
冷
却
状
況
，
放
射
線
の
遮

蔽
状
況
及
び
臨
界
の
防
止
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃

料
プ
ー
ル
の
監
視
可
能

燃
料

プ
ー

ル
ス

プ
レ

イ
系

（
可

搬
型
ス
プ
レ
イ

ノ
ズ

ル
使

用
）

に
よ

る
燃

料
プ

ー
ル
へ
の
注
水

※

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
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重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
1
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
と
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の

熱
交
換
量
評
価
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却

水
流
量

2
0

0
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

①
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

―
1

残
留
熱
除
去
系
(原

子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
)

の
故
障
に
伴
う
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2
2

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
の
低
圧
状
態
維

持

原
子
炉
圧
力

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1

評
価

S
B
O
影
響

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
故
障
等

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

1
①

―

1 1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口

温
度

2
2

2
①①

―

1.15-770

1929



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
1
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

S
B
O
影
響

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
故
障
等

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
と
熱
交
換
器
ユ
ニ
ッ
ト
の

熱
交
換
量
評
価
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却

水
流
量

2
0

0
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口

温
度

2
2

2
①

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
の
低
圧
状
態
維

持

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
①

―
除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

1.15-771

1930



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
1
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

S
B
O
影
響

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
故
障
等

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
(低

圧
注
水
モ
ー
ド
)運

転
に
よ

る
原
子
炉
注
水

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2
1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

2

1.15-772

1931



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
1
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

S
B
O
影
響

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
故
障
等

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
(低

圧
注
水
モ
ー
ド
)運

転
に
よ

る
原
子
炉
注
水

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

1.15-773

1932



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
1
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

S
B
O
影
響

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
故
障
等

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
(低

圧
注
水
モ
ー
ド
)運

転
に
よ

る
原
子
炉
注
水

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

0
2 2

1 1
2 2

0
①

―

1.15-774

1933



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
1
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

S
B
O
影
響

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
故
障
等

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
(原

子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
)

運
転
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
回
復

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

2
2

①
―

1
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-775

1934



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
1
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

S
B
O
影
響

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
故
障
等

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

残
留
熱
除
去
系
(原

子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
)

運
転
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
回
復

1.15-776

1935



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
1
　
崩
壊
熱
除
去
機
能
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

S
B
O
影
響

対
応
手
段

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響

S
B
O

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

計
器
故
障
等

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
①

―

残
留
熱
除
去
系
(原

子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
)

運
転
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
回
復

1.15-777

1936



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
圧
力

2
2

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
温

度
よ
り
代
替
監
視
可
能

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

全
交
流
動
力
電
源
喪
失
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系

（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー
ド
）
停
止
確
認

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

1
原
子
炉
圧
力

2
2

①
―

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
の
低
圧
状
態
維

持

1.15-778

1937



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交

換
器
入
口
温
度
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
と

想
定
し
，
飽
和
温
度
／
圧
力
の
関
係
か
ら
原
子
炉
圧
力
よ
り
代

替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1
①

―
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

逃
が
し
安
全
弁
に
よ
る
原
子
炉
の
低
圧
状
態
維

持

1.15-779

1938



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原

子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

2
2

1
①

―

1.15-780

1939



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

―

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原

子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1.15-781

1940



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
2
　
全
交
流
動
力
電
源
喪
失

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

直
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位
変
化
よ
り

代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
系
統
の
う
ち
，
運
転

し
て
い
る
系
統
の
注
水
量
よ
り
復
水
貯
蔵
槽
水
位
の
代
替
監
視

可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ

出
口
圧
力

2
0

0
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
を
水
源
と
す
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
視
可
能

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

2
0

0
①

―
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

2
2

2
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ

Ａ
）

2
2

2

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

温
度
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

除
熱
先
の
温
度
変
化
に
よ
り
代
替
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口

温
度

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
（
原
子
炉
停
止
時
冷
却
モ
ー

ド
）
運
転
に
よ
る
崩
壊
熱
除
去
機
能
回
復

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

注
水
先
の
原
子
炉
水
位
の
変
化
に
よ
り
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注

水
槽
水
位
の
代
替
監
視
可
能

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
（
常
設
）
に
よ
る
原

子
炉
注
水

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
①

―
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-782

1941



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
3
　
原
子
炉
冷
却
材
の
流
出

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

2
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

2

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
外
へ
の
原
子

炉
冷
却
材
流
出
確
認

1.15-783

1942



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
3
　
原
子
炉
冷
却
材
の
流
出

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
外
へ
の
原
子

炉
冷
却
材
流
出
確
認

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1

1 1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1
1

①
―

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1.15-784

1943



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
3
　
原
子
炉
冷
却
材
の
流
出

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

2
2

2

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

1
1

1

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
外
へ
の
原
子

炉
冷
却
材
流
出
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
外
へ
の
原
子

炉
冷
却
材
流
出
停
止
確
認

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
①

―

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低

圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス

プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代

替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
う
ち
動
作
状
態
に
あ
る
流
量
お

よ
び
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
に
よ
り
代
替

監
視
可
能

1.15-785

1944



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
3
　
原
子
炉
冷
却
材
の
流
出

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

―
①

1
2

2
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
外
へ
の
原
子

炉
冷
却
材
流
出
停
止
確
認

1.15-786

1945



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
3
　
原
子
炉
冷
却
材
の
流
出

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ
外
へ
の
原
子

炉
冷
却
材
流
出
停
止
確
認

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

①
―

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

2 2
1 1

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

1

1.15-787

1946



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
3
　
原
子
炉
冷
却
材
の
流
出

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
運
転
に

よ
る
原
子
炉
注
水

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

―
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

2
2

1
①

1.15-788

1947



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
3
　
原
子
炉
冷
却
材
の
流
出

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

1
1

1

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

1
1

1

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

（
狭
帯
域
用
）

2 2
2 2

2 2

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
1

1

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
0

0

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出

口
流
量

1
0

0

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注

水
流
量

1
1

1

原
子
炉
圧
力

2
2

1

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

2
2

2

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
圧
力
容
器
へ
注
水
し
て
い
る
系
統
の
注
水
流
量
と
崩
壊

熱
除
去
に
必
要
な
水
量
よ
り
代
替
監
視
可
能

直
接
的
に
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で

き
，
監
視
可
能

原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
差
圧
か
ら
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満

水
を
推
定
可
能

1 1
2 2

1
①

―

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
運
転
に

よ
る
原
子
炉
注
水

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2

1.15-789

1948



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
3
　
原
子
炉
冷
却
材
の
流
出

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

直
後

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

対
応
手
段

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

計
器
故
障
等

S
B
O

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水

位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水

位
変
化
よ
り
代
替
監
視
可
能

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

1
1

1

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量

3
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

2 2
2 2

1 1

崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
と
原
子
炉
水
位
の
変
化
よ
り
代
替

監
視
可
能

0
0

残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド
）
運
転
に

よ
る
原
子
炉
注
水

①
―

1.15-790

1949



重
大
事
故
等
対
処
に
係
る
監
視
事
項

　
5
.
4
　
反
応
度
の
誤
投
入

①
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
②
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
，
③
補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

平
均
出
力
領
域
計
装

6
6

0
平
均
出
力
領
域
計
装
に
よ
り
中
性
子
源
領
域
計
装
の
代
替
監
視

可
能

[制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
]

1
1

0
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
の
制
御
棒
の
位
置
表
示
に
よ
り
，

未
臨
界
状
態
が
推
定
可
能

0
①

―

誤
操
作
に
よ
る
反
応
度
誤
投
入

反
応
度
誤
投
入
後
の
ス
ク
ラ
ム
確
認

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

中
性
子
源
領
域
計
装

4
0

監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

0
①

直
後

S
B
O

負
荷
切
り
離
し
後

補
助
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類
理
由

計
器
名
称

計
器
数

S
B
O
影
響

計
器
故
障
等

―
監
視
事
項
は
主
要
パ
ラ

メ
ー
タ
に
て
確
認

負
荷
切
り
離
し
後

直
後

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

抽
出
パ
ラ
メ
ー
タ
の
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
を
計
測
す
る
計
器

対
応
手
段

評
価

計
器
名
称

計
器
数

SB
O影

響
パ
ラ
メ
ー
タ

分
類

1.15-791

1950



添付資料 1.15.4 

重大事故等対策の成立性 

1. 可搬型計測器の接続操作

ａ．操作概要 

重大事故等時に必要な監視パラメータへの給電（交流，直流）が困難な場

合に，可搬型計測器を接続し，廃棄物処理建物１階にて計測，監視を行う。 

ｂ．作業場所 

廃棄物処理建物 1階（非管理区域）（補助盤室） 

ｃ．必要要員数及び操作時間 

可搬型計測器の接続，可搬型計測器による計測，監視に必要な要員数，想

定時間は以下のとおり。 

必要要員数  ：２名（現場運転員２名） 

想定時間 ：20分（所要時間目安※１ ：９分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間

（２測定点以降，連続で接続する場合は 10分追加） 

想定時間内訳 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●移動：想定時間 10分，所要時間目安２分

・移動：所要時間目安２分（中央制御室から補助盤室）

●可搬型計測器接続：想定時間 10分，所要時間目安７分

・可搬型計測器接続：所要時間目安７分（補助盤室）

ｄ．操作の成立性 

作業環境：室温は通常運転状態と同程度であり，周辺には支障となる設備

はない。常用照明消灯時においても，電源内蔵型照明を作業エ

リアに配備している。また，ヘッドライト又は懐中電灯を携行

している。 

移動経路：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備していること，ヘッ

ドライト又は懐中電灯を携行していることから接近可能であ

る。また，アクセスルート上に支障となる設備はない。 

操 作 性：通常の端子リフト・接続操作であり，容易に実施可能である。 

連絡手段：有線式通信設備，所内通信連絡設備，電力保安通信用電話設備

のうち，使用可能な設備により，中央制御室との連絡が可能で

ある。 

1.15-792

1951
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第
１
表
 
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
個
数
整
理

(
１
／
９

)
 

分
類
 

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

測
定
可
能
範
囲
 

重
要
 

計
器
数
 

必
要
個
数
 

検
出
器
の
種
類
 

測
定
箇
所
 

備
考
 

原
子
炉
圧
力
容
器

内
の
温
度
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

0～
5
00
℃

 
0～

1
20
0℃

※
１
 

２
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

原
子
炉
圧
力
容
器

内
の
圧
力
 

原
子
炉
圧
力
 

0～
1
0M
P
a 

[
ga
g
e]
 

0～
1
0M
P
a 

[
ga
g
e]
 

２
 

１
 

弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

0～
1
1M
P
a 

[
ga
g
e]
 

0～
1
1M
P
a 

[
ga
g
e]
 

１
 

弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

原
子
炉
圧
力
容
器

内
の
水
位
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

-
40
0～

1
50
c
m 

※
２
 

-
40
0～

1
50
c
m 

※
２
 

２
 

１
 

差
圧
式
水
位
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

-
80
0～

-
30
0
cm
 

※
２
 

-
80
0～

-
30
0
cm
 

※
２
 

２
 

差
圧
式
水
位
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

 
 

-
90
0～

1
50
c
m 

※
２
 

-
90
0～

1
50
c
m 

※
２
 

1 
差
圧
式
水
位
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

【
配
備
台
数
】
 

・
可
搬
型
計
測
器
を

30
台
（
計
測
時
故
障
を
考
慮
し
た
１
台
含
む
）
を
配
備
す
る
。
な
お
，
故
障
及
び
点
検
時
の
予
備
と
し
て

30
台
配
備
す
る
。
（
今
後
の
検
討
に
よ
っ
て
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
台
数
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。
）
 

※
１

 
測
定
可
能
範
囲
に
つ
い
て
は
，
カ
タ
ロ
グ
値
よ
り
抜
粋
。
 

※
２

 
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）
。
 

※
３

 
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位
（

EL
5
61
0）
。
 

※
４

 
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（
EL
1
01
0
0）
。
 

※
５

 
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（
EL
67
0
6）
。
 

※
６

 
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）
。
 

※
７

 
全
交
流
電
源
喪
失
時
は
，
水
素
監
視
装
置
，
酸
素
監
視
装
置
，
放
射
線
監
視
装
置
，
炉
内
核
計
装
装
置
（
区
分
Ⅱ
）
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
及
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
に
対
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源

設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
に
よ
り
電
源
供
給
さ
れ
る
た
め
，
監
視
計
器
は
使
用
可
能
で
あ
る
。
 

※
８

 
定
格
出
力
時
の
値
に
対
す
る
比
率
で
示
す
。
 

※
９

 
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。
 

※
10
 
検
出
点
は
７
箇
所
。
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第
１
表
 
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
個
数
整
理

(
２
／
９

)
 

分
類
 

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

測
定
可
能
範
囲
 

重
要
 

計
器
数
 

必
要
個
数
 

検
出
器
の
種
類
 

測
定
箇
所
 

備
考
 

原
子
炉
圧
力
容
器

へ
の
注
水
量
 

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

0～
1
50
m
3 /
h 

0～
1
50
m
3 /
h 

１
 

１
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

ど
ち
ら
か
一
方
の
系
統
を
使
用
す
る
。
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口

流
量
 

0～
1
50
m
3 /
h 

0～
1
50
m
3 /
h 

１
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口

流
量
 

0～
1
50
0
m
3 /
h 

0～
1
50
0
m
3 /
h 

１
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

0～
3
00
m
3 /
h 

－
 

１
 

－
※
７
 

超
音
波
式
流
量
検
出
器
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

0～
2
00
m
3 /
h 

0～
2
00
m
3 /
h 

２
 

１
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

ど
ち
ら
か
一
方
の
系
統
を
使
用
す
る
。
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯

域
用
）
 

0～
5
0m

3 /
h 

0～
5
0m

3 /
h 

２
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

0～
1
50
0
m
3 /
h 

0～
1
50
0
m
3 /
h 

３
差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口

流
量
 

0～
1
50
0
m
3 /
h 

0～
1
50
0
m
3 /
h 

１
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水

流
量
 

0～
5
0m

3 /
h 

0～
5
0m

3 /
h 

１
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

【
配
備
台
数
】
 

・
可
搬
型
計
測
器
を

30
台
（
計
測
時
故
障
を
考
慮
し
た
１
台
含
む
）
を
配
備
す
る
。
な
お
，
故
障
及
び
点
検
時
の
予
備
と
し
て

30
台
配
備
す
る
。
（
今
後
の
検
討
に
よ
っ
て
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
台
数
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。
）

※
１

 
測
定
可
能
範
囲
に
つ
い
て
は
，
カ
タ
ロ
グ
値
よ
り
抜
粋
。

※
２

 
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）
。

※
３

 
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位
（

EL
5
61
0）
。

※
４

 
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（
EL
1
01
0
0）
。

※
５

 
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（
EL
67
0
6）
。

※
６

 
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）
。

※
７

 
全
交
流
電
源
喪
失
時
は
，
水
素
監
視
装
置
，
酸
素
監
視
装
置
，
放
射
線
監
視
装
置
，
炉
内
核
計
装
装
置
（
区
分
Ⅱ
）
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
及
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
に
対
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源

設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
に
よ
り
電
源
供
給
さ
れ
る
た
め
，
監
視
計
器
は
使
用
可
能
で
あ
る
。
 

※
８

 
定
格
出
力
時
の
値
に
対
す
る
比
率
で
示
す
。

※
９

 
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
10
 
検
出
点
は
７
箇
所
。

1.15-795
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第
１
表
 
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
個
数
整
理

(
３
／
９

)
 

分
類
 

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

測
定
可
能
範
囲
 

重
要
 

計
器
数
 

必
要
個
数
 

検
出
器
の
種
類
 

測
定
箇
所
 

備
考
 

原
子
炉
格
納
容
器

へ
の
注
水
量
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

0～
3
00
m
3 /
h 

－
 

１
 

－
※
７
 

超
音
波
式
流
量
検
出
器
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
 

0～
1
50
m
3 /
h 

0～
1
50
m
3 /
h 

２
 

１
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
 

0～
1
50
m
3 /
h 

0～
1
50
m
3 /
h 

２
 

１
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯

域
用
）
 

0～
5
0m

3 /
h 

0～
5
0m

3 /
h 

２
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス

プ
レ
イ
流
量
 

0～
1
50
m
3 /
h 

0～
1
50
m
3 /
h 

１
 

１
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

- 

【
配
備
台
数
】
 

・
可
搬
型
計
測
器
を

30
台
（
計
測
時
故
障
を
考
慮
し
た
１
台
含
む
）
を
配
備
す
る
。
な
お
，
故
障
及
び
点
検
時
の
予
備
と
し
て

30
台
配
備
す
る
。
（
今
後
の
検
討
に
よ
っ
て
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
台
数
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。
）

※
１

 
測
定
可
能
範
囲
に
つ
い
て
は
，
カ
タ
ロ
グ
値
よ
り
抜
粋
。

※
２

 
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）
。

※
３

 
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位
（

EL
5
61
0）
。

※
４

 
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（
EL
1
01
0
0）
。

※
５

 
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（
EL
67
0
6）
。

※
６

 
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）
。

※
７

 
全
交
流
電
源
喪
失
時
は
，
水
素
監
視
装
置
，
酸
素
監
視
装
置
，
放
射
線
監
視
装
置
，
炉
内
核
計
装
装
置
（
区
分
Ⅱ
）
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
及
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
に
対
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源

設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
に
よ
り
電
源
供
給
さ
れ
る
た
め
，
監
視
計
器
は
使
用
可
能
で
あ
る
。
 

※
８

 
定
格
出
力
時
の
値
に
対
す
る
比
率
で
示
す
。

※
９

 
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
10
 
検
出
点
は
７
箇
所
。

1.15-796

1955



第
１
表
 
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
個
数
整
理

(
４
／
９

)
 

分
類
 

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

測
定
可
能
範
囲
 

重
要
計
器
数
 

必
要
個
数
 

検
出
器
の
種
類
 

測
定
箇
所
 

備
考
 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
温
度
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

0～
3
00
℃

 
0～

3
50
℃

※
１
 

７
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

0～
3
00
℃

 
0～

3
50
℃

※
１
 

２
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

0～
3
00
℃

 
0～

3
50
℃

※
１
 

２
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

温
度

（
Ｓ
Ａ
）

0～
2
00
℃

 
0～

3
50
℃

※
１
 

２
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ
Ａ
）

0～
2
00
℃

 
-
20
0～

5
00
℃

※
１

２
 

測
温
抵
抗
体
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
圧
力
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

0～
1
00
0
kP
a
[a
b
s]
 

0～
1
00
0
kP
a
[a
b
s]
 

２
 

１
 

弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

（
Ｓ
Ａ
）

0～
1
00
0
kP
a
[a
b
s]
 

0～
1
00
0
kP
a
[a
b
s]
 

２
 

弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
水
位
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ

Ａ
）

-
0.
8
0～

5.
5
0m

※
３

-
0.
8
0～

5.
5
0m

※
３

１
 

１
 

差
圧
式
水
位
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

- 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

-
3.
0
m，

-1
.
0m

＋
1.
0m

※
４

-
3.
0
m，

-1
.
0m

＋
1.
0m

※
４

３
１
 

電
極
式
水
位
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
 

＋
0.
1m
，
＋
1.
2
m，

 

＋
2.
4m
，
＋

2.
4
m 

※
５

＋
0.
1m
，
＋

1.
2
m，
 

＋
2.
4m
，
＋
2.
4
m 

※
５

４
１
 

電
極
式
水
位
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

【
配
備
台
数
】
 

・
可
搬
型
計
測
器
を

30
台
（
計
測
時
故
障
を
考
慮
し
た
１
台
含
む
）
を
配
備
す
る
。
な
お
，
故
障
及
び
点
検
時
の
予
備
と
し
て

30
台
配
備
す
る
。
（
今
後
の
検
討
に
よ
っ
て
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
台
数
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。
）

※
１

 
測
定
可
能
範
囲
に
つ
い
て
は
，
カ
タ
ロ
グ
値
よ
り
抜
粋
。

※
２

 
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）
。

※
３

 
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位
（

EL
5
61
0）
。

※
４

 
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（
EL
1
01
0
0）
。

※
５

 
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（
EL
67
0
6）
。

※
６

 
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）
。

※
７

 
全
交
流
電
源
喪
失
時
は
，
水
素
監
視
装
置
，
酸
素
監
視
装
置
，
放
射
線
監
視
装
置
，
炉
内
核
計
装
装
置
（
区
分
Ⅱ
）
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
及
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
に
対
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源

設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
に
よ
り
電
源
供
給
さ
れ
る
た
め
，
監
視
計
器
は
使
用
可
能
で
あ
る
。
 

※
８

 
定
格
出
力
時
の
値
に
対
す
る
比
率
で
示
す
。

※
９

 
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
10
 
検
出
点
は
７
箇
所
。

1.15-797

1956



第
１
表
 
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
個
数
整
理

(
５
／
９

)
 

分
類
 

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

測
定
可
能
範
囲
 

重
要
計
器
数
 

必
要
個
数
 

検
出
器
の
種
類
 

測
定
箇
所
 

備
考
 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
水
素
濃
度
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
 

0～
５
vo
l％

/ 

0～
1
00
v
ol
％

 
－

 
１

 
－

※
７
 

熱
伝
導
式
水
素
検
出
器
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

0～
1
00
v
ol
％

 
－

 
１

 
－

※
７
 

熱
伝
導
式
水
素
検
出
器
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
放
射
線
量
率
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド

ラ
イ
ウ
ェ
ル
）

1
0－

２
～

10
５
S
v/
h 

－
 

２
 

－
※
７
 

電
離
箱
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
 

1
0－

２
～

10
５
S
v/
h 

－
 

２
 

－
※
７
 

電
離
箱
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

未
臨
界
の
維
持
又

は
監
視
 

中
性
子
源
領
域
計
装
 

10
－
１
～
10

６
 ｓ

-1
 

（
１
×
10

３
～
1×

 

10
９
cm

-２
/ｓ

-１
）
 

－
 

４
 

－
※
７
 

核
分
裂
計
数
管
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

平
均
出
力
領
域
計
装
 

0～
1
25
％

 

（
1.
2×

10
12
～

2.
8

×
10

14
cm

-２
/s

-１
）
 

※
８

－
 

６
※
９
 

－
※
７
 

核
分
裂
電
離
箱
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

【
配
備
台
数
】
 

・
可
搬
型
計
測
器
を

30
台
（
計
測
時
故
障
を
考
慮
し
た
１
台
含
む
）
を
配
備
す
る
。
な
お
，
故
障
及
び
点
検
時
の
予
備
と
し
て

30
台
配
備
す
る
。
（
今
後
の
検
討
に
よ
っ
て
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
台
数
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。
）

※
１

 
測
定
可
能
範
囲
に
つ
い
て
は
，
カ
タ
ロ
グ
値
よ
り
抜
粋
。

※
２

 
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）
。

※
３

 
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位
（

EL
5
61
0）
。

※
４

 
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（
EL
1
01
0
0）
。

※
５

 
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（
EL
67
0
6）
。

※
６

 
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）
。

※
７

 
全
交
流
電
源
喪
失
時
は
，
水
素
監
視
装
置
，
酸
素
監
視
装
置
，
放
射
線
監
視
装
置
，
炉
内
核
計
装
装
置
（
区
分
Ⅱ
）
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
及
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
に
対
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源

設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
に
よ
り
電
源
供
給
さ
れ
る
た
め
，
監
視
計
器
は
使
用
可
能
で
あ
る
。
 

※
８

 
定
格
出
力
時
の
値
に
対
す
る
比
率
で
示
す
。

※
９

 
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。

※
10
 
検
出
点
は
７
箇
所
。

1.15-798
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第
１
表
 
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
個
数
整
理

(
６
／
９

)
 

分
類
 

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

測
定
可
能
範
囲
 

重
要
計
器
数
 

必
要
個
数
 

検
出
器
の
種
類
 

測
定
箇
所
 

備
考
 

最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン

ク
の
確
保
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
 

８
 

１
 

差
圧
式
水
位
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力
 

0～
1
MP
a
[g
a
ge
] 

0～
1
MP
a
[g
a
ge
] 

４
 

１
 

弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
温
度
 

0～
3
00
℃

 
0～

3
50
℃

※
１
 

４
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
放

射
線

モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

1
0－

２
～

10
５
S
v/
h 

－
 

２
 

－
※
７
 

電
離
箱
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

1
0－

３
～

10
４
m
Sv
/
h 

－
 

１
 

－
※
７
 

電
離
箱
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

第
１

ベ
ン

ト
フ

ィ
ル

タ
出

口
水

素
濃

度
 

0～
2
0v
o
l％

/ 

0～
1
00
v
ol
％

 
－

 
１

 
－

※
７
 

熱
伝
導
式
 

水
素
濃
度
検
出
器
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

 
 

0～
2
00
℃

 
0～

3
50
℃

※
１
 

２
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度

 
 

0～
2
00
℃

 
0～

3
50
℃

※
１
 

２
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流

量
 

0～
1
50
0
m
3 /
h 

0～
1
50
0
m
3 /
h 

２
 

１
 

差
圧
式
流
量
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

【
配
備
台
数
】
 

・
可
搬
型
計
測
器
を

30
台
（
計
測
時
故
障
を
考
慮
し
た
１
台
含
む
）
を
配
備
す
る
。
な
お
，
故
障
及
び
点
検
時
の
予
備
と
し
て

30
台
配
備
す
る
。
（
今
後
の
検
討
に
よ
っ
て
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
台
数
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。
）
 

※
１

 
測
定
可
能
範
囲
に
つ
い
て
は
，
カ
タ
ロ
グ
値
よ
り
抜
粋
。
 

※
２

 
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）
。
 

※
３

 
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位
（

EL
5
61
0）
。
 

※
４

 
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（
EL
1
01
0
0）
。
 

※
５

 
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（
EL
67
0
6）
。
 

※
６

 
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）
。
 

※
７

 
全
交
流
電
源
喪
失
時
は
，
水
素
監
視
装
置
，
酸
素
監
視
装
置
，
放
射
線
監
視
装
置
，
炉
内
核
計
装
装
置
（
区
分
Ⅱ
）
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
及
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
に
対
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源

設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
に
よ
り
電
源
供
給
さ
れ
る
た
め
，
監
視
計
器
は
使
用
可
能
で
あ
る
。
 

※
８

 
定
格
出
力
時
の
値
に
対
す
る
比
率
で
示
す
。
 

※
９

 
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。
 

※
10
 
検
出
点
は
７
箇
所
。
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第
１
表
 
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
個
数
整
理

(
７
／
９

)
 

分
類
 

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

測
定
可
能
範
囲
 

重
要
計
器
数
 

必
要
個
数
 

検
出
器
の
種
類
 

測
定
箇
所
 

備
考
 

格
納
容
器
バ
イ
パ

ス
の
監
視
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

0～
4
MP
a
[g
a
ge
] 

0～
4
MP
a
[g
a
ge
] 

３
 

１
 

弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

ど
ち
ら
か
一
方
の
系
統
を
使
用
す
る
。
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
 

0～
5
MP
a
[g
a
ge
] 

0～
5
MP
a
[g
a
ge
] 

１
 

弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

水
源
の
確
保
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
 

0～
1
50
0
m
3 

（
0～

12
54
2
mm
）

 

0～
1
50
0
m
3 

（
0～

12
54
2
mm
）

 
１

 
１
 

差
圧
式
水
位
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

- 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
 

0～
1
0 
M
Pa
[
ga
g
e]
 

0～
1
0M
P
a[
g
ag
e
] 

１
 

１
 

弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

ど
ち
ら
か
一
方
の
系
統
を
使
用
す
る
。
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
 

0～
1
2M
P
a[
g
ag
e
] 

0～
1
2M
P
a[
g
ag
e
] 

１
 

弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

出
口

圧
力
 

0～
4
MP
a
[g
a
ge
] 

0～
4
MP
a
[g
a
ge
] 

２
 

１
 

弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

ど
ち
ら
か
一
方
の
系
統
を
使
用
す
る
。
 

残
留

熱
代

替
除

去
系

ポ
ン

プ
出

口
圧

力
 

0～
3
MP
a［

g
ag
e］

 
0～

3
MP
a［

g
ag
e］

 
２

 
弾
性
圧
力
検
出
器
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

【
配
備
台
数
】
 

・
可
搬
型
計
測
器
を

30
台
（
計
測
時
故
障
を
考
慮
し
た
１
台
含
む
）
を
配
備
す
る
。
な
お
，
故
障
及
び
点
検
時
の
予
備
と
し
て

30
台
配
備
す
る
。
（
今
後
の
検
討
に
よ
っ
て
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
台
数
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。
）
 

※
１

 
測
定
可
能
範
囲
に
つ
い
て
は
，
カ
タ
ロ
グ
値
よ
り
抜
粋
。
 

※
２

 
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）
。
 

※
３

 
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位
（

EL
5
61
0）
。
 

※
４

 
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（
EL
1
01
0
0）
。
 

※
５

 
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（
EL
67
0
6）
。
 

※
６

 
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）
。
 

※
７

 
全
交
流
電
源
喪
失
時
は
，
水
素
監
視
装
置
，
酸
素
監
視
装
置
，
放
射
線
監
視
装
置
，
炉
内
核
計
装
装
置
（
区
分
Ⅱ
）
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
及
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
に
対
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源

設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
に
よ
り
電
源
供
給
さ
れ
る
た
め
，
監
視
計
器
は
使
用
可
能
で
あ
る
。
 

※
８

 
定
格
出
力
時
の
値
に
対
す
る
比
率
で
示
す
。
 

※
９

 
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。
 

※
10
 
検
出
点
は
７
箇
所
。
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第
１
表
 
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
個
数
整
理

(
８
／
９

)
 

分
類
 

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

測
定
可
能
範
囲
 

重
要
計
器
数
 

必
要
個
数
 

検
出
器
の
種
類
 

測
定
箇
所
 

備
考
 

原
子
炉
建
物
水
素

濃
度
 

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
 

0～
1
0v
o
l％

 

0～
2
0v
o
l％

 
－

 
１

 

６
 

－
※
７
 

触
媒
式
水
素
検
出
器
 

熱
伝
導
式
水
素
検
出
器
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温

度
 

静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温

度
 

0～
1
00
℃

 
0～

1
20
0℃

※
１
 

２
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

0～
4
00
℃

 
0～

1
20
0℃

※
１
 

２
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

原
子
炉
格
納
容
器

内
の
酸
素
濃
度
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
 

0～
５
vo
l％

／
 

0～
2
5v
o
l％

 
－

 
１

 
－

※
７
 

磁
気
風
式
酸
素
検
出
器
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

0～
2
5v
o
l％

 
－

 
１

 
－

※
７
 

磁
気
力
式
酸
素
検
出
器
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

【
配
備
台
数
】
 

・
可
搬
型
計
測
器
を

30
台
（
計
測
時
故
障
を
考
慮
し
た
１
台
含
む
）
を
配
備
す
る
。
な
お
，
故
障
及
び
点
検
時
の
予
備
と
し
て

30
台
配
備
す
る
。
（
今
後
の
検
討
に
よ
っ
て
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
台
数
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。
）
 

※
１

 
測
定
可
能
範
囲
に
つ
い
て
は
，
カ
タ
ロ
グ
値
よ
り
抜
粋
。
 

※
２

 
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）
。
 

※
３

 
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位
（

EL
5
61
0）
。
 

※
４

 
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（
EL
1
01
0
0）
。
 

※
５

 
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（
EL
67
0
6）
。
 

※
６

 
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）
。
 

※
７

 
全
交
流
電
源
喪
失
時
は
，
水
素
監
視
装
置
，
酸
素
監
視
装
置
，
放
射
線
監
視
装
置
，
炉
内
核
計
装
装
置
（
区
分
Ⅱ
）
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
及
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
に
対
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源

設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
に
よ
り
電
源
供
給
さ
れ
る
た
め
，
監
視
計
器
は
使
用
可
能
で
あ
る
。
 

※
８

 
定
格
出
力
時
の
値
に
対
す
る
比
率
で
示
す
。
 

※
９

 
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。
 

※
10
 
検
出
点
は
７
箇
所
。
 

             

1.15-801

1960



 

 

第
１
表
 
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
個
数
整
理

(
９
／
９

)
 

分
類
 

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

計
測
範
囲
 

測
定
可
能
範
囲
 

重
要
計
器
数
 

必
要
個
数
 

検
出
器
の
種
類
 

測
定
箇
所
 

備
考
 

燃
料
プ
ー
ル
の
 

監
視
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

-
4.
3
0～

7.
3
0m
 

※
６
 

－
 

１
 

－
※
７
 

ガ
イ
ド
パ
ル
ス
式
水
位

検
出
器
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

0～
1
50
℃

 
0～

1
20
0℃

※
１
 

１
※

10
 

１
 

熱
電
対
 

廃
棄
物
処
理

建
物
 

複
数
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
存
在
す
る
が
，
代

表
し
て
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
測
定
。
 

燃
料

プ
ー

ル
エ

リ
ア

放
射

線
モ

ニ
タ

（
高
レ
ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

1
0１

～
1
0８

mS
v
/h
 

－
 

１
 

－
※
７
 

電
離
箱
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

1
0－

３
～

10
４
m
Sv
/
h 

－
 

１
 

電
離
箱
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

－
 

－
 

１
 

－
※
７
 

赤
外
線
カ
メ
ラ
 

－
 

可
搬
型
計
測
器
で
の
計
測
対
象
外
。
 

【
配
備
台
数
】
 

・
可
搬
型
計
測
器
を

30
台
（
計
測
時
故
障
を
考
慮
し
た
１
台
含
む
）
を
配
備
す
る
。
な
お
，
故
障
及
び
点
検
時
の
予
備
と
し
て

30
台
配
備
す
る
。
（
今
後
の
検
討
に
よ
っ
て
可
搬
型
計
測
器
の
必
要
台
数
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
る
。
）
 

※
１

 
測
定
可
能
範
囲
に
つ
い
て
は
，
カ
タ
ロ
グ
値
よ
り
抜
粋
。
 

※
２

 
基
準
点
は
気
水
分
離
器
下
端
（
原
子
炉
圧
力
容
器
零
レ
ベ
ル
よ
り

13
2
8c
m）
。
 

※
３

 
基
準
点
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
通
常
水
位
（

EL
5
61
0）
。
 

※
４

 
基
準
点
は
格
納
容
器
底
面
（
EL
1
01
0
0）
。
 

※
５

 
基
準
点
は
コ
リ
ウ
ム
シ
ー
ル
ド
上
表
面
（
EL
67
0
6）
。
 

※
６

 
基
準
点
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
ラ
ッ
ク
上
端
（
EL
3
55
1
8）
。
 

※
７

 
全
交
流
電
源
喪
失
時
は
，
水
素
監
視
装
置
，
酸
素
監
視
装
置
，
放
射
線
監
視
装
置
，
炉
内
核
計
装
装
置
（
区
分
Ⅱ
）
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，
燃
料
プ
ー
ル
水
位
計
及
び
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
に
対
し
て
常
設
代
替
交
流
電
源

設
備
（
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
）
に
よ
り
電
源
供
給
さ
れ
る
た
め
，
監
視
計
器
は
使
用
可
能
で
あ
る
。
 

※
８

 
定
格
出
力
時
の
値
に
対
す
る
比
率
で
示
す
。
 

※
９

 
局
部
出
力
領
域
計
装
の
検
出
器
は

12
4
個
で
あ
り
，
平
均
出
力
領
域
計
装
の
各
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は

14
個
又
は

17
個
の
信
号
が
入
力
さ
れ
る
。
 

※
10
 
検
出
点
は
７
箇
所
。
 

        

1.15-802

1961



添付資料 1.15.6 
 

代替パラメータにて重大事故等対処時の判断基準を判断した場合の影響について 

 

 主要パラメータ（重要監視パラメータ及び有効監視パラメータ）の計測するこ

とが困難となった場合，技術的能力 1.1～1.15の作業着手の判断基準及び操作手

順並びに有効性評価の判断及び確認について，代替パラメータを用いて判断した

場合の影響について以下のとおり確認した。 

 なお，代替パラメータによる判断への影響を第１表に示す。 

 

 

確認結果 

(1) 代替パラメータによる各技術的能力の作業着手の判断基準及び操作手順並

びに有効性評価の判断及び確認への影響について検討した結果，判断，操作

に影響がないことを確認した。 

 

(2) 炉心損傷後は，炉心冠水状態，溶融炉心の発生により原子炉格納容器内及

び原子炉圧力容器内が過熱状態となることも考えられることから，炉心損傷

後においては，関連する複数のパラメータを確認し推定を行なうこととする。 

また，これらの判断に使用する重要な計器は，重大事故等時の耐環境性等を

有した重大事事故等対処設備であり，他チャンネル計器での確認が期待できる

ため，判断及び操作に対する影響は無いと判断した。 

 

 

※ 代替パラメータによる推定に当たっては，代替パラメータの誤差による影響

を考慮する。 

 

 

以 上 

1.15-803

1962



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(１
／
20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 温 度

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度

（
Ｓ
Ａ
）
 

手
 

炉
心
損
傷
確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
原
子
炉
圧
力

②
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

③
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度

①
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り

推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
水
位
が
燃
料
棒
有

効
長
頂
部
以
上
の
場
合
に
は
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
と
想
定
し
，
原
子
炉
圧

力
容
器
内
の
温
度
は
原
子
炉
圧
力
，
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
，
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
で
推
定
が
で
き
る
た
め
，
事
故
収
束

を
行
う
上
で
問
題
と
な
ら
な
い
。
原
子
炉
水
位
が
燃
料
棒
有
効
長
頂
部
以
下
の
場
合
に

は
，
輻
射
伝
熱
及
び
燃
料
棒
鉛
直
方
向
の
熱
伝
導
等
を
考
慮
し
て
い
な
い
た
め
定
量
的
な

評
価
は
困
難
だ
が
，
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
状
態
を
把
握
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
。

③
残
留
熱
除
去
系
が
運
転
状
態
で
あ
れ
ば
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
に
よ
り
推

定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

有
 

手
 

ペ
デ
ス
タ
ル
へ
の
注
水

判
断
 

手
 

原
子
炉
除
熱
機
能
確
認
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 圧 力

原
子
炉
圧
力
 

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
減
圧

機
能
確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

③
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

③
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

③
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

③
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

①
原
子
炉
圧
力
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能

で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
原
子
炉
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
同
じ
仕
様
の
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

で
監
視
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

③
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
も
の
の
，
原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
圧
力
は
上
記
①
②
で
推
定
が
で
き
る
た
め
，
事
故
収
束
を
行
う
上
で
問
題
と
な
ら

な
い
。

な
し
 

有
 

手
 

低
圧
・
高
圧
注
水
機
能

確
認
 

有
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
減
圧

機
能
確
認
 

①
原
子
炉
圧
力

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

①
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
同
じ
仕
様
の
原
子
炉
圧
力

に
よ
り
監
視
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
も
の
の
，
原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
圧
力
は
上
記
①
で
推
定
が
で
き
る
た
め
，
事
故
収
束
を
行
う
上
で
問
題
と
な
ら
な

い
。

な
し
 

有
 

手
 

低
圧
・
高
圧
注
水
機
能

確
認
 

有
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

1.15-804

1963



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(２
／
20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 水 位 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

有
 

手
 

高
圧
・
低
圧
注
水
機
能

確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

③
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

③
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

③
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
 

③
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

③
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

③
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

③
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

③
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

 

④
原
子
炉
圧
力
 

④
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

④
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場

合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
原
子
炉
水
位
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
同
じ
仕
様
の
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

に
よ
り
監
視
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

③
直
前
ま
で
判
明
し
て
い
た
原
子
炉
水
位
に
変
換
率
を
考
慮
し
，
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注

水
流
量
と
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
の
差
を
利
用
し
て
，
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態

を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お
り
，
炉
心
冷
却
状
態
を
把
握
す
る
上
で
適
用
で
き
，
判
断
に

与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

④
原
子
炉
水
位
の
監
視
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満
水
操
作
時
に
お

け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お
り
，
炉
心
冷
却
状
態
を
把

握
す
る
上
で
適
用
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
減
圧

機
能
確
認
 

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

有
 

手
 

高
圧
・
低
圧
注
水
機
能

確
認
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

②
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

②
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
 

②
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

②
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

②
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

②
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

 

③
原
子
炉
圧
力
 

③
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
同
じ
仕
様
の
原
子
炉
水
位

（
広
帯
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
に
よ
り
監
視
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影

響
は
な
い
。
 

②
直
前
ま
で
判
明
し
て
い
た
原
子
炉
水
位
に
変
換
率
を
考
慮
し
，
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注

水
流
量
と
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
水
量
の
差
を
利
用
し
て
，
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態

を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お
り
，
炉
心
冷
却
状
態
を
把
握
す
る
上
で
適
用
で
き
，
判
断
に

与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

③
原
子
炉
水
位
の
監
視
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
原
子
炉
圧
力
容
器
の
満
水
操
作
時
に
お

け
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お
り
，
炉
心
冷
却
状
態
を
把

握
す
る
上
で
適
用
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
減
圧

機
能
確
認
 

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

 

1.15-805
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第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(３
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

原 子 炉 圧 力 容 器 へ の 注 水 量

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流

量
 

有
 

手
 

高
圧
注
水
機
能
確
認
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

①
各
系
統
の
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
は
，
水
源
で
あ

る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位

変
化
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響

は
な
い
。

②
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
注
水
量
と
原
子
炉
水
位
変
化
率
に
相
当
す
る
水
量
の
和
を
利
用

し
て
，
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お
り
，
崩
壊
熱
除
去
に
必

要
な
注
水
量
を
確
認
し
炉
心
冷
却
状
態
を
把
握
す
る
上
で
適
用
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影

響
は
な
い
。

な
し
 

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

有
 

手
 

低
圧
注
水
機
能
確
認
 

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

な
し
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流

量
 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流

量
（
狭
帯
域
用
）
 

有
 

手
 

低
圧
注
水
機
能
確
認
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

①
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
崩
壊
熱
除
去
に
必
要

な
注
水
量
と
原
子
炉
水
位
変
化
率
に
相
当
す
る
水
量
の
和
を
利
用
し
て
，
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
状
態
を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お
り
，
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
注
水
量
を
確
認
し

炉
心
冷
却
状
態
を
把
握
す
る
上
で
適
用
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン

プ
出
口
流
量
 

有
 

手
 

高
圧
注
水
機
能
確
認
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

①
各
系
統
の
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
は
，
水
源
で
あ

る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
），

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
水
位

変
化
に
よ
り
原
子
炉
圧
力
容
器
へ
の
注
水
量
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響

は
な
い
。

②
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
注
水
量
と
原
子
炉
水
位
変
化
率
に
相
当
す
る
水
量
の
和
を
利
用

し
て
，
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お
り
，
崩
壊
熱
除
去
に
必

要
な
注
水
量
を
確
認
し
炉
心
冷
却
状
態
を
把
握
す
る
上
で
適
用
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影

響
は
な
い
。

な
し
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン

プ
出
口
流
量
 

有
 

手
 

高
圧
注
水
機
能
確
認
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

な
し
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口

流
量
 

有
 

手
 

低
圧
注
水
機
能
確
認
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

な
し
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン

プ
出
口
流
量
 

有
 

手
 

低
圧
注
水
機
能
確
認
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

な
し
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子

炉
注
水
流
量
 

有
 

手
 

低
圧
注
水
機
能
確
認
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

1.15-806
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第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(４
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

原 子 炉 格 納 容 器 へ の 注 水 量

代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

手
 

原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

機
能
確
認
 

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
の
監
視
が
不
可

能
と
な
っ
た
場
合
は
，
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
変
化
に
よ
り
原
子

炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
注
水
特
性
を
用
い
る
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン

バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
を
確
認
し
，
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お

り
，
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
を
把
握
す
る
上
で
適
用
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響

は
な
い
。

②
注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
及
び
ペ
デ
ス
タ
ル
水

位
の
変
化
量
か
ら
注
水
量
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ

流
量
 

有
 

手
 

原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

機
能
確
認
 

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

①
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

①
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
注
水
特
性
を
用
い

る
上
で
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
），

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

を
確
認
し
，
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お
り
，
原
子
炉
格
納

容
器
へ
の
注
水
量
を
把
握
す
る
上
で
適
用
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
注
水
先
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
及
び
ペ
デ
ス
タ
ル
水

位
の
変
化
量
か
ら
注
水
量
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流

量
 

ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流

量
（
狭
帯
域
用
）
 

有
 

手
 

原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

機
能
確
認
 

①
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位

①
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
注
水
先
の
ペ
デ
ス
タ

ル
水
位
及
び
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
の
変
化
量
か
ら
注
水
量
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に

与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
 

有
 

手
 

原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

機
能
確
認
 

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
，

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
か
ら
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
を

用
い
て
流
量
を
推
定
し
，
こ
の
流
量
か
ら
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
を
差
し

引
い
て
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に

与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

1.15-807

1966



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(５
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

④
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
同
じ
仕
様
の
ペ
デ

ス
タ
ル
温
度
に
よ
り
監
視
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

③
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
格
納
容
器

内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
が
，
重
大
事
故
等
時
の
有
効
性
評
価
（
雰
囲

気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷

(格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損

)）
に
お
い
て
，
事
象
初

期
に
お
い
て
一
時
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
過
熱
状
態
に
至
る
も
の
の
，
そ
の
後
の
ほ

と
ん
ど
の
期
間
で
原
子
炉
格
納
容
器
内
は
飽
和
状
態
に
速
や
か
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
か

ら
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
温
破
損
防
止
対
策
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
，
判

断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

有
 

手
 

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

機
能
確
認
 

ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
） 

有
 

手
 

ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
機
能

確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

④
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に

よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
同
じ
仕
様
の
ド
ラ
イ

ウ
ェ
ル
温
度
に
よ
り
監
視
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

③
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
格
納
容
器
内

が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
が
，
重
大
事
故
等
時
の
有
効
性
評
価
（
雰
囲
気

圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷

(格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損

)）
に
お
い
て
，
事
象
初
期

に
お
い
て
一
時
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
過
熱
状
態
に
至
る
も
の
の
，
そ
の
後
の
ほ
と

ん
ど
の
期
間
で
原
子
炉
格
納
容
器
内
は
飽
和
状
態
に
速
や
か
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
か
ら
，

原
子
炉
格
納
容
器
の
過
温
破
損
防
止
対
策
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
，
判
断
に

与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
 

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

①
ペ
デ
ス
タ
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

      

1.15-808

1967



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(６
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 温 度 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

手
 

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

機
能
確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

③
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
各
部
の
温
度
を
同
じ
仕
様
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
温
破
損
防
止
対
策
を
行
う

上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

③
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
が
，
重
大
事
故
等
時
の
有

効
性
評
価
（
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷

(格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損

)）
に

お
い
て
，
事
象
初
期
に
お
い
て
一
時
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
過
熱
状
態
に
至
る
も
の

の
，
そ
の
後
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
で
原
子
炉
格
納
容
器
内
は
飽
和
状
態
に
速
や
か
に
維
持

さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
温
破
損
防
止
対
策
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー

ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
各
部
の
温
度
を
同
じ
仕
様
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度

（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
温
破
損
防
止
対
策
を
行
う

上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

有
 

手
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ

ー
ル
水
冷
却
機
能
確
認

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
減
圧

機
能
確
認
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

1.15-809

1968



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(７
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
 

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

③
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

③
ペ
デ
ス
タ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
と

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
は
，
真
空
破
壊
弁
及
び
ベ
ン
ト
管
を
介
し
て
そ
れ
ぞ
れ
均

圧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
同
じ
仕
様
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ

り
推
定
可
能
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止
対
策
を
行
う
上
で
判
断
に
与

え
る
影
響
は
な
い
。

③
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
が
，
重
大
事
故
等
時
の
有

効
性
評
価
（
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷

(格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損

)）
に

お
い
て
，
事
象
初
期
に
お
い
て
一
時
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
過
熱
状
態
に
至
る
も
の

の
，
そ
の
後
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
で
原
子
炉
格
納
容
器
内
は
飽
和
状
態
に
速
や
か
に
維
持

さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止
対
策
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

有
 

手
 

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

確
認
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ

ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

有
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
ド

ラ
イ
ウ
ェ
ル
と
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
は
，
真
空
破
壊
弁
及
び
ベ
ン
ト
管
を
介
し

て
そ
れ
ぞ
れ
均
圧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
同
じ
仕
様
の
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ

り
推
定
可
能
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止
対
策
を
行
う
上
で
判
断
に
与

え
る
影
響
は
な
い
。

③
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
が
，
重
大
事
故
等
時
の
有

効
性
評
価
（
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷

(格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損

)）
に

お
い
て
，
事
象
初
期
に
お
い
て
一
時
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
過
熱
状
態
に
至
る
も
の

の
，
そ
の
後
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
で
原
子
炉
格
納
容
器
内
は
飽
和
状
態
に
速
や
か
に
維
持

さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止
対
策
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

有
 

手
 

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

確
認
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

1.15-810

1969



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(８
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 位

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
 

有
 

手
 

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

機
能
確
認
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

①
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

②
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

②
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

②
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

③
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

①
ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
の
停
止
判
断
に
用
い
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
計
の
監
視
が
不
可
能
と

な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，

判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
水
位
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
，

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
，
格
納
容
器

代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭

帯
域
用
）
の
注
水
量
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
位
変
化
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に

与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー

ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

有
 

手
 

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

機
能
確
認
 

①
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

①
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

①
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

①
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
代
替

注
水
流
量
（
常
設
）
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
，
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
（
狭

帯
域
用
）
，
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
，
ペ
デ
ス
タ

ル
代
替
注
水
流
量
（
狭
帯
域
用
）
の
注
水
量
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る

影
響
は
な
い
。

②
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
位
変
化
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に

与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
 

有
 

手
 

ペ
デ
ス
タ
ル
注
水
機
能

確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）

②
格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量

②
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量

③
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位

①
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定

可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
ペ
デ
ス
タ
ル
水
位
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
代
替
注
水
流
量
（
常
設
），

格

納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
流
量
，
ペ
デ
ス
タ
ル
代
替
注
水
流
量
の
注
水
量
に
よ
り
，
ペ
デ
ス

タ
ル
水
位
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

③
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
位
変
化
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に

与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

1.15-811

1970



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(９
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 水 素 濃 度 

格
納
容
器
水
素
濃
度
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

①
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
格
納
容
器
水
素
濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ

Ａ
）
 

手
 

原
子
炉
圧
力
容
器
破
損

確
認
 

①
格
納
容
器
水
素
濃
度
 

①
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
水
素
濃

度
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 放 射 線 量 率 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線

モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
） 

有
 

手
 

炉
心
損
傷
確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
［
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
］

※
２
 

①
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場

合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合

は
，
推
定
に
よ
る
評
価
条
件
が
限
定
さ
れ
る
も
の
の
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
放
射
線
量

率
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
）
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推

定
で
き
る
た
め
，
事
故
収
束
に
向
け
た
対
応
を
行
う
上
で
問
題
と
は
な
ら
な
い
。

 

な
し
 

有
 

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

機
能
確
認
 

格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線

モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ

ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
 

有
 

手
 

炉
心
損
傷
確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
［
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
］

※
２
 

①
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル

が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響

は
な
い
。
 

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）
の
監
視
が
不
可
能

と
な
っ
た
場
合
は
，
推
定
に
よ
る
評
価
条
件
が
限
定
さ
れ
る
も
の
の
，
原
子
炉
格
納
容
器

内
の
放
射
線
量
率
は
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）

の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
で
き
る
た
め
，
事
故
収
束
に
向
け
た
対
応
を
行
う
上
で
問

題
と
は
な
ら
な
い
。
 

な
し
 

有
 

原
子
炉
格
納
容
器
除
熱

機
能
確
認
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

  

1.15-812

1971



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(1
0
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

未 臨 界 の 維 持 又 は 監 視

中
性
子
源
領
域
計
装
 

有
 

手
 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
の
確

認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
平
均
出
力
領
域
計
装

③
［
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
］

※
２

①
中
性
子
源
領
域
モ
ニ
タ
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り

推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
中
性
子
源
領
域
モ
ニ
タ
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
よ

り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

③
制
御
棒
は
，
発
電
用
原
子
炉
が
低
温
状
態
に
お
い
て
臨
界
未
満
に
維
持
で
き
る
設
備
で
あ

る
た
め
，
そ
の
機
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
に
あ
る
こ
と
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
，
発
電
用
原
子
炉
の
未
臨
界
を
推
定
可
能
で
あ

り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

有
 

手
 

原
子
炉
未
臨
界
の
確
認
 

平
均
出
力
領
域
計
装
 

有
 

手
 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
の
確

認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
中
性
子
源
領
域
計
装

③
［
制
御
棒
手
動
操
作
・
監
視
系
］

※
２

①
平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り

推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
中
性
子
源
領
域
モ
ニ
タ
に

よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

③
制
御
棒
は
，
発
電
用
原
子
炉
が
低
温
状
態
に
お
い
て
臨
界
未
満
に
維
持
で
き
る
設
備
で
あ

る
た
め
，
そ
の
機
能
が
満
足
し
て
い
る
こ
と
を
全
制
御
棒
が
全
挿
入
位
置
に
あ
る
こ
と
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
，
発
電
用
原
子
炉
の
未
臨
界
を
推
定
可
能
で
あ

り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

有
 

手
 

原
子
炉
未
臨
界
の
確
認
 

［
制
御
棒
手
動
操
作
・
監

視
系
］

※
２
 

手
 

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
の
確

認
 

①
中
性
子
源
領
域
計
装

②
平
均
出
力
領
域
計
装

①
制
御
棒
操
作
・
監
視
系
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
中
性
子
源
領
域
モ
ニ
タ
に

よ
り
発
電
用
原
子
炉
の
出
力
を
監
視
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
平
均
出
力
領
域
モ
ニ
タ
に
よ
り
発
電
用
原
子
炉
の
出
力
を
監
視
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与

え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

1.15-813

1972



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(1
1
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

残 留 熱 代 替 除 去 系 （ １ ／ ２ ） 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー

ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

有
 

手
 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
所

熱
確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，

他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
サ

プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
内
の
温
度
を
同
じ
仕
様
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温

度
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
す

る
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

出
口
温
度
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
除
熱
対
象
で

あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
低
下
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
，
除
熱
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
最
終
ヒ
ー
ト

シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
す
る
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

                   

1.15-814

1973



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(1
2
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

残 留 熱 代 替 除 去 系 （ ２ ／ ２ ）

残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子

炉
注
水
流
量
 

有
 

手
 

代
替
循
環
冷
却
系
に
よ

る
原
子
炉
格
納
容
器
所

熱
確
認
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

①
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

③
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
崩
壊
熱
除

去
に
必
要
な
注
水
量
と
原
子
炉
水
位
変
化
率
に
相
当
す
る
水
量
の
和
を
利
用
し
て
，
発
電

用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お
り
，
崩
壊
熱
除
去
に
必
要
な
注
水
量

を
確
認
し
炉
心
冷
却
状
態
を
把
握
す
る
上
で
適
用
で
き
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
す
る
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
に
は
，

残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
か
ら
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
を

用
い
て
流
量
を
推
定
し
，
こ
の
流
量
か
ら
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
を
差
し

引
い
て
，
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に

与
え
る
影
響
は
な
い
。

③
除
熱
対
象
で
あ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
の
低
下
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
，

除
熱
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が

確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
す
る
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納

容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
 

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
格
納
容
器
ス
プ
レ
イ
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原

子
炉
圧
力
容
器
側
の
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量
と
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ

ン
プ
出
口
圧
力
に
て
，
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
の
注
水
特
性
か
ら
推
定
し
た
総
流
量
よ

り
原
子
炉
格
納
容
器
側
へ
の
注
水
量
を
確
認
し
，
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
考
慮
し

た
推
定
と
し
て
お
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水
量
を
把
握
す
る
上
で
判
断
に
与
え
る

影
響
は
な
い
。

②
除
熱
対
象
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度

（
Ｓ
Ａ
）
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
低
下
傾
向
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
，
除
熱
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
最
終

ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
す
る
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な

い
。

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

1.15-815

1974



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(1
3
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

格 納 容 器 フ ィ ル タ ベ ン ト 系 

ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
 

有
 

手
 

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ

ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉

格
納
容
器
除
熱
確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

①
ス
ク
ラ
バ
容
器
水
位
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推

定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推

定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
ス
ク
ラ
バ
容
器
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
低
下
傾
向
か
ら
格
納
容
器
ベ
ン

ト
の
実
施
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

ス
ク
ラ
バ
容
器
温
度
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

①
ス
ク
ラ
バ
容
器
温
度
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推

定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出

口
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ

ン
ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

①
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し

た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出

口
水
素
濃
度
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
予
備
 

②
格
納
容
器
水
素
濃
度
 

②
格
納
容
器
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃
度
が
故
障
し
た
場
合
は
，
予
備
の
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ

ル
タ
出
口
水
素
濃
度
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

 

②
第
１
ベ
ン
ト
フ
ィ
ル
タ
出
口
水
素
濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
格

納
容
器
内
の
水
素
ガ
ス
が
格
納
容
器
圧
力
逃
が
し
装
置
の
配
管
内
を
通
過
す
る
こ
と
か

ら
，
格
納
容
器
水
素
濃
度
及
び
格
納
容
器
内
水
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ

り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

 

1.15-816

1975



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(1
4
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

最 終 ヒ ー ト シ ン ク の 確 保 

残 留 熱 除 去 系 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

入
口
温
度
 

有
 

手
 

残
留
熱
除
去
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
冷
却

確
認
 

①
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
除
熱
対
象
で

あ
る
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
），

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
の
低
下
傾

向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
，
除
熱
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
，

判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器

出
口
温
度
 

①
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
 

②
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
流
量

 

①
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
熱
交
換
器
ユ

ニ
ッ
ト
の
熱
交
換
量
評
価
か
ら
，
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
入
口
温
度
に
よ
り
残
留
熱
除

去
系
熱
交
換
器
出
口
温
度
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

 

②
残
留
熱
除
去
系
熱
交
換
器
冷
却
水
の
流
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
残
留
熱
除
去

系
熱
交
換
器
出
口
側
が
冷
却
さ
れ
る
た
め
，
最
終
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口

流
量
 

①
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

①
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
残
留
熱
除
去
ポ
ン

プ
の
注
水
特
性
か
ら
推
定
し
た
流
量
よ
り
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
を
確
認
し
，
発

電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
考
慮
し
た
推
定
と
し
て
お
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
へ
の
注
水

量
を
把
握
す
る
が
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

 
 

1.15-817

1976



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(1
5
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 状 態 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

有
 

手
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ

ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
判

断
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場

合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合

は
，
同
じ
仕
様
の
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
で
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
水
位
を
監
視
す
る
こ

と
が
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

①
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

①
同
じ
仕
様
の
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
，
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
で
原
子
炉
圧
力
容
器

内
の
水
位
を
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

原
子
炉
圧
力
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
 

②
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

③
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

③
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
圧
力
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り
推
定
可
能

で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

 

②
原
子
炉
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
同
じ
仕
様
の
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

で
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な

い
。
 

③
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
も
の
の
，
原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
圧
力
は
上
記
①
②
で
推
定
が
で
き
る
た
め
，
事
故
収
束
を
行
う
上
で
問
題
と
な
ら

な
い
。
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
圧
力
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
同
じ
仕
様
の
原
子
炉
圧
力

で
原
子
炉
圧
力
容
器
内
の
圧
力
を
監
視
す
る
こ
と
が
で
き
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な

い
。
 

③
原
子
炉
圧
力
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
も
の
の
，
原
子
炉
圧
力
容

器
内
の
圧
力
は
上
記
①
で
推
定
が
で
き
る
た
め
，
事
故
収
束
を
行
う
上
で
問
題
と
な
ら
な

い
。
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

     

1.15-818

1977



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(1
6
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 状 況 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ

Ａ
）
 

有
 

手
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ

ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
判

断

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
格
納
容
器

内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
が
，
重
大
事
故
等
時
の
有
効
性
評
価
（
雰
囲

気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷

(格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損

)）
に
お
い
て
，
事
象
初

期
に
お
い
て
一
時
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
過
熱
状
態
に
至
る
も
の
の
，
そ
の
後
の
ほ

と
ん
ど
の
期
間
で
原
子
炉
格
納
容
器
内
は
飽
和
状
態
に
速
や
か
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
か

ら
，
適
用
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ

Ａ
）
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

③
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

①
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
と

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
は
，
真
空
破
壊
弁
及
び
ベ
ン
ト
管
を
介
し
て
そ
れ
ぞ
れ
均

圧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
同
じ
仕
様
の
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
に
よ

り
推
定
可
能
で
あ
り
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止
対
策
を
行
う
上
で
判
断
に
与

え
る
影
響
は
な
い
。

③
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
飽
和
状
態
に
あ
る
こ
と
が
限
定
さ
れ
る
が
，
重
大
事
故
等
時
の
有

効
性
評
価
（
雰
囲
気
圧
力
・
温
度
に
よ
る
静
的
負
荷

(格
納
容
器
過
圧
・
過
温
破
損

)）
に

お
い
て
，
事
象
初
期
に
お
い
て
一
時
的
に
原
子
炉
格
納
容
器
内
が
過
熱
状
態
に
至
る
も
の

の
，
そ
の
後
の
ほ
と
ん
ど
の
期
間
で
原
子
炉
格
納
容
器
内
は
飽
和
状
態
に
速
や
か
に
維
持

さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
原
子
炉
格
納
容
器
の
過
圧
破
損
防
止
対
策
に
必
要
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

1.15-819

1978



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(1
7
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視 

原 子 炉 建 物 内 の 状 況 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口

圧
力
 

有
 

手
 

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
シ

ス
テ
ム
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
の
判

断
 

①
原
子
炉
圧
力
 

①
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
［
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
］

※
２
 

①
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
バ
イ
パ

ス
が
発
生
し
た
場
合
（
発
生
箇
所
の
隔
離
ま
で
）
は
，
原
子
炉
圧
力
と
破
断
箇
所
が
同
様

の
傾
向
を
示
す
こ
と
か
ら
，
破
断
検
知
を
す
る
上
で
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
の
指
示
値
上
昇
傾
向
を
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
，
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
が
発
生
し
た
こ
と
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え

る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン

プ
出
口
圧
力
 

①
原
子
炉
圧
力
 

①
原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
［
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
］

※
２
 

①
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器

バ
イ
パ
ス
が
発
生
し
た
場
合
（
発
生
箇
所
の
隔
離
ま
で
）
は
，
原
子
炉
圧
力
と
破
断
箇
所

が
同
様
の
傾
向
を
示
す
こ
と
か
ら
，
破
断
検
知
を
す
る
上
で
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な

い
。
 

②
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
）
の
指
示
値
上
昇
傾
向
を
把
握
す
る
こ

と
に
よ
り
，
格
納
容
器
バ
イ
パ
ス
が
発
生
し
た
こ
と
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え

る
影
響
は
な
い
。
 

 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

  
 

1.15-820

1979



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(1
8
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

水 源 の 確 保 

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽

水
位
 

有
 

手
 

低
圧
注
水
機
能
確
認
 

①
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）
 

②
原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

①
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
低
圧
原
子
炉
代
替

注
水
槽
を
水
源
と
す
る
代
替
注
水
流
量
（
常
設
）
の
注
水
量
と
直
前
ま
で
判
明
し
て
い
た

低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
の
水
位
に
水
位
容
量
曲
線
を
用
い
て
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断

に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
注
水
先
の
原
子
炉
水
位
又
は
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
水
位
変
化
を

確
認
す
る
こ
と
で
，
必
要
な
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
で

確
認
す
る
こ
と
で
，
必
要
な
水
源
で
あ
る
低
圧
原
子
炉
代
替
注
水
槽
水
位
が
確
保
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー

ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

手
 

低
圧
・
高
圧
注
水
機
能

確
認
 

①
高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
流
量
 

①
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

①
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

①
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
 

①
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
流
量

 

①
残
留
熱
代
替
除
去
系
原
子
炉
注
水
流
量

 

②
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 

②
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 

②
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

②
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 

②
残
留
熱
代
替
除
去
系
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

 

①
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
を
水
源
と
す
る
各
系
統
の
注
水
量
と
直
前
ま
で
判
明
し
て
い
た

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
の
水
位
に
水
位
容
量
曲
線
を
用
い
て
推
定
す
る
た
め
，
必

要
な
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
，
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
，
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
，
低

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
，
残
留
熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
が
正
常
に
動
作
し
て
い
る
こ
と
を

ポ
ン
プ
出
口
圧
力
で
確
認
す
る
こ
と
で
，
必
要
な
水
源
で
あ
る
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー

ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響

は
な
い
。
 

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

 
 

1.15-821

1980



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(1
9
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

原 子 炉 建 物 内 の

水 素 濃 度

原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
 

手
 

原
子
炉
建
物
内
水
素
濃

度
確
認
 

①
主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
の
他
チ
ャ
ン
ネ
ル

②
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
入
口
温
度

②
静
的
触
媒
式
水
素
処
理
装
置
出
口
温
度

①
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
の
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
故
障
し
た
場
合
は
，
他
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
り

推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
原
子
炉
建
物
水
素
濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
原
子
炉
建
物
内
の
水
素
ガ

ス
が
静
的
触
媒
式
水
素
再
結
合
器
で
処
理
さ
れ
た
場
合
，
発
熱
反
応
が
生
じ
，
装
置
の
入

口
と
出
口
温
度
に
差
が
生
じ
る
。
温
度
差
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
静
的
触
媒
式
水
素
再

結
合
器
に
入
る
水
素
濃
度
が
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 酸 素 濃 度

格
納
容
器
酸
素
濃
度
 

手
 

格
納
容
器
ベ
ン
ト
判
断
 

①
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
）

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

①
格
納
容
器
酸
素
濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）

に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
炉
心
損
傷
判
断
後
の
初
期

酸
素
濃
度
と
保
守
的
な
Ｇ
値
を
入
力
と
し
た
評
価
結
果
（
解
析
結
果
）
で
は
，
実
際
の
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
酸
素
濃
度
よ
り
も
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
，
原
子
炉
格
納

容
器
内
で
の
水
素
燃
焼
を
防
止
す
る
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
を
確

認
し
，
事
故
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
空
気
（
酸
素
）
の
流
入
有
無
を
把
握
す
る
こ

と
は
，
炉
心
損
傷
判
断
後
の
初
期
酸
素
濃
度
と
保
守
的
な
Ｇ
値
を
入
力
と
し
た
評
価
結
果

（
解
析
結
果
）
の
信
頼
性
を
上
げ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
水
素

燃
焼
の
可
能
性
を
把
握
す
る
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ

Ａ
）
 

手
 

格
納
容
器
ベ
ン
ト
判
断
 

①
格
納
容
器
酸
素
濃
度

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
ド
ラ
イ
ウ
ェ

ル
）

②
格
納
容
器
雰
囲
気
放
射
線
モ
ニ
タ
（
サ
プ
レ
ッ
シ

ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
）

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

②
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

①
格
納
容
器
酸
素
濃
度
（
Ｓ
Ａ
）
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
格
納
容
器
酸
素
濃

度
に
よ
り
推
定
可
能
で
あ
り
，
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
格
納
容
器
内
酸
素
濃
度
の
監
視
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
は
，
炉
心
損
傷
判
断
後
の
初
期

酸
素
濃
度
と
保
守
的
な
Ｇ
値
を
入
力
と
し
た
評
価
結
果
（
解
析
結
果
）
で
は
，
実
際
の
原

子
炉
格
納
容
器
内
の
酸
素
濃
度
よ
り
も
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
，
原
子
炉
格
納

容
器
内
で
の
水
素
燃
焼
を
防
止
す
る
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

②
ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
及
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
を
確

認
し
，
事
故
後
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
へ
の
空
気
（
酸
素
）
の
流
入
有
無
を
把
握
す
る
こ

と
は
，
炉
心
損
傷
判
断
後
の
初
期
酸
素
濃
度
と
保
守
的
な
Ｇ
値
を
入
力
と
し
た
評
価
結
果

（
解
析
結
果
）
の
信
頼
性
を
上
げ
る
こ
と
と
な
る
か
ら
，
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
の
水
素

燃
焼
の
可
能
性
を
把
握
す
る
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。

1.15-822

1981



第
１
表
 
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

(2
0
／

20
)
 

分
類
 

主
要
パ
ラ
メ
ー
タ
 

判
断
基
準
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ

※
１
 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
判
断
へ
の
影
響

 
影
響
 

燃 料 プ ー ル の 監 視 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
） 

有
 

手
 

燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
機

能
又
は
注
水
機
能
確
認
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン

ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
で
燃
料
プ
ー
ル
の
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，

燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
を
行
う
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
水
位
／
放
射
線
量
率
の
関
係
を
利
用
し
て
，
必
要
な
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推

定
で
き
，
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
を
行
う
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

③
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
の
監
視
を
行
う
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度

（
Ｓ
Ａ
）
 

有
 

手
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン

ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

③
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
で
燃
料
プ
ー
ル
水
位
を
計
測
す
る
こ
と
が
で
き
，
燃
料
プ
ー

ル
の
監
視
を
行
う
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
水
位
／
放
射
線
量
率
の
関
係
を
利
用
し
て
，
必
要
な
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推

定
で
き
，
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
を
行
う
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
の
監
視
を
行
う
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射

線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン
ジ
・

低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

有
 

手
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

②
燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
水
位
／
放
射
線
量
率
の
関
係
を
利
用
し
て
，
必
要
な
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推

定
で
き
，
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
を
行
う
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

②
燃
料
プ
ー
ル
の
状
態
の
監
視
を
行
う
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

燃
料
プ
ー
ル
監
視
カ
メ
ラ

（
Ｓ
Ａ
）
 

有
 

手
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃
料
プ
ー
ル
水
位
・
温
度
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
燃
料
プ
ー
ル
エ
リ
ア
放
射
線
モ
ニ
タ
（
高
レ
ン

ジ
・
低
レ
ン
ジ
）
（
Ｓ
Ａ
）
 

①
水
位
／
放
射
線
量
率
の
関
係
を
利
用
し
て
，
必
要
な
水
位
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推

定
で
き
，
燃
料
プ
ー
ル
の
監
視
を
行
う
上
で
判
断
に
与
え
る
影
響
は
な
い
。
 

な
し
 

有
：
重
要
事
故
シ
ー
ケ
ン
ス
（
有
効
性
評
価
）
に
使
用
し
た
判
断
基
準
，
手
：
技
術
的
能
力
審
査
基
準
（
各
手
順
）
に
係
る
判
断
基
準
 

※
１
：
代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
の
番
号
は
優
先
順
位
を
示
す
。
 

※
２
：［

 
］
は
有
効
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
又
は
重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
の
常
用
計
器
（
耐
震
性
又
は
耐
環
境
性
等
は
な
い
が
，
監
視
可
能
で
あ
れ
ば
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
状
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
な
計
器
）
を
示
す
。
 

1.15-823

1982



添付資料 1.15.7 
 

原子炉水位不明時の対応について 

 

1.概要 

重大事故等対処設備とする原子炉水位は，原子炉水位（広帯域），原子炉水位

（燃料域）及び原子炉水位（ＳＡ）があり，それぞれの計測範囲で原子炉圧力容

器内の水位を確認する。 

 

2.水位不明判断条件 

原子炉水位不明は以下により確認する。 

ａ．原子炉水位の電源が喪失した場合 

ｂ．原子炉水位の指示に「ばらつき」があり，原子炉水位が燃料棒有効 

長頂部以上であることが判定できない場合 

ｃ．ドライウェル雰囲気温度が，原子炉圧力に対する飽和温度に達した 

場合（事故時操作要領書（徴候ベース）の中で定める水位不明判断 

曲線で水位不明領域に入った場合） 

   ｄ．凝縮槽液相部温度と気相部温度がほぼ一致し，有意な差が認められ 

ない場合  

 

第１図 水位不明判断曲線 

 

3.格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・ 

過温破損）」における水位不明時の対応について 

有効性評価の格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納

容器過圧・過温破損）」で想定される事故シーケンスでは，原子炉冷却材喪失

（大破断ＬＯＣＡ発生）により，第１図に示す水位不明領域となるため，運転

員は水位不明を判断する。水位不明を判断した場合，原子炉水位Ｌ０まで冠水
本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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させるために必要な水量を注水し，その後，崩壊熱による蒸発量相当の注水量

に流量調整することで，損傷炉心の冷却を維持することとする。 

 

4.炉心損傷後における水位不明判断時の対応手順について 

上記のとおり，炉心損傷後の対応手順として，水位不明を判断し外部水源に

期待した原子炉注水を実施する場合には，手順に従い，原子炉水位Ｌ０まで水

位回復させるために約 230m3/hで 30分継続して注水する。原子炉水位Ｌ０到達

後に崩壊熱による蒸発量相当の注水量よりも多い注水量で注水する場合には，

原子炉に持ち込んだ水がＬＯＣＡ破断口から格納容器へ流出しサプレッショ

ン・プール水位の上昇につながるため，格納容器フィルタベント系による格納

容器除熱の開始時間が早まる。そのため，原子炉水位Ｌ０到達までに必要な注

水時間の注水を実施した後は，格納容器フィルタベント系による格納容器除熱

を可能な限り遅延させ環境への影響を低減させるため，崩壊熱による蒸発量相

当の注水量とする。 

なお，残留熱代替除去系の起動等によりサプレッション・チェンバを水源と

した原子炉注水に切り替える場合には，崩壊熱による蒸発量相当の注水量には

変更せず，所定の流量での注水を継続する。 

 

5.水位不明判断時の原子炉水位の推定手段について 

上記のとおり，水位不明と判断した場合，原子炉注水流量及び必要な注水時

間により，原子炉水位Ｌ０位置までの水位回復を判断する。 

その後，原子炉水位をＬ０以上で維持するためには，崩壊熱による蒸発量相

当の注水量以上での注水の継続及び原子炉圧力容器下部が健全であることが必

要となる。仮に原子炉圧力容器下部からの漏えいにより，原子炉水位をＬ０以

上に維持できない場合は，サプレッション・プール水位の顕著な上昇がなく，

原子炉圧力容器表面温度が上昇すると考えられるため，以下のパラメータによ

って損傷炉心の冷却維持を判断することとする。 

・崩壊熱相当の注水量以上で原子炉注水を継続していること 

・サプレッション・プール水位が顕著に上昇していること 

・原子炉圧力容器表面温度が過熱状態にないこと 

残留熱代替除去系等のサプレッション・チェンバを水源とした注水手段を確

保できる場合には，崩壊熱相当及び漏えいを補う注水量以上で注水を継続する

ことで，原子炉圧力容器下部からの漏えいが生じている場合でも，サプレッシ

ョン・プールの水位上昇を防止しつつ損傷炉心の冷却維持を図る。 

一方，残留熱代替除去系が使用できない場合において，原子炉圧力容器下部

からの漏えいが生じている場合等には，原子炉水位Ｌ０到達の判断後に原子炉

注水を崩壊熱による蒸発量相当の注水量とすると，原子炉水位が低下し損傷炉

心の冷却維持ができない可能性がある。この場合，その後の事象進展により炉

心下部プレナムへ溶融炉心が移行することになるが，原子炉圧力容器下鏡温度
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が 300℃に到達した時点で，損傷炉心の冷却失敗を判断し，原子炉圧力容器破

損に備えた対応を実施することとする。 

上記のとおり，崩壊熱による蒸発量相当の注水量に調整した場合，損傷炉心

の冷却維持ができず，いずれは原子炉圧力容器の破損に至る可能性があるが，

崩壊熱による蒸発量相当の注水量に調整しない場合（流量低下しない場合）に

おいても，いずれはサプレッション・プール水位の上昇により格納容器フィル

タベント系による格納容器除熱操作を実施することとなり，サプレッション・

チェンバからのベントライン水没防止のために原子炉注水を崩壊熱による蒸発

量相当の注水量に減少させる必要があり，その後，原子炉圧力容器の破損に至

ることになる。 

そのため，原子炉圧力容器表面温度の上昇等により，損傷炉心の冷却失敗の

兆候を確認した場合には，原子炉注水流量を増加させることはせず，原子炉水

位Ｌ０到達を判断した時点で崩壊熱による蒸発量相当の注水量に変更すること

により，サプレッション・プール水位上昇を抑制し，格納容器フィルタベント

系による格納容器除熱操作の実施を可能な限り遅延させることとする。したが

って，破断位置等の違いによる注水手順の差異は生じない。 

上記の原子炉水位不明時における原子炉水位の推定手段について第１表に示

す。なお，流量計指示が正常な状況で崩壊熱による蒸発量相当の注水が失敗し

ている場合には，流量計下流での注水配管の破断による漏えいが考えられるが，

その場合に有意な変化を示すと考えられるパラメータを第２表に示す。格納容

器スプレイの実施によりドライウェル雰囲気温度・圧力の上昇が継続しない等，

状況によっては正確な判断が難しい場合が存在するが，第２表に記載の場合は

注水失敗の傾向を判断することが可能と考えられる。ただし，注水が失敗して

いる傾向を確認した場合においても崩壊熱による蒸発量相当の注水を継続し，

最終的には原子炉圧力容器表面温度が 300℃に到達した時点で注水ができてお

らず，炉心冷却に失敗したことを判断することとする。 
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第１表 原子炉水位不明時における原子炉水位の推定手段 

推定事項 判断パラメータ 

原子炉水位Ｌ０までの水位回復判断 原子炉注水量と必要注水時間 

損傷炉心の冷却維持判断 

（原子炉水位Ｌ０以上の水位維持） 

原子炉水位Ｌ０到達判断後，以下を満たす

ことで損傷炉心の冷却維持を判断する。 

・原子炉注水流量：崩壊熱による蒸発量

相当の注水量の確保 

損傷炉心の冷却失敗判断 

（原子炉水位Ｌ０以下に低下，炉心

損傷の進展） 

原子炉圧力容器温度（下鏡部）：300℃到達 

第２表 パラメータ推移 

漏えい箇所 パラメータ推移 

原子炉建物内で 

漏えいしている場合 

・原子炉建物内の漏えい検知設備の作動により，注水系

統からの漏えいを判断可能な場合がある

・原子炉圧力容器内に崩壊熱による蒸発量相当の注水が

できていない場合，発生した蒸気が炉心部で過熱さ

れ，過熱蒸気として格納容器内に流出するため，格納

容器スプレイを実施していない場合においては，ドラ

イウェル雰囲気温度・圧力の上昇が継続する可能性が

ある 

・低圧原子炉代替注水ポンプの吐出圧力低下や代替注水

流量（常設）の流量増加によって漏えいを判断可能な

場合がある 

格納容器内で 

漏えいしている場合 

・原子炉へ注入する冷却水がドライウェルからベント管

を通じてサプレッション・チェンバに移行すること

で，サプレッション・プール水位が上昇する可能性が

ある 

・原子炉圧力容器内に崩壊熱による蒸発量相当の注水が

できていない場合，発生した蒸気が炉心部で過熱さ

れ，過熱蒸気として格納容器内に流出するため，格納

容器スプレイを実施していない場合においては，ドラ

イウェル雰囲気温度・圧力の上昇が継続する可能性が

ある 

・低圧原子炉代替注水ポンプの吐出圧力低下や代替注水

流量（常設）の流量増加によって漏えいを判断可能な

場合がある 
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添付資料 1.15.8 

自主対策設備仕様 

機器名称 
常設 

／可搬 
耐震クラス 容量 揚程 個数 

常用計器 常設 
Ｃクラス 

Ｓクラス 
－ － １式 

常用代替計器 常設 Ｃクラス － － １式 

運転監視用計算機 常設 Ｃクラス － － １式 

中央制御室記録計 常設 Ｃクラス － － １式 
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手順のリンク先について 

 

事故時の計装に関する手順等について，手順のリンク先を以下に取りまとめる。 

 

１．1.15.2.2 計測に必要な計器電源が喪失した場合の手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

 

２．1.15.4 その他の手順項目にて考慮する手順 

  ・原子炉格納容器内の水素濃度監視に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.9.2.1(3)a. 格納容器水素濃度（ＳＡ）及び格納容器酸素

濃度（ＳＡ）による原子炉格納容器内の水素

濃度及び酸素濃度監視 

  ＜リンク先＞ 1.9.2.1(3)b. 格納容器内雰囲気計装による原子炉格納容器

内の水素濃度及び酸素濃度の監視 

  ・原子炉建物内の水素濃度監視に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.10.2.2(1) 原子炉建物内の水素濃度監視 

  ・燃料プールの監視に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.11.2.3(1) 燃料プールの状態監視 

  ・全交流動力電源喪失及び直流電源喪失時の代替電源確保に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

  ・安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.18.2.2 重大事故等に対処するために必要な指示及び通信

連絡に関する手順等 

  ＜リンク先＞ 1.18.2.4 代替電源設備からの給電手順 

 

以上 
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